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3 凡 例 


凡 例 

一、句の排列は成立年代順とし、年代の明らかでないものは、推定時期の下限を以て排列の基準とした。概ね拙著『芭 
蕉伝記考説』作品篇の年代考定に準拠したが、その後の私見にょって修正したものもある。 

一、 注釈は最初に発句の本文を掲げ、以下、季語' 語釈、大意、考の各項にわたって細説する。句形は諸種 あるぅち、 
最初に掲げるものを本位句とし、年代の古い最も信頼し得る俳書或いは資料の本文を掲出して、他の同句形のものは 
書名•資料名を挙げるにと どめ た。本文の下の括弧内が本文の拠った書名•資料名で ある。 本位句には句頭に 番号を 
付した。 

一、本位句の次に、順次異形を挙げた。掲出の要領は本位句と同じである。 これら 凡て濁点を加え、底本にある濁点は 
右傍に(ママ)と注記した。脱字は〔 U に入れて補った。 

一、異形のぅち、年代の降る書に見える小異などは、本文として掲げなかったものもある。 

一、句の前書に関する語釈は、本位句の前書についてのみ記し、他は省略した。異形句の前書も含め、 本文として挙げ 
なかったものは、「考」の条の初めに まとめて 掲げた。 

一、「考」の条では、成立年代、推敲過程、解釈鑑賞上の要点等、多岐にわたる問題を扱った。 
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元禄四年 


三日口を閉て、題正月四日 

撕大津繪の筆のはじめは何佛(俳諧勧進牒) 
正月四日 ヲ題ス 

大津繪の筆のはじめや何佛(蓮の実) 

春季(筆のはじめ)。 


瓜作.陸奥衛.泊船集•篇突.蕉翁句集草稿 . 
蕉翁句集 


小松原.芭蕉庵小文庫.柱暦•誹林良材 


0〇三 日口を閉て 「三日口を閉ぢて」。正月三箇日の間、句を作らなかったことをいぅ。「二日にも 」 (n 说) の句参照。「二日 
には三座三日は四座初日」(『柳多留』七十三編)「われいはん言葉もなくて、いたづらに口をとぢたる、いと口をし」(『笈の小文』) 
「 cuchi , 一, Meuotozzuru.J (『日葡辞書』)。 〇題 正月四日 『蓮の実』の前書にょれば、「正月四日に題す」ではなく、「正月四日を 
題す」と訓むのであろぅ。「題」は、詩歌の類を書きつけること。「自題落柿舎」(『猿蓑』巻三、去来発句「柿ぬしや」前書) 
「 X 6 guachr -」「 X 6 guatj 「 Dai . 」(『日葡辞書』)。 〇大津絵 「ォホッ H 」。 近江国大津の追分や三井寺辺で売られていた画。寛文頃 
から始まり、元禄頃までは阿弥陀ニニ尊仏•十三仏•不動尊など彩色の仏画を主としていたが、後には鬼•座頭を始め種々のもの 
に及び、粗い筆法の戯画になって、旅の土産にされた。伝説では浮世又兵衛に始まるといわれ、近松の『けいせい反魂香』の題材 
になっている。この曲の吃又について、 



……追分や、大津のはづれに店がりして、妻は絵の具おつとは袅かく、筆の軸さへほそもとで。のぼり F りの旅人の、わらべ 
すかしのみやげ物、三銭五銭の商ひに、命も銭もつなぎしが、…… 

などとあるのが参考になろぅ。「物も袅いはぬ吃めが推参千万。似合ふた様に大津絵かいて世をわたれ」(『けいせい反魂香』上)。〇 
筆のはじめ「筆の始め」。普通「筆始め」「書き初め」「試筆」といえば、新年を迎えて最初に筆を執り字を書くことで、正月二日 
に行われる。ここはそれを大津絵の場合にしたので、新年はじめての絵をかくことである。「ゆづり葉や口にふくみて筆始其角」 
(『俳諧勧進陳』) 「 Fajime.J (『日葡辞書』)。〇何仏「ナニボトヶ J 。 何の仏を描くのか、の意。 

1大津絵では、正月の筆始めに何の仏を描くのだろぅ。 

「正月三日都に出るとて」(『瓜作 1 :「鳩の海辺に年をこえて、三日觜を氷ス J (『色蕉庵小文庫』)「四日」(『柱磨』)「湖 
頭の無名庵に春をむかふ時、 M 一口閉口題四日」(『篇突』)等の前書があり、『泊船集』の前書は『俳諧勧進牒』と同じで 
ある。『勧進牒』では、正月五 n 付曲水宛芭蕉書簡を収め、句は前書と共にこの書簡中に出ている。書簡の年代は元 
禄四年と推定され、同年|]-'=:四日に大津の乙州の新宅で成った句を、翌日の書簡で報じたのであった。この書簡の句 
の後に、 

金 f が分別のごとくことしは休に致候而、歳旦おもひょらず候へば、如此御座候。 

として、歳||.吟を作らなかったことに触れている(「金平が分別のごとく」といぅのは、この年の井筒屋歳旦帳、其 
9付に U える曲水の発句「金平も分別やすむ朝かな」を踏まえ、自分が歳旦吟を休んだことにかけて戯れたのであ 
る。「金は金平浄描璃のこと)。この外去来の『旅寝論』には、 

乂、人冲絵のまへ,'?の']1-、其とし我方へ書送り給ひしは、填鳥の塢の浮淵に春をむかへし、三日口ばしをかぅら 
す、题§1:::と侍りき。 

とあり、' , 1時： EJ 炽は上米にもで紙を#一いて、この句に『芭蕉庵小文庫』の所伝に類似した前書を付していたことが知 
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られる。『瓜作』(琴風撰' 元禄四年刊)の前書は誤伝、『篇突』の粟津無名庵での作とする所伝も信じ難い。 

「筆のはじめや」という異伝は疑問の助詞とみられ、散文ならばこの方が形は整うけれども、この場合疑問の意は 
「何仏」で足りていて必ずしも不可欠の語ではない。『蓮の実』 S 子撰、元禄四年刊)『小松原』(只丸撰、元禄四年刊)等は他 
門の集で誤伝の可能性が大きく、「筆のはじめは」の方が信用出来る。 

大津の乙州宅で新年を迎えた芭蕉は、この地で売られている大津絵に惹かれたのであろう。其処にこの句の第一の 
動機があった。四日の筆始めという ことにつ いては、 古く 孟遠の『秘蘊 集』(享保年間成) に「元日三日迄は神道なれば、 
何仏の発句四日に題せられたり。僧衆の礼四日よりはじまる也」という説が見える。「僧衆の礼」と大津絵は同一視 
出来ないにしても、三箇日の間は神道ということは尤もに聞えるし、「題正月四日」とした背景には、そういう こと 
を考えてよかろう。この年色蕉が歳旦吟を休んだことについては、 

此方年 A / 事故、当春は致非番候。たれせつくものも無御座、是 まで 年^-の骨折 さへくやしき事に 覚候 。(正月 三 
日付北枝—推定—宛) 

とも述べているが、自身にとってもこの句が筆始めであった。内容は別にむずかしいことではなく、大津の名物を持 
ち出して土地への挨拶としたまでで、淡々とした逸興を軽くまとめている。 

現代の写実的な刺激のつよい俳句を見馴れた目には、どこか鷹揚で物足らぬ感じもあろうが、このように何か心 
のゆらめきといったものが漂う句もまた至芸というべきである。 (『色 蕉全 句』) 

という加藤揪邨氏の見方が適評であろう。 

咖木曾の fts や生ぬく春の草(色蕉庵小文庫} 泊船集•蕉翁句集.水薦則 
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春季(春の草)。 

〇木 曾の情 「木曾の.>「木曾」は、源平時代の武将木曾義仲を指す。 ( mg ) 参照。「情」は、その気持、気質をいう。こ 
の句はここで切れるのであろう。「ナサヶ」と訓んでは良くない。「木曾は長坂をへて丹波路へおもむくともきこえけり」(『$物 
語』卷九)「山は静にして性をやしなひ、水はうごひて情を慰す」(色蕉「洒落堂記」-『白馬』) rIo<nocouai fit ?」 (『日葡辞書』)。〇雪 
や生ぬ く 春の草 「雪や±'え抜く春の草」。雪の下から春の草が芽ぶいて、茎を伸ばしているさまをいった。 加藤揪邨 氏は「 4 =*-- ひぬ 
く」と訓み、「従来ハエヌクと読むのが通例であったが、句意からみて抑えた声調の方がょいと思うのでこう読んでおく」(『芭蕉全 
句』)と述べられたけれども、「生え抜く」の語には仮名書きの例もあり、強いて聞き馴れない言葉を採る要はあるまい。「雪」の 
次に「を」を補って解したい。「や」は疑問の助詞とする説もあるが、私は詠嘆の間投助詞と見ている。但し、切字ではあるまい。 
「春草……わか草は。まだはつはるのわかばへなればしゐてつめどもかすけなきさま。雪に恥^;のうはじらけしたる気色などもい 
ひなす J (『山之* J ) 「一：-^立に*たるは、こんりんざいょりたちまちにはへぬいたるがごとく也」(『嫗山姥』第一)「いろ^^の名も 
むつかしや春の草珍碩」 ( r ひさご』)。 

木 tt ^ 仲のしたたかな気性のあらわれか。春の草は墓畔の残雪を押しのけて芽ぶき、茎を伸ばしている。 

■:: a ' II 後翁句集』には「題しらず」と前書があり、『色蕉庵小文庫』では史邦の自序の冒頭に、 

木忖の沾.|/—や生ぬく#の草と申されける言の葉のむなしからずして、かの塚に塚をならべて、風雅を比恵日良の 
r にのごしたまひぬ。 

と- JI かれている。即ち「木曾」は地理的な木曾路の意ではなく、木曾義仲を指すことは分明であろう。これに関連し 
て、句の成;/;及び内容の理解に資すべきものとして、去来の『旅寝論』に左の記事が見える。 

■とせ 人 A / 叱りて木 ft 塚の句を吟じ ける に、先師一句も取給ず。門人に語りて日、都て物の 賛 .名所 等の 句は、 
先 Jt 場をしるを肝嬰とす。……句の善悪は第二の事也となり。我むかし、先師の木曾墳の句を拙き句なりと思へ 
り。此時はじめて其疑ひを解ぬ。乙州木曾塚の句はすぐれたる句にあらずといへども、比をゆるして猿蓑集に入 
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べきよしを下知し給ふ。 

「木曾塚の句」とは「木曾塚を題とした句」の意であって、蕉門の師弟が会したというの も、 木曾塚義仲寺境内の無 
名庵に於いてであったろう。乙州の木曾塚の句は、『猿蓑』に「木曾塚」と題して収められた「其春の石 ともならず 
木曾の馬」を指すのである。今栄蔵氏は、右の『旅寝論』にいう無名庵の会を元禄三、四年の早春と見て、色蕉の 
「木曾の情」の 句 も、乙州の r 其春の」の 句と 同時同所の 作と しておられる (「色蕉句「木曾の情」の作年次」—『近世文芸資料 
と考証』 w — o しかし、私は「我むかし、先師の木曾墳の句を拙き句なりと思^■り。此時はじめて其疑ひを解ぬ」と 
いう去来の書き方からして、今氏のように「同時同所の師弟の作 j とは考えない。無名庵の会より前に「木曾の 情」 
の句は成っていたとおぼしく、何れにせよ元禄三、四年の作ではあろうが、例えば師弟の会が四年春であれば、色蕉 
の句は三年春に出来ていたという位の、時日の隔りはあったと思う。また、制作の時は早春とは 限らず、 木曾塚の 草 
庵に居れば、何時この句のような想が浮んでも不思議はない。尾形仂氏は『松尾色蕉』で作年時を元禄三年三月末と 
見ておられ、伊賀から再び湖南へ出て来たこの時を擬するのも有力な見解であろう。兎に角当面の句の成立年次が元 
禄四年春を降らないことは確かであって、『蕉翁句集』が元禄五年の部に入れているのは、明らかな誤りである。こ 
の句を含む廿一日付野坡宛芭蕉書簡も知られているが、真簡とは認められず、内容も信じ難い。 

この句を木曾路での吟、或いは木曾の早春の趣を思い遣ったどする見方は古来多い。 

木曾は信州也。木曾三日の間は幽谷を通る也。……日影乏しくて弥生迄も雪残る也。 され ども陽気上に さかんな 
れば、雪を生ぬきて生ると也。生ぬくの手爾葉にて寒国と春の陽気をふかく云述たり。(東海 呑吐『色蕉句解』) 

此句の情といふは春情の事にて、陽気発生の気をいへる也。句意は木曾山家の雪国 とても 春陽の気のなさけは有 
難きものにて、雪の中より草 A / もあを^-と生ぬき出たるよといへるなり。(素丸 『説 叢 大全』) 

等を始め、このような立場をとる注書は、数からいえば義仲を傲んだとするものよりまさるであろう。しかし、初出 
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の『小文庫』に「言の葉の むなしから ずして、かの塚に塚を ならべて」 と あるの が、義仲寺の色蕉の奥津 城のさまに 
符合し、木曾塚を題と した 句とする『旅寝論』の記事もあって見れば、 そのょうな 解が真を 得て いない ことは自明で 
ある。 そして、義仲の本性を、残雪を 押しの けて伸びる春の草に 象徴したところに、 色 蕉の義 仲観が窺われ、 その一 
生の運命に同感する思いも深かった ことが 知られる。されば こそその 人の塚と並んで永く 眠ろうとしたのでもあろう0 
その 点を思えば、巧みな句ではないが心惹かれるものが ある。 最後に諸家の 鑑賞を引用しておこう。 

雪の中を耐えぬき、季節の催しとともに堅く凍った大地をつき破って萌え出ずる「春の 草」 の卜いか卜 は、ま 
さに強情我慢の「木曾の情」を象徴するものでなければならない。それは木曾塚に対する感銘を、 最も木曾塚ら 
しいありかたにおいてとらえたものであって、西行に対するものでもなければ、 また 義経の遺蹟に対する もので 
もなかった。去来が「この時はじめてその疑ひを解きぬ」といったのは、その"本情"の把握に想到した からに 
ほかなるまい。 

この句は、歴史の陶汰、季節の変化に耐えてょみがえる生命力を とらえて いる点に おいて、『ほそ道』 の 「夏 

草や兵どもが夢の跡」の句と一脈通う点がある。 . 一句は、それぞれの中に流転と永劫とを含んだ素材の対置 

を通した一大共鳴音の中から、流転の相それ自体を 永遠と 観ずる芭蕉の 大きな諦念と、永遠なる ものへの思いを 
訴えかけているのだ。木曾の情を雪の中を生えぬ く 「春の草」に見出だし、義経の情を茫々と 乱れ茂る「夏草」 
に とらえた のは、芭蕉の詩人的直観力で ある。(尾形仂氏『松尾色蕉』) 

……「木曾の情雪や生ぬく、春の草」と読むのと、「木曾の情、雪や生ぬく春の草」と読むのとでは、微妙に 

解釈が違ってくる。いずれも「雪や生ぬく」に最も アクセントがあり、 中七 文字の「や」は「をや」の省略 . 

には違ない が、 前者なら春草を眼前にして、雪に 耐 抜いた義仲の心根を思う句になるし、後者なら、「生ぬく」 
のは「春の草」そのものである。この場合、「木曾の情」は、木曾塚とか木曾路に寄せて義仲の生涯を傲ぶ 作者 
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の情である。前はむろん木曾塚での吟と見るのがふさわしいし、後の方なら、木曾塚から一旦出てどこか別の場 
所で詠んだ、と考えたくなる。どちらの解釈をとるにしても、あたりに残雪の眺も消えた季節では「雪や生ぬ 
く」がそらぞらしくきこえて、具合がわるい。下ってもこれは仲春までの吟だ。(安東次男氏『色蕉発句新注』) 

右の安東氏の鑑賞に関連していえば、私は「木曾の情」で切って解しながら、春の草を眼前にして義仲の心根を思う 
句と見るのである。また、「木曾の情」を r 義仲を傯ぶ作者の情」とするのは無理であろう。 

餞乙勗東武行 

俳諧勧進牒•葛の松原•泊 船 集.をだまき 綱 

泌梅若菜まりこの官のとろ ゞ 汁(猿蓑) 目•三冊子•蕉翁句集草稿•蕉翁句集•俳諧古 

今抄•蕉門録 

春季(梅•若菜)。 

I 〇 餞乙磊東武行 「乙磊の東武行を餞す」。「乙勃」は、大津の蕉門俳人川合乙州。既出 ( mg )。 「勗 J は•「割く」意味の字で 
あるが、ここでは「州」の異体字である。「東武 j は「東国武蔵」の意で、江戸の異称。「行」は、旅。「餞」は、旅立つ人に贈物 
すること。この場合は乙州に発句を贈るのである。「餞す」と音読してもよい。「参宮する従者にはなむけして」(『猿蓑』卷二、其角 
発句「みじか夜を」前書)「亡父の墓東武谷中に有しに」(『猿蓑』卷四、園風発句「まがはしや」前書)「千里のかうは•歩よりはじまる」 
(『曾我物語』卷四) rFanamuqe .」 (『日葡辞書』)。〇若菜「ヮヵナ , -〇正月七日の七種粥に入れる春の七草の総称。子の日の若菜摘み 
とも関連して初春の季題になる。(1€ 5 参照。「若菜……菜つみは春也。……菜とばかりは雑也」(『御傘』)「初わかな。七くさ。 
なづな。はこべら。芹。菁。かぶらな也。ごぎやう。す ゞ しろ、す ゞ な。仏の座。菜つむ、……むかしは若菜を上の子日に内蔵寮 
丼に内膳司より禁中にたてまつれると也。或は十二種供する事もありし由、公事根源に侍。其中には苣•蕨•あふひ•よもぎ等も 
あり。今は在家七日に福わかしとてこながきをいはひ侍り。六日の暁より七くさはやすとて、わかなを盤にのせて、唐土の鳥と日 
本の鳥となどいふ事をうちはやし侍り」(『増山井』)「つみすて X 蹈付がたき若な哉路通」(『猿蓑』卷四) rvacanauotgumu .」 (『日 
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葡辞書』)。 〇まリこの宿のとろ、汁 「丸子の宿のとろ-^汁」。「まりこの宿」は今の静岡市丸子。東海道五十三次の一で、東の B キ 
宿と西の岡部宿との間に位置する。「とろ\汁」は薯蕷の根を摺りおろして作る汁で、これを飯にかけて食べる。蜀山人の『改元 
紀行』(享和元年成)に「色蕉翁が発句に梅若菜とめでしとろ k 汁いか V ならんと人して求るに、麦の飯に青の り •とろ i をかけて 
きたれり」とあり、『東海道中膝栗毛』二編下にも、この宿に入った北八が「爱はとろ X 形のめいぶつだの」と言っている。「とろ 
k 汁」は近代以降秋の季語とされる'か古くは乖語ではない。「馬のとをれば馬のいな ゞ く冬文さびしさは達井の宿の冬の雨 
舟泉」(『あら野』員外) rxucu . J 「 Tororojiru . J (『日葡辞書』〇 

n 今頃旅に出れば、街道筋には梅が咲き、若菜も青々と萌えているだろう。丸子の宿のとろろ汁は、さぞう まか 
ろう。楽しい旅をして来なさい。 

■ 漏 「乙奸が江戸へ起くとき」(『俳諧動進牒』)「乙^が江戸え趣時」(『蕉翁句集』)等の前書がある。『猿®』『勧進牒』电 
にこの句を発句として歌仙一巻を収めているが、色蕉.乙州.珍碩.素男.智月•凡兆.去来•正秀らの連衆による 
二十句までが共通で、以下は『猿 a 』 が半残•土芳.園風.猿雖•嵐蘭•史邦.野水 •羽 紅ら上方連衆 中心、 『勧進 
牒』が探志•其角.路通•曲水•里東•芹花.素葉.寒水.落荷.飛陰ら、当時江戸在住の連衆である。乙州の江戸 
行は発句の前書からして元禄四年正月の出発と見られ、『猿蓑』卷四に、 

武江におもむく旅亭の残夢 

寝ぐ？) ■ しき窓の細目や闇の梅 乙 a 
と往路の吟、『己が光』には、 

江府よりの登にいせへ参りて 
あひの山誰追かけてほと X ぎす 乙州 

と 帰路の吟が載っている。芭蕉の『嵯峨日記』(元禄四年)に、「乙州が武 江より帰り侍るとて、旧友. P 1 人の消&共あ 
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また届」(四月廿二日条)「乙州来りて武江の咄」(同廿五日条)とあるのによれば、四月二十二日までには大津に帰った箸 
である。芭蕉は恐らく二十句までの付合を携えて伊賀に赴き、当地の門人に巻き継がせて、更に末四句を京あたりに 
居た嵐蘭•史邦•野水•羽紅らに付けさせて満尾した巻を『猿蓑』に収めた。一方、乙州も、同じ二十句を旅囊に入 
れて江戸に下り、彼の地の人が後を付けた巻は路通編の『勧進牒』に収められたのであろう。土芳の『蕉翁句集草 
稿』に「此句にて江戸連中卷有。葛松原に入」とあるのは誤りである。 

句は唯「梅」「若菜」「とろ X 汁」という三つの物を並べたに過ぎない。これについては土芳の『三冊子』に記事が 
ある。 

此句、師のいはく、エみて云る句にあらず。ふといひて、宜しと跡にてしりたる句也。かくのごとくの句は、ま 
たせんとはい气がたしと也。東武に趣く人に対しての吟也。んめ•わかなと興じて、鞠子の宿にはといひはなし 
て当たる一体也。(赤雙紙) 

これによれば、作者自身趣向を巧んで仕立てた句ではなく、無意識に口を衝いて出たものを、後で一応の句にまとま 
っていると知ったのであって、そういう出来方だから又同じような句を作ろうとは約束出来ないと言ったという。こ 
の句では無成心に三つの物が並べられているわけであるが、ただ同質の物三つというのではなく、その間おのずから 
変化が見られる。「梅」と「若菜」は春の自然の風物で、和歌以来の伝統を色濃く孕むものなのに対して、「まりこの 
宿のとろ、汁」は、そうした背景を持たない俗中の俗なる俳諧的素材であった。『三冊子』の「いひはなして当たる」 
とあるのは「対照をはかる」意の「当つ」であるから、土芳も十分その事は心得ていたことが分る。支考の『俳諧古 
今抄』には、 

道すがらの優游には梅もあり若菜もあり、まりこの宿に とろ X 汁もあらんと、おもひやりたる風情ながら、若菜 
は植物と食類との結前生後の働ありて、 とろ V は梅若菜のつやを崩す十成の俳諧体なり。 これらを 三段の 曲節と 
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しるべし。 

とあって、「若菜」が視覚と味覚と両方を兼ねて、「梅」と 「とろ ゞ 汁」の間で「結前生後」の働きを していると見た 
のは思いつきながら、これらは皆後からつけた理窟であって、要は初五の二つと 「とろ k 汁」との間の雅俗の対照の 
面白味が分ればよいのである。なお、「三段の曲節」が三段切れを意味するのであれば、そういう見方は 誤りとする 
外ない。「梅若菜」は、この句のリズムでは一 まとまりの もので、 「ゥメ、ヮヵナ」 と切れるわけではな、 からである0 
右の支考の説に関連して、幸田露伴は、 

. 道すがらに梅も有り若菜も有りと云へるは甘心せず、梅はまさに此処に在りて此句ありたるなり、想裏のも 

のにはあらで、眼前のものなり。(『評釈猿袁』 ) 

といい、山本健士口氏もこれを支持して、 

. 眼前のものを詠みこむことは、挨拶句として当然のことであり、時節•場所•事情の三つの要件のうち 、 m 

二のものがこれによって充たされることになる。これが乙州の新居での、乙州への餞別の句であれば、詠まない 
ことこそかえって礼を失することであり、座の興をそぐことであるだろう。むしろ、眼前の梅が詠まれているこ 
とが、乙州の宅での句である例証であると言ってもいいだろう。あるいは若菜 も、 この句が詠まれた日付、一月 
七日金不しているのかも知れず、従ってこれも、七日の朝の七草粥の属目を示しているのかも知れない。 へ『芭蕉 そ 
の鑑賞と批評』) 

と述べておられる。按うに、「梅」「若菜」が句中に詠み込まれた契機として、属目の物という事情は考えてよいであ 
ろう。しかし、句の中では「梅 」 r 若菜」が乙州亭の物では 「まりこの 宿のとろ^, 汁」 との関わりもしっくりせず、 
「句としては道中の梅としなければおもしろくない」 (『日本古典文学全集•松尾芭蕉集』井本農 一 博士)のである。 道中の 春の 
自然を思い遣って「梅」「若菜」の二種が並べ置かれたものと見なければなるまい。 
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この句の特色は、内藤鳴雪が、 

人を送る時は別れを悲しむのが普通であるが、此の如く興じてやるのも餞別の意に適つてゐる、面白い句として 
推すに躊躇せぬ。 

且又た宗匠達は切字をやかましく言ふが、此句には一つも切字がない、而かもよく一句の意は尽きて文章は完結 
してゐる。(『芭蕉俳句評釈』) 

と述べた諸点にある。別れを惜しむよりも興じて人を送るのは、芭蕉自身も旅心しきりなるを覚えているからであろ 
う。「芭蕉の旅心そのものが、躍動して、誦する者を旅にかりたてるような気分にする」 (加藤揪邨氏 『色蕉 全句』)ところ 
が、この句の佳句たる所以である。その中に、乙州への親愛の情が籠められている ことは いうまでもない。 

伊陽山中初春 

§ やまざとはまんざい遲し海花 (真蹟懐紙) 管記.喪の名残.泊 船 集 •三 冊子.蕉翁句集 
春季(まんざい•梅花)。 

〇伊陽山中初春 「ィャゥサンチュゥショシュン」。「伊陽」は、伊賀国を指す。尾張の名古屋を「尾陽」、加賀の金沢を「加 
陽」という類である。「初雪に J S 577) の句の前書の例のように、「山中」の語で芭蕉は故郷伊賀の上野を指すことがあり、ここも 
その場合である。「山中の初春」とよむことも出来るが、全体の書き方からして音読した方がよかろう。「初春」は既出(1225)。 
「我に志深く、伊陽旧里迄したひ来りて」(『嵯峨日記』)「伊賀の山中に父母の古墳をとぶらひ」(支考「今宵賦」 丨 『続猿蓑』上— ) 
「sanchp Yamanovchi .」 (『日葡辞書』)。〇や まざと 「山里」。既出 (I 別前書)。 〇まんざい遅し 「反®?潑し」。「まんざい」は、 
新年を祝って歌舞を演ずる門付け芸人。古くは「千秋万歳」といい、訪れた家が永く栄えるように予祝するのである。演者は多く 
唱門師と呼ばれた階層の人々 で、 各地に集落を作って住み、春毎に組になってそれぞれの 檀那 場を巡回した。太夫は烏帽子に素袍 
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のいでたちで扇を持ち、才蔵は大黒頭巾をかぶって鼓を持つ。才蔵の打つ鼓につれて太夫が舞い、共々に祝言をのべ歌をうたった。 
時には滑稽な問答を交すこともある。関東を廻る三河万歳、上方を廻る大和万歳が代表的で、ここは後者であろう。その伊賀の上 
野へ廻って来るのが遅いというのである。「千-寿万-歳犬-和国窪— EB -*: I - 尾両-村千-寿万-歳両—屯太-夫.所- B ], 民一4一鼓—！！こ 
「千—寿万—歳并猿-舞凡千—寿万-歳出 x — 窪-田•箸-尾両-村—〇此両-村在„南-都西|南相|ち三-里あ—01-内氣，|両-流--0則窪- 
田-箸-尾是也。窪|田太-夫箸_尾太-夫是准„左—部右-部一而_/之。各//ちぎ庭一而舞」(『日次紀*』)「今世に及て、千寿万歳と 
いふ者、和州村里より来る。唱ふる所の早歌も遥におとる祝詞也。然ば旧例によりてや、正月五日禁裏へも士一人の千寿万歳まい 
りて、うたひ舞侍りて、それぐの禄を賜る事なんかし。御湯殿のうへの日記にも、元亀三年正月五日、北畠のせんずまんざい三 
人参云4。北畠とは指南抄に、一条より北、其間三町也といへり。しかれば昔は都の内にもありし事なんかし。今の万歳と称する 
物は、烏帽子.素袍をきて鼓を打、早歌を唱へ、正月二日より三十日迄京都町ミをありく。田舎に も 所によりて正月の間ありく 也。 
又一首、江戸万歳とて、鼓をならしめぐるもの、是は平生乞食の類ひなら し」 (『滑稽雑談』)「万歳を仕舞ふてうてる春田哉昌 碧」 
(『あら野』卷二)「麦跡の田植や遅き里どき許六」(『炭俵』上) rManzar - i . Mannen . 」 「 vosoi . 」(『日葡辞書 fc 。 〇梅花「齡の® 
と訓む。 

mag この伊賀の山里には、万歳が来るのも遅い。梅の花盛りの今になっても、まだやって来ないことだ。 

■2 ■出光美術館蔵の真蹟懐紙の前書によって、作年次が正月を伊賀で過していた元禄四年を降らないことは確かで、 
『笈日記』が元禄四年に歿した落梧の撰集『瓜畠集』中の句として出しているのも、 この 推定を裏づける。土芳の 
『全伝』には、 

△四未の年正月初ョリ三月末迄。正月初-一大津ョリ見得テ…… 

云々とした記事の後に この 句を出して、 r 此句、橋木子 ニテ 会の時也」とあり、四年正月の作と見てよかろう。但し 
『全伝』日人写本の句頭に「元禄元辰」 と あるのは何故か、不審が残る。 e 蕉はこの年正月三日付の句空 宛と 推定さ 
れる書簡に、「五三日中伊賀旧里に引越候」と述べており、乙州の東行餞別会に出席した後間 もな く、正月上旬のう 
ちに伊賀へ帰ったらしい。橋木については、 r 土手の松」 sg ) の句の条参照。 




13 元禄四年 


この句の解釈については、「まんざい遅し」が、やつて来た万歳を見て「遅し」といつたのか、 それとも 万歳は■ま 
だ来ていないのか、また、梅の花は咲いているのかいないのか、「遅し」は万歳だけにかかるのか、或いは梅の花も 
遅いというのか等、いろいろ問題があつて諸説区々である。土芳の『三冊子』には、 

発句の事は、行て帰る心の味也。たとへば、山里は万歳遅し梅の花といふ類也。山里は万歳おそしとい V はなし 
て、梅は咲りといふ心のごとくに、行てかへるの心、発句也。山里は万歳の遅といふ斗のひとへは平句の位也。 

(わすれみづ) 

とあつて、「い、はなして、梅は咲りといふ心」というあたりの書きぶりを見ると、土芳は「梅の花は咲いたが、万 
歳はまだ来ない」と解していたように思われる。古注では、 

山里は都方より雪も遅く解て、梅の花の盛りも二月かけてなるに、それにもいまだ万歳は来らずとなるべし。遅 
し、働き考ふべし。 (東海 呑吐『芭蕉句 解』) 

山家の幽棲、梅も遅し。時過て万歳のめぐり来るも又遅し。句意おのづから閑なり。(蚕臥『芭蕉新卷 J 1) 

等、万歳は来ていないと取るものが多く、「松竹にこそ音づ る、 ものを、梅の門 AZ 舞 あるく ふぜい、また風流。遅し 
の語、上下を鎖して、此花の今を盛なる暖和の光景眼中にあり JS 哉『色蕉翁発句集蒙引』)のように、両者とも眼前と解 
するのは寧ろ珍しい。近代に入ると、 

万歳は年頭に来るもので誰れも知つてゐるもの、其の万歳は都の方へ先づ行くから山里では万歳の来るのがおそ 
い、其の来た時は丁度梅が満開であつた、即ち梅が咲いてゐる時に恰かも万歳が来たといふ実況を句にしたので 
* らう。(内藤鳴雪『芭蕉俳句評釈』) 

柴兮日菱花君は、梅が咲いたが万歳はまだ来ぬ云々と云はれたが、私は万歳が来た処を咏んだものだと思ふ、 
万歳と云ふものは大概年頭に限つて出て来るのであるが、山里はよろず物不自由に、梅の花の咲く頃漸く万歳も 
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見えると云ふ意であらう、真率な客観句で、まづ佳句の類である。(『色蕉句集講義』) 

というような説が主流になる。万歳が願望で あるよりも' 現前の写生であった方が良いという、客観句を尊ぶ風潮が 
然らしめたのであろう。しかし私は、万歳がやって来ないとする尾形仂氏の『松尾色蕉』の説を確説と考える。氏は 
先ず梅の花について、 

俳席の約束の上からいえば、一句はおそらく橋木亭の床に活けられた、あるいは庭に咲き匂っている梅の花を題 
としての挨拶であるべく、これを「遅し」の措辞に引かされて、咲くに遅い山国では梅もまだ固い蕾をほころば 
せていないと取ることは、理屈としては考え得ても、俳諧の鑑賞としては成り立たない。(『松尾色蕉 J 0 
と前提して、万歳に関しては次のように述べられた。 

……「遅し」の「し」を切れ字とした一句の構造と、「梅の花」と体言をもって強く言い切った座五のひびきに 
注目すれば、答えはおのずから明らかだといわなければならない。……この r 伊陽山中」 r 山里」の俳席では、 
梅はすでに清香を放って、春の到来を告げているのだ。その眼前の春色を愛ずる心を、「梅の花」と強く体言止 
めで言い切ることによって表わした座五のひびきと対照するなら、「し」の切れ字によってこれと対置された初 
五.中七の世界は、まだやって来ない万歳に対して、春のことぶれを待望する心をのべたものでなければならぬ 
だろう。「梅は咲いたが、万歳法師はまだかいナ」である。……いわゆる竪題としてよみ古された「梅の花」に 
対して、その連想の枠を飛び抜け、「万歳」を拉しきたってこれに配したのは、奇想天外の〃俳諧"というべき 
だろう。これを当座の嘱0から得たものと解しては、作者の苦心は報われない。松の内を過ぎても万歳がやって 
来ないことに注目したところにはまた、春のことぶれへの待望とともに、文華至ること遅き山里の質朴清楚を愛 
ずる心持がはたらいている。春を告げて咲き匂う梅花を、その都塵を絶した清楚な雰囲気の中でとらえ、清浄境 
の象徴としたところに、俳席の挨拶としての〃俳諧"があった。 ( r 松尾芭蕉』) 
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右の解釈鑑賞は、間然するところのない優れた見方と思われる。安東次男氏も、梅は現前の物なのに対して万歳は来 
ていないと解し、「遅れたけれど来たと告げるつもりなら「に万歳遅し」、 r の万歳遅し」というもっと適切な遣方が 
ある」(『色蕉発句新 注』) と述べられたのも参考になる。 

『三冊子』にいう「発句の事は、行て帰る心の味也」とは、この句に当て嵌めた場合どういうことか。これについ 
ても、尾形氏と加藤楸邨氏の丁寧な解説があるので、引用しておこう。 

……発句においては、心の動きが一つの方向へ向かって流れてゆくだけでなく、また逆の方向へ流れ帰って来る。 
その二つの流れの交響するところに発句の世界が成立するというのである。 

「山里は万歳遅し」と、切れ字によって強く言い切った余響が、万歳の遅いのに対して「梅の花」はすでに咲 
いて春を告げているのに という ィメージを喚起する。それが「行く」ほうである。逆に、「梅の花」 という 体言 
止めの強い言い切りによって、春告草としての梅の清香は、上五の「山里」を初春の陽光の中に包みこんで、万 
歳が年頭より町々を祝い歩く都の「花の春」のィメージを喚びさまし、山里に春の ことぶれ を待望する気持をか 
きたてる。これがつまり「帰る」である。意識がその「行き」と「帰り」の二つの路線を反復往反し、二つの世 
界が交響するところに、その余情として、山里の初春の清楚な風趣がそぞろに浮かび上がってくる。 

切れ字をもって切断することのない平句では、たとえば「万歳遅き山里の梅」といった場合、意識は「行き」 
だけの片道の単線運行しかしない。共鳴音をもつことがないのである。それは付句を得ることによって、はじめ 
て 「帰り」 との交響をとげることができる 。(『松尾芭蕉』) 

……「山里は都とちがって万歳の廻って くること も遅い ことよ」 と心を万歳の来方に向けて —— つまり 「行き 
て」 —— そこでうち断っておいて、「梅の花はこんなに咲いているのに」と心を伊賀山中の ことに 戻す —— つま 
り「帰る」 I という 発想上の屈折作用を指して いるのであろう。 ……これは一種の重層的構造の必要を説いた 
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ものというべきである。(『色蕉全句』) 

要するに、この句の場合、上五•中七の_的世界と、下五の現実の春光とが対置されることによって生ずるィメー 
ジの交流.交響を、発句の生命と観じているのであった。色蕉は一般的なこととして説き、土芳は「山里は」の句を 
好箇の例証と見て引合に出したのである。土芳は取合わせの説にも触れているけれども、取合わせは複数の題材の配 
合のことであって、それを持ち出しては、却って事の筋道が不透明になる嫌いがあろう。 

657 月待や海かたげ行-;!,山ぶし { 蕉翁句集草稿} 句集 
春季(梅)。 

H 〇月待 「ッキマチ」。月の出を待って拝む民俗行事。多くは講を結び、当番の家に仲間が集まって、念仏を唱えたり、飲食 
したりしながら語り合う。毎月行う所、正月•五月•九月に限る所などあり、一一夜待•三夜待.お十八夜.十九夜講等がある。も 
とは信仰行事で、僧や陰陽師を招いて読経や祈禱をさせることもあったが、次第に遊興化した。「なれぬ娵にはかくす内証沾圃 
月待に傍輩衆のうちそろひ馬莧」(『続猿蓑』上) 「 Tguqimachi . J (『日葡辞書』)。 〇梅かたげ行小山ぶし 「梅担げ げく小此,/ 
「小山ぶし」，は、年少の修験者。「かたぐ」は「肩」を動詞化した語で、肩にかつぐこと。小山伏が梅花一枝を肩にして歩んで行く 
さまである。 r 下ばか まの わかい者かねばこあまたかたげさせ」(『夕霧阿波鳴塵下、 あひの 山)「山から下る 小山 伏腰に螺手には 
珠数 御 客僧受給ふ柴垣越に 物 云ふ」(狂言歌謡、 鷺小舞、 山から下る)「麦の葉に慰行や小山伏才麿」 ( r 陸 奥衛』 二) 「 catague , 
uru , eta . 」 「 Yamabuxi .」 (『日葡辞書』)。 

1 a 月待の楽しい席。あの梅の花の一枝を肩にして行く若い山伏も、何処かの月待に招かれて行くのだろう。 

I 土芳の『蕉翁全伝』元禄四年の条にこの句を挙げて、「此句ハ正月卓袋ニテ月待の時の句也」とあり、『蕉翁句 
集草稿』にも「此句にて卓袋宅にて哥仙有」と見える。これらは信じ得る所伝なので、元禄四年正月伊賀上野の貝増 
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卓袋亭で成った句と認められよう。卓袋、名は市兵衛、富裕な g 糸商で、芭蕉の縁辺の人の世話な どもしており、親 
交があった。宝永三(一七01〇年八月十四日搜、享年四十八。なお、この時の歌仙は伝わらない。 

井本農一博士は、 r 今夜は月待の夜である。(私が卓袋さんの家に呼ばれて行く途中)小山伏が、 これ も私 同様どこ 
かへ招かれて行く途中なのであろう、大きな梅の枝を肩にかついで行くのに出会った」と解し、 

月を待ちながら雑談をしていると、向こうの方を小山伏が通るととる説もあるが、月の出前の暗い 時、 こちらは 
家の中にいて(太陽暦二月中旬ごろだからまだ寒い)、山伏が梅の枝をかついで通るのが見えるというのは 不自 
然である。卓袋の家は相当の商家であるから、座敷の向こうがすぐ道路ということもあるまい。また、「月 寺- 
と 「梅かたげ行小山伏」 との直接関係を否定して、 ただ情景の写生ととる説もあるが、 少しく 近代的解釈に過ぎ 
はしないか。(『日本古典文学全集•松尾芭蕉集』) 

と精しく見ておられる。単なる写生句ではなく、俳席の挨拶句で あることは 明らかで、 所説一々尤もではあるが、挨 
拶句に、来る途中出会った小山伏のさまを詠むというのも、そぐわない感じが強い。まだ暗くなら ないうちに 月 待の 
席について、やはり其処から障子の隙間などを通して小山伏が見えたのであろう。 

若い山伏は修行の日も浅く、劫を積んだ山伏の、人を人とも思わぬ剛強な感じには程遠い。梅の枝を & H -' た姿は、 
そういう気分にぴったりなので、まだ浅いながらも春の長閑な趣も漂う。如何にもくつろいだ暢びやかな 調子で情景 
が的確に描かれ、故郷の人々の温かいもてなしを喜ぶ芭蕉の気持があらわれた佳い句である。 

652不性さやかき起されし春の雨 S 蓑} 泊船集•四山集•蕉翁句集 

不性さや抱起さる>一春の雨(枇杷園随筆) 
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春季(春の雨)。 

1〇不性 さや 「不性 さ」 は、身体を動かすのが懶いさま。「無性」「不精」などとも書き、身綺麗にしていない意味にもなる。 
「や」は詠嘆の切字。「此男ぶしやうなりとき k て、つれなくやとはざりつ上(『仁勢物語』上) 「 BUX 6 .x o < naxi ;「 BUX 6 sa .」 (『日 
葡辞書』)。〇かき 起されし春の雨 「搔き起されし春の雨」。「かき起す」は、臥している人を抱き起すこと。戸外では春の雨の降っ 
ている時に、寝ていて起されたのである。土芳の『三冊子』には、「春雨はをやみなくいつまでもふりつ^く様にする。三月をい 
ふ。二月す袅よりも用る也。正月 ニー 月はじめを春の雨と也」(わすれみ づ) として、「春雨」と「春の雨」に使い分けがあるよう 
にいうけれども、この句の場合など「春雨」と同じ趣であって、「春の雨」に格別の意味があるとは思われない。「この御かたはら 
の人をかきおこさんとすと見給ふ」(『源氏物語』夕顔)「物よはき草の座とりや春の雨荊 口」 (『続猿蓑』下 ) 「zeta fitouo 
caqivocosu.J (『日葡辞書』)。 

tsana 春雨の降る中を寝ていて、抱え起されてしまった。何と不精なことよ。 

1 ±芳の『全伝』元禄四年の条に「あか坂の庵二在口。初の庵の時也」としてぉり、竹人の『全伝』同年の条に 
も「赤坂の庵にて」(伊賀上野赤坂町なる兄半左衛門の家にあった庵を指す)として出している。板本としては『猿 
蓑』初出であるから、元禄四年春伊賀での作と認められよう。士朗の『枇杷園随筆』(文化七年刊)には、二月廿二日付 
の珍夕宛芭蕉書簡中の句として紹介し、「右真蹟三河都築和楽にあり」としている。若し書写に誤りがなければ、二 
月二十二日までに中七を「抱起さる ゞ 」とした初案が成り、それを『猿蓑』に収めるに当って改案したものと思われ 
る。 

句の内容は、 

ふせらば物ぐさき也。春雨ふりていと長閑なる遅日、あまり久しく寝る事よと、友など来りてむりに弓起すさま 
也。只何となく春雨のつれを、よくいひ述たるなり。(東海呑吐『色蕉句解』) 

と解してよい。「かき起されし春の雨」は、言葉つづきとしては理に合わないが、 r 不性さや」と初五に切字を置いた 
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為に、中七で切ると三段切れになるので斯うならざるを得ない。「かき起されし」と特に過去にしたのも、この方が 
良いことは初案の「抱起さる、」と比べて見れば直ぐ分ることである。春もやや闌けて、降るとも見えぬ春雨が庭面 
に煙っている。何となくけだるくて、何時までも床の中でうつらうつらしていると、もう好い加減に起きなさいと搔 
き起されたというので、「不性さや」という詠嘆が春らしい«さをよくあらわし、「かき起されし」も、身に添えた人 
の手の感触まで伝わって来るようである。但し、この感覚を柔媚な春情のように取るのは行き過ぎであろう。要は故 
郷の気の置けない人々に囲まれたくつろぎと、暖かくなって来る季節感の複合した味わいである。山本健吉氏は、 
冒頭の「不性さや」が、大胆に、断定的に言い下しているのが面白く、形から言えば下の七.五は、 r 不性さ」 
の具象的なリフレ—ンである。……春雨の感触を捉えた句として、「最前に起きてもよきを春の雨」(召波)と似 
ていて、いっそう表現に深みがある。(『芭蕉その鑑賞と批評』) 

と評しておられる。 

棚山吹や笠に指べき枝の孩リ(蕉翁句き 蕉翁句集草稿 
春季(山吹)。 

H 〇山吹春の季語。既出(1撕、 n366o ◦笠に指べき枝の形リ「盤に指すべき挺の胗=」。笠の飾りに衝すことも出来そうな 
枝の形を賞めたのである。『蕉翁句集草稿』は「笠にさすべき」と仮名書きになっている。「かざしにさせる」(1§)参照。「あや 
めさす軒さへよそのついで哉荷兮 j (『あら野』卷七)「船形リの雲しばらくやほしの影東潮」(『続猿蓑』下) rzari.J (『日葡辞書』)。 
BBS 山吹の花が見事だ。笠に挿したら丁度良いような枝ぶりをしている。 

I 土芳の『蕉翁全伝』元禄四年の条に前の「不性さや」の句と共に掲げ、「此山吹に一折有。人のフト参リタル 
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時催サレシ也。二句トモーーあか坂の庵-|在0。初の庵の時也」としており、『蕉翁句集草稿』にも「此句にて赤坂庵 
に卷半有」と見える。元禄四年春の郷里滞在中、兄半左衛門の家の敷地内にあった草庵で成った句であろう。資料と 
しては土芳自筆の『草稿』が最も古いが、下五が「枝の0」と蝕損の為に欠けているので、底本は『蕉翁句集』に拠 
った。 発句に続く半歌仙は伝わらない。枝もたわわに黄金色の花をつけた庭前の山吹を賞めた 即興 句である。実際に 
そうするかどうかは兎も角、 

狂句こがらしの身は竹斎に似たる哉 
たそやとばしるかさの山茶花 
にも通ずる風狂味が感ぜられる。 

脱年 AZ や樓をこやす花のちり 

春季(桜の花のちり)。 

H 〇 年々 「トシドン」。毎年毎年中七以下の事が繰返されることをいう。「師走比丘尼の諷の寒さょ孤屋餅搗の臼を年< 
買かえて利牛」(『炭庚』上) 「 Toxidoxi ; (『日葡辞書』)。〇 桜をこやす花のちリ 「桜を肥やす把の&」。「花のちり」は、桜の花 
びらが散り敷いて地上にあるものをいう。「こやす」は、自動詞「肥ゆ」に対する他動詞。肥料を意味する 「こやし」 は、 この 連 
用形が名詞化したものである。落花が根に帰って桜の木を肥らせる、の意。「大かた田地五段ばかりはょく肥すべし」(『農業全書』 
卷一)「花の塵酒の琥珀に吸せけり几董 J (『晋明集二稿』) 「 coyaxi , su .」「 chiri .」 (『日葡辞書』)。 

eaiia 見事な花だ。毎年毎年花が咲いては散って塵となり、根に帰ってこの桜を育てて来たのですね。 

■ ai 『蕉翁句集』に「万乎別墅」、『花のちり』(撰者未詳、寛政五年刊)に「糸ざくらのもとにて」と前書がある。土芳の 


芭蕉 

野水(『冬の日』) 


(蕉翁句集草稿) 蕉翁句集•花のちり 
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『全伝』元禄四年の条にこの句を掲げて「此句万乎別墅ノ桜見、三月廿三日の事也。一折アリ」とあり、『蕉翁句集草 
稿』にも「此句にて万乎別墅の卷有」と見える。元禄四年三月伊賀の上野の蕉門万乎の別墅で半歌仙の発句として詠 
まれた句であった。万乎は大坂屋次郎太夫といった上野の富商で、この時の半歌仙は今伝わらない。 

これは「花のちり」で落花の句である。繽紛たる花吹雪の趣を賞して、万乎への挨拶としたのであろう。その表現 
として、花が散って根に帰り、桜の木を肥やすといったところが独得である。ここには造化の営為に眼を凝らす作者 
の思いが感ぜられる。花は散ってもそれで終りではなく、根に帰って木を肥やしては又花を咲かす。その大いなる循 
環を「年ミや」と詠嘆しているのである。こうした発想には、遥かに r 花は根に鳥はふるすにかへるなり春のとまり 
をしる人ぞなき」 (『 T 載集』卷二、崇徳院)という古歌が響いていようし、或いは伊勢を度々訪れた色蕉は、「花は散りて 
も春は咲く鳥は古巣に帰れども行きて帰らぬ死出の旅」の間の山節を連想したかも知れない。但しこの句の持つ 
気分は寂滅為楽の無常観とは別の物である。 

655呑あけて花生にせん二升樽 i 翁句集草稿) 1 

春季(花)。 

la 〇呑あけて「呑み明けて」。樽の酒を吞み尽して空にして。「永日に手水の水やあけざらん春にふさがるたつのくちとゐ 

勝乗」 (『鷹 筑波』卷四) 「 AQE , uru , eta .. vtolonouo aquru . J (『日葡辞書』)。 〇花生 「ハナィヶ」。水を入れて花を生ける 

器。陶製、金属製、竹製等、いろいろある。「おられても又花いけの蓮哉茂昭 J (『鹰 筑波』卷四) rFanaiqe 」 (『日葡辞書』)。 〇二升 
樽「ニショゥダル」。二升(約三•六リットル)入りの酒樽。樽としてはそれ程大きなものではない。「襟に高尾が片袖をとく 
ばせをあだ人と樽を棺に吞ほさん重五」 (『冬の日』) 「 JXX 6. ……2 ix 6. J 「 Taru . J (『日葡辞書』)。 . 
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la 恰好の到来物だ。この二升樽の酒を呑み尽して空にして、折柄の桜の花生にしようじゃないか。 

— 土芳の『全伝』元禄四年の条にこの句を掲げて、「此句ハ尾張ノ人ノ方ョリ濃酒一樽-一木曾ノうど•茶一種ヲ 
得ラレシヲひろむるトテ、門人多ク集テテ時也。はいかい有り」とあり、『蕉翁句集草稿』にも「此句にて赤坂^^に 
巻有」と見える。元禄四年春伊賀滞在中の作としてよかろう。これを発句とした俳諧は今伝わらない。 

名古屋の野水あたりから、蔵出しの原酒を贈られたらしく、珍しくはしゃいで門人達を呼び集めた様子が『全伝』 
の記事から窺われる。贈り主への挨拶というより、門人達に呼び掛けた趣で、恐らくは花見時だったのであろう。そ 
う見れば、花見酒を吞んでしまった後、樽を「花生」にしようというのは、桜の花の枝を生けようとすることになり、 
この「花生」は単なる器物にとどまらず、その頃の季節感を持つのである。趣向の背景として、古注以来「酒瓶今已 
作二花瓶-」という杜詩の一節が引かれるが、『漢詩大観』を引いてもこの詩句は出て来ない。古詩を踏まえたかどう 
かは、ここでは未詳としておく。兎に角蕪村のような磊落ぶりを見るべき句である。 

656 山吹や宇治の普盧のてほふ時(真績自雲 ) 震.泊船集.蕉翁句集•蕉—伝附録 
春季(山吹)。 

H 〇 宇治の焙炉 「宇治」は京都府南部、今の宇治市の地。「宇治茶」で知られる茶の産地である。「焙炉」は、茶の葉を摘んで 
蒸し上げた後に炭火で乾燥させる乾燥機。蒸籠で葉を蒸した後、昔は焙炉の上であぶりながら、手揉みで仕上げるものであった。 
「ホィ J は「培」の唐宋音。「此—月製 X 茶家—々蒸 X 茶且択 X 葉。……依，一茶—葉之嫩—老一蒸 X 之有， I 緩—急— 〇……而蒸—終則冷/之陰— 
乾 rfn 焙 K 之。其- ffil 文-火-上蓋 \ RI 隔&焙/之。而択 H 葉之善-悪？択 X 葉村-婦之老-少各，行=茶-人1141自，1早-朝 I 及：，暮其-_以 X 米 
償之。凡軋 Z 阁有=前-後之次-第？故謂：|摘—茶時蒸—茶時培-炉時択時こ(『日次紀事』四月条)「龍培は、天子へ参る培炉なる 
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程に龍といふか」(『玉塵抄』二十六)「宇治へまかりし時/つまぬ茶に欠いろをかくる觉哉政公」(『毛吹草』卷五)「^2.3.」(『日葡 
辞書』)。〇にほふ「匂ふ」。茶の香りがあたりに漂うさまである。 

宇治では焙炉が茶の香りを漂わす頃、山吹の花は今や盛りであることょ。 

■ ai 『猿蓑』と『蕉翁句集』に「画讚」と前書がある。柿衛文庫現蔵の山吹の画に賛した幅は、花をつけた山吹の 
一枝が画面の左から右へ咲き垂れる墨絵で、「芭蕉自画」と署してあり、『蕉翁全伝附録』に臨摸したものの原物であ 
る。筆蹟の特色からしても、元禄三、四年の春伊賀で書かれ、地元に伝わっていたのであろう。『泊船集』許六書入 
れには「画賛、黄逸家珍」とある。 

山吹の花の画なので、先ず「山吹や」と打ち出し、「山吹の瀬」などという名所もある宇治へ連想を展開させてい 
る。茶所の宇治を背景に「焙炉 」 の匂いを案じたところが、生活感のある俳諧の新境地であった。「山吹は花の名を 
以て茶の銘を兼ね、一転して茶といふ意をも有」 (露 伴『評釈猿着するのではあるが、茶と山吹とのつながりは「理を 
以て解スベからず」 (空然 『猿み のさがし』) で、潁原退蔵博士が、 

……季節の取合せであるが、山吹のあの真黄な色と、かんばしい茶の香とが、感覚的な強い刺戟の中で映発しあ 
つて居る。そこには単なる 二 物の配合から出て、一つの統一された官能の世界が新たに創造されて居るのである。 
芭蕉の詩人的な直覚の働きが見られる。(『芭蕉俳句新講』 ) 

と言われた通りである。加藤楸邨氏の精しい鑑賞も引いておこう。 

……一読すこぶるいきいきと迫つて来る生動感は単なる画讚とは思はれぬものがある。これはどこから来るもの 
であらうか。 

私はやはり、山吹を眼前にしてゐるやうな、又、焙炉の茶の香を鼻にしてゐるやうな、さういふ追体験をまざ 
まざと生かすことの出来る芭蕉の稟質と、その用意とを考へない訳にはゆかぬ。山吹の晚春初夏らしい新鮮な感 





657 


24 


じと、培炉の茶の香の感じとが、実に微妙に融けあつてこの生動感をもたらしてくることに驚く。山吹だけでも 
なし茶の香だけでもない、第三の新しい感じが漂つてくるのである。いはば、山吹の感じと、茶の香との間に 
は、芭蕉の連句に於けるあの微妙な付味、匂付の味が漂つてゐることを感ずる〇前句だけにもなく、付句だけに 
もなかつた第三の世界が二句付合の間に醱酵するやうに、この発句でも、山吹と茶の香との間に第三の世界が浮 
き上つてくる。そして、この第三の世界を生み出した山吹と茶の香とが、その新しい世界の中に抱摂せられ、融 
解せられて渾然たる幽遠な味のみが生動して来る。しかも、この句の組立は実に簡単であつて特に工夫した仕掛 
や言ひ廻しが見出されぬ。いはば二つの感覚を、そのま >，並べただけの如くにも見えるのである。私はかうした 
味を生み出しながら、これまでに簡潔に切りつめて、これまで飾り気なく詞を生かしたことに驚くのである。俳 
句に畏敬を覚えるとすれば、描写の手腕や、興じ方の奇警さではない。常凡の世界の中に、かうまで物の 本 情に 
感合してゆき、かうまでそれを消し去つて第三の新しい世界を感じとるところの、ずつと深い才能に驚くのであ 
る。……悲しいかな、現代俳句は、時代の根本的な本情を、かういふ深処に於て感合把握するまでには至つてゐ 
ない。……勿論芭蕉の取合といふやうなことだけをいふのではない。それはすでに古い世界である。た ゞ 、この 
古さの中にだけあつて、実は古さの故に現代には忘れられ、その古さの故にのみ保存されてゐた 日本的な 深みを、 
私共は自分のものにしたいと念ずるのである。(『芭蕉講座』発句篇⑺) 

此処に描かれたものは、表面宇治の地方色であるけれども、山吹と茶の配合にょつて言い難い品位 ある 官能の世界が 
発現し、春色の本情が鮮やかに把握されている。一面また、 この 時期の「軽み」の一成果と しても 注目したい。 

てふの羽の幾度越る塘のやね爸蕉句選拾遺) 
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乍木亭 

蟬の葉の幾度越る塀のやね <蕉翁句集> 

春季(てふ)。 

1〇てふの羽「№1の羽」。「てふ」は、春の季語。「羽 J は、「はね」(1观)に同じ。「蝶の翅 j ( II )参照。「雛うる翁道たづね 
けり視三蝶の羽や赤き袂に狂ふらん北枝」(『金蘭集』) 「 Fa . 」(『日葡辞書』)。〇 幾度越る 「幾度越ゆる」。幾度も幾度も越え 
ている、というより、「幾度越ゆることぞ j と疑問の意に解した方がよい。もとより蝶が度々越えているさまを見ていて、疑問の 
表現にしたのであって、その方が句切れもはっきりする。「狗ほえか k るゆふだちの簑芭蕉ゆく翅いくたび罠のにくからん 
素英」(『繫橋 t 「足をそろへて、しきみをゆらりとこゆるを見ては、これはいさめる馬なりとて、鞍を置かへさせけり」(『徒然草』 
百八十五段) 「 Icutabi . 」(『日葡辞書』)。〇播の やね 「塀の屋根」。築地塀(土塀)の屋根のあるものをいうのであろう。武家屋敷の 
さまである。「露おきて月入あとや塀のやね馬莧」(『続猿蓑』下) 「 Fei . J 「 Yane . J (『日葡辞書』)。 

ai 先程から見ていると、蝶が羽根をひらひらさせて、お屋敷の塀の屋根を、何度越えた ことで しょう。 

— 『蕉翁句集』の初五「蟬の葉の」は意を成さないが、「乍木亭」という前書は拠る ところ 有るように思われる。 
乍木は伊賀上野の人原田覚左衛門の俳号と伝えられるが、元禄三年二月、百歳.式之•塊市ら上野の武家を主な連衆 
とした歌仙鶯の笠の巻参照)の脇を賦しているから、恐らく武士だったのであろう。『蕉翁句集』には「後見出 
て句を記ス。年号不知」として追加した中に録してあり、伊賀での春の句とすれば、元禄四年春以前の作と推定され 
るだけである。 

春闌わな武家屋敷の土塀をめぐらした中に、主客が対座して閑談に耽っている。色蕉の目は先刻からひらひらと庭 
に舞う蝶の姿に注がれているのだが、蝶は土塀の屋根を越えて外へ舞い出たり、また戻って来たり、春の暖かな陽気 
に時を得顔である。「幾度越る」という表現で、長閑な時の流れが思われ、ささやかな物を注視する作者の視線も感 
せられよう。 
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この句は，時間的に長い景情を詠んで居るのと、作者の注意を飽く迄蝶々の羽に集中せしめたところに特色 w 
ある。単に蝶々が塀を飛び越えるといふだけでは、平凡になつてし4„5:ド、『蝶の羽』と、特別にそこに注意を 
集中したので、あの弱々しい、大きい羽(その身体に比べて)で、フヮ^^と板塀の屋根を飛び越える有蒙が. 
つきり印象される。いかにも春日悠々たる趣をよく捉へた佳句である。 (『 e 蕉俳句新釈』) 

という半田良平氏の鑑賞は、よく肯繁に中っている。「羽」は、あえかな蝶の舞姿を描く！^言葉なのである。 

之道萬句 

65 暫は花の上なる月夜かな(真蹟短冊) 初蝉.喪の名残•泊船集.蕉翁句集 

しばらくは花の上にも月夜哉(河内羽二重) 

しばらくは花の上行月夜哉 (しらぬ翁) 

春季(花)。 

H 〇 之道万句 「シ ダゥ マンク」 。「之 道」は、諷竹の尊。「東湖」21 ) 蠢。「万句」，は、證披露の為の万句興行をいう。 

百韻を百卷詠み重ねるのが万句であるが、宗匠になるに当って多くの俳人に参加を請い、何日に も わたって興行す る規模の大きい 
ものである。「桃青万句に」(『富土石』卷一、等躬発句「三吉野や」前書)。〇暫は 「 g ぐは , -〇既出 ( mg )。 〇 花の上なる月 ^ 「 g の 
上なる月夜」。空を渡る月が花の上にさしかかって、光が花を照らす華やかな光景をいう。「月夜」は、「夜」の意は稀薄で、月そ 
のもの又は月の光を意味している。「ックヨ」とも訓めるが、ここは「ッキヨ」でよいであろう。「かる と渔のうへ ゆく 月夜 哉 
十二歳 梅 舌」(『あら野』卷一) rT > ouqiyo.J (『日葡辞書』)。 

cm 夜空を渡る月が、今や花にさしかかって、暫くの間は盛りの花の上を照らしている。 何と 華やかな 景色だろう。 



27 元禄四年 


■ ai 真蹟短冊は、尾形仂氏が昭和四年五月の京都市六角荒川家売立目録から紹介され たもの (「俳林逍遊」—栗山理一博 
士編 『色蕉 •痒 村•一茶』-)。 板本の初出は『河内羽二重』 (幸 賢撰、元禄四 年 十一月 成) である。真蹟の前書は信ずべきものと 
思われ、芭蕉と之道との交流は元禄三年六月に始まるので、この句は恐らく元禄四年春、之道が大坂で宗匠として披 
露目をする時に贈られた祝賀の句と推定される。万句の発句だから当季とは限らないが、一応春の成立と見て此処に 
配しておく。『河内羽二重』の句形は初出ながら、『しらぬ翁』(遠舟撰、元禄六 年刊) の句形と共に誤伝の疑いが濃く、 
蕉門の諸集に載る句形を信ずべきであろう。華雀の『芭蕉句選』に「しばらくは花の色なる月夜かな」とあるのも杜 
撰と思われる。『蕉翁句集』が年代を貞享五年として吉野での作中に入れているのは、句柄からの推定に過ぎまい。 

盛りの花を照らす朧々たる春の 月 —— 、如何にも華やかな夜桜の景を描いて、之道への祝意を表したのである。 
「暫は」は、やがて傾く月を惜しむ気持と見たい。ここに無常観を見るのは古注によくある説であるが、余りそれを 
強調するのは、この句に相応しくないと思う。また、「地上は花の影で暗いが、花の上は其花の紅と相映じて、キラ 
と光を放つて居る、即ち花の上の月夜である」(『色 蕉 句集講義』牧野 望 東)と解するのは、何やら理に落ちてよろしく 
ない。 

……芭蕉は、春の月夜の趣を、桜の花といふ一つの景物に於て捉へた。しかし、それだけでは極めて平凡な情趣 
に過ぎない。彼はそれで、こ V 暫くの間は、『花の上なる月夜』だといふ特殊な表現によつて、爛漫と咲き盛つ 
て居る桜の花に、朧ろ月が'ほんやり光を投げて居る春の夜の情景を描いたのである。全体の発想法に、どこか観 
念的の臭ひがまつはつて居るが、作者が、さういふ光景を、より高い場所から瞰望したか、若しくは少し離れた 
場所から遠望して詠んだ句だと観れば、その弊は大に済はれるであらう。表現に芭蕉ならではと思はせる特殊な 
味ひがあつて、而もそれが毫もこせついて居ず、いかにも、おほらかな濶々とした感じを出して居る点がい X 。 
かういふ権道を行つたやうな句も亦捨て難い。(『芭蕉俳句新釈』) 
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という半田良平氏の鑑賞が、よく行き届いている。観念的な発想を感じさせるのは、「暫ル花の上^:'?>'」と妙に限定 
するような表現から来るのであって、恐らく芭蕉は景を眼前にしているのでなく、そういう景をィ メ—ジ して賀句と 
して作った結果であろう。「之道万句」の際の句ということがまだ知られず、吉野あたりでの句と思われていた時 S 
に、こうした観念性に着目したのは炯眼といわねばならない。しかも、この句はそのような発想をとりながら、如何 
にも悠揚としたリズムに乗せて、花盛りの夜景の気分を遺憾な く 言い取っている。その点をこそ評価すべき句なので 
ある。加藤揪邨氏も、 

花と月との映発しあった春の夜の情をつかんで的確な作品である。明るすぎるくらい明るい情景を うたって、 
その中に一抹の水のような寂寥をにじませているのは、「しばらくは」が、月と花との映りあう美しさの中こ、 
移ろうものの姿を言いとめているからであろう。(『色蕉全句』) 

と述べておられる。 

659 獨あま藁屋すげなし白つ X じ(真績草稿} 

春季(白つ k じ)。 

B0 〇独 あま 「独り尼」。同居の尼など居ない独り住みの尼をいう。「あま」は既出 (m§)。 「冬ざれの独 轆轤 やをの k おく津島一 
笑」(『あら野』卷七)。〇 藁屋 「ヮラヤ J。 _葺きの粗末な家。「よの中はとてもかくてもおなじことみやもわらやもはてしなけれ 
ば」(『新古今集』卷十八、蝉丸。『和漢朗詠集』にも所出) 「varaya.J (『日葡辞書』)。〇 すげなし し」。そっけない、よそよそ 
しい。「はてさていかにのまぬとて、あまりすげない、一つのみや j (『堀川波鼓』上) 「suguenai fit? 」(『日葡辞書』)。〇 白つ、 じ 
「白 躑躅」。 白い花をつけるつつじ。春の季語である。既出(132 、 233)。襲の色目としての「白つ k じ」(表紅、裏紫)は、ここに i 
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r 4 係 あるまい。「白つ ゞ じまねくやう 也角檐嵐 ffl J (『签日記』)。 
sa 独り住みの尼を藁屋に訪ねたが、応対がよそよそしい。庭には白つつじが咲いている。 

■ ai 京都山田氏蔵の真蹟草稿が『芭蕉図録』解説に引用されているが、原物は未紹介である。元禄三、四年四月初 
めの作と推定される「明ぼのやまだ朔日にほと-!ぎす」の句と共に書かれているので、この句も元禄三、四年春の作 
と見てよかろう。草稿には「妻こふて根笹かづくや」という発句らしい未成の句案も記されている。板本初出は『芭 
蕉句選拾遺』である。 

「独あま藁屋」という言葉続きが不確かで、推敲の余地を残しているが、「独あま」の素気なさと、「白つ、 じ」 の 
寂しい感じとを匂い合わせようとした意図は分る。 

当吟は白つ、じの有所有体むベ也。尼の藁家すげなしと見立給ふ。華の淋しげ成こそ似合しけれ。(鷗沙『過去種』) 
という解で大体よいが、単に尼の住む藁屋のたたずまいを傍観的に叙したとするより、作者が尼を訪ねて素気ない扱 
いを受けたと見た方が面白く、「すげなし」が一層はたらくと思う。 

田家に有て 

■麥めしにやつる、戀か猫の妻 S 蓑} 泊船集•蕉翁句* 

麥めしにやつる、比か猫の戀 -Ms 
麥飯にやつる k 戀か里の猫 S 船集書人) 

春季(猫の恋)。 

i 〇田家に有て 「田家に有りて」。「田家」は、田舎の農家、または、都会地でない地方の田園をいう。既出 (140 、 npo 出 
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典の時期からして、伊賀の上野を指すと見てょいであろう。「有」は「在」を用いるべきところ。 〇麦めしにやつる、恋か 「mm 
に窶る、恋か」。「やつる、」は、瘦せ衰え、憔悴する意。「麦めしにやつる X 」と「やつる、恋」と、「やつる、」を上下に働かせ 
た。米ではなく麦飯を食わされて、しかも相手を求め歩く猫のさまの表現である。「か」は、疑問に詠嘆を含む。 r むぎめし成共し 
ておいてたもれ」(狂言「腹不切」)「御かたちいたうやせおとろへて……げにやつれ給へり」(『源氏物語』柏木) 「 Ya ^ cre , ruru , 
eta . 」(『日葡辞書^ 。〇猫の妻 既出 ( IK )。 雌 猫は発情すると落着かなくなって歩きまわり、鳴き声を立てる。それを慕って雄 
猫が集まるのである。この時期の猫は、ろくに食事もとらない。 

31うろつきまわるあの雌猫は、麦飯ばかり食わされた上、恋やつれしているのかなあ。 

■一一■『猿黃』初出の句で、元禄三、四年の春の句と推定される。『色蕉句選』に中七が r やつる>1恋や」とあるのも 
含めて、『鏽鏡』(舎羅撰' 正徳三年刊)以下の異形は、何れも杜撰とおぼしく、信じ難い。 

相手を求めてうろつく恋猫は、ただでさえやつれる。それを「麦めしに」といって、貧寒な田舎を背景に浮き立た 
せたところ、巧みな表現である。「猫の妻の麦飯が恋しい為めにやつれて居るのであらう……麦飯に恋ふると云ふた 
のが、芭蕉の洒落である」(『色蕉句集講義』星野麦人)と解しては、文脈にも即せず、季題も生かされない。これが猫の恋 
の句であることは明らかだからである。興じ方がやや露、わではあるが、根本には生き物の命に対するいとしみの情が 
あろう。「瘦ながらわりなき菊のつぼみ哉」 (n30s ) に相通ずる気持が、底に動いていると思う。 

碰闇の夜や巢をまどはしてなく® S 養) 陸奥衝.泊船集.蕉翁句集 
春季(鳥の巢)。 

i 〇閽の夜「闇の夜」。既出 ( Is )。 〇巣をまどはしてなく衡「ぞを惑はして" I 4 く 巣を見失い、迷って千鳥が鳴くと思 
い遣った表現で、「人が死ぬ」を「人を死なす」 ともいうょう に、 r 惑ふ」(迷ふ) ことを 他動態でいったのである。「鳥の巣」は春 
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季。既出 I 恐)。「衞 J も既出(1ぞ0「入りぬればかげものこらぬ山のはにやどまどはしてなげくたび人」 (『宇津 保物語』俊 
蔭 ) 「 Madouaxi, su, aita. 」 ( 『日葡辞書』)。 

一夜の闇に千鳥の鳴く音が聞える。あれはきっと巣を見失い、迷って鳴いているのだ。 

■ E ■『猿養』春の部に初出し、季語は鳥の巣で春季になる。「ほしざきの闇をみよとや啼ちどり」 ( 1 375) の吟がある 
ように、千鳥の名所としては尾張の鳴海近傍の地が考えられ、志田義秀博士の『色蕉俳句の解釈と鑑賞』のように、 
鳴海に重点を置いた考証もあるが、必ずしも其処に限るわけではなく、このような句は何時でも出来るであろう。こ 
こでは元禄四年春以前の成立と見るにとどめておく。『陸奥衞』や『蕉翁句集』に冬、『泊船集』に夏とするのは、何 
れも誤りに過ぎない。後代の注釈にも、 r 衞」で冬とするもの、水鳥の巣で夏と十るもの等があるが、『猿蓑』で春の 
部に入れたのは、「鳥の巣」を季題と見たこと明らかであって、それに従うのが当然である。 

千鳥の巣は磯の砂をすこし建め、小石や木屑を敷いて卵を置く。時化や洪水で巣が流されることもあるという。千 
鳥の声は悲しく切なげな感じのもので、闇夜にその声をきいて、巣を見失ったかと思い遣った句なのである。「千熱 

は . 巣をも春結ぶものとぞ。さて時節に感じてなくは冬なれど、巣を忘れて尋なくは春也。子を思ふ哀を見出給へ 

り」(杜哉『蒙引』)と解するのが穏やかであるが、「まどはして」の表現が分りにくいのか、 

闇の夜に自分の子の居る巣を、他の者に知られぬ様、即ち他より侵害されぬ様に、巣が何処にあるかを知らさぬ 
手段として、あちらこちらで啼いて居ると云ふ場合を詠んだ句で、惑はしては他の者を惑はしてと云ふ意味であ 
る。(『芭蕉句集講義』鈴木苔花) 

といった解があり(鳴雪の『評釈』も同じ)、近時の山本健吉氏の『色蕉全発句』も同説で、「闇だからと言って自分 
の巣を見失うなどということがあろうとは思えない」と述べておられる。しかし、前記の如く実際に巣が流されてし 
まうこともあるらしく、そうした場合親鳥が無くなった巣を求めて鳴くこともあるであろう。そうでなくとも、この 
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句の場合は哀切な千鳥の声をきいて思い遣るのだから、そう実際に拘泥する要もない。更に、この表現には、露伴の 
『評釈猿簑』の指摘する如く、「ゆふさればさほのかはらの河ぎりに友まどはせる千鳥なくなり」(『拾遺集』卷四、紀友則) 
という古歌の影響も考えなければならない。「歌には友まどはせるとあるを、一転して巣をまどはしてとして、闇の 
夜やと置き、子を思ふ春の千鳥を詠める俳諧の働き」(露伴『評釈』)が明らかに看取されるからである。これはやはり 
千鳥の詠み方として新しい場であって、だからこそ『猿蓑』にも入ったのであろう。 

おとろひや齒にくひ當てし海苔の砂(泊船集)己が光•今日の昔.焦翁句集 

嚙當る身のおとろひや苔の砂(西の雲) 

齒にあたる身のおとろひや海苔の砂(泊船集書入) 

岩 1 ili 3 

おとろへや齒に喰あてし苔の砂(小太 S 
春季(海苔)。 

1〇 おとろひ 「衰ひ」。ここは年齢を加えて体力が衰えることをいう。動詞「おとろふ」は下二段活用で、連用形は「おとろ 
へ」となるのが普通であるが、その変化した「おとろひ」という語も行われ、かなりの用例がある。「殿上のまじはり近き人のす 
系^^、世のならひとてをとろひ、あるにも甲斐なかりしに」(『好色一代女』卷一) 「 votoroye , uru , eta . 」(『日葡辞書』)。〇歯 にく 
ひ当てし 「歯に食ひ当てし」。歯に嚙み当てた、の意。「夜神楽に歯も喰しめぬ寒哉史邦」(『続猿蓑』下)「御はのおひいづるに 
くひあてむとて、たかうなを、つとにぎりもちて」(『源氏物語』横笛 ) 「Fauo camu .」「 Ate , tguru , eta . 」(『日葡辞書』)。〇 海苔の 
砂 「海苔」は、食用にする海藻の一種。既出 ( np )。 それに「砂」が混っているのである。「けふも亦もの拾はむとたち出る 
荷兮たま^^砂の中の木のはし冬文」(『あら野』員外) 「 suna . 」(『日葡辞書』)。 
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身の衰えをしみじみ感ずることだ。海苔に混った砂を、歯にジャリッと嚙み当ててしまった。 
i 金沢の 一 n 松が撰した『西の雲』(元禄四年十月跋)が最も早い資料で、その句形が恐らく初案であろう。従って一 7C 
禄四年春までには初案が成っていた答である。次いで大坂の車庸撰の『己が光』(元禄五年夏序).に「衰や歯に喰 あてし 
海苔の砂」という改案治定形が載った。『西の雲』の中七が「身のおとろひや」であり、それを初五に移した定案形 
を採る『泊船集』と『今日の昔』(朱拙撰、元禄±1年刊)は「おとろひや」と仮名書きになっているので、『己が光』の 
「衰」も「おとろひ」と訓むのが妥当と思われる。ここでは定案の初五の最も早い仮名書き として 『泊船集』を底本 
とした。『蕉翁句集』は元禄五年の部に出して、 r 衰や」と表記している。許六の『泊船集書入』に 「ィ」 として出し 
た句形は、『西の雲』と基本的に同じで、推敲の過程を示すというより、初案形の誤伝と見るべきであろう。『小太 
郎』(筌 S 撰、正徳五年刊)の句形は定案の初五が標準的語形になっただけで、作者を菊阿(許六)とするのも誤り。前 
書の「岩島」は越後柏崎付近の地名というが、句に r 海苔」が出るところから、其処の海苔摘みを題としたまでであ 
ろう。 

海苔は今では四季にわたって食膳にのぼるので季感が稀薄になっているが、元来は寒中から春にかけて採取され、 
季語として古くは初春のものであった。 ここは 乾海苔か生海苔を煮たもの か 分らないが、中に砂がまじっていたのを 
ジャリッと歯に噛み当てて、歯がダラついた感じがしたのであろう。山本唯一博士は『芭蕉俳句 ノ ー ト』 で元禄四年 
初頭の色蕉書簡を引いて、旧年来の寒気が強かった為に持病の具合が良くなかった ことを 指摘しておられる。 人生五 
十年の時代、四十七、八にもなれば衰老の感が身にしみる こと も多かったであろう。 

衰老の感慨のぶるに絶たり。老ぬる人此句を吟ぜば、誰か悽 A / たらざらん。(杜哉 『蒙引』) 

というのは、この句を素直に読んだ人の標準的な感受である。初案の r 嚙当る身のおとろひや」では、何を嚙み当て 
たのかが後に廻った為に印象が薄く、「噛当る」が r 身のおとろひ」に直接かかるのも不自然の感を免れない。推敲 
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は必然だったと思われるが、改案の初五に冠せられた r おとろ ひや」について、単なる衰老の表白では なく、もっと 
高次の抽象化されたものとする見解がある。即ち、 

「衰」という言葉で示された即時的•直覚的•断定的把握が、具象的なィメージとして、細叙的に、反省的に、 
低声に、繰り返される。だからこれは、「若い時なら歯に食ひ当てた砂ぐらゐは、そのま、嚙み砕いてしまふで 
あらうのに、今はそれほどの気力もない」(潁原退蔵)と、衰老の身を歎じているのではない。砂を歯に噛み当 
てた瞬間の、即物的な感覚が、端的に「衰」そのものだと言うのである。加藤揪邨が、「あるかなきかの細かい 
海苔の砂がかちりと歯にあたる。ここで、全身の衰へが歯に集中して感ぜられてくるのだ」という解の方が、読 
みとしては深いのである。だがおそらく、「全身の衰へ」というのは言い過ぎで、 r 衰」という知覚だけを押出し 
ているものと取るべきである。初案の形では、まだ衰老の詠歎であったものが、再案ではもっと乾いた表現、弱 
々しいくどき文句を超えた表現に達している。 r 衰ひや」の初五が、衰老感の肉体的諸条件を脱して、抽象化さ 
れているから、それによって「歯」の一瞬の感覚に集中した具象的ィ メ—ヂ が、詩的真実に昇華しているのだ。 

「飯の砂」では駄目で、「海苔の砂」でなければ美でない。「海苔」が早春の季感を持っていることも、注意す 
べきである。 (『色蕉その鑑賞と批評』) 

という山本健吉氏の説である。しかし、「おとろひや」は右にいうが如き抽象化された r 衰」そのものと感ぜられる 
であろうか。私は、それにしては中七以下の具象的事実が些末に過ぎて、初五を抽象的なものとする支えには不足と 
感ずる。やはりこの初五は、日常生活の中で偶々感ぜられた衰老のしるしへの詠嘆なのであろう。そんなに大袈裟な 
評価をこの句に下すのは相応しくなく、唯日常の寸感を一句とした佳章と見れば足りる。 

この句の推敲に関連して、『猿蓑』卷三に収められた杉風の発句「がつくりとぬけ初る歯や秋の風」の場合を考え 
て見たい。この句は元禄三年九月廿五日付色蕉宛杉風書簡には「がつくりと身の秋や歯のぬけし跡」と見え、これを 
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推敲して『猿蓑』に収めたものとおほしいが、「がつくりと身の秋や」では、歯の抜けたことで気落ちして身の秋を 
感ずる主観ばかりが強調されて、感情が上すべりしている。その点色蕉の海苔の句の初案 「嚙 当る身のおとろひや」 
と同断であろう。『猿蓑』の句形になると、「がつくりと」は歯が脱ける瞬時の感覚をとらえた語と変り、作者の落漠 
とした気持は下五 r 秋の風」の裏にひそめられることになった。恐らくこれも芭蕉の添削であったろう。海苔の句で 
は、「おとろひや」という主観的表白がなお残されているが、「身のおとろひや」の過剰な感傷は薄められた。その辺 
に、山本説のような見方が出て来る原因があるように思われる。 

663 梅が香 ^ しら^ ，おちく ぼ京太郞 t 忘き 韻塞稿本.泊 船 集書人 •柿 表紙. 餘橋 
春季(梅が香)。 

i 〇梅が香 「梅が香」。「庭興/梅が香や砂利しき流す谷の奥土芳」(『猿蓑』巻四)。〇しら ゞ 中世の御伽草子。今は散逸し 
た。紀州の歌枕白良 ( nl 頁)に因む題であろう。〇 おちくぼ 「落窪」。中世の御伽草子「落窪物語」のこと。「小落窪」「落窪草 
子」ともいう。平安期の古物語『落窪物語』の継子いじめの話を枠組とし、観音霊験譚に展開させた物語である。 〇 京太郎「キ 
ャゥタラゥ」。中世の御伽草子 r 京太郎物語」を指す。用明天皇が東宮時代、大宰大武の姫にあこがれ、筑紫に下って結ばれる物 
語。 

3M- 梅が香のゆかしく漂う中、「しら「落窪」「京太郎 j 等の草子に読み耽る姫の姿が思われる。 

I 尚白の撰した『忘梅』は、自序(実は芭蕉の代作)の日付「元録五年孟春日」によって、同年正月に成ったも 
のながら、撰者の生前には刊行されず、遥かに年を隔てた安永六(一 W 七)年に至って蝶夢の手で刊行された。代作の 
事情が知られる元禄四年九月廿八日付の千那宛芭蕉書簡によれば、この頃千那や尚白との間に隔意を生じていたらし 
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く、且つ又その秋に撰著の内容が固まっていたとすれば、「梅が香や」の句の成立時期は元禄四年春か、それ以前と 
いうことになろう。元禄九年の『韻塞』板本にはこの句がなく、李由自筆の稿本にのみ存するという。蝶夢の『色蕉 
翁発句集』等後世の書に、初五が「うめ咲や」となっているのは、その根拠を知らない。 

「しら、おちくぼ京太郎」について、古くは「しら>,」「おちくぼ」が地名、「京太郎」は上方でいう雲の呼び名な 
どという説もあったが、浄瑠璃の根源となった中世の語り物『浄墙璃十二段』の姿見の段に、 

よみけるさうしはどれ-ぞ。げんじ.さごろも•こきん•まんえう•いせものがたり•しら、•おちくぼ•き 
やうたらう、百よでうのむしづくし、八十よでうのくさづくし、あふぎながしにす ゞ りわり、 

云々とあることが成美の『随斎諧話』に紹介され、これが定説となった。中七以下は古い語り物の詞をそのままに、 
浄瑠璃 le の読んだ草子の名を列ねて、上五の「梅が香」に配したのである。高雅な梅の香りと古い草子の名の関係は、 
正に「匂ひ」の感合であって、その間に因果関係や理窟は一切無い。そして、おのずから軒の梅の清香の漂う窓辺に、 
草子を繙く美しい姫の姿が#髴とし、「しら k おちくぼきやうたらう」と列ねた物語の名も、快い響きを持つ。ふと 
脳裏に浮んだ語り物の一節を、思いつきで取り込んだに過ぎないであろうが、これを「梅が香」に配した表現効果は 
絶妙といってよい。山本健吉氏は、 

……新春の読初めに、「草子の読初め」と言って女子は「文正の草子」を読んだが、これも深窓の乙女の草子の 
読初めのィメージと思われる。(『芭蕉全発句 fc 
と見ておられる。 

綱やまざくら瓦ふくもの先ふたつ(変 日記) 泊 船集.蕉翁句集.鑛.桃 S 
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春季(やまざくら)。 

H 〇やまざくら 「 U 4 I S 1。 桜の品種の名ではなく、山に咲く桜をいうのであろう。既出(125、 € 5 。〇瓦ふくもの「於ら S " く 
物」。瓦を屋根に葺いた建物。寺院などである。木 下 長嘯子の「山家記」(『挙白集』所収)に'「常にすむところは瓦葺けるもの二つ、 
函丈二間をばことにしつらひて J とある表現を踏まえた。「斎宮のいみことばに、仏をなかこといひ、経を染かみといひ、寺を瓦 
葺ものなどいへる事あり。この句のこと葉これによる歟」(蓼太『芭蕉句解』)という説も参考すべきか。「瓦 ふく 家も面白や秋の月 
野水」(『はるの日』) 「 cauarabuqi . 」 「 lye , 一, yaneuo fuqu . J (『日葡辞書』)。〇先ふたつ「先づ一‘一つ」。「先」は「何よりも先ず」 
の意で、瓦葺きの屋根の印象を際立たせた表現である。 

ia 山の桜は今が盛り。その華やかな景色の中に、黒い瓦葺きの屋根二つが、何よりも先ず目立つ。 

■ a ■『笈日記』岐阜部、落梧遺編の撰集『瓜 S , 集』から抄出した句を収めた中に見える。『蕉翁句集』は貞享三年の 
部に収めるが、その根拠は明らかでない。蓼太の『芭蕉句解』には「よし野にて」と前書があり、積翠の『芭蕉句選 
年考』は、貞享三年に吉野に居る箸がないことを論じている。しかし、抑々「よし野にて」の前書の拠り所がはっき 
りしないのだから、かれこれ論じても余り意味はあるまい。ここでは『瓜畠集』所収であることから、落梧の歿した 
元禄四年春以前と推定するにとどめる。 

句は唯、爛漫たる山中の花盛りの中に、瓦葺きの屋根二つが際立って見えるというまでで、「よし野にて」という 
前書の根拠があやふやである以上、必ずしも吉野山の景色と限定するを要しない。ただ、吉野の景とすれば、「瓦ふ 
くもの」は蔵王堂などの堂塔が思われ、江戸の上野あたりならば、寛永寺の甍が思われるというまでである。また、 
『句選年考』には、 

もし吉野にての前書ならずは、長嘯子の古跡、京都小塩山勝持寺に有り。尤も長嘯の墳あり。境内桜多し。花の 
寺とも云ふ。然れば若し爱に於ての句とも云ふ可きか。 
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と あり、潁原博士の『新講』 も、吉 野の蔵王堂などでは「何の為の山家記であるか訳が分らぬ」 として、 

やはりこれは挙白集の文に従つて解すべきで、山桜が咲いて居る静かな山簏などに、まづ人家とては閑居の二棟 
が見えるだけだといふ意である。山家記の言葉を用ひた事によつて、おのづからその閑居のあるじは長嘯子のや 
うな雅人たる事が想はれる。 

と 述べておられる。しかし、長嘯子の表現を踏まえたからといつて、「山家 記」 に描かれた ような 閑居の体に限るの 
も窮屈過ぎよう。要は、そうした雅人の閑居の さま も含めて、読者が さまざまの 景色をィ メージ すればよいのである。 
花盛りの雍和の気分と閑情が、こうした句の味わいの中心であろう。下五の「先」について、加藤揪邨氏は、「つづ 
いて次を期待する心のはずみがうかがわれる」 (『 E 蕉全句 t とされ、堀信夫氏も、 

この一句では『挙白集』にない「先」という措辞がキーヮードとなつている。この言葉により、山の奥行の深さ 
や、これから展開される興趣への期待感が、的確に表現された。(『新編 日本古典文学全集.松尾芭蕉集 1』) 

と見ておられる。これらは「先」を時間的に解したもので、この立場からすれば、規模の大きい^!野あたりの景色が 
最も相応しいことになる。 

腳此槌はむかし椿か梅の木か g 木枯) 

此槌のむかし椿欺梅の木か(色蕉句選拾遺) 一粟津文庫抄 
春季(椿•梅)。 

iala o 此随「此の槌」。句材となつた花入れが昔は横槌藁を打つのに用いる槌)だつたので斯ういう。〔考 U に掲げる杵折 
の文参照。「槌 J は既出 (1 56 )。 「 Touchi .」 (『日葡辞書』)。〇むかし「昔」。道具にならない前の、素材だつた時代をいう。〇椿 
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歟「椿歟」。「椿」は春の季語。既出？ 3/9 、3淑)。 r 歟」は漢文の文末に用いられる疑問詞。既出 (I/S7 前書等 0 
can この花入れはもともと湛の横槌だったという。一体この槌のそもそもの昔は、椿の木だったのか、それとも梅 
の木だったのか。 

■ ai 『其木枯』(淡斎撰、元禄十四年刊)には r 又花生に題せらる X 文あり。 ことしげくて わすれ侍る。その ほく」として 
掲げ、「然子の反古の中より出されし也」という付記によれば、惟然の手許にあったものである。「花生に題せらる.， 
文」は、『芭蕉句選拾遺』(寛治編、宝磨六年刊)と、義仲寺蔵書、野坡自筆という『粟津文庫抄』に伝わるが、後者の方 
が完全な形と思われるので、これによって左に掲げる。 

杵の折れ 芭蕉 

杵のをれと名付るものは、上かたにめでさせ玉ひ、かしこく扶桑の奇物となれり。汝いづれの山に生出て、いづ 
れの里の賤がきぬたの形見なるぞや。むかしは横槌たり。今は花入と呼て、貴人頭上の具に名を改む。下れるも 
のは上り、上なるものは心下るといへり。人亦斯のごとし。高きに居て驕るベからず。ひき、に有てうらむベか 
らず。た\*世の中は横槌なるべし。 

此槌のむかし椿歟梅の木歟 

『句選拾遺』には、大津の人所持の芭蕉真蹟を文素が写して井筒屋に伝えた由が見えるが、右の文中「下れるものは 
上り、上なるものは心下る」の一節を脱している。『日本古典全書.色蕉文集』の山崎喜好氏の注によると、寛延元 
(一七四八)年に歿した三井高房の『町人考見録』に、現時京の町人所蔵の銘物道具が多く石川自安の旧蔵だとしてその 
名を挙げた中に「杵のをれの花生」があり、即ちこの句に詠まれたものであろうという。永く京に伝わったものとす 
れば、色蕉は恐らく在洛中にこれを見たのであろう。当季の吟であれば、春に京都辺に居た貞享二年、元禄—一、四年 
等が考えられるが、それ以上確かな拠りどころは求め難いので、姑く四年春以前として茲に配しておく。前文を伝え 
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る『句選拾遺』『粟津文庫抄』共に初五は「此槌の」となっているが、「は」の方が措辞として穏当に聞えるし、初出 
板本でもあるから、『其木枯』の句形を本位句とした。 

碟を打つ横槌を利用した花入れから人生の浮沈を観じ、処世の心がけに及んだ典型的な俳文の、とじめとして置か 
れた句である。「興に乗じてうたいあげる風狂の体で、禅家の問答ふうの口ぶりが感じられる」(『芭蕉全句』)という加 
藤揪邨氏の鑑賞が的確であって、その気分さえ分れば、特に評価を云々するまでもない。椿や梅は、単に当季の植物 
として案ぜられたに過ぎず、「花」ではなく「木」なので季感も乏しい。 

勢田に泊りて、曉石山寺に詣、かの源氏の間を見て 

舰曙はまだむらさきにほと ゞ ぎす(伝真蹟雲一 

明ぼのやまだ朔日にほと、ぎす S 蹟？稿) 

夏季(ほと、ぎす)。 

BSMH 〇勢田に泊リて「勢田に泊りて」。「勢田」は近江湖南、瀬田川の河口に近いあたりの地名。「瀬田」とも書く。既出 (13950 
「旦藁が田家にとまりて」(『はるの日』所収野水発句「蛙のみ J 前書) 「 Tomari . ru , atta . J (『日葡辞書』〇〇暁石山寺に詣「 M 石 l-uf 
寺に詣で」。「石山寺」は、今の大津市石山寺 一丁目にある真言宗の古剌で、山号を石光山といい、西国三十三所観音霊場の十三番 
札所である。「詣」は既出(1§前書)。「暁夢に師にまみゆ」(土芳『蓑虫庵集』所収発句「近江路ゃ」前書)。〇かの源氏の 間 rffi 4 の®2 
氏の間」。「源氏の間」は、紫式部がこの寺に籠って『源氏物語』を書いたと伝えられる部屋。『石山寺縁起』にも「この物語かき 
けるところをば源氏の間と名づけて、その所かはらずぞ有るなる」とあり、貴人の参籠の間として使われて、今も本堂の一画に残 
っている。有名なものなので「かの」といった。既出 ( IS 7、 1 )。「小哥そろゆるからうすの縄探志独寐て奥の間ひろき旅の 
月昌房」(『ひさご』) 「 Guenji.」「Maga firoi , 一, xebai . J (『日葡辞書』)。〇曙はまだむらさきに早朝でまだ明け離れず、紫色の 
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雲が空にかかっているさまをいう。「曙」は既出( 1 209)。 rMurasaqi .」 (『日葡辞書』)。 

Ban 夜明けの空は明け離れずに、まだ紫の雲がかかっているところを、ほととぎすが鳴き過ぎて行く。 

■■伝真蹟画賛は『続蕉影余韻』に写真版が見え、筆蹟に問題はあるが、 前書と 共に 拠る 所あるものと 思われる。 
『諸国翁墳記』や『芭蕉翁真蹟拾遺』にも同旨の前書があり、元禄三、四年四月初めの 作であろう。『色蕉図録』 解説 
に引用された京都山田氏蔵の真蹟草稿の句形は初 案と 推定され、『句選 拾遺』 も 同じ 形を 収めている。 

「明ぼのやまだ朔日に」の句は、「独あま」 ( W 65 S ) の句と共に書かれており、 この 形は、まだ夏の初めの 四月一日な 
のに、もう ほととぎすの 声をきいた という、 単純な喜びの情を叙したまでで ある。 必ずしも 石山 寺や源氏の 間と 縁が 
ある表現ではなく、その点初案とするのにも疑問があって、ただ用語の共通したものが多い というに過ぎない。 

「まだむらさきに」となると、これは明らかに「源氏の間」から紫式部を意識した表現である。そして誰しも気づ 
くょうに、『枕草子』の冒頭「春はあけぽの。 やうやうしろくなり行く、 山ぎはすこしあかりて、か lb ' か^'だちたる 
雲のほそくたなびきたる」を踏まえてもいる。『枕草子』の引用は王朝の女房文学として『源氏』からの連想であろ 
うが、明け方の紫雲はどの季節にも見られるにせょ、清少納言の文章を背景にすれば、春の気分を濃厚に持つ。従っ 
て、「まだ明け切らずに紫の雲がかかって春の気分を残しながら も」という 余情をもって解すべきであろう。 その 方 
が夏の季物「ほと X ぎす」との対照も際立つわけである。場所柄だけに古典的な要素の勝った句になっている。 

船君やてふ我や莊子が夢心 i 夏十日付怒誰宛書簡, 高ゎたり•百歌仙 
春季(てふ)。 

gffa 〇君やてふ「君や蝶」。「君」は二人称。既出 ( n 267)。 ここは書簡の宛名人の怒誰を指す。「や」は疑問。〇我 や荘子が夢' レ 
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「や」は疑問「荘子」は、中国戦国時代の思蒙荘周のこと。孟子の仁義を重んずる儒教的礼教思想に対して、無為自然の道を 
強調し、老子と共に後の道家思想の源流と目される。その著も『荘子』というが、ここは書名ではない。「が」は、「君やてふ」 
「我や荘子」と二つ並 * した疑問の文脈を承けて、「そのやうな夢心」と下へ続ける役割の語である。上に「我か」があるから、 
「荘子か」と清音によむと疑問の重複になって良くない。 rlr '- L ' t 〕 は、夢を見ているような、うっとりとした気持をいう。「芦の穂 
や貌撫揚る夢ご ゞ ろ丈草」(『炭俵』下) 「 Yumegocoro . 」(『日葡辞書』)。 

8*11 あなたが蝶か、私が荘子か、どちらがどちらか分らない、夢の ような 気分になりますな。 

■■ 出典の書簡は元禄四年と推定されるものである。宛名の怒誰は高橋氏、通称喜兵衛また条助。膳所藩士で、同 
藩の蕉門俳人菅沼曲水と兄弟と思われる人である。書簡には' 

芳情精神不滞不恥不恐、^:'道自然之対談、誠に不安事共に御座候。 

としてこの句が掲げられており、色蕉が怒誰と荘子を話題にして対談した後に、この書簡を認めたものらしい。この 
書簡には元禄三年筆の可能性もないではないが、四年二月廿二日付の怒誰宛書簡に、 

南経斉物過半に至候由、連衆〜申来、大儀之処はかを御やり被成候而御手柄奉存候。随分清眼微細に御開可被成 
候。 

また、同日付の膳所藩士吉田支幽.和田虚水両名宛の書簡にも、 

高氏南花斉物半之由、是又幸之義御座候間、御勤被成、御修行可被成候。世道俳道是又斉物にして二つなき処に 
て御座候。 

と、『荘子』斉物論に関する文言が見え、藩の儒臣か祐筆の如き地位だったかと思われる怒誰が、当時同藩の人々に 
斉物論篇を講じていたと推定される。従って孟夏(四月)十日付の書簡も、同四年の執筆と考えるべきであろう。句 
は「てふ」で春季になっているが、これは『荘子』の内容に即した趣向の為で、書簡を書く際に作った句と思われる。 
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『一葉集』には、「怒誰が製して贈りける筆の心殊にょろしければ」と前書があるが、筆の芯の事は出典たる書簡の後 
段に見えることで、句に直接関係したことではない。 

句は怒誰と荘子の無為自然の大道について語りあい、二人の気持がぴったり合って通じ合った喜びを、斉物論篇に 
見える荘周夢蝶の寓言 ( I §、 i«i 参照) に寄せて述べたものである。「知らず、周が夢に胡蝶と為るか、胡蝶の夢に 周と 
為るか」の本文を踏まえ、「貴方と荘子の哲学のことを話していると、貴方が蝶なのか、私が荘子なのか分らない程 
に、二人の気持が融けあい通じあって夢見心地になる」といったのである。荘子をいうのに蝶を持ち出すのは前にも 
例があって珍しいことではなく、春の季節感も無い。ただ怒誰との心情的な一体感を、即興の句にまとめたまでなの 
である。 

腳うきふしや： tz の子となる A の果(峰峨日 S 蕉翁句集—.蕉翁句集 
夏季(竹の子)。 

i 0うきふし「憂き斯」。つらい事の多い世のさまをいう。「ふし」は「竹」の縁語。「都の方のおとづれは間遠にゆへるませ 
垣やうきふししげき竹柱」(謡曲「大原御幸 t 「 vqifuxi.J (『日葡辞書』)。〇 竹の子 「竹の子」。初夏四月の季語。「たかうな」 ( 153 ) 
参照。「たけの子や皇隣に悪太郎去来 J (『猿蓑』卷二) 「 Taqenso .」( 『日葡辞書』)。〇 人の果 「人の果て」。人間の末路。「いかな 
る人の果やらん。その名を名のり給へや」(謡曲「弱法師」)。 

この世には憂れわしいことが多いものだ。運命の浮き沈みに翻弄された挙句、竹藪に葬られて、終には竹の子 
に化した人の末路の哀れさょ。 

nai 『蕉翁句集草稿』には「さが小督屋敷にて」と前書があり、次に扱う四句と共に挙げて、「此句五ともに f :#" 逗 
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留之内自筆の筆す さび有」と 注している。「自筆の筆す さび」とは、 『嵯峨日記』の 草稿を 指すのであろう〇『蒸翁 
句集』にも「小叔屋浦にて」と前書がある。元禄四年四月半ばから五月初めにかけて、 去来の別墅落柿舎に 滞在した 
間の 事を 記した『嵯峨日記』には、四月十九日の条に、 

彳九日午^臨：^寺に詣。大井パ前に流て、嵐山右に高く、松の尾里につ V けり。虚空蔵に詣ル人往かひ 多し。 
松尾の竹の中に小督屋敷と云有。都て上下の嵯峨に三所有。いづれか健ならむ。彼仲国ガ駒を とめたる処とて 
駒留の橋と云此あたりに侍れば、暫是によるべきにや。墓は三問屋の隣、藪の内に あり。しるし6を植たり。 
かしこくも錦繡綾羅の上に起臥して、終藪中の塵あくた となれ り。昭君村の 柳、 *: r 廟の花の昔 も おも ひやら 
る。 

としてこの句を書いており、成立事情は明らかである。 

小督は高倉天皇の寵を得た美人であるが、平清盛に憎まれて内裏から追われ、亀山あたりの嵯峨野に 跡を隠した。 
天皇の命を受けた侍臣源仲国が想夫恋の曲を弾ずる琴の音を便りに小督の 隠栖を尋ね 当てた 話は、 『平家物語』 に 見 
えて有名である。高倉院との間に姫宮をもうけたが、結局清盛によって追放され、大原の奥に隠棲して 天寿を全うし 
たという。入水自殺したともいわれるが、その根拠は確かでない。芭蕉も小督の遺跡が嵯峨に三箇所 あると いって お 
り、東山にも小督の墓と称するものがあって、要するにどれも確かなものではないのである。 

句だけでは「竹の子」が唐突でその意を得難いけれども、『嵯峨日記』の中に置けば よく分る。墓が 竹數の中にあ 
ったので「竹の子」は属目のものであり、それが自然と「うき ふし」 の語を誘い出したのであろう。悲運の美女を 
弔う句であるが、「竹の子」にはおかしみが強く、俳諧的な軽みが感ぜられる。「昭君村の柳、 巫女廟の花に対して、 

小督の果を竹の子と言つた所に俳諧が ある」(潁原博士『新講』)わけだ。 
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腳嵐山蔽の 茂り や風の筋(嵯峨 U 記) 蕉翁句集草稿.落柿舎 B 記 

嵐山藪の茂みや風の筋1*句¥ 

夏季(茂り)。 

H 〇嵐山「アラシャマ」。 現京都市西京 区 嵐山元録山町に聳える標高 三百 八十 ーメ — トル 余の山。春の花秋の紅葉で名高い景 
勝の地で、国指定の史跡名勝となっている。 〇蔽の茂り 「藪の茂り」。「茂り」は、草木の繁茂した さまを いう夏の季語。既出 
(13)。「藪」も既出( II )。 〇風の筋 「 I の孤」。風の通る道筋。 

31 嵐山の藪の茂りは緑したたるばかりだ。さわやかな風の吹き通る道筋がまざまざと見える。 

— 『嗟哦日記』四月十九日の条、前の「うきふしや」の句の次に並んで見え、『蕉翁句集草稿』も落柿舎逗留中の 
句としている。『蕉翁句集』の「茂み」は写し誤りであろう。 

『日記』に嵯峨の臨川寺あたりの景を、「大井川前に流れて、嵐山右に高く、松の尾里につ V けり」と叙してある。 
嵐山の麓あたり、竹の多い所柄からも、「藪」は竹藪であろう。吹き通る風に竹藪が靡いて、緑の中に風の道筋が際 
立つ。日中の陽光に映える緑の波動が見えるような、描写力のすぐれた句である。「嵐山」で切ると、「藪の茂りや風 
の筋」が疑問の意のように受取れる。それでは興じ方が作為的に聞えて句柄が落ちるから、「茂りや」で切って読み 
たい。それから、杜哉の『蒙引』に、「山おろしの真一文字に嵯峨の竹原を動し過る風情をいへり。尤山の名に^'.0'」 
と述べている点も留意すべきであろう。縁語仕立ては古いようではあるが、「嵐山」には rlBfc 獻」の語の連想もあり、 
下の「風」に響いて行く表現効果は無視出来ないと思う。 
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670 柚の花や昔しのばん料理の間(蠢日記) 

落柿舍閑居嵯峨日記にみへたり 

柚の花にむかしを 忍ぶ 料理の間 (芭蕉 庵 小產) 一泊 船集. 落 柿 舎日記 
落柿舍閑居 

柚の花にむかししのべと料理の間(蕉翁句集草稿} 

柚の花にむかし忍ばん料理の間(蕉翁句集) 

夏季(柚の花)。 

E - i 〇 柚の花 「柚の M 」。 「柚」は 「 Kh 」 に同じ。ミヵン科の常緑小喬木。直立性で多くの鋭い刺を持ち、初夏に紫色を帯びた 
白い花を開く。揚子江上流原産といわれるが、山口県には野生の株があるという。「時珍本草日、柚紙葉皆似/橙、其花甚香。△和 
産のもの四五月に花あり。五六月に結 〆 実。是を青柚と称して夏月に賞す。此二物を盃酒に加へて甚佳也。按に、柚は解こ酒毒—〇 
飲酒人口気を治るよし、日華本草などにみえたり。又俗の賞するは只芬香ならん而已 J (『滑稽雑談』)「柚の花やゆかしき母屋の乾 
隅 i 村ご ( f 新花摘 』) 「YU •一, yunosu . J (『日葡辞書』)。〇昔 しのばん料理の間 「龄殿 W んの斷」。「料理の間」は、大きな邸宅 
の、料理の盛り付けや膳立てをする部屋。『嵯峨日記』にあるように、落柿舎はもと富豪の別荘だったので、そのような 部屋も あ 
ったのである。その往時の豪勢さを傯ぼうとする也思であるが、「しのばん」で切ったのでは、「柚の花や」と併せて三投切れになっ 
て、句の姿が面白くない。「ん」は意志をあらわすのではなく、婉曲表現として「料理の間」にかかると見るべきであろう 。要す 
るに「昔を傯ぶ」と同じなのだが、平板に陥るのを避けたものと思われる〇 ( II 、 mg ) 参照〇 r 北京遠き丸山の春嵐雪三尺 
の鯉に小； S に料理の間其角」(『芭蕉翁古式之俳諧』) 「穴 eo > ri .」 (『日葡辞書』)。 

■ aa 一蒙勢な往時を偲ぶに足る料理の間に近く、庭先に咲く かぐわしい 柚の花が ゆかしい ことだ。 
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aai 『嵯峨日記』四月二十日の条に、 

落柿舎は昔のあるじの作れるま X にして、処ミ頹破ス。中に作みが X れたる昔のさまより、今のあはれなる 
さまこそ心と ゞ まれ。彫せし梁、画ル壁も風に破れ雨にぬれて、奇石怪松も潷の下にかくれたる-一、竹縁の前に 
柚の木一もと花芳しければ 

としてこの句が見え、成立事情は明らかである。土芳の『蕉翁句集草稿』は、初め「柚の花や」と書き、「や」を見 
せ消ちにして右傍に「に」としてあり、後に、 

此自筆物の句也。猶落柿舎逗留の故古書捨を見れば、むかししのばんとも有。いろ<なしかへられ侍るか。元 
禄四未の事也。小文庫には、むかしをしのぶと有。 

と書いている。彼は「柚の花にむかししのべと」とした真蹟に拠ったのであって、恐らくこれが初案であろう。「落 
柿舎逗留の故古書捨」とは恐らく『嗟峨日記』の草稿を指し、土芳のいう所は現存する『日記』の真蹟写しと異同が 
ない。これに対して、史邦の『色蕉庵小文庫』の句形は、これが原拠に忠実なものならば、史邦の見た『嗟峨日記』 
は、現存のものとは別本ということになる。但し『小文庫』には誤伝の句形が多く、これも誤伝の可能性無しとしな 
い。『蕉翁句集』の句形は、土芳の見たという『日記』草稿と或いは関係があろうが、後世の写本だけに『日記』の 
句形よりは信憑性が劣る。しかし、「柚の花にむかし忍ばん'-とすれば、「忍ばん」で句が切れることは明らかで、 
〔語釈1__1で触れた三段切れの問題は解消することになり、「忍'はん」を下五にかかると見るよりは、自然な解釈が出来 
る点が魅力である。何れにせよ、本位句は『嵯峨日記』の句形を採るのが穏当であろう。 

「柚の花」について幸田露伴は、 

昔は柚の花の蕾を取つて吸口としたものである。吸口は即ち吸物に点ずる香料である。今でもする事である。 
(『芭蕉俳句研究』) 
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といつている。柚子の実も料理に縁の深いことはいうまでもない。処々頹破したとはいえ、豪奢な昔の主の生活を® 
ぶに足るものが、落柿舎には随処にあつた。「料理の間」とおぼしい部屋の縁先に「柚の花」を見付けた のがこの 句 
の動機になつている。昔の豪奢を傯ぶに恰好の物として、それを初五に打ち出したのであるが、昔を® ぶと いえ i 、 
「さつきまつ花たちばなのかをかげば昔の人の袖のかぞする」 (『古今集』卷三、よみ人しらず) という 古歌が 思われる。こ 
の句がこの古歌を背景に持つ俳諧化の趣向であることは、これまた露伴が次のように指摘している。 

「昔しのぶ」は古歌の橘の縁語である。 . 此の句は古歌の橘を柚の花で行つてゐるのだ。 ここが 例の俳諧で、 

ことにそれを料理の間としたところが、昔の橘の雅味 - すなはち和歌の雅味と異つて、平俗の雅味である。± 

の平俗の雅味を開いたところに俳諧がある。小手もきいてゐる。面白い句である。 (『芭蕉俳句研究』) 

柚の木は花も実も料理に縁が深く、古歌の「花たちばな」に比べれば俗な素材であつた。しかも 橘とは 同じ ffi 橘 類と 
いう相似性もある。「さつき まつ」 の歌を背景に、「料理の 間」 と共に これを 生かして 「平 俗の雅味を 開いた」俳諧の 
新境地なのである。ただ、初五で切れる『日記』 の 句形では「しのばん」の所に問題が生ずるのは前記の 通りであつ 
て、『蕉翁句集』のように「柚の花にむかし忍ばん」とすれば、「忍ばん」で切れる ことは 一目瞭然、 「ん」 も 作者の 
意志として解釈に何等差支えはない。支考の『俳諧古今抄』が この 句形を採り、「にの字の働き」について云々する 
のも、その3*の分りやすさから出ているのであろう。 

67/ ほと \ ぎす大竹藪を もる 月夜 ( W 峨日記) | 蕉翁句集草稿•蕉翁句集.落柿舎日記 

ほと ゞ ぎす大竹原を漏る月夜 S 日記) I 泊船集 
落柿舍閑居嵯峨日記に見えたり 
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ほと\ぎす大竹藪をもる月ぞ S 蓮庵小文庫} 

夏季(ほと、ぎす)。 

〇大竹藪「オホタヶャブ」。規模の大きい竹藪をいうが、嵯峨という所柄からして、竹自体も大きく太いものを思わせる。 
「大竹」は、大型で太い淡竹の異名でもある。「藪」は本来「ざる」のょうな物を指す字で、「やぶ」には「藪」を用いた方がょい 
が、ここは「竹鼓」なので、竹冠を無意識に書いたのであろう。「肥«!大竹押分ふみ分」(『国性爺合戦』第二)「截^;ら我邀も T ? ると、 
千里が竹といふ竹藪があるのゥ」(『浮世風呂』四編上)。〇 もる月夜 「漏る^;夜 , -〇「月夜」は、ここでは月光の意。「時雨も霜もを 
く露も、もる月影にあらそひて、たまるべしとも見えざりけり」(『平家物語』灌頂巻)「影ぼうしたぶさ見送る朝月夜伊賀卓袋」(『猿 
蓑』卷三) 「 Mori , u , 0 tta . J (『日葡辞書』)。 

EB 1 ほととぎすが一声鳴き過ぎた折柄、鬱蒼と茂った大竹藪の隙間を、月の光が漏れている。 

*2 ■『蕉翁句集』には「さがにて」と前書がある。『嵯峨日記』には四月二十日の条、前の「柚の花や」の句の次に 
並んで見え、同日の吟と思われる。異形について、『笈日記』の「大竹原」が信じ難いことは勿論として、『小文庫』 
の「もる月ぞ」については、いろいろと考え所がある。土芳の『蕉翁句集草稿』は「漏る月夜」の形で挙げて、 

此自筆の句也。小文庫に、漏月ぞと有。 

と述べてあり、この「自筆」が『日記』草稿を指すのか、他の短冊類を指すのか明らかではないが、土芳の鑑識から 
しても「漏る月夜」の句形は疑っておらず、『小文庫』の句形は参考として触れているに過ぎない。これと関係のあ 
るらしいものとしては、樗良自筆の伝書『俳諧己開抄並風雅大意』に、「ほと、ぎす大竹藪をもる月，；」として掲げ、 
「芭蕉真蹟にかくありと伝ふ」と注するけれども、この真蹟は現存しないし、土芳のいう「自筆」と関係あるかどう 
かも判然としない。積翠の『芭蕉句選年考』は、 

伊勢の樗良日、此句、月夜とは_也。月夜は地に映る影也。虫はうつむきて聞可し。子規は頭あふぐべし。竹の 
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葉末にちら^-ともる月を見ての句なるべし。真蹟は、月ぞとも有り。 OM ずるに、嵯峨日記.笈日記•泊船集 
みな、夜と有り。小文庫のみ、ぞとあり。 

と精しく考えている。樗良はここでは「月夜」を誤りとし、「月ぞ」とした真蹟があるとも言っているが、「竹の葉末 
にちら^-ともる月を見ての句」という解はその通りながら、 r 月夜」が誤りということに直接結び付くことではあ 
るまい。恐らく樗良は、 r 月夜」が月光を指す場合があることを知らなかったか、知識が明確でなかったかして、こ 
のような不徹底な説をなしたのではあるまいか。何れにせよ、『小文庫』の「もる月ぞ」について真蹟があるといっ 
ているのは樗良だけで、孤立した所伝であり、誤伝の可能性の大きいことは否定し難いと思う。なお去来自筆と伝え 
られる落柿舎の明細書に「もる月よ」として挙げてあるが、資料自体の信憑性に問題があるので、考究の対象にし難 
い憾みがある。抑々「よ」を仮名書きしたものは、 r 夜」なのか詠嘆の助詞なのかはっきりせず、詠嘆の「よ」と誤 
解して「月ぞ」へつながったかと疑われる節もある。結局信じ得る句形は『嵯峨日記』系のものだけということにな 
ろう。 

この句には初五にはっきりした休止があり、ほととぎすの鳴き声と、以下の大竹藪の月光とが対照されている。そ 
の間に何等の説明の語もなく、作者の主観の表白もない。鋭い鳥の声にふとその方を見ると、嵯峨の大竹藪に月光の 
漏れる景色於眼に入ったのであろう。安東次男氏が、 

初夏の季節、嵯峨の竹藪といえども鬱然たる印象は無かったはずだ。透いた枝づたいに、縦よりむしろ横に射入 
る月の光は、浅く、平沙のごときものであったろう。(『芭蕉発句新注』) 

と述べられたような景が思い描かれる。これについては、 

嵯峨では実際に大竹藪の横から光が洩れてくる。竹の幹が薄暗く林立して一寸見れば光など洩れさうでないのに、 
洩れてくるのである。いかにも「洩れる」といふ語がふさはしい。中々 ミスティックな 感じである。 (『続々芭蕉俳 
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句研究 , b 

という和辻哲郎博士の所説もあった。兎に角、ほととぎすの声と、その後の静謐な「大竹藪」に月光の漏れる景とを 
只提示しただけで、大自然のたたずまいを象徴するような大きな世界を現わし得たのは大手腕という外ない。 

あらわに心中を叙べる語を一語も使わぬ純客観的な発想のかたちをとり、発想の契機は自然との感合の中に全く 
その姿を消し去って、あるのは静謐な月下、時鳥を仰ぐ澄明感のみである。……「月ぞ」の形は、あるいは初案 
かとも思われるが、句としては発見の驚きの口調は出るにしても、句柄が小さく少しさわがしい。「月夜」とな 
ると、大きな自然の静謐そのものが生かされた表現になってくる点に留意して読み取るべきである。(『芭蕉 全句』) 
という加藤揪邨氏の鑑賞は、間然するところのないものであろう。実境に基づきながら、ほととぎすの配合として卯 
の花や青葉蔭のあり来りではなく、大竹藪を出したところ、おのずからなる俳諧の新味であった。 

672 手をうて',«木魂に明る夏の月 S 峨日記 ) 蒸翁句_稿.讓句集.落柿 舎日記 
夏季(夏の月)。 

H 〇 手をうてば 「手を打てば」。柏手を打って東の空を拝むさまである。「今も神前に向ては手を打て拝をする也」(『貞丈雑記』 
卷一)。〇 木魂に明る 「木魂に明くる」。「木魂」は、野外の音に対する反響。柏手に対する反響によって夜が明けるかのようなの 
である。「木魂」は既出(1§)。 0 夏の月 明けやすい夏の夜の月。既出(163)。 
ia 未明の東の空に向って柏手を打つと、その反響と共に夜が明けて来て、夏の短夜の月は、なお空に残っている。 
I 『嗟哦日記 J 四月二十三日の条に見え、野村家蔵本では、はじめ「夏の夜や木魂に明る下駄 S ' 音」と書いたの 
を消して、「手をうてば」の句を書いている。抹消された初案は、踏石伝いに庭を散策する下駄の音のこだまするう 
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ちに夏の夜が明けて来る趣 I ったのを、「手—てば木魂に明る」と改案したの— って、印象的な「手をうてば」 
によって、句に焦点が出来た感じである。 

「手をうては」について、以前は何となく機嫌に乗って手を叩いてみたとするような解釈が多かったが、『校本芭蕉 
全 S 紀行•日記篇の補注に於いて、井本農 一 博士は「 月 待」(品 参照) の行事で 月を拝む ことと見て、次のようこ 
述べておられる。 

...... なぜ手を打ったかというと、江戸時代には「月待ち」の風習があり、十七夜.二十三夜.二十六夜は、夜明 

しをして月を拝んだ。その月待ちの夜に、繫月を礼拝し、^;を打つ音が反響するさまである。ただ意味もな 
く J 手を打ったのではな I それでは四十八歳の色蕉としては 旧 ル戯に過ぎよう。もっ ともこの拍手は色蒸で なく、 
近所から聞える拍手と取ってもよい。そうとしても、「月待ち」の晚だからこそ、月に対して 拍手を打ち礼拝し 
ているのだ。 

ただし、二士二日の記事に二十三夜、すなわち二十四日の晓の句があるのはおかしいという 疑問が湧くかもし 
れないが、「嵯峨日記 J Q このところは「廿四日」の日付けを欠いで おり、 前後関係から 判断す ると、発句が四 
つ並んでいるそのあとは、二十四日の記事ら しく 思われる。それで二十音と二十四日の記事は まとめて 一一 十四 
日の夜にしるされたと判断されるのだが、それは二十一一一日の夜は 月 待ちで夜 明し をしたためではないかとも相嘗 
される。 

精®な^'証で従うべきであり、句が二十四日 Qg に成ったであろう こと も確実視される。井本博士は最近 「「手をう 
て、、ハ」を芭蕉自身とする説もあるが、初案の「下駄の音」から考えて他人の 柏 子の 音であろう」(『新 編日11 
集•松尾色蕉集 1』) とも述べておられるが、色蕉も月待をしたとすれば、自身の ことと して差支えないで あろう。 

江戸期から明治にかけての注釈が、夏の夜の短いことをいう為の形容と見ているのは 良くない。手を打つ音の樹が 




53 元禄四年 


聞える時にもう夜が明けてしまった等というのは、こだまが短夜の譬喩の ように 聞えて、貞門時代の句の趣になって 
しまう。 これに比べると、 

手をうてば砑す。その砑に明くる夏の夜。その明方の夏の月。——かラいふ三つのものを、言葉で引かけてうま 
く流動させてゐる。一方ではそのために言葉が簡単になり、他方では表象が渾融し交響する。かういふ風に形を 
作り上げるのが、俳句の極意かと思う。 ( r 続々色蕉俳句研究』) 

という和辻哲郎博士の鑑賞はすぐれている。「木魂に明る」という微妙な措辞によって、明けやすい 夏の夜の 本 情が 
生かされ、全体の調べや語の韻きにも流動感の ある 佳い句で ある。 

673たけのこや稚き時の繪のすさび(猿蓑) i— 

竹や稚時の繪のすさみ—) 

竹の子や稚き時の繪のすまひ <泊船集一 

争や稚時の繪のすさみ(蕉翁句集一 |落柿舎日記 
夏季(たけのこ)。 

〇 たけのこ ^のヂ」。既出(ふ)。 ◦稚き時 S のすさび 「 P_Q 11のすさび」。「すさび」は、心のままにする慰み事。 
幼い時遊びとして描いた絵をいう。「旅姿稚き人の嫗つれて路通花はあかいよ月は朧夜同」(『ひさご』)「ながき夜のすさびに、 
なにとなき具足とりした、め」(『徒然草』二十九段) rvosanai . 」 「 F " udenosusabi . 」(『日葡辞書』)。 

嵯峨辺のあちこちに頭を出した竹の子の愛らしさ。子供の時は遊びによくこの絵を描いたものだったが。 
■『嵯峨日記』四月二十三日の条に見え、日付を欠く二十四日までには成っていた句と思われる。『蕉翁句集草 



54 


稿』には、句頭に「元禄四未」とし、 r 此句自筆に、落柿舎の遊吟也」とあるが、ここにいう「自筆」が『嵯峨日記』 
の草稿を指すかどうか、なお確かでない。現存の『日記』真蹟写しに、初めが「竹や」となっているのは、明らかに 
「竹子や」の中間の一字を脱した誤筆と見られ、『泊船集』の「すまひ」も明らかな誤りである。「すさび」「すさみ」 
は何れでもよく、結局『猿蓑』所載の句形が最も信ずべきものであろう。菊本直次郎氏の所蔵品を録した『俳聖余 
光』に、竹の絵の賛として「竹のこや稚時の絵のすさみ」(最後の「み」を見せ消ちして「ひ」に改める)の句を書 
き、なお後に「みづからかき捨たる絵の反古を見出しけるに、少年のむかしこひしくなりて、此句を書付侍るかし」 
という文を記した幅が見える。これによると句は伊賀での作のようで、若しこれが『日記』より前ならば旧作を録し 
たことになる。それならば「うき我を」 S 560) の句の場合のように何かことわりがあるべきであるし、『日記』 より 
後ならば、余り跳え向きになり過ぎる嫌いがあろう。また、潁原博士が『新講』で言われたように、句からして絵も 
竹の子であるべきで、竹であるのは肯けない。旁々以てこの資料は存疑とすべきものと思われる。 

古注には『源氏』若紫の卷の俤としたり、人の成長の速やかなるさまにかけた等、見当ちがいの説が多いが、素直 
に読めば、そのような事に関係づけずとも、句は安らかに釈ける。 

現在に生えてゐる竹の子を見て、竹の子やと言ひ、それにつけて幼き頃竹の子を画いた事を思ひ出して、コンナ 

竹の子をかいて遊んだ事もあつたよ、と今昔の感を叙したのぢや。(内藤 鳴 雪 『芭蕉俳句評釈』) 

と解すれば十分であろう。竹の多い嵯峨では竹の子を目にすることも多かったろうし、その愛らしい姿から、少年の 
日に思いが及ぶことは極く自然であって、童心が暢びやかに発露した軽い味の句である。 

例一日く麥あからみて啼雲雀1 
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麥の穗や泪に染て啼 雲雀 (嵯峨 星) 一蕉翁句集草稿•蕉翁句集.落柿舎 日記 

夏季(麦)。 

〇 I 日く「ヒトヒく」。一日一日と段々に。「あからみて」にかかる副詞。漢字についても「く」の反復符を用いるこ 
とは、近世期に時折見られる慣用である。『日葡辞書』は rFitoi .」 として項目を立てている。〇麦 あからみて 「麦赤らみて」。 
麦の穂が熟して色づいて来るさま。「麦」は夏の季語である。(1§、§等参照)。「汁の実にこまる茄子の出盛て沾圃あからむ麦 
をまづ ^ J てとる里圃」(『続猿蓑』上) 「 Qinomigaacaramu . 」(『日葡辞書』)。〇啼 雲雀 「啼く雲雀」。「はらなかや」 ( n € 5 「ひばり 
なく」 (瓜 §) 等参照0 

ai 一日一日と麦は色づいて熟し、春から続けて li 雀はなお啼いている。 

RH 『嵯峨日記』四月二十三日の条に見え、二十三、四日頃の成立と思われる。真蹟の写しと見られる『日記』の 
野村本•曾我本では、「麦の穂や泪に染て啼雲雀」と書いた左側に「一日^^麦あからみて啼」と細字で記入してあ 
り、見せ消ち等のしるしはないが、「麦の穂や」の初案を推敲して二日 <」の 形に改めた ものと 推定される。雲 
雀の涙によつて麦の穂が色づくとする趣向を、平明な自然描写に変えているのである。 

麦の穂が色づくのを雲雀の涙のせいとするような発想は、「岩躑躅染る涙やほと k ぎ朱」(1说)のような貞門時代 
の 句と 選ぶ所がない。そういう作為的な趣向を捨てて、「一日 <」 の句案を得た時、句は面目を一新した。 

麦があからんでゐて、雲雀が啼いてゐるといふのは尋常の景色ですが、それに、ひと日ひと日麦あからみて、と 
時間的の奥行をつけた所が此の句のえらい所だと思ひます。その為に眼前の景色のみならず、晚春初夏の迅速に 
移つて行く野の気分がその移つて行く姿に於て出てくるのです。季節の運行が鳴くひばりの声と共に鳴りひびい 
てゐるやうな句です。一日一日がよく生きてゐる。(『続々芭蕉俳句研究』) 

という和辻哲郎博士の鑑賞は間然する所が無い。「一日<」の字余りが暢びやかな調べを成して、如何にも悠久な 



四季の運行を思わせ、麦の穂や雲雀といった微物を通して天地の呼吸を感じさせる働きをしている。それと、 初案の 
ょうな発想をとった背景には、夏になってもなお鳴きしきる雲雀の声に、或る寂し さを 感じ取ったことがある のを 見 
逃したくない。この気分は改案にも引き継がれている害であって、この雲雀の声には春の頃の張りはもうない ので あ 
る。 いわば移り行く季節の悲しみのょうなものが、露わにではなく、倦怠感に似て漂っている。 

675 能な しの 寢 たし 我を ぎやう^^し (嵯峨日記) 蕉翁句集草稿•蕉翁句集.落 柿 舎日記 
夏季(ぎやう^^し)。 

〇能なし 「能無し」。何の能もない者。作者自身を指し、「ある時は仕官懸命の地をうらやみ、一たびは仏籬祖室の扉に入ら 
むとせしも、……終に無能無才にして此一筋につながる」(「幻住庵記」)「しばらく身を立む事をねがへども、これが為にさへられ、 
暫ク学て愚を暁ン事をおもへども、是が為に破られ、つゐに無能無芸にして只此一筋に 繫 る」(『笼の小文』)等の文を思わせる。「我 
のふなしといはれしに、今は太このやくなれば」(狂言「祇園」) 「 Z 6. 」(『日葡辞書』)。 〇寝たし 「 ass たし」の意の一重の宛字。こ 
こで切れる。「手のひらに虱這はする花のかげ芭蕉かすみうごかぬ昼のねむたさ去来」(『猿蓑』卷五)。 〇ぎ やう < し 「 trl ぅ 
々子」。燕雀目ウグィス科の鳥で、「葭切」ともいう。ギヨッギヨッ、ギヨギヨシギヨギヨシと鳴くのでこの名がある。五月初めに 
南方から渡来する夏鳥で、平地から海抜千メートル程度までの水辺の葭原に、葭の茎を組合わせた 花瓶 形の 巣を 作る。鳴き声は昼 
夜を通じてやかましい。「和俗の葭原雀と称するものも、雀にはあらずかし。溝三歳の類なるべし。此ものぎ やう^^ し 鳥と もい 
ふは、又鹪の類に巧婦の名侍る故にや。猶考ふべ し」 (『滑稽雑談』)「葭原雀本名！!獻。ヲゲラ、 ヨシム シリ、ギヤ ウ<シ、ヨ 
シ雀トモ云。其声甚喧シテ昼夜鳴。六月土用エ入即止 j 尸」(『隻緘輪』)「我門に入らぬ御世話ぞ行く し」二茶『七言 i 。 

何の能もなし自分は、ただただ眠たい。そんな私をどうしろというのか、行々子が仰々しく鳴き立てて民らせ 
てくれない。 
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■ ■『嵯峨日記』四月二十三日の条に見え、.十四日までには成っていた句であろう。重厚の『落柿舎日記』(安永三 
年刊)には中七を「ねぶたし我を」と表記しているが、これは取立てて問題にする程の異同ではない。 

句意を「此道に入らば寝てはならじ」(鷗沙『過去種』)とか、「此鳥のかしましき、我が眠を さまさせよ」(杜哉『蒙引』) 
等と解するのは見当ちがいも甚だしく、それでは閑情が生きない。 

何をするともな く' た ゞ うつら^^と眠を貪ぼる我である。その能な しの 我をさう やかましく 鳴き立てないで 民 
らせてくれよとの意。無為を愛する隠士の情である。……鳥の声をうるさがりながらも、又その鳥を相手に閑を 
楽しむ意 もある。 (潁原博士『色蕉俳句 新講』 ) 

と見るのが至当である。この句で最も眼をひくのは、独得の句切れであろう。普通ならば、「能なしの寝たき我を」 
と「我」に続けてしまいそうなところを、「寝たし」で切っているのは何故であろうか。これについては、服部畊石 
氏が『芭蕉句集新講』でいわれたように、「寝たき」では r 我」の説明にとどまるのに対して、「寝た し」 とすること 
によって、しみじみ眠い状態をあらわそうとする意図があったと考えるべきであろう。加藤揪邨氏は、 

行々子へのよびかけのようになっているが、実際はほとんどひとり体である。「能なしの、ねぶた し。 我を、 
行々子」という短く切れた調子には、もの憂くうとうとした時の独語のような口調があって実におもしろい句で 
ある。「能なしのねぶたし」から「我を」への微妙なうつりゆき、「我を」の r 行々子」への急転する続きぐあい 
など、技巧としても無類のものである。(『色 蕉全句』) 

と絶賛しておられる。鳥の名に「仰々 し」 が掛けてあることも確かであろう。 

「能なしの」の「の」についても、色々の考え方が出来る。「能なしの(我はごの意として通ずるが、「(我は)能 
なしで、眠たいばかりだ」と取るのも一解である。加藤揪邨氏は『全句』に於いて、連体修飾語と主語と二様の取り 
方を考えておられる が、 「寝たし」は用言だから、「連体修飾語」というのは誤解であろう。また、潁原博士は 「S 
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を」の下に「眠らしめよ」の語が略されていると説かれた(『新講』)けれども、山本健吉氏はこの説を批判し、句意や 
鑑賞にも及んで次のように述べられた。 

……こう言葉を補うと、意味が限定されてしまうきらいがあり、むしろ無限定のままに味わった方が興味深い。 
半醒半睡のままにつぶやく、片言めいた面白さがある。たとえば、この「我を」について、和迁哲郎は「意味は 
はつきりかたづけて説明することができません。四方八方に響いてゐるのですから」と言っている。潁原退蔵の 
ように、「我を」の下には「眠らしめよ」の語が、おのずから略された形になっていると言ってしまっても、詩 
の解釈としては浅まなものになる。むしろ、沼波瓊音の 言うよう に、「俺をどうしろといふのか」と言った気持 
であり、あるいは、放っておいてくれという言葉が口の中で消えて、 ムニャムニャムニャと いうつぶやきになっ 

たような感じである。…… 

I 能な し」 とは阿呆である。初夏のものうい気候に、呆けてうとうとと眠っている自分ということで、「何の能 
もない自分」(揪邨)という反省を含んだ言葉ではない。自分を道化にすることで、言葉の布置も表現も、すべ 
て道化ている。「能なしの、眠たし。我を、行々子」という、句がポッポッと切れた表現は、稚拙さの効果とで 
もいうべきものを、最大限に発揮している。「能なし」「眠たし」「行々子」と、全体として 「し」 音が脚韻とな 
り、し-かも前半は n 音が、次いで W 音が、最後に g 音が優位となって、音韻の変化の上でも快適である。……眩 
くと言うより、ほとんど寝言を言っているような趣である。むしろ、客体と主体とが混沌と交ざり合ってしまっ 
たような表現になっている。「眠たき」でなく、「眠たし」と切ったところも、「我を、行々子」という言葉の連 
鎖が、つながらないようでつながるところも、不思議な表現効果を発揮している。即興的であり、また甚だゥィ 
ットに富んでいる。行々子を叱りながら、行々子に向って心が開かれている。「閑古鳥」の句とこの句とを比較 
すれば、前者は厳粛であり、後者は滑稽であるが、ともに他者に向って開かれた自分、両者の交流によってはじ 
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めて存在する自分の詩心を示している点では、逕庭はないのである。(『芭蕉その鑑賞と批評』) 

右のうち、「能なし」を単なる阿呆と見る説に私は同じ難いが、リズムや音韻の効果とも相侯って、主体客体の渾融 
した不思議な世界を創っていることは、ここに説かれた通りであろう。対象に向って開かれた心は、即ち「軽み」に 
通ずる心であったと思う。 

676橘やいつの野中の郭公 ( 卯辰集) _ゃげ 
夏季(橘•郭公)。 

H 〇橘 「タチバナ」。蜜柑の古名。小さくて酔っぱい野生の種類は今も近畿以西の山地に見られる。花は夏の到来を知らせる 
ものとして歌に詠まれている。「橘……夏也。……花橘とは廬橘とかけば、是にも花の字は嫌まじき儀ながら、花をほめてむかし 
のものなづけたれば、花橘と云時は花の字に二句嫌べし。惣別九種の报類ををしなべ橘ともはな橘とも哥道には申也。さくとか匂 
ひとかなくば、夏にはなるべからず。其故は天智天皇の御哥に、橘はみさへ花さへその葉さへ枝に霜をけどましときはの木共侍り。 
此道理は有ながら、花を賞翫して橘とよび出ゆへに、咲、匂の詞そはでも皆夏になる也。……此外に、だい^^ •きこく •からた 
ち•きんかん.雲州橘.久年母•蜜柑等、橘の事ながら、花はいはず、其実を指て申せば、夏にもならず、秋か冬かになりて、別 
A / のやうの物なれば、……橘二の外に今一句有べきか。……薬種の名の陳皮•橘-皮•枳穀•枳実.青皮等、植物にもならず、季 
をももたず。薬種の名になりて、別段の物なれば、其沙汰に及まじき義ながら、此内にも橘-皮一-種は橘の字むつかしければ、右 
三句の内成べし」(『御傘』)「大和本草日、橘、たちばなと訓ず。蜜柑也。其花を花橘と古歌によめり。又日、廬橘を金橘とする説 
よし。司馬相如ガヒ林賦に枇杷をのせ、又廬橘夏熟すと云。然ば別もの也。……私云、……総て九種の柑類を橘と云由、御傘に演 
られたり。秘説には蜜 W を以て正説とはしけるに、廬橘は金柑なる事明らか也。此廬橘の二字を限て花橘と訓ずる事、万葉集或は 
順和名にも無 VN 」 (『滑稽雑談』)「明ぼのはたちばなくらし旅姿我峯 J (『続猿蓑』下) 「 Tachibana .」 (『日葡辞書』)。 〇いつの野中の 
郭公 「何時の野中の郭公」。「いつ」は記憶の中で何時か定かでない或る時。その時広野の中でほととぎすの声をきいたのである。 
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「百舌鳥のゐる野中の杭よ十月嵐蘭」 ( 『猿蓑』巻こ 「 fp 」 1#ヒ。 

画橘の花のなつかしい香が漂う中、ほととぎすの声が聞—。何時か 何処か 野原の真中で、 今と全く 同じ 気分で 
ほととぎすを聞いたものだったが。 

E 9 I 金沢の北枝の撰した『卯疆』初出の句である。この集には元證年四月の奥書があり、 「橘」「郭公」等初夏 

の季題を持つ句は、三年夏以前に成った可能性が大きいが、ここでは姑く四年四月以前の成立と 見て ここに配してお 
く 0 

「橘」には「さつきまつ花たちばなのかをかげば昔の人の袖のかぞする」 (『古今集』 卷三 、よみ人しらず)、 「野中」には 
「しにしへの野中のし水ぬるけれどもとの心をしる人ぞくむ」 (『古今集』 卷十七、 よみ人しらず) という古歌の 連想があり、 
何れも昔の恋を5意で—。人には同じような体験を何時 t たことがあったと記憶乃至は気分が蘇えって来 K ? こ 
とがあるもので、この句の場鑫は余り関わりはあるまいが、橘の花の香？ S ととぎすの音をきいた 記憶が、 同 
じ体験によって喚起されたのであろう。過去の体験はほととぎすの声だけとする考え方もある が、 両者が重なってこ 
そ昔の同じような体験が印象強く蘇えって来たのではあるまいか。「いつの」が甚だ 巧みで、 この句の 感傷的な 抒青 
味は、この一語にかかっているといってもよい。 

橘も野中も古今集に見えてゐる。筋路は分明で無い がし かも情は感じられる。筋を分けて論理的に解釈する_ 
よりも賽で壽が摑める。これが幽玄体である。詩には幽玄と平明との行き方が あるが、 之れはその幽玄の句 

である。(『芭蕉俳句研究』) 

という幸田露伴の説の通りであるが、この句の場合は体験が基盤と して あったの であろう 。それと古典的 雰囲気が見 
事に結合した佳作なのである。 
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677 五月雨や色帯へぎたる壁の M (嵯峨日記) 蠢集.*翁句集草稿.先手後手. ■舎日記 
落柿舍 

五月雨や色紙まくれし壁の跡 si |喪 e 名残.泊船集 
落俤舍に遊ぶ時 

五月雨や色紙へ來ル壁の跡 <蕉翁句き 
夏季(五月雨)。 

i 〇色帋へぎたる「色岳」は、歌や句を書く方形の厚紙。表面に五色の文様や金銀箔を散らすなどしてある。大小の別があり、 
大きさにもそれぞれ決りがある。「帯」は「紙」と同じ。「へぐ j は、貼り合わせたものなどをはがす意の俗語。ここは色紙を壁に 
貼って飾りとしたものをはがすのである。「苗代の色紙に遊ぶ蛙哉」(蕪村『落日庵句集』) r 片風たちて過る白雨胡及板へぎて踏 
所なき庭の内一井」(『あら野』員外) 「 xiqixi .」「 Fegui , u , eida . J (『日葡辞書』)。〇壁の跡「辟^の跡」。室内の壁に残る色紙の跡 
をいぅ。「紙燭して尋て来たり酒の残其角上塗なしに張てをく壁孤星」(『炭俵』下) 「 cabe.J (『日葡辞書』)。 

1さみだれが降り続いて何とも湿っぽい。部屋の壁には色紙をはがした跡が、まざまざと残っている。 

■「洒落堂頹破」(『雑談集』)「おなじく」(『泊船集』)「洛の何某去来が別墅は、下嵯峨の藪の中にして嵐山のふもと、 

大井川の流に近し。此地閑寂の便りありて心すむべき処なり。彼去来物ぐさきおのこにて、窓前の卿高く、数株の柿 
の木枝さしおほひ、五月雨漏尽して畳障子かびくさく、打臥処もい と 不自由なり。日かげこそかへ りてあるじの もて 
なしと ぞなれりけれ」 (『先手 後手 t 等の前書がある。『嵯峨日記』五月四日の条に、 

明日は落柿舎を出んと名残をしかりければ、奥口の一間^-を見廻りて 
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としてこの句を出し、大尾としているので、成立の事情は明らか - T :' ある。其角の『雑談 集』(元禄五年刊) の 前書は 膳 所 
の珍碩亭としているが、其角らしい杜撰とする外ない。『泊船集』の 「おなじく」 は、「柚の 花に」 ( IV I ) の 句に 「落 
柿舎」と題したのを承けたのである。『先手後手 』 S 陽. 兎什撰、明和 四年刊) は後年の書ながら、 それに序を書いた茂 蘭 
が加賀行脚 中に 寓目した資料を写したもので、その文の内容は信憑性が高い。 恐らく真蹟に拠った のであろう。 『 S 
日記』の句形は初案の可能性もないではないが、土芳の『蕉翁句集草稿』には、 

此句落柿舎に遊るる時の□也。自筆に有。笈日記に、色帋まくれしと有。違也。 

と明記してあり、誤伝と認められる。元禄八年正月廿九日付許六宛去来書簡に、「五月雨に色紙め くれし壁と むすび」 
とあるのと同系の誤りらしく、句形に関しては、去来は兎角杜撰な点が目立つのである。『蕉翁 句集』 の 句形は、「へ 
きたる」の仮名に妄りに字を宛てたもので、信じ難い。 

『嵯峨日記』によると、五月二日の夕刻から降り出した雨が翌日一杯降り通し、四日昼に至って漸くとんだ。本各 
的な梅雨に入って、物皆じとじとと湿っていたであろう。この部屋も昔は壁上に色紙や短冊を貼り交ぜにした数奇を 
こらした趣が偲ばれるにしても、「色帋へぎたる壁の跡」は唯わびしいばかりである。ここでは、凡てを降り齡す毎 
雨の気分と、嘗ての豪奢も夢と消えた壁の跡のわびしさとが、響き合い匂い合う関係にある。古注には、定家の小^, 
山の山荘 ( 時雨の亭)に百人一首の色紙を張った故事を引いて、「むかしは時雨の亭、今はさみだれの落 W 舎と対し 
た」(『俳諧一串抄』)と見るような説が多いが、それよりも、初五と中七以下とが「微妙に通い合う把握の中に別離の情 
が匂い出ている」(『芭蕉全句』)とする加藤揪邨氏のような説が共感を誘うのである。昔の華やかさを® びつつ も、今の 
侘びた気分が中心になっている。 



63 元禄四年 


67 S 粽結ふかた手にはさむ額髮 (猿蓑} 蓮の実•陸奥衛.泊船集.三冊子.蕉翁句集 

粽卷片手にはさむむかふがみ(五月十三日付浪化宛去来書簡) 

夏季(粽)。 

〇粽結ふ 「IT ぽふ」。「粽」は 「|^ #1」の義で、糯米や«1、ち或いは米の粉を蒸し、搗いて餅にし、それを茅.笹などで包み、 
藁や菅でしばって蒸したもの。古代の中国で端午の節に糯米を菰の葉で包み、五色の糸でしばって供え物にした習俗が輸入された 
のである。京では有名な道喜の粽のように、近世初期から菓子屋で売られるようになった。包む 材料 や形によって 色々種類があり、 
粽を作ることを「結ふ」というのである。既出 (1 75)。 「浜 荻に筆を結せてとしの暮 (呂丸ご(『続猿蓑』下) 「 y^qgco yp 」 (『日葡 
辞書』)。〇かた手にはさむ「片手に挟む」。片手で髪を搔き上げて耳に挟む。いそがしく立ち働くさまである。 「かりぎぬ のく び 
のかほにかかれば、かたてしておしいれて」(『枕 草子』百四十五段) 「み k はさみして、そ ゞ くりつくろ ひて」(『源氏物語』横笛) 
「 catate .」「 Fasami , u ,6 da.J (『日葡辞書』)。〇額髪 「 ヒタヒ ガミ」 。王朝時代の女性の髪型。額から左右の類へ分けて垂らし、 
肩のあたりで切り揃える。「みづからひたひがみをかきさぐりて」(『源氏物語』 帚 木) 「 Fitaigami.J (『日葡辞書』)。 

HE 1 粽を包みながら、片手で垂れて来る髪を搔き上げては耳に挟む女の姿よ。 

VI 初出の『猿蓑』には元禄四年五月の丈草跋がある。元禄七年五月十三日付浪化宛去来書簡に、 

さるみの集撰し候而翁へ内らんに入候処に、古キ草紙•物語の事な どおもひよせ 候発句少く 候とて、 

粽卷片手にはさむむかふがみ 
此も源氏の内よりおもひよられ候。 

と あり、『猿蓑』の編輯が一応終ってから、最終段階で追加され たものと 見られるので、元禄 四年五月 頃の 作と して 
此処に配しておく。但し、「粽巻」「むかふがみ」等の句形は、うろおぼえで書いた ものら しく、 信じ難い。右のよう 
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な成立事情は『泊船集』にも「物がたりのすがたも一集にはあるべきものとて、去来が猿みのに遣はされしよ Jn 
りぬ。前がき今略しぬ」と付記があり、『三冊子』に、 

この句、ものがたりの体と也。去来集撰の時、先師の方よりいひ送られしは、物語りの姿も 一 集には あるべき も 
のとて贈ると 也。(赤雙 紙) 

とあるのは、『泊船集』の記事に拠ったものであろう。 

去来は『源氏』から思い寄った趣向というが、特に『源氏』のどの部分に拠ったとは決め難い。加藤楸邨氏は、帚 
木の巻の、 

まめ^-しきすぢをたて、、み、はさみが ちに、 びさうなきいへとうじの、ひとへにうちとけたるうしろみばか 
りをして 

とあるあたりの俤と見ておられる(『芭蕉 全句 JI )。 右の一条は、唯ひたすら家事に奔走する世話女房を非難がましく 書 
いているけれども、家事にいそしむにしても、この句中の女性は「美相なき家刀自」ではない。端午の粽を作る こと 
自体に優雅な気分があり、あいた方の手で顔にかかって来る髪を搔き上げる白い手にも麗な感じが匂う。忙しげに働 
く「耳挟み」を下敷きにしながら、それを節供の雅びに転じたのであって、その辺に俳諧があるのではなかろうか。 
一方、支考，は、この句について「画図の体 J とし、「菱川が色絵をつくし」 (『俳諧古今 抄』)と評しており、浮世絵風の 
現代風俗を看て取っている。結局、 

……浮世絵の官女絵にしてもそうだが、平安朝の風俗の写実ではなく、江戸時代の女の所作を物語的に表現した 
もの。(『新編口本古典文学全集•松尾 e 蕉集』1、井本農一博士) 

と解すべきか。王朝の上臈のすることではない「耳挟み」を粽の雅びで包んだことと、それは微妙な兼合いをなして 
いるようである。 
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この句には格別の切字はなく、初五と中七の終りが「結ふ」 r はさむ」と動詞の連体形になるので、調べはやや平 
板な感じである。しかし「額髪」の印象は際立っており、殊更な切字は なくと も、下五で十分切れているといえよう0 

奶日の道や藥傾くさ月あめ(猿蓑) 泊船集•蕉翁句集.青ひさご 
夏季(葵•さ月あめ)。 

〇日の道「0^の澈 」 o 太陽の通る天空の道。黄道。〇葵傾くさ月あめ「ぁ參ひ艇^^沿耐/襄しと総称される植物は種類が 
多い。「冬葵」は、平安初期から種子を食用薬用にする為に栽培されていた。「二葉葵」は、京の賀茂神社の葵祭の神事に用いられ 
る草で、徳川家の葵の紋もこれである。「心もてひかげにむかふあふひだにあさおく霜をおのれやはけつ」(『源氏物語』藤拷)と詠 
まれたものは「向日葵」とされる。「立葵」は近世期から盛んに栽培され、この句に詠まれたものはこれであろう。高さ約ニメー 
トル、全体に毛が密生し、心臓形の葉の縁に鋸歯があり、花は赤•白•黄•里〖などとりどりである。向日性の植物の花が、見えな 
い太陽に向って「傾く」さまをいった。「傾く」は、『芭蕉句選』に「かたぶく」、『青ひさご』(白芹撰、文化八年成)に「かたむく」 
と仮名書きしているが、普通に「傾く」とよんでよいであろう。「さ月あめ」は「さみだれ」に同じ。梅雨期の雨で、背景として 
の季節である。既出 ( DI )。 「葵；^ g ぁふひ-^1§1-たち葵/あふひは。源氏の巻の名によせ。車あらそひ。物のけの沙汰をも 
いひ。花の日につきてまはるありさま。よくあしもとをまぼるといへる心ばへをもし侍し。又昔夢の1§ありて賀茂のみあ ia の日。 
人 A / あふひ桂のかづらをかけし事あるをもろかづらなども云り。賀茂の社司等。しかるべき所^/へたてまつりけるあふひを。み 
す•きちやうなどにかけわたせるけしきをもつらねなす」(『山之井』)「葵は総名にして種類多し。人家往> に賞するは蜀葵也」へ『滑 
稽雑談』)「むぎがらにしかる k 里の葵かな鈍可」(『あら野』卷三)「かたむくまつの枝ぞくちぬる直なるをまぼれる神の道なる 
に」(「大山祇神社連歌」) rAuoi . J 「 catamuqi , u , uita . 」(『日葡辞書』)。 

E 3 B 3 降り続くさみだれに、久しく日の目も見ない。葵の花の傾いているあの方角が、太陽の通る道なのだな。 

■ ai 『猿蓑』初出の句。それが元禄四年五月に成ったので一応ここに置いたが、「粽結ふ」の句のように、編成る間 



66 


際の作ではあるまいから、元禄三年夏までには成っていた可能性が大きい。『青ひさご』には其日庵所蔵の葵の 自画 
賛として収めてある。 

この句の葵を「ひまわり」と見る 説 もあるが、梅雨の頃には、ひまわりはまだ咲かない。立葵を詠んだものとして 
よかろう。向日性のある草が、天日を見ない梅雨どきの鬱陶しい空のもとでも、太陽の方へ向って傾いている。その 
さまを見据えつつ 「 R の道や」と打出した表現が、如何にも確かである。山本健吉氏は『芭蕉その鑑賞と批評』に於 
いて、発想の契機は葵であるが、この句の主題は「日の道」に外ならず、それは幾日も降りこめられた庵住の作者の、 
願いを籠めた内観的ィメージであるとされた。だが、私はこの場合、晴れ間を願う作者の気持はどうあれ、句の 中心 
は飽くまで r 葵」にあると思う。その傾く姿に謂わば自然の生成の気を見ているのであって、傾く本源は「日の 道」 
にあるから、それは葵の傾く姿から導かれたものであろう。それを逆置して最初に置くことによって、表現に力を与 
えているのである。やはり森羅万象の背後に「造化」を見る芭蕉の思想が基底をなしており、目立たないが 深みの あ 
る句といえよう。古注に見える道学流の余意などは余計なことである。 

_ほたる見や般頭醉ておぼつかな(猿蓑} 蕉翁句* 

ほたる火や船頭醉ておぼつかな S 船き 
夏季(ほたる見)。 

〇ほたる見 「蛍見」。蛍の名所で舟を仕立て、水辺に乱舞する蛍を観賞すること。夏の季語になる。 r 萤見や此霄闇に舟早し 
蛾 眉」(『平安二十歌仙』)。 〇船頭 「センドゥ」。川に出した舟を棹で操る漕ぎ手。「船」は「船」の俗字。「雪の日や船頭どの、顔 
の 色 其角」(『あら野』卷一 ) 「xend 6 . ^unso Caxi 3. 」(『日葡辞書』)。 〇醉ておぼつかな 「酔うておぼつかな J。rfc VM つか.， M l _ 
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は、漕ぎ方が不確かで危っかしいさま。形容詞の語幹を投げ出して、詠嘆の気持をこめた表現である。「巳のとしやむかしの春の 
おぼつかな荷兮」(『あら野』卷二) 「 vobot 5 ucanai .」 (『日葡辞書』)。 
ia 楽しい蛍見は今たけなわ。船頭までが酒に酔って、棹さす手許も危っかしいことよ。 

■■初出の『猿蓑』には、前に「闇の夜や子共泣出す蛍ぶね」という凡兆の句があり、「勢田の蛍見二句」と題 
してある。二句は恐らく同じ時の吟であろう。色蕉は貞享五年夏大津に来た時にも瀬田川の蛍を見ている ( n396 参照) 
が、凡兆を帯同していたとすれば、元禄三、四年頃の夏と見るべきであろう。『猿蓑』の成稿が五月なので四年は余 
り時間的余裕が無さすぎ、三年作の可能性はかなり高い。『泊船集』の「ほたる火」は「見」と類音でもあり、杜撰 
な誤伝と思われる。 

瀬田川の石山の下にあたる蛍谷辺の急湍に、蛍見の船を浮かべた時の作であろう。ここの蛍は、大きさも他よ 
りすぐれており、北は瀬田の橋、南は供御が瀬まで二十五町にわたって飛びかう。* ,+ 至を過ぎると宇治橋あたり 
へ下って有名な蛍合戦が行われるのである。当時は瀬田川に船をうかべ、一盞傾けながら豪奢な蛍見が行われた 
らしい。(『色蕉全句 t 

という加藤揪邨氏の解説は、この句の場の理解に恰好である。振舞酒に酔った船頭の、手許足許のふらつく体を冷や 
かしているので、急流に浮ぶ舟を不安がっているのではない。客一同は勿論酔っており、はずむような調べに、興じ 
た気分があらわれている。 

丈山之像謁二句 

側 風かほる羽 li は襟もつくろはず { e 蕉庵小文5 泊 船集 •蒸着集 
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夏季(風かほる)。 

1〇丈山之像謁 「丈山之像に謁す」。「丈山」は、石川丈山。江戸時代初期の隠士で、漢詩をよくした人。既出 ( n 祕頁)。その 
「像」は、画像であろう。〔考|_|参照。「謁」は、お目にかかること。丈山を尊敬していう。「磐斎老人のうしろむける自画の像に」 
(『皺 営物語』、芭蕉発句「団扇もて」前書)「別当代会覚阿闍利に謁す」(『おくのほそ道』) 「 Z 6.」(『日葡辞書』)。 〇二句 『芭蕉庵小文庫』 
には、この句の次に「さかさまに扇をかけてまた涼し」という丈草の句があり、それを含めての前書であることを示す。二句は同 
時の吟なのである。 〇風かほる 「風薫る」。青葉をわたって吹く夏の風の形容。既出 ( m §)。 「かほる」は、「かをる」の仮名ち 
がい。ここで切れる。〇 羽織は襟もつくろはず 「羽織」は、和服の上半身にはおる上着。既出(1§)。その「襟」の形も正さず 
に、無造作な着方をしているのを「つくろはず」といった。「更衣襟もおらずやだ ゞ くさに傘下」(『あら野』巻三)「心をつくして 
つくろひけさうじ、おとらじとしたてたる、女絵のをかしきにいとよう似て」(『紫式部日記』) 「 Yeri . J「Miuo toucur 6.」(『日葡辞 
書』) 0 

sa 羽織は襟の形も正さずに無造作な着方をしているお姿は、薰風の吹きわたるような、さわやかな趣がある。 

■2 ■「丈山の像」(『泊船集』)「丈山之像謁」( I 翁句集』)等の前書が見える。曾良の『日記』元禄四年六月一日の条に、 
昼ョリ白河二趣、一条寺丈山之旧庵ヲ見テ、下賀茂二遊、帰。去来•丈草•翁也。 

とあり、当時上京していた曾良は、前夜京の史邦宅に泊り、この日芭蕉•丈草•去来らと連れ立って、一乗寺下り松 
の東なる丈*04の旧庵詩仙堂(現京都市左京区一乗寺門口町)を訪ねたのである。寛文十二年五月二十三日に九十歳で 
歿するまで丈山の住んでいた所で、黒川道祐の「東北歴覧之記」に詩仙堂のさまを叙して、 

堂中ニハ詩仙ノ図并二六物残レリ。床一一丈山ノ画像アリ。 

とあり、中国の詩仙三十六人の絵額の外、床の間に丈山の画像が掛っていたのである。丁度季節が合い、『小文庫』 
に同時の吟を載せる丈草も同行しているから、この句の成ったのは六月一日に違いない。『芭蕉句選』は「風薰るは 
をりや襟もつくろはず」という句形を伝えるが、何に基づくのか明らかでなく、切字を添えようとしたさかしらかと 
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も疑われる。潁原博士の『新講』の説の如く、この句は上五で切れると見るべきであろう。 

容儀を正さない丈山の絵姿に脱俗の高士の風格を感じ、その高風を「風かほる」に象徴したのである。薫風は詩仙 
堂を訪れた折柄のものでもあろうが、ここでは丈山の風格を仰慕する気持が託されている。しかも単なる譬喩ではな 
く、季節感と共に丈山の高風の象徴の域にまで達している感が強く、この季語の表現力が最高に発揮された例といっ 
てよい。人物賛の至れるものである。「風かほる」を「羽織」にかかるとする説もあるが、そうすると「羽織や」と 
切字が欲しくなるのではなかろうか。私は「羽織は」に改めて言い起す感じがあるように思う。そういう見地からも、 
初五で切れるのは必然なのである。 

6 s 2'.. 7i : nri ふくべう-^みの暑かな(葛の松原) 蕉翁句集 

晝は猶腹病煩の暑サかな5¢ I 百歌仙 
夏季(みな月•暑)。 

I 〇みな月 rr 無ル」。陰暦六月をいう。既出(1§)。〇ふ くべうやみ 「腹病病み」。「腹病」は、腹水がたまって腹がふくれ 
る病。それをわずらった病人をいう。「病」の字音は「ビヤゥ J が正しい。「ふくびやうた ゞ みにあがらず」(『毛吹草』卷二)「足引 
の 山 田の苗や 中風 やみ宗牟」(『犬子集』卷三) 「 Fucubi 6 . Fa 3 noyamai . J 「 Yami .」 (『日葡辞書』)。 〇暑 「暑さ」。「夕がほによば 
れてつらき暑さ哉羽紅」(『猿蓑』巻二)。 

ia 夏の盛りの六月は、腹病をわずらう人も斯くやと思われる暑さだよ。 

1 板本の初出は元禄四年六月の序のある其角門の琴風の撰した『瓜作』であって、「昼は猶」の句形が元禄四年 
夏までに成っていたことは確かである。同五年五月に成稿した支考の『葛の松原』の句形「みな月は」に誤伝の可能 
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性もなくはないけれども、一応これを後案と見て本位句とした。 

『葛の松原』に、 

〇いづれの年の夏ならむ、みな月はふくべうやみの暑かなといふ句を、人の得しら ざり けむは、源氏の まき^^ 
に心をと V めねば、 さも 有べし。 

と あり、『源氏物語』に典拠の あるよう な言い方を している。これを 帚木の巻の、学問の ある 女と藤式部丞との話の 
中で女のいう詞、 

月頃ふびやう(風病)おもきにたへかねて、ごくねちの さう やくをぶくして(極熱の草薬を服して)、 いとくさ 
きによりなむ、えたいめむ(対面)たまはらぬ。 

を踏まえたと見る説が多い。『源氏』の「風病」は風邪のことで、風邪の高熱に悩んでにんにくを服んだので大変臭 
いというのである。『瓜作』に「腹病」と振仮名がある為に、兎角「風病」と混同されやすいけれども、振仮名より 
も「腹病」とある漢字の方を重視すべきであろう。さて、「腹病」は下痢などを伴なう胃腸障害一般を指すという〇 
が通説であるが、『日葡辞書』では「フクビヤゥ」を解して、腹がふくれて顔色が黄緑色になる病気としている。腹 
水がたまって腹のふくれる脹満、水腫の病で、この病人の様子は如何にも暑苦しい。この句の「腹病」は恐らくこれ 
であって、『源氏』の「ふびやう」を踏まえたにしても、其処から脱化して作者当代の「腹病」にしたところが俳諧 
なのであろう。極暑の状況気分をあらわすのに「腹病」を引合に出して来たもので、その病人のィ メ—ジ を以て極暑 
の苦しさを表現したのである。「実感を深めて ゆく ことを途中では ぐら かしたようなところがあり、俳諧の笑いには 
もう一歩のうらみがある」(加藤楸邨氏 『全句』) という評もあるが、思いつきに過ぎないにせよ、表現力のある句ではあ 
る。 
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删水無月や觸はあれども鹽くじら(葛の松原} 泊船* •春草日記.土大根.蕉翁句集 

夏季(水無月)。 

i 〇 水無月 「ミナヅキ」。 〇觸はあれども 上等な「鯛」は兎に角、それは勿論としても。「みちのくはいづくはあれどしほが 
まの浦こぐ舟のつなでかなしも」(『古今集』卷二十、東歌)の歌を思わせる。「鯛は花は見ぬ里も有けふの月西鶴」 (『阿蘭陀 丸二番 
船』) 「 Tai .」 (『日葡辞書』)。 〇塩くじら 「塩鯨 J 。 皮つきの鯨の脂身を塩漬にし、薄く切って熱湯をかけてから、冷水にさらした 
食品。酢味噌などで食べる。「さらしくぢら」に同じ。歴史的仮名遣では「くぢら」が正しいが、『日葡辞書』には 「 cujira . J と 
あり、早く仮名の混同を生じた語で、近世初期に 「じ」と 書いた例が少くな いという。 
ai 上等な鯛は勿論結構だが、それはそれとして、酷暑の六月には、見た目に涼しげな塩鯨が一番だ。 

■E31 元禄五年五月十五日に成稿した支考の『葛の松原』に初めて見え、「水無月」の語があるので、元禄四年六月 
までには成っていた句と推定される。但し、「支考がこの句を『葛の松原』に入集できたのは、元禄五年六月下旬に 
奥羽旅行を終えて江戸に帰ってきた頃に色蕉から示されたからであろう」(『新編日本古典文学全集•松尾 ffi 蕉集1』井本農一博 
士)として、五年の部に入れる見方もある。 

鯛の美味は誰しもいう。しかし、夏場の鯛は実際のところ味が落ちるし、そういう豪奢な趣味よりは、いわば庶民 
的な「塩くじら」のさわやかさに新味を見出したのであって、支考が『葛の松原』で、 

みな月のしほ鯨といふものは、清少納言も袅しらざりけむ。いとめづらし。風情の動ざるところは、みづからし 
り、みづから悟るの道ならむかし。 

と評する通り、「みな月のしほ鯨」は酷暑の節の新しい風情として「動ざるところ」なのである。 
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卿己が火を木//の^や花の宿(己が光) 泊船集.東華集.蕉翁句集 
夏季 S )。 

〇己が火 「己が火」。自分のともし火。蛍の放つ光をともし火に見立てた。「火」は下の「宿」と縁を持つ。「色付を田にみ 
ちやつ V けるおのがもる野べをすみかと人のきて」(「大山祇神社連歌」第九)「雪げにさむき嶋の北風史邦火ともしに暮れば登 
る峯の寺去来」(『猿蓑』卷五) rvonogami . j 「Fiuo tobosu , 一, tomosu . 」(『日葡辞書』)。 〇木 // の里や花の宿 「が V の鍛デ槪の 
宿」。「花の宿」は、桜の木蔭にある家。(ふ)参照。觉の光を花に見立て、觉の居る所を「花の宿」といったのである。 「や」 は 
疑問の助詞で切字ではない。「花の®,居所也。花を宿とするは非-一居所 こ (『御傘』)「女良も鮮木^,の花心なる座敷に」 (『浮 
世栄花一代男』卷ーノ四)「下//の下の客といはれん花の宿越人」(『あら野』巻一)。 

HBH 木々の觉はまことに目もあやな有様だ。あの®たちは自分のともし火を花として、花の宿こ泊っているのだろ 
うか。 

■ 31 板本初出の『己が光』に見える撰者車庸の元禄五年夏に誌した自序に、 

. 勢多石山の蛍さかりなりけると魚荷に告しをうれしくも、卯の花のさらに咲ころ槐之道をさそひ、夜ぶねの 

つなもあけやすふ宇治越にか、 りて、 . そこらのけしきをうち興じけるに、膳所の吟友たれかれを 先としてき 

たり'互に人をおどろかさんと方寸をくるしめしに、此宿 にも：！ 羽の吟行残されしとて持いづるを、おの^^-眉を 
ならべ、かしらをつき付て味ひ侍るに、実 も 深長なる ことを 覚ふ。さるから此句を上に置て、その夜のた i ぶ— rl , 
をならベ、己が光とは名付侍りぬ。 

と述べている。これにょると瀬田石山辺のさる家に色蕉が書き残した懐紙か短冊にこの句が記されて いたわけである 
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が、元禄五年夏には色蕉が既に江戸に帰っており、元禄三、四年の夏上方滞在中に成った句と推定されよう。 

この句を普通の語序にもどせば、「木々の蛍や己が火を花の宿とする」となるところで、「蛍自身の光りの火を木々 
の花と見立て、、其木々■に花のやどかる蛍よ、と 云 ふたもの」 (『色蕉句集講義』角 田 竹冷説) という見方が大体よ い。支考 
は『東華集』(元禄十一一一年刊)でこの句を「錯綜顚^之法」の例として弓いている。^火を花に見立てるところから発 
した逸興に過ぎないが' 蛍の華やかな趣はあらわし得ていると思う。 

初秋 

腳初秋や疊ながらの蚊屋の夜着(真蹟懐紙} 

秋季(初秋)。 

1 M 〇初秋 「ショシゥ」。「ハッアキ」と訓んでもよい。陰暦七月。「当夏暑気つよく、諸縁音信を 断、 初秋4 閉 関」(霜月八日付 曲 
翠宛芭蕉書簡 ) 「xox c >. Aqino fajime . J (『日葡辞書』)。 〇初秋 句中の語は「ハッアキ」と訓む。既出 i 似)。 〇畳ながらの r « f c 
みながらの」。畳んだままの。この「ながら」は、「年暮ぬ笠きて草鞋はきながら」 (I22J ) と同じ用法である。 r 縫ものをた V みて 
あたる火撻哉落梧」(『あら野』卷五) rTatami , u ,6 da . J (『日葡辞書 J )。 〇蚊屋の夜着 「蚊昆」は、夏中蚊を防ぐ為に床の上に吊 
る麻織のとばり。「夜着」は、大型の着物の形に作って夜寝る時に掛ける 4 S 。 ここは夜着の代りに蚊屋を掛けることをいった。「蚊 
屋」 ( 1 77) 「夜着」 ( Ig ) 共に既出。「蚊屋」は夏、「夜着」は冬の季語に当るが、ここでは「初秋」が季語として立つ。 

1さすがに初秋だ。蚊屋は畳んでも夜は冷えて、それを畳んだまま夜着の代りに掛けて寝る。 

■ SB 句の板本初出は元禄四年十月に成った『西の雲』丁松撰)で、底本とした柿衛文庫蔵の真蹟懐紙には、同年中 
秋名月の句などが記されている。無署名ながら芭蕉の草稿体筆蹟として疑いはなく、四年七月の作を江戸へ下る前に 


西の雲•曠野後集 . i 庵小文庫.喪の名残. 
泊船集.誹諧曾我.夏の月.蕉翁句集 
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記したものであろう。 

もう蚊もあまり居ないので、蚊屋は畳んだ ま、吊り もしないで寝た。夜中に なると 流石に初秋の 肌寒さが 感ぜら 
れる。そこで足許においてあつた蚊屋を、その ま X 夜着のやうにかけて寝たといふのである。 (顆原博士『新講』) ■ 
という所説で解は十全である。夏の名残はありながら、夜はさすがに冷気を覚える初秋の季節感と、 木曾 塚 無名庵な 
どでの隠士らしい生活の侘びがよくあらわれている。安東次男氏が、 

. 「蚊屋のなごり」「別れ蚊屋」という季語(初秋)を知っていれば、「畳ながらの蚊屋」が面白く読める。但、 

これはただちに蚊屋仕舞という意味にはならぬから、季を持たせるちょっとした工夫が、「初秋 や」 と冠する楽 
みを二重にしている句だ。作の手順でいえば、最初に出来たのは下十二字だろう。 

蚊屋はそろそろ仕舞頃だが、あらたまった夜着の用意 もま だ必要でない、 明 方など急に冷やかさを身に 覚えて 
目がさめる、そういう時節のくらしの気分を よく 捉えている。 (『色蕉発句新注』) 

と述べておられるのも良い。但し、「ながら」を r . しながら」の意に解しておられるらしいのは、通説の見方と 

は違っており、私は採らぬ。なお、季節は冬ながら、野ざら しの 旅で大垣の如行の家には じめて宿った時、 

霜の宿の旅寐に蚊屋をきせ申 如行 

古人かやうの夜のこがらし 蕉(『野ざ*し紀行』初稿、酬和の句。『はるの日』には発句の初五が「霜寒 

き」とある) 

という付合があり、蚊屋を衾代りにすることは、折々あったのかも知れない。 

娜牛部やに蚊の聲闇き殘暑哉 (三冊子} 蕉翁句集草稿•蕉翁句集 





75 元禄四年 


牛部屋に蚊の聲よ はし 秋の 風！ 11 •靈.桃の白 

秋季(残暑)。 

〇牛部やに蚊の声閽き 「 if ^ 屋に！ K 4 の^ iMI き」。「牛部や j は、労役に使う牛をつないでおく小屋。 r 闇き」は「蚊の4」の 
直観的把握であるが、牛部屋の闇さを も 思わせる。「牛部屋はこえを ふま するとて、いくら も あくたを入をく事也」 (『類 船 集』 芥の 
条)「残る蚊に袷着て寄る夜寒哉雪芝」(『壬生山家』)「0?」(『日葡辞書』〇〇残暑「ザンショ」。立秋以後の暑さをいう。？街|55さ 
秋也」(『御傘』)「かまきりの虚空をにらむ残暑かな北枝」 ( i 賀の松』) rNanxo . Nocoruatgusa .」 (『日葡辞書』)。 
ana むっとする牛小屋の中で、蚊の声が暗く響き、残暑が何とも堪え難いことよ。 

KS ■『蕉翁句集草稿』に r 辛未」と元禄四年の干支を頭注してあり、 

此自筆物の句也。小文庫には、蚊の声よはし秋の風と有。 

と記し、『三冊子』にも、 

此句、蚊のこ袅よはし秋の風と聞へし也。後直りて、自筆に残暑哉と有。(赤雙紙) 

として、『小文庫』の句形を初案としている。輪雪の撰した『星会集』(宝永六年刊)には、朱拙秘蔵の巻として、初案 
形を発句とした路通•史邦.丈草•去来•野童.正秀らとの歌仙が収められた。その後『ばせを盥』(有隣撰、享保九年 
刊}『桃の白実』(車蓋撰、天明八年刊)にも同じ歌仙が見えるが、『ばせを盥』で路通が洒堂に変っているのは、その理由 
を審らかにしない。兎に角初案は、元禄四年の七月頃、京や膳所の連衆の会した席で、発句として詠まれた ものと 推 
定される。改案もそれから遠からぬ時であったろう。 

両案とも牛部屋の特異な雰囲気を発想の契機にしている。塵芥の類を入れて牛に踏ませて堆肥を作る小屋の中は' 
窓などもなくて通気が悪く、芥の臭いに加えて牛の体臭も籠って、むっとした亜寞が鼻をつく。小屋の隅に唸る蚊の 
声も、秋風の吹くこの頃はさすがに弱ったというのが初案の表現である。これも一通りの句ではあるが、潁原博士 も 
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指摘されたように、「弱し」という言葉が「却つて余情を浅くし、句を平凡にして居る」(『新講』)。これでは秋風の印 
象が強くなり過ぎて、「秋来ぬと目にはさやかに見えねども」式の句情しか感ぜられないのである。 

この句の改案は、「蚊の声闇き」という把握に思い到った時、瞬時に成ったのであろう。「海くれて鴨のこ袅ほのか 
に白し」 (12/9) ■を思わせる、音の色彩的把握であるが、それはそのまま牛部屋の暑苦しい闇さに通じ、残暑の感を真 
に生かすものとなった。もう「秋の風」は要らないし、「蚊の声」を弱しという必要もないのである。牛部屋と蚊の 
声が、いわば即物的に生かされ、残暑の季節感に響き合うものとなっている。歌仙の発句として思いつくままに作ら 
れた初案が、独立句として内容を充実させた例と見ることも出来よう。蕪村にも「古井戸や蚊に飛ぶ魚の音 闇し」 
(『其雪影』)という句がある。 

十五夜 

687 米くる X 友を今霄の月の客 £ 日記) 泊船集.蕉翁句集•和漢文操•堅田集.巾秘抄 

米く•る ゞ 友を今霄の月の友 (IU 
秋季(今霄の月•月の客)。 

〇十五夜「ジフゴヤ」。八月十五夜、中秋名月の夜をいう。「十五夜の月に打出の浜いづこ之道」(『あめ子』)。〇米くる、 
友「米呉る ゞ 友」。米を恵んで31(れる友。『徒然草』に「よき友三あり。一には物くる k 友 u (百十七段)とあるのを踏まえる。 
「米」は「ョネ」と訓む説があり、〔考〕に引く兼好と頓阿の折句の歌の故事を背景にすれば，それも一理あるけれども、それを頭 
に置きながら俳諧として日常語の「コメ」を用いることは何等差支えなく、私は「コメ」と訓んでよいと思う。 「 cure , uru , 
eta . J (『日葡辞書』)。〇今霄の月の客「今宵の月」は、中秋の名月をいう。「霄 j は「霄 j の略体。既出( 15 )。その月見の席に 
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友を「客 J として招くのである「名月/岩はなやこ、にもひとり月の客去来」 (5 日記』) rQiacu . Mareo - ito . 」(『日葡辞書』)。 
ai 米を恵んでくれる有難い友を、今宵の月見の席に客として、共々に楽しむことだ。 

■23 ■「三五夜於無名菴翫月」(『堅田集』)「三五夜於無名庵観月」 Q 巾秘抄』 ) 等の前書がある。この句の成った前後の事 
については、 『 S 日記』湖南部に支考のくわしい記述があるので引用しておこう。 

三夜の月 

是もむかしの秋なりけるが、今年は月の本す袅を見侍らんとて、待霄は楚江亭にあそび、十五夜は木そ塚にあ 
つまる。いざよひは船を浮て、さ V 浪やかた田にかへるとよめるその浦の月をなん見侍りける。路通がまつ霄 
に月をさだむる文あり。支考が名月の泛湖の賦あり。阿叟は十六夜の弁をかきて、竹内氏の所にと M む。此三 
夜を月の本末と名づけて、成秀•楚江が二亭に侍り。文 しげ、 れば爰 にしる さず。 

十四夜 

うかるなよ跡に月まつ霄の興 路通 
まつ霄はまだいそがしき月見哉支考 
十五夜 

米くる M 友を今霄の月の客 翁 
五器たらで夜食の内の月見哉 支考 

支考が色蕉に入門したのは、元禄三年の幻住庵滞在の頃と思われ、路通は三年の名月前後は奥州の白河に居た。元禄 
七年の名月は芭蕉が伊賀にあった時で、路通もまだ出入りを遠慮していた際なので、身辺に居る箸がない。こう見て 
来ると、『笈日記』に記された三夜の月見は、元禄四年の中秋の事と考えざるを得ないのである。なお、支考の 編し 
た『和漢文操』(享保十二年 S に色蕉作と称する「月見ノ賦」 という 文が収められているが、これは右の『笈 日記』 の 
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文に見える「支考が名月の泛湖の賦 」 に聊か手を加えて、芭蕉作と偽称した ものら しい。ただその内容に到って は、 
当夜の情景をくわしく述べていて、参考とするに足る ものな ので、 これまた 次に引用する。 

ことし琵琶湖の月見むとて、しばらく木曾寺にたび寐して膳所.松本の人^.を催すに、乙州は酒をたづさえて 
泉川に三日の名をつたへ、正秀は茶をつ-!みて信楽に一夜の夢をさます。今宵は茶といひ酒といひ、かたふの人 
も二派にわかれて、 洒 堂は灯にかたぶきて其茶に玉川が歌を詠じ、丈艸は月にぅそぶきて其酒に楽天が詩を吟ず。 
支考は若く、木節は老ひぬ。智月は物のおぼつかなふ、かづきのあまのなま浮びならず。それが中にも惟然法師 
は酒におどろき茶に感じ、ほむるもそしるもそらに風吹て、爱に三子者の志をためざらんや。まして其外の友と 
する人も、蛾//洋 AZ の心ざしをしれれば、すべては飲中八仙のあそびならん。誠や、つれぐの法師だに心をつ 
くろはぬ友えらびは、か、る月見の侘なるやと、思ひしま M の草の庵に浮世の外の風狂をつくせり0 
米くる\友をこよひの月の客 

かくて三盃の興に乗じて、湖水の月に船を浮べんと、物このむ人の風情をそへたるに、杖に瓢簞の 唐子はなけれ 

ども、扇に茶瓶の若男あれば、赤壁の船のと ぼしさにはあらざめ り。 . さて松本に舟を さしよ せて茶店の欄干 

に心を はなてば、 目はよし蓬萊の水をへだてず、身はた V 芙蓉の露に ぅる ほふ。……猶はたかたぶく月の名残に 
は、 辛崎の松も ひとり やたてる。古き都の名もゆかしければ、尾花川の 明 ぼのを こそと、 千那•尚白をおどろか 
し ぬれば、 夜ははや五更に過ぬべし。 

三井寺の門た、かばやけふの月 

誠よ推敲のむかしながら船にこよひの遊をおもへば、此坐に韓愈が文章をもあざむき、賈島が詩賦をももど 
きぬべき詩人文客にとぼしから ねば、 たとへ赤壁の前後といふとも、その地に此人をはづべきやと、見ぬもろこ 
しを相手にとりて今宵の風流をあらそふほどに、月は長等山の木の間に入りぬ。 
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右の記事によつて、十五夜に本曾塚無名庵に会した人々と、その佳興の さまざまを 知ることが出来よう。「米くる V 」 
の句は、その夜の吟だつたので.ある。『七瀬川』(撰者未詳、元禄五年刊)は板本の初出ながら、「友」の重なるのは表現と 
して如何にも拙い。恐らくは誤伝か、書写の杜撰と思われる。 

「米く る、 友」は、前述した ように 『徒然草』の「物く る、 友」 から 脱化して興じた表現で ある。この 翌月、閏八 
月十日付の膳所の正秀に宛てた書簡に、 

夜前はどつかゥと米武斗、定家が力の程を見せんとて、石を五つに打わられ候。炭.薪さま f 被懸御意不浅、 

随分打寄賞翫可致候。 

と書いており、江戸に於けると同様、上方でも色蕉の生活は、門人達の好意の寄進によつて成り立つていたことが分 
る。定家が弟の暁月坊に米五斗(一石の半分)を送る際に、「定家が力のほどを見せんとて P ? を二つに割りてこそや 
れ J と詠んだという話から、二斗を石を五つに割つたと戯れたわけである。兼好の場合にしてもそうだが、物を呉れ 
る友が良いというのは、何も物欲で言つているのではない。他人の好意に頼つて生きる自らの境涯に安んじ、人から 
贈られた品を素直に悦んでいるのである。普段そういう気の置けない交際をしている友を、月見の席に招いて共に楽 
しむ気持を句は叙べているのであつて、別に街うこともなく洒落にすらりと言つているところが佳い。俳味の至れる 
ものと評すべきであろう。米については、兼好と頓阿との間に、歌の贈答のあつた話柄も伝えられている。兼好が 
「米たまへ、銭もほし」という詞を沓冠の折句にして、「よもす V しねざめのかりほたまくらもまそでも秋にへだてな 
きかぜ」という歌を贈つたところ、頓阿は「米は無し、銭すこし」の意で「よるもうしねたくわがせこはては来ずな 
ほざりにだにしばしとひませ」と答えたという (頓阿『続草庵集』〇 
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名 月 

删 三 井寺の門敲ばやけふの 月 S 蹟懐紙) 
秋季(けふの月)。 


真瞋自画賛.西の雲.雑談集•其便•泊 • 
篇突.今日の昔•の•ほり鶴.蕉翁句集.粟津 
原.ばせを盥•和漢文操 


おんじようじ 

滋賀県大津市園城寺町にある天台宗寺門派の総本 


_〇名月 八月十五夜の月をいう。既出 ( ng 等)。 〇三井寺 「ミ ヰ デラ 
山園城寺の通称。琵琶湖西岸の長等山東麓一帯を寺域とし、そこから湧出する泉(御井)から出た名という。天武天皇時代の創建 
と伝えられ、平安時代に入って智証大師 円 珍によって天台別院となったが、數山門徒と対立して、天台宗の中で別派を形成するに 
至った。「秋の夜すがら月すむ三井寺の鐘ぞさやけき」(謡曲「三井寺」)。 〇門敲ばや 「門敲かばや」。ここの「門」は「ヵド」より 
も「モン」の方が良い。既出 ( Ig )。 「敲」は、手で打つ意である。「ばや」は自己の願望。「盆の月ねたかと門をた-'きけり野 
坡 J (『炭廣』下 ) 「Monuo tataqu . J (『日葡辞書』)。 〇けふの月 「今日の月」。中秋の名月をいう。既出 ( 19 等〇 

■3 中秋の名月に浮かれ出て、賈島の詩ではないが、三井寺の門を敲きたいものだ。 

i 「於大津義仲菴」(『雑談集』)「其便に申送りける/月は幻住庵にて」(『其便』)「義仲寺にて」(『泊船集』)「湖水の月に 
各棹さして•」(『粟津原』) r 大津ニテ」(『ばせを盥』 ) 等の前書がある。板本初出の『西の雲』の成った元禄四年十月以前に 
湖南で名月を見たのは元禄三、四年であったが、このうち三年は色蕉の健康状態が思わしくなく、この句のような逸 
興はあるべくもない。且つ、前の「米くるの句の条に引いた『和漢文操』所収の「月見ノ賦」にこの句が載って 
おり、偽作ながら内容は信じ得るものなので、四年の八月十五夜に門弟達と月見をし、船に乗って大津に至った時の 
作で、精しくいえば翌十六日早暁に成ったものと推定される。従って幻住庵での作とするのは全く誤り、義仲寺無名 
窀での作というのも、不正確のそしりを免れない。 
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謡曲「三井寺」は行方知れずの幼児をさがす狂女の話であるが、名月の夜の三井寺が舞台になっており、近江八景 
で有名な寺の鐘を狂女がつく一段もある。名月に三井寺を思う背景に、この曲があったことは、諸注の指摘する如く 
であろう。また、.「門敲ばや」には、推敲の故事で有名な賈島の詩句「鳥宿池中樹、僧敲月下門」(鳥は宿す池中の樹、 
僧は敲く月下の門。「題=李凝幽居一」『三体詩』卷三)を踏まえ、僧ではなくて俗人が敲くという俳意が見える。実際に 
三井寺の門を敲くわけではなく、「敲ばや」というところに逸興を託していることは言うまでもない。道具立が揃い 
過ぎたという評もあるが、月下に湖上を漕ぐ清遊の雅懐には、現代では企及し難いなつかしさがある。この句が人口 
に膾炙した所以でもあろう。 

腳十六夜や海老熨る程の霄の闇妥 日記) 俳林良材.類相子.巾— 

いざよひや海老にるほどの霄のやみ(泊船集) 

いざよひや海老いる程の霄の闇案翁句き 

かた V にて 

いざよひや海老を煮る間の霄の闇 <宰陀稿本) 

秋季(十六夜)。 

〇 十六夜 「ィザョヒ」。八月十六日の夜をいう。既出 ( K € 7 。 〇 海老 55 る程 r 海老熨る程」。海老を料理する間。「海老」は、 
食用と して美味な甲殼類。 「 S る」 は、%り焦がす、或いは煮詰めること。「熨 J は「煎」の異体字。「？」は「火」と書いても同 
じ である。揪邨氏の『芭蕉全句』では、 

「煎」は『饅頭屋本節用集』では「ィル」に宛てられ、「ニル」の「烹」•「煑」と区別されているが、『黒本本』には「ニル」 
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にだけ宛てられ、『増続大広益会玉篇大全』(元禄四年刊)では r- ー ル J.r ィル」二つの訓が与えられている。『笈日記』(中 
卷•彦根部)には「住持に化た狸煎て嗆ふ」という表記もあるので、しばらく「ニル」の訓を採用する。(ただし『笼日記』 
には「肝煎」の用字法もある。) 

と精しく考証されているが、結局「剪る」を r にる」と訓む確証は出ていない。然るに、中世から近世にかけて「煎り海老」の語 
があり、小海老を塩茄でにして干したものをいい、 

さくら戸ならばじやうさゞばや 
いり^びのあかしの浦に鯛つりて(『竹馬狂吟集』) 

殊に煑海老春籠浜焼二枚御意に掛られ、……(『万の文反古』卷ニノー) 

公時がいり袅び色は常是が こく ゐ同然。(『関 八州繫馬』第一) 

といった例を挙げることが出来る。、「煎り海老色」は茄でた海老の赤い色で、人の赤ら顔などに譬えられるのである。これらの例 
によれば、「海老剪る」はやはり「熨る」と訓むべく、たとえ r 煑る」と表記されていても「* 1 'る」と訓むことが納得されるであ 
ろう。琵琶湖でとれるものとして、淡水産の小海老は相応しくもある。「みちのくのけふ関越ん箱の海老杉風」(『炭«』上)「®: 
罪ヲバ釜- 1テ煎ル事、毎日 五 人六人-1及ベリ」(『信長記』卷十五ノ上) 「Yebi. 」 「Mameuo iru. 」 (『日葡辞書』)。〇霄の w rwi oMI J 。 
夜もまだ早いうち、月が空になくて暗いさま。前夜の名月が日没と共に上るのに対して、十六夜はそれより三十分程遅れ、ためら 
う 意味の 「いざよ ひ」 の 名 も、ここから出ている。 「宵闇の稲妻消す や月の 顔長虹」 (『あら 野』卷七) rYoi . j (『日葡辞書』)。 

1*1 十六夜.の月が待ち遠しい。宵のうちの暗さは、亭主心尽しの海老が煮える少しの間だ。 

■ B 「うち出の浜にて」(『類柑子』)「堅田の浦に草枕して」(『巾秘抄』)等の前書がある。『笈日記』では「やす-^ と」 

(IV 棚)「鎖 あけて」( IV 娜)と同じ 時、 堅田での作としており、信ずべきである。打出の浜は堅田ではなく粟津の方 だか 
ら 、『類柑 子』の前書は誤りであろう。 

『泊 船 集』の「海老にる」(煮る)は、『笈日記』の「萌」を r 煑」(煮)と誤読したのではあるまいか。 「熨る」を 
「にる」と訓む説もあり、海老の場合は「にる」も「いる」も似た ような ことながら、〔語釈1__1で述べ‘ こように、 「M 
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る」は「いる」と訓む方がょく、『蕉翁句集』の仮名書きは正しいと思ぅ。『宰陀稿本』(享保四年成)の句形は根拠が明 
らかでなく、信じ難い。 

いざよいの月の出を待つ心を「海老 M る程の」と言ったところが、この句の興の中心であって、十五夜よりもかな 
り遅い月の出が「霄の闇」であらわされている。風狂人達の突然の訪問を受けた成秀は、もてなしに小海老を煎って 
馳走の支度をしていたのであろう。それを採り上げるのは亭主への挨拶にもなり、これまた巧みな逸興の表現であつ 
た。 


鎖あけて月さし入よ浮御堂(薦獅子) 


笈日記.芭蕉庵小文庫.泊船集.蕉翁文集.堅 
田集 


秋季(月)。 

i 〇鎖 あけて 「 igf 開けて」。「鎖」は、戸の掛け金。鍵を指すこともある。「この木戸や鎖のさ V れて冬の月其角」(『猿蓑』巻 
一) 「 I 6 uoaqum . J (『日葡辞書』)。 〇月さし入よ 「月さし入れよ」。月の光をさし入れよ、の意。〇浮 御堂 「ゥキミダゥ , -〇今滋賀 
県大津市本堅田 一丁目にある臨済宗大徳寺派の海門山満月寺。琵琶湖に張出した御堂で知られるが、この寺は平安中期源信(恵心 
僧都)の創建と伝えられ、彼が成仏出来ない亡魂の為に自刻の阿弥陀像一千体を安置したのに始まるといぅ。近江八景の一「堅田 
落雁」の景観の中心をなし、湖上往来の船には灯台の役割も果したよぅである。昭和九年の1尸台風で倒壊し、その後再建された。 
「此浮御堂は恵心僧都の御作千体仏也」(『一目玉鲜』巻三) 「 Mid 6 .J (『日葡辞書』)。 

_寺僧よ、浮御堂のとざした鎖をあけて戸を開き、月の光をさし入れなさい。湖上の十六夜の景は、この上なく 
素晴らしい。 

lai 「その夜浮見堂に吟行して」(『笈日記』)「堅田十六夜の弁二句今略之。小文庫」(『泊船集』)等の前書があり、史 
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邦の『色蕉庵小文庫』に収めた芭蕉の文「堅田十六夜之弁」は左，の如くである。 

望月の残興なをやまず、二三子いさめて舟を堅田の浦にはす。其日申の時ばかりに何某茂兵衛成秀といふ人の家 
のうしろにゐたる。酔翁狂客月にうかれて来れりと声くによばふ。主思ひがけずおどろきよろこびて、簾をま 
き麈を掃ふ。園中に芋あり、さ ゞ げ有。鯉鮒の切目た^さぬこそいと興なけれと、岸上に筵をのべて宴をもよほ 
す。月はまつほどもなくさし出、湖上花やかにてらす。かねてきく、仲の種の望の 日、 月浮御堂にさしむかふを 
鏡山といふとかや。今霄しも猶そのあたり遠からじと、彼堂上の欄干によつて、三上、水茎の岡南北に別れ、そ 
の間にしてみね引はへ、小山巔をまじゆ。とかくいふ程に、月三竿にして黒雲の中にかくる。いづれか鏡山とい 
ふ事をわかず。主のいはく、折<雲のか k るこそと、客をもてなす心いと切なり。やがて月雲外には」 nh て、 
金風銀波千体仏のひかりに映 K 。 かのかたぶく月のおしきのみかはと京雲門の歎息のことばをとり、十六夜の 
空を世の中にかけて、無常の観のたよりとなすも、此堂にあそびてこそ、ふた\び恵心の僧都の 衣もう るほすな 
れとしへば、あるじまた云、興に乗じて来れる客を、など興さめて帰さむやと、もとの岸上に 盃を揚て、 月は 横 
川にいたらむとす。 

この文の後に「鎖明て」の句と「安-^ と」 (ゐ)の句を載せて おり、 『S 日 Jg』 も「米くる上 (‘) の条に引いこ 
「一•一夜の月」•の一連の句文中、「十六夜 一二 句 j Q 最後に前掲の前書を付して出している。元禄 四 年 八月 十六 日の夜、堅 
田の成秀を訪い、浮御堂に遊んでの吟である ことは 明らかであろう。 

十六夜の清光の照らす湖面は、秋風に波立つて銀波を散らしている。三夜の 月を飽くまで楽しんだ色蕉の興は頂占 m 
に達して、この句が生まれたのであつた。月光を浴びて寂然と しずまりかえる 戸を 鎖した 浮 御堂に月光をさし入れよ 
と興じてその光に千体仏の輝く幻を描いたのである。この呼び掛けは、寺僧に対してと 見るのが自然であろう。兼 
ねては月に望んでいる気味もないではないが、雲に蔽われた月への呼び掛けと見るのはよ くない。「十六夜 之 平」 こ 
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よれば、月が雲に隠れたのは一時のことであって、「やがて月雲外にはなれ出」でたのである。鎖をあけてもあけな 
くともよいことは、前の「三井寺の門」を敲く場合と同様で、ただ逸興の情を酌めば足りる。 

士ハ夜三句 

碗やす^^と出ていざよふ月の雲(蒼記) 

やす^-と出ていざよふ月見かな (木枯) 

秋季(いざよふ月)。 

〇 十六夜三句 「十六夜」は「ィザョヒ」ともよめるが、『笈日記』では元禄四年中秋の事を記した「三夜の月」の中に、「十 
四夜」「十五夜」と題した句を承けており、 r ジフロクヤ」とよむべきものと思われる。「三句」は、「やす^^と」「十六夜や」( IV 
1 ) 「鎖あけて」 ( IV I ) の句どもを指す。「寺にうつる月は羅漢か十六夜長吉」(『犬子集』卷五)。〇 やす'^と出て 「やす-^- 
と」は、たやすく、の意。「13でて」は、月の出ること。待つ間程無く月がのぼったのである。前の「海老 M る程の霄の 闇」 ( IV 
1 ) の〔 語釈〕 参照。支考の『俳諧古今抄』は「出て」で切れると見ており、従うべきである。「いとやす^-と筆を染て、幻住 
菴の三字を送らる」(「幻住庵記」) 「 Yasuyasuto .」 (『日葡辞書』)。〇 いざよ ふ 月の雲 「山のはにいさよふ月を出でむかと待ちつ、を 
るに夜ぞふけにける」(『万葉集』卷七)の歌のように、「いざよふ」は停滞して進まないさまをいう。当面の句では、出てからなか 
なか進まない趣である。「いざよひの 月」 の呼び名が、名月に比して出がおそいことから出たことは前述した。「いざよ ふ」 は、 古 
くから「いさよふ」の 語 もあった が、 『日葡辞書』に 「Izayoino tguqi .」 と濁音になっているので、ここでは動詞もそれに準じて 
濁ってよむ。「いざよふ月、又月に不限、ひかりいざよふなど X いふは、餐ものに日のかげへだちたる 也」 (『三冊子』わすれみづ)。 
WHS ためらうかと 思いの外に、 たやすく 月が 出て、出てから 空に いざようている。 その月に かかる 蔞が気が かりだ。 
■OI 前述の 如く 『S 日記』 は元禄四年八月 十六日の作として おり、『色 蕉窀小文庫』所収の「堅田十六夜 之 弁」 


色蕉庵小文庫•泊船集.既望.蕉翁文集•堅田 
集•奥の枝折 
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A 鎖 あけて」 tag ) の句の 条 参照)にも見えるので、年代について問題はない。讚岐の吟墨の撰した 『g 勤』 i 永 六年 
刊) には、成秀•路通.丈草.惟然.正 秀らの 外、堅 田の俳人と思われる人々を加えた歌仙が収められ、 後年の『堅 
田集』(歌雄ら撰、寛政十年刊)にも路通草稿によったという同じ歌仙(巻末に 「元禄 四 年辛未仲秋」とある) が 見える。 
『木枯』(壺中•芦角撰、元禄八年刊)の句形は 杜撰であろう。 

前にも引いた『小文庫』の「十六夜之弁」に、 

月はまつほどもな くさし 出、湖上花やかに てらす。 . とかくいふ程に、月三竿に して 黒雲の中に かくる。…… 

主のいはく、折^^雲の か、るこそと、 客を もてなす 心い と切なり。 

と あった のを想起したい。「いざよひの月」という名とはちがって待つ程もな く 出た月が、 天心に登って から 黒雲に 
隠れた。物に 隔てられて 光が 見えないことを「いざよふ」というので、成程出てからいざようているから、やはりい 
ざよいの名に 背かぬ と興じているのである。名辞に 倚 傍して興じたまでの 俳諧であった。 

棚名月はふたつ過ても瀨田の月(西の雲) 

名月は二つ有ても瀨田の月—*) II 
名月や二有ても瀨田の月(蕉翁句集> 

秋季(月)。 

-№1〇 名月はふたつ過ても 「名月はゴつ ^ ぎても」。中秋の名月が二回過ぎてしまっても、の意。 n 考1_1に引く支考の文に よって 
閏八月の吟と知られるが、八月が二回ある年は中秋の名月も二回あるわけで、それに興じて こうした 表現が 出て 来るので ある。 〇 
瀬田 滋賀県大津市瀬田。琵琶湖の南端、瀬田川の流れ込むあたりで、石山も近い。 既出 ( 1 395 等 〇 
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ia 八月に閏があって名月が二回過ぎた後でも、瀬田の月はなお見飽かぬ趣がある。 

■2 ■『西の雲』(元禄四年十一月刊)には、この句の由来を記した野盤子(支考)の文「石山参詣序」が収められている 
ので左に引用する。 

元禄のことしは秋も三十日に重りて、名月の興も更なり。哥人詩僧もいとまなく、萩露荻風になやまされて、奇 
を好み佐を好む。是等は人の世の常成にや。吾輩風羅翁に随て、山色水光の月を見尽して、人<手を助け腰を 
おして、又石山に詣でぬ。此夕閏八月十八日なり。日は音羽•逢坂の麓より暮そめて、霧よこたはり水鳴、其間 
幾ばくもあらずして月已に雲衢にた、ずむ。嘆じて立るものは駅路の鈴の音におどろく。木の間<の檐瓦も一 
入露にきらめき、浅水芦花の風の音も人の肌骨にしみ渡りて、灵感も亦むべに祟し。……しばらく月の台に蹲り 
て首を傾る者あり、頤を支る者あり。しらず心のうち何事にかあらむ。兎角して川のほとりにやすらひ、摺火な 
どうち並べたれば、壚頭の旧酷も折にふれて面白く、誰いひしらふ者もなけれど、みづから興に乗じ、みづから 
飲尽して、おの<小船に込のり、膝をかさね手を乂む。其方のしらとり茶店のあるじなど、遥に呼び声^-に 
の X しりて、後の赤壁を待といふもおかし。 

名月はふたつ過ても瀬田の月 翁 
船頭は瀬田の子共ぞ水の月 珍碩 
瀬田の月又来る箸に定りぬ 盤子 
月かげや鮪の飛込瀬田の舟 楚江 

八月に閏のあったのは元禄四年であって、右によれば閏八月十八日に石山寺に参詣し、瀬田で舟遊びをした時の吟で 
あった。同行したのは支考の外膳所の珍碩と楚江(これも膳所か大津の人)だったことが知られる。 

「二つ有ても」としう異形は、その初出たる『泊 fp 集』のよく知られた杜撰さからして、どれだけ根拠のあるもの 




88 か疑わしい。『蕉翁 句集』も 『泊船集』 を 承け て 更に 誤りを重ねたものであろう。「名月はニッ有ても勢 田の 喬- (『e 
蕉新巻』)「名月のふたつ有ても瀬田の月」(『芭蕉 翁句 解 参考』) 等、古注類に見える句形 も 信じ難いこと同断で、初出の 
『西の雲』が拠るべき唯一の句形である。 

古注では 成立 事情を知らなかった為に、®田の長橋が二つに分れているからとか、水に映る 月と二つだと か 解して 
いるものがあるが、何れも誤解に過ぎない。二靈なった名月を賞して後も、なお歌枕の瀬田の月は暴 だとい って、 
飽くまで月を賞しょうとする風流人の雅懐をのべたのである。近江八景の 一 「石山秋月」を「瀬田の月」に変えたと 
ころに «•: 諧力あるの力も知れない。「ふたつ過ても」のユーモアを理解する為には、支考のょうな周囲の事情を解説 
した文章が必須であろう。安東次男氏は、 

名句とは云えまいが、これは珍しい句である。俳句を読む楽みはこういう吟興に出合う ことに も ある 〇 (『 e » 発 
句新注』) 

と評しておられる。 

おなじ年九月九日、乙州が一樽をたづさへ來りけるに 

卿草の戶や日暮てくれし菊の酒—記) 

旅 行 

草の戶に日暮てくれし菊の酒 (きさらぎ) 

草の戶や日暮てもろふ菊の酒 (志津屋敷) 

草の戶や日くれて闇し菊のさけ (蕉翁句集) 


泊船集.蕉翁句集草稿 
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秋季(菊の酒)。 

i 〇おなじ年九月九日支考の『笈日記』では、元禄四年中秋観月の事を叙した「三夜の月」の句文の次に、この前書と句が 
載っている。従って「おなじ年」は元禄四年を指すのである。「九月九日」は重陽の節供に当る日。〇乙州大津の蕉門 俳人。 既 
出 (mg、IVg)。 〇|樽をたづさへ来りけるに 「一 樽を携へ来りけるに」。 一 樽の酒を持って訪ねて来たので、の意。「たV生前 
一撙のたのしみの外に、あすはくといひくらして」 (1 日記』伊勢部' 芭蕉発句「さびしさや」前書)「王母にかしづく仙女の数 A/ 楽 
器を手に手に携へて J (謡曲「枕慈童」) 「Isson. J「Tazzusaye, uru, eta. J (『日葡辞書』)。〇草の戸草庵。既出 (1250 前書、 DI452 等〇 
ここは時期から見て木曾塚の無名庵を指すと見られる。〇日暮てくれし「日暮れて呉れし」。乙州が日が暮れてから訪ねて来て酒 
を贈ったというのである。「くれし」と乙州を主として言ったところに、挨拶の気持が見える。「くれてくれし」という同音の反復 
は、意識的なものであろう。〇菊の酒「菊の酒」。酒に菊の花びらを浮べたもの。中国の菊水の故事 (I54、2io 等参照)から、齢を 
延べる縁起にょって菊が用いられる。朝廷では重陽の日に天皇が紫宸殿に出御あり、群臣に宴を賜わった。宴が行われない時には、 
宜陽殿で上卿から菊酒を賜わることもあったという。『西京雑記』にょると、菊の花や茎葉に黍米を混ぜて釀す酒があり、来年の 
九月九日に到って始めて熟すとあるが、ここはそれではあるまい。当面の句では普通の酒を貰ったのを、「菊の酒」に見立てて吞 
むというのである。「重陽宴……おほやけにむかしは……御帳の左右に茱萸の囊をかけ、御前に菊瓶ををかれ、群臣に菊酒を給ふ 
事などありと也。これを重陽 X 美とも、菊花の宴ともいへり。公事。けふ菊花の酒を用ひ茱萸のふくろをかくる事は、費長房が汝 
南の桓景にをしへし故事也。事文にぁり。……後光明峰寺殿の御抄に、九月九日は寒温のさかひ、身肉わかるゞ時也。此時酒をのめ 
ば病を得ず。さてけふょり酒をあた、めて用るょしあり。世議問答」(『増山井』)「本朝にては、天暦五年九月九日に始て菊酒の宴を 
なせりと見えたり」(『滑稽雑談』)「菊の酒蒲萄の殼にしたみけり其角」(『陸奥衞』三)。 

ia 淋しい我が草の戸だが、日が暮れてから人が訪ねて来て酒を贈って呉れた。先ずはこれを菊の酒として齢を延 
ベるとしよう。 

■ ai 『蕉翁句集草稿』には「此句は木曾塚の旧草に乙州が一樽たづさへ来る九月九日の句也と笈日記に云り」、『蕉 
翁句集』には r 此句は木曾塚旧草に一撙を人の送られし九月九日の吟也」と注している。これら土芳のいう「木曾塚 
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旧草」が、膳所の正秀によって修築される前の草庵を指すとすれば元禄三年の 作と 見られ、 同四年とする 『 S 日記』 
と唆い違いを生ずることになる。しかし、「先師が もと 居たという程の意味とすれば、強いて唆い違いを云々 
する要はなく、それが恐らく正当な態度であろう。『笈日記』にいう年代を 信じてよいと思う。同書には乙州の窈 
「蜘手にのする水桶の月」も収めている。 

『きさらぎ』(季範撰、 元禄五 年刊)は、この句の板本初出ながら、前書が 見当ち がいである上に、初五に切字がなくて 
は句調が平板になってしまう。他派の集でもあり、この句形は誤りであろう。『志津屋敷』 (箕十撰、元禄十五 年刊)の 
「日暮てもろふ」は芭蕉の立場からの表現であるが、根拠の程は確かでない。『蕉翁句集』の「闇し」は伝写の間に生 
じた杜撰と思われ、結局『«日記』の句形が最も信憑性の高いものである。 

『延喜式』には「九月九日、平旦供二奉菊酒-如二常儀一」 とある 由で、 そういうことを 背景に してであろう、 

此句、九月九日は重陽の佳義なれば、くらき内より人^/此日を祝ふ事なるに、我は隠居なれば、 日暮て後に 人よ 
りも菊の酒とて貰ひしと也。生涯のありさま思ひ合せて味ふべし。(正月堂『師走 囊』) 

という古注の説が今も支持されている。普通の人は早朝からこの日を祝うということを余り強調すると、里に落ちた 
感じもあって良くないけれども、「草の戸や」と詠嘆して「日暮て」と続く気分は、重陽の佳節にも訪う人のない隠 
者の境涯の侘しさが強く印象づけられる。其処へ乙州を迎え得た悦びが対照をなして以下に述べられるのである。音 
調の上では 「クサ ノトヤヒク レ テク レシ キクノ サヶ」 と「ク」の音が反復されているのが目立つ。これについて安東 
次男氏が、「重九の興を起した気転の即席吟」(『色蕉発句新注』)と見ておられるのは面白い。重陽の節を 「 tB ^」 という 
ことも考え合わせれば、「ク」の音の頻用にはそのような動機があったのであろう。「ク レ」 「ク レ」 の繰返しもそれ 
に関連することはいうまでもなく、そうした音調上の配慮と共に、乙州を主として「くれし」といい、芭蕉を主とし 
た「もらふ」でないのも客に対する挨接の心である。また、陶淵明が九月九日に酒がなく、家の辺りの菊を 摘んで、， 
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たところ、大守王弘の使が酒をもたらしたという『蒙求』に見える故事は、必ずや作者の脳裏にあったであろう。 
とくに酒を飲みたかったわけでもない、乙州でなくてもよい。誰を.何をと言うのではないが、待侘びた心にし 
か見えて来ぬ微妙な華やぎのある句だろう。(安東氏『新注』) 

という見方は佳い。沈んだ穏やかな調子の中に、悦びの情が生かされているのである。 

棚初しもやきくひえそむるこしのわた(丸月士百付羽紅宛書簡)荒小田 
秋季(きく.ひえそむる)。 

i 0初しも 「初霜」。寒冷の季節になって初めて降りる霜。冬の季語であるが、この句では「きく」「ひえそむる 1 -等が秋季と 
して立ち、冬にはならない。「初霜冬也。露を結ては秌也」(『御傘』) r 按に、霜は秋よりあれども、初霜と云も冬也。歌本意 
抄云、霜は秋の半より降物也。秋の詞入ては秋也。只霜と計は初霜も冬也。中の春迄は降物也」(『滑稽雑談』)「青天に有明月の朝 
ぼらけ去来湖水の秋の比良のはつ霜芭蕉」(『猿蓑』卷五)。〇 きくひえそむる r 菊冷え初むる」。菊の花が咲いて、時候が冷 
気を帯びて来たことをいう。「冷ゆ」は、「菊」と共に秋の季語。「ひえそむる」は、下の「こし」にもかかる。「ひや V か初秋の 
事なり。暮秌にはかなはず。/ひゆる、ひやくなどのことば、ひや-!かとおなじ。冷の字也、秌なり」(『御傘』) r 辛崎へ雀の 
こもる秋のくれ其角北より冷る月の雲行キ孤屋」(『炭俵』下) 「 Fiypuru , eta .」 (『日葡辞書』)。〇 こしのわた 「腰の綿」。身 
体を温める為に、腰の部分に当てる綿。〔考 1 _ 1 に引く羽紅宛書簡に見える「こしあてのわた」である。 「 coxi . J 「 vata .」 (『日葡辞 
書』)。 

OE 3 初霜が置いて菊の花も冷え初める時候になった。菊の着せ綿ではないが、腰綿を頂いて、私も冷えを防ぐこと 
が出来ます 

■ Si 『荒小田』(舎羅撰、元禄十四年刊)には、「此句、羽紅のもとよりこしわたをつくりてをくられし返事 &- と注があ 



り、底本とした書簡に、 

御文、ことにこしあてのわた、みづから御と M のへおくり被下、御心ざしと申、かれこれあさからざる御事、忝 
ぞんじまいらせそろ。菊にこそきせ作る折しもなるにと、 

としてこの句を記している文面が裏づけとなっている。羽紅は凡兆の妻とめ女である。この書簡は色蕉が京近くに居 
て、「やがてのぼり候而御礼御申まいらせそろ」と上京を約しており、木曾塚無名庵に在った元禄四年九月が時期と 
して最も相応しい。別の羽紅宛書簡との関係で元禄五年晚秋の事と考えられた こともあったが、当面の書簡が 出現し 
て、四年秋であることが確実になった。冬季と見る説もあるが、書簡が秋のう^.の九月であり、『荒小田』も秋の部 
に収めているので、秋季とするのが当然であろう。 

一見したところ、「きく」と「こしのわた」との関係、「ひえそむる」の上下にはたらく表現等、分りにくいところ 
がある。だから、「菊にこそきせ作る折しもなるに」という書簡の文言は、句解のヒントとして洽好なのである。菊 
の花に着せ綿をして愛護することと r こしあてのわた」を結び付けたところが俳諧で、全体に老身をいとうしみじみ 
とした調子がある、ょい挨拶句であった。 

695橋桁のしのぶは月の名殘哉(己が光) 

橋桁のしのぶを月の餘波哉 <姿哉, 

秋季(月の名残)。 

gla 〇橋桁のしのぶ「橋桁の葸」。「橋桁」は、橋脚の上に渡して橋板を支える材木。其処に生えまつわっている葱草をいう。 
「しのぶ」は、山中の樹皮や岩に生える常緑の羊歯類。既出(1|、拟)。「 I ぶ」意を掛けている。ここは石山寺参詣の折なので、 


よるひる•童子教.泊船集•蕉翁句集•巾秘抄 


名月集 
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橋は瀬田の長橋と思われる。「さしもの弁慶合はせ兼ねて、橋桁を二三間しさつて」(謡曲「橋弁慶」) 「 Faxigueta.J (『日葡辞書』)。 
〇月の名残「名残」は、ここでは最後の意。九月十三夜は「後の 月」 「後の名月」といわれ、その年の最後の月見をする。 ( n « 3 
参照。「月の名残」は後の名月の傍題として『増山井』に見えている。「さし下せ月の名残ぞ桂舟非石」(『新題林発句集』)。 

ai 橋桁にまつわるしのぶ草は、今年最後の月の名残を惜しむよすがであることよ。 

B 2* r 十三日」(『よるひる』)「十三夜ある山寺に詣して」(『巾秘抄』 ) 等の前書があり、『己が光』には、 

粟稗の粥喰尽す月見かな 仝(注、之 3 S ) 

心見のあま干おろす月見哉 車庸 
橋桁のしのぶは月の名残哉 翁 
以上三句は、後の名月石山にまふで、 

と後注して、同時の三句を挙げている。大坂の之道と車庸を伴なって石山寺に参詣した折の作であるが、之道が芭蕉 
と初めて会ったのは元禄三年六月の在京中であり、色蕉はこの年の後の月を堅田に赴いて見ているので、『己が光』 
に見える石山詣では同四年九月と推定される。同じく『己が光』秋部に、 

木曾塚無名庵に一夜あかして 
木曾殿と背を合す夜寒哉伊勢又玄 
あさ露や木曾義仲の力瘤 之道 
同じく菴にして 

エたる庭とも見へじ萩の露 車庸 

といぅ一連の句も見え、石山寺参詣の前後に、これらの人々が草庵を訪ぅて一泊したことが知られるのである。但し 
車庸のみは泊らなかったのかも知れない。『姿哉』(遠舟撰'元禄五年刊)は他派の撰集であり、その異形は信憑性に問題 
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力 凌ろう。 「を」は「は」 に 比して 聊か ぽん やりした措辞でもある。また何丸の『芭蕉翁句解大成』 には、 「丸岡と永 
平寺の間、 船橋といふ 所、四十八 艘をつなぎて 往来の ものを渡す」と前書して「橋桁をわたるは 月をしのぶ 哉」とい 
う 句を収める けれども、 典拠が明らかでなく、誤伝の可能性が大きい。 

句意は「忍草の橋桁の あたり1ふるを 見て、月の名残 こしかたもしのばる、たね也」—吞吐『句解』)という1 
きる。句の場は、 

石山詣の途次、 あるひは 瀬田川に舟を浮べて、その橋桁を仰いだもので あらう。 その橋桁に 思ひもかけずし のぶ 
が月光に濡れてゐた。これが今年の秋月の名残ぞと感じた訳で ある。…… 殊に注意すべきはしのぶの形が、 月3 
さす場合いかにも月の名残の感を深めることで ある。 見のがしがちなしのぶに、月光がひそかに さして ゐる 感じ 
は、名月の夜などには感ぜられぬところで、やはり後の月の感じで あらう。…… 九月十三夜、後の 月になると、 
月の清光は冴えわたりつつも冷た さと 寂しさが加はつて来るので ある。(『£蕉講座』発句篇 m) 

という加藤揪邨氏の説が精しい。今年は中秋の名月を三夜にわたって心 ゆくまで賞した上、閏八月のお負けまで あり、 
石山詣でも二回行った。月に堪能した最後の名残を、「、橋桁の しのぶ」 を照らす 月に見出して、飽くまで これを 味わ 
おうとす るのである。 

娜稻す^め茶木畠や迸處 (真 西の雲•晉記•喪の名残.泊船集•小相子. 

秋季(稲す V め)。 

Biail 〇稲す ゞ め 「稲雀」。稲田に群れて熟した稲をついばむ雀たち。稳りの秋をあらわす季語である。ここで句切れ。「むれて く 
る田中の宿のいな雀我ひくひたにたちさはぐなり」(『堀河百首』源師時)。 〇茶木 畠 や迸処 「毅 *? 齡1げ組〕。「茶木 畠」 i 氽の木 
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を植えた畠で、「茶畠」に同じ。其処が稲田を追われた雀たちの逃げ処なのか、というのである。「逊」は「逃」の俗字。「明月や 
処は寺の茶の木はら膳所昌房」(『猿蓑』卷三)「あまりににげ所なくして、こしばがきをやぶりて、たかばひにしてにげにける」(『曾 
我物語』卷九) 「zigue, uru, eta. 」(『日葡辞書』)。 

■ ME ! 稲田に群れて稲をついばむ雀たちが、追われては茶畠の方へ飛んで行く。雀たちは茶畠を恰好の 逃げ場と 心得 
ているのか。 

BSB 底本とした柿衛文庫蔵の真蹟懐紙には、元禄四年中秋名月の句「三井寺の門敲ばや」 ( IV 6 SS ) が書かれており、 
同じ秋の「初秋や」 ( IVI ) の句もあって、同じ頃の作であることは確かである。これら凡て板本としては『西の雲』 
が初出であることも、事情を同じくする。『笈日記』では、「元禄三年の秋ならん、木曾塚の旧草にありて敲戸の人 
くに対す」と前書した「草の戸をしれや穂蓼に唐がらし」 5625 ) の句の次に出している為に、三年の作と考える説 
もあるが、元禄三年云々の支考の前書は「稲す V め」の句までかかるものとは限らず、真蹟懐紙から推定される事情 
の方が優先するのは当然であろう。ただ両句とも、義仲寺無名庵に於ける作であることは認めてょい。 

無名庵から見渡される田園風景を句にしたものと思われる。 

稲雀と歌にも詠るは、則稲穂を吻むとて群飛す。稲の熟む比は、誠に千も二千も群て渡る。依て鳴子を引て驚し、 
或は声を立て物音をして是を追。其逃所は茶樹畠と云出た.る也。 

茶樹は多く田畑の畔に植て、殊に小枝繁り、小鳥などの迸隠るに宜し。……予稲雀を田野に度 > 見たり。誠に夥 
敷集る物也。田に群て下たるは、稲穂は見えず唯一面に雀と成る、目覚し共 云べし。(信天翁『 $: の底 t 
というのは精しい説であって、題材とした情景を髡髴するに足りる。雀の大群が稲田を襲っては、鳴子などに おどさ 
れて茶の木畠に逃げて行く。それが何度も繰返されるのを興じて眺めているのである。「茶木畠4^処」というあた 
りに、客観描写とはちがった「興」が見え、明るい調子を際立たせている。軽みの句といってょかろう。前にふれた 
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「元禄三年」云々の支考の文の影響もあってか、「世の人にあきたれば、問ふ人あれば外へ逃んとするとならん」(東海 
吞吐『句解』)「人の所におはしぬる時、別業などへ転ずること出来ていへりけるや」(杜哉『蒙引』)等、色蕉の境涯に引き 
つけた見方が古くからあり、「住つかぬ旅のこ\ろや置火撻」 sg ) の句などを引く向きもあるが、所詮は考え過ぎ 
であろう。「住つかぬ」の句の沈んだ調子は、「稲す ゞ め」の句の軽快な明るさとは全く別物である。それを強いて結 
び付けるのは、当面の句の味を真に生かすものではあるまい。 

撕鷹の目も今や暮ぬと鳴うづら— 墨庵小文庫.泊船集. li — 

鷹の目の今やくれぬと啼鶉 S 川集) 

秋季(うづら)。 

^8^〇鹰の目も今や暮ぬと「鷹の目も今や暮れぬと」。「暮ぬ」は、日が暮れた意と、鷹の目が「皆れぬ」、即ち見えなくなった 
ことを掛けている。「日が暮れ、 it の目も昏れぬ」と、日が暮れたことを思わせたところに「も」の働きがある。「朦」は既出 (n 
恐等〇「立さはぐ今や紀の雁いせの腸伊賀沢雉」(『猿蓑』卷四)「母はめもくれ身もつかれ、わつ と 計にどうど ふし」(『国性 爺 合戦』第 
三 ) 「Namidani mega cururu. 」(『日葡辞書』〇〇鳴うづら「鳴く鶉」。「うづら」は、ずんぐりした形の野鳥で、吠の狩揪の獲勿 
である。既出 sg ) 。「鷹」は冬の季語であるが、ここでは「うづら」の方が季語として立ち、秋季の句となる。 

Qnra 日が暮れて、あの鋭い鷹の目ももう見えなくなって安心だとでもいうょうに、鶉が鳴いている。 

■ E ■「初秋や」「三井寺の」「稲す ゞ め」等の句と共に記した真蹟懐紙があり、『蕉翁句集草稿』にも「辛未」と頭注 
して r 此自筆物の句也」としている。元禄四年秋、東下前の作と見てょかろう。『流川集』(露川撰、 元禄六年刊) の異形 
は板本初出ではあるが、「目の」は「も」程働きがなく、孤立した所伝なので問題こはならな、，。 
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鶉の鳴く音といえば、「うづらなくまの X いりえのはまかぜにをばななみよる秋のゆふぐれ」(『金葉集』卷三、源俊頼) 
「ゆふされば野辺の秋風身にしみてうづらなくなりふか草のさと」(『千載集』卷四、藤原俊成)等の名歌によって、秋の野 
の身にしむあわれをあらわす恰好の題材であった。その鳴き声を、ここでは「鷹の目も今や暮ぬと」鳴くとしたとこ 
ろが珍しく、俳諧の新境地であろう。 

鶉鷹とて秋は鷹にうづらを取らするなり。鳥の目は暮がたには見えぬ故に、夕暮をいはず、鷹の目の暮る、をい 
ふおもしろき作也。専暮がた朝がた鶉は啼鳥なれば、いまは心よしと鳴ならしといへり。(東海呑吐『句®！) 

とある説のように、秋の鷹狩の縁があるとすれば、この句の眼の付け処も納得出来る。何処か童話的雰囲気を持ち、 
鶉の心になって同感しているところが面白い。 

この句には、お伽噺風の味ひといつては少し言ひ過ぎかも知れぬが、どこか幼稚な牧歌的情趣が流れて居る。 
……この句は単なる理智的産物でないと思ふ。固より芭蕉の作として誇るべきものではないが、俳句の形式を借 
りねば現はせぬ面白味のあるところが、この句の特徴なのである。(『色蕉俳句新釈』) 

という半田良平氏の見方は適評といえよう。 

なお、李由.許六共撰の『宇陀法師』に、この句の切字について、「今や暮ぬ」で切れると見て、 

此ぬの字、はねぬと云也。ふのぬ、おはんぬの外にてきる、也。珍敷ぬの字也。いく夜ね覚ぬ須广の関守と云ぬ、 
是也。消えぬ、おもはれぬの類、両方へかよふ也。よくき k て落着すべし。 

と述べているのはおかしい。この句の場合、下に「と」があるのだから、「ぬ」で切れる箸はないのである。この句 
には特定の切字はなく、最後の「うづら」で締め括って切れるのであろう。 
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棚秋の色ぬか味增つぼもなかりけり < 無日付句空宛書簡)柞原•草棄.思亭 

落葉して糠味增桶もなかりけり < e 蕉袖日記) 

秋一夜柿三味瓶さへなかりけり(湯 e か 

秋季(秋の色)。 

- aMa 〇秋の色 「 &' 」といっても特定の色を 指す わけではなく、秋になって色づく草葉の色などをいい、 また 「秋の 気配」といっ 
た意味にもなる。「親子ならびて月に物くふ珍碩秋の色宮ものぞかせ給ひけり路通」 (『ひさご』)「マ？」 (『日葡辞書』)。〇ぬか 
味噌つぼ「糠味增壺」。米糠に煮立て ざましの 塩水を注ぎ、味噌のょうに練って発酵 させた 糖味增を入れておく 壺。糠味增漬の漬 
床で、勿論漬物も入って いる。 「 Nucamiso . 」 「 Tgubo.J (『日葡辞書』)。 

■*0この兼好画像には秋の気配が漂って、身の廻りには糠味增壺一つすら無い。如何にもこの 人らしい簡素さだ。 
「庵にかけむとて、句空が書'^ける兼好の絵に」(『袋』)「一一讚/茶昆屋にむら尾花」 is ) S 藝があり、 
『草庵集』 (句空 撰、 元禄±11年刊) には、 

秋の色 , ! Q かみ そつ ぼもなかりけりといふ句は、 兼 好の賛とて書たまへるを、常は庵の壁に掛て、対面の 心ち し寺 
り。先年 義仲 寺にて翁の 枕 もとにふしたるある 夜、 うちふけて我を起さる。何事に かと 答たれば、 あれ 聞たまヽ、 
きりすの鳴ょはりたると。か、る事まで思ひ出して、しきりに涙のこぼれ侍り。 

という 文が見える。 句 空は金沢の俳隠で、彼の木曾塚無名庵訪問を証するのが、 外ならぬ句の底本とした書簡で あっ 
た。その文面には、 

御手翰辱拝見、夜前得閑語、珍妙不少候。明日御立可被成之旨、後刻貴面御相談 可 仕 候。追 付御入来、 是 にて 卸 
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ねころび可被成候。像讚之義、発句珍しからず難儀仕候。ヶ様之事にてもかき付可申哉。 

庵の秋歟 

秋の色ぬか味噌つぼもなかりけり 

しづかさや^か X る壁の きり す 
御用捨なく可被仰下候。同じくは御免被下候而、外に白紙におもふ事書、進上申度候。以上 
とあつて、木曾塚草庵での執筆とおぼしく、「後刻貴面」「追付御入来」等とあるところを見ると、句空は近くに宿を 
取つていたようである。書簡に日付はないが、秋季の句からして秋であることは動かない。芭蕉が秋に木曾塚に居た 
のは元禄三、四年であつて、そのうち三年は、同じ年の冬に書かれた句空宛書簡に草庵訪問の事が少しも触れられて 
いないので、この年秋の訪問はなかつたものと見られよう。従つて句空の木曾塚訪問は四年の秋、まだ芭蕉の東下が 
余り 切迫しない頃の事と推定される。句空の依頼による兼好画像の賛句であることは、『相®^ 』(句空 撰、 元禄五年刊) の 
前書や、『草庵集』の文に見える通りで、書簡の文面から、良い句が浮ばないで難儀している様子が窺える。初五に 
「庵の秋」という別案を書いているが、以後この案はどの資料にも出て来ない。時代の降る本にあらわれる異形は、 
どれも信じ難いものばかりである。『思亭』(岱阿•松 宇 撰、 宝 暦 六年刊) の前書によれば、他の絵に流用したこともあつた 
らしいが、潁原博士の『新講』では疑わしいとされている。 

兼好に因んで「ぬか味噌つぼ」を 持ち出した のは、『一言芳談』 の 記事を 抄録した 『徒然草』九十八段の文中、 
後世を思はん者は、糂汰瓶 一ももつまじきことなり。 持経.本尊にいたる まで、よき 物を もつ、よしなき 事な り。 
と あるのに 基づく。 「椹汰瓶」は即ち「ぬか味噌つぽ」なのである。物に執着を持たず、簡素な生活を心掛けるべき 
ことを示した 言葉である ことは言うまでもない。それと 共に、三夕の 歌として 有名な 「さびしさは その 色としもなか 
りけりま木たつ 山の秋の ゆふぐれ」(『新古今 集』 巻四、寂 蓮) 「見 わたせば 花も 紅葉 もなかりけり浦のとまやの 秋の ゆふぐ 
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れ」(同上、定家)を踏まえた跡が著しい。 

「秋の色」を色その物として感受すれば、秋に なって 色づく草葉、就中紅葉の 燃え立つような華やかな色であろう。 
それは既に 山 本健吉氏の『鑑賞と批評』に「とくに 「秋の色」 と言った場合は、澄明の 色よりも、豪奢な色であろう。 
「野 山の 色」と言っただけで、古来の季語と なる が、それは色づく紅葉•黄葉を 言うものである。「野山の 錦」 とも言 
う」 と 指摘されており、 

兼好の画讚ということから、「糠味增壺 J を構え出してきたに違いないが、それはそのものとして独立に、「秋の 
色」を背景とした画像のなかに嵌りこむ。同時に、その物の欠如としての隠者兼好の境涯が、二重映しとなる。 
静物像として「糠味噌壷」一個が現れ、そして消え、人物像として兼好法師が現れ、そして消える。映画のフ H 
I ドインの手法であり、そしてそのバックに秋の絢爛たる彩りが、全体を包括するような形で映し出される。冒 
頭「秋の色」とうち出した断定の的確さが、おそらくこの句の生命であろう。あとは色蕉の視覚的相遙力と、伝 
統的な詩人の意識とが、「糠味' 1 t 壺」を点出し、兼好法師を点出しているのである。そして、色蕉は何も^ ISX 齡 
ともいうべき兼好法師を、高潔な隠士と思っているわけではない。自分の境涯との類比において、親愛感を抱い 
ているに過ぎない。「糠味噌壺もなかりけり」はむしろユーモアであり、俳句的アイ ロニ イであって、厳粛な道 
義的述懐ではないのである。 

と見ておられる。 中 七以下が俳句的アイ P ニー で、 それに相応しい 日常 的な素材で あることは確かであろう。兼 好自 
体は高潔な隠士ではなかったかも知れないが、無一物で唯一人 居るこの 人物のイ メージ は、洒落な風情を 帯びつつ も、 
やはり仏徒の一理相心像で、芭蕉もそうありたいと願い、句空にもそうあれかしと望んでいる姿で ある。 句空に請われ 
て画賛として作ったからには、そういう文学以外の要素をも含めて解したいと思う。 

今一つ、初五は華やかさによって中七以下と対照をなしているのかどうか。見方次第ではあるが、私は「秋の&一一 
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という季語は「野山の錦」等とは必ずしも同一視し難いと思う。〔語釈1_1に引いた『ひさご』の付合では、月下の夜 
景として秋季の自然の背景を大まかにいったもので、色彩感は余り無い。同じ元禄三年の鬼貫の紀行『犬居士』に見 
える「萡のない迟迦に深しや秋の色」の句にしても、飾りのはげた物に深い「秋の色」を見ている。元禄期にこうい 
う例があるところを見ると、秋の草葉の華やかに色づいた趣ばかりが「秋の色」ではないことが知られよう。「ぬか 
味 t 日つぼもなかりけり」との照応を考えれば、風に揺れて樹葉の揺落に向う索々たる秋の趣でなければなるまい。華 
やかさよりは寂しさを含んだ秋の自然が、「秋の色」と把握されているのだと思う。草葉の色のィメージがあるとし 
ても、それは欠落したものとしてではあるまいか。この句の踏まえた古歌として三夕の歌のうち、® a のは「その色 
としも」とあるから勿論縁が深いけれども、物の欠落に主眼を置けば、「花も紅葉もなかりけり」という定家の歌が、 
この句では案外強く意識されていたと見られる。「庵の秋」という別案は、草庵生活をィメ—ジさせる働きはあるが、 
中七以下の表現があればそれは必ずしも必要ではなく、「秋」は具象性に乏しいから'「秋の色」よりはやはり劣るで 
あろう。画賛句としては、かなり面白い句である。 

腳淋しさや釘にかけたるきり'^^す(草庵 io 放鳥集 

しづかさや^か、る壁のきり'^*す < 無日付句空宛書簡> 

秋季(きりす)。 

1^ ◦淋しさ 「淋しさ」。 〇釘にかけたるきリぐす 「釘に掛けたる巷」。釘に掛けた画像のあるあたりの壁で鳴くこおろぎ。 
画像を抜いた為に、聊か舌足らずな表現になっている。〔考 u 参照。「雲雀さえづるころの肌ぬぎ越人破れ戸の釘うち付る春の 
末同」(『あら野』員外)「本間主馬が宅に、骸骨どもの笛鼓をかまへて能する処を画て、舞台の壁にかけたり」(『続猿蓑』下、色蕉 
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発句「稲づまや」前書) rcugui .」「 caqpuru , eta .」 (『日葡辞書』)。 
si 釘に掛けた画像のあたりの壁でこおろぎが鳴いている。■の秋の淋しさがひ fAt- 身にしみる こと だ。 

P — 『草庵集』の句空自序に「函底に兼好の絵あり。是に故翁の句ふたつあり。義仲寺にての吟也」とあって、卷 
頭にこの「淋しさや」の句を掲げ次に前の「秋の色」の句の条に引いた「秋の色ぬかみそつぼもなかりけりといふ 
句は」云々の文が見える。その裏付けとして、「秋の色」「しづかさや」の二句を記した句空宛書簡があることも前記 
の通りで、二句は元禄四年秋同時に成ったことが明らかである。この句の場合、室日簡と『草庵集』で句形が異なって 
いるのは、書簡に「御用捨なく可被仰下候」とあることと関係があろう。前記の如く、兼好の画賛句の句案について、 
芭蕉は苦吟していたので、句空にも遠慮なく意見を言って呉れというのだ。その前に、 

後刻貴面御相談可仕候。追付御入来、是にて御ねころび可被成候。 

ともあるから、文面通りこの書簡を見て直ぐ句空は無名庵を訪れたに違いなく、その席で二人相談の結果、「しづ、 
さや袅か k る壁の」を「淋しさや釘にかけた る」 と改めたのであろう。「淋し さや」 の句を書いた真蹟を 持って いた 
からこそ、句空は『草庵集』にこれを掲げたものと思われる。 

この句は、「しづかさや」の句の「表か\る壁」(絵掛る壁)という表現で明らかなように、兼好の画像が壁にかか 
った句空の草庵の有様を思い遣った作である。両案の関係が不分明である為か、「釘にかけた る」 を壁の釘にこおろ 
ぎを入れた籠が掛っているとする解もあるが、確かにこれだけで兼好の画像が壁上に掛っているさまと受取るのは無 
理で、籠を釘に掛けたと取られても仕方がないところがある。加藤楸邨氏のように、「籠」を省略した発想が却って 
生彩を放つという見方もあるが、所 S 無理であろう。且つ又、兼好の画像とは無関係に、句空庵の籠に飼ったこおろ 
ぎの音を想像するというのも、顧みて他を言うようで納得し難い。やはりこれは「釘にかけたる I かか i ' いかきり 
す」と取るべきであろうと S う。 
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『草庵集』の句形は、句空宛芭蕉書簡の文言からして、その直後の改案と考えざるを得ないが、右の表現不足の点 
の外に、なお問題とすべきことがある。私にはどうしても「しづかさや」の句案の方が勝れていると見えるのである。 
「袅か、る壁」というあたり、やや道具立が多過ぎてごたつき、調べも暢びやかでない欠点はあるが、これで意は悉 
されているし、「きりぐす」の鳴く音に草庵の夜の静かさが一層際立つ趣には、捨て難い味わいがあろう。それに 
対して「淋しさや」は言わずもがなであって、「しづかさや」と言えば「淋し さ」 はその中に包含されている答であ 
る。恰度山寺に於ける「閑さや岩にしみ入る蟬の声」 ( ml ) の句の場合、『初蟬』に見える「さびしさや」の句形が 
問題にならないのと同じなのだ。「釘にかけたる」という表現の欠点と共に、芭蕉がどうしてこういう改案を行った 
のか、疑問の残るところである。 

700 入^の下燒立る夜寒かな(己が光) 葛の松®.泊船集.蕉翁句集 

秋季(夜寒)。 

H 〇入麪 「 -I ゥメン」。索麵を醬油や垂れ味噌で煮たもの。 「 # K is 」 の変化した語と思われ、「入」は宛字である。支考の『葛 
の松原』では「乳— f 5 J と表記している。「にうめんまづそうめんをみじかくきり、ゆで候てさらりとあらいあげおき、たれみそ 
にだしをくはへ、ふかせ入候。小な•ねぶか•なすびなど入てょし。うすみそにても仕立候。胡椒•さんせうのこ」(『料理物語』 
十七)「今世にふめんといふは、索麵を醬油の塩梅汁にて烹、それに加天を加へたる也」(『松屋筆記』九士一)「又ひとりはょ<,敷{-> 
煑飼とおち付ける」(『日本永代蔵』卷ニノー)。 〇下焼立る 「下焼き立つる J 。 入麪を入れた鍋などの下に薪で火を盛んに燃やすさま。 
「立る」は、盛んにする意をあらわす。「火をたく」(= 267 )参照。 「 Taqitate , t « ouru , eta . 」(『日葡辞書』)。 〇夜寒 秋が深まって夜 
の寒さを感ずる時候をあらわす季語。既出 ( m §)。 

HB 3 亭主の心づくしで入麪を振舞おうとて、鍋の下の火を盛んに焚き立てる。夜寒の頃となっては、温かいものが 
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何よりだ。 

■2 ■『蕉翁句集』には「曲翠亭夜寒題」と前書があり、 

是は曲水亭にて夜寒といへる題の発句也。さるを、大和の国みわの麓に旅ねの比、此句申されしよし、都の方よ 
り吾妻路に聞ゆとて、人'^のもてはやしける也。 

という『葛の松原』の記事がこれを裏付けている。板本の初出は元禄五年の『己が光』であるが、 右の文によれば、 
大和の三輪山の麓での作という誤伝が江戸にもたらされたわけで、この事はとりも直さず句が上方での作である こと 
を示している。芭蕉が膳所の曲水と親しくなったのは元禄二年冬頃からと推定され、それ以後秋の夜寒の頃に膳所辺 
に居たのは元禄三、四年であった。このうち三年秋には曲水が江戸在番で東下中なので、当面の句は彼が膳 所に帰っ 
ていた四年秋、芭蕉が九月末に江戸へ発足する前の作と確定するのである。三輪山の麓での作というような誤伝が生 
じたのは、この辺が所謂三輪索麵の産地だったことと関係があろう。 

句は入麵の鍋の下に火を焚き立てるさまを以て夜寒の季感を際立たせようとした趣向で、中七までと下五とが相互 
に映発して表現効果を高めている。夜寒の句としてこれだけのものはなかなか求め難い秀吟である。井本農一博士は 
『葛の松原』に「夜寒といへる題の発句也」とあるのを重視して、 

曲翠は本多藩の重臣であるから、台所の隣の間で芭蕉と話をしていたわけではなく、みずから、入麵の鍋の下を 
焚き立てるはずはない。『葛の松原』にいうように、この句は事実を詠んだ嘱目の句ではなく、夜寒を題にした 
空相心の作である。(『新編日本古典文学全集.松尾色蕉集1』) 

と説いておられる。しかし、この句の表現の確かさは、題詠であると否とを超越している。曲水が手ずから火を焚き 
立てなくてもよいことは勿論としても、当日の夜食に出た入麵を作るところと見て一向構うまい。当夜の事実はどう 
あれ、句に描かれたところは、親しい何人かが囲炉裏を囲んでいる席で、入麵を入れた鍋が搰を加えて盛んに然える 
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火にぐつぐつと煮える光景である。夜寒の時候に此処だけは温かい師弟団欒の空気が、なつかしく言い取られている。 
どれ一つ取つても抜き差しならない言葉の緊密さがこの句の生命であろぅ。 

油秋風のふけども靑し栗のいが(木枯) 

はつ嵐ふけ ども 靑し栗のいが S 蒸庵小文庫) 

秋季(秋風.栗)。 

H 0ふけども「吹けども」。〇青し栗のいが「栗の姐」は実の外側にとげの密生した総苞をいぅ。最初のぅち毬は薄く、淡緑 
色であるが、熟するにつれて褐色に変つて堅くなり、やがて裂け目が出来て落ちる。 まだ 熟さない状態が 「 #1 し」 である。「栗の 
花」 i £ s は夏であるが、実を 主とした 「栗」は秋になる。既出 ( Ig ) 。「栗毬 …… 和訓義解云、いがはいかりの略也。其外刺 お 
そるべき様也」(『滑稽 雑談』) 「つゆ萩のすまふ力を撰ばれず芭蕉蕎麦 さへ青し 滋賀楽の坊野水」 (『冬の日』) 「かげろ ふと まる 
竹の編棚叩端侘つ-! も 栗の毬たく細けぶり桐葉」(『幽蘭集』) rAuoi .」「 curinoiga.J (『日葡辞書』)。 
caia 秋風の吹く時節になつて、物皆色づき熟れて行く中でも、栗のいがはまだ青いままだ。 

■ E ■芭蕉生前の集には見えないが、『蕉翁句集草稿』に「辛味」と頭注があり、 r 此自筆物の句也」とあるのに従つ 
て、元禄四年秋の作と見ておく。『芭蕉庵小文庫』の初五「はつ嵐」も秋の季語で、「青し」との関係が密接な感じの 
表現であるが、孤立した所伝であつて、初案乃全改案形かどぅかは断定の限りでない。『句集草稿』でも、「小文庫に 
は、初あらし吹どもと有」とあるだけで、それ以上踏み込んだ説明は見られないのである。 

土芳の『三冊子』にはこの句について、 

此句、いがの青きをおかしとて句にしたる也。吹け共青しといふ所にて句とはなして置たりと*。(赤雙紙) 


泊船集.三冊子.浪化日記•蕉翁句集草稿•蕉 
翁句集 




という記事があり、動機と共に、俳意の所在を指摘した色蕉の語を伝えている。「いがの青きをおかし」と 見た のは、 
「竹木皆秋風に靡き折れ臥し色を替へ、或は枯萎み落るに、何とて栗の毛毯のみは移ふ色も見えず ii y a . き事よ」 へ 信天 
翁『笈の底』)という意に解してよかろう。物皆秋色に染まる中に、ひとり栗のいがだけが青々としているのは、妙に 
頑固な感じでおかしみがある。そのニュアンスをあらわそうとして「ふけ ども 青し」といったので、一見他奇のよ、 
写生句のようでありながら、実はそうではないところが、中七にあらわれているのである。それをなお委しく言えば、 
色蕉には、自然の破壊力にめげず、それに反抗し、生々たる生命力をしめすものを見て、……頼もしく思う心が 

あった。生命のはかなさを実感すればこそ、一層そういう念が強くもなっていたのであろう。 . けれども色裏 

とて、そういう大自然のいとなみに抗するようなことは所詮むだであることを知っていた。いくら秋風に抗して 
栗のいがが青くあろうとしても、ついには赤茶けて落ちなければならないのである。にもかかわらず抗して 青々 
としていようとする。栗のいがばかりではない。自己も同様なのである。芭蕉は、その栗のいがに頼もし さとと 
もに■苦笑せざるをえないおかしさをも感じていたのであろう。(山本唯一博士『色蕉俳句 ノート』) 

ということになる。芭蕉はこの句にそのような思いを託したわけであるが、この表現で十全だとは思っていなかった。 

それが「 . といふ所にて句とはなして置たり」という消極的な評価を示す言い方にあらわれていると思う。いまだ 

に句の作意が分りにくいという見方がある所以であろう。 

观秋風や桐に動てつたの霜(蕉翁句集草稿) 石馬本三冊子•蕉翁句集 

梧うごく種の終りやつたの霜 (色蕉庵小文庫) I 泊 船集. 石馬本三冊子 
桐うへて秋の終や蔦の霜—本三冊子) 
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秋季(秋風•桐.つた)。 

ii 〇桐に動て「桐に動きて」。「桐一葉」といえば勿論秋で あるが、 『毛吹草』や『増山井』には r 桐」だけでも初秋の季語と 
されている。 既出 ( mgo 「動く」主体は秋風で ある。 「動いて」 と士日 便によんでも よい。 〇 つたの霜 「つた」 は、その紅葉を 賞 
美して 秋季と される。 既出( II 、 n € 5 。 「霜」は冬季で あるが、 ここでは 秋の季物が 主と なる。 

caia 秋風が立って桐の葉を散らしたばかりなのに、もう紅葉した蔦に霜が置いていることよ。 

■ S ■『泊船集』には「暮秋のけしきを」と前書がある。『蕉翁句集草稿』に「辛未」と頭注し、 r 此自筆物の句也」 
とあるので、元禄四年秋、東下以前の作と推定される。『三冊子』 (石馬 本)には「秌風 や」 の句を挙げた後に、 

此句、桐うごく秌の終りやつたの霜とはじめは聞えし。のち直りて此秌風也。 (赤 雙紙) 

と述べて、『芭蕉庵小文庫』や『泊船集』の句形が初案である旨を伝えている。同書の梅主本には、右の初案形が 
「桐うへて秋の終や蔦の霜」となっているが、これは孤立した所伝だから問題にはなるまい。 

定案形の解としては、古くから、 

梧は初秋より葉落初めて紅葉をまたず散尽る秋の末に、蔦に霜置て紅葉すを見れば、秋もはや残りすくなしとの 
心ならん。初秋に目をかけて、また秋の末をいへり。(東海呑吐『句解』) 

桐に立にし秋も、いつしかに蔦に霜見る暮秋とはなりし>也。曲節味ふべし。(杜哉 『蒙引』) 

等、初秋から晚秋へかけての季物の趣を述べたとする見方が多かった。近代に及んで、 

「動く」といふのは静かなところから生れ出る感じで ある。 r 桐に動いて」で立ちそめる秋を云つてゐる。「蔦の 
霜」は暮秋で ある。 蔦が真紅になつてゐるのだ。秋風が桐に動いて、今はもう蔦の霜の終りに及んだので ある。 
この句、て文字を味はへば分明で ある。 よい句で ある。 (『続色蕉俳句研究』幸田露伴) 

という説が古来の系統に立って精しく、「て」の働きに注目した点もすぐれている。桐に動く秋風は、二葉落ちて天 
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下の秋を知る」初秋の趣であり、「つたの霜」は晚秋の景で一緒にはならぬから、その間をつなぐ「て」に働きが生 
ずるわけだ。初案の「梧うごく」も、恐らく初五は r 禅」のみにかかるのであつて、その秋の「終りや」と詠嘆した 
のであろうが、潁原博士が『新講』で指摘されたように、この形では秋の終りに桐が動いているようにも取れるので、 
「秋風や」の形に推敲したものと思われる。『泊船集』の前書は、風に動く桐も蔦の霜も共に秋の終りのことと解して 
付したものとおぼしく、芭蕉自身の手によるものではあるまい。「一句は要するに秋の始終を観じて咏歎したのであ 
る。梧葉に秋風が動き初めたのはつい昨日のやうであるが、早くも蔦の紅葉に霜を見るやうになつたといふのであ 
る」(潁原博士『新講 b と解するのが標準的である。 

加藤揪邨氏はこれらと異なり、動くのは桐にまといついた蔦の葉であると見て、初案からの推敲心理を 次のように 
述べておられる。 

……「梧動く」は「梧」そのものが動くのであつて、秋風が桐に動くのでなくてよいのである。梧に纏ひついて 
ゐる蔦が梧動く感を起させてゐるので、そこに「秋の終り」が感ぜられてゐるのである。事実は梧にまとひつい 
た蔦が動くので、そのため、梧がうごくやうに感ぜられるのであるが、目に入るのは「梧うごく」感である。そ 
こに「秋の終り」が把握せられてゐたのである。しかし、この表現は「梧うごく」といふところにどうしても充 
分でないところがある。そこで、秋風そのものをとり出して来て、その秋風を中心として桐に動く晩秋の蔦を生 
かさうとしたのである。「梧うごく」は r 秋風や桐に動いて」と描写を確実にせられ、「秋の終りや」といふ咏嘆 
は句の裏にひそめられて、表現面からは咏嘆の色がすつかり払拭せられてしまつたのである。確実にせられた描 
写によつて印象は鮮明となり、「秋の終りや」は句の裏から返照して来て、句はずつと深味と鮮度とを加へたわ 
けである。(『芭蕉講座』発句篇 E ) 

右の立場は後の『芭蕉全句』に至つても変つていない。新しい見方ではあるが、 そういう 内容を表現したにしては、 
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特に初案の段階に於いて「梧うごく」と「つた」が離れ過ぎていて、所詮無理であろう。私としては、秋の始終を観 
じたとする見方に賛同したい。句は蕭索とした秋の寂しさを感じさせる佳作であると思う。 

辛未の秋洛にあそびて、九條羅生門を過るとて 
柳荻の穗や頭をつかむ羅生門翁句集草稿> 

辛未ノ秋洛に遊びて、九條羅生門を過るに 
萩の穂や頭をつかむ羅生門 i 翁句き 
蘆の穂やか しらを II 羅生門 i 政 板鹿 島紀行> 

秋季(荻の穂)。 

〇辛 未の秋 「辛未」は、かのとひつじ、元禄四年の干支である。「元禄四辛未卯月十八日、嵯峨にあそびて去来ガ落柿舎に 
到」(『嵯峨日記』)。〇洛に あそびて 「洛に遊びて」。「洛 j は、京のみやこをいう。「らくの貞室、須磨のうらの月見にゆきて」(『鹿 
嶋§) 「Racuchp Miyacono vchi . J (『日葡辞書 JI )。 〇九条 羅生門を過るとて 「九纪」は、都の南端を東西に走る街路。「齡$|£」 
は、都の中央を南北に貫通する朱雀大路の南端にあった羅城門のこと。これが r らいせい」「らいしやう」「らしやう」と転訛して 
「羅生」の字を宛てるに至ったものらしい。平安京創設の際に建てられた規模の大きいものだったが、大風にょって何度か倒壊し、 
十世紀末頃からは廃址となって礎石だけが残っていた。空海の開基した東寺(教王護国寺)は、この門の東に位置しており、『山 
州名蹟士心』(坂内直頼著' 正徳元年刊)に「都下ノ俗以 一一 東寺南門 一 羅城門ナリト覚悟ス。太ダ誤レリ」とあるから、或いは東寺の南門 
を羅生門と思ったのかも知れない。色蕉の時代にも九条大路と千本通(旧朱雀大路)の交わるあたりに、門の址があったのであろ 
う。「過る」は、通りかかる意。既出 (ml 前書)。〇 荻の穂 r 荻の！ i 」。 水辺に生える荻の花穂。はじめは薄紫色であるが、晩秋 
熟すると白くなり、秋風に揺れるさまも風情がある。「荻の1駝、荻の Tkfii 、荻の若葉は春なり。しげるは夏 也。 かる、は冬セ ー。 
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乍 Z 去、穂と云字、色の字そへば秌也」(『御傘』)「秋ごとに野分を船の追風にて、荻の穂かくる 露の 玉」(謡曲「項 羽 」) 「P OS J 
izzuru , 一, Ascaruru.J (『日葡辞書』〇 〇頭をつかむ 「頭を ffi ? む」。人の頭部を荻の穂がつかむ 。もとより幻想で ある。 「つかむ」 
は既出 (II) 。「花守や白きかしらを突あはせ去来」(『炭庚』上) 「 o axira .」 (『日葡辞書』)。 

SHS 鬼が住んだという羅生門の前では、秋風になびく荻の穂も、あの渡辺綱ではないが、頭を つかんで 来そうで恐 
ろしい。 

『蕉翁句集草稿』に冒頭の前書と句を挙げて、「此句前書、自筆物に 出る」と あり、真蹟に よつた ものと 認めら 
れるので、「辛未の秋」京に於ける作であることは疑いない。この年九月中旬から下旬にかけて木曾塚から 上京した 
ことが、九月十二日付羽紅宛、九月廿三日付中尾源左衛門.浜市右衛門連名宛等の書簡に よつて知られ、 句 も 晩秋の 
趣と見えるから、或いはこの間の作だつたかも知れない。異形のうち、「萩の穂」は語を成さない ので、『» 翁 句集』 
の伝写の誤りに相違なく、「蘆の穂」も時代の下る資料ゆえ、信憑性の高いのは『句集草稿』の句形 だけで ある。 

羅生門の址に立つて、謡曲「羅生門」で有名な、頼光四天王の一人渡辺綱の鬼の 腕斬りを思つ た 趣向である。 羅生 
門に鬼神が住むという噂を確かめようと、綱が門に行つた ところ、 

. しるしの札を取り出し、段上に立ておき帰らんとするに、後より兜の®をつかんで引き留めければ、すはや 

鬼神と太刀抜き持つて斬らんとするに、 取りた る兜の緒を引きちぎつて、 お ぽえず段より飛び おりたり。かくて 
鬼神は怒をなして、……綱を睨んで 立つたりけり。 ……汝知らずや王地を犯すその天罰は遁る まじと て か、りけ 
れば、鉄杖を振りあげ、えい やと 打つを、飛び違 ひちやうと 斬る。 斬られて 組みつくを、 払ふ剣に腕打ち落され、 
ひるむと見えし が、 . 

としつた話だ。あたりの荻の穂がそよぐ景色から、それが宛かも、我が頭をつかみそうだと、鬼の恐ろしげな様子に 
比したのである。即興の言い捨てに過ぎず、言葉続きも整つていない。 
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湖上堅田の何某木 ft 醫師のこのかみの亭にまねかれて、みづから茶をたて、酒 
をもてなされける。野菜八珍の中に、菊花のなます猶かうばしければ 

观蝶もきて酢をすふきくのすあへ哉(むすび塚)篇突 

粟津に 日數 ふる間に、茶の湯にすける人有。一濱の菊を 摘せ てふるまひければ 
てふも來て酔をすふ菊のなます哉(蕉翁句集草稿) I 蕉翁句集 

秋季(きく)。 

1 ^ 〇湖上堅田 「湖上」 は、 ここでは湖のほとりの意。「堅田」は、今の滋賀県大津市の西北部、琵琶湖の西岸の地である。 既 
出 (瓜必 前書)。「湖上に生れて東野に終りをとる」 (色 蕉「東順伝」— 『句 兄弟』) rcoxo<. Mizzuvmino vye .」 (『日葡辞書』)。 〇何某木 
沅医師 「何某」は、苗字など分っていても敢えて書かないおぼめかした表現法。既出 (n 挪前書等)。「木沅 j は恐らく俳号であろ 
う。この人は姓氏生歿等詳らかでないが、堅田の医師で俳諧を嗜んだ人と思われる。「医師」も既出(155)。〇こ のかみの亭にま 
ねかれて 「兄の亭に招かれて」。木沅の兄の家に招かれたのである。「このかみ」は「子の上」で、兄の意になる。「甲戌の夏大津 
に侍しを、このかみのもとより消息せられければ」(『続猿蓑』下、芭蕉発句「家は みな」 前書) rconocami .」 (『日葡辞書』)。 〇みづか 
ら茶をたて 「自ら茶を点て」。亭主自ら茶を点てるのである。「茶をたて k 進ぜましよ」 (狂言記 「煎物 売 」) 「chauo tatouru .」 (『日 
葡辞書』)。 〇もてなされける 「もてなす」は、人を接待響応する意。既出 ( m570 前書)。 r れ」は、木沅の兄に対する尊敬。〇 野菜 
八珍の中に 「野菜八珍の中に」。八種のうまい野菜料理の中で。「珍」 は、 珍味をいう。「大 比® やはこぶ野菜の露しげし野童」 
(『猿蓑』卷三)「食には八-珍を尽し。酒には五-味をたしむ」(汶村「閑居賦」丨『本朝文選』巻三) r 此中の古木はいづれ柿の花此筋」 
(『続猿蓑』下) 「 Yasai. 」「 Facchin. 」「 vchi .」 (『日葡辞書』)。〇 菊花のなます 「菊花の 膾」 。菊の花びらを茹でて甘酢に漬けた料理。 
即ち句中の「きくのすあへ」である。「なます」は本来、獣肉•魚肉をこまかに刻んだ料理をいう。既出 (m 557 )。 「菊花ひらく時 
則重陽といへるこゞろにより」(『続猿蓑』下、芭蕉発句「菊の香や」前書) rQicqua. Qicuno fana .」 (『日葡辞書』)。 〇猶かうばしけれ 
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ば 「猶香ばしければ」。この r 猶」は、一段と、の意。「かうばし」は、■菊の香にかけて、風味豊かで味が ょいことを いったので 
ある。「寅の日の旦を鍛冶の急起て色蕉雲かうばしき南京の I 羽笠」(『冬の日 』) 「o ' o < crp ><. j .」 (『日葡辞書』)。 〇蝶 もきて 「 №1 
も来て」。「も」は、人ばかりか蝶も、という気持〇 r 蝶」は春の季語であるが、ここでは「きく」(秋)が主となるので、この蝶は 
秋の蝶である。 〇酢をす ふ「酢を吸ふ」。菊膾の酢を蝶が吸うのである。井本農一博士は、最近の『新編日本古典文学全集松尾 
_集1』で、「麗「醉吸三聖^^」をもじる。「醉吸最」は蘇東坡が黄山谷とともに仏印禅師を訪い、桃花醋を吸い、顔を 
しかめている図柄。「三酸」「三吸」ともいう。俗にこの三者を、孔子、老子、釈迦に作ることもある」と注しておられる。 従う ベ 
き説であろう。「酢をさすはべにか紅葉の鮒なます一正」(『毛吹草』巻六)「まがはしや花吸ふ蜂の往還リ園風」(『猿蓑』卷四) 
「 SU.J 「xiruuospj (『旦葡辞書』)。 〇 きくの す あへ 「菊の酢和へ」。「すあへ」は、酢で和えた料理をいう。「のびるの酢あへをこ 
しらへて持て出」(『世間仲人気質』卷ニノニ ) 「su aye .」 (『日葡辞書』)。 

この菊の酢和えは、風味豊かでまことに結構。蝶も飛んで来て酢を吸っています。 

■ I 『篇突』(李由•許六共著、元禄十一年刊)には「片田何某が亭にて」と前書があり、『蕉翁句集』の前書は『句集草 
稿』と同じである。大津辺に居て堅田を訪れた元禄三、四年何れかの秋の作であろう。『むすび 塚』(市山撰、 元文五年 
刊) は、 前掲の前書と共に収めて「真筆丈日堂一一掛ル」と注があるから、撰者市山所蔵の真蹟に 拠ったことが知ら 
れる。仮りにこれが写しとしても、内容は芭蕉の文として信じ得るものであり、この句の成立事情を伝える最も委し 
い文なので r 本書ではこれを本位句の底本とした。『蕉翁句集草稿』には、 

此句前書、自筆物の趣也。白船には、菊花讚、折節は酢に成菊のさかな哉と有。此句の直しか。 

とありこのょうな前書と句を書いた真蹟もあったらしい。但し、「趣也」という言い方は、伝聞と見る余地も ある。 
「きくのすあへ」にしても「菊のなます」にしても、同じ事で甲乙は付け難く、句案の先後は明らかにし 難い。「きく 
のすあへ」を本位句としたのは、板本初出の『篇突』がこの句形で ある ことと、『むすび塚』の前書が委しいからに 
過ぎない。なお、土芳は『草稿』で、「折節は」の句と初案かと見ているが、二句は題材が共通するだけで、趣は％ 
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なる。私は別の句と見て、後者は年代不明の条で扱いたい。 

恐らくもてなしの席に秋の蝶がひらひら舞い込んで来たので あろう。 それをとらえて、もてなしに出た菊の酢和え 
を賞美した挨拶句である。蝶は荘周夢蝶の寓言もあり、隠逸の花たる菊に配するに相応しい。更に井本博士のいわれ 
る「酢吸三聖」の背景もあると すれば、 亭主の隠逸を賞する用意は十分であった。蝶が実際に酢を吸うのでないこと 
は勿論で、興じた趣向までなのである。 

705朝茶のむ僧しづか さよ 菊の霜(柿 表紙) 

堅田祥瑞寺にて 

朝茶のむ僧靜也菊の花(ばせ— ) 

秋季(菊)。 

i 〇朝茶のむ「朝茶飲む」。「朝茶」は、朝に飲む茶で、特に朝食前の茶をいうこともある。発音は『日葡辞書』に 
「 Asagia . 」とあるのに従う。「大根のそだ^!ぬ土にふしくれて芭蕉上下ともに朝茶のむ秋馬莧」(『続猿蓑』上)。〇菊の霜 
菊に霜の置いているさまによって、冬近い趣が見える。季語としては秋の「菊」の方が主となろう。山本健吉氏は、「菊の霜は秋 
か冬か分らない が、 京や近江は寒いから秋のうちに初霜が降ることはしばしばである」(『芭蕉全発句 b と述べておられる。 

朝茶を飲む僧の姿の、如何にも静かなことよ。庭には菊の花にもう霜が置いている。 

■■『ばせを盥』(朱拙•有隣撰、享保九年刊)の前書にある「样瑞寺」は、今の滋賀県大津市本堅田 一丁目、堅田に行け 
ば芭蕉が滞在したであろう千那住持の本福寺の北隣にあり、近江の臨済禅の中心道場として知られた寺である。この 
前書は信じてよいものと思われ、堅田での秋の吟とすれば元禄三、四年の作と推定される。寛治の『芭蕉句選拾遺』 
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も『ばせを盟』と同じ句形を収めているが、「堅田禅瑞寺にて」士いぅ前書は誤りである。句形は何れを信ずべきか 
定め難いが、『柿表紙』(吾仲撰、元禄十四年刊) はこの句の 板本初出で あるし、 下五の表現が なかなか働いているので、 
この 方を本位 句と した。 

朝の 勤行の 後、 禅寺の 方丈で僧が茶を飲んで いる。庭には 霜 置く菊の花。如何にも静かな禅寺の朝の光景である。 
「僧静 也菊の花」が 写生 的な感じなのに対して、 「僧 しづかさよ菊の 霜」 には挨拶句らしい相手への感情の動きがあり、 
「霜」 には 老僧を思わせる象徴味 さえ感ぜられる。 聊か道具立が 揃い 過ぎた 感じは否定し難いが、禅寺の早朝の静謐 
なたたずまいは、よく 描かれた句で ある。 

观祖父親其子の庭や柿蜜报8翁句集草@ | 蕉翁句集 

兎苓がち X の別墅なかしくしつらひて、園中數株の木實にとめるを 
祖父親まごの榮や柿みかむ (堅田集) 一駒 撮 •ばせを盟•門鳴子 
秋季(柿 iffi )。 

〇祖父「ォホヂ J 。 字を宛ててあるよぅに、親の父、即ち祖父をいぅ。「そも^- r にして、そのヂに齡をとり、 
又此孫成人して娌を よび、 同じ家に夫婦三組」(『日本永代蔵』卷六ノ五) 「 V 6 gr -」 (『日葡辞書』)。〇親「オヤ」。ここは「祖父」の子 
で「子」の親に当る人を指す。「その親をしりぬその子は秋の風支考」(『続猿蓑』下) 「 voya .」 (『日葡辞書』)。〇其子「把の f^」o 
「親」の子、祖父からいえば孫に当る人を指す。〇庭「ニハ」。祖父や親、その子と三代の家族が住む家の庭である。「庭に木曾作 
るこひの薄衣羽笠なつふかき山橘にさくら見ん荷兮」(『冬の日』) rNiua .」 (『日葡辞書』)。〇柿「カキ」〇「大和本草云、 W 、 
其類尤多し。本邦に木練•木淡•稗•渋柿有。京都の木練を上品とす。大和の御所の邑より多出るゆへに御所柿と云。又、木練に 
非ずして味早く甘きを木淡と云」(『滑稽雑談』) rcaqi .」 (『日葡辞書』)。〇 蜜柑 「ミ カン/ 「ミッ カン」 ともいった。温：？ r 蜜 ffi •记 
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州蜜柑等凡て橘の同類とされ、花は夏、実は秋季になる。「橘」 ( IVI ) 参照。「大和本草云、橘は蜜柑也。其花を花たちばなと云、 
古歌によめり。俗にたちばなと云物、柑子に似て小也。金橘より微大也。是本草の所謂柚橘歟、未詳。皮薄く味酸、橘類の最下品 
也。たちばなは橘の本名なるを、此果に名付るは誤り也。△これらの説、たちばなと云物は蜜租なる事明らか也。総て橘本十四品 
有と時珍本草に見えたり」(『滑稽雑談』)「山はみな蜜柑の色の黄になりて翁日なれてか ゞ る畑の露霜支考」(『蜜柑の色』) 

「 sican.J (『日葡辞書』)。 

la 祖父、親、その子と三代の人々が住むこの家の庭には、柿や蜜相がたわわに実をつけているよ。如何にも豊か 
で幸せなお屋敷だ。 

— 「さるもの、別墅に」(『蕉翁句集 J 1) 「堅田柳瀬可休亭にて」(『ばせを盥』)「築瀬可入亭にて」(『門鳴子』)等の前書があ 
り、寛治の『句選拾遺』にも「元四、堅田柳瀬可休亭にてと有。中七、孫のさかへやと有」とあって、中七を「孫の 
さかへや」とした句形に右の前書を付した真蹟のあったことが知られる。また、『蕉翁句集草稿』に「此自筆物に、 
さるもの、墅所にてと有」と注するのによれば、中七を「其子の庭や」とした真蹟もあったわけである。多くの資料 
が堅田の可休亭での吟であることを伝えている上、『堅田集』(歌雄ら撰、寛政十年刊)の句文は、許六の『泊船集書入』 
に「かた田に直筆あり」と記す原物とおぼしく、堅田住の兎苓の後裔素爷の所持していた真蹟を紹介したものなので、 
前書の内容も信憑性が高い。可休は元禄四年の『京羽二重』 M 「五条御幸町東へ入」と所書があり、『花見車』にも 
評判されている俳人であるが、その本貫が恐らく堅田であって、兎苔の父だったのであろぅ。兎苓も元禄四年八月十 
六日に堅田で催された芭蕉一座の歌仙に出座している。堅田の家には可休の父も健在で三代同堂の家だったのを賞め 
た挨拶句と思われる。芭蕉が秋に堅田を訪れたのは元禄三、四年であって、『蕉翁句集』や『句選拾遺』が四年とし、 
他の資料を見てもその可能性は大きいが、四年と断定出来る根拠はない。 

句形は『堅田集』の所伝が初案で、後に『句集草稿』等の形に推敲したのであろぅ。「栄」は挨拶の気持が強く出 
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た表現であるが、それを柿や蜜相の木の多い庭の さまをいう だけに とどめて、 豊か さを 賞める気持は裏の 含みとした 
のである。『句選拾遺』に「祖父と親その子の庭や柿みかん」 という 句形を伝えるのは、 「祖父」の訓み に 迷って 
「と」を加えたのではあるまいか。この形は 問題と するに当らないと思う。句は道具立が 多過ぎて少しごたごたし.こ 
感じはあるが、はずむような調子が芭蕉のくつろいだ気分を伝え、挨拶 句としてまとまって いる。 

柴のいほときけばいやしきな\れどもよにこのもしきものにぞ有ける 

このうたは東山に住ける僧をたづねて、西行上人のよませ玉ふよし、山家集 
にのせられたり。いかなるあるじにやとこのもしくて、ある草庵の坊こつか 
はしける 

聊しばのとの月やそのま\あみだ坊 (蕉影余韻所収真蹟懐紙) 

しばのいほときけばいやしき名なれどもよにこの4.しきものにぞ有ける 
このうたは東山に住ける僧をたづねて、西上人のよみ侍るとかや。猶そのあるじの 
このもしければ 

草の戶の月や其ま、あみだ坊 (定本色蕉大成所収真蹟懐紙) 

秋季(月)。 

〇柴 のいほと . ものにぞ有ける「 II の齡と 聞けば 殿し きがな れどもよに极もしき 嫩 にぞ护りける」。次に見えるように西 

行の歌で あるが、 『山家集』 には「しばのいほときくはいやしき名なれ どもよ にこの もしき 住ゐ也け り」 の形で見える。芭蕉真蹟 
の 歌形は憶えち がいであろう 。「粗末な草庵と聞くと 卑しい感じの呼び名であるけれど、実際来て見る と、 大変好 もしい 住居であ 


色蕉庵小文庫.泊船集.蕉翁句集.あみだ坊. 
鹿島詣 
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ったよ」の意。「柴のいほ」は、「柴の戸」( 1 §)と同じく粗末な草庵をいう。「よに」は、世間に比べるものがないことから、大 
変、非常に、の意になる。「何につけてか又とはれまし我だにもすまれぬ山の柴の庵救済」(『東玖波集』雑二)「みかへれば白壁 
いやし夕がすみ越人」(『はるの日』)「さ候へばこそ世にありがたき物には侍りけれ」(『徒然草』八十八段)「同じ着物揃- c -' 有し事こ 
のもし」(『好色一代男』卷八) 「 luo . i , luori . 」 「 lyaxij .」 (『日葡辞書』〇〇 このうた 「此の歌」。 ◦東山に住ける僧をたづねて 「東 
山に住みける僧を訪ねて」。「東山」は、京都東方の丘陵地帯。其処に住んでいた僧については、右の西行歌の『山家集』詞書に 
「いにしへごろ東山にあみだ坊と申ける上人の庵室にまかりてみけるに」とあり、この「あみだ坊」は不明ながら、一説に少納言 
信西の息明遍かという。「蒲団着て寐たる姿や東山嵐雪」(『枕屛風』)。 〇西行上人のよませ玉ふよ」 「西行上人の詠ませ玉ふ 
由」。「西行」は平安末期の歌僧。既出( 1 §前書等)。「上人」は、高僧に対する敬称。「玉」は、宛字である。「よし」は、以上の 
ような趣旨•事柄の意。下の「のせられたり」にかかる。「彼西行上人の、骨にて人を作りたて(『猿蓑』其角序) 「 X6nin .」 (『日 
葡辞書』)。 〇山家集にのせられたり 「山家集に載せられたり J 。 「山家集」 は、 西行の歌を集めた私家集。平安末期から 鎌 倉初期に 
かけての六家集の一として名高く、芭蕉の愛読書であった。「亡友芭蕉居士、近来山家集の風鉢をしたはれければ、追悼に此集を 
読誦するものならし/あはれさやしぐる、比の山家集素堂」(『陸奥衝』四)。〇 いかなるあるじにやとこのもしくて 「如何なる 
主にやと好もしくて」。西行の訪ねた柴の庵の主は、どんな人だったろうかと好感を覚えて、の意。「あるじにや」の後に r ありけ 
む」を補って解する。 〇ある草庵の坊につかはしける 「或る草庵の坊に遣はしける」。この「坊」 S 侶)が誰かは分らないが、 

西行の歌の詞書にある僧のように、東山の草庵に住んでいたのであろう。その人へ句を言い遣ったというのである。「つかはしけ 
る」の下に「句」が略されている。「かへりにけるのちに、よみて、はなにさしてつかはしける」(『古今集』卷二、貫之歌「ひとめみ 
し」 詞書) 「 Tloucauaxi , su , aita .」 (『日葡辞書 J )。 〇 しばのとの月 「柴の戸の月」。草庵の枝折戸にかかる 月。 ( 1726 ) 参照。 〇その 
ま、あみだ坊 「阿弥陀坊」は、前記『山家集』の詞書にある、 西 行の訪ねた東山に住む僧の名。芭蕉が句を遣った僧の境涯が、 
それと そっくり だというのである。 

ia 枝折戸にかかる月が、まことに侘びた風情だ。ここに住む御坊は、あの西行上人の訪ねた阿弥陀坊そのままの 
方なのだろう。 

■ E ■『色蕉庵小文庫』『蕉翁句集』『鹿島詣』(文化十年刊)には、『蕉影余韻』所収の真蹟懐紙と大同小異の前書があり、 
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『あみだ坊』(道彦撰、寛政五年刊)に r 柴の庵ときけばいやしき名なれどもよにこのもしきものにぞ有けるときこへ侍る 
は、ひがし山に住ける僧をたづねて西上人のよませたまひけるとなむうけたまはる。そのあるじの僧こそこのもしけ 
れ」とある前書も真蹟に拠るという。『蕉翁句集』に元禄四年作とする根拠は明らかでないが、真蹟は一一奈とも元禄 
初頭から三、四年頃までの筆蹟と認められ、芭蕉が上方にあった元禄三、四年の秋が成立年次として有力になる。 
「元禄四年九月の帰東出発前の揮毫」 S 田利兵衛氏『色蕉の筆蹟』)という推定もあり、本書ではこれを最下狠と見て比処 
に配しておく。文化板『鹿島詣』に収めるところから、その所蔵者の先祖で色蕉と交わりのあった医師本間道兑に関 
わる句ではないかと見る説は、相手を「ある草庵の坊」とする真蹟の前書と矛盾するし、筆蹟の年代から も到底従い 
得ない。「しばのと」「草の戸」両句形の先後は何れとも定め難く、『小文庫』や1翁句集』と一致する前者を本位 
句とした。 

古注に空也を引合に出したり、即心即仏の境地に関係づけたりしているのは、前書を知らないか無視した 上に、句 
意を誤解したものである。西行の歌文には見えない「月」を出したのは、季節のあしらい としての 役割の外に、仏教 
の悟境をあらわす「真如の月」の感じがなくはないが、色蕉の主眼は何といっても西行憧憬の情であろう 。 E し、 前 
書がないと、句意も句境も分りにくいところがあるのは否定し難い。 

观九 たび 起ても月の七ッ哉 (雑談集) 泊船集•蕉翁句集草稿•蕉翁句集 
秋季(月)。 

〇九たび起ても「九度起きても」。度々目ざめるさま。「九度は敢て九たびゆびを折て九度起たるにはあらず。唯秋夜の長き 
をいはむがために、九は数の極りなれば、かくはつくれるものなり」(何丸『芭蕉翁句解大成』)「舞姫に幾たび指を歼に けり (荷兮ご 



119 元禄四年 


(『あら野』卷六) 「 coconotgu . 」 「 mtotabi .」 (『日葡辞書』)。〇七ツ「七ッ」。午前四時。午前と午後の零時を九つとし、以降四つま 
で一つずつ数を減じて行く昔の時刻の数え方。従って午後四時をいう場合もある。貞門時代の『崑山集』に「九月十三夜深更に/ 
お月 さま やいくつ十三七つ時」の句があり、ここの「月の七ッ」には、童唄の「お月 さまい くつ、十三七つ」が発想の契機になっ 
たかとする説がある(井本博士『新編日本古典文学全集.松尾芭蕉集 1 』)「七つより花見におこる女中哉陽和」(『«猿蓑』 F )「 zana - 
t ? u . 」(『日葡辞書』)。 

ai 秋の夜長に度々目がさめて、もう夜明けかと起き出しても、月はまだ七つ時分の様子だ。夜明けには間がある 
なあ。 

auai 『蕉翁句集』に「旅窓長夜」と前書があり、『蕉翁句集草稿』に「此句自筆物に、旅窓長夜卜題有」とあるのに 
よれば、この前書を持つ真蹟に拠ったのである。但し、『句集』に「九たび超ても」とあるのは、後年の誤写と思わ 
れる。其角の『雑談集』初出で、同書が元禄四年年末の成立であるから、同年の秋までには成っていた句と見られよ 
う。四年九月十三夜の石山詣での時かとも考えられるが、なお確定的ではない。 

句の基本は秋の夜長を侘びる老情であるが、「九」と「七」の修辞によって、軽く興じた趣になっている。 

そのころそのほとりの田家に宿して 

棚稻こきの姥もめでたし菊の花 S 日記) 泊船集.蕉翁句集 

服部氏潛 □ 子、おもひかけず道のほとりにて出あひ侍りて、北村何某の もとへ 道び 
かれけるに、松•もみぢすみかをかこみ、菊•鷄頭庭にみだれて、秋のものどもな 
どとり入 ゆ^!しく 見え帋れば 
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t ねこき の姥 もめでたし 庭の きく (色蕉翁真跡展観録) 

秋季(稲こき•菊の花)。 

Bilil 〇 そのころ 「其の 頃」。 この前書は 『 S 日記』彦根部に見える支考の文である。この前に上方から江戸へ向う途次、李由フ 
住持する明照寺に泊った際の茜蕉と李由の発句•脇を録しており、その藝の「元禄五年神な月のは じめつ かたならん」を承けて 
「そのころ」といったのである。「元禄五年」は支考の錯誤で、芭蕉の東下は元禄四年でなければならない。また、句が秋季なので、 
九月末の吟ということになる。 〇 S ほとりの田家に宿して 「その避りの磬に齡いて」。現在の滋賀県彦根車田町にある明照 
寺近くの農家に泊ったことをいう。「ほとり」(1§前書)「田家」 ( DI 前書)は既出。「加賀の全昌寺に宿す」(『猿蓑』卷三、曾良発句 
「終夜」前書)。 〇稲 こきの姥 「稲扱きの姥 J 。 「稲こき」は稲穂から籾米を分離する作業。稲こき機にかけて扱き取るのである。そ 
^ る4女が 「姥」…娜)。「按、古 者 扱 二麦稲氣|以一- 一 i 小1 目-通 H 、 5 i ,- 持么1あ ©, ^也。もへ1秋犯時、則近1ぼ1 
孀婆為! >-11*; 以得 K 飽。而近年製：稲 ®^ 其形虬 k 牀 1 大釘数 わ？微^駘 齡把。あ MI 船。 其 慰 ■ふ十 i , 於歡ぢ故孀 
婆失 \ 業。因名， 一 後-家倒—〇又近頃以 X 鉄為 X 歯名 二 鉄-稲— M , こ(『和漢三才図会』)「売上は稲こきの歯にくわへ させ」(『柳多留』初篇) 
「稲 扱いなこき京•江戸共に、いねこきと云ふ。畿内にて、ごけだをしと異名す」(『物類称呼』巻四) 「 5ri IFr-IJ 
uotosu .」 (『日葡辞書』)。 〇 めでたし 既出 (I 况 )0 ここは 健康で 長生きなのを賞める 意で ある。 

農家0庭先に菊の花が咲いている。あたりで稲こきをする老女も、一兀気でめでたいことだ。 

__ 『蕉翁句集』には「田家に宿して」と前書がある。前述したょうに支考は『复日記』で年次を誤ってい るが、 

帰東の途次の作とすれば元禄四年秋、九月二十八日に桃隣を伴なって木曾塚の草庵を出た 後、 平田の明照 寺に入る 前、 
九月中の作と見られる。長い前書のある資料は村田利兵衛氏の所蔵。天保十三(一八 四 一一)年 八月伊賀上野の故郷塚で 芭 
蕉百五十回忌追善供養が催されるに当って展観された真蹟類の目録を記した稿本で、摸写された 五十点の中に見える。 
文中の「服部氏」「北村何某」については他に裏付けがないが、内容は略々信ずべきものであろう。 「菊の花」「庭の 
きく」の異同は、現段階では『笈日記』の句形を本位句とするのが当然であるが、若し『展観 録』 の 信憑性を増す 資 
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料が出現すれば、支考の杜撰誤伝の可能性もないではない。 

芭蕉の泊った「田家」(『展観録』の前書によれば「北村何某」の家ということになる)の主に対する挨拶句で、菊の 
花に老女を取合わせて、南陽酈県の菊水の故事(15<§参照)を背景にしている。この連想は言い古されたことであるが、 
……この句では長寿延齢の縁が一句の裏にひそめられてしまって、菊の花そのものが旧家の庭前の生きた姿とし 
てとらえられている。(『色蕉全句 fe 

という加藤楸邨氏の鑑賞が至当と思われる。「菊の花」と「稲こきの姥 J の配合は珍しく、「雅俗のおかしみ」(杜哉 
『蒙引 t になっており、全体としてさわやかな余情を持つ句に仕上った。 

元祿辛未十月明照寺李由子宿。 

當寺此平田に地をうつされてより、巳に百歳に及ぶとかや。御堂奉加の辭に日、 

竹 S 密に土石老たりと。誠に木立ものふりて、殊勝に覺ぇ侍りければ 

770 百歲の景色を庭の落葉哉 SWMO 韻塞•泊船集.蕉翁句集.真填集覧 

冬季(落葉)。 

i 〇 元禄辛未十月 「ゲン a クシ ンビ ジフグヮッ」 。「元禄辛未 J は元禄四年を指す。既出 (&§前書)。「十月更衣」(『あら野』卷 
六、荷兮発句「玉しきの」 前書)。 「 sguachi . 」 「mguat 」(『日葡辞書』)。 〇明照寺李 由 子宿 「明照寺李由子に宿す」。「明照寺」は、 
浄土真宗西本願寺派の寺院で、山号を妙法山という。寺伝では、明徳四( I )年祐海の開基。もとは近江国犬上郡多賀の後ハ Hi 
あり、平田山南麓の山脇村(現彦根市山之脇町)を経て、元禄十四年に彦根市平田町の現在地に移ったというが、天正期の記録に 
「ヒラタ明照寺」とある由であるから、元禄より遥か前に既に平田に移った ものと 思われる。後文参照。土地の人は「メン セ ゥジ」 
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と呼ぶというが、この直前に認めた九月廿八日付千那宛芭蕉書簡に「平田妙昌寺へも一宿立寄可申候」と書いており、この原簡は 
知られないながら、この宛字は当時「ミヤゥセゥ」と呼んだ、証左になると思う。「李由」はこの寺の第十四世住持で、蕉門の俳人。 
既出 ( n 娜前書)。「子」は軽い敬称である。「荷兮子が奴僕をしておくらす」(『更科紀行』)。〇 当寺此平 田に 地を うつされてよ リ 
「当寺此の平田に地を移されてより」。「当寺」は明照寺を指す。『韻塞』に「当時」とあるのは誤り。「平田」は前条参照。領主の 
命令などで山脇村から平田に移転させられてから、の意。「当寺三十二世の昔、真壁の平四郎出家して入唐、帰朝の後開山す」 
(『おくのほそ道』)「さいつ 比 田野へ居をうつして」(『あら野』員外、素堂発句「麦をわすれ」前書) 「 Ho < ji .」 rly^lo vtgusu .」 (『日葡辞 
書』)。〇已に 百歳に及ぶとかや 「已に百歳に及ぶとかや」。もう百年にもなるとかいうことだ、の意。「かや」の下に「語り云ふ」 
等の語が略されている。元禄四年より百年前は天正末年に当る。 r 既頹廃空虚の叢と成べきを」(『おくのほそ道』)「幾年経てかかげ 
ろふの小野の小町の百年に及ぶや」(謡曲「関寺小町」) rsudeniL 「 Momotoxe . i ,^ iacutoxe .」「 voyobi , u , 6 da .」 (『日葡辞書』)。 
〇 御堂奉加の辞に日 「御堂奉加の辞に日く」。「奉加」は、寄付の意。寺院の本堂など建立の為の寄付を募る趣意書が「辞」であ 
る。その中に以下の文がある、との意〇「ねざめ<のさても七十杜国奉加めす御堂に金うちになひ重五」(『冬の 日』) 「焼蚊 
辞を作りて」(『猿蓑』卷二、嵐 蘭 発句「子やなかん」前書)「その文にいわく」(『法明童子』) 「 Jvlid 6.」 rFo > ga.J (『日葡辞書』)。〇竹封 密 
に「竹 S 密に」。竹やその他の樹木がびっしり繁っていて。「封」は「樹」の古体。「昔季僅得求琴韻、何処孤墳竹樹中」 (『嵯 峨日 
記』丈艸詩) 「 chicu . 」 「 Mit . 」(『日葡辞書』)。〇 土石老たリと 「土 SI 老いたりと」。土や石が年代を経て苔など蒸しているさま。 
「竹封密に土石老たり」が「御堂奉加の辞」の中の文で、明照寺境内の状態を述べている。「松栢年旧、土石老て苔滑に」(『おくの 
ほそ道』 C 〇〇 誠に 「誠に」。「実に」の意で、「御堂奉加の辞にいふ通り」という気持をあらわす。既出 (I 逆刖書)〇〇 木立 もの ふ 
りて 「木立もの古りて」。木々のたたずまいに何処となく古色があって、の意。「もの」は接頭語。「いやしからぬ家の、奥ふかく、 
木だちものふりて」(『徒然草』四十三段 ) 「codachL j 「 Furi , ita , furite . …… i , Fus < natta . 」(『日葡辞書』)。〇 殊勝に覚え侍リけれ 
ば 「殊勝に覚え侍りければ」。「殊勝に」 は、 殊に勝れた意から、有難く神々しい感じをいうに至った語。神仏に関しては多くこ 
の意味に用いられる。有難く感ぜられたので、の意。 r 奇石さまに、古松植ならべて、萱ぶきの小堂岩の上に造りかけて、殊 
勝の土地 也」 (『おくのほそ道』) rxuxo >. Cotoni sugururu .」 (『日葡辞書)。 〇百歳の景色を 「百氣の- S . H - 足 S を」。百年を経た古色を帯 
びた景色を。「を」の下に「示す」等の語を補って解したい。この「を」には詠嘆的気分もある。「今将千歳のかたちと X のほひて、 
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めでたき松のけしきになん侍し」(『おくのほそ道 』) 「Yomono qexiqiuo nagamuru . 」(『日葡辞書』)。 〇落葉 「オチバ」。冬の季語。 
『御傘』に「木の葉ちる•おち葉は冬也。乍去色の字をそゆれば秌也」「落葉……木の葉ちるも同事也。……色と云字入れば秌也」 
とあって、これらの語に古人の感じた季節感が分る。「落葉衣といひては。霜のはかまのしたがさね。苔衣のうはぎなどいひなし。 
……猶山里の道もわけなく。谷川の流れもひつき。森も林もまばらなるけしき。又木がらしの女のこと葉をよせ。落葉の宮の名を 
たて。風のちぐさに見ゆるありさま。から紅に水く ゞ る景気なども」(『山之井』)「あはれなる落葉に焼や島さより荷兮 J (『あら 
野』卷七) 「 vochiba .」 (『日葡辞書』)。 

1*13 庭に落葉が積って、百年の歳月を経たこの御寺の古色を帯びた景色に、まことに相応しいことです。 
i 『韻塞』(李由•許六共撰、元禄九年刊)の前書は真蹟と略々同じであるが、冒頭部が「宿明照寺 g 鵠結*」となって 
おり、『蕉翁句集』では「宿明照寺 Ig + raIS 抒」とある。『泊船集』には「明照寺にて」と前書があり、『真蹟集覧』は、 
この句を記した霜月五日(元禄四年)付曲水宛芭蕉書簡を摸刻したものである。真蹟冒頭の年記によって年次は明ら 
かで、十月早々李由の住持する明照寺に泊った時の挨拶吟である。 

……気色と云詞は花美なる風情の詞なるを、是は寂寞の意に自然と聞ゆ。是則引替て遣たる所、翁の粉骨也。 

(信天翁 『 S の底』) 

という説は蓋し適評であろう。庭の風情を賞めながら、その間おのずから寂び色があらわれていると言いたい。「景 
色を」については、「……なるを」と取る説、「百年の景色さながら」と見る説、感動の対象を示す間投助詞から転じ 
た格助詞で、詠嘆的気分が強いとする説等、さまざまである。私は逆接には取りたくなく、間投助詞から転じた格助 
詞というのも、抑々それは助詞「を」の沿革として古代にあったことで、近世期の語法に適用するには疑問があろう。 
但し、詠嘆的気分のあることは認められる。結局、『色蕉俳句研究』で小宮豊隆氏の述べられた「さながら」説、「庭 
の落葉を見るとそれが如何にも百年の景色をよく表はして居る」と解するのが穏当と思う。この「を」は聊か不安定 
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な措辞であることは否めない。 

元祿五年神な月のはじめつかたならん、月の澤 ときこえ 侍る明照寺に羈旅の心 
を澄して 

S たふとがる淚やそめてちる紅葉 (晉 記) 泊船 集. 焦 翁句集. 笠の 影 
冬季(ちる紅葉)。 

〇元禄丑年神な月のはじめつかた 「■裏樂1 1 J の挪めつ^。以下の藝は S 基』震部に見える支考の文である。 
「神な月」は陰暦十月。その初め頃に「たふとがる」の句が成ったというのである。「元禄五年」が支考の錯誤であることは、「稲 
こきの」 ( IV I ) の句の条で述べた。「神無月の初、空定めなきけし き」 (『笑の小文』)「辛未のとし弥生のはじめつかた」(『猿蓑』卷四、 
嵐 蘭 発句「夢さつて」前書) 「 caminazzuqi . P . jc < guachi . 」 「 Fajime.J (『日葡辞書』) 〇〇 月の沢ときこえ侍る明照寺 「沿の於と M ? え 
侍る明照寺」。彥根郊外平田にある明照寺。前の句の条に既出。今も彦根の平田町南部に r ^?_ l _ rt という小字が残っている。「きこ 
ゆ」は、世に広く伝わって有名な意。「観音房•勢至房とてきこえたる大悪僧二人ありけり」(『平家物語』卷一 ) 「Yoni qicoyeta 
fit ? 」(『日 f 辞書』)。〇覊 旅の心を澄して 「羈旅の心を澄まして Jo r 覊旅」は、旅の意。 r 覊」は「麗」の俗字である。「心を澄 
す」は動揺する心を安定させて静かな心境にすること。寺院に泊ったので、仏道の悟境に縁のある表現をしたのである。 r _ 旅辺 
土の行脚、捨身無常の観念」(『おくのほそ道』)「ことりすをくいて、こをうみそだて》やしないけるを御らんじて、御こ k ろをすま 
してあはれにおぽしめしける」(『熊野の御本地のさうし 』) 「cocorouo sumasu .」 (『日葡辞書』)。 〇たふとがる涙や 「舉がる齡や」0 
明照寺の阿弥陀如来を尊信する善男善女の、有難がってこぼす涙。「か」を濁らずに「たふとかる」とすれば、衆生を済度しょう 
とする阿弥陀仏の慈悲の涙と取ることも出来るが、やや生硬な言い方でもあり、芭蕉を含む善男善女の涙とする方がまさる。また、 
蓮如の『御一代記聞書』に「法敬申サレ候。 タウトム 人ヨリ、 タウト ガル人ゾ タウト カリケルト、前前 住 上人仰ラレ候。面白 コト 
ヲイ フヨ。 タウトム 体殊勝ブリスル人ハ タウトク モナシ。タダ有難 ヤトタウト ガル 人コソタウトケ レ。面白 キコトヲ云ヨ 。モ トモ 
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ノコトヲ申サレ候トノ仰事 二 候卜云 A /」 とあることが、赤羽学博士の『色蕉俳句鑑賞』に紹介されている。他力信仰の 浄土真宗で 
は「タゥトガル」態度をよしとしていたことが分る。「や」は疑問に詠嘆を含む 助詞で、 下の r そめてちる」にかかって行く。「村 
人は関のむしろにこ ゞ なりて 土 芳鯖谷門徒を尊がりけり良品」(『横 日記』) 「 To < toi . J (『日葡辞書』)。 〇ちる紅葉 「把る紅み*; 」。 
冬の 季語。 「紅葉かつちるは秋也。ちりそむるは冬也」。「紅葉のちりて物を染る新式冬に成也」「川の紅葉……丸が云、紅葉かげの 
水にうつる鉢ならば秌〔成〕べし。うきてながる V 鉢ならば、落葉の事なれば冬に成べき也。只句鉢に随べし」(『御傘』)「行あた 
る谷のとまりや散もみぢ許六」 (『目 団扇』)。 

HEI 阿弥陀様を尊び有難がる我等善男善女のこぼす涙が、このように紅葉をあかく染めて散っているのだろうかな 
ぁ。 

1 r おなじく I (『泊船集』)「明昭等に駅旅の心を晴して」(『蕉翁句集』)「神無月のはじめ、月の沢と聞へ侍る明眧等に 
覊旅の心を澄して」(『笠の影』)等の前書があり、『泊船集』はこの句の前に「明照寺にて」と前書した「百年の」の句 
があるのを承けたのである。元禄四年十月の初め、東下の旅の途次に明照寺に立寄っての吟であることは、異論の余 
地がない。『笈日記』と『笠の影』(自蹊撰、元文 二 年成。李由三十三回忌追善集)には、二夜静るはり笠の霜」という李由の 
脇も録されている。 

「そめて」の主体を「涙」とすれば、善男善女の涙が紅葉を紅く染めるのであるし、「紅葉」を主体とすれば、紅葉 
の紅い色が人の涙に映ずる趣になる。紅葉が散って物を染めるという発想も例があることで、後者のような解もある 
けれども、ここは「涙」が主体と見るべきであろう。 r 寄紅葉懐旧と云事を宝金剛院にてよみける/いにしへをこふ 
るなみだの色ににてたもとにちるはもみぢなりけり」(『山家集』中)「山里は袖のもみぢの色ぞこきむかしをこふる秋の 
なみだに」(『夫木抄』卷卜五、慈鎮)等の古歌の背景が考えられ、芭蕉自身も細道の旅中、 

洞の地蔵にこもる有明 翠桃 
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蔦の葉は猿の泪や染つらん 翁(曾良書留) 

といった付句を作っている。折柄明照寺'の境内に紅葉の散る景色を見て、あの紅葉は善男善女が 阿弥陀仏を有難が っ 
てこぼす涙が紅く染めたのかと言ったのである。その知的はからいを嫌って、この句を評価する 向きは少い けれども、 
ここでは古い寺院に対する虔しい信仰心と散る紅葉の鮮やかな色彩感とがよく調和して、しんと寂まった「心を 澄ま 
す」境地をあらわし得ていると思う。「や」にも纏綿たる情趣を伴ない、調べも落着いて捨て 難い味わいがある。挨 
拶句として佳作と評してよかろう。 

庭興卽事 

取作りなす庭をいさむるしぐれかな i 蹟懐紙写) 

みのゝ國垂井の宿矩外が許に冬籠して 
作り木の庭をいさめるしぐれ哉 <蕉翁句集) 

冬季 (しぐれ)。 

〇庭 興即事 「ティキョゥソクジ」。「即事」は、眼前その場の事を詠んだ詩歌の類をいう。既出(1§前書)。庭の面白さをそ 
のまま詠んだ句の意。〇作りなす庭「作り為す庭」。 r 作りなす」は、人工を施して作り上げること。 r せんざいの草木まで心のま 
、ならず作りなせるは、見るめもくるしく、いとわびし」(『徒然草』十段) rH - oucurinaxi , su , ita . 」(『日葡辞書』)。〇 いさむる 
「勇むる」。ここは生き生きさせる意。既出 (1225 前書)。慰める、鎮めると解するのは非。「いさむ」は「諫」「禁」の意から「勇1_ 
の意へ展開して来た語であるが、うたた寝を親が諫める連想から「うたた寝」との縁が古く、更には人の眠りをさます時雨の音か 
ら、時雨との縁も深い語であったという(深沢真二氏「連歌の変奏」—『連歌俳«研究』九十号—参照)。 
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1時雨が一しきり降って、趣深く作り上げた庭を、一際生き生きさせていることだ。 

Bi 『蕉翁句集』の前書にある「矩外」は「規外」の誤りで、垂井(現岐阜県不破郡垂井町華井)にあった浄土真 
宗本龍寺の八世住職、享保十九(|七畐)年一月十日、七十歳で歿した人という。『後の旅』(如行撰'元禄八年刊)所収、 
規外の芭蕉追悼句「今からは雪見にころぶ人は誰」の前書に、「芭蕉翁元禄四年の冬我寺に来給て」云々とあり、ま 
た『国の華』(支考ら撰、宝永元年刊)に見える規外と色蕉との付合の前書には、「芭蕉翁 行脚の 時、予が草 戸を 扣 きて、 
作りなす庭に時雨を吟じ」ともあるから、元禄四年十月江戸へ赴く途次、近江から美濃に入って垂井の本龍寺での吟 
と推定される。 

「庭興即事」と題した柿衛文庫蔵の懐紙は、晚年の軽みの書風の代表的なものとして有名であったが、近年印が偽 
物と認淀され、真蹟としては疑念が持たれるに至った。しかし、句形は右の『国の華』に見える規外の句の前書によ 
っても裏付けられるし、何かこの元になる真蹟があったのではあるまいか。『蕉翁句集』には「作り木の」という句 
形を掲げて、「此句は露川が門人の何がしが集に出たり」と注してあるが、露川の門人の集がどの集を指すか確認出 
来ず、たとえそれが出て来ても誤伝の可能性を否定し難い。「作りなす」の句形を本位句とした所以である。『真蹟拾 
遺』によると、「宿本龍寺」と題した真蹟もあったという。 

木や石の配置が面白く、念入りに作られた庭に時雨が降って、一層趣を引き立てると賞めた挨拶の句である。「作 
りなす」或いは「作り木の」を、人工が過ぎたように解するのは、挨拶の意に適わないから 良く あるまい。深沢真 二 
氏は連歌以来の「_>さむ」と「しぐれ」の語の関わりを檢討され、「時雨は、うたたねをするなという親のいさめ 
を思い出させるように、人を眠りから覚まさせるものですが」という説明を前提にして、 この 句は「いさむる しぐ 
れ」という言葉を用いながら、連歌での語義をややずらしつつ「作りなす庭」と結び付けて、新しい時雨の 情趣を 言 
い留めようとしたという見方を提示しておられる (深沢氏前記論文参照0 
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阳ねぶかしろく洗あげたる寒さかな S # 自画賛) 

葱白く洗ひたてたるさむさ哉 S 塞) I 泊船集.蕉翁句集 
冬季(ねぶか.寒さ)。 

H 0ねぶかしろく洗あげたる 「葱白く洗ひ揚げたる」。「ねぶか」は「根深」の義で、ねぎの異名。冬の季語になる。既出(I 
瓜)。『和漢三才図会』葱の項に、「茎根長白-色俗呼日：根葱 fix 名®-〇経： J 相則彩®:;堪：煮-食？味甚甘-美、温能1，1寒 M,—o 所—！I 
冬—葱是也。……下-野-州梅-沢濃-州宮-代之葱-白、其白-処近/尺長，|於葉 - 也」とあり、宮代村(現岐阜県不破郡垂井町宮代)は 
この句の成った垂井の規外亭から程近く、ねぎの名産地であった。「洗あげたる」は、畠から取って来たものをすっかり綺麗に洗 
ったさま。「葱を只きと云。故に俗に葱を呼て一文じと也。△按に、和俗根深と云、葱の類にて此種其根ふかし也。東国に産する 
物、青き所二分、白き所八分なる物有。京畿にい まだ 見ず」(『滑稽雑談』)「霜先は鴨なつかしき根深かな松江維舟」 (『桜川』冬 I) 
「チリアクタヲアラヒアゲテ此銭ヲ尋出ス」(多胡辰敬家訓〇 

HES 取り立ての葱をすっかり綺麗に洗った、その根が一際白く、寒々と目にしみることだ。 

— 前の「作りなす」の句の条にも引いた規外の句「木嵐に」の前書に、「芭蕉翁行脚の時、予が草戸を扣きて、 
……洗ひ揚たる冬葱の寒さを見侍る折からに」とあるのは、この句のことに違いなく、垂井の規外の許で成った句と 
知られる。真蹟自画賛は、今は焼失したというが、俎板の上に葱三本を描いたのにこの句を賛してあり、この時規外 
に与えたものであったろう。『韻塞』の句形は初出板本であるだけに注意しなければならない。「洗あげたる」が洗っ 
てしまった後の感じなのに対して、「洗ひたてたる」は今洗いつつある情況とも見える。しかし、前掲の規外の文に 
も「洗ひ揚たる」とあり、加えて自画賛があることを考えると、「洗ひたてたる」には誤伝の可能性も否定し難く、 
本位句は「洗あげたる」の形を採るべきであろう。 
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この句、以前は川岸などで農婦が畠から抜いて来た葱をざぶざぶと洗って積み上げている情景と取る説が多かった。 
句としてはそういう鑑賞もよく、読者の受取り方は自由であってよいが、右にいった芭蕉自画に俎板が描かれていた 
ところを見ると、これは規外の本龍寺の庫裡にあった葱を動機としたものらしい。もてなしに出る名産の葱を賞めた 
挨拶の意を句に読み取るべきであろう。句柄からしても、その新鮮さは印象深いものがある。『韻塞』の句形で解す 
るものが多く、「洗あげたる」の形は、自画賛以外には蝶夢の『芭蕉翁発句集』あたりが古いものなので、こういう 
傾向も自然の成行であり、「洗あげたる」を初案、「洗ひたてたる」を改案と見る説も出ている。 r 洗ひたてたる」に 
は強調の意があるので、この方がすぐれていると見られ勝ちであるが、前述したように『韻塞』の句形には誤伝の可 
能性もあって、これが定案である保証はない。この句は真蹟自画賛の句形で鑑賞するのが穏当であろう。 

此句は、寒気の甚しきをいはん迚、此寒さたとへば葱の白根を白 AZ と 洗ひ立たる ごとくの 寒さ 也と いへ り。(正月 
堂『師走囊』) 

というように譬喩の意と取っては良くない。これは葱の根の白さに寒さを感じ取っているので、いわば寒さの視覚化 
ともいうべき感覚の冴えを見せているところが核心なのである。 r 洗あげたる寒さ」という一気の把握によって、こ 
の「ねぶか」は寒さの象徴にまで到達していると思う。 

葱を洗い立てたそのきわやかな純白に、「寒さ」の視覚的な等価物を見ているのである。一本の棒のように詠 
み下し、単純さの極致において、「もの」の中核を摑み出し、そこに「寒さ」の本質を把握した句である。…… 
寒さのくるのが早い関ヶ原の近辺としては、「寒さ」の真髄において句を詠むこと も、 土地への褒美の意味とな 
ったであろう。(『色蕉全発句』) 

という山本健吉氏の所説は、「洗ひたてたる」の形での鑑賞ながら、傾聴すべきものを持っている。挨搂句がそのま 
まで高次の表現を獲得した好例といえよう。 
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千川亭に遊て 

別折^^に伊吹をみては冬ごもり i 旅) 冬かっら 

千川亭 

折^-^に伊吹を見てや冬籠 S 日記) 一泊 船集.蕉翁句集 
冬季(冬ごもり)。 

^0〇千 川亭に遊て 「千川亭に遊びて」。「千川」は、岡田氏、通称治左衛門。美濃大垣藩士で、父の宮崎荊口、兄の此筋、弟の 
文鳥と 共に俳諧を嗜み、芭蕉の指導を受けた。 宝 永 三 (I 七 QC 年九月十一日殘、享年三十余と伝えられる。芭蕉が大 垣の彼の家に 
招かれた時の句なのである。〇 折^^に伊吹をみては 「折-^に炉吹を見ては」。「伊吹」は美 濃と近 江の境に 聳える山。既出 
(m§)、 大垣からその山容が望まれるので、千川の家から伊吹山を時々眺めて はと いって、その眺めを賞めたのである。 〇冬ごも 
U 「冬籠り」。冬の寒さを厭って家に籠居す る ことをいぅ季語。既出 (n437 等0 

E 3 EE 3 ここの御主人は時折あの伊吹山の姿を眺めては、悠々と冬籠りをしておられる。まことに羨しい御環境だ。 
■ ai 『冬か•つら』(杉風撰、元禄土一一年刊)所収の千川の句「折くの時雨伊吹はぬらせ ども」 の前書に、「ある年の 初し 
ぐれを凌ぎ、予が茅舎に笠を脱給ひしころ」としてこの句を引用しており、元禄四年十月東下の途次に大垣に立寄っ 
た折の句と推定される。大垣には貞享元年十月にも滞在したことがあるが、この年はまだ千川が十歳前後と若過ぎる 
ので、元禄四年の方が相応しい。『後の旅』では元禄二年の作句と混在していて年代が紛らわしいが、二年の滞在は 
九月であって、冬の句を詠む箸はないのである。 

句形については、『笈日記』の「見てや」も芭蕉らしい措辞ではあるが、『後の旅』が地元大垣の集で あり、 当事者 
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の千川自身が『冬かつら』に引いている句形と も 一致する「みて は」を 本位 句と したい。 

千川亭からの眺望を賞した挨拶句に過ぎないが、落着いた佳句である。陶淵明の詩句「悠然見，，南山 L 1 (「飲酒」其五) 
の趣も見えるが、まだ二十そこそこの千川にとって、隠者に擬せられるのは面映かったかも知れない。加藤揪邨氏は、 
亭主千川の清閑な冬籠りの姿を好もしいものとして見てとることから、千川の心の内側に入ってその冬籠りを 
詠みとったもの、それがそのまま挨拶の句となっているものである。……「見てや」であると、外側から冬籠り 
の暮らしぶりを推察し、羨望する心があらわになるが、「見ては」だと、相手の境遇に滲透融合して詠んだ自然 
さが出て来る。その意味でも、「見ては」の方に惹かれる。(『色蕉全句 fe 
と見ておられる。 r てや」は千川の境涯を推測している表現であるだけに、挨拶性がより強く出るよぅである。「て 
は」であると、それが内側に籠められ、その分千川の境涯そのものが表に出て来ることになるのだ。 

伊吹山は千川亭から西に見え、最も印象的な雄偉な山であった。非常に天候の変化が多く、たびたび雲間に姿を 
隠すが、「折^^に」とはその山の特色を端的につかんでいる。土地の名山を詠むことは、大国へ行った句作者 
の礼儀でもある。……芭蕉は来訪者だから、冬ごもりをする主体はもちろん主の千川であり、千川の立場に自分 
を移行させてこの句を発想しているのである。『笈日記』などには中七「伊吹を見て や」 とあるが、 これ だと疑 
問の意になり、「見ては」だと主の気持になって詠んだことになる。僅かに テニヲハ ー字の違いで発想の根本が 
違い、こもる心の深さに違いが生れてくる。相手の境涯に自分を没入させることで、その結果、その人の境涯と 
家と 土地とを讚えるのだ。 (『色 蕉全 発句 jp 

といぅ 山本健吉氏の鑑賞も良い。元禄二年の「其 ま X よ 月 もたの まじ 伊吹山」 ig ) の句では、山その物を描くこと 
が亭主への挨拶の意に叶ったのであるが、当面の句では「冬ごもり」の境涯が中心となり、其処からの点景として伊 
吹山が描かれているのである。 
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7/5 ふらずとも竹樹る日は蓑と笠 SI— i - l - l - l - II . 

ふらずとも竹植る日やみのと 笠(真蹟画賛) 一木枯.蓑笠.鉢扣 

自畫贊 

降らねども竹植る日は 蓑と笠 (浪化日 S 
夏季(竹樹る日)。 

〇ふらずとも「降らずとも」。雨が降らずとも、の意。〇竹樹る日「攸皆うる0^」。「樹」は動詞に用いた場合、「植える」 
意になる。ここはヮ行下二段の古典的基準に従うが、『鉢扣』(長父.花天撰、正徳二 年刊) には 素堂の句の前書に「降らず とも 竹う 
ゆる日や蓑と笠」として引用されている。 この 動詞は近世期にはヤ行に活用するのが一般であったから、実際には 多く「ぼかる」 
と III まれていたであろう。 ( 1 52) 参照。竹の移植を陰暦の五月十三日に行えば枯れない という 中国の俗信が あり、この日を竹酔 
日•竹迷日などというのに基づくが、近世初期の歳時記類には採り上げられていない。「五月十三日……此日、竹を税 M 4へし。晋 

書に五月十三日を竹酔 日と す。 . この 日 竹をうゆれば、かならず®としるせり」(『日本歳時記』)「魯町日、竹植る 日は古来ょり 

季にや。去来日、不覚語。先師句にて初て見侍る。古来の季ならずとも、季に然るべき 物あらば、撰び用 ゆべし。 先師、季節の 一 
つも探り出 b たらんは、後世にょき賜と也」(『去来抄』 故実) 「五月十三日、古人謂こ之竹酔日一又謂こ之竹迷日 一 栽/竹多茂盛。或陰 
雨則鞭行、明年争茎交出。△和俗も此日を用ゆ。又竹誕 日と て争を採食ふ事なり。竹養 日ともいへり」(『滑稽雑談』)「竹植る其 
日を泣や村しぐれ素堂」(『鉢扣』) 〇〇蓑と笠 rm と^ IJO 雨のための用意で ある 〇 ( mg ) 参照。 

蓑笠を着た姿は、竹を植えるのに如何にも相応しい。たとえ雨は降らなくとも、竹を植える日には蓑と笠をつ 
けて作業したいものだ。 

■ B 「竹木因亭」(『晉記』)「おなじく」(『木枯』)「画\竹自讚」(『末若葉』)「竹酔日」(『泊船集』)「木因亭」(『蕉翁句集』)等の 
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前書があり、元禄五、六年の揮毫と思われる信ずべき自画賛が現に三点伝わっている。『木枯』の r おなじく」とい 
うのは、その前にある「画賛」を承けたものである。柴田笥浦氏の『谷木因』によれば、『笈日記』にいう木因亭の 
画賛は、その後裔の谷家に伝来したといわれ、また膳所の正秀追善集『水の友』(松琵撰、享保九年刊)には、芭蕉の上 
方行脚の際正秀の竹青堂を賀した句とも見える。同じ句をそれぞれの場合に適用したのであって、何れも事実であっ 
たろう。木因亭を訪れた時としては、貞享元年、同五年、元禄二年、同四年等が考えられ、画賛は必ずしも当季に限 
らないこともあって、何れとも定め難い。元禄四年冬に木因亭を訪れた確証はないけれども、その頃までに句が成っ 
ていたことは確かなので、姑くここに配しておく。 

「日は」と「日や」の異同は、どちらが先か卒かに断じ難い。「日や」とここに切字を入れるのは、表現上やや拙い 
感じもあり、現存自画賛や『笈日記』の一致する「日は」を本位句とした。 r 降らねども」は表現として稚拙で、恐 
らく誤伝と思われる。 

竹酔日は五月雨の頃なので、蓑笠姿が相応しく、実際にも竹を植える作業には、そういう姿が多いであろう。そこ 
で「ふらずとも」と打ち出したところに、興じた調子が見える。蓑笠姿を実用としてではなく、風流なものとして愛 
賞するのである。竹の画の賛として相応しく、蓑笠姿は俳味も十分だから、いろいろの場合に揮毫したのであった。 
古注に一一十四孝の孟宗が雪中に竹の子を掘ることを云々して.いるのは、あらずもがなの付会である。『笈日記』に 
r 是は五月の節をいへるにや、いと珍し」、『木枯』に r 此句より竹うゆる日の季と成しも、翁の晚作也」と注してお 
り、〔語釈1_1に引いた素堂の句も、色蕉のこの句から出ているもので、当面の句は「竹樹る日」を季に用いた^ iK と 
してよかろう。 

……蓑笠は決して雨に備へる為ではない。た V 折からにふさはしいその姿を愛し、風情をめづるのである。…… 
それは竹酔日が五月十三日だといふ事実に基く事は言ふまでもない。しかしこの場合それよりももつと重要な事 
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は、竹植うる日に伴ふ五月雨頃の季節感なのである。それを蓑と笠の風情に見出したのが芭蕉の手柄で あつた。 
これは五月十三日といふ暦日から得た新季題ではない。竹を植 i る情趣の中から探り出された季節感である。だ 
からこそ季節の一つも探り出すといふ事が、後世へのよい賜物とも 言 はれるのである。支考は『古今 抄』にこの 
句を …… 画図の体と評し、1 f 説叢大全』はこれを承けて「誠に蓑笠の姿、有声の 画とも云べき風流な り」 と言つ 
て居る。適評にちがひないが更にその画中から五月雨頃の風情を看取せねばならぬ。(『色蕉俳句新講』) 

という潁原退蔵博士の所説は、確論というべきである。 

耕雪子別 E 則時 

那«に句ひやつけし歸花(後の旅) 泊船集•蕉翁句集 

冬季 (« •帰花)。 

I M - ia Ba 〇耕雪子別 11 「耕雪子」は伝未詳。『後の旅』の初めに、大垣に縁のある色蕉の句を録した中に見えるので、大垣の人であ 
ろう。「子」は、軽い敬称。「別墅」は、本宅以外の別荘、下屋敷等をいう。「住る方は人に譲り、杉風が別墅に移るに」(『おくのほ 
そ道』) 「 Bexx ?」 (『日葡辞書』。但し、「墓所」の意とする)〇〇則時 r ソクジ/「即時」に通じ、「即興」の意とする説が多いが、詩 
題としては馴染まない語である。これは恐らく r 即事」の意で、眼前その場の事を詠んだ詩歌の類に題する語で、字を誤ったもの 
と思われる。既出 ( I §、 IVz/2 前書〇〇 m r コガラシ」と訓む国字。冬の季語。既出 (I 別等) 〇〇匂 ひやつけし 「蛾ひや ft° けし」 0 
この「匂ひ」は視覚的なもの。色どりを添えたのか、というのである。「や」は疑問。句は「つけレ」で切れる。「かみいとながき 
女をかき給ひて、はなにべにをつけて見給ふに」(『源氏物語』末摘花 ) 「Irouo tguquru .」 (『日葡辞書』)。〇帰花「獻り M - J 。 初冬の 
小春日和に、草木が時節はずれの花を咲かせること。冬の季語である。既出 ( I 沿)。 「初冬…… かへ り花 小春-二何花も咲 事 有」(『誹諧 
初学抄』)「和俗の冬月の頃ほひ、諸木或は草類の花開くをすベてかえり花と称す。中華に云狂花、又墟花の類也。俳道に冬に 用ひ、 
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則正花と用ゆ。一木一草に不 〆 限故也」(『滑稽雑談』)。 
ai 時ならぬ帰り花は、こがらしの吹くこのお庭に色どりを添えているのでしょうか。 

■2 ■■『泊船集』と『蕉翁句集』には「ミノ耕雪別墅」と前書がある。大垣での初冬の吟とすれば貞享元年か元禄四 
年の作であり、『蕉翁句集』は元禄四年の部に出すけれども、『後の旅』では年次を明らかにせず、排列も年代順には 
なっていない。姑く四年十月以前と見るにとどめておく。『旅寝塚』(撰者未詳、寛延四年刊)なる書には、中七が「匂ひ 
やつけて」となっているというが、この措辞は拙劣で信じ難い。 

帰り花の咲く庭の風情を賞めて挨拶としたまでで、「主を花に興へ、我を風として花の香を佩たる趣意」 S 天翁 i 
の底 JI) などとは取らぬ方がよかろう。「木枯の頃なれど御住居は別段である」(『芭蕉句集講義』菱花説)というのである。 
「句ひやつけし」が「«」に相応しくなく、空疎な技巧に終っている。 

畫 讚 

7/7西行の草鞋もか^'れ态の露 g 日記) 泊船集.蕉翁句* 

秋季(露)。 

11 〇 画讚 「グヮサン」。画を賞めて記した句であることを示す。画は松の樹を描いたものだったであろう。「画讚」(『猿蓑』卷 
四、芭蕉発句「山吹や」前書)。〇 草鞋もか、れ 「草鞋も懸れ」。「草鞋」は旅の必需品としての趣向。既出 (122; 等)。松の枝に草鞋 
でも懸っていてほしいという願望を、命令形であらわした。「つ ゞ じ咲残り' 山藤松に懸て」(「幻住庵記」) rouguinicacaru .」 (『日 
葡辞書』)。〇杏の露「恋」は「松」の異体字。松の枝や葉からしたたる露。露が画にかいてあったわけではあるまいが、季節のあ 
しらいとして添えたのである。 
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しとどの露に濡れたこの松に、西行の用いた草鞋でもかか ？ ていてほしいものだ。 そうしたら 風情 も-? Ak - であ 

ろう。 

，一 ■ 『笈日記』大垣部に見え、画賛なので何時の作とも定め難い。『蕉翁句集』に貞享五年とする根拠は不明である0 
画賛の場合必ず秋の作とも限らないので、姑く最後に大垣に立寄った元禄四年十月までに成った ものと 見る にと どめ 
ておく。 

積翠の『芭蕉句選年考』に「或る行脚の僧の日、松に草鞋の懸りたる図の讚とぞ」とあるが、「草鞋もか ゞ れ」 と 
いうのは、画に無い物を願望として言ったのだから、画に草鞋が描いてあった答はない。画に無い物を賛句で加えて 
興とした趣向なのである。「草鞋」を出した ところに、 西行の旅の境涯を慕う心が見える。西行が讚岐で 草庵を結ん 
でいた時の歌として、 

いほりのまへに、まつのたてりけるをみて 
ひさにへてわが後のよをとへよまつ跡しのぶべき人もなきみぞ 
こ\をまたわれすみう くて うかれなばまつはひとりにならんとすらん 
等を始め、庵の松の歌が『山家集』下に並んでいる。 こうした 西行歌の連想が あったと 見てよかろう。 

观 水仙 やしろき障子のとも ^:一 り (皺^物語) 笈日記.泊 船 集.蕉翁句集 
冬季(水仙)。 

〇水仙「スヰセン」。ヒガンバナ科の多年草。暖地の海岸に自生し、観賞用に栽培もされる。細長い厚質の葉が地下の鱗茎 
から出て、葉の間から花茎を直立し、冬から春にかけて清楚な感じの 白 や黄の花を 開く。季語としては冬。「水仙花……霜がれの 
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草の中に。いさぎよく咲出たるを。菊より末のをとうと ゞ もてはやし。雪の花に見まがひていかにすいせんとわきかぬる心をもつ 
らね。又葛もて作るすいせんにもそへ。花瓶の口をすいせんくわなどもいへり」(『山之井』)「水仙花……螽海集には小寒の節の花 
也」(『増山井』)「水仙や練塀われし日の透間曲翠 J (『続猿蓑』下) 「 suixenqua . 」(『日葡辞書』)。〇 しろき障子のとも移り 「白き 
障子の共映り」。水仙の花の白さが白い障子と映り合うさまをいつた。当時「映り」に「移」の字を宛てる慣用があつたようであ 
る。「障子ごし月のなびかす柳かな素龍」(『炭俵』上)「日あたりや寒紅梅のとも移り学二」(『千鳥の恩』) rx 6 jr - andon , s -. ro , 
S 3 SS 3 Mdouo faru . 」<『日葡辞書』0 

HE 1 水仙の花が如何にも美しい。小ざつばりと白い障子が映り合つて、まことに好い感じだ。 

■ E ■「元禄三年の冬神な月廿日ばかりならん、あつ田梅人亭に宿して、塵裏の閑を思ひよせられけむ、九衢斎とい 
へる名を残して」(『笈日記』)「熱田梅人亭にやどして」(『蕉翁句集』)等の前書がある。『皺宮物語』には句の前に、 

……程なく幻住庵を見捨、武陵に趣たまふ折、支考、桃林の二法師ともなひて梅人子が許へおはして 
と述べ、発句以下九句の付合を録している。幻住庵以後の事で支考と桃隣を伴なつた東下の旅の途次であるから、元 
禄四年十月熱田に於ける作にちがいなく、『笈日記』の「元禄三年」は支考が年次を誤つたものと認められる。支考 
は上方を出発するのが遅れて、熱田で色蕉と桃隣に追い付いたのであつた。梅人は、名古星の越人が後年に著した 
『猪の早太』(享保十四年刊)にこの時のことを述べて、「熱田の表びす屋に翁止宿せられし時」とある宿屋の主人かと思 
われ、芭蕉の発句に「炭の火ばかり冬の響応」と脇を付けてい'る。 

茶室の床に水仙が生けてあつたのであろう。『続芭蕉俳句研究』で小宮豊隆氏は、東側と南側の障子に明るい日光 
が射して、その角の卓などに水仙が生けてある情景を想定しておられ、諸説が出ているが、その条の露伴説に、 

水仙も白く、障子も白く、互に映発してゐるのだ。炭の火ばかり(引用者注、梅人の脇を指す)は、茶の炭手前の心入 
れを謙遜的にただの炭火にして云つたので、茶室であらうと思はれる。水仙が障子の側に在るのでは小宮君の説 
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の如く解さねばならぬが、水仙は床の間に在ると思ふ、では障子と共うつりと云ふがよいと云はるるか知らぬ が、 
此障子は床の間のそばの小障子で、普通建築の椽近くの出入りの障子では無いと思はれます。 小 窓に、掛 障子と 
しふものがある、それだと思ひます。 

とあるのが確説で、近時安東次男氏も、「日当りのよい南向の部屋などでは、この句の面白さはないのだ。坪庭から 
でも明り窓からでもよいが、紙という絶妙な材質を通して程々に抑えられた光が花生の スィ センに 届く、 と 読んでこ 
そ「とも移り」の工夫になる」(『色蕉発句新注』)と述べておられる。もとより水仙が中心であって、 tn こ障子の白が 
映り合うのである。その席の寂かなたたずまいを述べただけで挨接とした句で、水仙の花のような清楚な品格を持っ 
ている。 

新城はむかし阿叟の逍遙せし地也。なにがし白雪といふおのこ、風雅の子ふた 
り もち侍る。二人ながらいと かしこく ぞ侍る。阿叟もその少年の才をよみして、 

是を桃先•桃後と名づけ申されしを、支考も名の說かきてと V めける也 

779其にほひ桃より白し水仙花 g — 

冬季(水仙花)。 

〇新城「シンシロ」。今の愛知県新城市。豊川の東北に当る山間の町である。当時は旗本菅沼織部の知行所であった。以下 
の前書は支考の文。〇むか し阿叟の逍遥せし地也 「 t 日し！：§!?の1?避せし配 MJO 「阿叟」の「叟」は「翁」と同じく年寄りの男を意 
味し、「阿」は「おじいさん」の「お」のように、親しんで呼ぶ場合の接頭辞。支考は芭蕉を指すのによ くこの語を用いる。「逍 
遥」は、ぶらぶら 歩く ことで、ここは旅の途次その辺に来たことをいう。嘗て色蕉が旅の途中その辺に来た土地 だというの' t :' ある0 


泊船集.茶の草子•蕉翁句集草稿.蕉翁句 
集•奥の枝折 
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『笈日記』の書かれた元禄七、八年頃から三、四年前の事に過ぎないが、「むかし」という語は比較的近い過去に就いても用いられ 
る。「吾腸を見せけるよとて、阿叟も見つ X わらひ申されし」(『笈日記』)「吾逍遥 優 遊ノ地 也」 (『太平記』卷二十四) rxo > yo >. 
Farucani asobu.J (『日葡辞書』)。 〇なにがし白雪といふおのこ 「何某白雪といふ男」。「白雪」は太田氏、名は長孝、 通称 金左衛 
門。新城の庄屋で、釀造業をも営み、屋号を升屋といった。白雪は俳号で、芭蕉と会ったのは この 時が最初であるが、尾張鳴海の 
知足を通じての入門だったらしい。『誹諧曾我』『きれ</-』『三河小町』等の撰著は、色蕉関係の貴重な資料を含んでいる。享保 
二十(一七 一一I 五)年六月七日残、享年七十五。「なにがし」は、俗名などをおぼめかした表現である。既出？^刖書 等)。 「おの こ」 は 
「をと こ」 と同じ。「お」は「を」の仮名ちがいである。「あるは宮守の翁、里のおの こ 共入来りて」(「幻住庵記」) rvonoco.J (『日 
葡辞書』)。 〇風雅の子ふたリもち侍る 「風雅の子二人持ち侍る」。白雪が風雅、より精しくは俳諧を嗜む子を二人持っている、の 
意。 〇二人ながら 「二人ながら J 。 二人共に。「彼岸過一重の花の咲立て野坡三人ながらおもしろき春執筆」(『炭俵』上)。 
0 いとかしこくぞ侍る 「いと賢くぞ侍る」。大変利発である。〇 少年の才をよみして 「少年の木を嘉して」。「よみす」は、賞め 
る こと。芭蕉が白雪の子たる二人の少年の風雅の才を賞めて。「悼少年」(『続猿蓑』下、惟然発句 「かなしさや」 前書) r 才身ニタリ、 
栄分ニアマリテ時ノ花卜匂シヵバ J (『海道記』) 「 X 6 nen . Vacai toxi.」「saiaru fit ? 」(『日葡辞書』)。 〇是を桃先•桃後と名づけ申 
されしを 「是を桃先•桃後と名づけ申されしを」。少年二人に桃先•桃後という俳号を与えたことをいう。桃先が兄、桃後が弟の 
号である。桃先は白雪の長男で、名は重英、通称は初め新四郎、後に父の金左衛門の称を襲った。元禄十二年同地の雪丸と共に 
『茶の草子』を撰した。享保十二七二五)年歿、享年四十八。桃後は名は孝知、通称半四郎。享保五年殘、享年四十。「申さる」は尊 
敬法として使われている。「を」は、前後の文をつなぐだけの接続助詞。〇支考「シヵゥ J 。 各務氏。美濃山県郡北野の産。幼時 
郷里の寺で出家し、還俗後も僧形だったようである。元禄三年色蕉の_幻住庵滞在前後に入門。翌四年の師翁東下の旅には桃 隣と 共 
に随行した。同七年の芭蕉最後の病床に侍し、歿後師の行脚の跡を迎って集めた資料をもとに、翌年『笈日記』を刊行した。その 
後も諸国を遊歴して蕉風の宣伝と自己の勢力の扶植につとめ、美濃派の祖となった。句風は平俗で見るべきものは少いが、俳論家 
として多くの著作を残し、俳文にも新生面を拓いている。享保十六年二月七日歿、享年六十七。「此集をつくりたて、猿みのとは 
名付申されける」(『猿蓑』其角序) 「一 STazzuqe , uru , eta . J (『日葡辞書』)。〇 名の説かきてと' ゞ めける也 「名の 111 きて留めける 也/ 
「説」は「閉関之説」のように、文体の別としては、筋道を説き明かして自らの意見を述べる類のもの。ここは支考が「桃先」「桃 
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後」の名の由来を述べた文章を書いて白雪の許に残した、というのである。「いはんかたなくすごきことのは、あはれなるうたを 
よみおきしのばるぺきかたみをと V めて」(『源氏物語』帚木) 「 xet . 」 「 Todome, uru , eta. J (『日葡辞書』)。〇 其にほひ 「纪のに 
ほひ」。ここの「にほひ」は、 rm に匂ひやつけし」 ( w §) の「匂ひ」と同様に視覚的なものである。〇 桃より白し「桃」 は既出 
(1 23; 等)。〇水仙花 「スヰ センクヮ」 。「水仙」 ( W 7/ S ) に 同じ。 

1 純白な水仙の花。その色あいは、桃などよりもずっと白い。 

PK 『茶の草子』には「元禄辛未冬」と前書して、芭蕉一行と白雪ら新城の俳人達との歌仙一巻が収められている。 
即ち元禄四年十月新城に於ける俳席で発句として詠まれたものであった。『蕉翁句集草稿』や『蕉翁句集』も、皆 
『笈日記』の前書に基づいて、成立事情を注している。 

支考は『笈日記』の句の後に r 是は水仙の花を桃前梅後といへるより、かくはいへるなるべし」と付記しており、 
解釈上にも参考になる。芭蕉が白雪の二児に桃先.桃後の名を与えたのは、自らの号「桃青」の一字を採って、兄弟 
だから「先」「後」としたのであろうが、それと共に「桃前梅後」の語も思い合わせていたのである。中国の詩学書 
『円機活法』所収の顔潜庵の水仙を詠じた詩に r 翠袖黄冠玉作 k 神、桃前梅後独迎；，春」(翠袖黄冠玉は神と！；り、桃前 
梅後独り春を迎ふ)に基づいて、水仙を r 桃前梅後」というに至ったもので、それを少しずらして「桃先」「桃後」 
と案じたのであった。水仙を思い合わせたのは、折柄その座に水仙が生けられていたからだと思う。そして「桃より 
白し」に、桃青と称する自分などより遥かに増しな俳人に成長するようにと、まだ小さい兄弟の将来を祝福したので 
ある。山本健吉氏が、 

だからこの句座は翁主従を迎えた喜びの句座で あると 共に、息子たちが俳諧の名を芭蕉から頂いた祝いの句 座で 
もあったのだ。後世の我々にはいろいろと持って回ったその表現が煩わしいが、座の人たちはいろいろと心を配 
って一句を作った、その工夫に感じ入ったのであろう。(『色 蕉全発句』) 



141 元禄四年 


と述べられた通りである。 

菅沼亭 

720 京にあきて此木がらしや冬住ゐ ( W 日 S 泊船集.蕉翁句* 

冬季(木がらし.冬住ゐ)。 

1〇菅沼亭「スガヌマティ」。後年太田白雪がこの句を発句とする半歌仙断片を紹介した『きれ t 』( 元禄十四年刊)の前書に 
は「菅沼耕月亭にて」となっている。耕月は新城の領主菅沼織部家の筆頭家老菅沼権右衛門定次の俳号で、膳所藩士营沼曲水の従 
兄弟に当り、二百三十石を食んだという。享保十一年®、享年未詳。この人の家で成った句なのである。〇京 にあきて rM $ に ^* 
きて」。二年にも及んだ上方滞在を、京の生活にも飽きたといった。〇此 木がらしや 「此の木枯しや」。この三河の山ふところに 
吹く木枯し。「や」は詠嘆の切字。〇冬住ゐ「冬住まひ」。冬の寒さを防ぐ種々の設け、所謂「冬構へ」をした住居。こういう季 
語はないが、「冬」を冠しており、「冬構へ」「冬籠」に準じた表現と見てよかろう。「住ゐ」は「住居」という宛字から生じた誤り 
で、「すまひ」と書くのが正しい。「冬構北窻とづる△是又寒気を防がん料に風のかよふ所をふさぎ、戸障子のやぶれを修補し 
などする也」(『滑稽雑談』).「風にたすかる早稲の穂の月里圃台所秋の住居に住かへて馬莧」(『続猿蓑』上 ) 「sumaino yoi 
iye.J (『日葡辞書』)。 

ai 京の生活にも飽きて、また旅に出て来ましたが、冬構えを整えたこのお住居で木枯しの音を聞くのは、格別の 
味わいです。 

I 「三州营沼亭一(『泊船集』)「三州菅沼氏にて」(『蕉翁句集』)等の前書があり、元禄四年十月新城滞在中の作と推定さ 
れる。前記のように、『きれには白雪の手許に残された半歌仙の懐紙を収めてあるが、蝕損のまま不完全な形 
で出しており、発句も「京に 此 冬住居」とあるだけなので、出典からは省いた。 
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「京にあきて」を亭主 耕 月の事と取るのは良くない。やはりこれは上方に二年を過した芭蕉の、し情と見て文じめて 
ぴったりする表現であろう。京の雅びな 都会 生活と田舎の「冬住ゐ」が対照され、此処で聞く木枯しの音に心を傾け 
るところが挨拶の意に叶う。 r 此」と強調して、田舎で聞く木枯しの閑寂の味を愛し、「冬住ゐ」を賞めているのであ 
る。最近の『新編日本古典文学全集 •松 尾色蕉集 1』で、 井本 農一博士は『寛政重修諸家譜』から領主菅沼定実の動 
静を弓き、 

すなわち、 この頃 新 城の主菅沼定実は京都二条城の守衛の任にあった。菅沼耕月と定実は、同姓であるところか 
ら一族であろうか。主人の二条城警護に従って京に在ったこともあろう。 

として、「京にあきて」を耕月の事とする解を強調しておられるが、私はやはり芭蕉の情とする解を 採りたい。 

耕月亭にて 

S 雪をまつ上戶の白ハやいなびかり(茶の草子) 

雪を.待上戶の額稻びかり(花の市) 

冬季 (雪)。 

igMtM 〇 耕月亭 「ヵゥゲッティ」。新城領主の家老菅沼定次の家をいう。前の「京にあきて」の句の条参照。〇 雪をまつ上戸の貝 
「雪を待つ上戸の白ハ」。 r 上戸」は酒呑みをいう俗語。既出 ( n 撕)。雪が降り出すのを期待するのは、それを種にして酒が 呑める 
からである。「白ハ」は r 貌」の略体。〇 いなびかり r 齡« り」 。空に走る電光。雷が遠い為に雷鳴は聞えない 。ここは雪 もよいの 
空にピ カリと 光るもので、雪が近い ことを 思わせる。伝統的に「稲妻」は秋、「稲光り」は 雑とされる 。「いなびかり 雑也。 非 夜 
分」 (『御傘』) 「とぎ立て 刈ぬ る 鎌 やいなびかり光有」(『毛吹草』卷六) rlnabicari .」 (『日葡辞書』)。 


上戸の雪 


ばせを盥 
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ia 稲光りが時々ひらめく。雪を期待する酒好きの人達の顔が照らし出されることだ。 

I 新城の地元の集『茶の草子』(雪丸.桃先撰、元禄十二年刊)の前書は信ずべきもので、元禄四年十月当地を訪れた際、 
「京にあきて」の句と同じ時に成った句と推定される。『花の市』(寸木撰、正徳二年刊)の「上戸の額」という異形は、 
『毛吹草』卷二世話に、熱いことの譬えとされる「じやうごのひたい、ぼんのまへ」の諺があり、巻五には「夏の日 
は下戸も上戸の簕哉」という句もあるので、一概に疑い難いけれども、本位句としては『茶の草子』の句形を採るベ 
きであろう。このような即興句に推敲があったとは考えにくい。 

耕月亭に芭蕉を迎えた一座には酒好きの人が多くて、盃を含んでは賑やかに談笑していたのであろう。雪もよいの 
空に時折稲光りもひらめいて、やがて雪になりそうな天気具合に、雪見酒とは嬉しいと、一座の興が更に盛り上る。 
この上戸の顔を特に主とするのは当らない。座には弟子の支考もあり、芭蕉がその家に草鞋を脱いでいる白雪も 
あって、親しい者が同席しているからこそ、こうした諧謔も口をついて出たのである。それでなければ、主へ酒 
を所望している卑しい句となろう。すでに酒となっている席での諧謔でその酒宴にひとしお興を添えるであろう 
雪への期待を詠んでいると見てよい。(『芭蕉全発句 JD 

という山本健吉氏の鑑賞が的確である。「いなびかり」を酒でてらてらした顔の見立のように取るのは古風過ぎる。 
ここはやはり実況でなければならない。 

おなじ比、鳳來寺に參籠して 

722木 tt こ' 岩吹とがる杉間かな S 日 ， S 泊船集.蕉翁句集.三河国名所詩歌連俳县 
冬季(木枯)。 
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aia ◦おなじ 比 「同じ比」。 5 日記』では、元禄四年十月新城訪問の際の「其にほひ」(代7/9)「京にあきて」(叹 720 )の句等の後 
に、こ Q 前書で出し、次の「夜着ひとつ」の句と並んでいる。新城から程近い寺に詣でた時の句なのである。この前書は支考の文。 
〇 鳳来寺 「ホゥラィジ J 。 新城の東北約十五キロ、今の愛知県南設楽郡鳳来町門谷にある真言宗の寺院煙巌山鳳来寺を指す。鳳来 
寺山の中腹、標璧百二十メ-トルの所にあり、表参道には千四百二十五段の石段がある。三河第一の巨刹、文武天皇勅願と伝え 
られる古い寺で、薬師如来を本尊に祀り、天台宗も含む多くの僧坊があつた。〇 参 II 「サンロゥ」。寺社に参詣して其処に籠り祈 
願すること。但し次の句でも明らかなように、この時芭蕉は体調が思わしくなくて山麓に泊つて おり、 参籠したわけではない。 
「われ当社に百日参籠の大願あり」(『平家物語』卷一) rsanr 6. Mairi comoru . 」(『日葡辞書 J1 )。 〇木枯 「於 tt 4 , し」。 〇岩吹とがる 
「岩吹き尖る」。吹くのは木枯し、「とがる」のは岩であるが、それを一つに言つた。鳳来寺山は岩山で、山頂付近には天狗岩とい 
う岩を始め、鋭く切り立つた岩壁が露出している。「卓筆峰と云て、筆のさきのやうにとがる峰を云ぞ」(『湯山千句抄』上) 
「 Togari , ru , atta.J (『日葡辞書』)。 〇杉間 「スギマ」。杉木立の間。「杉の木の間」に同じ。鳳来寺は全山杉の原生林に覆 
われ、奥の院近くには六本杉と呼ばれる大樹もある。「ふるさとのみわのやまべをたづぬれどすぎまの月のかげだにもな し」 (『後 
拾遺集』卷十六、素意0 

BH _ 杉木立の間から、木枯しに吹かれて鋭く切り立つた岩が見える。如何にも森厳な感じの 境内だ。 

BB 「鳳来寺に参籠して」(『蕉翁 句集』) 「鳳来寺阪下の吟」 (『三河国名所詩歌連俳 目録』)等の 前書があり、元禄四 年 十月新 
城訪問の折の作で あることは 疑いない。 

句は中七の「岩吹とがる」が表現の要になつている。志田義秀博士が、 

これは実は杉の木立中に削られたやうに尖つた嶮しい巌のあるのを見て、それに対する感想を 折柄の «に 移 A ン 
た叙法である事は云ふまでもないが、かう叙写する事によつて巨杉嶮巌の姿態や讽の 凄じさが遺憾な く 感受され 
るものになつてゐると云へよう。(『芭蕉俳句の 解釈と鑑賞』) 

といわれた通りで、文法的には「吹かれとがる」であるべきだという潁原博士の『新講』の説も尤もでは あるが、 そ 
れでは詩的表現としても句の調べの上からも問題にならない。「枝葉汐»'卜^'^'心かハ、屈曲をのづからためたるが 
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ごとし」 (『おくのほそ 道』)と同じく、風の吹く ことと 岩の屹立する さまと を、自他を超越して一気に叙べたのである。 
だから、表面上木枯しによって岩が削られているような表現になっていても、それは吹き荒ぶ木枯しの中に屹立する 
岩容の強調表現なのである。自然のきびしい相を緊迫感溢れる表現で把握した秀吟といってよかろう。 

みかはの國鳳來寺に詣。道のほどより例の病おこりて、麓の宿に 
て 

恐夜着ひとつ祈出して旅寢かな <真績懐紙) 

冬季(夜着)。 

i 〇 みかはの国鳳来寺 「三河の国鳳来寺」。「みかはの国」は愛知県東部の旧国名。「鳳来寺」は前の「木枯に」の句に既出。 
〇詣「詣づ」。既出(1§前書)。〇 道のほどよ y 「道のほど」は、途中。新城から鳳来寺へ赴く途中から。「若き人おほく、道の 
ほど打さはぎて、おぼえず彼竿に到る」(『おくのほそ道 t 。 〇 例の病おこりて 「例の病起りて」。「例の病」は芭蕉の持病「_船」 
(腹部•胸部の激痛)か。「薬のむ」 (n 32s ) の句参照。「たそこい鐘は八ッか七つか寝苦敷例のつかえに夢覚て」(杉風.桃青両吟歌 
仙懐紙：！「暑湿の労に神をなやまし、病おこりて事をしるさず」(『おくのほそ道』) rlRei . Tamexi . 」 rYamaigavocoru . 」(『日葡辞書』)。 
〇 麓の宿 「麓の宿」。鳳来寺山の麓の旅宿。「林下の坊に宿かり置て、山上の堂にのぼる」(『おくのほそ道』)〇 I 夜を明す 「一夜を 
明かす」。既出 (n 259 前書)。 〇 夜着ひとつ 「ま 冑 一つ」。 大型の着物のように仕立てた夜具の 一 ■。既出へ I 脱 〇〇祈 出して 「批 
り出だして」。実際には人の心遣いで夜着が出されたのだが、それを宛かも自分が鳳来寺の「峰の薬師」に祈ってその結果出て来 
たかのように、俳諧に言いなしたのである。「天神のやしろに 詣 て/身につけと祈るや梅の籬ぎは遊糸 」一 『続®* 』下一 「しをり 
について滝の鳴る音野水袋より経とり出す草の上荷兮 J (『あら 野』員外) 「 Fotoqsi , 1 . Fotoqeuo inoru . 」 「 Idaxi , su . aita . J 
(『日葡辞書ヒ。 


一夜を明すと 


白眼.葛の松原.笈日記•陸奥衞.泊船集.茶 
の草子.蕉翁句集.三河国名所詩歌連俳目録 
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si 旅中の病に恰度よく夜着が出て来て、これで温かく寝られた。私が峰の薬師に祈って、祈り出したといったと 
ころだ。 

ii 「一とせ芭蕉此山にのぼりて日をくれ、麓の門谷に一宿、白雪心して山に云やり、臥具かりもとめて夜寒を労 
るあした」(『白眼』) r 鳳来寺」(『葛の松原』『陵奥衞』『泊船集』)「みかはの国鳳来寺に詣る道の辺より例のやまひ起りて、ふ 
もとの宿に一夜あかすとて」(『茶の草子』)「麓の門谷に一宿して」(『三河国名所詩歌連俳目録』)等の前書がある。元禄四年十 
月鳳来寺参詣の折の吟であることは、真蹟懐紙の前書からも明らかであり、色蕉は恐らく参詣の途上から病が兆して、 
参詣を済ませてから麓の門谷(今は鳳来町のうち。鳳来寺山南麓の門前町)の宿で一宿したのであろう。なお真蹟懐 
紙は、その由来書によれば、この時供をした桃鯉(白雪の甥鈴木吉左衛門紀隆)に書き与えたものという。「夜着ひ 
とついのり出したる 寒 かな」 (『芭蕉句 選』)「夜着 ーツ 祈り出したる旅ね哉」 (『芭蕉翁発句集』) 等、後年の書に見える異形 
は問題にならない。 

「祈出して」とはいっても、自分の法力を自慢したわけではなく、薬師如来の霊験を言って、且つは白雪の 配慮を 
謝したので ある。 当時の宿屋は寝具を出さなかったというから、腹痛を起している身が着のみ着の まま 丸寝をするの 
はつらい箸だったところ、白雪が気を利かせて寺から夜着を借り出して呉れた。それを喜ぶ気持がゥィットとなって 
現われたもので、病苦を突離して客観視する所に生じたおかしみである。 
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しぐれいと侘しげに降出侍るま旅の一夜を求て、爐に燒火してぬれたる袂 
をあぶり、湯を汲て口をうるほすに、あるじ情有るもてなしに、暫時客愁のお 
もひ慰に似たり。暮て燈火の下にうちころび、矢立取出て物など書付るをみて、 

一言の印を殘し侍れと、しきりに乞ければ 

故 宿りて名を名乘らするしぐれ哉 (真蹟懐紙) 続猿蓑•蕉翁句集草稿.蕉翁句集 •雪 幸集 
嶋田の宿にて 

宿^>して名をなのらする時雨哉(色蕉庵小文庫) |泊船集•西の詞 

冬季(しぐれ)。 

1〇しぐれいと侘しげに降出侍るま、 「時}|いと侘しげに降り壯で侍るま X 」。初冬のばらばら雨が大変侘しい感じで降り出 
したので。「ま ゞ 」は理由をあらわす語法。「いとかりそめに入し山の、やがて出じとさへおもひそみぬ」(「幻住庵記」)「門を扣ば 
侍しげなる女の出て」(『おくのほそ道 』) 「Ito yasui cotonari .」 (『日葡辞書』)。 〇旅の一夜を求て 「旅の一夜を求めて」。旅の一夜の 
宿を求めて、の意。「常陸の国あしあらひといふ所に行暮て、やどり求んとせしに」(『続猿蓑』下、支考発句「椽に寐る」前書) 
「 Motome , uru , eta . J (『日葡辞書』)。 〇炉に焼火してぬれたる袂をあぶり 「炉に焼火して濡れたる袂を炙り」。囲炉裏に火を焼い 
て、 雨に濡れた衣服をあたため乾かし。「あぶる」は既出 i 3 i 7)。 「炉を出て度く月ぞ面白き野水」(『あら野』卷五)「夏の夜や 
たき火に簾見ゆる里旦藁」 (『あら 野』卷三)「側濡て袂のおもき儀菜かな藤羅 J (『あら野』巻二) 「 H aqibi .」「 Mure , US, eta . 」 
「 Tamoto .」 (『日葡辞書』)。〇 湯を汲て口をうるほすに 「湯を汲みて口を潤ほすに」。湯を茶碗などに汲んで(白湯を呑んで)渴き 
をいやしたが。「朝めしの湯を片膝や庭の花孤星」(『炭俵』上)「塀の外まで桐のひろがる桃隣銅壺ょりなまぬる汲んでつか 
ふ也野坡」(『炭俵』下)「唇を打うるほし^^や k 談じ申されければ」(『笈日記』難波部 ) 「Yuuo vacasu . J 「M N-ZUUO cumu ; 
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「 vrlxl , su , Oita .」 (『日葡辞書 』)。 Cl あるじ情有るもてなしに 函靈るもてなしに」。「もてなし」は、簿の意。「あるじ」 
の下に「の」 を脱した「左近の尉情 ある者ならば、 ...... 母御 1 をかけ申す 事よもあらじ」(謡曲 i 追 舟」) 「あるじは^^の 

111•- ^0— •- ossa 

I 仗た y r 暫時客—思ひ慰むに似たり」。「暫時」は音読も出来るが、「£千歳の記念とはなれり」を「し， i らく」と訓む例に 
ならう。「客愁」は「旅愁」と同じく、旅先で感ず1しい気持。但し、「蠢のおもひ」は、聊か重言の嫌いがある。「慰む 」 U 
自動詞で、心が晴れる意。既出(ふ)。「似たり」は、「のようだった」と、尋な感じを避けた婉曲證である。「滞雨長^ 
夜残霞客げ」し J ) rf 病身人 1 て、世をいとひし人に似たり」(「幻住庵記」)。〇? 「 f て」。〇煌火の下;」 
うちころひ 「 fQ 下にう—び」。ともし火の2寝ころんで。「うちころび」の「うち」—頭語。「ひとり S もとに文をひ 
みろけて」(『徒— ± l . s 「 Tili .」 (『日葡辞書』)。 S 8出て物な—付る—て 「 M 齡43でて|など*' , 'き r るを 
見て」。「矢立」 は、 墨壷—を入れる筒をつけた携帯用 S 記具で、旅人が帯にはさむようになっていた。憂がそれ t り出し 
て、思いついた句などを帳面に書き付けるのを主が見て、の意。「昼のうち思ひまうけたるけしき、 むすび捨 たる発句など、矢立 
取出て灯の下にめをとぢ、頭た秦てうめき伏せば」(『更科紀行』)「物にも書付、人にもかたらんとおもふそ、又是旅のひとつな 
り^*7*1,(『パのづ文』)一52'??.」「1'01-10.6,泛日11,5-こ「03£1^1^,112,&.」(『日葡辞書』)。0|言の印を残し侍れと「ぃ一ち BZ 
の印を残し侍れと」。句でも文でも短でこの家に泊った印(記念)に—もき残して下さいと。「若一 f 下-一翻知 
帰 x 正事モヤァランズーフント思ヒヶレバ」(『太平記』卷十八)「引馬野ににほふ震入り乱れ衣にほは せ 旅のしるしに」(『万葉集』卷 一、 
長忌寸奥麻呂) rlchf .」 「xiru ゃ xi 」 (『日葡辞書』)。 〇しきりに乞ければ 「 g りに f ければ」。度々頼んだので。「しきりこ^ 

既出 S 502 前書)。 〇宿 かりて「宿！5りて」。「宿」は旅の宿、即ち後述する—如舟の家を指す。 「こよひ1からん、 草鞋のわ& 
足によろしきを求んと計はかのおもひなり」(『笈の小文』) 「 OWJ - i ' e ' §.」 (『日葡辞書』)。〇 名を名乗らする 初対面の包 

に対して名を蠢らせる。主体は「しぐれ」で、蠢るのは 1でぁ る。 (1 /77 ) 参照。「人間を待ちて蠢らばやと？ 1 

「 - ン〇 


BBB 折柄のしぐれのお蔭で貴方のお宅に宿を借り、名を名乗らされる ことになりました。ご厄介になります。 

HB S 猿蓑』 に 「元禄三年の冬粟津の草庵ょり武江におもむく とて、 島 田の 駅塚 本が家に いたりて」 と 寒のヒ 





149 元禄四年 


らしい前書があるが、土芳が『蕉翁句集草稿』で、 

此句前書続猿に出る。元禄三年冬は大津にとしくれて、乙州が新宅に、人に家をかはせて我はとし忘れと云句を 
して、奥に元禄三冬末と自筆に書て卓袋に給ふを所持す。猶四年未の歳旦、大津絵の句有。続猿草稿の書 あやま 
りか。四年未の冬と覚え侍る也。 

と考証する通り、元禄三年は四年の誤りで、その十月の東下の途次、駿河の島田での吟とすべきである。後年のもの 
ながら島田の地元の集『雪幸集』(阿人.千布撰、寛政三年刊)には、 r 祖翁色蕉の勢此宿塚本なりける如舟が館に、或は 
行、あるは戻るの折 A /、 笠をぬぎ杖を休め申されたり。いつの年か」として、如舟.山呼の脇.第三までを掲げてお 
り、この時の付合と思われる。「嶋田の宿にて」(『芭蕉庵小文庫』『泊船集 J 1) 「粟津ょり武江に趣とて嶋田の駅塚本が家に 
至りて」(『蕉翁句集』)等の前書もある。如舟は塚本孫兵衛、大井川を控えた島田の宿の川庄屋であった。 

「宿かりて」「宿かして」の両句形、それと「名をなのる」主体、「しぐれ」との関係等をめぐって諸説があり、古 
注には「宿かして」の形で解するものが多い。 

時雨故思はず宿をとり、我名をなのらせたるも時雨ゆへ也との句也。(正月堂『師走囊』) 

情知る主の やさしく も宿かして、名を何と問はる-'には、わりな くぅ ち明して、むかしをも包まず語ると也。宿 
かして、むかふの人に対していふ。宿かりてと なくと も 聞 ゆ。 (東海 呑吐 『芭蕉句解』) 

亦此吟、諸集に宿貸てと出て、続猿簑にのみ宿借てと書す。今案、是は書写誤る所成べし。宿借てにては句意 
不=落着 I る也。殊に余情もなし。(信天翁 2 の底』) 

此句の五文字、宿かしてと諸書に出せり。……一応には聞へ兼たり。わざわざ塚本が家に至りてとはし書のあれ 
ば、 宿かりての方しかるべきか。此方ょり塚本が家をさして宿らねば、一句の趣向とは成がたし。先宿をかりて 
後、塚本が兼ての風流を名乗らするものなり。(何丸『七部集大 鏡』) 
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折ふし時雨が降つてゐた宿をかしてくれて、さうしてお名前ば何と仰せられるぞと問ふた、それが一寸 面白く思 
つたょり斯く歌つたのである。名をなのらする時雨哉とは名をなのらせた其場合に時雨が降つて居た とい ふ文義 
である。(内藤鳴雪『色蕉俳句評釈』) 

句意は如舟の家に宿を借り、主人に風羅坊芭蕉と名乗らせられた、折柄外面には時雨が降つて居たといふのをか 
く， 作為— し， たのである〇 ( 『芭蕉句集講義』文屋菱花説) 

もし一葉集の通り r 宿かして」とすると、如舟が色蕉に名を言はした事になり、続猿蓑の「宿かりて」 とすると 
孫兵衛たる如舟に名を名乗らせた事になる、前のは如舟がいふ事を芭蕉が作句したので、後のは自分の事を作句 
したのであるから、此方が順当ではあるが、俳句として趣味のあるのは如舟が芭蕉に名を名乗らせた方が ょろし 
いのである。(同前、角田竹冷説) 

宿を借りる場合、こちらから名のるのが普通であるのに、今日は それと 反対に、如舟の家に泊つた ところが、あ 
るじが座敷に出て来て、わたしが如舟です、 と 名のつた、つまりこちらからで なく 先方から名のらし めた、 時雨 
なるかな、 と 詠歎したので、此方が正しいであらう と 思ふ。 (服 部畊石氏 『 S 蕉句集 新 講』) 

時雨に降られて宿に飛びこみ、名前を名乗らされてしまつた。それも言つてみれば時雨の本情である、というほ 
どのこど。「宿かりて」が『色蕉庵小文庫』などでは「宿かして」となつている。 これ だと、宿をかすのも名を 
名乗らすのも、主語は時雨である。「宿かりて」だと、時雨は「名をなのらす る」 の主語ではあるが、宿をかる 
のは自分である。主語が移動するが、自分はまた宿をかりて名を名乗らされるのであり、主語の転換はしぜんに 
無理な く 行われる。どちらでも意味は通るが、「宿かりて」の方がすぐれてい る。(山本健吉氏『色蕉全発句』) 

思いがけず一夜の宿を借りて、とんだ迷惑をおかけしていますが、それというのもこの時雨が、私に名を名乗ら 
せたせいなのです。(今栄蔵氏『芭蕉句集』) 
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『師走囊』や呑吐の『句解』の説は、それなりに筋が通っている。両句形について、 『 S の底』と『大鏡』は見解が対 
立するが、『大鏡』の説の方が尤もに聞える。ただ『大鏡』のように「かりて」と「名乗らす る」 の主語を別とする 
解が出るのは、「かりて」が使役の形を採らないからであるが、これは使役が重なるのが煩わしいから省いたもので、 
くわしく言えば「宿を借らしめ、名を名乗らす る」 という文脈なの だと 思う。要するに句頭に「我を して」 を補って 
見ればよいのである。主人が芭蕉に名乗らせるのでなく、主人の方から名乗ったとする服部畊石説は加藤揪邨氏が支 
持して、 

前書から見て、亭主塚本如舟に対する挨拶の心がある。宿の主人が旅の人を芭蕉と知って、自分のほうから名の 

り出たことに興じて発想したもので、そこではじめて「名を名のらする」が生きてくる。(『芭蕉全句ヒ 
と見ておられるが、聊か考え過ぎの嫌いがあろう。今氏の説も、これまた「宿かりて」を使役としないところから出 
て来たものとおぼしい。しかし、上述したように、「我をして宿を借らしめ、名を名乗らする」と取れば、この句の 
文脈は極めて明瞭に解けるのであって、初見の事情も含めて挨拶の意も読み取れる。そして全体の主語を「しぐれ」 
にすることによって、侘しい初冬の季節感が句中に遍満するのである。凡てを「しぐれ」に集約するのは、例えば 
「さま'^^の事おもひ出す桜かな」 ( H 357) の句が、桜によって自分がさまざまの事を思い出す意であるのを、このよ 
うに表現しているのと同様で、発句の提示表現の特色を端的に示すものといえよう。これに対して「宿かして名をな 
のらする」の形は凡て亭主のすることになり、当然過ぎて興味索然とする感があるし、挨拶の意が那辺にあるかも分 
らない。『小文庫』のミスを『泊船集』等が鵜呑みにしたに過ぎないものと思われる。如舟の家を訪ねたのは予定の 
行動で、真蹟の前書の書き方を虚構とする見方もあるが、この点は何ともいえない。如舟とは恐らくこの時が初対面 
であったろうから、色蕉が客として、「松尾なにがしでござる」と名乗ったことは確かであろう。 
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725 馬かたはしらじしぐれの大 井川(泊船集) 

冬季(しぐれ)。 

■ By 〇馬かた「馬方 1 〇街道筋で駄馬を引き、客や荷を運ぶのを業とする者。「皆^--」？ 336 前書)に同じ。「馬 士の謂次第なりさ 
つき雨史邦」(『猿蓑』卷二) rvmacata .」 (『日葡辞書』)。〇 しらじ 「祉らじ」。時雨の大井川の趣を知るまいというのである。〇 
大井川 「ォホヰガハ」。今の静岡県中部を流れる川。赤石山脈のノ SS 1 を発し、遠江と駿河の境をなして南流、金谷.島田間 
の平野の南西端で駿河湾に注ぐ。鎌倉時代以来軍事上の要として義され、徳川幕府は讓も渡船も禁じた為、旅人は川人足の一胃 
車や蓮台渡しによって渡る外なく、雨などで増水二尺に及べば忽ち川止めとなった。東岸の島田、西岸の金谷は、為こ却って滞留 
の旅人で繁昌した程である。 

川際の宿場まで私を乗せて戻って行った馬方は、時雨の大井川の趣は 知るまい。 
pi 『泊船集』は「島田塚本氏 二 詠草有」と注し、『苔の花 JM 巴明撰、 天 保四 年成) も真蹟に ょって 収めて ぃる。「しぐ 
れの大井川」という表現からして、元禄四年十月島田の塚本如舟亭に立寄った 時の吟と推定され よう。 なお、 桃 鏡の 
『色蕉翁真跡集』所収の洞水宛書簡はこの句を含むけれども、京から発信したという内容 や宛名人など疑問が多く、 
信じ難いものである。 

この 句、「馬 かたはしらじ」が 表現不足で 独り合点な 為に、 いろいろな解釈が 出て いる。時雨の趣は馬方な どには 
分るまいとする説、 川に関係のない馬方には、大井川の 時雨の 趣は 分るまいとする説が古くから見える が、 馬方を見 
下して風流が るよう な態度は、 抑々 讓のものではない し、 樵夫は海を見ず といった 教訓は、 詩とは無縁の ことで あ 
ろう。 


蕉翁句集.苔の花 



153 元禄四年 


「馬上の旅をしてこの大井川まで来て、時雨に降られながら川を越した。この時雨の大井川の捨てがたい趣は、 
あの川べりまで自分を送って来た馬方にはわからないだろう」との意。(『色蕉全句 t 
と解し、 

出典書の注記や掲出法によれば如舟亭で示された作と見られるので、大井川を時雨に濡れながら越した体験に立 
って発想した句として味わうべきであろう。……大井川越えのさ中において時雨の趣を味わいえたことを満足感 
をもって言っているのであって、旅の憂さとして解してはならないとおもう。塚本如舟に語りかけているような 
あたたかみも一脈感じられ、そこに川庄屋如舟に対する挨拶の心を読み取ることもできそうである。(同右) 

と述べられた加藤揪邨氏の説が穏当に思われるので、ここではそれに従う。他には、 

これは向うの大井川のあたりが時雨れてゐるのだ。其時雨の景色の中に馬士がゐるのだ。それをやや離れてこち 
らからながめてゐての句である。ここから見れば非常によい景色だが、此の景色も馬方は知るまいと云ふのであ 
る。画中の景を画中の人が知らないのである。よい句である。(『色蕉俳句研究 t 
という露伴説があり、山本健吉氏の『芭蕉全発句』もこの系統の見方に立つ。やや特殊ながら、これまた一解であろ 
50 

^ 一 おねはしぐる ゞ 雲か tt の不二(一一一冊子) 

不 二 

一尾根はしぐる ゞ 雲かふじのゆき(泊船集) 一蕉翁句集 
冬季(しぐる•雪)。 
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-KftB o 一 おねはしぐる、雲か「一尾®は時雨る ゞ か」。「尾根」は、04.の高処をつなぐ脊梁部。ここは山頂部の峰ではなく、富 
土の山頂から 麓に 向ってなだれた棱線部をいうのである。「かね」は ふ ね」の仮名ちがい。「しぐる、」は既出 (I 观 等)。 ◦不二 
「フジ」。「富士」の宛字。二つと無い山だからである。既出 (I 6/、 s 6、 g 等)。 

i 富士の山はもう雪を頂いている。あの一つの尾根に雲がかかっているのは、其処がしぐれているのかなあ。 

■_ 『蕉翁句集』が貞享四年の部にこの句を収めているのは、『笼の小文』の旅で東海道を上る 時と 見た のであろう。 
この時は十月末頃に駿河路を通った筈な ので、こういう 句があっても不思議はないが、『蕉翁句集』の年代 推定は誤 
り も多く、決して絶対ではない。時雨の頃の富士を眺める機会は芭蕉の生涯に もう 一度あった。 元禄 四年 十月の 東 下 
の際がそれであるが、何れの年に詠まれたか確かな裏付けはなく、 ここでは 姑く元禄四年初冬までには 出来ていたも 
のと見るにとどめる。 

句形については、華雀の『芭蕉句選』に二屋根はしぐる X 雲か富士の雪」と略々『泊船集』に準じた句形を出し 
たのに対して、寛治の『句選拾遺』は下五を r 雨の雪」として、「富士の雪の此句、いづれに決ス哉否不詳。併、名 
所の句心得てすべしとあれば、此句可也」と述べて、「雨の雪」の形を採るべきことを主張しているが、「雨の雪」で 
は語を成さないから問題にならぬ。これら後年の所伝はさておき、肝腎なのは『泊船集』と『三冊子』と何れの形を 
採るかであ?.'。年代的には『泊船集』が古いが杜撰の聞えの高いものでもあり、且つ後述する『三冊子』の記事に従 
えば「山」が主であるべきにも拘らず、「ふじのゆき」では「雪」に重点が置かれる嫌いがあろう。このょうに考え 
て来ると、私見としては『三冊子』の句形を本位句とするのが良いと思う。 

「一おね」について、富士以外の愛鷹山や足柄を指す とする 説が多いが、そうでは あるまい。 富士を遠望すれば分 
ることで あるが、頂上から麓へ走る幾つ もの 稜線が見える。その一つを 「一 おね」といった ものである。 冬に入って 
もう雪を被った富士のやや低い尾根の一つに一叢の雲がかかって いる。あの 辺りは時雨れてで もい る ことかと S 、， 遣 
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った趣で、おのずから富士の大きな眺めが浮び上って来る。『三冊子』に「早稲の香や分入る右は有磯海」5 5;s ) と 
共にこの句を引き、「若大国に入て句をいふ時は、その心得有。みやこがた名有もの、か V の国に行て、くんぜ川と 
かいふ川にて、ごり踏といふ句有。たとへ佳句とても、その位をしらざれば也」という芭蕉の語を引いた後、 

……不二の句も、山のすがた是程のけしきにもなくては、異山とひとつに成べし。(赤雙紙) 

と説いている。大国に於ける句としては、如何に地方色は出るにもせよ、人の知らないような細かいことを採り上げ 
るべきではなく、大国の位にかなうような句にすべき心得を言ったもので、富土の句も、このような大観を叙してこ 
そ、他の山とはちがった趣を出すことが出来るというのである。加藤揪邨氏も、 

「一尾根はしぐるる雲か」は、実に大きく富土にふさわしい詠嘆である。この「か」のひびきは作句者としてす 
こぶる大きな力を示したものである。……時雨が真向から見据えられて充足している。(『色蕉全句』> 

と見ておられる。「か」は基本的に疑問の意であるが、強い詠嘆の情を持つことは言うまでもない。 

長月の末都を立て、初冬のみそかちかきほど沼津に至る。旅舘のあるじ所望に 
よりて、風流捨がたく筆を走らす 

霜月十三日付曲水宛書簡•己が光.陸奥衡•泊 

727都”で ゞ 神も嵌寐の日數哉 (既の 日数) 船 集.蕉翁句集草稿•蕉翁句集.夏山伏.旅の 

日数 

冬季(神の旅寐)。 

i 〇長月の末都を立て「敲がの!立ちて」。「長月 j は陰暦九月。既出後書)。元禄四年九月二十八日に東下の旅に発 
足した ことをいう。この 時は木曾塚の草庵から出立したと思われるので、厳密には「都を立」ったわけではない。「卯月の末、庵 
に 帰りて」 (『野 ざらし 紀行』)「羽黒を立て、鶴が岡の城下長山氏重行と 云 物のふの家にむかへられて」(『おくの ほそ 道』) 「 suye .」 
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「 Qi 6 uo tatgu .」 (『日葡辞書』)。〇 初冬のみそかちかきほど 「初冬の齡£ 1 姬き徵」。初冬、陰暦十月の末日が近い頃に。元禄四年十 
月は大の月で芭蕉が江戸に着いたのが二十九日だったから、その 三、 四日前であったろう。「初冬の空のうちしぐる、比より雪を 
重ね霜を経て」(『千鳥掛』所収芭蕉発句「古郷や」前書) rxoto>.J (『日葡辞書 』)。 Q 沼津に至る 「雜ぎに致る」。「沼津」は伊豆半島西 
岸の 付け根に ある宿場。今の静岡県沼津市である。「至る」は到着したこと。既出 (1卻 刖書)。〇 旅舘のあるじ所望に よりて 「g 
館の主所望に依りて」。泊った旅籠の主人が望んだので、の意。ここは色蕉に句文を書いて吳れと頼んだのである。「旅舘庭せま 
く 庭草を見ず」(『猿蓑』卷 二、 曲水発句「若楓」前書)「こがね一両くれて……所望せし事ありといへば」(『炭俵』下、野坡発句 「石台を」 
r 書)「人のもとめ一^よりて」(『炭俵』下、素龍発句「鹿のふむ」前書) 「 X 0 m 5. Nozomutocos . 」 「 Yori , U. 」(『日葡辞書』) 〇〇 風流捨 
がたく 「風流捨て難く」。芭蕉が風流心を捨て難いというのではなく、旅宿の主人の風流を愛する気持が捨て難い意と解した方が 
良い。黒羽の馬子から短冊を望まれて「やさしき事を望侍るものかな」(『おくのほそ道』)と感じたのと似た気持であろう。「さ吃、尤 
こそ風流のしれもの、爰に至りて其実を顕す」(『おくのほそ道』)「芦の一はの情捨がたき事侍るま (『鳥の宿』所収芭蕉 発句「先たの 
む」前書 ) rF c<rmna cot ?」 (『日葡辞書』)。〇 筆を走らす 「筆を走らす」。さらさらと一筆したためる。〇 いで、 「把で て」。 〇神 
も旅寐の日数 「神も 旅寐の 日数」。陰暦 十月に諸国の 神々 が出雲大社に参集するという信仰によって、 「神の旅」 という 季語が生 
まれた。 『徒然草』 には、 

十月を神無月と云て神事には ゞ かるべきよしは、しるしたる物なし。もと文も見えず。但、当月諸社のまつりなき 故に、 この 
名あるか。 

この月 万の 神 達太 神宮へあつまり給ふなど 云 説あれども、その本説なし。さる事ならば伊勢には ことに 祭 月と すべきに、その 
例もなし。十月、諸社の行幸その例もおほし。た ゞ し、おほくは不吉の例なり。.(二百二段) 

とあり、南北朝期には神々が伊勢に集まることになっていた。それが何時出雲に切り替ったかは不明ながら、近世期には神々の出 
雲参集が多くの書に説かれるに至ってい る。 出雲では十月を神 在 月として祭が行われ、他の地方では、神送りの一箇月後には神迎 
えの祭があった。ここはその事にかけて、自分が神無月の間を旅に過したことを興じて言ったのである。「十月/神送 nrIn れ f 
M 。 」(『毛吹草』卷二) r 按に、神送と云事、俗に云ならはしける事にや、本説も未/聞、大社にもしれがたし。察する所、神なし月 
と云、出雲へ神の集り給ふと云説の侍れば、附会して神送り•神帰り、或は神の留主など申にや。歌•連歌にて作例有まじけれど、 
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俳諧にて所 x 存也。又詞花集の好忠が神無月の歌など、沙汰なきにもあらずかし」(『滑稽雑談』)「出女に罰があたろぞ神の旅北 
枝」(『雪の光，！)「心許なき日かず重るま k に、白川の関にか k りて旅心定りぬ J (『おくのほそ道 』) 「Ficazuga casanaru . 」(『日葡辞 

書，！)。 

都を出て、神も旅寝をなさ■るという神無月の日々を、旅に過して来たことよ。 

■ E 1 B 「翁つ X がなく霜月初の日むさしの X 旧艸にかへり申さる。めづらしくうれしく朝暮敲戸の面^■に対して」 
(『己が光』) r 翁つ\がなく！ f 月初の日深川の旧卿にかへりたもふて」(『泊船集』)「粟津出て霜月はじめ武江に至ル」(『蕉翁 
句集』)等の前書がある外、『蕉翁句集草稿』には「此句自筆物に、九月末粟津を出て霜月初武府に至ると有」とも伝 
え、『陸奥衞』は本文中に「未の十月下旬東武に趣き、都出て神も旅寐の日数哉と吟行して深川の草屝を閉」として 
出している。霜月十三日付曲水宛書簡(柿衛文庫蔵)は内容に徴して元禄四年の執筆たることは疑いなく、「暮秋廿八日 
J 三十二日めに武江深川に至り候」と旅の始終について述べているのは貴重であって、『旅の日数』(李喬撰、寛政五年 
刊}に原簡が摸刻された。やや長い前書を付した『雨の日数』(石矢ら撰、元文二年刊)は、沼津の矢部氏が所蔵する真蹟 
を紹介したもので、信頼すべき内容である。其処に見える通り、この句は江戸に入る前沼津に於ける作だったのであ 
るが、十月の間を旅に過したことをいったところから、旅を終えた時の感慨としても通用するので、江戸の門人達に 
も示し、曲水宛にも記したものであろう。それが上方に伝わって、『己が光』の前書のような文も生まれたのである。 
なお「むさしの\旧艸」は細道の旅に出る時人に譲ったので、芭蕉がここに入る害はなく、しかも前記曲水宛に「深 
川に至り候」とあるのは、杉風の採荼庵に草鞋を脱いだことを言ったのだと思う。色蕉の江戸到着は十月二十九日で 
あったが' 土芳の伝える真蹟前書に「霜月初武府に至る」とあるのは、凡そに言ったまでであろう。『陸奥衞』が十 
月下旬上方出立としたのは全く誤りである。 

神々が出雲に集うという神無月の間を、自らも旅に過したことを興じて「神も旅寐の日数」といった俳諧である。 
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その限りでは軽い即興作で あるが、 「都いで k ……日数哉」 という 和歌風の暢びやかな調べの中に、そこはかとない 
旅愁が漂い、機智的おかしみだけにとどまらない味わいを持っている。芭蕉らしい、なつかしい句といえよう。 

よの中定がたくて、此むとせ七とせがほどは旅寝がちに侍れ共、多病 くるしむ 
にたえ、 とし 比ちなみ置ける舊友門人の情わすれがたき ま ゞ に、重てむさし 野 
にかへりし比、ひと日//草扉を音づれ侍るにこたへたる一句 

观兎もかくもならでや S のかれお花 S の尾花)北の山•枯尾華.陸奥衛.泊船集.蕉翁句集 

冬季(雪•かれお花)。 

〇 よの中定 がたくて「世の中定め難くて」。人の世の一寸先が知れないことをいう。これは次の「旅寝がち」に過した漂泊 
の数年を「定め難き」ものと捉え、それを「よの中」の無常の端的なあらわれと観じたのであろう。「よの中」は既出 ( n 5/7 )o 
「げ にや世の中は定なきこそ定なれ」(謡曲「雲雀山」) 「 sadame , uru , eta . J (『日葡辞書』)。〇此むとせ七とせがほどは旅寝がちに侍 
れ共 「此の六年七年が程は旅寝勝ちに侍れ共」。この六、七令ほどの間は旅に日を送ることが多かったのですが、の意。貞享元年 
の野ざらしの旅以来、処々を漂泊して過して来たことをいう。「わがみかよはく、やまひがちなりければ」(『猿蓑』卷四、羽紅発句 
「笄も」前書 J「vazzuraigachini gozaru . 」(『日葡辞書』)。〇多病くるしむにたえ「ん病苦しむに嗤へ」。いろいろの病はありながら 
も、その苦しみに堪えて。「たえ」は「たへ」の仮名ちがいである。「唯老杜にまされる物は、独多病のみ」(色蕉「檐声波を打て」等 
懐紙)「瘦骨の肩にか れる物先くるしむ」(『おくのほそ道』)「何か無依の鉄肝、鶯鳩の翅にたえむ」一「移芭蕉詞匕 「 H & io <. Vouoi 
yamal . 」 「 curuximi , u , £ a. 」 「Tayegatai curuximi . 」(『日葡辞書』)。〇とし比ちなみ 置ける旧友門人の情 「年比因み置ける旧 
友門人の情」。何年もの間縁を結んだ旧友や門人の温かい気持。「置ける」は rE fc ける」とも訓めるが、それならこの時代には「置 
る」と書くのが一般であろう。「年比さだかならぬ名どころを考置侍ればとて」(『おくのほそ道』)「予とちなむ事十とせあまり九と 
せにや」(色蕉「悼松倉嵐蘭」)「旧友親疎門人等、あるは詩哥文章をもて訪ひ」(『笈の小文』)「まことに丹青淡して情こま^か也」 
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(「蓑虫説 跋」) 「 Toxigorofete . J 「 chinami , u , 6 da ..3 toni chinamu . J 「 Qc ; yc <. Furuqi tomo . J (『日葡辞書』)。 〇わすれがたき 

ま、に 「忘れ難きま^，に」。忘れ難いので。「代<の賢き人々も古郷はわすれがたきものにおもほへ侍るよし」へ『千鳥掛』所収芭蕉 
発句「ふるさとや」前書)。〇 重て むさし 野に かヘリし 比 「重ねて武蔵野に')#1りし比」。「むさし野」は江戸を指す。芭蕉が江戸に帰 
ったのは、元禄四年十月二十九日であった。「先師重て日」(『去来抄』先師評)「今湖南の汀に梅を挙て、武蔵野の遠きさかひまでほ 
の匂はせけるに」(『忘梅』序) 「 casanete .」 (『日葡辞書』)。〇 ひと^^日 -v 草扉を音づれ侍るにこたへたる | 句 rA ?々 0 t> v f:fsl t, を 
音づれ侍るに答へたる一句」。「草扉」は「草の戸」5似等)に同じく草庵のこと。 r 音づれ」は rlsiK 」。 本来、音を立てる意から、 
訪問の 時 戸をたたくので訪問の意が生じたのだから、「音」の字を宛てることはよくある。江戸の知り合いの人々が毎日草庵 (芭 
蕉は当座、杉風の採荼庵に居た)を訪ねて来たのに示した句だというのである。「時//気を fc じ、日//に情をあらたむ」(『笈の小 
文 t 「武江の東深川の草扉を開て j (色蕉「僧専吟餞別之詞」)「黒羽の舘代浄坊寺何がしの方に音信る」(『おくのほそ道』)「藪医者のい 
さめ申.されしに答へ侍る j (『続猿蓑』下、正秀発句「実にもとは」前書)「草の戸さしこめて、もの、侘しき折しも、偶蓑虫の一句をい 
ふ」(「蓑虫説 跋」) 「 Fibini . J 「 votozzure , ruru , eta . 」 「 cotaye , uru , eta . J 「 Rengaiccu . 」(『日葡辞書』)。 〇兎もかくもならでや 
「兎も斯くも成ら■で や」。 「ならで」の下に「恙なかりし」といった語を補って解す る。 「どうにもならないで無事だったことよ」 
の意。「兎もかくも」の裏には、死んでしまうような事態を想定しており、そうならないで済んだといっているのである。「兎」は 
宛字。多く「かく」と連用される副詞である。「や」は詠嘆の切字。「かくながら、ともかくもならむを御らんじはてむと、おぼし 
めすに」(『源氏物語』桐壺) 「 Tomocsumo .」 (『日葡辞書』)。 〇かれお花 「枯れ尾花」。「尾花」は穂に出た? il のことで、季は秋。そ 
れが枯れたものは冬季になる。「お」は r を」の仮名ちがい。 r かれ草植物也、冬也」(『御傘』)「なきがらを笠に隠すや枯尾花 
晋子」(『枯尾華』)。 

ia 長旅の間どうにもならずに、無事で帰って来たことよ。雪をかぶった枯れすすきのような姿だが。 

■一! * r 行脚としをかさね、東武にかへりて」(『北の山 JI ) 「三秋を経て草庵に帰れば、旧友 門人 日<にむらがり来りて、 
いかにととへばこたへ侍る」(『蕉翁句集 JI ) 等の前書があり、『枯尾華』所収、其角の「芭蕉翁終焉記」には冒頭に近く、 
「ともかくもならでや雪のかれ尾花と無常閉関の折'^は、とぶらふ 人 も便なく立帰て、今年就中老衰なりと歎 あへ 
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り」という文中に引かれている。芭蕉が冬に江戸に帰って来たの■は元禄四年以外になく、年次は確定的である。『雪 
の尾花』(遊五撰、延享元年刊)に見える句文については、同書に「右此真筆の一章は井筒屋重寛が亭にて筑前の遊五写 
し留侍る」 と 付記があり、井筒屋所蔵の真蹟に拠った ことが 知られる。内容 もよくこの 時の心境を述べているので、 
これを本文とした。 

「兎もかくもならでや」について、潁原博士は「や」を疑いの辞とし、「ともかくもならずして残つて居るのだらう 
か」の意と見ておられる(『新講 t が、「残つて居るのだらうか」では他人事のようである。「五月雨の降のこしてや」 
と同類の句法ながら、「ならでや」は疑問を含まない詠嘆と見るべきで、「死ぬべきところを何とか生き延びて、どう 
にかなってしまうこともなしに無事で戻って来たことよ」 と、 自らの老いの姿を見つめていると取るべきであろう。 
それと共に、訪れた人に答えた句とすれば、「どうやら無事で帰って来ました」という挨拶の気持も酌みとるべく、 
旅を終えてホッと安堵の吐息をもらすような趣が見える。「雪のかれお花」に関連して、古注が其角の「終焉記」に 
見える大顚和尚の記事を引いているのは良い。即ち、 

その比、円覚寺大巔和尚と申が、易にくはしくおはしけ るによりてうか V ひ侍るに、或時翁が本卦のやうみ んと 
て、年月時日を古暦に合せて筮考せられけ るに、 萃 とい ふ卦に あたる 也。是は一 もとの 薄の風に吹れ、雨にしほ 
れて、， うき 事の数 A / しげく成ぬれども、命つれな くからうじて 世に あるさまに 譬 たり。されば、あつまるとよみ 
て その身は潜力ならんとすれども、 かなたこなたより 事つどひて、心ざしをやすんずる事な しと かや。 

という一節で、其角と親しかった大顚が芭蕉生涯の運勢を占なったという話である。大顚は貞享二年正月に歿したか 
ら、これはかなり前の事であったろうが、芭蕉は自分の運勢を象徴する二もとの薄の風に吹れ雨にしほれて、…… 
命つれなくからうじて世にある さま」 を印象深く受取っていたに違いない。当面の句で 自らの 老残の姿を「雪のかれ 
お花」と観じたのは、このような背景があった故と見てよいと思う。これもよく指摘される『枕草子』 の 文、 
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秋の野のおしなべたるをかしさは、すすきこそあれ。……秋のはてぞ、いと見どころなき。色 A / にみだれ咲きた 
りし花の、かたちもなくちりたるに、冬の末まで、かしらのいとしろくおほどれたるもしらず、むかし思ひでが 
ほに風になびきてかひろぎたてる、人にこそいみじうにたれ。(六十七段) 

とあるのも、芭蕉の想を助けたかも知れない。野ざらしの旅以来、色蕉は常に旅路の果に死を思っていた。「野晒を 
心に風のしむ身哉」(1§)「しにもせぬ旅寝の果よ秋の暮」 (1205) 等の句がこうした心境をよくあらわしており、「兎 
もかくもならでや」の句もそれらの延長線上にある。『おくのほそ道』の冒頭に、「幻のちまたに離別の泪を そ、 ぐ」 
「若生て帰らばと定なき頼の末をかけ」といった表現が出て来るのも、決して文飾ではないのである。如行の『後の 
旅』には細道の旅を叙して、「千百余里の嶮難、終にかうベをしろふして、みの V 国我さとにうつり給」とも見え、 
この旅以降色蕉の僧形の頭は真白になっていたと思われる。雪をかぶった枯尾花のィメージのもとは、自身の白頭に 
あったのではあるまいか。加藤楸邨氏が、 

雪の枯尾花に自分を見ている発想であるが、発想の実際としては、旅中倒れもせずここに迎りついた自分の思い 
が先にあって、それが雪の枯尾花を呼び起したもののように思われる。現代の発想のように、雪の枯尾花に直接 
触れることによって想を発するのとは必ずしも同じでないところに色蕉理解のむずかしさがある。 (『芭蕉全句』) 

と 考察しておられるのは恐らく正しく、又それ故にこそ「雪のかれお 花」 の持つ象徴性は高い ともいえよう。 私はよ 
く「あられきくや この 身は もとの ふる柏」 ( Ig ) とこの 句を一対に連想する ことがあ るが、枯尾花の句の方はさすが 
に老いの影が深いようである。 

死と結びついて、あるいは野ざらしと結びついて、芭蕉には r 枯尾花」のィメーヂがよく浮かんで来たらしい。 
……野ざらしを覚悟して旅に出たとき、野ざらしとなった自分のィメ—ヂの傍らには、一叢の薄がいつも存在し 
ていたのだろう。そういう連想の伴なう r 枯尾花」の傍らに、今はどうやら生き延びた自分が在るのだ。死なな 
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かったことのアィ Q -I — として、「雪の枯尾花」があるのだ。……自分の死と結びついて連想されたものが、今 
は生の証しとして提出されるのである。 (『芭蕉その鑑賞と批評』) 

と山本健吉氏は説いておられる。 

729留主のまにあれたる神の落葉哉§蕉庵小文庫) 

冬季(神の留主.落葉)。 

gia 〇留主のま「留主の間」。神が出雲に赴いて留守であることと、自分が旅で江戸を留守にしていたこととを掛けている。「神 
の旅寐」 ( IV 727) 参照。「留主」は、君主が都をあけている時、代理として政務を見る官の名から出た語で、「留守」と書くのが正し 
いが、「留主」という表記も慣用として広く行われた。「何人のいひひろげてや神の留主北枝」(『杵原』)。◦あれたる神の落葉 
r 荒れたる神の落葉」。この「神」は、神社の境内、神域といった意に用いられている。「落葉」は冬の季語。「さ气けめし妹が垣ね 
は荒にけり心棘」(『あら野』卷七)「上下のさはらぬやうに神の梅昌碧」(『あら野』卷八)。 

eaia 神様の留守の間にお社の境内はすっかり荒れて、落葉が積っていることょ。私も長いこと江戸を留守にしてし 
まった。， 

■一一■句は「神の留守」に自分の留守を掛けて興じた趣向に違いない。『蕉翁句集』は貞享五年の部に出しているが、 
笈の小文の旅を終えて江戸に帰ったのは八月末であって季節ちがいである。元禄四年十月は二十九日江戸着で、丁度 
神の留守の時季に合うので、 この 方が相応しい。「都いで、神も旅寐の日数哉」(£ 727 )の吟があった こと も思い合わ 
されょう。 当面の句の出来たのは十一月に入ってからの ことだった かも知れぬ。 

深川あたりの小さな神社を訪れた時の作であろう。単に「神の留守」の語に興じただけならば、貞門風ともいうべ 
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き浅い興にとどまる。自分が旅に出て長いこと留守にしたことを掛けてこそ、この句は面白くなるのである。新芭蕉 
庵に入るまで暫く身を寄せていた橘町の仮寓近辺では、色蕉に余り馴染みのない土地だから、 r 留主のまに」が働か 
ない。やはり帰江直後、深川の採荼庵辺りを歩いて見た時ではあるまいか。 

そういう言葉の興とは別に、この句では荒れさびれた小社のたたずまいが季節感と共に生かされているところが見 
所である。実際にも神無月の間は参詣する人も少く、寂しくなるのであるが、それが落葉の趣に集約されて、好筒の 
冬の句となっている。 

730腸さはぐ鳥羽の田づらや寒の雨 g 華き 
冬季(寒の雨)。 

1 〇 II さはぐ 「臈騒ぐ」。雁がしきりに鳴き騒ぐ。「腸」は「雁」に同じ。雁は秋季であるが、この句では「寒」の方が季語と 
して立つ。歌枕の趣だから、「ガン」ではなく、「ヵリ」と訓むべきである。「さはぐ」は「さわぐ」と書くのが正しい。「立さはぐ 
今や紀の雁いせの臈伊賀沢雉」(『猿蓑』卷四) 「 sauagui , u , aida .」 (『日葡辞書』)。〇鳥 羽の田づら 「鳥羽の田面」。「鳥羽」は京の南 
郊、桂川と鴨川の合流点一帯の低湿地で、今は伏見区に属する。「鳥羽田」は歌枕。「田づらしは、田のあたりの意である。既出 
( II )。〇 寒の雨 「寒 J は、立春前一月ばかり、寒さの最もきびしい小寒•大寒の節気をいう。既出 ( mgo 江戸時代末期にな 
ると「寒の雨」が季題として歳時記類に出て来るが、古い物には見当らない。「寒の雨」を題とした珍しい例である。〔考〕の条に 
引く『西華集』の記事参照。 

ia 冷い寒の雨が降りしきる中、雁の群が鳥羽の田圃に降りて来て鳴き騒いでいるよ。 

— 支考の『西華集』(元禄十二年刊)にこの発句を挙げて、 

此句は武江にありし冬ならん、寒の雨といふ名の珍しければ、をの'^発句案たるに、寒の字のはたらき此句に 
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及びがたし。 

と述べて いる。 支考も屋していた時と見られ、その江戸に在った冬といえば、元禄四年？二月と推定され る。こ 
れょりさき、霜月十八日付中尾源左衛門•浜市右門宛芭«!!簡に、 

私は宿は橘町彦右衛門と 申もの、 店に而桃 青と 御書付 可 被 成候。 

とあり、この頃橘町(今の中央区日本橋浜町辺)の彦右衛門という者が所有す る 借家に入った ことが知られる〇翌元 
禄五年五月七日付の去来宛書簡には、 

愚老住所、内 A / 申進 c 候通り、橘町と申て、浜丁に て 越前殿上り屋敷之跡新地、 江戸は づれながら江戸中遠く も 
あらず候。 

云々とあって、何れ小庵を結ぶまでの臨時の居所として入ったことが書かれている。新色蕉庵に移った のは 五 年の 五 
月中旬であるから、この句も恐らく橘町の借家で出来たものであろう。華雀の『芭蕉句 選』 に中 七が 「鳥羽の 田面 
の」となっているのは誤伝と思われる。 

支考の伝える所に従えば、この句は「寒の雨」という珍しい季題に興じた題詠であった。それに相応しい景を探っ 
て「臈さはぐ鳥羽の田づら」の景を得たことになるが、それは嘗て鳥羽あたりで見た景色が胸に蘇えった^;、古歌 
などにょっ- t ; 情景を構成したのであろう。鳥羽田の鳥類を詠じた古歌は多く、「おほえ山かたぶく月のかげさえて と 
ば田のおもにおつるかりがね」(『新古今集』卷五、慈円)は古注にも引かれており、『類船集』では「臈」と「田面」「氧 
羽田」を付合としている程である。従って鳥羽田の雁は珍しくもないが、それを寒の雨に配した着想は非凡であって、 
支考のいう通り、「寒の字のはたらき」に於いて類稀なものと言ってょい。体験か想化かを超越した表現力が感ぜら 
れる。雨の降り出しに騒ぐのは鳥の習性でもあった。 
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73;魚鳥の、」はしらず年わすれ(流川き 色蕉庵小文庫•浮世の北•蕉翁句集.ばせを® 

魚鳥の こ >1 ろはしらずとしの暮 (陸奥衡) |泊船集 
冬季(年わすれ)。 

〇魚鳥の心はしらず「魚鳥の心は知らず」。魚や鳥の自然のままの心情は分らないが、の意。「心はしらず」といぅ表現につ 
いては ( nl ) 参照。〇年わすれ「年忘れ」。年末の忘年会。俳人の場合は句会も兼ねる。既出 ( mg )。 

BEa 魚や鳥の自然の ままの 心情は人間には分らないが、人は人でこのょぅに風雅の友と忘年の集いを楽しんでいる。 
この喜びも自分だけの人知れぬものだ。 

■■露川の撰した『流川集』(元禄六年十月成)には、この句の前後が左のようになっている。 

神無月六日の夜、武の木兆子が文をひらくに、嵐蘭が身まかりけるよし封紙に見あたりぬ。その 
先深川の素堂亭に会して、おの^-年忘れしける事もおもひ出られ、其霜雪の操もなつかしけ 


れ ば、 支考がこの志を撰者に申 
雪はありて風ふかぬ日や年忘 嵐蘭 
魚鳥の心はしらず年わすれ 翁 
このわすれながる V 年の淀ならん 素堂 
白»|に我あやからん年わすれ 支考 


前書に見える「武の窕子」とは桃隣のことと思われ、元禄六年八月末の嵐蘭卒去を支考に手紙で報じたのである。こ 
の句は嵐蘭生前の元禄五年を降ることはなく、一方支考が芭蕉に入門したのは元禄三年夏頃で、江戸の色蕉の周囲に 
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居たのは元禄四年であった。芭蕉は五年の年末にも素堂亭の年忘れに顔を出しているが、この時の句を録した洒堂の 
『深川』によれば、他には嵐蘭.曾良•洒堂が同席しているだけで、支考は見当らない。この年彼は六月下旬に江 B 
を出て尾張に赴いて以来、江戸には戻らなかったようである。『深川』の句は、凡て『流川集』の句と異なって おり、 
同日の句とは考えられない。こう見て来ると、この句が元禄四年歳末に成った ことは 確かといえよう。 

句形は『陸奥衞』よりも、初出の『流川集』を尊重すべきである。『ばせを想』では朱拙の 歳暮の句の前書に、「魚 
鳥の心はしらず年わすれとすさびられし昔なつかしみながら、いね^-と人にいはる、路通が常ずまひにて世の中を 
立まふ」と 弓 用されている。 

「魚鳥の心はしらず」 と 「年わすれ」の関係をどのように見るべきか、古来諸説があるが、古注の 説は概ね首肯す 
べきものを見ない。ただ何丸の『句解大成』が『方丈記』の一節を引いているのは注目に値する。 即ち、 長明の 著の 
終りに近く、 

. 角卜鳥トノアリサマヲ見ヨ。魚ハ水ニアカズ。ィヲニアラザレバソノ心ヲシラズ。トリハ林ヲネガフ。®一 -I 

アラザレバ其ノ心ヲシラズ。 

とあるあたりの影響が、この句の想に看取される ことは 誰しも認めるであろう。『方丈記』の右の 一節は、 『荘 子』 外 
篇、秋水第十七に、 

荘子日、鯈魚出遊従容、是魚楽也。恵子日、子非；，魚。安知 = 魚之楽 -- 〇 …… 恵子 日、…… 子固非/魚 也。 子之不/ 
知 II 魚之楽 I 全矣。 

(荘子日く、鯈魚出で遊び従容たり。是魚楽しむなりと。恵子日く、子は魚に非ず。 ぞ魚の 楽しむを 知らん 
と。……恵子日く、……子は固より魚に非ざるなり。子の魚の楽しむを知らざるは全しと。) 

とあるのに基づくと見られるが、『荘子』に精しかった色蕉は恐らく『方丈記』と共に秋水篇の文も思い 浮べた こと 
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であろぅ。今栄蔵氏は「我々は我々なりに、風雅の友と忘年の集いを楽しんでいる。この1¢びも他人には分るまい」 
(『新潮日本古典集成•芭蕉句集』) と訳しておられ、井本農一博士は「われわれにはその心を知る ことは できない が、 魚や 
鳥の ょぅな さらりとした楽しい 気持で この一年のさまざまな ことを 忘れたいもの だ」(『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集 
1』) と解しておられる。「年わすれ」 を 風雅の友の人知れぬ楽しみと見ている ことは 確かであるが、「魚鳥の心はしら 
ず」とのつながりには微妙なものがあって、一概の論を許さない。「魚鳥の心」 を いった裏には、動物達の無心の気 
持を羨むような感情が動いている ことは 確かであろう。加藤楸邨氏は、 

人の世の煩わしさから、多少魚鳥を羨む気持を動かしてはいるのだが、それはそれとして、もう一度人の世の営 
みに心を向けてきているのである。(『色 蕉全句』) 

と述べておられる。 


葛の葉のおもてみせけりけさのしも(天理図書館蔵真蹟®雲) 


相木氏蔵真蹟自画賛.俳人の書画 
美術所雀真蹟自画賛.蕉影余韻所 
載真蹟短冊.如月•陸奥衛.泊船 
集.篇突•旅寝論.染糸 

蕉翁句集草稿•蕉翁句集 


葛の葉のおもて也けりけさの霜(雑談集) ， 

冬季 (しも)0 

i 〇葛の葉 「葛」は秋の七草の 一。 マメ科の蔓性多年草で、各地の山野に見られ、茎は十メー トル 以上もの長さになる。その 
葉は長い柄を持って互生し 三 筒の小葉に分れており、葉裏が白みを帯びて風にひるがえ ると 目立つところから、和歌ではこの草を 
材料にして「裏見」を「恨み」に掛ける修辞技巧がょく行われる。『毛吹草』卷二、連歌四季之詞では、初冬の部に「葛のは (t 
■る」と 見えている。「秋風たてばなく計なり葛の葉のぅらみの文を書くどき」(『毛吹草』卷七) rcuzu .」 (『日葡辞書』)。 〇おもて 
みせけリ 「表見せけり」。葉の表を見せたことに、「人が顔を見せた」意を寓した。「元日や夜ぶかき衣のぅら表千川」(『続猿 
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蓑』下)。〇けさのしも「今朝の霜」。 

HHra 葉裏を白く見せる葛の葉が、今朝の霜で表を白く見せていることよ。(それではないが、貴方 も Is みを 忘れて 
顔を見せて呉れて嬉しい) 

■一■板本の初出は元禄四年末に成稿した其角の『雑談集』なので、四年冬までに成った句で あることは確かである 0 
但し、多くの真蹟の句形に照らして、 r おもて也けり」の句形は信じ難く、 これを 採った 土芳の『蕉翁句集草稿』 も、 
「是、雑談の句也。白船には、おもて見せけりと有。いづれか」と疑っている。真蹟や多くの 蕉門系の書に 見える 
「おもてみせけり」の形に従うべきであろう。 

この 句の成立に関しては、『許野消息』 {天明五年刊) 所収の野坡書簡に、「葛の葉の表 見せけ り、 此句は一たび嵐雪が 
翁にそむきし事の直り侍る時に、幸に書て遣はされ候句也」とあるのに注意しなければ ならない。 荻 野清无 丈、 元禄 
三、四年頃色蕉と嵐雪の間に気まずい空気があった と 推定され、 四 年冬に帰東した 色蕉の許に嵐雪が釈明に行った折 
の吟と見ておられる(「新出の色蕉書簡並びに俳文考 J — 『俳句』昭和三十五年六月号—)。こうした * 情を窺わせる資料と して t 、 

嵐雪三物、相手も柳糸とやらに究候よし。愚老物やかましく候間、此方へきかせず、いかやう共していたせと申 
たるにて候。(元禄元年極月五日付其角宛書簡) 

嵐 雪無事に居候 哉。随分無沙汰 ものにて、しみ したる 状一通もこし不申候。定而俳諧に取込候而の事と存 候。 
集あみ候由これにも何事を何にいたし候やら、 くわしく 承ず候。 (元 S 二年九月士百付 曾 良宛書簡) 

等、芭蕉自身の書いたものにも嵐雪への不満を表明した資料が存するのであるが、元禄五年になると、 

嵐雪尤無為なるものに而候故、前 A / 不相替相勤候。 (五月七日付去来宛書簡) 

と、消極的評価ながら機嫌を直しているような雰囲気が看取される。江戸に帰って来た色蕉に、嵐 雪が無沙汰の 耗び 
を入れた結果でもあろう。このような見地からも、この句が元禄四年冬の成立で あり、「おもてみせけり」の裏に、 



事的な寓意のあることが有力視されると思う。 

嵐雪との隔意が修復された寓意があるとすれば、 

成程表見せたる句也。葛の葉の枯果てうら見る昔も尽はてたるといふ本情にして、今朝の霜の置渡したるを見れ 
ば、誠に表見せけり、うら見る秋をうちわすれて、表のけしきの面白きよと申句也。(『許野消息』) 

と野坡の説くように、「恨みを忘れて面を見せた」のを悦ぶ気持を籠めた句と見られる。俳諧らしい機智の挨拶であ 
るが、この句は寓意を抜いて、霜の朝の葛の葉の様子を詠んだ句とだけ見ても、評価出来るものを持っている。『旅 
寝論』に、 

……先師の葛の表を吟じ給ふ句は、古人葛の葉の裏を云たるを返して吟じたるのみにあらず。冬の朝の物静に霜 
白フ置 わたし、葛の葉の表打たれて、さすがにもれたる風情の見るべき所を' はいかいの眼に睨み出し給へり。 
……葛の葉の表みるべき風情なからんには、こ、を吟じ給はじ。 

と去来が述べているのは確論であって、多く残る自画賛の類は、純粋の景気の句としてこの句を扱っていることを示 
すものであろう。 
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元禄五年 


人も見ぬ春や鏡のうらの梅{己が光) 


七瀬川•陸奥衞.続猿蓑.泊船集•蕉翁句集. 
東山墨なをし 


春季(梅)。 

〇人も見ぬ春や「も」は、詠嘆の間投助詞。「や」は、詠嘆の切字。〇鏡の うらの 梅 ril の* I の№1」。昔の青銅製などの鏡 
には、裏側に花鳥の文様が铸付けてある。「梅」はそういう文様の一。「か V みいさせ侍けるうらに、つるのかたをいつけさせ侍 
て」(『拾遺集』卷五、伊勢歌「千とせとも」詞書) rvra .」 (『日葡辞書』)。 

■3 鏡の裏に梅がひつそりと咲いている。余り人が見もしないこんな春もあるのだなあ。 

E ■板本としては元禄五年の『己が光』初出であり、元禄十一年の『続猿養』では春之部歳旦の条下に収めている。 
土芳の『蕉翁句集草稿』は、「人も見ぬ春や」というだけの不完全な形ながら「壬申」と元禄五年の干支を頭注する。 
また、元禄五年と推定される、風雅三等の文として有名な二月十八日付曲水宛色蕉書簡に、 

愚句御惑心之ょし珍碩々被告候。年 AZ は 口に まかせ心にうかぶ計に申捨候へ共、 もはや 是を歳旦之名残に もやな 
ど存候而、少は精を出し候処、御耳に留り候へば甲斐ある心地せられて悦にたへず候。 

とあるのは、この発句に関することと思われ、作句の時の心境を窺うことが出来ょう。これと同じ日に書かれた書簡 
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には、 

愚句歳旦各 AZ 御褒美之よし、令満足候。爰元門人いづれも-^驚感之旨申候。(珍碩宛) 

愚句歳旦御心に御入候由、珍重。精を出し候。其角も感不少候由申候。(去来宛) 

などとあって、その反響を窺うことが出来る。これら凡て元禄五年の歳旦吟であることを証するものである。 

『芙蓉文集』所収、色蕉の「曲水二答文」(前掲風雅三等の文)の支考奥書に、この発句を「壬申歳旦」として引いて 
r 坊(注、支考自身をぃう)かつてうけ給りぬ。壬申の歳旦には、心に乗桴の歎息ありて、武の深川にあとをかくせしと 
や。しかれば書面に名残の詞ありて、甲斐ある心地など 聞 ふ。是は決して鏡の梅なる べし」 といって おり、 当時色蕉 
と起居を共にしていたと思われる人の言だけに、注意しなければならない。「乗桴の歎息」とは、『論語』公冶長篇に 
見える孔子の語「道不^--仃。乗/桴浮こ于海こ(道行はれず。桴に乗じて海に浮ばん)に基づく語であって、或いは、 
同じ年五月七日付の去来宛芭蕉書簡に江戸の俳諧の堕落を歎き、 

……さて<浅ましく成下り候。中'^-新しみなど、かろみの g 儀おもひもよらず、……句作一円きかれぬ事に 
て御座候。愚案此節卷而懐にすべし。 

と珍しく激語を放っている心境に通うものが、この句の時にもあったのではあるまいか。曲水宛の文面に、「もはや 
是を歳旦の名残にもや」と言っているのは、歳旦句を披露する i うな 俳壇づきあいを止めてしまいたい願望を意味し 
ていたと思われる。兎に角この句の裏面にある隠逸志向は、風雅三昧の単純なものではなかったろう。 

そのような心境を託したものかどうか、また、「鏡裏梅」といった成語によって発想したものかどうか、この間の 
消息を確かに裏付けるものはないけれども、「人も見ぬ春や」という詠嘆は、まことに懐かしい響きを持っている。 
この表現が謂わばこの句の命であって、 

鏡裏の梅に「人も見ぬ春」と感ずる態度には一応つくりものめいたところが感ぜられぬでもない。しかし、どこ 
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か心ひかれるしみじみとした気持が感ぜられるのは、芭蕉の隠れたものに向いてゆく愛憐の情の深さに よる もの 
と思われる。(『色蕉全句 fc 

と加藤锹邨氏が言われた通りである。春の実境から詠み出されたものではないが、人知れぬ春色を愛でる静かな落着 
いた気持には、真実なものが感ぜられるのだ。潁原博士が『新講』で、「世の人の見付ぬ花や軒の栗」 s §) の句と 
同じ心の動きを指摘しておられるのも良い。背景にあった事情はそれとしても、 この 句にあらわれた芭蕉の心境は透 
徹したものであった。 


ぅらやましぅき世の北の山櫻 {北の山) 


浮世の北•陸奥衛.泊船集.蕉翁句集草稿.蕉 
翁句集•布ゆかた•世中百韻 


春季(山桜)。 

〇うらやまし「羨し」。句を贈る相手の境涯を良しとする気持をあらわす。「うらやましおもひ切時猫の恋越人」(『猿蓑』 
巻四) 「 vrayamaxiy .」 (『日葡辞書』)。 Q つき世の北の山桜「浮世の北の山桜」。加賀金沢の蕉門句空の隠栖する卯辰山(金沢市街 
地の東方に聳える丘陵。標高百四十 ーメートル)を、北国にあるところから、俗世間を北に離れた山とし、その山の桜を思い遣つ 
たのである。「山桜」は桜の種類の名ではなく、「山に咲く桜」の意であろう。 (125) 参照。「うき世」は既出(1§等)。句の出典 
『北の山』の題名は、この句の表現に基づく。 

SB 3 俗世間を北に離れた山の桜の見事さも思われて、貴方の隠遁の御境涯が何とも羨しい。 

mi 『浮世の北』(可吟撰、元禄九年刊)には r 是はばせを庵の叟武の深川ょり越のしらねにおくり申されし奉納の句也」 
と注記があり、それに基づいてか、以後の諸集には「加州白山奉納」(『陸奥衞』 ) 「奉納」(『泊船集』『世中百韻』)等の前書 
があり、『蕉翁句集草稿』も右の『浮世の北』の注記を引用している外、『布ゆかた』(文志撰、正徳二年刊)にも、金沢 
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の句空の草庵の有様を記した中に「まことに、うらやましうき世の北の山桜とは、翁の深川よりの文通なりかし」と 
見える。句空と色蕉との関係は奥の細道の旅以来のことで、この句の初出たる句空撰の『北の山』(元禄五年夏成)に卷 
頭句として収められていることからも、五年の春に江戸から贈られた句である可能性が大きい。これに関連するもの 
と思われる正月十六日付句空(推定)宛書簡は左のような文面である。 

一、北海集之事、序之事申被越候。尤とりあへずした》め可申事ながら、遠境心にもまかせず候へば、延引に成 
候而気の毒に存候間、其元に而いかやう共御書なぐり可被成候。愚句両吟にて御わび申度候。愚作交り過たる 
もよろしからず候欺。 

『北の山』の序文は撰者句空自身が草しており、所収の芭蕉の句が当面の句と「ともかくもならでや雪のかれ尾花」 
( wg ) の二句であることも、「愚句両吟 J とあるのと一致する。右の書簡が『北の山』編撰に関係した資料であるこ 
とは疑い無く、題名がこの時点では「北海集」だったことも知られるのである。「うらやまし」の句は元禄五年春、 
句空の集の為に作られたものとおぼしく、『北の山』では巻頭にこの発句を立句として句空と去来の付合半歌仙が収 
められている。-但し、『浮世の北』以来諸集に伝えられる白山奉納ということについては、潁原博士が『新講』で、 
若し奉納の句とすれば、句空が『北の山』で何ともいわない筈はないと疑問を提示しておられ、この点は確かにその 
通りであろう。奉納かどうかは疑わしいと考えざるを得ない。江戸時代の古注に、北枝がこの句を発句とした一巻を 
白山に奉納したと伝えるものがあるが、その実否を知らず、若し事実としても、句の成立とは直接関係のないことで 
ある。それから今一つ、『浮世の北』や『布ゆかた』に、芭蕉が「深川より」申し送ったように言うけれども、当時 
芭蕉は橘町在住であって、深川の新芭蕉庵はまだ出来ていなかった。この点は撰者の美濃の可吟や金沢の文志が色蕉 
の消息にくわしくなく、色蕉といえば深川からと思い込んでいた為と思われ、元禄五年正月作を否定する材料にはな 
るまいと思う。現存の正月十六日付書簡は断簡であって、恐らくその失われた部分に、当面の句と「ともかくも」の 
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句が記されていたのであろう。 

『北の山』の句空序に「世をのがれて卯辰山の片ほとりに侍る」とあるょうに、桑門句空は卯辰山の麓、法住坊金 
剛寺の傍に隠栖して柳陰軒と号したという。これょりさき、元禄三年春筆の句空宛芭蕉書簡には、 

……柳陰菴のかり寐に、北枝•秋之坊風流のあらそひなどおもひ出し、しきりに御ゆかしく、一山の花も最はや 
ひらき候はんとさつし候。 

とも見え、細道の旅中金沢で色蕉は彼の#^に立寄ったこともあったので、卯辰山の花盛りの さまを 思い遣っている。 
当面の句でも同じ花のィメージを心に思い描いたのであるが、それを「うき世の北の山」としたのがこの句の趣向で、 
江戸から遥か離れた北国に隠栖する句空の境涯を、市中に在る自身と比べて 羨し いといったのである。ここにも 前の 
「鏡のうらの梅」 の 句と同じ隠逸志向が見られるが、「桜」を材としているだけに、印象は一段と華やかになっている。 
深沢真二氏は、この句を『竹林抄』所収の専順の連歌付句「尋ねばやうき世の外の山桜」の 「本句取り」 と見て、 
「山桜」を詠み込むことによって句空を西行に擬した挨拶と見ておられる (深沢氏「連歌の変奏」—『連歌俳諧研究』九十号—参 
照)。 


驚や餅に冀する緣の先(二月七日付杉風宛書簡) 


二月十八日付去来宛書簡.鶴来酒.葛の松原 . 
陸奥衛•蕉翁句集草稿••白嗬 


ぅぐひすや餅に尿する緣の上(末若葉) 

ぅぐひすや餅に糞する椽の上(泊船集) 

春季(鶯)。 

〇鶯「ゥダ ヒス」。既出(1§等) 〇〇餅に糞する 「，に勤す る」 〇 r 餅」は正月に食べ残したもの。 (I 沿)参照。それに M が 
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糞を落したというのである。「糞」は、もとより俗語。『日葡辞書』の 「 Fun . 」の項には、鳥の糞を 「 cayexij というとも見える。 
「蜂とまる木舞の竹や虫の糞昌房」(『猿蓑』巻四)。〇 縁の先 「縁の先」。「縁」は縁側。「荷鞍ふむ春のす V めや縁の先土芳」 
(『猿蓑』卷四) 「 Yen .」 (『日葡辞書』)。 

ia 鶯の鳴く音が聞えると思っていたら、縁先に干してあった餅に、ひょいと糞を落して行ったことよ。 

■一!■元禄五年と推定される二通の書簡に披露されているので、その春二月七日以前に成ったことは確かである。杉 
風宛書簡には「竽風所望に逢候而如此申候」としてこの句を書いており、『百 囀』 (風竹撰、延享三年刊)には、これを発 
句にした支考との両吟歌仙が収められている。当時芭蕉は橘町で支考と同居しており、歌仙の発句を所望されてこの 
発句を作ったことが分る。支考の脇は「日も真すぐに昼のあた V か」であった。其角の『末若葉』(元禄十年刊)の異形 
「屎する」は「屎」とでも訓む外あるまいが、汚いばかりで良くない。「縁の上」も何に拠ったものか明らかでなく、 
何れも其角によくある杜撰と思われる。『泊船集』の句形も、恐らくその影響を受けた異伝であろう。『蕉翁句集草 
稿』も『葛の松原』の句形を採り、「白船には椽の上と有。違也」としている。なお、 r 椽」は音「テン」、軒のたる 
きのことであるが、よく「縁」に宛てて用いられる。誤用であるが、これで「エン」とよませるつもりなのである。 

杉風宛には「日比工夫之処に而御座候」といい、近時発見された去来宛には「頃日与風存知付候へば、御心付之為 
にもやと書付申候」としてこの句を披露し、「下、笹伝ひと可有や」とも言っている。土芳は『三冊子』に於いて、 
詩歌連俳はともに風雅也。上三のものには余す所も、その余す処迄俳はいたらずと云所なし。花に鳴鶯も、餅に 
糞する椽の先と、まだ正月もおかしきこの頃を見とめ、……見るに有、聞に有。作者感るや句と成る所は、即俳 
諧の誠也。(白雙紙) 

と、この句に触れて論じており、漢詩や和歌•連歌に扱われなかったものも俳諧では採り上げるし、そのような新境 
地を拓くことが俳諧の面目であった。正月の祝いも過ぎて日が経つと、餅にも黴が出て来る。それを縁先に出して日 
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に当てていると、辺りで鳴いていた鶯がひょいと飛んで来て、糞を落して飛び去つて行つた。その瞬時の動きが句の 
中心であるが、「鶯や」から「餅に糞する」へ移る切字の働きをよく考えると、その前の暫くの間鶯の音に耳を澄ま 
している人の姿が浮んで来るようである。 

. 鶯の無邪気なのと家内の静かであるさまも見え、春の即事として面白い句じや。糞と言へば穢ないものじや 

が、それも斯様に使用せば却つて美化されるので、殊に小鳥の糞であれば左程穢ないとも感じぬのみか餅へ糞し 
たといふので一寸際立つた興を引く。……頗る娥巧な処もある。(『色蕉俳句評釈』) 

と内藤鳴雪が鑑賞している通りで、土芳の言い方に従えば、花に鳴く鶯の伝統を翻して、餅に糞する鶯を見留めたと 
ころが俳諧の新境地なのである。漸く深まろうとする春の長閑さが感ぜられ、醜を美化する手際が冴えている。この 
辺りの呼吸が「軽み」であつて、杉風宛で「日比工夫之処」といつている点に外ならない。また、去来宛で「下、笹 
伝ひと可有や」という r 縁の先」の別案に関する言及も注意を惹く。これは恐らく餅に糞をした後の鶯の動きを表現 
したものであろう。これは結局捨てられた案ではあるが、これで見ると作者はどうやらこの句の景色を野外の場の中 
に置いていたらしい。つまり江戸橘町の住居での即景ではなくて、そういう田園の中の一場の景を案じた結果である。 
勿論或る時そういう情景を見て詩囊に貯えておいたものではあろうが、これは色蕉の制作態度について注意すべき事 
柄と思われる。体験したその場の事を写生的に描くわけではないのである。 

736 蝙蝠 も出よ 浮世の華に鳥 (西華集) 1 

春季(華)。 

n 〇蝙蝠も出よ「蝙蝠も肚でよ」。「蝙蝠」は翼手目に属する哺乳動物。全身黒く、頭は二十日鼠に似て、前脚の間の漠をひろ 
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げて飛ぶ。日中は暗い所に隠れ、黄昏から棲処を出て蚊などを食べる。季語としては夏。「カウモリ」の語は中世末期から見える 
が、近世に至っても「カウプリ」「カウムリ」の語が行われ、『日葡辞書』にも rc6muri .」 はあるが、 rc6mori .」 は無い。「斧の 
ねや蝙蝠出るあきのくれ卜枝」(『あら野』卷四)。〇浮世の華に鳥「浮世の華に鳥」。「浮世」は、この句を贈ったという僧の出世 
間の身に対して、俗世間を指す。その世間は今しも花盛りで、それに浮かれて鳥も囀っているというのである。「華」は「花」に 
同じ。 

HB 3 世間は今や花の盛りで、それに浮かれて鳥も囀っている。普段暗い所に閉じ籠っている、鳥の仲間の蝙蝠も出 
て来なさい。(貴方も気晴らしに旅に出掛けなさるがよい) 

I 支考の『西華集』(元禄±一年刊)に、「此句はある僧の旅立けるに、かくいは ゞ やと申されしが、餞別なくてよか 
らんとて、いはずなりぬ」と付記がある。この書き振りは、支考が芭蕉の傍近くに居て、句の成立事情を知悉してい 
たことを思わせるに十分であろう。伝聞の可能性を考える向きもあるが、私はそういう風には受取れない。元禄三年 
晩春頃の支考入門以降、春に彼が芭蕉の周辺に居た可能性の考えられるのは、元禄四、五の両年である。五年春に支 
考は江戸橘町で芭蕉に近侍していたが、二月十日頃には奥羽の旅に出立している。ここでは姑くそれまでに成ってい 
た句と見るにとどめたい。この句を贈ろうとした僧が誰であるかも不明である。 

支考のいうところに依れば、旅立つ僧への餞別として構想されたものなので、黒衣の僧を蝙蝠にたとえたことにな 
る。且つ、「蝙蝠も鳥のうち」とか「鳥無き里の蝙蝠」等の諺もあり、 r 鳥」との縁もあるわけで、 

……ひとりは僧にもあらず俗にもあらず、鳥鼠の間に名をかうぶりの、とりなきしまにもわたりぬべく、…… 
という芭蕉自身の姿を描いた『鹿嶋詣』の一節も連想されよう。花に浮かれ出る蝙蝠は俳諧でもあって、この僧の旅 
は修行よりも風狂の旅といった趣がある。 
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757此こ\ろ推せよ花に五器一具(葛の松原) 

支考東行餞別 

此心推せよ花に五器壹ッ S 翁句き 
春季(花)。 

〇東行ノ餞別 「東行ノ齡 i」o r 東行」 は、 東への旅。「行」には「旅」の意がある〇 ( IV I 前書)参照。近世には「東行」の 
語を以て上方から江戸への旅をいぅことが多いが、ここは支考の奥羽地方への旅を指す。江戸からいえば北へ 行く 旅だから、やや 
不適切な用語である。「餞別」 は、 旅立つ人にはなむけとして贈るもの。既出 (n 犯 前書)。この場合は句を贈ったのである。「道立 
子之東行を送る」(几董『丙申之句帖』所収発句「むさし野の」前書) 〇〇此こ、ろ推せよ 「.へ仏慰せ よ」。 以下の事柄の持つ意味、 
また、それに含まれた気持を推量して くれ、 の意。「さても^-難義仕候段、御推し被遊可被下候」(霜月廿七日付半左衛門宛芭蕉書 
簡) 「 suisuru . J (『日葡辞書』)。 〇五器 | 具 「ゴキィチグ」。修行僧が食を乞ぅ為に持っている椀や蓋などの食器一そろい。既出 
sg 前書)0 

BBS 風雅の旅には、花を見るにも五器一そろいで済ます心掛けが肝腎だ。この事の意味を推量し、よく考えてくれ0 
— 「餞別」(『泊船集』)「餞東華坊東行」(『続寒菊』)等の前書の外、『蕉翁句集草稿』には r 此句、自筆物に文有。支考 
東行餞別」と注している。上方から江戸へ帰る旅以来随侍していた支考が、翌春奥羽へ旅立つ ことにな り、二月十日 
に催されたその餞別 会での 吟と推定される(拙著『新修 芭蕉伝記考説』行実篇参照)。 『句集 草稿』 の 「辛未」という頭注は誤 
りであろう。『蕉^;句集』 の 異形も、伝写の間の杜撰に過ぎない。 

『桃の首途』(廬元坊撰、享保士一一年刊)の蓮二坊序詞に、 


俳諧問答•泊船集.桜山臥.蕉翁句集草稿.桃 
の首途.続寒菊 
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むかし我師(注、支考を指す)の東くだりに、祖父翁の旅の具とて碁 a 椀といふ物をはなむけにしてへ此こ k ろ推 
せよ花に五器一具とは、西行上人の心をつたへて、世の中よかれ我乞食せむとよめる風雅のさびをさとせしの 
みならで、其師のその弟子にをしふる実情なり。 

と見え、旅立ちに際して芭蕉は支考に五器を贈って句を添えたのであろう。支考は『葛の松原』(元禄五年五月成)のこ 
の句の後に、 

五口—聞、以 X 財おくるものは君子の人のしのびざる所なるを、今やわかれむとするとき、わ 
すれず灸せよなどいへる人をさへうれしく覚ゆるものなり。しらず、この別こ ゞ ろいかむ 
ぞや。たとへ推し得て十—成なるも、奈古曾の関の名こそつらからめやは 

支考 

「モ、すぢりゆがみてふさむ花の陰 
という句文を自ら記している。 

句は贈物とした五器にかけて、色蕉平生の心掛けとして、花見にも殊更な贅を尽すことなく、「五器一具」で自足 
すべきことをいい、「此こ、ろ推せよ」と支考に諷戒したのである。この時よりやや後、五月七日付の去来宛書簡に 
於いて、芭蕉は支考の事に触れて、 

盤子(注、支考の別号)は二月初に奥州へ下候。いまだ帰不申候。こいつは役に立やつに而無御座候。 

其角を初連衆皆^^悪立候へば無是非候。尤なげぶし何とやらをどりなどて、酒さへ呑ば馬鹿尽し候へば、愚庵 
気をつめ候事難成候。定而帰候は V 上り可申、…… 

と、辛辣な彼への見方を披露しているが、支考を長く身近に置いて、その性格を見抜いた結果であろう。こういう支 
考に対して、 




五器一具にてこそ事は足れ。此うへを奢るな、淋しみをわするなとの示誡也。花の 比は 世の人心もうきたちがち 
に思ひもよらざる奢もいできて、無益の金銭をもつかふなれ。そこを一具の五器に知足して、 生涯をあやまる 

へ力らず俳諧の淋しみに遊べよ。此こ乂ろしばらくもわすれず、 . 慎み忘却する事なかれ……(素丸『説叢大 

全』) 

と教えたのであった。純粋の詩的動機に発した作ではないが、 

力くしふと全く教 ill 的になるが、而かもそれを誠に手軽く花と五器とによりて言つたのは流石に詩的 趣味を失は 
ぬ。(内藤鳴雪『評釈』) 

という見方は適評であろう。後の「四つごきのそろはぬ花見心哉」の句 も 類想で ある。 

富花月 

艸庵に桃櫻あり。門人にキ角嵐雪有 

观兩の手に桃とさくらや草の餅(桃 S ) 泊船集.蕉翁— 

春季 S •さくら•草の餅)。 

〇富花 月「花月に富む」。「花月」は春の花と秋の月で、風雅な趣のある自然を代表するもの。風流文雅の道の雲ともなる。 
} 参照「花月の句をさの み取 もらさじと、あながちにもとむる人あり。愚意には返々詮なし」(『連理 秘抄』 ) 「Qcwgca . 
Fana , touqi.J (『日葡辞書』)。 〇卿庵に桃桜あ y r wf 献に桃り」。我が住む草庵に桃や桜の木があって花を咲かせて、る、の 
意。 「卿 J S 「 草」の 古字。 〇 門人にキ角嵐雪有 「巧 を り/我が俳諧の弟子には其角と墨という俊才がある、の 
意。「キ角」は宝井氏。名は侃憲。江戸の人で、延宝期まだ十代半ばで芭蕉の門人となり、天和調の代表撰集『虚栗』—む」よど 
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早くから才を謳われて、江戸の俳壇に地歩を築いた。晚年は洒落風の傾向が顕著になる。宝永四(一5七)年二月二十九日残、享年 
四十七。俳号を略字のょうに r キ角」と書くことが間々ある。「嵐雪」は既出 i 祝前書)。〇 両の手 「 go 5 尹」。左右二つの手。 
「両の手にうまい物といふのだ」(『浮世の四時』) rR o; . 1, red. Futatou. …… Ri6note. 」 (『 H 葡辞書』)。〇 草の餅 「影の撇 J 。 三月三 
日の雛祭に食べる、蓬を入れて搗いた餅。「草餅」(1§)に同じ。 

laua 今日は草餅を食べる雛祭。折柄草庵の桃と桜も花咲いた。門人の双璧其角と嵐雪を迎え得て、「両の手に桃と 
桜」といったところだわい。 

BB 岡山藩士の俳人兀峰の撰した『桃の実』(元禄六 年五月 跋)に初めて見える句で、六年春までに成っていたことは 
確かである。荻野清氏は元禄五年の作と見て、六年春には既に其角末流の徒に対する不満の意を洩らした芭蕉の文が 
あること、『桃の実』に芭蕉の句と並記された「菓子盆に芥子人形や桃花」(其 角) 「桃の日や蠏は美人に 笑る^,」(嵐 雪) 
の二句が許六の稿本『旅舘日記』元禄六年春の条に見えるにも拘らず、当面の芭蕉の句は載っていないことの二つを 
証として挙げられた(「新 出の芭蕉 書簡並びに 俳文 考」—『俳句』昭和 三十五年六月号—)。 また、『蕉翁句集』は、これを元禄二 年 
の部に収めているのであるが、若し二年作ならば、その後間もなく刊行された『其袋』『いつを 昔』 『雑談集』 等其 嵐 
二 家の撰集に見えないのを不可解とされた荻野氏の指摘も尤もである。且つ『桃の実』を撰した兀峰は、元禄五年の 
春江戸に来て初めて芭蕉を始めとする蕉門の人々に親しんだの/たから、そう何年も前の句に通じていた とは 考えられ 
ぬという大谷篤蔵氏の説 ( r 校本芭蕉全集』第二巻) もあり、元禄 三、四 年の春は色蕉が上方に在った時なので、結局この 
句の成立に相応しいのは元禄五年春だけになろう。恐らく桃の節供に当って橘町の仮寓に両門人を迎えた 際の吟と思 
われる。これょりやや後、五月七日付の去来宛書簡に、点取俳諧の流行る 江戸 俳壇の堕落を歎きつつ、 

其中にも其角は不紛居申候。これも世上を悪み候而、当年はしゐて俳諧発句不致候。愚老へ深切に相勤候。前ミ 
4は年も重り候故か、万おとなしく、大悦に存候。嵐雪尤無為なるものに而候故、前 AZ 不相替相勤侯。 
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と両人の近況に触れている。其角•嵐雪に対する色蕉の態度が、 この 時期には好意的だつた ことが、右によつても 窺 
えると思う。享保八年の『嵐雪十七回忌集』の百里序には、「或時深川の旧庵にしばらく禁足せられ、朝顔や 昼は 鎖 
おろす門の垣、翌年前書は、門に桃桜あり、門人に其角嵐雪を もてりとして 此句 見えたり」 とあるけれ ども、所謂 
「禁足」は元禄六年秋人を謝して閉関したこととおぼしく、その翌年とすれば七年になつて しまう。 これは『桃の 実』 
初出の事実と矛盾するから、信じ難い所 伝と いわざるを得ない。 

句形に関していえば、『泊船集』に初五が「雨の手に」とあるのは明らかな誤筆であつて、問題にならない。後年 
の『未来記』(蒙太撰、明和二年刊)に、この句を発句とした其嵐二家との三吟歌仙が見えるが、元禄五年頃の作として 
は内容の面からも疑問があり、古集にも所見がないので、存疑とするのが穏当であろう。 

「桃とさくら」に其嵐の二家を寓していることは、前書によつて明らかである。但し、桃が其角で桜が嵐雪、或い 
はその逆という風に、一々の物を誰かに対応させたのでは なく、 桃.桜を引つ くるめて二 人を寓した ものと 見たい。 
もとより 背景には「両手に花」 r 両の手に花と紅葉」といつた諺を頭に置いている。その華やかな花の後に「草の 餅」 
を出して、侘びた俳味を添えたのがよく、 

両手に桃桜と言ふのみでは平凡陳腐で何等の面白味もないが、草の餅と言つた為めに俳興を添へ得て全面が生命 
を保つ事になつたのぢや。(内藤鳴雪『評釈』) 

という見方は確かなところであろう。古い門人二人を傍に置いて、花の春を楽しんでいる芭蕉の気持が流露して おり、 
譬喩の趣向故に句として上乗のものではないが、二人への情懐が思われる作ではある。 

猫の戀やむとき閨の朧月(己が光) 


陸奥衞.泊船集.蕉翁句集草稿•蕉翁句集.俳 
諧古今抄 
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春季(猫の恋.朧月)。 

i 〇猫の恋 「猫の恋」。発情期の猫が、鳴きながらうろつき廻るさまをいう春の季語。「猫の妻」 ( IK ' IV 腳) 参照。「猫の恋初 
手から鳴て哀也野坡 J (『炭俵』上) rNeco .」 「C S . .J (『日葡辞書』)。 〇やむ とき 「止む 時」。 鳴き声などがしずまるさまである。 
「梟の 啼 やむ姐の若菜かな 曲翠」 (『続猿賽』下) rYamr-u, y6da .」 (『日葡辞書』)。 〇閨 「寝星」の義。寝室、或いは居間をいう。 
「閨……夜分 也。 ……屋-台の一名也」 (『御傘』) 「誰のぞくならの都の閨の桐千那」(『猿蓑』卷 二 ) 「 Zeya. J (『日葡辞書』)。 〇 朧月 
「オボ！！'ッキ」。輪郭のぼんやりした春の夜の月。既出 ( I 2 S )。 

ia やかましく鳴き交わす恋猫の声がはたと止み、閨には朧月の淡い光がさしている。 

■31 元禄五年夏に成つた『己が光』初出の句で、『蕉翁句集草稿』には「壬申」と頭注があるから、五年春の作と 
認めてょい。『泊船集』には中七が「休とき閨の」とあり、『句集草稿』は「違ひ也」とするけれども、「休」は r ャ 
ム」と訓める字だから、これは表記の相違に過ぎぬものであろう。『蕉翁句集』に下五を「瀧月」とするのは明らか 
な誤字である。 

支考の『俳諧古今抄』中の切の条に、 

中の切といふは、春の夜の憐れも鳴きあかしぬる猫の恋も、やむ時は何ミとして、月朦朧と来鵬が寒食の詩の閑 
情をふくむ。 

とあつて、「来鵬が寒食の詩」とは、『三体詩』所収の詩 r 蜀魄啼来春寂寞、楚魂吟後月朦朧」(蜀魄啼き来つて春寂 
寞、楚魂吟ずるの後月朦朧)を指したものである。漢詩の趣は兎も角、「やむとき」で切つて、やかましい声の後の 
静寂感を際立たせ、「閨の朧月」を引立てた技巧は賞すべきであろう。これを、「朧月のあはれは何時なるぞと言んに、 
二月ょりさかりし猫の恋やむ弥生の始つかた……ぞと答たり」(康エ『金花伝』)などと解しては良くない。「やむとき」 
は「何時なるぞ」と問うたのに答えたわけではないからである。 
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「猫の恋」と配された為に、この r 閨の朧月」には、ほのかに閨怨の情が匂う。 

きさらぎの天朦朧としていと哀なる夜すがらなるべし。物には恋やむ時しあれど、思ひたへぬ閨怨を 言外に ふく 
められしか。幽玄にして余縁ふかし。(杜哉『蒙 引』) 

という鑑賞は当っていよう。卑俗な「猫の恋」の俳意を踏まえながら、芭蕉は工夫を 凝らしたのであって、「蕪村の 
世界への 一 通路をなすもの」(加藤揪邮氏 『全句』)と 見られるが、構成され た自然と いう感じは 否めない。見た ままを ffi 
くのと は違った態度なのである。 

緩步 

{ママ'! 

湖かぞへ來 ぬ 屋敷^-の梅やなぎ (誹林一字幽蘭集)|旅舘日記.韻塞.泊船集.蕉翁句集 
春季(梅.やなぎ)。 

1 〇緩歩 「クヮンポ」。ゆっくり歩くこと。 〇かぞへ来ぬ「獻 へ！<ぬ」。下の 「梅 やなぎ」の数を数えて歩いて来た ことを い 
う。 ここで 句切れ。「朝顔の荅かぞへむ薄月夜 田 上尼」(『続猿蓑』下) rcazoye , uru, eta . J (『日葡辞書』)。〇 屋敷'^^ 「ヤシキ 
く」。 「屋敷」 は、 邸宅の建っている一画の 地。 勿論庭などを含む。 (1 55 ) 参照。 r さぞ砧孫六やしき志津屋敷其 角」(『あら野』 
卷四) 。〇梅やなぎ「梅 柳」。何れも春の季語。既出 ( Is ?)。 

iu 武家屋敷などの続く町筋の、塀越しに見える梅や柳の樹の数を、数えながら歩いて来たことだ。 

■ ESI 初出の『誹林一字幽蘭集 JM 沾徳撰、元禄五年九月刊)には isnjm 二 野丄ち こと注しており、これは杜甫 
の詩「厳中丞枉\駕見\過」の一節である。前書も後注も、『一字幽蘭集』の撰者が付したものであろう。 初出本の刊 
行時期からして、元禄五年春までには成っていた句と思われる。 
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江戸の屋敷町でも、或いは京あたりの趣でもよい。閑静な町筋を歩いて来ると、もう梅は花咲き柳は芽ぶいている。 
塀越しに見える梅の花や柳の青みを帯びた枝を、あそこにもここに もと 数える ともなく 数えながら行くわけで、春景 
色にくつろぐ気分がおのずから伝わって来る。古注には色々な漢詩を引いているけれども、『一字幽蘭集』の杜詩も 
含めて、それらに拠った表現ではなく、自らの体験から自然とまとまった句であったろう。「みわたせば柳さくらを 
こきまぜて宮こぞ春の錦なりける」 (『古今 集』 卷一 、素性)は、春関わの頃の賑わいを思わせるが、当面の句は早春の、 
漸く深まろうとする季感であって、閑雅な品格が生命である。 

櫻をばなどねどころにせぬぞ。 

花にねぬはるの鳥のこ\ろよ 

如花にねぬ此もたぐいか鼠の巢 < 有磯海) 藤の実.泊船集.蕉翁句集 

花を見る是もたぐひか鼠の巢(佐郎山) 

櫻をわきてねぐらとはせぬ。 

花に寐ぬ春の鳥の心歟 

花に寐たぐひか軒の鼠の巢 <¥稲1 
春季(花)。 

i 〇桜をば…… 鳥のこ、ろよ 「桜を ばな ど®処にせぬ ぞ 。把に!！ぬ#の鳥の 心！<」。 気の多い春の鳥は、どうして桜の木 h 峨 
にしないのか。花の中で寝ない春の鳥の気が知れない、の意。『源氏物語』若菜上の、光源氏が女三宮に冷淡なことを諷した柏木 
の歌と言葉、「いかなれば花にこづた ふうぐ ひすの さくらを わきてね ぐらとは せぬはるの鳥の、 さくら ひとつに とまらぬしよ」 




186 


を踏まえた。「袅ぼし子やなど白菊の玉牡丹濁子」(『続猿蓑』下)「灯もなければゐろりの火かげに寐所をまう けて臥す」(『おくの 
ほそ道』) 「 Nad ? 1, nad 8 a . i , Najoni .」「 Nedocor ?」 (『日葡辞書』)。〇花 にねぬ此もたぐいか 「 M に！^ぬ虹も齡が」。この鼠たち 
も花の中—ないものの同類なのか、の意。普通の語順では「此も花—ぬ類か」とあるべきところを、五七の調べに合わせる為 
に倒置した、やや異例の表現である。「たぐい」は「たぐひ」の仮名ちがい。既出…1)。〇鼠の巣「齡みのヂ」。「娌が君」(1挪) 
参照。「鼠共春の夜あれそ花靱半残」(『猿蓑』巻四) rNesmi .」 (『日葡辞書』)。 

BHH 鼠が巣のあたりで暴れて騒がしい。これも折角の花の中で落着いて寝ることのない春の鳥と同類なのか。 

■3 ■『泊船集』にも『有磯海』(浪化撰、元禄八年刊)と同じ前書がある。板本としては美作津山の儒者紅雪が元禄五年 
に京坂の地を行脚して編んだ『佐郎山』(元禄六年頃刊)に載るのが最も早く、この事からして元禄五年春までには犮つ 
ていた句と見られる。しかし、その「花を見る」という初五の句形は、『源氏』の一節を踏まえた句意と矛盾する嫌 
いがあり、前書を承けた「花にねぬ」の意味が分りにくいところから出た誤伝と見るべきであろう。一方、色1匕十 
回忌追善集として越中滑川の知十の撰した『早稲の道』(宝暦十三年成)に紹介された真蹟は、「寐」の下に「ぬ」を兑 
したと見れば初案の可能性が大きいと思う。何れにせょ、定案は『有磯海』『藤の実』(素牛撰、元禄七年刊)等の句形を 
採るべきである。年代は『藤の実』の方が『有磯海』ょり古いけれども、これには前書がない。 

花の 頃、 天井裏や台所の 壁 裏などで鼠が荒れているのを、『源氏』に思い寄せて興じたもので、『源氏』の隹と 
「鼠」の俗の対照に俳諧がある。「鼠の巣」は別に目にしているわけではなく、鼠を持ち出すことが主眼なのであるが、 
巣に落着かないところを鳥に比しているのだから、やはり「巣」は不可欠の道具立であろう。なお、杜哉の『蒙引』 
は「是はわが行脚漂泊に 柴 門の鎖しがちなるを比興せられし寓言ならん」とも考えているが、これは深読みに過ぎる0 
『源氏』の一節を踏まえた前書を付して、鼠のさまに興じただけの逸興に過ぎない。 
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不卜一周忌琴風興行 

观 杜酶鳴音や古き現ばこ (陸奥衞一 泊船集.蕉翁句集 

夏季(杜鵑)。 

1〇不卜 I 周忌 ■「不卜」は江戸の俳人、岡村氏。芭蕉とは延宝期から長い交際があった。既出( 1 95)。歿したのは元禄四年四 
月九 R なので、「一周忌」は一年後の五年四月九日に当る。「石太良一周忌」(一茶『文政句帖』五年正月十一日条) 「 Jxxaqi , 1, Icqi . J 
(『日葡辞書 JI )。 〇琴風興行 「琴風」は生玉氏、また 柳 川氏。摂津の人で、江戸に出て不卜の門人となり、後其角に属した。享保十 
一 (一- fc : 一一 C 年二月七日®、享年六十。この人が不卜の一周忌追善の句会を主催したのである。「興行」は既出 ( n332 前書等)。 〇杜 
II 鳴音や 「杜鵑鳴く音 や」。 「杜鵑」は、ほととぎすを指す漢語の 一。「や」 は詠嘆の切 字。 〇古き硯ばこ r * f き晛箱/「現ば 
こ」 は、俳諧など風雅の道に携わる人に相応しいものとして出した。恐らくは不卜遺愛の品であろぅ。「昼ノ御座ノ上ニハ、御剣 
御硯箱ヲ被措タリ」(『太平記』卷四十) 「 suzuribaco . 」(『日葡辞書』)。 

1故人遺愛の古い硯箱を見て亡き人を傯んでいる折柄、ほととぎすの哀切な一声が聞えて、殊更思慕の情を搔き 
立てることだ。 

■ E ■『泊船集』と『蕉翁句集』には「ある人の一周忌に」と前書がある。沾涼の『綾錦』によると、不卜は元禄四 
年四月九日に卒したので、『陸奥衞』の前書によって当面の句の成立年時は明らかである。 

俳席に出ていた不卜愛用の硯箱に古人を倨ぶ情を寄せ、それにほととぎすを配した趣向である。この鳥は「死出の 
田長」などとも呼ばれて死後の世界に縁があるし、「いそのかみふるき宮この郭公こ表許こそ昔なりけれ」(『古今集』 
1 、素性) 「ほと、ぎすはなたちばなのかをとめてなくはむかしの人やこひしき」(『新 古今集』卷三、よみ人しらず) 等、古 
歌には昔を偲ぶよすがともされた鳥であった。特に右の素性の歌は句の背景として芭蕉の脳裏にあったと思われる。 
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不卜は石田未得の門人で、色蕉とは派を異にしていたが、早くから俳交があり、『江戸広小路』『向之岡』等延宝期の 
この人の撰著には芭蕉の句が見え、不卜亡母の追悼句 ( 1 95) を作っている程である。蕉風が本格化してからも二人 
の交わりは続き、貞享五年に不卜の刊した『続の原』所収の四季句合に芭蕉は冬の部の判詞を引受けて、心の籠った 
跋文を寄せている。このょうな長いつきあいを背景に、この句はしみじみとした哀悼の意を表した、なつかしい句と 
評し得ょう。 

泌縑倉を生て出けむ初鰹(葛の松原) 

かまくらは活て出けむはつがつほ (色蕉翁真跡集) 

夏季(初鰹)。 

〇鎌倉「ヵマクラ」。今の神奈川県鎌倉市。頼朝開幕の地であり、近世には江戸への魚の主な供給地でもあった。既出 (1/77 
前書)。〇 生て出けむ 「生きて出でけむ」。魚荷として鎌倉から積み出された時は生きていただろう、の意。新鮮さを強調したの 
である。「出けむ」で切れる。〇初鰹「初鰹」。「鰹」 ( Ig ) が関東近海に回遊して来る初夏の青葉の頃、 この 地方の鰹漁が始まる0 
江戸人は「,鰹」と称して特に賞味した。「初の字に一-朝を争ひ、夜の字に百金をかろんじて、まだねぬ人の橋上にた\すみあか 
すま ゞ に、 . 片の風帆をのぞんで早走リを待て公門に入時、鬼の首とる心地したり。南-溟東-海の魚龍一番鰹と名のらせ、其威 
を犯せるものなし」(『類柑子』てりかつを)「所在注//に侍る。殊に相模.土佐.紀州•伊勢に出る。鎌倉に出る事古へ久し。房州 
辺には殊に多し」(『滑稽雑談』)「大和本草に日、相州鎌倉或は小田原辺、之を釣て江府に送る。尤其早く出る者、之を初鰹と称し 
て賞味す」(『年浪草』)「かまくらにて/目には青葉山郭公は つ 鰹山 口 来 雪」 (『江戸新道』 〇 

Eaia 鎌倉を出荷された時きっと生きていたのだろう、生きの良いこの初鰹は。 

HB 支考はこの句について、その著『葛の松原』(元禄五年成)で、 


誹林一字幽閬集•陸奥衛.泊船集.青莛.三冊 
子•蓮翁句集 

旅館日記.類柑子•許野消息.嫌倉海道 
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詩哥に名所を用る皇たやすからじ。かまくらの初鰹は、支考が東より帰けるとき、か X る S ありとて見せ申され 
しを、生て出るといふに鎌倉の五文字、又その外あるべくとも承わらずと申たれば、うれ敷き ゞ 侍るとて阿叟も 
にくみ申されしが、みづからも徼幸にいひ明しぬらむ。つら'^おもへば、生死のさかひを以て出入せむに、か 
まくら•六波羅の外殊に有べからず。しばらく風雅にあそぶ人も、いきて鎌くらを出し鰹の、いまは武江の薄し 
ほとなりけるよと、世の観相にのみ眼をと V むる直、此句ばかりにもかぎるまじ。 

と述べている。支考の『削りかけの返事』(享保十三年刊)によれば、彼は元禄五年六月初めに奥羽遊歴から帰って深川 
の新芭蕉庵を尋ねており、四月頃に成っていた初鰹の句をその時示したものと推定される。 

「かまくらは」という異形は、許六の稿本『旅舘日記』(元禄五~七年頃)や其角の『類拼子』の外、『末若葉』(元禄十年 
成)の其角句の前書にも「先師かまくらは生て出けんと聞へし折にふれたるにや」と引用しており、桃鏡の『芭蕉翁 
真跡集』にも摸刻があるところを見ると、そういう別案があったことは認められる。しかし、本位句としては初出の 
『葛の松原』や、多くの蕉門諸集の伝える「鎌倉を」を採るべきであろう。 

この句、初鰹の新鮮さを賞める意が中心であることは言うまでもない。ただ、それだけならば土芳の『ゴー冊子』に、 
鎌倉を生て出けんはつ鰹といふこそ、心の骨折、人のしらぬ所也。一赤雙紙) 

と伝えられるような芭蕉の言葉が出て来る箸がない。鎌倉は既に夙く『徒然草』に、「鎌倉の海にかつをと云魚は、 
かのさかひにはさうなきものにて、この比もてなすものなり」.(百十九段)と見え、〔語釈〕に引いた来雪(素堂)の名 
句「目には青葉」の句も鎌倉で詠まれているように、鰹と縁が深い上に、『葛の松原』の所説のような因縁もあった。 
つまり武家の府であった鎌倉は、「いざ鎌倉」の際、武士達が生死を賭けて出入りした処で、その緊張感を持った地 
名の「響き」が、「鎌倉を生て」という句の表現に関わりがあるというのである。これは鰹の新鮮さをいう句の主意 
と直接の関係はないので、現代の眼からは余計な事のようにも見えようが、『葛の松原』は芭蕉在世中の刊行であり、 
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いかな支考でも、そう勝手な事は書けなかったろう。支考の見方に対して色蕉が「うれ敷き、侍る」と答えたのは事 
実だったと思う。そういう表現の機微が、『三冊子』にいう「心の骨折、人のしらぬ所」なのである。但し、『葛の松 
原』の末の方で、「いきて鎌くらを出し鰹の、いまは武江の薄しほとなりけるよ」という「世の観相」とするのは如 
何なものか。これは聊か深読みに過ぎるようである。兎に角、 r 軽み」を志向する時期にも、一方ではこんな表現の 
工夫もやってみる芭蕉であった。「かまくらは」の形では、「は」と特に取立てた言い方がわざとらしく聞える。これ 
が初案とすれば、そういう欠点を正して、目立たない「を」で治定したものであろう。 


ほと、ぎすなくや五尺のあやめ草 <真瞋短冊) 


葛の松原.陸奥衡.泊船集.伊達衣.今日の 
昔.三冊子•蕉翁句集.粟津原.蕉翁全伝附録 


夏季(ほと、ぎす•あやめ草)。 

〇なくや「鳴くや」。「や」は詠嘆の切字。〇五尺のあやめ草「あやめる」は、端午の節供に軒に葺く* i *l のこと。 既出 
(Isr E l )。 「五尺」は、ーメートル五十センチ程。「搰の火や あ かつき方の五六尺丈艸」 (『炭俵』下)。 

_空にはほととぎすが頻りに鳴く五月になつた。地上にはあやめ草が五尺にも伸びて、端午の節供を迎えょうと 
している。. 

EBI 『伊達衣』(等躬撰、元禄士一年刊)には「寄夏艸」と前書がある。支考の『葛の松原』には、この句を r 鶯や餅に糞 
する掾のさき 」 (W 735 ) と共に挙げて、「かの僧の和及は、か、る皇きかずなりぬるぞ、今は恋しき人の数なり」とあ 
り、元禄五年正月十八日に世を去つた和及歿後の作としている。支考は六月初めに江戸に帰来して色蕉を訪うた時こ 
の句を知つたのであろうから、同年五月頃の作と推定される。 

この句の典拠については夙く『三冊子』に、 
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此句は、ほと\ぎす鳴くや五月のあやめ草といふ歌の詞を取ての句なるべし。(赤雙紙) 

とあつて、「ほと X ぎすなくやさ月のあやめ草あやめもしらぬこひもする哉」 (『古今 集』 巻十一、よみ人しらず) を指摘して 
いる。この歌は『古今集』で恋歌の巻頭にあつて有名なものだけに、色蕉の脳裏にあつたことは疑いないけれども、 
上の句は「あやめ」を言い出す為の序としているので、景物を描くことが歌の主意ではない。その点では「うちしめ 
りあやめぞかをるほと\ぎすなくやさ月の雨のゆふぐれ」(『新古今集』卷三、良経)の方が、当面の句の境地に近いもの 
であろう。それと連歌の仕立て方についてよくいわれる「五尺のあやめに水をかくるが如く」という言葉も背景にし 
ていると見られる。これは『後鳥羽院御口伝』に「俊恵法師……五尺のあやめ草に水をいかけたるやうに哥はよむべ 
しと申けり」とあるのに発し、心敬の『さ V めごと』には歌の姿について「五しやくのあやめに水をかけたるごとく 
にといふは、ぬれ^^とさしのびたる也」と説かれている。これらを承けて、 

連歌の仕立は、五尺の菖蒲に水をかけたらんが如くなるべし。本より菖蒲も清らかなる物に水をかくれば、一点 
も滞る所もなく流る、が如し。(宗長『連歌比況集』) 

古の人の申されしも、五尺の菖蒲に水をかくるが如く、ぬれ<と爽やかに仕立べきよしに候。(紹巴 r 連歌至宝 
抄』) 

といつた記述が生まれたもので、色蕉の頭には連歌書の記事があつたと思われ、これらの古歌や言い慣わしを契機と 
して、この句は作られたのであつた。歌の「五月」を r 五尺」に変えただけで俳諧とし、夏も漸く深まろう とする 頃 
の自然を描いたのである。五尺にも伸びたあやめ草とあるから、 ほととぎす も初音をゆかしがる初夏の趣ではない。 
また、五月闇の頃稀に晴れた月夜という鑑賞もあるが、際やかな表現の特色からして、「雨後のあけぼの」(素丸『説叢 
大全 t の景色と見た方がよかろう。幸田露伴はこの句を、 

杜鵑の声を聞いて、その直感を、ずかりと云つた句である。爽快な感じです。眼前にあやめがすらりと立つてゐ 
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る。そこへ杜鵑が鳴いて通つたので、その咄嗟の感を一息に取込んで、一つの天地を打ち開いたのだ。大した句 
である。古歌などの心も踏まへてゐるが、それなどもずつと飛び越えて脱却して了つてゐる。修飾や意匠などの 
種種の煩瑣を振ひ落した妙味が此の句にはある。此の句が斯う云ふ表現の形を取る迄には、どれ程の経路を通つ 
て来たものか、それは芭蕉の念念不断の工夫が端なく此の杜鵑を仮りて吐き出されたので、然かもその途中の滓 
は凡て払拭されてしまつた。貞徳流のぬめりも無く、檀林派のわざとも無く、 まことに 佳句である。 (『色蕉俳句研 
究』) 

と激賞している。 この 句には確かに古歌の背景があるけれども、たとえば『古今 集』 の歌の「鳴くや五月」の 「や」 
は間投助詞であつて、ほととぎすの鳴くさまは「五月」の説明に過ぎない。これに対して芭蕉の句の方は、切字とい 
う 修辞法の効果を最大限に発揮して、天地を代表する鳥と草との境を画している。 この 謂わば切れ味が この 句の姿を 
際立たせ、表現の鮮明さを増していると言つてよい。半田良平氏も、 

時鳥と菖蒲とは、固より季節上で密接な関係はあるが、芭蕉はそれよりも、時鳥の鋭い声が耳に訴へる感じと、 
五尺程にさや^^伸び立つた菖蒲の葉が眼に与へる感じとの間に、一種微妙な調和を見出したのである。芭蕉の 
この鋭敏な感覚は、『五月』を『五尺』と変へた V けの句のうちに、よく生かされて居る。それ故、この句は、 
逐語的■に古歌を踏まへて居りながら、矢張り作者の吹きこんだ気息によつて、別個の生命を得て来たと言つてよ 
からう。そこに作家としての芭蕉の手腕がある訣である。 (『色蕉俳句新釈』) 

と的確に鑑賞しておられる。 

泌害破風の入日や薄き夕凉 ( 流川 S 泊船集•蕉翁句集 
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納涼の折 AZ 云捨たる和漢、月の前にしてみたしむ 
破風口に日影やよはる夕凉み S 焦庵 一一一 H 月 PS 
破風口や日影かげろふ夕す ゞ み(泊船集書人) 

夏季(夕凉)。 

la 〇 唐破風 「ヵラハフ」。中央が円く、左右が反り上って、冑の鍬形を逆様にしたように造った破風。「破風」は屋根の切棟の 
山形になった所をいい、流破風•千鳥破風など種々の型がある。唐破風は武家屋敷の玄関や門、神社の屋根に多い。 rFafu .」 (『日 
葡辞書』)。〇 入日や薄き 「入日や薄き J 。 西に没しようとする太陽の光線が次第に薄れて行くさま。「や」は、疑問と取ってはおか 
しく、詠嘆の間投助詞と見るべきであろう。「薄き」で切れる。「百舌鳥なくや入日さし込女松原凡兆」(『猿蓑』卷三)「なくこ JI 
もたかきこず JI のせみのはのうすき日かげに秋ぞちかづく」(『風雅集』卷四、伏見院) rlrifi .」 rvsui .」 (『日葡辞書』)。〇夕凉「欠 
凉み」。夏の夕べの納涼。既出？293等)。 

お屋敷の唐破風にあたる入日の光も薄れて来たことだなあ。丁度夕涼みには良い頃だ。 

■ Eli 元禄五年秋の稿本『芭蕉庵三日月貝記』所収の素堂との和漢歌仙の発句として「破風口に」の形が見えるので、 
同年夏の作たることは明らかである。『蕉翁句集』が貞享三年の部に入れているのは誤りとしなければならない。和 
漢歌仙はその末に「元禄八月八日終」とあるから、夏の内から作りかけていたものを、八月八日に到って満尾したこ 
とになる。「唐破風の」の句形の見える初出は、元禄六年十月に成った露川撰の『流川集』で、一年余の間に推敲さ 
れたのであろう。逆に「唐破風の」を初案とする見方もあるが、『三日月日記』と『流川集』の年代からして、成り 
立たないと思う。許六は『泊船集書入』の句形を挙げた後、 r ……とき、侍りぬ。此句、後に句作り直たるなるべし」 
と述べている。許六は五年八月九日に初めて芭蕉に会って以来、翌年にかけて親炙した人なので、その所説は無下に 
却け難いけれども、この句形は『三日月日記』に比して余り変り栄えがないし、「日影かげろふ」と同音が続くのも 




拙い感じがする。彼は『三日月日記』の句形を不正確に記憶して い. たのでは あるまい か。蓼太の『芭蕉句解』附録に 
「唐破風の入日や」「破風口に日影や」と共に挙げる「唐破風や日影かげろふ夕す V み」という句形は、『流川 集』 と 
許六の所伝を混淆したもののようで信じ難い。 

初案の「破風口」は、民家の屋根の横の三角になつた部分をいう。潁原博士の『新講』に、 

元禄五年夏新たに成つた色蕉庵での吟であらう。……暑い夏の日も漸く西に傾いた。 どこから ともなく涼風が湧 
いて来る。縁端にでも出て涼を納れようと、ふと見ると屋根の破風口にはまだ夕日が赤く照つて居る。だがその 
日影はもうすつかり薄れて、弱々しい光が何となく衰へ行くものの淋しさを思はせる。破風口に薄れ行く日影を 
捉へて、夏の夕の一種の感懐を籠めて居る。 

と解しているのが正確で、「夕す V みに出て家居にあたる西日を見た客観的 即興」 (内藤 鳴雪『評釈』) であつた。それが 
「唐破風」となると普通の民家の趣ではなく、-神：；！； L 仏閣或いは武家屋敷の豪壮なものがィメージされなければなるま 
い。潁原博士は「立派な邸宅などで、夕涼の席±吟とでもすればふさは しい」(『新講』) といわれた が、 私は芭蕉庵か 
らの眺望ではないかと思う。この頃新たに成つた三度目の芭蕉庵のたたずまいについては、芭蕉自身、 

……三間の茅屋つき t しう、……南にむかひ池にのぞみて水楼となす。地は富士に対して、柴門景を追てな、 
めなり。' 「芭蕉を移詞 j I 『色蒸 庵 三日月日記』—) 

……三間の茅屋池に臨て立り。南にむかひて納凉をたすけ、月光池に移り畳をてらして、残夜水楼に四更の雲を 
吐き、 や、 薫風 吹ける 秋の初 風 も身に 染みそめて、……(「深川の庵再興の記文」—竹人『蕉翁全伝』—) 

と書いており、池に臨んで一部二階^!りの建物が建つていたようである。この「水楼」に登れば、近くの寺社や武家 
屋敷の「唐破風」が望めたであろう。その趣を句にしたとすれば、他の邸宅を訪れての挨拶吟のように取る必要はな 
くなるのである。両案とも破風にさす日の光によつて夕暮の涼感をあらわす趣向であるが、「日影 やよはる」 よりは 
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「入日や薄き」の方が表現として良くなっているょうに思われる。「破風 口」 と「唐破風」と、趣は異なりながら、や 
はり両案の間に推敲関係は認められょう。 

素堂子の壽母七十あまり七としの秋七月七日をことぶくに、萬葉の七種をもて 
題とす。是につらなる者七人、此緣にふれてをの<又七叟の齡に習はん 
萩 

淡七株の获の千本や星の秋(伝真績懐紙} 一翁四哲集 

素堂子の壽母七十あまり七としの秋七月七日にとことぶくに、萬葉七種をもて題卜 
す。是につらなるもの七人、この緣にふれてをの^-又七叟の齡にならはん 
萩 

七 かぶの萩の 手本 やほしの 秋(旅館日記) |韻塞.泊船集•蕉翁句集 
七かぶの萩の千もとや星の緣(通天橋) 

秋季(萩•星の秋)。 

1〇素堂 子の寿母 「素堂子の寿母」。「素堂」は色蕉の親友山口信章。既出 ( n 似前書)。「子」は軽い敬称である。「寿母」は、 
長寿の母。「寿」には、命長い意があり、他人の母の敬称でもあった。「称，人母一日，一寿母こ(『書言故事』父母類) r 魯侯燕喜、令妻 
寿母」(『詩経』魯頌、閟宮)。〇 七十あまり七としの秋七月七日をことぶくに 「七十余り七歳の秋七月七日を寿くに」。素堂の母が 
数えの七十七歳( I 吾寿)を迎えた年の秋七月七日(七夕)の日を祝うに当って、の意。めでたい数の「七」が並んだ日を祝うので 
ある。「ことし七十歳ふたとせの秋の月を病る枕のうへに詠めて」(色蕉「東順伝」—『句兄弟』)「予とちなむ事十とせあまり九とせ 
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にや」(色蕉「悼松倉嵐 蘭」— 5 日記』)「さかへん君の御出世を千代万年とことぶきて」(『烏帽子折』第三、袅ぼし折名づくし) 
「 xichiguat .」「 xichiguachi . J 「 cotobuqi .」 (『日葡辞書』)。〇万 葉の七種をもて題とす 「況歡のぜ_を以て歡とす」。『万葉集』 
卷八に「秋の野に咲きたる花を指折りかき数ふれば七種の花」「萩の花尾花 ml 花 li ?* k の花をみなへし又藤袴朝顔の花」という山上 
憶良の歌二首が見え、ここに詠まれた七種の花を題として句を詠むことになったというのである。「題」は既出 (ng 前書)。二-句、 
付ともに古代にして、そのにほひ万葉などの俤也」(『三冊子』赤雙紙) 「 Nanacusa.J (『日葡辞書』)。〇是 につらなる者七人 r * K こ 
歹なる者七人」。この祝いの席に列なった者は、伝真蹟懐紙によれば、色蕉•嵐蘭•沾徳•曾良•杉風•其角•素堂の七人であっ 
た。出席者も七の数を揃えたわけである。〔考 1— J 参照。「つらなりしむかしにつゆもかはらじとおもひしられし法のには哉」(『山家 
集』中 ) 「zani touranaru . J 。 〇此縁にふれて 「此の縁に触れて」。長寿の祝いに列席した縁にあやかって、の意。「折にふる」 (n 
§後書)参照。「彼最後ノ命二遇事ハ先世ノ縁ナレバ、坐タリトモ違ナム、違トモ来ナン」(『海道記』) 「 Yg ?」 (『日葡辞書』)。〇 をの 
<又七叟の齢に習はん 「各 A / 又七叟の齢に習はん」。「七叟」は、白楽天が唐の会昌五年三月二十一日に七十歳以上の老友六& 
を会して開いた尚歯会の故事を指す。七人合わせると五百七十歳に達したという。この素堂の老母の寿宴に会した人々も、尚歯会 
に集まった七人の老人(七叟)の高齢に倣って、長生きをしよう、の意。「をの^^.」は「かの^^」の仮名ちがい。「又」丈 
「亦」を用いるのが正しい。「習」は「倣」の宛字。「倣ふ」は既出 ( 1 747 前書)。「承安二年三月十九日、前大宮大進清輔朝臣、 宝生 
厳院にて和歌の尚歯会を行けり。七叟……」(『古今著聞集』卷六)「いま〔だ〕をしむべき齢の、五十年にだにたらず」 (芭蕉「悼松倉 
嵐 蘭一 『发日記 』) 「Youai catamuqu . 」(『日葡辞書』)。 〇萩 「ハギ」〇既出 ( I /2、 s 娜等) 〇〇七株の萩の千本や 「ゼ槪の齡の^-松 
や」。七株の萩も殖えて千本にもなるように、との願望を述べた。「千」は数が多いさま。「株」も 「本」 も、植物の根もとをいう。 
「本」は既出 • ( n 泌)。「や」は詠嘆の切字。「一かぶの牡丹は寒き若菜かな尾頭」(『続猿蓑』下) 「 Fitocabu . J (『日葡辞書』)。〇 星の 
秋 「星の 秋」。「星」は、 七夕の 夜に逢う牽牛•織女の 二 星。 既出(1 57 .邠、瓜|等)。「星の秋」といっても、七夕の二星を指す 
ことは同じである。 

SHH 七夕の今宵、七株の萩が殖え茂って千本にもなるように、行く末かけて星に願いを籠めましょう。私どもも長 
寿にあやかりたい。 

■■『韻塞』(李由•許六撰、元禄九年刊)には、「素堂の母七十 あまり 七としの秌七月七日に ことぶき する。万葉七種を 
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もて題とす。これにつらなる者七人、此結縁にふれて各また七叟のょはひにならはむ」と前書があり、『泊船集』の 
前書もこれと大同小異である。伝真蹟懐紙は筆蹟に疑問があるものの、内容は信ずべきものと思われ、標掲の色蕉の 
句の後に、 

尾花 蠢 

織姫に老の花あるおばな哉 
葛花 沾徳 
布に煮てあまりぞ栄ふ葛の花 
なでしこ 曾良 
動なき岩撫子や星の床 
女郎花 杉風 
けふ星の賀にあふ花やをみなへし 
ふぢばかま 其角 
蘭の香にはなひ待らん星の妻 
あさがほ 素堂 
めでたさや星の一夜もあさがほも 

昔此日家隆卿七そじな\のと詠じ給ふて、みづからをいはふ成べし。今を母の齢あひにあふ事をことぶきて、 
猶九そじあまりこ\のつの重陽をもかさねまほしくおもふ事しかり。 

壬申歳 

とあり、この日の模様を窺ぅことが出来る。後書は素堂の文である。 
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許六の稿本『旅舘日記』を始め、『韻塞』『泊船集』等が中七を - T 1 萩の手本 や」 と伝えている。これについて『一翁 
四哲集』(西馬撰、安政三年刊)には、「杉風家蔵七種の巻物に萩の千本とあり。百五十年来萩の手本と誤り来れり」 と述 
ベて おり、 萩が茂って数を増すことに かけて、 齢のこの上とも長久ならんことを祝した意とすれば、 r 千本」の方が 
相応しく、「手本」ではよく分らない。素堂追善集『通天橋』(雁山撰、享保二 年刊) の 句 形も拠る所が明らかでないので、 
結局懐紙と『一翁四哲集』の句形が、信頼すべきものと考えられよう。 

古くは「萩の千本や」の句形が知られなかった為に、「手本」で解しようとして、「手もとはたもと也。只七株の萩 
の袂は星にかす小袖などの心にて、星にそのま、借すとならん」(東海呑吐 i 蕉句解』)等無理な見方が多く、「尹私」の 
意とする説まであった。しかし、右にもいったように、「千本」が正しく、「手本」は誤伝である。その立場からすれ 

. 前文にあるごとく、「七十あまり七年、七月七'0、七種、七人、七叟」と「七」に興ずる気分の流れの上で、 

「七株」と発想したものである。……「萩の千本」と r 星の秋」とは隠微相通い、ィメージを喚起する力を もつ。 
(加藤揪邨氏『色蕉全句』) 

というのが確説であろう。七づくめに興じた挨拶の趣向なのである。 

撕三日月や地は朧なる養麥皇(色蕉庵三日月— 

三日月に 地は おぼろ 也 養麥の花 SMe 北) | S 句集.画兄弟 
三 ヶ月の 地は 朧なり そば畠— 集) 

秋季(三日月)。 
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1〇 三日月 陰暦三日の月。季語としては秋季である。既出(1/62、 nl 等)。〇 地は朧なる蕎麦畠 「地は朧なる簡麦畠」。空の 
三日月に対して、地上の方では蕎麦を作ってある畠が一面に朧に霞んでいるさまをいう。「朧」は本来春の季語であるが、ここで 
は白い蕎麦の花の咲いているさまの形容とした。「朧」は既出(1232)。「鳩ふくや渋柿原の*麦畠珍碩」一 5 S 卷一 5「 t /) ocrp _」 
(『口葡辞書』)。 

ia 三日月のほのかに照らす空のもと、地上は一面の蕎麦畠が、花で朧に霞んで見える。 

■ ai 元禄五年に成った『色蕉庵三日月日記』真«に見える ので、 同年八月の作と思われる。『泊船集』 には、 「此句 
には三ヶ月の記あり。今畧之」と注があり、これだと「三ヶ月の記」が前書のように聞えるが、実体は自他の句文を 
集めたものであり、中でこの句は素堂の長文の序と発句の後に書かれている。編者風国は『三日月日記』の内容を知 
らず、前書と誤解したのであろう。 

句形に関しては、『浮世の北』(可吟撰、元禄九年刊)の形を本位句とする見方もあるが、どれだけ根拠のある所伝か疑 
問であるし、且つ、これでは「薷麦の花」が主になって三日月の趣が失われるという加藤揪邨氏の説(『色蕉講座』発句 
篇)も説得力を持つ。「蕎麦の花」と露わに言わずに、「朧なる」でその趣を思わせたところに、この句の表現の巧み 
さがあるのではあるまいか。後代の『一葉集』に「三日月の地はおぼろ也蕎麦の花」とある所伝も同様の疑点があり、 
下五を「養麦の花」とする句形には問題があろう。また、「三ヶ月の地は醜なりそば畠」という『泊船集』の句形は、 
一見姿は良いけれども、「三ヶ月の地は」というあたりが不透明で、見方によっては表現不足の感も否み難い。楸邨 
氏は、『三日月日記』のように初五を「や」で切ると、余りに対照にとらわれた発想で幽韻に欠けるとされ、『三日月 
日記』の句形から『泊船集』の句形への推敲を考えておられるが、『泊船集』全体の杜撰な態度からして、こういう 
見方は問題である。この所伝は『三日月日記』と『浮世の北』の句形を混淆した誤伝の疑いが濃いと思う。結局何も 
問題のない真蹟の句形を本位句とするのが妥当であろう。なお、楸邨氏は後の『色蕉全句』では『三日月日記』真蹟 
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の句形を採っておられる。 

どの句形を採るか、人によって見方は区々であるが、 

三日月が空の向うにある。地には養麦の花が朧にある。その柔らいだ夕べの感じである。三日月と ft 麦と離して 
見ないでよい。薷麦の花の色を併せ考へてもらひたい。三日月を観るころは夕ぐれと定まつてゐる。何も月光が 
明るくはない。(『芭蕉俳句研究』) 

という幸田露伴の説は確かなところである。一面の#麦畠に白い蕎麦の花が咲き、空には三日月のある景色で、薄月 
の光と朧な花の色が幽寂な天地を形成している。さきにも言ったように、「花」を出さずに「朧なる」によって花を 
思わせたところが、老手の技なのである。『三日月日記』に収められたところから、深川の実景と見られているが、 
如何に昔でも江戸の近郊に、このような一面の#麦畠があったであろうか。信濃や伊賀の山村の景の印象がこの句の 
世界の基盤になっているように思われてならない。 

望 日 

观名月や門に指くる潮頭(蠢庵音月日記) 名月集 

名月や門へさしくる潮頭(桃 S ) I 陸奥衞 
名月や門にさし込潮がしら(色蕉庵小文庫) I 泊船集•蕉翁句集 
秋季(名月)。 

〇望日「バゥジッ」。陰暦の十五日。ここは中秋の名月の日、八月十五日をいう。「月は二、三日のほどより現形して、望日 
に円満して」(『名語記』四)。〇 門に指くる潮頭 「門に指し来る潮亂」。「潮頭」は、満ちて来る海水の、白く目立つ波頭。潮の満 
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ちて来ることを「潮がさす」という。「指」は宛字。「門」は、芭蕉庵の門で、ここは「カド」と訓むべきではない。〔考〕参照。 
「潮頭とは俗言也。歌に出潮と詠む是也。潮の出来る端を云也」(信天翁1の底』)「しほのさす縁の下迄和日なり珍碩生鯛あが 
る浦の春哉同」(『ひさご』)「真砂路や陽炎を追ふ汐がしら」(『晋明集』卷二) rxiuogasasu .」 (『日葡辞書』)。 

31中秋の名月が皎々と照らして、草庵の門のあたりまで満ちて来る波頭が、一際白く見えることだ。 

■ E 1 I 元禄五年の『三日月日記』に見えるので、この年八月十五日、名月の夜の作と認められる。真蹟たる本位句の 
出典が最も信頼度が高く、「門へ」「さし込」等の異形は、杜撰な誤伝に過ぎまい。 

この句の「門」は第三次の芭蕉庵の門であるが、「モン」とよむか「カド」とよむか説が分れている。井本農一博 
士は、 

……俳諧ではこの字を両方に読むのであって、たとえば『俳諧類船集』などにも、両方の訓みを掲げている。し 
かし、家に付属している門そのものをいうときはモンのほうが俳諧では普通である。……(もっとも「応^-と 
いへどた V くや雪のかど」(大東急文庫本『去来抄』)などの用例もあり、一概にはいえないが)。ここはしかし、 
門そのものを目ざして潮頭がさして来るというより、門のあたりに潮頭がさして来るの意であろうから、今日の 
語感として カドと 読みたくなるのも無理はない。今日の語感としては モンと 読むと門そのものを目ざして潮が寄 
せるような感がし、 カドと 読むと門口あたりに潮の寄せるような感があって、そこで後者に読む説が多いのであ 
ろう。(『鑑賞日本古典文学•芭蕉』) 

と丁寧に考えておられる。しかし私は、夙く志田義秀博士が『芭蕉俳句の解釈と鑑賞』で指摘された翌六年秋の吟 
「朝顔や昼は鎖おろす門の垣」が、この場合基準になるべきものと思う。朝顔の句の「門」は「モン」としか訓みよ 
うがなく、同じく第三次色蕉庵の門を指すのである。門その物か門のあたりかの語感の問題は、人によって受取り方 
が異なるから、なかなか結論は出せない。その物であろうと「あたり」であろうと、「門」が芭蕉庵のそれであるこ 
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とに変りはないのである。 

芭蕉庵は小名木川が隅田川に流れ込む所謂三股のほとりに在つた。芭蕉自身新しい庵のたたずまいを、この年秋に 
書かれた「色蕉を移詞」(真瞋『色蕉庵三日月日記』所収)に次のように描いている。 

……旧き庵もや\ちかう、三間の茅屋つきしう、杉の柱いと清げに削なし、竹の枝折戸安らかに、葭垣厚く 
しわたして、南にむかひ池にのぞみて水楼となす。地は富士に対して、柴門景を追て な、 めなり。浙江の潮、三 
またの淀にた-!へて、月をみる便よろしければ、初月の夕より雲を いと ひ雨を くるしむ。 

この「竹の枝折戸」「柴門」は恐らく小名木川に近かつたので、江戸湾が満潮を迎える名月の夜には、海水が小名木 
川の流れにまで入り込んで、ひたひたと寄せて来たのである。その潮の大きな動きを「門に指くる潮 頭」 と的確に表 
現したのである。幸田露伴は、 

名月の夜は秋の最中で、此の時が潮が一番高くさすのである。春の大潮は昼に高く、秋の汐は夜に高い。 満月は 
必らず大潮であるが、此の名月の夜はことにそれが高いのである。その事を胸において此の句を見るといかにも 
とうなづ かれる。ふだんは門に及ばぬ沒が、此の時は まんまんと 「門に さしくる」 のだ。空には満満たる月があ 
り、門には潮がみなぎつて来る。句に活動がある。堂堂たる佳句である。……東京湾の潮は秋夜には七尺ふくれ 
る。…，…(『続芭蕉俳句研究』) 

と、句に描かれた自然を精しく考え、句を高く評価しているのは、誰しも異論のないところであろう(潮位が実際に 
最も高くなるのは、名月の夜の一、二日後という)。写生的な趣が近代以降の句作態度に叶うことも手伝つて、 この 
句の評価は非常に高い。代表的なものを左に挙げておこう。 

「名月や」と打出して、名月の満ちきつた、清澄を以て大景をつかみ、「門に さし 来る潮が しら」 で 眼前 潮の膨れ 
くる動きの真実をつかんでゐるのである。まことに名月の夜の潮の真実の相を把握したものであつて、それが句 
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の勢となつて生きてくるのである。この句は、単なる写実ではなく、単なる描写ではない。一見さう見える句で 
あるが、さう思ふのは色蕉の句作態度を真に理解してゐない観方である。芭蕉は外から傍観してゐるのではない 
のであつて、……名月 下、 潮の膨れてくる実景を観てこの名月と潮との実景の勢に感合してゐるのである。換言 
すれば、眺めて描写するといふやうな冷い態度ではなくて、……声なき自然の真実相に感合し、その勢とひとつ 
になりきつて、いはば、名月の下、月と共に、潮と共に満ち、且つ動き出でてゐるのである。 (『芭蕉講座』発句篇 

E) 

門辺にさしてくる潮の穂先を捕えて、満月の夜の自然の大きな動きを描き出している。潮の走ってくるという小 
さな現象をも、生命感の躍動として表現され ると ころに、詩の動機の根源的な深さがある。 (山本 健吉氏『色 蕉その鑑 
賞と批評』) 

先蹤 作としては、「ゆふづくよしほみちくらしなにはえのあしのわか葉にこゆるしらなみ」(『新古今集』卷一、藤原秀能) 
の歌が思い浮ぶが、そういう優美な調べよりも、この句の迫力ある気息には、「熟田津に船乗りせむと月待てば潮も 
かなひぬ今はこぎいでな」(『万葉集』巻.額田王)という古調の方が寧ろ相応しい。この句には『万葉』の古歌と対を 
なす大きさがある。 

湖芭蕉葉を柱にかけむ庵の月 <蒸翁文集) 

秋季(色蕉.月)。 

〇 芭蕉葉を柱にかけむ 「芭蕉葉を柱に懸けむ」。月見に興を添える飾りとして、芭蕉の葉を柱に懸けようというのである。 
「芭蕉」が草庵の庭に植えた樹であることはいうまでもない。「ばせを葉や打かへし行月の影乙^」(『猿袁』卷三)「面八句を庵の 
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柱に懸置」(『おくのほそ道』) 「 Bax 6 ba .」 (『日葡辞書』)。〇 庵の月 「庵の月」。#}で眺める秋の月。「蜘の巣の是も散行秋のいほ 
路通」(『あら野』卷七)。 

HKl 庭の芭蕉の葉を折り取って、柱に懸けて飾りとしよう。この草庵で眺める月が一際趣を増すだろうから。 

1 ±芳の『蕉翁文集』(宝永六年成)所収の「移芭蕉詞」の結尾に見える句である。この文は真蹟『芭蕉庵三日月日 
記』所収の「芭蕉を移詞 J の初稿と目されるものであるが、句は『文集』の文案のみにあって、『三日月日記』の方 
には見えない。元禄五年五月に成った第三次芭蕉庵に芭蕉の樹を移し植えたことを叙した文で、『文集』には「猶明 
月のよそほひにとて芭蕉五本を植て、其葉七尺余、凡琴をかくしぬべく、琵琶の袋にも縫つべし」とあり、数は五本 
と分るが、移植の時期は明確でない。竹人の『蕉翁全伝』に「深川の庵再興の記文」として載せる更なる別案には、 
「既に三五夜近う成行くま^'、芭蕉を移して又色蕉庵となす」とあって、これを信ずれば、移植は名月近い頃だった 
と見られよう。当面の句も八月中旬頃の作と推定される。 

芭蕉の葉を柱に懸けるとは、 どういう 風にすることか。葉に句を書いて柱に懸けるとか、聯 のように 柱に懸ける、 
或いは、月光によって葉の影が柱に及ぶさまだとか、さまざまな考え方がある。七尺に余る大きな葉を、花活けに挿 
して柱に懸けるわけには行かないが、実際に出来なくても、 そのよう にで もしようと 興じている体と見ればよい。句 
は載せて い， ないが、『三日月日記』の「芭蕉を移詞」には、 

一とせみちのく行脚おもひ立て、色蕉庵既破れむとすれば、かれは籬の隣に地を替て、あたりちかき人//に、霜 
の覆ひ風のかこひなど、かへす頼置て、はかなき筆のすさびにもかき残し、松はひとりになりぬべきにやと、 
遠き旅寝の胸にた X まり、人くのわかれ、ばせをの名残、ひとかたならぬ侘し さも、 終に五とせの春秋を過し 
て、ふた、び芭蕉になみだをそ\ぐ。 

とも叙していて、 この 樹に対する並々ならぬ愛情が窺われる。それと新庵竣功に奔走してくれた杉風•曾良.枳風. 
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岱水らの江戸の門人達に対する感謝の気持も籠めた逸興なのである。 


深川夜遊 

靑くても有べきものを唐辛子(深川) 


陸奥衛•泊船集.染糸.蕉翁句集草稿•蕉翁句 


秋季(唐辛子)。 

〇深川夜遊「フヵガハヤィゥ」。「夜遊」は、夜の遊興、遊宴をいぅ。「大ゐ川の夜遊日興ことぐくいひも尽されね」(月居 
「遊嵐山序」—『露の古道 』) 「Yayp Yorunoasobi . 」(『日葡辞書』)。〇青くても有べきものを「青くても有るべきものを」。青いまま 
で居てもよいのになあ。「ものを」は、現状に対する不満や遺憾の意をあらわす詠嘆の語法である。「青くともとくさは冬の見物哉 
文鱗」(『あら野』卷五)「かはづなくゐでの山ぶきちりにけり花のさかりにあはましものを」(『古今集』卷二、よみ人しらず)。〇唐 
辛子実から香辛料を取る草花。既出 ( m 592 0 花が終ると青い実が生り、秋になって熟して赤くなるので、秋の季語とされる。 
「番椒時珍食物本草云、番椒、入植，，盆中■:以為 n 玩好一結/実如；，鈴、研入， I 食品一極辛辣辛温、無 J 母。〇古抗高濂芸花譜云、番 
椒、叢 n 生白花一子似 n 禿毫頭一味辛、色紅甚。〇大和本草云、其子有，，大小長短尖円之数種一有， I 向/上者一謂=之天上守一有=下垂 
者一有， II 実者一種， A 家庭際一食 x 之堪 Vi 、、 鄙人最嗜食、自_一蕃国 I 移 n 種於中華一日本昔無， Itt 種一慶長年中秀吉公伐„朝鮮 I 時、種 
を採来、故俗云，一高麗胡椒—〇△これらの説のごとく、当世人家植て賞す。種又一にあらず。天上守に大小二種有、酸醬とて丸き形 
有、円にして棱あり。青の字入ては夏也」(『滑稽雑談』)。 

_青いままで居てもよいのになあ。秋になって唐辛子は真赤に色づいているよ。 

E ■洒堂の撰した『深川』(元禄六年刊)の巻頭に、この句を発句とした洒堂.嵐蘭•岱水らとの歌仙が収められてい 
る。膳所の浜田洒堂(珍碩)は、元禄五年九月初め江戸に下着、深川の芭蕉庵で翌年正月まで師翁と起居を共にした 
が、当面の発句は秋季であり、且つ巻頭にある U とから、集中の俳諧としては時期が最も早く、同集所収の「九月廿 
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日あまり」に成った「河かぶや水田の上の秋の雲」の洒堂発句に始まる付合に先立つ頃の作と推定される。洒堂歓迎 
の席での即興作であろう。 

■芭蕉庵の庭に植えてあった唐辛子と見る説が多いが、宴席での即興とすれば、鉢植などにした観賞用のものではな 
かったか。前掲の『滑稽雑談』所引の『時珍食物本草』の記事の外、『炭俵』下巻所収の野坡の発句「石台を終にね 
こぎや唐がらし」の長い前書にも、 

かれが愛をうくるや、石台にのせられて竹椽のはしのかたにあるは、上//の仕合なり。ともすれば、すりばちの 
われ、そこぬけのつるべに土かはれて、やねのはづれ、二階のつま、物ほしのひかげをたのめるなど、あやうく 
みへ侍を、…… 

といった一節が見える。宴席の傍らにある唐辛子を材とした即興であったろう。「青くても有べきものを」といって、 
赤く色づいた唐辛子を思わせたところは、巧みな表現である。「有べきものを」の語気は、赤くなったのを惜しむよ 
うな感じと読めるので、「青くても面白いものを、赤くなりてなほ一入であると、其唐辛子の色づいたのを賞美した」 
(『続々芭蕉俳句研究』幸田露伴) と取っては良くない。赤くなったのを賞美するものについて、 青 さを言い立てたところに 
俳諧があるのだ。表面はそれだけながら、何か裏に寓意のありそうな感じがある。昔から、隠閑の観相であるとか、 
貪って飽くを知らぬ者を戒めたとか、平凡或いは素地のままでよいのに粉飾に走ることへの諷諭であるとか、 さま ざ 
まに考えられているが、これらは基本的には人それぞれが自由に己の所感に従えばよいことであろう。しかし、この 
席に洒堂という珍客が居たことは、やはり頭に置いておかなければなるまい。尾形仂氏は、 

……「唐辛子」という季語は、「七夕」や「名月」などとは違って、伝統的詩情の負荷を伴わない。そうした伝 
統的詩情の重みをもたない日常卑近の景物を挨拶の詩材として取りあげているところに、〃かるみ"期の芭蕉の 
一つの姿勢がうかがわれよう。(『松尾芭蕉』) 
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とした上で、寓意については左のように考察しておられる。 

近江蕉門の中心人物であった洒堂が東下して深川の客となったのは、上方で専門の俳諧師として立つ上での俳 
諧修行のためだった。……元禄五年五月七日付で帰東後の消息を報じた長文の去来宛書簡が物語っているように、 
当時色蕉 は、 上方での俳諧生活とはがらりと変わった江戸の俳壇情勢の中で、「なかなか iff ' しみなど4かかの詮 
議思ひもよらず」と言って、ただ門人たちのするにまかせ、〃かるみ"への工夫を語ることをじっと抑えていた。 
そうした中で洒堂の東下を迎えたことは、そのじっと抑えた芭蕉の胸の底の思いに火を点ずるものでなければな 
らなかったはずだ。「青くてもあるべきものを」とは、地方の一数寄者としてとどまっていてよいはずの洒堂が、 
専門の俳諧師として立たんとして東下の挙に出た志の発露を賞するとともに、一方、胸のうちに秘めておけばよ 
いはずの〃かるみ"への思いが洒堂との再会によって思わず燃えあがり外へ向かって動き出でんとする、そのや 
むにやまれぬきざしを吐露して、これから催されんとする俳席への挨拶としたものではなかったか。 {『松尾芭蕉』) 
この洒堂との関わりを重視する見方は山本健吉氏も同じであって、 

この場合は洒堂を喩す意味がなかったか。洒堂は湖南連衆の中でも、色蕉が目にかけた一人だが、湖南連衆は曲 
水.乙州.正秀など素人のよさを持ち、芭蕉はその人柄を愛した。この時洒堂は、俳諧師として 立つ 決意を 持っ 
ていたのではなかったかと思う。それを危ぶむ心が「青くても有べきものを」と芭蕉に言わせ、さりげない諷戒 
を垂れたのではなかったか。その後の洒堂の生き方を考えると、芭蕉のその時の気持をそこまで考えてみたくな 
る。 (『芭蕉全 発句』) 

句は もとより 季節の移り変りと共に、青かったものが赤く色づく生ある物のわりなさを述べたまでであるが、その裏 
に含まれた寓意は、やはり洒堂に対する一味の諷諌の意が多くを占めていたであろう。洒堂は若いだけに、人との融 
和に配慮を欠くようなところがあったらしく、翌年の田螺の句 ( IVI ) にも色蕉の危惧の念はあらわれている W 、 色 
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蕉最後の旅となった大坂行に際して、端なくも この 危惧は的中するのである。 

女木澤桐奚興行 

75/ 煉に添て行ばや末は小衰川(陸奥衞) 泊 船集.裸麦. 蕉翁句集.千鳥の恩 
をなぎ澤洞溪方にて 

秋にそふてゆかばや下はこまつがは <蕉翁句集草稿) 

秋季。 

〇 女木沢桐奚興行 「女木沢」は、隅田川と東方の旧中川を結ぶ運河^4 pf 川の別称で、今の東京都江東区の北部を流れてお 
り、隅田川に近い西端の北側に色蕉庵があった。東端の旧中川口は、江東区東砂二丁目と大島九丁目境の番所橋(近世に船舶の検 
問所があった)である。地名は慶長年中にこの運河を開発した小名木四郎兵衛の名に基づくという。「桐奚1_はその川添いに住ん 
でいた俳人であろうが、出自経歴等は未詳。その人の主催で開かれた俳席での吟なのである。 〇秌に添て行ばや 「燃に歉うて fr ^ 
かばや」。川辺の秋色を賞でながら流れに添って行こう、の意。「ばや」は自己の願望をあらわす。「心細き長沼にそふて、戸伊广 
と云所に一宿して平泉に到る」(『おくのほそ道』) 「 soi , S 6,6 ta . 」(『日葡辞書』)。 〇末は小套川 「对は小氣 Jllf t J 。 r 末」は、川の流れ 
の行き着く所をいう。「小袠川」は旧中川の別称で、東岸に小松川村(現江戸川区小松川)があった。 r 袠 J は「松」の異体字。「末 
も東の旅衣、日も遥ミの心かな」(謡曲「隅田川.|)。 

ia 川添いの秋色を賞でながら行きましょう、末は小松川までも。 

■E31 「砂村利合をたづぬる」(『裸麦』)「有人の方にて」(『蕉翁句集』)等の前書がある。積翠の『芭蕉句選年考』に、「九 
月尽の日、女木三野に舟さし下して」と前書したこの発句(『陸奥衞』と同形)以下、「雀の集る岡の稲村桐蹊」 
「月曇る霞の首尾に冬待て珍磧」という三物を紹介している。後年の所出ながら、洒堂(珍碩)の江戸に出て来た 
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元禄五年秋の作と推定され、その九月は小の月だったので、二十九日(尽の 0) に桐奚を二人で訪問した時の吟と思 
われる。桐奚はこれょり後、十月に入ってからの「口切に境の庭ぞなつかしき」 (W 756 ) を発句とした歌仙にも一座し 
た人であった。『裸麦』(曾米撰、 7 C 禄十四年刊)の前書に見える利合という人は、やはり晚年の芭蕉の許に出入りした門 
人の一人であるが、この前書は孤立した所伝なので大した問題にはなるまいと思う。或いは桐奚の家を訪ねた後、舟 
で東して砂村の利合を訪うたのかも知れない。 

『蕉翁句集草稿』は『泊船集』の句形を参照しつつも、「此自筆物の句也」として r 下はこまつがは」の句形を録し 
ている。強ち無視は出来ないけれども、『蕉翁句集』も「末は」の形であり、前記『句選年考』の三物も「末は」で 
あるから、板本初出の『陸奥衡』の句形を本位句とすべきであろう。 

恐らく色蕉は舟で桐奚宅まで行ったの だと 思う。折柄九月も果ての日、川辺の深い秋色を賞し、行く秋を惜しむ気 
持を籠めて「秌に添て行ばや」と言ったのが面白い。即興的で巧みなこの表現には、しみじみとした秋の思いと共に、 
行楽にはずむ気持も託されているであろう。「末は小袠川」と更に東を望む表現が続く所以である。「しほらしき名や 
小松吹萩す、き」 ( m §) の句と同様に、可憐な地名をいとおしむ情も感ぜられる。安東次男氏の『芭蕉発句新注』に 
は、九月二十九日が乙亥、翌十月一日が月の初了の日に当っていることから、小松を引く古い行事にかけた新説が見 
えるが、私は採らない。 

題野菊畫 

752なでしこの暑さわする k 野菊かな (旅館 日 S 許 野 消息 
秋季(野菊)。 
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〇題野菊画「野菊の画に®す」。「野菊」は野生の菊。「題」は書きつける意で、ここでは「賛」というのと同じ。「大和本草 
日、野菊、秋黄なる小花を開く。是本邦に元卜より有。菊は唐より来る。△和産説のごとし。又岩菊或は東菊など云者、野菊に似 
て秋開一一碧花一者は別也」(『滑稽雑談』)「題山家之百合」(『続猿蓑』下、支考発句「しら雲や」前書)「たままつり道ふみあくる野菊哉 
卜 枝」(『あら野』卷八) rNoguicu . 」(『日葡辞書』)。 〇なで」この暑さわする、 なでしこの咲く頃の暑さを忘れる、の*。「なでし 
こ」は秋の七草の一であるが花期は早く、俳諧では夏に扱われる。既出 ( D 292) 「草の戸や暑を月に取かへす我峯」(『続猿蓑』下0 
BMEI 可愛らしい野菊の花を見ていると、なでしこの咲いていた夏の頃の暑さを忘れて しまう ことだ。 

■ E ■許六の稿本『旅舘日記』元禄五年の記事中に見えるから、同年秋の作であろう。 

野菊の画賛句として、その可憐清楚な美しさを賛めるのに、暑い頃咲くなでしこを出したまでの句である。『許野 
消息』(天明五年刊)所収の許六宛書簡で' 野坡は次のように述べている。 

……此 句は翁再来ありと も、 拙者において神妙とは申まじく候。是等は格を定たる句也。暑さ忘る m 野菊かなと 
句作出来候う へは、 凉 しき 物 (注、「暑き物 . , - の誤り)を置申さ V *ればかなはぬ作也。先師の日、格を定、理を求る人 
は、 俳諧中位に置。格をはなれ、理を忘る V 人は、 此 道の仙人なりと、常 ミしめし 申され 候。 

要するに、 この 句は「格を定、理を求」めた「中位」 の 作と いうことになる。 

行 種のなをたのもし や靑蜜 ffl - {浮世の北} 芭蕉庵小文庫•泊船集•蕉翁句集 
乙州が首途に 

行もまた末たのもしや靑密 WS 丸宮集) 

秋季(行種•青蜜柑)。 
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1 〇 行穐のなをたのもしや 「 t 仃く is のなほ頼もしや」。物さびしい秋の末も、まだ心丈夫な感じがあることだ、の意。「梅」は 
「秋」の古字？5 )。「行権 J 2 559 ) 「たのもし」？挪等)も既出。「なを」は「なほ」の仮名ちがいである。「遁危子日、猶といふ 
に、猶々弥々のこ、ろあり。又俗に、まだなどいふにかょふもあり。世をすて ゞ 山に入る人山にても猶うき時はいづち行くらん 
梅丸日、今の句この歌と同じく、それでもまだといふ心なり。発句に此猶珍し」(梅丸『茜堀』)。〇 青蜜柑 「アヲミヵン」。まだ黄 
色く色づかない未熟の蜜柑。木の枝にあるうちの蜜柑は、葉の緑と見分けにくい程である。「蜜柑」だけでは冬季になる。「橘」 
(IV S76 ) 参照。「撰出して淋しき色や膏摇柑鼓舌」(『五車反古』) 「 Mican .」 (『日葡辞書』)。 

3 Ha 物さびしい秋の末でも、蜜柑の青々としているさまを見ると、まだ何か心丈夫な感じがすることだ。 

■5 ■初案と思われる「行もまた」の句が元禄六年三月の序のある『猿丸宮集』(友琴撰)に見えるから、元禄五年秋 
までに成っていたことは確かである。「乙州が首途に」とある前書から、以前は元禄三、四年の作と見られていたが、 
『校本芭蕉全集』第二卷補注に見える大谷篤蔵氏の考証が確説と思われる。即ち、元禄三年乙州は夏から冬まで金沢 
に在り、四年九月には湖南で芭蕉との交流が繁く、乙州に右の前書に相応しい動静が見られない。これに対して五年 
には、乙州は春から江戸に下り、夏には大津に帰ったが、その秋には『猿丸宮集』に、 

帰りては又旅の用意 

延ミて夜寒に成りぬ足の灸 乙州 

の句があり、また「乙州にわかる、時」と前書する北枝の「語るにも夜ながくなりて別れけり」の句など、乙州の金 
沢滞在を思わせる作が見える。首途を送るといっても、必ずしも色蕉が湖南に在る時とは限らず、江戸に在って、乙 
州が江戸から帰った後間もなく又々旅に出るという消息を得た芭蕉が、文通にょって斯かる句を送ったと見るのは無 
理なことではないというのである。四年九月に乙州が旅に出た様子がないことは大谷氏の指摘の通りであり、三年も 
可能性がないとすれば、五年九月以外にこの句の成立時期は考え難いことになろう。 
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初案の「行もまた」は、秋の末の青蜜相に託して乙州の旅の前途を祝福した挨拶の 意と読める。それを「行禅の」 
と 案じ替え、秋も末の季節感に単純化して治定したのであろう。なお、 『猿 丸宮 集』別 本には、 「乙通の前途に」 と 前 
書して「行もまた末たのもしや青みつかん」とあり、『蕉翁句集』には「行梅の猶たのもしや 青みつかん」 の 句形を 
録している。この時代、「みかん」「みつかん」の両語が行われたことは用例にも乏しくなく、『日葡辞書』も両語形 
を存するけれども、この句の場合この部分の異同は内容に関するところがなく、且つ字余りになる「みつか L 」 のンノノ 
が、 どれだけ意味があるのかも不審であつて、問題とするに足りないと思う。 

「行もまた」と「行穐の」両案の関係については、 

『猿丸宮集』にょれば、もと乙州が旅の首途を送つた作で、同じく乙州に餞したかの「梅若菜鞠 子の 宿のとろ^, 
汁」と同巧異曲と見るべく、折からの景物にょつて旅の前途を祝したのである。 それを後に挨拶の 意から離れて、 
単に行く秋の句として案じかへたものであらう。 (潁原博士『新講』) 

と見るのが確説である。また、その内容についても同書に、 

晚 秋の頃物皆凋落し、果物の類もすベて期を過してしまつた中に、ひとり蜜相がまだ青く葉隠れて 居る。こ h か 
らやがて黄金色も美しく、人々に味ははれる事だらうと、なほそれのみが頼もしく思はれるので ある。 

とあるのが肯繁に中つている。治定形は、秋を惜しみ季節の移り変りに感ずる心が青蜜 W を見出した のであつて、そ 
の辺の作者心中の消息は、 

秋も末になる と、 あらゆるものが殆ど枯れか ゞ つて、いかにも蕭条たる趣を呈して来る。従つて、眼に映る色 
彩 も、 ……さび^^した冷たい感じを誘ふものばかりになる。 さう いふ風物に接すると、我々 の、 レは、きまつて 
拠りどころのないやうな孤独感に襲はれるものである。芭蕉は さう いふ天地の中に於て、まだ青々 として 居る蜜 
相を見出したのである。そしてその蜜 W ひとつが、動ともすればくづ^!れか ゞ る自分の気持を支へてくれる やう 
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な心丈夫さを起さしめたのである。(『色蕉俳句新釈』) 

と、半田良平氏が精しく考察された通りであろう。半田氏は「なをたのもしや」が説明的に過ぎると言われたが、私 
はそうは感じない。これで十分力ある表現に成り得ており、この句は挨拶吟から脱化して、如何にも芭蕉ら しい佳句 
になったと思う。 

况きりさめの空をふようの天氣かな (囊雲) 韻 塞•泊 船集. 蕉翁句集 
秋季(きりさめ•ふよう)。 

◦きりさめ 「霧®」。霧の深い 時、 小雨の降るような感じの天候をいう。「霧しぐれ 」 (I / S 5 ) 参照。「きり」は本来秋の季語 
である(1 ;25 等)。「霧雨は尾花がものよ朝ぼらけ」(『五元 集』)。 〇 ふよう 「 It 容」。秋に花を開くァオィ科の観賞用落葉灌木。漢名 
木芙蓉という。既出 ( ml )。 〇 天気 「テンキ」。よい天気をいう。「木のもとに汁も艙も桜かな翁西日のどかによき天気なり 
珍碩 J (『ひさご』) 「 Tenqi . Sorano qi .. Tenqiga nodoyacana . 」(『日葡辞書』)。 

nunu 霧雨の中、芙蓉が露を帯びて美しく咲いている。芙蓉はこの霧雨の空模様を良い天気と心得ているのかな。 
■■許六の画に賛した晩年の真蹟が伝わっており、許六との交遊の間に認められたものと思われる。江戸に於ける 
二人の交流は、許六が初めて色蒸庵を訪れた元禄五年八月九日から、翌六年五月六日に江戸を立って故郷彦根に帰る 
までの間なので、芙蓉という素材の季節によって、一応五年秋の作と考えておく。尤も画賛は当季 とばかりは 限らな 
いから、冬以降の可能性も全くは否定出来ない。板本としては許六の撰した『韻塞』に初出するのも、許六が現存す 
る幅を所蔵していたことを思わせる。 

芙蓉の花の趣を賞めた作意であろう。『笈の底』に、 
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此吟は唯木芙蓉の其性を述たる、名誉の所也。今案に、此物は暑を不 k 好。依て霜降る比迄も花追 AZ 開く也。残 
暑の日影にも萎み安き花也。故に曇り或は霧雨など降る日は、殊に花の勢ひ美也。此趣を以て、小雨の空は木芙 
蓉の為には天気成と云出たる吟也。 

快晴の日影には良もすれば花萎み、葉迄も塩垂る品なれば、陰雲の覆ひたる日は、誠に此物の天気と云べし。則 
打曇入たる霧雨を、珍敷天気と云出たるを趣向とす。…… 

とある解が当っていると思う。強い陽光を嫌い、むしろ陰湿の空模様を好む花の性から、霧雨を逆に天気と言い立て 
た俳諧なのである。単なる言葉の興に終っていないのは、芙蓉の本性をよく見ているからで、 この 「かな」には疑い 
を含んだ意味があろう。古来解釈に諸説があるが、先ずは右のょうに解したい。「芙蓉の花に晴が卜せらるる」(『続 ffi 
蕉 俳句研究』 幸 田露伴)という見方も ある。 

十月三日旅亭をたかれける日、初しぐれのふりければ 

真蹟自画賛•真蹟短冊•芳里帒.笈日記•韻 

755けふ斗人も年よれ初時雨 (％畠日 IB 一 塞.続猿蓑•泊 船 集.蕉翁句集草稿.蕉翁句 

集.北国曲 

冬季(初時雨)。 

i 〇 十月三日 元禄五年。 〔考〕 参照。以下の前書は許六の文である。〇 旅亭をた、かれける日 「11ボを敲かれける0 1> 」。芭蕉 
が許六の旅宿を訪ねられた日、の意。許六は江戸に在る間、麴町喰違橋御門外にあった彦根藩中屋敷の長屋に起居していた。故郷 
の自分の家ではないので「旅亭」(既出。 I 如前書)といったのである。「た ゞ く」 は「戸をた k く」 ことで、訪問する意。 r れ」 は、 
芭蕉に対する敬意をあらわす。「盆の月ねたかと門をた k きけり野坡」(『炭俵』下)。〇初 しぐれのふりければ 「初時雨の降りけ 
れば」。〇け ふ斗人も年よれ 「今日斗り人も年寄れ」。今日だけは若い人も年寄りの気持になれ、の意。時雨の気分は老年の心境 
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に相応しい。「斗」は宛字。限定の意である。「何やら聞ん我国の声越人旅衣あたまばかりを蚊やかりて羽笠」(『はるの日』) 
「年よれば声はかる k ぞきりす大津智月」(『炭俵』下) rHoxiyori , ru , 0 tta . 」(『日葡辞書』)。 

tan わびしい初時雨が降り出した。この席に居る若い人も、今日だけは年寄りの気持になって、時雨の情趣をしみ 
じみと味わってほしい。 

R 1 「次の年ならん。神な月三日の夜許六亭にて哥仙あり。爰にしるさず」 (『 SB 記』)「元禄壬申冬/十月三日許六亭 
興行」(『韻塞』)等の前書がある。『笈日記』は彦根部の元禄四年秋帰東の旅の句などを録した後に「次の年ならん」云 
云として出しているので、「次の年」は元禄五年を指すことになるし、『韻塞』の「元禄壬申」も五年の干支である。 
許六の稿本『旅舘日記』の在府中の記録の中に、標掲の前書を付して見え、『韻塞』にはこの句を発句とした許六. 
洒堂.岱水•嵐蘭らによる歌仙一巻が収められている。当時芭蕉庵に来ていた膳所の洒堂を伴なって許六を訪問した 
のであろう。元禄五年十月三日、彦根藩邸内の許六^,で歌仙の発句として詠まれたことは疑いない。 

初冬の時雨は侘びた寂しい気分のもので、それを味わうには血気盛んな若い気持では駄目だ。年寄りの気分こそ、 
しみじみとした時雨の情趣を味わうには相応しいのだから、若い人々も今日だけは年寄りになれよ、と呼び掛けた趣 
向である。当年四十九歳の芭蕉に対して、許六は十二ちがいの三十七歳、洒堂に至っては、まだ二十代半ばの 若さ だ 
ったと推測されている。「初時雨」は殊にも文人達に賞美されたものだけに、初冬の夜の時雨の侘びを飽くまで賞翫 
しようとする気持を、強く打出した のが この 呼び掛けであった。若い人々に「年よれ」と言うのは、 俳 意に も叶う の 
である。 
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支梁亭口切 

况 口切に境の庭ぞなつかしき(深川) 

冬季(口切)。 

iml 〇支梁亭 「シリヤゥティ 1 -〇「支梁」は『炭俵』『続猿蓑』に句が見える蕉門俳人。深 川 近辺の人と思われるが、出自経歴は 
詳らかでない。 〇口切 「クチキリ」。十月に行われる茶事。陶製の葉茶壺に入れ、目張りをして保存しておいた新茶を、十月初め 
の炉開きの日に封を切り、抹茶に碾いて客に飲ませる。茶人の正月ともいわれる最も晴れの茶会である。「埋火炉びらき……又口き 
りのていたらく。ひらくいろりの火花をめで。しろずみと雪のまがふをあやしみ炭とりを鳥に取なして。羽箒を羽がひといひ。火 
ばしをはしに用ひなす心ばへ」(『山之井』) r 此月良-賤各//催，-茶-会.劉，一親-戚朋-友—0是|^#,口_抓—0今-月1_;||4|«-111!:--01膳1 
称こ会—席？ 随， 一家-豊-儉，私：佳-肴美-味一而調 VN 。 至 kl 折-敷 •■ 新 X 之。 •…： 皿-鉢又私^,。懸|物茶-器を^|而^ム。 …… 象 二 
花於平持及竹—筒-置 こ 座-間-或掛：壁 ±.— o 又盛：炭於康是謂二炭 45 不久1?…… /LV 茶—壺函也之.以 mk, 。 是 m ”： 
風—湿浸夕茶也。至，一初-冬一以二小-刀一截二所 Z 貼/紙之合-縫間-開^皿取 K 茶。是謂，一壺口—切こ(『日次紀事』十月)「宮門跡を始て、摂家 
清 華の諸家、武家町人僧俗をわかたず、貴賤を不匕言茶を嗜にょて、毎年茶を詰てたくはへ置、此壺の口を開て賞味する事、当月 
におゐて専ら也。是を茶の口切と称す。冬月に至て茶を賞する事、中華なをしかり。按ずるに水性得/全之時なればともいへり。 
只炉火に幸ありとも云。猶茶道博識に可/尋」(『滑稽雑談』)「口切の茶磨やおもき客の為松江維舟」(『桜川』) 「 cuchiqiri .」 (『日葡 
辞書』)。〇 境の庭ぞなつかしき 「境の庭」は、泉州堺(現大阪府屏市)にある、千利休が設計したといぅ有名な茶庭。『古今茶道 
全書』(元禄七年刊)にょると、陸奥松島の雄島の景をかたどったものといぅ。「境」は「堺」の宛字で、振仮名は 「サヵい」と あ 
るべきところ。支梁亭の茶庭を見るにつけ、堺の庭が思われてなつかしいと賞めたのである。「泉州堺に利休居士指図の露地あり。 
……此露地は蒼海満<と見え渡りたるを悉く植かくし、手水などっかふとき少し見せたり。ある茶伝の書に、海すこし庭に泉の 
木間かな宗祇」(蓼太『色蕉句解』)。 


陸奥衛.泊船集•類柑子.蕉翁句集草稿.蕉翁 
句集 
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_ 口切の茶会の席にお招きを受けたが、この結構なお庭を拝見すると、利休ゆかりの堺の茶庭が思われて、そぞ 
ろなつかしいことです。 

E ■『泊船集』には「支梁亭」と前書がある。『深川』にはこの句を発句として、支梁•嵐蘭•利合•洒堂•岱水. 
桐奚•也竹らと一座した歌仙が収められており、洒堂の芭蕉庵滞在中、元禄五年十月初めに支梁亭に招かれた折の挨 
拶の発句と推定される。 

支梁亭が小名木川添いの深川に近い所だったとすれば、その庭も少し海が見えて、利休指図の堺の庭を思わせる風 
情があったのであろぅ。それをただ即興に、何の珍しい言葉もなく句にまとめているが、落着いた趣のある句柄であ 
る。素丸の『説叢大全』に、 

此句のぅらへ廻りて例に翁の心骨を捜せば、此支梁亭の露地が-!りをはじめ、器物居所すベて華美を尽して名聞 
めきたるが、翁の心にはうとましく思はれて、堺の庭こそなつかしけれと、余所に諷諫をせられし成べし。 

云々と、支梁の華美な趣味を諷したものと見ているが、潁原博士が『新講』で述べられたように、そのような人であ 
つたら始めから招きに応じなかったろうし、既にその席に列して、他にも人の居る前でそのような句を示すのは礼を 
失することになり、芭蕉の人柄から見てあり得ないことである。素直に支梁の庭を賞めた挨拶の句と見ておけばよい。 


御影講や油の樣な酒五升(薦獅子) 


爸蕉庵小文庫.泊船集.俳諧問答.蕉翁句集. 
桃の杖 


冬季(御影講)。 

〇 御影講 日蓮の忌日十月十三日に催される法会。「御命講」とも書き、ここでは音数の関係で「オメ イコ」 と短くょむ。既 
出 ( n € 5 。 〇 油の様な酒五升 「油の様な酒五升」。油のょぅにとろりと濃い美酒五升。一升は約 一•八リットルに当る。既出 (I 
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§)。「あぶらにみづのま u るごとし」(『毛吹草』巻二) 「 Abura.J (『日葡辞書』)。 

今日は御影講の当日。日蓮様のお喜びな さる 油の ようにと ろり とした美酒五升を頂いて、まことに有難、 v o 
■■この句は『薦獅子』(巴水撰、元禄六年冬成)所収の三十六の句「有難の餅ぞ十夜の腹ご、 ろ」 の 前書に「御影講や 
油の様な酒 五升とありし 句を思ひやりて」 と 引かれて いるの が 最も 早く、元禄六 年冬までに は 成っていた句と 見られ 
る。また、『許野消息』所収、許六の二月六日付野坡宛書簡の中に、 

翁の雑談に、日蓮之御書とて、新麦一斗、竹の子三本、油のやうな酒五升、南無妙法蓮華経と回向いたし候と御 
座候由、物語申され候。我等返答には、御命講の五文字は是にてなされ候や。新麦に竹の子は、 季と季 のよき 取 
合せものにて候と申候へば、油断して既に汝にとられ候とて、'新麦や竹の子時の 草の 庵と 作り、われらに 給り 
候。 

という 一節があり、 許六との 間に話題に上った句であった。 許六と 色蕉の交遊は 元禄五年八月から翌年五月初めまで 
の間に限られるから、当面の句は 五年 十月までには成っていた ことになろう。 『蕉翁 句集』 に 貞享五 年の 部に 入れて 
いるのは、何に基づく推定か明らかでない。 

この句の「油の様な酒五升」という表現が、日蓮の書簡の一節をそのまま用いたものであることは、 許 六の 引く芭 
蕉の談話によっても明らかであろう。『本朝文選』卷之十、書類にも「日蓮上人報書」として小異ある形で収められ 
ているが、恐らく寄進に対する礼状であって、これ自体既にユーモラスな筆致である。芭蕉はこれを恰好な俳意と見 
て、「御影講や」と冠して一句にまとめたのだが、色蕉も門人などから酒を貰った折の作に違いない。御影講又の名 
お会式は、法会などが盛んに営まれて供え物も多く、賑やかなものであるが、単に酒五升を御影講に供えようとだけ 
では詰まらない。自分が酒を貰ったのが折柄御影講の日だったとしてこそ、早速の機転が生きて面白いのだと思う。 
『一葉集』に「消息」と前書があるのは何処まで信じてよいか分らないが、鑑賞としては芭蕉が酒を貰った場合で i 
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ければならないのである。『許野消息』の許六宛野坡書簡には、 

油のやぅな酒五升は、勿論日蓮の御書より出たる作也。酒五升はいづれにも通ひ侍る故に、御命講の五もじに定 
め給へる也。下十二字より上五文字を断侍る句にして、かくのごとく作し、えびす講とも通ひ申まじく候。 

とも見える。 

观爐開や左官老行鬢の霜(韻 S 陸 t . s 船集 . is 
冬季(炉開•霜)。 

1〇炉開「炉開き」。初冬にはじめて炉や火撻を開き、火を入れ始める行事。京では陰暦十月朔日か中の亥の日に行われた。 
茶道でもこの頃「口切」の前触れとして炉開きがあるが、ここは茶道に限定しない方がよかろぅ。「十月初一日……開-炉節 
今-日中-華有-司進，酸-炉炭,民-間亦置-酒作，，暖-炉会—01本-朝亦謂，，開-炉節—0或称，暖-炉節—0謝寺-院及市-中亦各//置/炉禦 〆 
寒。至 n 来-年三-月晦-日一則止。禁-裏御-前之火-櫃有 n 置-炭之剷—〇自 n 今-日一被/掲二紫-宸-殿清-涼-殿之壁—代—〇其- Ml 同二于四- 
月更-衣之式 t 諸公-家自，一今-日一至二来—年三月晦-日-各>被\著二冬-袍一」(『日次紀事』)「今和俗におゐて炉開と称して一日に賞する 
は茶道によれり。四月朔日より九月晦日迄風炉を用ひ、今日より地炉を開て茶を煑る也。中華の故事におゐておのづから合する歟。 
又俗間の火達を切るは今日に不 X 限、亥の日に多く明る」(『滑稽雑談』)■「炉開キの里初富士おもふあしたかな才麿」(『空林風葉』)。 

〇 左官老行鬢の霜 「左官老い行く鬢の霜」。「左官」は、壁塗りの作業をする職人。宮中を修理するに当って、この職人を仮に木 
エ寮の佐官(令制四等官最下位の職)として出入りを許したことから出た呼称である。馴染の左官職人が段々年をとって、鬢の白 
髪が目立って来たことをいった。 r 鬢」は頭部の左右耳際の髪。早くに白髪の目立つ所である。「霜」は白髪の譬喩。「なんだかと 
左官ろんごをめつけ出し」(『柳多留』十編)「ありし世の面影に異ならねど、鬂の霜さへ降はえて、搔乱したる後髪は銀の針のご 
とく」(『椿説弓張月』二十五回) 「 Bin .」 (『日葡辞書』)。 

冬の初めの炉開きの日、馴染の左官も段々年をとって、鬢の白髪が目立って来たことだ。 
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■一一■芭蕉生前の集には見えない句であるが、土芳の『蕉翁句集草稿』に下五を欠いた形で載り、「元禄五申」と頭 
注がある。年代はこれに従ってょいであろう。 

r 老行」とあるのにょって、この「左官」が初めてではなく、前から使っていた馴染の職人と分る。元禄元年の冬 
越し以来、久しぶりに新色蕉庵に呼んだのである。炉開きに当って漆嗅炉の内塗りなどさせる為であろう。黙々と仕 
事をしている左官の横顔を眺めているうちに、鬢の白髪が増えたのに心づいて、ああこの人も老いたと、歳月の流れ 
に感ずるので、それは直ちに自らの老いにも跳ね返って来ることである。冬を迎える心細い季節感と老いの思いが重 
なって、しみじみとした調べを作りあげている。 

759鹽鯛の齒ぐきも寒し魚の店1 

鹽鯛の齒ぐきは寒し魚の店 <蕉翁句集草稿) 

鹽鯛の齒ぐきや寒し魚の棚(三 冊子色蕉翁記念館本) 

冬季(寒し〕。 

i 〇塩鲷の歯ぐき「塩鯛の歯茎」。「塩鯛」は、塩漬にした鯛。尾頭つきの鯛の歯を剝いた顔を、「歯ぐき」で印象づけた 。 rfts 
樽一荷に塩鯛一掛銀春枚、云入の祝義おくると見せけるに」(『日本永代蔵』卷六/一)「竹の子や児の歯ぐきのうつくしき嵐雪」 
(『炭僚』上) 「 Faguqi . 」(『日葡辞書』)。〇魚の店「魚の店 J 。 「店」は「棚」と同じで、商品を陳列する台の意から、その店先、商 
家 自体を指すに至った語。 ここは 魚を小売す る 店と しても 通ずるが、陳列棚、店先という原意を生かした表現で ある。 「いきりた 
る鑓一筋に挟箱及肩水汲かゆる鯉棚の秋野径 J (『ひさご』) 「 Tana .」 (『日葡辞書』)。 
ia 魚屋の店先に塩漬の鯛が並んでいる。その剝き出した歯茎が寒々としていることよ。街にも冬がやって来た。 


流川集.句兄弟•伊丹古蔵.陸奥®.泊船集. 
砂川•染糸•蕉翁句集 

三冊子石馬本 
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1H この句は板本としては元禄六年冬に成った『薦獅子』に出るのが最も早いが、元禄五年筆と推定される極月三 
日付意専(伊賀の蕉門猿雖の法名)宛書簡(『芭蕉翁真蹟拾遺』所収)に見えるので、五年冬の作と決定出来る。この書簡 
には、其角の「声かれて猿の歯白し峰の月」、珍頊(洒堂)の「鶏や搰焚く夜の火のあかり」等の句も認められている。 

土芳は『蕉翁句集草稿』に「歯ぐきは寒し」という句形を記して、「此句、句兄弟に出る。白船には、歯ぐきもと 
有」と注する。宛かも「歯ぐきは」が『句兄弟』(其角撰、元禄七年八月成)所出の句形であるように聞えるが、同書の中 
七は「歯茎も寒し」.とあるから、土芳の錯覚と考えざるを得ない。「歯ぐきや寒し」も孤立した所伝であり、後世の 
『一葉集』に「寒し」を「さぶし」と仮名書きしているのも問題にならない。『薦獅子』の句形が最も信頼し得るもの 
である。 

『句兄弟』では三十九番に晋子(其角)の「声かれて猿の歯白し岑の月」の句を兄とし、「塩鯛」の句を弟に配して、 
次のような其角の評語が見える。 

是こそ冬の月といふべきに、山猿叫山月落と作りなせる物すごき巴—峡の猿によせて、岑の月とは申たるなり。 
沾〆衣声と作りし詩の余—情ともいふべくや。此句感心のよしにて、塩鯛の歯のむき出たるも冷じくやおもひよせ 
られけん。衰—零の形にたとへなして、 A 老の果「年のくれとも置れぬべき五文字を、「魚の店と置れたるに、 
活—語の妙をしれり。其幽深玄—遠に達せる所、余はなぞらへてしるべし。此句は猿の*と申せしに合せられたる 
にはあらず。只かたはらに侍る人、海土の歯の白きはいかに、猫の歯の冷じくてなどX、似て似ぬ思ひよりの発 
句には成まじき事どもに作意をかすめ侍るゆへ、予が句先にして師の句弟と分ヶ、其換—骨をさとし侍る。師説 
もさのごとく聞え侍るゆへ、自-評を用ひずして句法をのぶ。この後反-転して「猫の歯白し^一の歯いやしなど 
、侍るとも、発句の一体備へたらん人には、等類の難ゆめ^^あるべからず。一句の# i を得て甘き味を好まず。 
意味風雅ともに皆をのれが煉磨なれば、発句ーッのぬしにならん人は、尤兄弟のわかちをしるべし。 
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また、『三冊子』にも「塩鯛」の句を挙げて、 

此句、師の日、思ひ出すと句に成るもの、自賛にたらずと也。……またいはく、猿の歯白し峯の月といふは其角 
也。塩鯛の歯ぐきは我老吟也。下を、魚の棚とた V 言たるも自句也といへり。(赤雙紙) 

と色蕉自身の語を録している。 

其角が『句兄弟』で「此句感心のよしにて」と言って いるところを 見る と、 「塩鯛」の句は其角の「声かれて猿の 
歯白し」 の 句に触発されて作られた ものら しい。其角の句が巴峡の猿声などの漢詩的情趣を背景にして、 この 人らし 
い鋭い感覚を際立たせた表現だったのに対して、色蕉の句は r 思ひ出すと句に成る もの」(『三 冊子』)、 つまり、その 情 
景をィ メ—ジ すれば そのまま 手間をかけずに まとまるもの だから「自賛にたらず」と 自ら 言ったのであろう。江戸の 
街で見懸けた魚屋の店頭風景を材にして句にまとめたまでなのである。 その 内容について、支考は『十論為弁抄』 
(享保十年刊)で更にくわしく左のように鑑賞する。 

されば、其角が猿の歯は、例の詩をたづ.ね哥をさがして、枯てといふ字に断腸の情をつくし、峯の月に寂寞の姿 
を写し、何やらかやらあつめぬれば、人をおどろかす発句となれり。祖翁の塩鯛は塩鯛のみにして、俳諧する人 
もせぬ人も、女子も童子もいふべけれど、たとひ十知の上手とても及ばぬ所は、下の五文字なり。爰に初心と名 
人との、口にいふ所はおなじけれど、意にしる所の千里なるを信ずべし。今いふ其角も我輩も、たとへ塩鯛の歯 
ぐきを案ずるとも、魚の棚は行過て、塩鯛のさびに木具の香をよせ、梅の花の風情をむすびて、甚深微妙の嫁入 
をたくむべし。祖翁は、其日其時に神< の荒の吹つくして、さ^ゐも見えず干あがりたる魚の棚のさびしさを 
いへり。誠に其比の作者達の手づまに金玉をならす中より、童部もすべき魚の棚をいひて、夏炉冬扇のさびをた 
のしめるは、優游自然の道人にして、一道建立の元祖ならざらんや。 

新鮮な魚ではなくて「塩鯛」が寒々と店先に置かれているさまは、右にもいう通り海が荒れた為に漁獲が皆無に成っ 
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て寥れた魚屋の体を思わせる。「塩鯛の歯ぐき」を案じ得れば、それに「木具の香」や「梅の花」を組合わせ、或い 
は「老の果、年のくれ」(『句兄弟』)といった言葉を置いて、衰零の情を託そうとするのが普通である。ところが芭蕉 
は、そういう あり 来りに一顧も与えずに唯「魚の店」とした。漢詩を踏まえた其角の「猿の歯 白し」 の奇想に対して、 
もっと日常的な「塩鯛の歯ぐき」を案じ、何の奇もない下五を置いたのである。『三冊子』に伝える「我老吟 」 「自 
句」という言い方は、そういう行き方に作者が強い自信を持っていたことを窺わせる。「詠まれた素材は日常生活の 
一相に過ぎぬのであるが、これを支へてゐるものは、荒寥たる冬の世界なのである」(加藤揪邨氏『色蕉講座』発句篇 E )。 

山本健吉氏は、 

「寒し」と切れ、読者の期待を軽く外して「魚の店」と置いた言葉つづきの呼吸が微妙なのである。「塩鯛」を 
点出させただけで、冬のしけ模様で、閑散としている魚屋の店頭の様を現したのだ。……しかもその「歯ぐ き」 
に集中的に寒さを見出だしたところ、感覚的にも鋭いのである。其角の句も非常に鋭い感覚の句であるが、言わ 
ば「玉振金声の作」(十論為弁抄)を求めて、読者を驚かそうとしたもので、芭蕉の句とは感性の質が全く相違 
している。蕪村の感覚の鋭さも、多分に其角から出発している。其角の場合はその感覚の鋭さを誇張的に表現し 
た点があり、色蕉の句はその鋭鋒を底に潜めて、表面はいぶしをかけたような落着いた表現になっている。そし 
てそのような効果は、この句では r 魚の店」の 五 文字によ■って生じていることは疑いない。 (『芭蕉その鑑賞と批評』) 

と見ておられる。嘗て「蛙飛こむ」の句の初 K を案じた時、「山吹 や」という 其角の提案をしりぞけて、ただ「古池 
や」と置いた両者の感覚の相違が、ここでもまた再演されたのであった (1257 参照)。 

今日の感覚から言えば「歯ぐきも寒し魚の店」は、それほど斬新な表現ではないかもしれないが、当時としては、 
新鮮な、独創的な印象を与えたに相違ない。しかもそれが日常性の中に、生活的に、具象的に把握されていると 
ころに、その頃、色蕉の指向していた軽みへの工夫が見られよう。 (『新編日本古典文学全集•松尾芭蕉集1』) 
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という井本農一博士の見方も、確かなところである。 

壬申十二月廿日卽興 

观打よりて花入探れんめつばき(句兄弟} 

打寄りて花生探れ梅つばき S 蒸翁同光忌) 

冬季(探梅)。 

〇壬申 十二月廿日即興 「ジンシンジ フニグヮッハッカソクキヨゥ」。 「壬 申」 は、みずのえさる。元禄 五 年の干支である。 
「即興」は、その場の興で作った句の意。既出 ( H 254 前書) 〇 rFatguca . 」 (『日葡辞書』) 〇〇 打よリて rw ち皆りて」。連衆が同じ席 
に相寄って。「打」は接頭語である。「どうも合点参らず、皆打よつてぎ讓いたせば」(『国性爺合戦』第三) 「<& yori , ru , otta . 」 
(『日葡辞書』)。〇花入 探れ 「花入探れ」。「花入」は、花を活ける器。陶製竹製等いろいろある。活けられた 花々 の中から(梅や椿 
を)探して観賞せよ、というのである。「花入の口よりはくや玉つばき貞徳」(『犬子集』巻二) rFanaire .」 (『日葡辞書』)。〇んめ 
つばき 「梅椿」。これらの花は季題としては春であるが、ここでは早咲きのものとして冬季の扱いになる。既出 ( n 579)。 また、 
「んめ」は上の「探れ」と呼応して、冬季の「探梅」の季語を構成する。既出 (n 555)。 「んめ」は発音に忠実に、語頭の唇音を 
「ん」と表記した例で、「むめ」(梅)「むま」(馬)等と同類の表記法である。 

sag さあ皆な集まって、花活けの梅や椿を観賞しなさい。折柄探梅の時節、ここでは花活けの花を探すのだ。 

句の成立年時は『句兄弟』の前書によって明らかで、『句兄弟』『錦繡鍛』(其角撰、元禄十年刊)『花入塚』(青振撰、 
安永五年刊)には、この句を発句とした彫棠•亚日子(其角)•黄山•桃隣•銀杏らとの歌仙を収めている。この日のこ 
とについては、桃隣の芭蕉十七回忌追善集『粟津原』(享氷七年刊)に、 

遥過にし年の寒 比、 青地氏周東のもとへ芭蕉•其角•桃隣見え来り、 即興 催されけるに、翁、〇打よりて花入罙 


錦繡緞.泊船集.亦深川.蕉翁句集.粟津原. 
花入塚 
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れ梅椿予も其席に交りてし。此句の季を尋ね侍れば、探梅の句なる よし 申されけるも、早廿 とせ 余の夢うつ v 
此回忌におどろかされて、一種換骨を題向しつ。 

打寄て献立書ん帰花松山銀杏 

という 句文が見え、その模様を知る こ i l が出来る。青地周東は、 この 巻の脇「降 こむ まのはつ雪の 宿」 を賦した 彫 
棠その人であつて、元禄十一、 二 年頃改号したのだそうである。異形として『色蕉翁同光 忌』(柳居撰、寛保三年成) に 
「花入」が「花生」となつており、同じことではあるが、後者の根拠は明らかでないので、古集の所伝に従うべきで 
あろう。 

この句が探梅の句であることは、右の『粟津原』の記事の外、『花入塚』にも「冬季しかるべし」 r すべて探梅を冬 
季に用る事、詩家の格なり」という芭蕉の語が伝えられており、疑いのないことである。『円機活法』冬日即時、冬 
日書懐の条に「尋梅」の語があり、連歌の『漢和法式』(明応七年刊)冬の部に「探梅」が見える。元来詩家の語だつた 
ことは明らかであろう。芭蕉が俳諧の世界でこの語の新たな用い方を摸索していたことは、さきの「香を探る 」(I 
娜 J の句の条でも触れたが、当面の句にも新味の工夫は明らかである。探梅の句であることを知らずにか、或いは等 
閑に看過した為に、古注では正確な解釈が少いが、中では、 

探梅は冬季成るを以て、花入探れと云替たる作意也。……饗応の座席などに寒梅に山茶花等取合たるを、膝行し 
て 打寄尊称したる風情、眼前体と云べし。 (信天翁『笈の底』) 

という説など、珍しく正鵠を得た解であつた。これは野外の探梅を屋内に取做したと見るのであるが、 

大勢皆々打集つて花入が何処にあるか探して来よ、此通り梅や椿があるから、といつたので、即ち梅椿を一緒に 
生けて、皆々で愛でようぢやないかといふ意である。(内藤鳴雪『評釈』) 

というのは、野外の探梅の趣として、「花入探れ」を r 花入を探して来い」と取つたものである。しかし、そういう 
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意味で「探れ」というのは表現として妥当でなく、探梅の本意からも外れることになって面白くない。潁原博士の 
『新講』に、 

……「花入探れ」は「花入を探れ」の意でなく、「花入に就いて梅椿を探れ」の意たる事は明かである。……床 
の間には、折から早咲の梅椿が花瓶に生けてあつたのであらう。芭蕉は客としてそれを賞美したのである。探梅 
といへば野外に杖を曳いて、春信の早きを尋ねるのであるが、これは思はずも眼前の花入にこれを探り得た。そ 
の思ひもかけぬ喜びを、「打寄りて」と、一座の人々への命令的な呼びかけで現はした所が面白い。 r さあ^-み 
んな寄つてこの花を賞し給へ」といふのである。 

とある説に至って、この句は漸く定解を得た観がある。野外を屋内に転じて即興の趣向とし、探梅の気分を生かしつ 
つ、眼前の花を賞して亭主への挨拶としたのであった。探梅の語を面白く用いた ことを 認めながら、幸 田 露伴の 見方 
は又別途に出ている。即ち、 

梅椿を入る\にふさはしい好い花入れを探れといふのです。然し道具屋を痴漢が視くやうに、実際の花器を評論 
するのではなく、何様な花入が最も此の美はしい梅椿にうつりあふだらうか、探り考へて見ょ、 とい ふので、梅 
椿に対する賞美を現前させてゐるのです。探索とは少しちがふ、探撰の方です。もどかしい句ではありません、 
端的の句です。花入れは花に応じて定めるのがほんとです。 (『続々色蕉俳句研究』) 

と述べているけれども、これについては潁原博士が、探梅の意に即せず、句の表では花入が主となって、梅椿は従に 
なってしまうと批判されたょうな難点があろう。近来では、安東次男氏の新説があり、私の採るところではないが左 
に掲げておく。 

句は「梅さぐる」を季とした冬の句だが、当歌仙は右の発句を初の花の座に当てて興行している。「花入」を雑 
の正花と見立てたものだろう。芭蕉(当座の正客である)の作は、その辺から見えてくる。 この 花入は単なる 
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花器のことではない。一座、一巻そのものが花器だ。それを「探れ」と云っているのだ。「探れうめつばき」 
うまく引掛けて、軽快な俳の起情としている。 

評釈いずれも、早咲の梅と椿を床の花入に生けて探梅に代るもてなしとした亭主の志を賞めた句、と解してい 
る。そうではない。この「うめつばき」は実際には庭前の眺であってよい。探梅は今の歳時記では早梅を尋ねて 
冬の山野を逍遥する意味に解しているが、ゥメはもともと中国渡来で、ャマザクラのように本邦自生種ではない。 
白梅の香をさぐるのに、出歩くことを必しも要しないだろう。(『色蕉発句新注』) 

取浬火や壁には客の影ぼうし(続猿蓑) 泊 船 集•蕉翁句集草稿.蕉翁句* 

冬季(埋火)。 

H 〇埋火「，职み火」。炉や火鉢の火に灰をかけて、ぬくもりを長持ちさせること。既出？|)。〇壁には客の影ぼうし「 II に 
は客の影法師」。ともし火の光で部屋の壁には客の影が映るさま。「影ぼうし」の「ぼうし」は、「法師」の仮名書きならば「ほふ 
し j が正しい仮名遣になるが、「すべて何々坊といふは人に擬して言ふ辞なり、しわきをしわん坊、けちなるをけちん坊、……な 
どいふが如し。法はあて字にして坊に同じ。……今影法師といふ師文字は添はりて生じたるにて、孤独の「独り坊」を「ひとりぽ 
つち」と云ふ「ち」文字の如し」(露伴『評釈冬の 日』) と見れば、「影坊」に 「し」 が添わったとも考えられる。既出？观)。 
ia 火鉢の埋み火を囲んで主と語り合う冬の夜更け、壁にはともし火の光で客の影法師が黒々と映っている。 

■ ESB 『蕉翁句集』には「曲翠旅舘にて」と前書があり、『蕉翁句集草稿』には「元禄申」と頭注して、 r 此句自筆に、 
曲翠旅館に D 有」と見える。これによれば、元禄五年冬江戸在府中の菅沼曲翠(元禄六年初めの『深川』あたりか 
ら「曲水」を改号)を、南八丁堀の膳所藩邸に訪うた時の吟であろう。翌六年筆と推定される霜月八日付曲翠宛書簡 


に 
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に、「此ほどの御なつかしさ筆端難尽事共に而、壁の影法師、練塀の水仙、申さば千年を過たるに同じかるべく候」 
とあるのは、一年前の思い出に触れた文言と見られる。「練塀の水仙」は『薦獅子』所収の曲翠の発句「練塀やわれ 
て日のもる水仙花」(『続猿蓑』には「水仙や練塀われし日の透間」)を指し、やはり同じ頃の吟だっ たのであろう。 
『蕉翁句集』は元禄六年の部に入れているが、この曲翠宛書簡がある以上、錯誤と考えざるを得ず、積翠の『芭蕉句 
選年考』に「杉風家蔵真蹟に、素堂が妹の身まかりける時と前書あり」とあるのも誤伝に過ぎない。 

曲翠の江戸での滞在先を訪ねた時の句だから、句中の「客」が®蕉自身ということになる。「色蕉はこの時の客で 
ありながら、主の立場になって「壁には客の影法師」と言っている」(山本健吉氏『色蕉全発句 JI ) という見方もあるが、作 
者が「客」' i いってもおかしくはなく、要は主客対座の場がこの語によって読者に印象づけられればよいのである。 
寒い冬の夜に火鉢を囲んで、言葉少なにしみじみとした対話が交わされる寂びた気分が全体に漂い、沈んだ落着いた 
調べもなかなか佳い。古く杜哉の『蒙引』に、「おのれが影を客として曲翠ひとり閑坐せし旅館の寂寞をいへ り」 と 
ある解は、誤解と考えざるを得ないが、加藤锹邨氏も、 

埋火のかすかな火の色、黙しがちな主と客、しずかにゆらぐ燈火、そして壁に带てついたように動かぬくろぐろ 
とした影法師、寒夜の身に沁みるような寂寥とともに、温い心の触れあいが感じられ、そこに挨拶の心を読みと 
ることができる。(『色蕉全句』) 

と鑑賞した後、 

しかし、芭蕉の校閲を経たはずの『続猿蓑』に前書を付さずに収められているところから察すると、あるいは、 
この句に独立性を与え、草庵独座の句として位置づけようとしたものかとも考えられる。その場合は己が影を 
「客」といったことになろう。(同右} 

と付け加えておられる。「客である我が影法師」と解するのは、独立句としても無理を免れないが、一つの見方とし 



て挙げておきたい。 

脱中> に心おかしき臘月哉(ふぐるま) 

冬季(臘月)。 

i 〇 中//に心おかしき 「中//に」は、かえって、の意。「おかしき」は、趣のあること。「をかしき」の仮名ちがいである。か 
えって趣のある気分を持っている、の意。「をかし」は既出 ( n 似後書)。「よもぎ、しのぶこ k ろのま >一に生たるぞ、中< にめで 
たきよりも心と V まりける」(『野ざらし紀行』) 「 ISJacanacanixindagamaxigia . 」(『日葡辞書』)。〇臘月「シハス」。陰暦十二月をい 
ぅ。既出 (1277 等)。「臘月」も十二月の異称であるが、ここは三音に訓むべきところである。 

1 a 俗事に追い立てられて忙しい師走ながら、かえって其処に趣のある気分も感じられますね。 

■2 ■梅左撰の『ふぐる ま』(天 保 十一 年刊)に紹介された馬指堂主人(曲翠)宛の色蕉書簡に見える。書簡は日付を欠 
くが、歳暮に酒一樽を贈られた礼状で、洒堂が芭蕉庵に滞在していたことも窺われるので、元禄五年十二月に書かれ 
たものと認められる。句はこの外に所見がない。 

一年の締めくくりにいそがしい十二月といぅ観念を踏まえて、その逆に「心おかしき」といったところが俳諧であ 
る。ただ実感として捉えられた「をかし」ではなく、句も形を'成しているに過ぎない。 
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忘年書懷素堂亭 
節季候 

脱節季候を雀のわらふ出立かな(深川) 陸奥衞.泊船集.蕉翁句集 
冬季(節季候)。 

〇 忘年書懐 「、ハゥネンショクヮィ」。「懐」は、思いの意。年忘れに際して所感を書くのである。「年忘れ」 ( mg 等)参 BK 。 
「五十年の頑夫自書、自禁戒となす」(「閉関之説」 ) 「 xoxi, suru, ita. i, Caqu. 」(『日葡辞書』)〇素堂亭葛飾^;^;&にあった素堂の家 0 
( n 5 5 参照。〇節 季候 年末に各戸を廻って米銭を貰ぅ乞食。既出 ( mg )。 〇 雀のわら ふ 出立「斟<數ふ把 ^ 。「出立」は「い 
でたち」と同じで、身なり•ょそおいの意。節季候のおかしな身なりを、雀が笑って いると いぅのである。 「把 * fe はさは やかに か 
ろく、二重帯し、ぬり笠菅笠などを着す」(『色道大鏡』卷十四 ) rBibixijdetachi.J (『日葡辞書』)。 

Bia 節季候のおかしな身なりを、雀が笑っているょ。 

『蕉翁句集』には「素堂亭忘年」と前書がある。『深川』にはこの句を始めとして、 

餅，舂 

餅つきやあがりかねたる鶏の泊屋 嵐蘭 
衣 配 

文箱の先模様見る衣くばり 曾良 
仏名 

仏名や饅頭は SI の薄けぶり 洒堂 
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歳 昏 

腹中の反古見わけん年のくれ 素堂 

余興 

としわすれ盃に桃の花書ン 洒堂 
膝にのせたる琵琶のこがらし 素堂 
宵の月よく寝る客に宿かして 色蕉 


というこの席での句作が載っている。洒堂の江戸滞在中に関わった句を録した『深川』にあるから、元禄五年十二月 
素堂亭忘年の集いで成った句たる ことは 確かである。 

節季候は笠の上に羊歯の葉を挿し、赤い布で顔を隠して眼だけ出している。その異様な風体で胸をたたいて祝言を 
述べながら物乞いするのを、雀が笑っていると 一 a ったまでであろう。それでは 余り 曲が無 さ 過ぎるとして、いろいろ 
解が出ているが、私は採らない。年忘れの席で他愛ない句を詠むのも一興である。諸説の中では、 

今案、窮陰候を雀に笑せたる意は、則鶚に見立たる妙計也。破編笠に弓絃葉歯朶を結つけ、赤き紙を前に垂れ、 
袋を肩に懸て、割竹敲き立たるは、異やうの姿にして、襲鷓鵂の昼中に追ひ出されたる共云んか。然ば小鳥を捕 
に、鵲木兎等を E として枝に乗せ、其辺りに黐横を指し置に、雀 b 見て、形異にして眼の不 Z 見を笑ふ。其声 
を聞て、近き辺の小鳥追//集り来て是を笑とて、筷に附く。此趣の笑味成べし。一興有て、雀の笑と云詞、滑稽 
也。(信天翁 i の底』) 

想ふに雀躍りの風体が編笠などを着て、恰も節季候に似てゐる所から連想して此の趣向を立てたので あらう か。 
尚ほ実際忘年会席上に於て種々の余興もありて、其趣のをかしかつた事を節季候に事寄せて打興じたものとも思 
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はれる。(内藤鳴雪『評釈』) 

等を挙げておく。「出立」を出発する意にとって、その頃は雀も起出す時分であるし、さわがしいさまが共通してい 
るなどという説は良くあるまい。 


はまぐりのいけるかひあれとしの 

く h (真蹟自画賛) 


薦獅子•芭蕉庵小文庫.泊船集.東華集•千句 
塚.蕉翁句集 


蛤もいける甲斐あれとしの暮(陸奥衛) 

冬季 (としのくれ)。 

^0〇 はまぐりのいけるかひあれ 「蛤の生ける听斐 あれ」。 蛤が生きて来た甲斐があるというもの だ、 の意。「はまぐり」 (D55P) 
の縁で「甲斐」に 「貝」 を言い掛けた。『続江戸砂子』(菊岡沾涼著、享保二十年刊)に江戸の名産として「深川4 g 田沖 •弁天 中、 
秋の末より冬に至る」と見える〇「あれ」は、命令形と取ったのでは通じない。「いけるかひへあれ」の「こそ」を省略したもの 
で、「あれ」 は已然形と見られる。 「御 耳に留り候へば甲斐ある心地せられて悦にたへず候」(二月十八日付曲水宛芭蕉書簡) 「es- 
caimo nai . 」 (『日葡辞書』)。 〇 としのくれ 「年の1」。 

ESBI 年の暮とて、町では蛤がよく売れている。蛤 もこれ まで生きて来た甲斐が あるという ものだ。 (私にとっても 
生き甲斐のある新年であってほしい) 

■■元禄六年冬に成った『薦獅子』初出の句であり、『蕉翁句集草稿』には「蛤の生るかひ あれ」と下五を 欠いた 
形で出して「壬申」と頭注している。土芳の所伝を信じて元禄五年歳暮の作と認めてよかろう。 『陸奥衞』 の「蛤 も」 
という異形は孤立した所伝で、自画賛の裏付けのある 「はまぐりの」 の句形を採るべき ことは論が無い。 出 光美 術绾 
蔵の真蹟自画賛は、藻の上に蛤三つが描かれ、右端に句が賛してある。『句 選 年考』によれば、 曾 良の甥の所持して 
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いた真蹟自画賛は、揲の上に蛤二つを描いて句を書いたものだったという。現存の物とは別と見られるが、画賛句と 
しては恰好だったのであろう。 

この句意については、夙く杜哉の『蒙引』に、 

兎にも角にもながらひたればこそ、又もや長閑なる春をも迎ふるとの老懐ならん。蛤はいけるとも見へず、久敷 
死なぬものなれば、比興に詮あり。 

と見え、露伴も、 

蛤といふものは冬はことに生のよいもので、可なりの日数を水からあげて置いても死なぬものである。そこをも 
つて来て生ける甲斐あれと云つ たのです。 「なさけなう蛤かわく余寒かな」といふ 句 もある位である。(『続々色蕉 
俳句研究』) 

と言っている。正月の吸物などに入れるために、年末には蛤の売れ行きが良い。深川名産の蛤の生きの良さを背景に、 
自らの身の上にかけて興じた句と思われる。 

蛤が生きたかいがあって、年の暮に正月の料として珍重される、というのが、表面の意味で、裏には新しい年を 
迎える自分も生きがいのある生を送りたいものだという願いをこめた。(山本健吉氏『色蕉全発句 t 
という見方が穏当なところであろう。加藤揪邨氏のように、「はまぐりの」を「の如くに」と譬喩に取ることも出来 
る(『芭蕉全句ヒ。何れにせよ、理の勝った句柄である。『源氏』須磨の卷、源氏がその辺りの漁夫を召して話をした後、 
「御ぞどもなど、かづけさせ給ふを、いけるかひありと思へり」と漁夫達の心情を描いている一節を踏まえたかとす 
る見方が古くからあり、芭蕉の意識にこれがあったことは否定し難いであろう。揪邨氏はまた、 

そもそもは、画賛としておかしみを志向した発想であったであろう。……しかし、『薦獅子集』以下の出典が 
何らの前書を付していないことは、芭蕉自身に、画賛の句を、いわば述懐の句として独立させようとする気時が 
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あったためだと思われる。そこでは、俳諧師としての自分の侘びしい生活のありかたに、蛤が蓋にこもって生き 
ているのと陰微相通ずるものを感じて、境涯を詠じた作となっているのである 。 (i 蕉全句』) 

とも述べておられる。 
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元禄六年 


元 旦 

765年^-や猿に着せたる猿の面(薦獅子) 
元日や狙にきせたる狙の面(類树子) 


真蹟懐紙•旅舘日記.翁草.色蕉庵小文庫.陸 
奥衛•猿舞師•泊船集.俳諧問答.旅寝論.去 
来抄•三冊子•本朝文選.蕉翁句集草稿•蕉翁 
句集.俳諧古今抄.蕉門録•糸切歯 


春季。 

MU Q 兀旦 「グヮンタン」。正月元日の 朝。 句が歳旦 吟 であることを示す。「元日」 ( Ig 、 nl g 等) 参照。 〇年 くや「街< や , -〇 
毎年年が改まって、齢を重ねることへの詠嘆である。 rToxidoxi .」 (『日葡辞書』)。 〇猿に着せたる猿の面 r ®! に* ? せたる猿の配」 0 
「面」は、仮面の意。何の変り栄えもないことの譬えである。「猿に小蓑を着せて誹諧の神を入たまひければ」(『猿蓑』其角序)「お 
はれてや脇にはづる k 鬼の面荷兮」(『あら野』卷六) 「Qixe, suru . 」 「 Msuocaquru . 」 (『日葡辞書』)。 

3 EE 3 毎年毎年年が改まっても、人はちっとも変ることなく、同じよぅなあやまちを繰返している。猿に猿の,®"を 
着せたところで、一向変り栄えしないよぅなものだ。 

EH 『翁草』(里圃撰、元禄九年刊)に「鶏旦」と前書がある。『俳諧問答』所収、許六の「俳諧自讃之論」の文中、元禄 
六年四月の初めに芭蕉が許六亭に滞在した時の記事に、この句を「当歳旦」として引いてあり、元禄六年の歳旦今と 
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推定される。やや時代は降るが、『糸切歯』(石橋著、宝暦十二年成)にも、 r 元禄六年の歳旦集に此句あり」と見えるのも 
信じてよい。『類柑子』の異形は、例の其角の杜撰な誤りであろう。なお、其処に見える r 狙」の字は、「猿」と同じ 
で「さる」を意味する。 

この句の作意については、直門の信ずべき記述が多い。即ち、 

此歳旦、師のいはく、人同じ所に止て、同じ処にとし落入る事を悔ていひ給ひたると也。(『三冊子』赤雙紙) 

此、直に聞句也。世上人同じ所にた气すむを、打やぶり云たると也。(『蕉翁句集草稿』) 

といった土芳の所伝によれば、年を経ても自身を含む世上の人間に一向進歩がなく、同じような愚を繰返しているこ 
とを反省し、また諷喩した句なのであった。「猿に着せたる猿の 面」 は、 変り 栄えしない ことの 譬喩であるが、 これ 
については色蕉自身、 

全ク仕損の句也。ふと歳旦に猿の面よかるべしとおもふ心ーッにして取合たれば、仕損の句也。(「俳諧自讚之論」) 

と語ったことを許六が伝えている。また、句中に季語のないことについては、去来の『旅寝論』(元禄士一年三月成)に、 
左のような記事が見える。 

一とせ先師歳旦に、年 < や猿にきせたるさるの面と侍ルを、季はいか^仕べきと窺けるに、としぐはいかに 
との給ふ。いしくも承る物哉と退ぬ。年^/は季の詞にあらず。かくの給ふ所しらるべし。表に季見えずして季に 
なる句、近年付句等にも粗見袅侍る也。 

この句の季語に関する去来の質問に対して、芭蕉は「としぐはいかに」と答えた。「年—-」は季語ではないが、 
其処に歳旦句らしい心情があらわれているわけで、取立てて季語はなくとも、全体の内容から季節は明らかだとした 
のである。『去来抄』に「詞に季なしといへども、一句に季と見る所有て、或は歳旦とも、名月とも定る あり」 (故実) 
としてこの句を弓いているのも同じ音^^である。 
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句意は『三冊子』に述べてあるような趣旨でよいと思う。芭蕉が「歳旦に猿の面よかるべし」と思いついたのは、 
猿廻しの猿などを見たのが動機であったろうが、猿廻しの猿が猿の仮面をつけるという事はないようだ。猿に他の仮 
面を着せるとか、或いは人が猿の仮面をつけるとか、色々な場合が考えられるけれども、要するに変り栄えのしない 
譬えとして案じられたものだから、実際とは関わりが薄いものとすべきであろう。古注に、六窓一獼猴の意だとか、 
慈恵大師七猿の和歌を引くのも、ここには関わりのないことである。芭蕉が自ら仕損じの句といったのは、趣向は趣 
向としても、 観念の露出した ところに 不満を感じた 為と 思われる。「軽み」には聊か遠い句柄で も あった。 


- じ二 b 二 14 -s > 4-^ - } 、 rN ±:ntr 、y 、 1C ( 正月廿七日付 hH 薦獅子.色蕉一周忌•泊船集.三 

こんにやくにけふは うり力つ 若菜哉 (^1? 宛 l ft 「冊？ 


はまぐり にけふは賣勝ッわかなかな i ® 懐紙一 

こんにやくに今朝はうりかつ若な哉(蕉翁句集草稿) I 蕉翁句集 
菡篛にけふは賣かつ薺かな—集—) 

春季(若菜)。 

i 〇こんにやく「苑 SJ 。 年中売行の良いものとして出した。「苑篛の名物とはんやま桜李里」(『続猿蓑』下) 「 connhacu . J 
(『日葡辞書 b 。 〇けふはうりかつ若菜「今日は売り勝つ若菜」。「若菜」は、正月七日の七種粥に入れる春の七草の類をいう。既出 
( WI )。 普段は滿襄がよく売れるが、七種の今日に限っては、若菜の方が沢山売れることを、「うりかつ」といったのである。「隔 
してなりとも人より売勝つを商人の手柄とする事ぞかし」(『諸商人世帯気質』卷三ノー) 「 cachi , tgu . atta.J (『日葡辞書』)。 

_普段よく売れる li 蓮より、七種の今日に限っては、若菜の方が沢山売れることだ。 
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■ E ■この句の成立年次について、嘗ては土芳の伝える元禄五年説と、潁原博士の『新講』の主張する同六年説とが 
あった。しかしその後、六年筆と推定される小川の尼君(凡兆の妻羽紅尼)宛正月廿七日付色蕉書簡に、次の「春も 
や上の句と共に挙げて、 r この比の句かき付申候。てほんに可被成候」とあるのが知られるに及んで、六年の正月 
七種頃の作たることは疑い無くなったと言ってよい。『蕉翁句集草稿』に「壬申」と頭注し、『蕉翁句集』が元禄五年 
の部に入れているのは誤伝と見られ、潁原博士が真蹟懐紙に「年 A / や」の句と共に併記されていることを以て六年正 
月と推定されたのが正しかったわけである。 

真蹟懐紙に初五が「はまぐりに」とあるが、「こんにやくに」との異同については『三冊子』に、 

此句はじめは、蛤になど X 五文字在。再吟 して 後、 こんにやくに成り侍る と也。 (赤雙紙) 

とあり、『蕉翁句集草稿』には、 

此句五文字いろ^-有。初は、蛤に とも 出たるを、 こんにやくに 定 る。 

とも見える。蛤も正月の食膳に供されるものではあるが、伝統的な「若菜」との対照を際立たせる庶民的な味わいは 
「こんにやく」の方がまさるであろぅ。恐らくそのよぅな考慮から、正月二十七日までの間に 「はまぐり」 から 「こ 
んにやく」への推敲がなされたものと思われる。『句集草稿』の「今朝は」、『泊船集書入』の「薺」は、何れも裏付 
けがないので、誤りとしか考えられない。 

『芭蕉一周忌』(嵐雪撰' 元禄八年刊)と『新片相手』(永我撰、宝磨五年刊)には、この句を発句として、嵐雪との三十四句 
の付合が収められている。何故か歌仙に二句足りない形であって、末尾に二句を付加している『芭蕉翁俳諧集』の形 
は信じ難い。 

句は 31 悪と若菜を競わせて、七種の日には若菜の方が売り勝つと興じた趣向にしている。蛤を苑萌に変えたことに 
よって 俳味が一層際立ち、如何にも軽みの時代らしい句に なった。「こにやく」 (莼篛)の語を詠み込んだ物名歌に 
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「野を見れば春めきにけりあをつ V ら こにやくま、しわかなつむべく」 q 拾遺集』 卷七) というのがあり、蓼太の『色蕉 
句解』はこの古歌取りと見ているが、これはただ®®と若菜が一首の中にあるのが似ているだけで、特に古歌を意識 
したものとは思えない。また、許六宛の野坡書簡写しに、この時嵐雪が色蕉に対して「蛤にとしたほうが勝り候は 
ん」と言ったところ、色蕉は「我等は昨日今日の事を述べて老情を慰むな り」 云々と答えたことが見えるが、この話 
はどうも後から造られた感じがする。芭蕉が初案として蛤を案じたことは疑い難いからである。 

正月廿七日付小川のあま君宛書簡.真蹟画賛. 
真蹟自画賛.旅舘日記.薦獅子•陸奥衞.染 

767春もや乂けしきと ゞ のふ月と梅(正月廿日付木因宛書簡) 川•続雲.泊船集.旅寝論.千句塚_ S 

月•蕉翁句集.淡雪•古渡集.宗祇戻.枇把園 
随筆•白雄夜話 

春季(梅)。 

i 〇春 もや、けしきと、の ふ「春も漸気色整ふ J 。 春も漸くそれらしい気配が具わって来た、の意。「やは既出 (n 5 ! 6 刖書、 

知〇支考の『俳諧古今抄』に、「三節の間に切るべき所も見えず」とあるが、この句は「と ゞ のふ」で切れるのであろう。「人がらも 
あるべきかぎりと X のひて、何事もあらまほしく、たらひてぞ物し給ひける」(『源氏物語』紅葉賀) 「 Totonoi , 6 ,6 ta.J (『日葡辞書』)。 
1 a 朧に霞む月と綻んだ梅の花。春も漸くそれらしい気配が具わって来た。 

■E1I 『旅舘日記』には「梅月」と前書があり、元禄六年正月十一日の御城御連歌の次に記されている。正月廿日付 
の木因宛にこの句を書いて「頃日申候」とあり、同廿七日付の小川のあま君(羽紅)宛には、前の「こんにやくに」 
の句と共に挙げて、「この比の句かき付申候」云々とあることは前記の通りである。元禄六年正月と推定される十二 
日付許六宛書簡に、十五、六日頃許六亭を訪問する心積りが述べられており、『俳諧問答』所収、許六の「自得発明 
弁」にこの月の事として「予が宅に四五日逗留 j とも見える。即ち正月半ばの許六亭訪問が実現したのであって、現 



在伝存する満月と梅の花の許六の画に当面の句を賛したものは、この時二人相談の上で制作されたものと推定されて 
いる(『芭蕉全図譜』解説編参照)。これらによって句の成立時期は明らかであろう。自画賛の方は夙く『浪 t 日記』所載 
の北枝の句文にその存在について触れてあり、後代の『枇杷園随筆』に「かつて芭蕉翁の自画賛を見る。紅の つけた 
てにて薄紅梅なり」、『白雄夜話』に「紅梅の画賛也。5||||你」等と見える。 

画賛として発想された句ではあるが、季節感の本質的なものが捉えられ、温雅な表現を得たものとして高く 評価 出 
来ると思う。月次の句として評価しない説は、表面的な鑑賞に失したものであろう。 

春のほのかな充実への推移が、たしかな観照の眼で把へられてゐる句だ。冬の気分から、実に丹念に見据袅られ 
てゐた季節の呼吸が感ぜられてくる。これは自然へ感合し滲透しうる眼を充分具へた作家でなくては敢てな しえ 
ないものと思ふ。「幽玄にして長高し」といふ評を加へてゐる古人もあるが、それはこの季の推移に伴ふ人間の 
心のう ごきを、悠容 せまらぬ「位」のある態度と、高雅な口調とでとらへたところをさしてゐるものと解してよ 
からう。(『色蕉講座』発句篇 E ) 

という 加藤揪邨 氏の見方に同感を禁じ得ない。古注の『笈の底』が、定家の歌「おほぞらはむめのにほひにかすみつ 
、くもりもはてぬ春のよの 月」 (『新 古今集』卷 一)を引いているのはよいが、本歌と して 踏まえたわけではなく、句と同 
じ趣という.までである。元禄五年の歳旦吟「人 も 見ぬ春や鏡のうらの梅」 ( Iv g ) の句に しても そうであるが、句の背 
後にある作者の透徹した心境を見落すと、月次のつまらない句と見られ兼ねないところがある。 

蜆 子の畫贊 

湖白魚や黑き目を明ク法の網 S 塞} 旅®日記 •泊船集 •宇陀法師•蕉翁句* 
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蜆子 

白うをや黑きめをあけ法の網 t 宰陀稿本) 

春季(白魚)。 

i 〇蜆子の画賛「蜆子の画賛」。「蜆子」は中国五代の頃の禅僧。定住の所なく、冬夏を通じて一衲をまとい、毎日江岸で* sj や 
蜆をとっていたという。その姿を描いた画に賛した句なのである。 〇白魚 シラゥオ科の小魚。既出 ( Ii 35 等)。 〇黒き目を明ク 
「黒き目を 明ク」 。白魚が白い体色と対照的な黒い目をぱっちりと開いているさま。「目を 明ク」 に開悟の寓意がある。 〇 法の 網 
「法の網」。「法」は、仏法を指す。魚を掬う(救う)ものとして「網」を出した。蜆子は常に網を携えていたといわれ、その画像 
は、網を持って蝦を握った姿が描かれる慣わしである。 S502 ) 参照。「華厳経日、張„仏経網、一み一法界海、漉：人天魚一置，一涅氣 
岸 一 J (積翠『句選年考』 ) 「ゆふやみの唐網にいる娃かな 一井」(『あら野』卷二)「 > ョ j . 」(『日葡辞書』 0 

■■_鼠 蜆子和尚の法の網にすくわれて、白魚が黒い目をぱっちりとあけていることょ。 

■一一 ■「題蜆子像」(『旅舘 日記』) 「蜆子の賛 J (『泊 船 集』) 「蜆子図賛 J (I 翁句集』) 等の前書がある。 許 六の稿本『旅舘 日記』 
には、「春もや上の句と並記されており、同時の作と思われる。『宰陀稿本』(享保四年成)は「めをあけ」と命令形に 
なっているが、根拠が明らかでなく、標掲の『韻塞』の外、『宇陀法師』 (元禄十五年刊) にも「目を 明く」 とある方が 
信頼出来ょう。 

白魚は白き中に目斗黒くして、 ことにめ だつ魚也。蜆子和尚は袅びをすくひ喰ひたれども、白魚に取 かへ て作り、 
いづれか心の通ふ所、差別有べからず。非情の魚も蜆子の網に掛りては、仏眼を開くべしとならん。(東海呑吐 『句 

解』) 

という説で、 この 句の解は尽きている。蜆子の持っている手網を「法の網」 に 見立て、魚を掬う ことから「救う」 を 
思わせて、掬われた白魚が無明の闇を離れて開悟したと趣向した。理窟といえば理窟であるが、蝦を 白魚にした俳諧 
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化が成功しており、全体に軽やかな興が見える。 

「法の網」は、蜆子の持つている暇蜆掬いの網をかく観じたものであつて、その限りでは、かつての談林頃の f 
立の手法とさして択ぶところはない。ところが、法の眼をあくところのものが、白魚という清楚なものであり、 
みずみずしい生動感があるために、一句があざやかな効果を発揮していること不思議なものがあつて、対象の本 
質に滲透する芭蕉の偉大な素質をここに見ることができる。……元来蜆子の画賛でありながら、「白魚」が鮮か 
に生きているのは、「黒き目を明く」という白魚の本質的把握に達しているためで、注目すべき一作というべき 
であろう。(『芭蕉全句』) 

という懇切を極めた加藤楸邨氏の鑑賞は、 この 句の佳処を道破した 至言であつた。 

二月吉日とて是橘が剃髪、入醫門を賀す 

湖はつむまに狐のそりし頭哉(末若葉) 泊船集•蕉翁句集草稿.蕉翁句集.十二月箱 
春季(はつむま)。 

Kgl 〇 二月吉日 「ニグ ヮッ キチニチ」。陰暦二月の縁起のよい日。即ち句中の「はつむま」の日をいう。「吉日」は、「キチ ジッ」 
というよみも考えられるが、『日葡辞書』には rQichinichi . J の語があるだけなので、それを採つて おく。 「元禄十一寅五月吉日」 
(『続猿蓑』井筒屋跋) 。〇是 橘 「ゼキッ」 。鵜沢氏、名は是吉。其角の下僕であつたが、その父東順に入門して医を学び、長庵と称 
して外科医になつたという。俳号は本名を音読して別の字を宛てたものであろう。生歿年未詳。〇 剃髪 「ティハッ」。 髪を剃つて 
頭を丸めること。当時の医者は僧形であつた。ここは下の「入医門」に合わせてつ M を靴り」と訓むことも出来る。「弟子にすれ 
ば、一時も早ふてい髪させずば成升まい」(『雷神不動北山桜』四ノ切) 「 Heifat . Cami soru.J (『日葡辞書』)。〇入医 門を賀す 
に入るを賀す」。是橘が医者に入門して医道を学ぶようになつたことを祝う意。前記のように、彼は其角の父東頃に入門した。『荘 
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子』人間世篇に「医門多疾」(医者の門前には病人が多く集まること)の語がある。「賀す」は既出 ( n 3前書)。〇 はつむま 「初 
午 , -〇二月最初の午の日に行われる祭。代表的なのは稲荷の縁日で、京都伏見の稲荷神社の祭礼を始め、各地の稲荷社で盛大に行 
われる。その由来は、稲荷社の祭神が稲荷山の三ヶ峯に降臨したのが和銅四(七二)年二月の初午の日であったからという。江戸 
には稲荷の社が多く、初午には市中到る処で太鼓の音が響き、赤い幟が立ち並び、夜は燈籠•行燈を懸け連ねて、雑踏する群衆で 
賑わった。「むま」は、「むめ J r んめ」等と同じく、語頭の唇音を「む」であらわした表記法である。「初午二月上ノ午日也。稲 
荷へ詣也」(『誹諧初学抄』)「武江にても等の社を始とし、武家市中とも鎮守の稲荷を祀り、灯燭をか-'げ、 
鼓吹して舞ふ。近くては雲間の霹靂の如く、遠くては蒼海の波濤に似たり。江戸の賑ひ耳目を驚かすに堪たり」(『俳諧歳事記菜草』) 
「ひらふた金で表がへする野坡はつ午に女房のおやこ振舞て芭蕉」(『炭俵』上)。〇 狐のそりし頭哉 「狐の剃りし頭哉」。稲 
荷の祭神は仏教の荼枳尼天に習合されたが、玄狐に乗った荼枳尼天の姿から、狐をお稲荷様のお使わしめとする俗信が生じた。こ 
こに狐を出したのも「はつむ ま」 の縁で、狐が剃ってくれたのかも知れないと興じたのである。「頭」は「ヵシラ」ょりも「アタ 
マ」の方が砕けた感じが出て良い。「哉」には軽い疑問の気持が含まれる。「菊ある垣にょい子見てをく旦藁表町ゆづりて二人 
髪剃ん越人」(『はるの日』)「笹の葉に小路埋ておもしろき沾圃あたまうつなと門の書つけ芭蕉」(『続猿蓑』上 ) 「camiuo 
soru . J 「 Atamauomarumuru . 」(『日葡辞書 fc 。 

ia 縁起をかついで初午の日に頭を剃るとあって、その頭は稲荷のお使わしめの狐が剃ってくれたのかな。 

■■『泊船集』『蕉翁句集草稿』『蕉翁句集』等の前書も『末若葉』と同じで、『十二月箱』(仙鶴撰、宝永七年刊)には、 
氷花の句の前書中に引かれている。『蕉翁句集』は元禄六年〇.部に出しているが、成立年次は確かでなく、ただ是橘 
の医道の師東順は元禄六年八月に歿しているので、六年二月以前と考えられるだけである。実際はもう少し早かった 
可能性が高い。但し、元禄三年の『いつを昔』には「其角奴是吉」として句が見え、『花摘』にも下僕の境涯を思わせ 
る句文があるから、医道入門は細道の旅以前とは考えにくく、芭蕉が江戸へ帰って来た元禄五、六年の間の作ではあ 
ろう。『蕉翁句集草稿』には、 

是橘はキ角が僕にして常学の志アリト聞。終に医門に入の時ありて此句有か。 
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とも見える。 

『末若葉』のこの句の後に其角は、 

浄土経の あらまし にも、狸-奴白狐放，-後光 一と 候へ ば、まことのひかりか、やかして、 人に もばかされな、人を 
も妖すなと、巫医の心を せめられし 也。 

と 書き添えている。これは是橘自身を狐に見立てた ような取り 方であるが、「狐の そりし頭哉」と「頭そりたる狐 哉」 
とは一緒にはなるまい。狐は「はつむま」の日の縁で出した ので、 稲荷のお使わしめの狐が刹ったの かと 興じたとこ 
ろに祝意があらわれているのだ。兼ねては、狐に化かされて丸坊主にされた というよう な話の 連想もあって、ふざけ 
ている ので ある。其角に使われていた人だから、心安立てに こんな 句を作った のであろう。 

770鶴の毛の黑き衣や花の雲 < 1 句選拾遺) 

つるの毛のくろき衣や■花の雪、(の.ほり鶴一 
春季(花の雲)。 

PW 8の毛の黒き衣^の野の a <1 き^。「黒き衣」は、僧 G 着る議 Q 衣。ともいう。それを鶴の黒い羽毛に譬えた 
表現である。「衣の上の御情に大慈のめぐみをたれて結縁せさせ玉へ」(『おくのほそ道』)「003 ョ 0.」(『日葡辞書』)。〇 花の雲 桜の 
花盛りの眺めを雲にたとえていう。既出 ( n 256 等)。 

鶴が黒い毛の羽をひろげて大空を飛び^るように、貴方は議の衣の袖をひるがえして、 Iff のような花盛りの 
中を旅することだろう。 

■■ この 句は『のぼり鶴』 (沾洲•序令撰-宝永元年刊)序に、「むかし専吟房独歩して三よしの、おく山上伊勢熊 野を か 
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けし時のはなむけに」として見えるのが最も早く、『芭蕉句選拾遺』は「湖東辻村太田氏梅契家珍」として「僧専吟 
餞別之詞」と題した文中の句として収めている。この題は『句選拾遺』の編者寛治が私に付したものであろうが、こ 
の文の存在は『のぼり鶴』の序に徴しても信ずべく、内容にも疑いはない。即ち、 

杖頭に草鞋をかけて、笠の内に名をあらはす。元禄六とせ弥生の初、僧専吟武江の東深川の艸扉を開て、既一歩 
をはじむと書く。此僧常に風情を好み、市を避て年-^斗藪行脚の身となる。ことし又伊勢•熊野に詣むとす。 
身は雲外の鶴にひとしく流に觜をす ゞ ぎ、千尋の岡に翅をふるふて野に伏、雲に泊らん。胸中の塵いさぎよし。 
予葎の交をなす事久し。今此別にのぞみて、ともに岸上に立て、箱根山はるかに見やる。彼白雲のたはめる処こ 
そ、旅愁の嶮難さがしきちまたなるべけれ。君かならず首をめぐらせて見よ。われ又此岸上に立ん とい ひて袂を 
わかちぬ。 

として発句を記している。文中にあるように、元禄六年三月初めの事であつた。専吟は深川住の山伏で、俳諧は似春 
門、其角の撰集にも句が見える。 

『のぼり鶴』の「花の雪」という形では落花の趣になるが、遠望の句としては「花の雲」の方が相応しい。「雪」は 
「雲」の誤伝であろう。 

専吟を鶴に比した趣向であることは、「餞別之詞」に「身は雲外の鶴にひとしく」云々といつているのによつても 
明らかである。「黒き衣」は墨染の衣であるが、これに「鶴の毛の」と冠したのは、「鶴の翼の端の黒いのを云つた」 
(『続色蕉俳句研究』安倍 能 成氏)ものと見たい。「白衣の上に星染の衣を纏つた専吟の姿を、丹頂鶴の気高さに譬え、 胸中 
塵なき人柄を讚える」(今栄蔵氏『色蕉句集 t と見れば十分であろう。露伴は「鶴氅旅塵に黝み、道人花雲に入る」とい 
う詩句を引いている。要するに、花盛りの山野を行く専吟の旅姿を思い遣つて挨拶としたので ある。 内藤鳴雪は、 
鶴は尻の処に黒い毛がある、彼の赤壁賦などにも玄裳と言つてゐる、此の句は黒い毛衣を着た鶴が花の雲のあた 
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りに飛びかふてゐると言つたので、鶴と花とを配合して一の景色を叙したのぢや。而して裏面には墨染の衣を着 
た坊主殿が此の春の花に浮かれて旅をして行くわいと言つたのぢや。或いは鶴の毛の 里一き衣と いふのを 直ちに専 
吟の衣を形容したと解する者があるかも知れぬが、それょりも表面は実際の鶴と花との配合と見る方が詩趣が深 
いと思ふ。 (『評釈』) 

と 見ている。仮想の鶴と花の景色を表とするか裏と見るか、一概の論は出来ないけれども、挨拶の意を重視すれば、 
黒衣の専吟が花盛りの旅路を行くさまが表であろう。それを鶴に比したのはよいが、鶴の羽には黒い ところが あるに 
もせよ、全体の印象は白いものである。それを黒衣の人になぞらえた為に、どうしてもイメージに混乱が生じて、渾 
一した味わいに遠くなっているのは、この句の欠点といわなければならない。 


77;當坂ょりあはれは塚のすみれ草 S 星) 泊船 集.蕉翁句集草稿•蕉翁句集 
春季(すみれ草)。 

P 13 〇 当飯 「タゥキ」。セリ科の多年草。漢方で根が薬用に供され、強壮、鎮静、婦人病に効がある。同じ名でも、中国と日本 
では近縁種ながら、同種ではないといぅ。ここでは「当皈」が「当に1るべし」 ( r 皈」は「帰」と同じ)と訓むことを利かせてい 
る。「当帰山州長池の辺に多くつくる。江州胆^山の自然生は根の形小なれども、乾して香気甚しく、油色の如し」(『大和本草』 
卷六)「奈良道や当帰畠の花一木」(『蕪村自筆句帳』)。〇あはれ人に悲傷憐愍の情を催させるものの意。既出 ( n 264)。 〇塚人の 
墳墓。既出 ( m 5 5。 ここは呂丸のそれを思い遣ったのである。〇すみれ草既出( II )。古注に「住む」を掛けるとするものが 
あるが、余計な詮索であろぅ。 

W 8_ a 「当に帰るべし」と訓んで望郷の念を思わせる当帰ょりも、もっと悲しみを催させるのは、亡き人の塚のほと 
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りに咲いたすみれ草だ。 

■ E ■「悼呂丸」(『泊船集』)「出羽之図司呂丸ヲ悼」(『蕉翁句集 J 1) 等の前書があり、『蕉翁句集草稿』にも「此句自筆に、 

出羽の図司呂丸を悼と前書有」と記されている。細道の旅中、羽黒山で芭蕉の世話をした図司呂丸(近藤 左吉) が京 
の去来宅で歿した報を得て作った悼句であるが、この間の事情は『笈日記』下巻に見える左の句文に よって 委しく知 
ることが出来る。 

祭図司 

出羽の国羽黒の麓なる図司なにがし呂丸、四とせの先ならん、宮古の方をゆかしがりて、古さとは葉月中比にう 
かれたちて、野店の月山橋の霜、かねておもひぬるま\にわびけると也。かくて武のばせを庵に旅ねして、しば 
しの秋をおしみ、洛の桃花坊にかりゐして、春のやがてきたらんといふ事をまつ。その春の花も半ならんほどは、 
支考にくみして大和路の行脚もすべきなど、さ、めかしおもひゐけるに、む月の中比よりやみつき侍りて、何の 
すべきやうもあらで、春も二月の二日なるに身まかりける也。されば此郎は、門にまたるべき子さへありて、妻 
はいとわかくて侍り。その夢にあえぬつまこに、此便きかせ侍らば、まづ人をなむうらみぬべし。それ雲水漂泊 
のものは、おもふ方もつまじきゆへなりと、誰<もおもふかは。その比是をき X つたへ侍る人は、いとあはれ 
とて手むけしける人もおほかりしが、かつて浪子となりて、ひとへに客をあはれむといへる、まして此時の手向 
なるべし。 支考 
しに-' 来てその二月の花の時 
薦一羽いなでみやこの土の下 洒堂 
土たかき所あはれや春の草 団友 
当皈よりあはれは塚のすみれ草 ばせを 
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支考の文によれば、呂丸は元禄八年より足掛け四年前の五年八月半ばに羽黒を立ち、秋のう ちに 江戸の芭蕉 庵に 着 
いた。芭蕉から自撰自書の 1 T 色蕉庵三日月日記』を与えられたのはこの時の事である。それから上京して 桃花坊なる 
去来宅に滞在していたが、翌年正月中旬から病みついて二月二日に歿したのであった。芭蕉は江戸で膳所の洒堂から 
の書状によって呂丸の死を知り(書状には『笈日記』所収の洒堂の悼句 「薦一羽」 の句も記されている)、 彼と同郷 
で江戸詰中の鶴岡藩士岸本八郎兵衛(俳号公羽)に急報して、以後数通の同人宛書簡が残されている。最初は 三月五 
日付で、 

昨夜膳所より書状参候。呂丸追前之句とて告こし申候。定而段 k 申越候と相見え候へ共、道にて滞候而、いま' r . こ 
先書不下と相聞候。兎角必定仕たる事と奉存候。左様に ll ;: f # i »" 成、若御屋敷之内、縁類之御方なども御座候は 
V 、御しらせ被成可被下候。……則膳所より申来候一段、切抜候而懸御目候。 

とあり、「兎角必定仕たる事」というのは、呂丸の死去が間違いないという色蕉の確信を示した文言である。以下数 
通の書簡にも、呂丸の死を愍れむ色蕉の気持が よく あらわれているので、左に抄出して おこう。 

……左吉被果候月日、未不定に候間、追ミ可申参候間、御知らせ可申上候。羽黒にて初而逢申刻、此人生死之論、 
拙者兎角に可及とは、夢聊不存事に御座候に、誠無定世中、又是程不便成事も近年覚不申候。(三月初旬筆) 

返'^-左吉事難忘、打寄^^申出候。昨夜京去来より又申越候。是正月晦日之状にて、呂丸生前之内之事に而御 
座候間、切抜候而懸御目申候。御縁類之御方へ御語可被成候。死後之状未去来より不参候。定而此上別条御座有 
まじく候。和合院状、随分具に候。(三月十一一日付) 

終りの方の「和合院」は、『おくのほそ道』に見える羽黒山別当代会覚阿闍梨で、その後美濃谷汲の華厳寺に 転じて 
いた。恐らくこの頃上京していて、呂丸死去前後の模様を知り、書状で 委しく 色蕉に報じたらしい。 

「当皈より」の句は、呂丸の死を知った三月五日頃か、 おそくとも 三月中には成ったものであろう。「当 皈」 よ、妻 
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子を故郷に残して遠境に旅した呂丸の境涯から、望郷の念を連想させる草の名として案じたものだし、「塚のすみれ 
草」も、芭蕉は呂丸の墓を知らないのだから想像上のものである。句の中心をなす二つの草の名が凡て眼前のもので 
ないこのような場合、普通なら趣向倒れのそらぞらしい句になりそうなところなのに、異境に客死した呂丸の運命を 
愍れむ気持が、実に素直に流露しているのは驚くべきことであろう。句材や、それに籠められた作者の気持、それを 
表現しようとする心力の卓抜さを思わざるを得ない。 

城主の君日光御代參勤させ給ふに扈從ス岡田氏某によす 

故 條の露祷にかけししげり哉 (後の旅) 泊船集.蕉翁句集草稿.蕉翁句集 

夏季(しげり)。 

1 〇 城主の君 「城主の乳」。城持大名の当主をいう。「君」は尊称。 ( 190 ) 参照。ここは美濃大垣藩主戸田采女正氏定を指す。 
「摂州伊丹の城主荒木村重につかへて神崎式部といへる人、横目役を勤めて」(『武家義理物語』卷ーノ五) 「 I6XU. xironoauxi .」 (『日 
葡辞書』)。〇 日光御代参勤させ給 ふ「日光御代参勤めさせ給ふ」。「日光」は、徳川幕府初代将軍家康を祀った日光東照宮。 ( m 脱) 
参照。ここは戸田氏定が五代将軍綱吉に代って東照宮に参詣する役を命ぜられたことをいう。「させ給ふ j は「城主の君」氏定に 
対する敬語。「お小せう達の し ゆつとうおぐり八弥、馬上に上下御代参のかちわかたう」(『女殺 油地獄』 上)。〇 扈従ス 「扈1」は、 
身分ある人につき従い供奉すること。戸田氏定のお供をするのである。下の r 岡田氏某」にかかる言い方だから、 r ス」 は 「スル」 
でなければならない。サ変動詞を四段と混同する意識が、この時代からあったか。「同七日、悦申あり。当家の公卿十二人 M 3 従せ 
らる」(『平家物語』卷六) 。〇岡田氏某によす 「岡田氏某に寄す/「岡田氏某」は、大垣藩±岡田治左衛門(俳号千川)を指す。 
蕉門俳人宮崎荊口の次男で、岡田氏を継いだ人。 ( wg ) 参照。「よす」は、句や歌を贈ること。既出？ 306 前書)。 〇篠の露 「篠」 
は、 r シノ」 r サ、」 r ス.'、」 等いろいろに訓めるが、〔考〕に 引く 西行歌の「をざ ゞ のつ ゆ」 を踏まえるとすれば、 r サ、」 と訓む 
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べきであろう。 小型の竹を いう。 既出(1ぢ。〇拷にかけし「授は、.供奉の道中に千川の着ける祷。「露を旅祷にかけ る」 (零 
で旅袴が濡れる)ので ある。 「袴」は既出？^ 。〇 しげリ r ® り , -〇樹木の枝葉の生い茂った さまを いう 夏の 季語。既出(16; )。 

CSE 1 貴方はこれから日光御代参の御供で旅立たれる。道中はきっと野山に桩が生い茂り、その葉の露で旅袴が濡れ 
ることだろう。恙なくお役目を果たされるように。 

ii 大垣藩主戸田氏定が日光御代参を勤めた年次を、将軍綱吉時代の記録『常憲院殿御実紀』によって検するに、 
元禄六年四月九日に御代参を拝命、同二十四日に復命している。これに従えば、積翠の『句選年考』に 「元禄六 年四 
月七日、日光二十日御名代勤めら る」 とあるのは誤りと見られよう。この発句は恐らく 四月初旬に、藩侯に 扈従して 
日光へ赴くことになった岡田千川への餞別吟として作られたものと思われる。後年の j . 金蘭集』『俳諧録』『色蕉袖草 
紙』等には、この句を発句とする千川.涼葉.左柳.青山.此筋.遊糸.大舟らと一座した歌仙が収められており、 

色蕉の他は皆大垣藩の連衆であった。脇以下を千川帰府後の興行とする見方もあるが、歌仙を巻くほどの時間的余裕 
がなかったとも思えない。出発前の成立としてよかろう。 

『句選年考』はこの句の表現の典拠として、 

をざ\のとまりと申所にて、つゆのしげかりけれ f 
分きつるをざ>一のつゆにそぼちつ ほしぞわづらふすみぞめの袖 
という『山家集』中に所載の歌を挙げている。西行歌の表現を踏襲しながら、「すみぞめの袖」を 「袴」 に変えて 俳 
諧にしたものとおぼしく、「袴」は千川が仕官の身である ことを 寓した表現であろう。千川の旅路の体を思い 31 った 
句と見えるが、その場合「かけし」と過去表現になっている点が問題になる。この時間的な矛盾から、 

郊外の酒店に藪竹の覆ふる風情ながら、さ X の露とは酒のことにて、送別の宴をいへり。趣意は、此たびの g 従 
のおぼろげならぬ官祷にか、る光栄ぞと、茂りの一字に祝し給ふならん。精エみつべし。(杜哉 『蒙引』) 
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といぅ旧説になお拘泥する考え方もあるが、「膝の露」を酒のこととするよぅな発想は時代おくれであって、晚年の 
芭蕉には相応しくない。また、加藤楸邨氏が『色蕉講座』や『全句』で、千川が主君の供をして大垣から江戸へ来て、 
更に引続き日光へ出発する一連の旅と見ようとするのも、千川がこの前年から既に江戸詰とあっては、所詮無理であ 
ろう。かれこれ考えると、「御代参の道中を思いやり、その時点に立って、「袴にかけし」と過去形で詠んだ」(山本健 
吉氏『全発句 J 1) とするのが最も無難に思われる。既定の事実として r し」 を用いたのである。なお、 r 露」でもって先 
払いの姿をあらわすという今栄蔵氏の見方もある(『芭蕉句集』)。 


招郭公聲橫たふや水の上(藤の実) 


笈日記.泊船集.俳諧問答.篇突.旅寝論•今 
日の昔.千句塚*一一冊子 


陸奥衞 

芳里帘.笈日記.俳諧問答.篇突.旅寝論 


ほと k ぎす聲や橫ふ水の上(卯月廿丸日付荊口宛書簡) 

一聲の江に橫ふやほと\ぎす(卯月廿丸日付荊口宛書簡) 

ほと k ぎす橫たふ聲や水の上 S 草} 

夏季(郭公)。 

1〇 郭公 「ホト、ギス」。〇声 横た ふや 水の上 「水」は、深川の芭蕉庵に近い小名木川や隅田川の流れをいぅ。その流れの上 
にほととぎすの声が横たわっているよ、の意。「横たふ」は本来他動詞であるが、ここは自動詞「横た はる」 と同様に用いられて 
いる。「佐渡によこたふ天河」 ( m §) と同じ場合である。ここの表現が蘇東坡の「赤壁賦」の一節を踏まえることは〔考 1 _|参照。 
「吹ちりて水のぅへゆく蓮かな岐阜秀正」(『あら野』卷三)。 

1303ほととぎすが大川の上を鳴きながら飛び過ぎて行く。その声の余韻が暫くは流れの上にただよって、声が水の 
上に横たわった感じだ。 
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BB 『陸奥衞』には「深川」と前書がある。元禄六年と推定される卯月廿九日付荊口 (大垣の蕉門俳人)宛書簡は、 
この句の成立過程について委しく述べているので、先ず左に引用しよう。 

頃日は郭公盛に啼わたりて、人ミ吟詠草扉に音信侍しも、蜀君の何某も旅にて無常をとげたると こそ 申伝えたれ 
ば、猶亡人が旅懐、草庵にしてうせたる事も一入悲しみの便りとなれば、ほと、ぎすの句もエ案す まじき 覚悟に 
候処、愁情なぐさめばやと杉風.曾良、水辺之ほと、ぎすとて更にす、むるにまかせて、！一!, af 存寄候句、 

声横ふや歟 

ほと\ぎす声や横ふ水の上 
と申候に、又同じ心にて、 

一声の江に横ふやほと、ぎす 

水光接天白露横江の字、横、句眼なるべしや。ふたつの作いづれにやと ml 定処、水 沼 氏 沾徳と 云 もの吊来れ 
るに、かれ物定のはかせとなれと、両句評を乞。沾日、横江の句、文に対シテ考之時は、句量尤いみ じかるベけ 
れば、江の字抜て、水の上とくつろげたる句の、に ほひよろしき 方におも ひ 付べきの条申出候。兎角する 内、 山 
口素堂•原安適など詩哥のすきもの共入来りて、水上の究 よろしき に定 りて 事やみぬ。 させる 事なき句ながら、 
白露横' ff と云奇文を味合て御覧可被 T ; 候。…… 

これよりさき、この年の三月に色蕉は幼時から面倒を見て来た甥の桃印を、長煩いの果てに失い、悲しみに 打ちのめ 
されていた。桃印が故郷の伊賀を離れて二十年近くも帰郷することなく、深川の芭蕉庵で終ったことから、ほと、ぎ 
すに縁の深い蜀君杜宇が、やはり故郷を恋いつつ旅中に死んだことも思い合わせて、ほととぎすの句も作るまいと決 
心していたというのが、「蜀君の何某も」から「ほと\ぎすの句もエ案すまじき覚悟に候処」までの大意である。と 
ころが杉風や曾良が芭蕉の気持を引立てようとして、水辺のほととぎすの題で句を作るように勧めたので、 ふと 思い 
ついたのが、「ほと、ぎす声や横ふ(「声横ふや」ともごと二声の江に横ふや」の両案であった。「横ふ」 という 語 




253 元禄六年 


は、『文章軌範』などに収められて有名な蘇東坡の「前赤壁賦」の一節「白露横 V 江、水光接/天」(白露江に横たはり、 
水光天に接す)に基づき、「横ふ」が一句の眼 H であるという。従って別案の「一声の江に横ふや」は、二っ1尸のに 
横ふや」という訓み方も考えられるけれども、そう訓んでは天和時代の風調になって、色蕉晚年の時期には相応しく 
なく、やはり二声の江に横ふや」とすべきであろう。原拠の r 白露」を「ほと-一ぎすの声」に変えた俳諧なのであ 
る。この両案のうち何れを採るべきか迷っていたところへ来合わせた水間沾徳(「水沼」は誤り。露沾門の俳人)に 
判定を乞うた。沾徳のいうには、「一声の江に横ふや」の句の方は、「赤壁賦」の本文に照らして考えると、表現が重 
きに過ぎる(「句量尤いみじ」は、そのような意味と思われる。『去来抄』にも見えるように、「重み」は蕉門では非 
難されるべきことであった)。だから、原拠の文を思わせる「江」の字は抜いて、「水の上」と俳諧らしくした案の方 
が勝るということであった。この意見は誰が見ても穏当公正な判断であって、後から訪ねて来た素堂.安適らの友人 
達も同意見だったという。「させる事なき句ながら、白露横江と云奇文を味合て御覧可被下候」(大した句ではないが、 
「赤壁賦」の一節を味わいつつ句を御覧下さい)というのが、作者自身の総まとめである。元禄七年の『藤の実』{素 
牛撰)に見えるのが板本として最も早く、これは信ずべき集であるから、最終的には「郭公声横たふや」(荊口宛に傍 
書された句案)に治定したものと見られよう。この句の推敲過程については、書簡の記述を踏まえて、『三冊子』に 
も触れられており、許六の r 自得発明弁」(『俳諧問答』所収)や.『篇突』にも論が見える。『翁草』(里圃撰、元禄九年刊)の 
「横たふ声や」は誤伝に過ぎない。 

一句はほととぎすの鋭い声が余韻を引いて暫くは消えずに' 川の流れの上にただよっている さまを 言い取ろうとし 
たものである。荊口宛によれば、「水辺のほと、ぎす」という題詠として案ぜられたわけであるが、深川に住む色蕉 
には十分に体験の裏付けがあり、それと共に「赤壁陚」の文章が思い浮んだのであろう。志田義秀博士が『芭蕉俳句 
の解釈と鑑賞』で指摘されたように、ほととぎすは多く夜鳴くものであるし、典拠となった「赤壁賦」も夜なので、 
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夜景として鑑賞すべき ものと 思われる。 この 句の成った時、色蕉が沾徳の判によって「水の上」に治定した由を述べ 
て 句の色紙を許六に贈ったが、それに対して許六は「江に横たふ」が勝る として 返事を出した という。そして、 「自 
得発明弁」に次のように論じている。 

案ずるに、水の上の句幽玄にはきこえ侍れ共、水の上、- Ak ぬ詞なり。声横たふや水の上と、一言 も 残さずいひつ 
めて、しかも水の上といろへたる事を沾徳はよろこべり。これ俗のよろこぶ所也。江に横たふやといふ処-1、い 
ろ^-の心をふくめたる事をしらず。中^^俗の耳には落がたし。……両句の甲乙いづれ共わきがたか (?): 5 1 れ共、 
すき不数寄を論ずる時は、予は江に横たふの方すぐれたりとおぼえ侍る。いひつめずして心の あら はれ侍る事を 
このめる故也。 

許六の「すき不数寄」は兎も角、「水の上」を要らぬ詞というのは暴論である。この言葉なくして、どうして ほと と 
ぎすの声が余韻を引いてひろがる場が分るというのであろう。江上の大景も「水の上」とあればこそ読者の眼前に展 
開するのではあるまいか。 さきに も述べた如く、「江」が余りに原拠の文を意識 させ 過ぎるから、この字は抜いて、 
代りに「水の上」とくつろげた表現にする方が勝るとする沾徳の判断は穏当なものであって、素堂らも同意見だった 
のである。この時期、色蕉は典拠を露わに示したり、天和調まがいの際立ち過ぎた表現を好む傾向はとうに卒業して 
いて、何の•奇もない言葉の中に深い詩心を籠めようとしていたから、沾徳の意見には芭蕉も同感だったに違いない。 

水の上に漂うほととぎすの声の余韻に、作者は亡き桃印の幻影を追い求めていたと見て、 一句を非常に主情的な心 
象 風景と する説がある (富山奏博士『俳句に見る e 蕉の芸境』〇荊 n 宛 書簡には確かに 桃 印の 死の ことに触れて あり、蜀 君の 
悲運を思わせるほととぎすを材にした句を作るまいと考えていたことが述べられている。しかし折柄の時節につけて、 
代表的な季物であるほととぎすの句を作るようにと杉風や曾良に勧められて「与風存寄候 句」 という 書き振りから見 
ると、制作動機は桃印への思いとは区別して考えるべきではあるまいか。富山説と同系の考え方は尾形仂氏の S 1 
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芭蕉』にも見えるが、私は「水辺のほと k ぎす」という題詠として、大川に近い深川辺の初夏の気分を盛った叙景句 
とするのが穏やかだと思う。 

山本健吉氏は、「ほととぎす。声横ふや水の上」と訓んで、この句は初五で切れると見ておられる(『色蕉全発句』)。 
しかし荊口宛によれば、色蕉は中七を初め「声や横ふ」として「声横ふや歟」とも案じ、終に後者を採った。これは 
「声や横ふ」とすると「や」が疑問の助詞と紛らわしくなって、切れがはっきりしなくなる点を考慮したからであろ 
う。彼が「声横ふや」に切字の働きを意図したことは、この点からも明らかだと思われる。「ほととぎ^一;」と続く 
あたり、聊か不束かな感じがなくもないが、それも表現の欠点となる程のものではない。「水の上」に鳥の声の余韻 
がひろがって行くさまは、中七で切れることによって一際強く印象づけられるのである。 

許六が木曾路におもむく時 

故旅人のこ\ろにも似よ椎の花(続猿蓑) 泊船集 

木曾路を經て舊里にかへ る 人は、森川氏許六と云ふ。古しへより風雅に情 ある 人 AZ 
は、後に笈をかけ、草鞋に足をいため、破笠に霜露をいとふて、をのれが心をせめ 
て、物の實を しる 事をよろこべり。今仕官おほやけの爲には、長劍を腰にはさみ、 

乘かけの後に鎚をもたせ、步行若黨の黑き羽織のもすそは風にひるがへしたるあり 
さま、此人の本意にはあるべからず。 

谁の花の心にも似よ木曾の旅(韻塞) 一癸酉紀行 
椎の花の心をしりて木曾路哉(橋南) 
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夏季(推の花)。 

im 〇許六 「キ3リク」。森川氏、名は百 仲、 通称五介、字は羽官、五老井等の別号がある。三百石取りの彦根藩士。俳諧の外、 
画技にも長じた。俳諧は初め季吟流を学び、次いで談林派の常矩門に遊んだという。後、大津の尚白を介して其角.嵐雪の批点を 
受けるようになったが、元禄五年八月参勤出府の折に深川の芭蕉庵を訪い、直門となった。色蕉は彼に絵を学び、江戸に在る間親 
交を重ねたことは、これまでの「けふ斗」<£ 755 )「年くや」 ( IV 7 S 5 ) 「 春もや上 ( W 767 ) 「白魚や」 ( wg ) 等の句に関連して述べた 
通りである。芭蕉歿後は彦根蕉門の中心として、血脈説や取合わせ論を主張し' 京の去来との間で『俳諧問答』の論戦を交わした 
りした。正徳五 (ms 年八月二十六日残、享年六十。〇 木曾路におもむく時 「木曾路に赴く時」。元禄六年五月四日付許六宛芭 
蕉書簡に、「御手紙辱、六日御立被成候由、誠に急成事共に而御残多、千万難尽候」と見える。藩公の帰国に随って、江戸から中 
山道を経て彦根に帰ったのである。「木曾路 J は既出 tn 396 前書)。 〇旅人のこ、ろにも似よ 「旅人」は許六を指す。『韻塞』の前 
書にある「風雅に情ある人」として、その心事を賞し、「推の花」に呼び掛けたのである。 〇椎の花 「推」は、ブナ科の常緑喬木。 
既出 ( mg )。 その花は陰暦五月頃咲き、特殊な強い香りを持つ。近世の歳時記類には見えないが、芭蕉はここで明らかにこの語 
を季語として用いている。「述懐/推の花人もすさめぬにほひ哉」(『蕪村句集』)。 

ia 風雅の精神を体得した旅人の心にふさわしく、侘びた趣の花を咲かせよ、椎の花よ。 

■ E ■『泊船集』には「許六木曾路におもむくに」と前書がある。五月四日付許六宛書簡には、「拙者も餞別と存候へ 
共いまだ出不申、若今日出申候は\*、明日之便りに可進之候」とあるから、「椎の花の」の句は恐らく五月四日に成 
り、翌五日に深川の庵に同居していた次郎兵衛に持たせて許六の許に届けられたものと思われる。許六自筆の『癸酉 
紀行』には、「送行」と題して、『韻塞』の原拠となった句文が収められており、なお、『韻塞』には次の「うき人の」 
の句も並べ掲げられて、 r 両句一句に決定すべきよし申されけれど、今滅後の形見に、ふたつながらならベ侍る」と 
許六の添書が見える。 

同じく「推の花」を詠み込みながら、『韻塞』と『続猿蓑』とでは呼び掛けの対象が逆になっており、後者が後の 
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改案であるかどうかは、議論のあるべき所であろう。潁原博士の『新講』では、「推の花の心にも似よ」を、「折から 
木曾路には椎の花が盛りであらうが、あの淋しげな目立たぬ花のさまこそさびの情である。その花の心にも似て旅せ 
よとの意」とし、それに対して「旅人のこ、ろにも似よ」では「椎の花に対して許六の心に似よといふ意に聞えて、 
この場合妥当ではない」と考えて、『続猿養』の句形は杜撰、『泊船集』はその誤りを襲ったものとされた。これも一 
つの見方ではあるが、許六は『泊船集』書入に於いては、「自筆ニハ椎の花の心にも似よ木曾の旅トアリ。後さる二 
ハ此句也」と述べて、後出の句形を否定してはいない。して見れば『続猿蓑』を疑う理由は薄弱であって、〔大意 l_J 
のように解すれば十分通ずると思う。本書で『続猿蓑』の句形を本位句とした所以である。「推の花の心にも似よ」 
を再案とする説も古くからあるが、これが六年五月当時の句形たることは明らかだから、そういう考え方は採れない。 
『橋南』(沾洲撰、宝永二年刊)の句形は誤伝であろう。 

句意は初案の「椎の花の心にも似よ」の方が遥かに解しやすい。前書にあるように、「風雅に情ある」古人が侘し 
い旅の中に「をのれが心をせめて物の実をしる事を」喜んださまを示し、仕官の身の許六の物々しい旅姿は身分柄仕 
方がないが、本意は別の所にある答だといらて、貴方のこれからの木曾路の旅は、あの地味な椎の花の心にも似たも 
のであって欲しいとい' 5' 教誠の気持を籠めたのである。路通への餞別句「くさまくらまことの華見しても来よ j i 
599>や、支考への餞別句「此こ X ろ推せよ花に五器一具」(£欲)と同じ型の発想といえよう。それが再案形では椎の 
花への呼び掛けに変る。この句案は古くから問題になっていて、素丸の『説叢大全』の如きは口を極めてこれを難じ、 
後人の誤りとするけれども、前述したように、『続猿蓑』を誤りとする根拠は薄弱と言わざるを得ない。これは、 

……ものの実を知ることを直！！ぶ旅人許六の心に似て、椎の木も目立たぬ花を咲かせて許六を喜ばせてくれという、 
椎の花への呼び掛けの形となる。だが実際は許六への呼び掛けである。(山本健吉氏『色蕉全発句』) 

と解するのが至当である。芭蕉は最初、「推の花の心にも似よ木曾の旅」と「うき人の旅にも習へ木曾の郫」(次条) 
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とを並べて、どちらか一句に決めるつもりだったようで、後に「椎の花の」の句の方を改案して、『続猿蓑』に入れ 
たものとおぼしく、「うき人の」は結局捨てられたのであろう。許六は自信過剰なところが玉に瑕だったが、相応の 
見識を持っていた。それはこの句と殆んど同時期の四月末に成った「許六離別詞」によっても明らかである。即ち許 
六のことを、 

……其器画を好、風雅を愛す。予こ k ろみにとふ事有。画は何の為好や。風雅の為好といへり。風雅は何の為愛 
すや。画の為愛すといへり。其まなぶ事二にして、用をなす事一なり。まことや君子は多能を恥と云れば、品ふ 
たつにして用一なる事可感にや。画はとつて予が師とし、風雅はをしへて予が弟子となす。されども師が画は精 
神微に入、筆端妙をふるふ。其幽遠なる所、予が見る所にあらず。……(『色蕉全図譜』所収真蹟写真による) 

と口を極めて褒めている。色蕉が彼を画の師としたのも、技術ばかりでなく、その精神に同感するところがあったか 
らであろう。心術に卑小なところのあった路通や支考に対するのとは、芭蕉の心構えが違っていたのも当然である。 
こういう許六に対しては、徒らな教訓調を避けようとしたのではあるまいか。この句の改案の過程にそうした心理が 
作用したことは認めてよいと思う。 

775 うぎ 人の旅に も 習へ木曾の 蠅 <韻塞) ぬ— 

夏季(蠅)。 

1 〇 うき人 「憂き人」。この語は、「情無い人」の意になることもあるが、ここは「世を憂しとする人」で、出家、世捨人、隠 
遁者を指す。「ぞび人」に同じ。「うき我」 ( ml ) 参照。〇 習へ この「習ふ」は、模倣する意。「倣」の字を宛てる方が良い。既 
出 ( IM 7、 nl 前書)。〇 木曾の蠅 「木曾」は、広義には中山道の通る信州地方、狭義にはその西部、馬籠峠から鳥居峠にかけての 
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十一宿辺を指す。既出 (I ⑽、 B 4 i 9 等)。「篆」は、俳諧で用いられる夏の季語。「浦風やむらがる蠅のはなれぎは岱水」一『双*』 
上)。 

1 a 夏の木曾路では、むさくるしい宿で蠅も多いことだろうが、労苦をいとわずに風雅を求めた昔の侘び人に倣っ 
て旅をするように心掛けなさい。 

I 『韻塞』には前の r 旅人の」の句の初案「推の花の」と並べてこの句を掲げ、「両句一句に決定すべきよし申さ 
れけれど、今滅後の形見にふたつながらならべ侍る」という許六の添書を付している。 

句意は、その前書に「古しへより風雅に情ある人^/は、後に笈をかけ、草鞋に足をいため、破笠に霜露をいとふて、 
をのれが心をせめて、物の実をしる事をよろこべり」といったのを承けて、「風雅に情ある」古人を「うき人」とし、 
その旅に做って許六も旅をするように勧めたのであって、「木曾の蠅」は、辺土を旅する労苦の象徴として、俳諧的 
素材を配合したのである。教訓調が露わに過ぎる感じはあるが、餞別句としては普通の出来であろう。許六が『癸酉 
紀行』にこの句を書いていないのは、「椎の花の」の句の方を良しとした為と思われる。ただ、前掲の句文と共に、 
芭蕉の風雅観を考える上では逸し難い句といえよう。 

776 庭はきて雪を忘る X 箒哉(真蹟 自画賛) 蜃 
冬季(雪)。 

IM 〇庭はきて雪を忘る、 rg : i 掃きて11を忘る-1」。庭に積った雪を掃う折に、その対象たる雪のことを忘れてしまう。即ち禅 
的忘我の境地を、このようにあらわしたのである。掃除は禅の修行としても大切なもので、更には一宿一飯の恩を報ずるために、 
掃除をすることもあった。 (0532) 参照。〇箒「ハ、キ J 。 『篇突』には「は、き」と表記している。掃除道具の「ほうき」。『日葡 



260 


辞書』には 「 Fagqigui .」 (帚木) 「 Tamabauaqi.J (玉帚)等の語があり、箒で掃く意味の動詞として 「 page , u . aita.J も見 

える。ここは 「ハ ヮキ」と発音されたものと見ておく。「ぽつきりと折ておかしき雪の竹友五はかま着ながらは ゞ きたばねる 
夕菊」(『かしま紀行』)。 

sail 庭に積つた雪を箒で掃きながら、 この 人は雪の ことを すつかり 忘れているよ。 

■ B 『篇突』(李由•許六共撰、元禄十一年刊)には「寒山自画自讚在許六家蔵」と前書がある。菊本直次郎氏の所蔵品を収 
めた『蕉影余韻』の幅物写真の品がこれに当る と 思われ、許六の旧蔵とすれば、江戸での色蕉 との 交遊 中に、画と 共 
に作られた句と推定される。許六を師として画を学んでいた間の所産なのである。画賛句は必ずしも 当季と 限らない 
点を考慮して、ここでは許六が江戸を去る元禄六年五月初め以前の成立と見て おく。なお『篇突』や、この幅に付い 
た支考の添状には、画の人物を寒 山と しているが、箒を持つているところからすれば、拾得の画像とする のが 正しい 
であろう。 

寒 山と 拾得は、唐代の成立とされる『寒 山 詩』で有名な伝説 的 人物で、 中世以降 禅画の 好材料としてよ く 描かれた。 
普通は寒山が経文を持ち、拾得が箒を持つ図柄が多い。芭蕉の画は、後向きの男が箒を長く引きずつている 図で、寒 
山のつもりか拾得のつもりかは良く分らない。ただ、句と相俟つて、融通無碍の禅の自在境を あらわそうとしたこと 
は確かである。杜哉の『蒙引』に、 

此句、理外にして説くべからず。是非共に忘れたる向上体をいへるか。寒山忘却来時の道などい へる 禅語 あり。 

とあるように見て置く外あるまい。幸田露伴も、 

箒を手にしてゐるところに、是れ庭を掃ふか、是れ落葉を掃ふか、 とい ふ禅の問が あります。 是れ庭を掃ふか、 
是れ雪を掃ふか、獅子一吼し来つて此句あり。但是れ雪の句であり、画賛の句である。模稜の 公案、 芭蕉 狠毒。 
(『続々芭蕉俳句研究』) 
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と述べている。色蕉は仏頂の会下に参禅した経験があった。「模棱の公案」かも知れないが、微妙な禅機について、 
相応の理解はあった害である。 

777夕顔や醉てかほ出す窓の穴(続猿 s g—.l 

夕顔に醉て顔出ス窓の穴又月廿日付白雪宛書簡写) 

夕顔や酔て顔出す竹すだれ(音ナ四日付色蕉宛去来書簡一 

夏季(夕顔)。 

11〇 夕顔 「ユフガホ」。ゥリ科の蔓草。夏に咲く白い花が夕方開いて翌朝までに凋むのでこの名がある。既出 ( IS 3 等)。〇醉 
てかほ出す 「酔うて顔出す」。〇 窓の穴 「窓の穴 , -〇座の傍に壁を丸く穿って設けた小窓をいう。障子の破れなどを言うのではな 
い。「なは手を下りて青麦の出来野坡どの家も東の方に窓をあけ野坡」(『炭俵』上)「やみのよに出て、あなをくじり、かい 
ばみまどひあへ り」 (『竹取物語』) 「 Mado . 」 「 caguinoanaca 3 tenuonozoqu . 」 (『日葡辞書』)。 
ia ほろ酔い機嫌で傍の小窓からひょいと顔を出すと、垣根に白く夕顔の咲いているのが目についた。 

■511元禄六年と推定される八月廿日付白雪宛書簡の写しに「此夏ノ句」と前書して見えるので、「夕顔に」の句案 
が六年夏の作たることは確かである。それを『続猿蓑』に収めるに当って改案したのであろう。芭蕉宛の去来書簡は 
元禄七年のものであるが、「竹すだれ」は去来の覚えちがいらしい。但し、井本博士は、「ただ『有磯海』入集の候補 
として書き出した中にあるのだから、芭蕉が「竹すだれ」の形に直して去来に知らせた可能性も残る」(『松尾芭蕉集 
1』) と考えておられる。後年の『蕉句後拾遺』(康エ編、 安永三年成) に初五が「昼顔 や」 とあるのも誤伝と考えられる。 
『続猿蓑』には「ばせを庵の即興」と前書した沾圃の句「昼がほや日はくもれども花盛」の次にこの句が並んでお 



り、右の前書は色蕉の句にもかかると見てよい。芭蕉は酒を嗜まぬ人ではなかったから、晚酌に微醺を帯びて小窓か 
ら顔を出すようなこともして見たのである。晚酌の気分は「夕顔」でなければならず、 r 昼顔」では日中から飲んで 
いたことになって相応しくない。酔興な仕草におかしみがあり、「窓の穴」という言い方もそれを助けている。「夕顔 
に」では単なる配合にとどまるが、「夕顔や」とすると、遠くもない垣に咲く白い花と面と向った感じが強調される 
わけで、そういう考慮からの改案だったろうと思う。一寸した酔興に庶民的な花を配した軽みの句である。加藤揪邨 
氏は、 

「酔うて顔出す窓の穴」という語調には、興じている呼吸とともに、自己を客観視しているまなざしが感ぜられ 
るように思う。窓から首を出している姿は、どこかおかしみがあるが、そのおかしみは夕顔の齡散の色調に よっ 
て深々とつつみこまれているのである。……『源氏物語』夕顔の巻の「寄りてこそそれかとも見めたそがれにほ 
のぼの見つる花の夕顔」などを意識しているところがあるかもしれないが、そんな感じが気にならない。まこと 
にかろやかな発想である。(『色 蕉全句』) 

と丁寧に鑑賞しておられる。 

财子 ども 等よ晝白ハ咲キぬ 瓜むかん (藤 S ) 陸奥衝.泊 船 集•宇陀法師.蕉翁句集 

いざ子共晝顔咲かば瓜むかん XSI — 簡写) 

いざ子共ひるがほ咲ぬ瓜むかん S 填短冊) 

夏季(昼白?瓜)。 

i 〇子ど も等よ 「ぞ供等よ」。「子ども」の「ども」が複数の意識をなくしてから、更に「等」を付けるに至った言い方。「子 
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ども」は既出 ( mg )。 「子共等も自然の哀催すにつばなと暮て覆盆子^原才丸」(五月十五日付高山伝右衛門宛色蕉書簡)。〇昼貝 
咲キぬ 「昼白 ハ咲キぬ」。 「昼白ハ」 は ヒルガオ 科の蔓性多年草。 その 花は真夏の日中に咲き、夕方には凋むので この 名がある。既出 
(I i 56 等)。 「白 ハ」は r 貌」の略体。〇瓜むかん「瓜剝か ん」 。瓜の皮を剝いて食べさせて上げよう、の意。瓜類は夏の季語になる。 
既出 ig、Bf )。 

1昼顔が咲いて暑い日盛りになった。さあ子供たちよ、寄っておいで。瓜を剝いて食べさせて上げよう。 
■■白雪宛の書簡に、前の「夕顔に」の句と共に「此夏ノ句」として出ているので、「昼顔咲かば」の形が元禄六 
年夏に成ったことは確かである。その後出光美術館蔵の短冊にある「ひるがほ咲ぬ」に推敲され、『藤の実』(素牛撰、 
元禄七年五月成) に収めるに当って、更に初五を 「子ども 等よ」と変えて治定したのである。最後に初五を変えたのは、 
前に同じ表現の句「いざ子ども走ありかむ玉霰」 5569 ) があった為と思われるが、山本健吉氏はそれと共に、「いざ 
子ども」 の言葉の気負いは「玉霰」にこそふさわしく、「瓜」や「昼顔」では強すぎると考えたのであろう(『芭蕉 全発 
句』) とも見ておられる。 

芭蕉庵界隈の子供達に呼び掛けた体で、こうした童心の発露には良寛の俤があると言いたい。 

瓜•昼貌の季文字はあれども、題とすべきは老心の子孫を愛するのみ。(麦水1門一夜〇授』) 

という説は、この句境をよく見ている。但し、ただ無邪気に言い放った句ではない。 

よき時分ぞといふ事を昼顔咲ぬといへる、雅にしてかつ童部似あへり。あどなきものを愛して楽み給ふ温和みる 
べし。(杜哉『蒙引』) 

とある通り、「昼白ハ咲キぬ」に時分を示す心遣いが見えるのであって、これが「咲かば」という初案の未然態では弱 
くなってしまう。ここは当然の推敲であろう。三段切れの形であるが、うるさい感じがしないのも取柄である。「子 
ども等よ……瓜むかん」という文脈の中に「昼白ハ咲キぬ」が嵌め込まれた形で、弾んだ調子をかもし出している。 
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元祿六文月七日の夜、風雲天に滿、白浪銀河の岸をひたして、烏鵲も橋杭を流 
し、一葉梶を吹折けしき、二星も屋形を うしな ふべし。 こよ ひ猶た V に過さむ 
も殘多しと、一燈か-,げそふる折節、遍昭.小町が哥を吟ずる人有。 これによ 
つて此二首を探て、雨星の心をなぐさめむとす 
小まちがうた 

高水に星も旅寢や岩の上(真蹟懐 s S 日記.色蕉庵小文庫.陸奥衡.泊—•三冊 

秋季(星合)。 

E_E 〇文月 七日の夜 「文月七日の夜」。七月七日の七夕の夜。「文月」は既出 ( M 5/3)。 〇 風雲天に満 「 slt ll 沿に•ち」。風が 吹き 
渡り、雲が空を覆ったさま。「月落烏啼霜満〆天」(月落ち烏啼いて霜天に満つ。張継「楓橋夜泊」)の詩句を思わせる表現で ある。 
「風雲の中に旅寐するこそあやしきまで妙なる心地はせらるれ」(『おくのほそ道』) 「p-c<vn. Caje, cumo.j「Ten.」 (『日葡辞書 JI)。 〇 
白浪銀河の岸をひたして 「白浪銀！：の岸を g,. して」。「銀河」は、天の河。それを河に見立てて、大雨が降った為に水嵩がまさり、 
白浪が岸をひたしているといった。「海上に夜を明せば、松風6;®?心をいたましむ」(『源平盛衰記』巻 十) 「銀河中天に か、りて、 星 
きら <とざえたるに」(芭蕉発句「荒海や」真蹟前書)「南薫峰よりおろし、北風海を浸して涼し」(「幻住庵記 b「ppocr?' 

X13 1 i. 」 rGuinga. i, Amanogaua. J「vmi, 10 uo fitasu. 」 (『H 葡辞書』)。〇 烏鵠も橋杭を流し 「獻獻も^|を®し」。「烏 

鵲 J は、かささぎ。ヵラス科の、からすより小さい鳥。腹と肩羽は白く、他は黒い。伝説では、七夕の夜牽牛.織女の二星が逢う 
時、この鳥が翼を並べて天の河に橋を架けるという。「橋杭」は、川の中に立てる橋脚。ここは要するに、雨の為にかささぎの橋 
が出来ないというのである。蘇東坡の「前赤壁賦」に「月明星稀、烏鵠南飛、此非-一曹孟徳之詩一乎」(月明らかに星稀に、烏鵠南 
に飛ぶとは此れ曹孟徳の詩に非ずや)という一節もある。「七夕の夢の浮はしは烏鵠かな宗鑑 j (『源氏鬢鏡』夢浮橋)「此木を伐 
て名取川の橋杭にせられたる事などあればにや」(『おくのほそ道』)「破扇一度にながす 御祓 哉未学」(『あら野』卷八 ) 「yx aoc . 
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Carasu, carasu. J「zagaxi, su, aita. 」(『日葡辞書』)。〇I 葉梶を吹折けしき 「一葉梶を吹き折る気色」。「一葉」は、一隻の小舟 
を葉にたとえた語。(1§)参照。ここは牽牛星が乗って天の河を渡る舟である。「梶」は、舟の方向を定める舵にクヮ科の落葉喬 
木「梶」を掛けた表現。七夕には梶の葉に詩歌を書いて祭る習慣がある。「けしき」は、様子。「吹折」は受身になっていないが、 
ここは牽牛星の乗った舟が風浪の為に舵を吹き折られてしまった模様だというのである。底本の真蹟では二葉を梶を」と書いて、 
上の「を」を見せ消ちにしている。「一葉の船に棹さして、万里の蒼海にうかび給ふ」(『平家物語』卷十)「ゆらのとをわたるふな人 
かぢをたえゆくへもしらぬ恋のみちかも」(『新古今集』卷十一、曾禰好忠) rlchiyd.FitofaLroagiga qicanu. J (『日葡辞書』)。〇二 
星も屋形をうしな ふべ し 「二星も屋形を失ふべし」。牽牛•織女の二星も、その閨とする住居を水に流されて失うことであろう、 

の意。七夕に花や供物を供える棚を「二星の屋形」ということが背景にあり、また、前の舟の縁で船上の舟屋形を匂わせている。 
「天にありてひよくとちぎる二星哉」(『山之井』年中日<之発句)「雨はれぬ旅の屋形に日数へて都恋しき浮雲の空」(広本『拾玉集』卷 
二) 「Yacata. J (『日葡辞書』)。〇 こよひ猶た V に過さむも残多し 「今宵猶徒に過さむも残り多し」。それでも今宵を何もせずに過 
すのも心残りが多い、の意。「四五日月を見たる螢の屋栗斎徒にのみかひなき里のむら艳等雲」(『伊達衣』)「ィヵ v 要ナキタ 
ノシミラノべ テ、アタラ時ヲスグサム」(『方丈記』)「一生しらずして果たるも残多し」(『宇陀法師』卷頭并俳諧一巻沙汰) r2;ocori.J 
「vouoi.J (『日葡辞書』)。〇| 燈か、げそふる折節 「一燈掲げ添ふる折節」。「か、 ぐ」 は、ともし火を搔き立てて明るくすること。 
油皿の上の燈心を高くするのである。そうやって席を明るくした時に、の意。底本の真蹟では、はじめ「孤燈 j と書き、「孤」を 
見せ消ちにして右傍に「一」と書いている。「孤燈」では寂しい感じで、座を賑わそうとする場合に相応しくないからであろう。 
「疎影横斜春不稀、就窓挑尽一燈微 J (『宜竹残稿』)「天台止観の月明らかに、円頓融通の法の灯か》げそひて」(『おくのほそ道』) 
「Itt 6 ■ Fitotounotomoxibi. 」 「Tomoxibiuocacaguru. 」 「soye, uru, eta. 」(『日葡辞書』)。 〇遍昭•小町が哥 「遍昭•小町が哥」。 
僧正遍昭と小野小町が大和の石上寺に参り合わせた時の贈答歌「いはのうへに旅ねをすればいとさむし苔の衣を我にかさなん」 
(小町)「世をそむく苔の衣はたVひとへかさねばうとしいざふたりねん J (遍昭)を指す(『後撰集』卷十七所収。 n 现参照)。遍昭(I 
256 二小町」5 6 i 5 ) は何れも平安朝初期の歌人で、六歌仙の一人である。「哥」は「歌」の 略体。〇吟ずる人有 「吟ずる A?** り」。 
詠吟する人があった。「たゞありあけの月ぞのこれると吟じられしに」(『あら野』卷一、智月発句「哥がるた」前書) 「Guinji, zuru, 
ita.J (『日葡辞書』)。 〇此 I I 首を探て 「此の 二 首を探りて」。「此二首」は前掲の小町と遍昭の贈答歌を指す。「探る」は句の題を探 
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り取る意右の 二 首を園で撰び取って、それぞれの句の題とするのである。既出 ( n @ 刖書)。「此一首にて数景尽たり」(『おくのほ 
そ道』) 「 IXXU .」 (『日葡辞#』)。 〇雨星の心をなぐさめむとす 「雨 af の心^ Jw むとす」。「雨星」は、雨によって逢瀬を妨げられ 
た牽牛•織女の 二 星。その満たされない気持を、句によって慰めようとするのだ、の意。 〇小まちがうた 「 fBIl が！!」。小町が遍 
昭に贈った「いはのうへに」の歌を指す。色蕉がこの歌を題に探り得たのである。〇高水「タヵミブ」。川などの水嵩が眷すこと。 
増水。 「寂上 川の 高 水の咄し、往来のわたし 舟!! にうちこまれ、大ぷんにそこねたるよし」(『万の文反古』卷四ノー) 〇〇岩 
の上 小町の歌の「いはのうへ」を踏まえる。 

HE 3 この雨では天の河の増水で星も逢瀬を楽しめまい。小町ではないが、織女星も河原の岩の上で、独りさびしく 
旅寝していることだろうよ。 

RH 『芭蕉庵小文庫』には真蹟懐紙と同じ前書に「吊初秋七日雨星」と題しており、 この 題は撰者史邦が付けたも 
のであろう。土芳の『蕉翁文集』も同じ文を収めて いる。 前書に あるよう に、「元禄 六 文月七日の夜」に 成った 句で、 
真蹟懐紙には色蕉の句の後に、 

遍昭うた 杉風 
たなばたにかさねばうとしきぬ合羽 
の句も記さ-れてある。 

『笈日記』には「たなばたや禅をさだむる夜のはじめ」の次に並出して、 

後の句の心は、なにがし女の岩の上にひとりしぬればとよみけむ旅ねなるべし。 

と、小町の歌を典拠とすることを注し、『三冊子』にも小町の歌の心を取ったことが見える。 

恐らく芭蕉庵に杉風を迎えた七夕の夜の雅興であったろう。小町.遍昭の贈答歌はもとより七夕に関係は ない けれ 
ども、天界のロマンスに相応しいものと して 採り上げ、「古歌の艷情をはいかいにくづ して」(蚤臥『色蕉新巻』)興じた 
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のであった。織女星を擬人化して小町に見立て、その歌の「旅寝」や「岩の上」の詞を採って仕立てている。『山之 
井』に、 

こよひは。みつぶにても雨だにふれば。あまの河水みぎはまさりて。星のあふせむな しと かや世俗いひならは 
せり。誠らしき証拠は見侍らねど。雲うちおほひて。ほしあひの空見えざらんには。俳諧の思ひ出に。さいひた 
りと もつみなかるべし。 

とあり、若い頃の芭蕉には、「七夕のあはぬこ X ろや雨中天」 ( Is ) といった句もあった。当面の句の前書に 「白浪 
銀河の岸をひたして」云々とある発想も、このような伝統の上に立ったもので、「星も旅寝や」のあたりにしんみり 
とした情味は感ぜられるものの、所詮は軽い逸興に過ぎない。 

聊初茸やまだ 日數 へぬ秋の露(色蕉庵小文庫) 泊船集.猿舞師.既 a •蕉翁句集 

秋季(初茸.秋の露)。 

1 M 〇初茸「ハッタヶ」。松林に生えるハッタヶ科の小さい茸。淡白な味で食用にされる。「初茸、秋山野松樹ある地に生ず。味 
美、脆鬆にして無 x 毒。其裏如緑生色。△今按に、此菌蕈に先達て生ず。故名 VN。 一切菌蕈の14なり J (『滑稽雑談』〕「はつ茸や塩 
にも漬ず一盛沾圃」(『続猿蓑』下)。〇まだ 日数へぬ 「まだ日数経ぬ」。下の「秋」にかかる。秋に入ってからまだ幾らも日が経 
たないというのである。「日数」は既出(&欲)。初茸を採ってから間のないことも響かせている。 
ia 秋になってまだ幾日も経たない頃の、露しとどな初茸のみずみずしさよ。 

■ E 31 『猿舞師』(種文撰、元禄十一年成)には、この句を発句にした岱水.史邦.半落•嵐蘭らとの歌仙を収めている。史 
邦は仙洞御所に与力として仕えていた京住の門人で、『猿蓑』に発句や付合が収められているが、俳諧づきあいが祟 
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ったか元禄四年秋に退身し、六年秋には江戸に下って宗匠となった。この歌仙は東下した史邦を 迎えた岱水亭 の歓迎 
の席での興行と思われ、『猿舞師』の撰者種文も史邦の弟子である。連衆の一人嵐蘭はこの年 八月二十七日に歿して 
おり、発句の内容からして七月初めに成ったと見てょかろぅ。華雀の『芭蕉句選』に中七が「すたりかぞへぬ」とあ 
るのは誤伝と考えられる。 

「初茸」の名から、秋早くに生えるみずみずしさを言い立てて趣向としたのであろぅ。「露」は態々 ことわらなくて 
も秋の物であるが、ここでは「まだ日数へぬ秋」を言いたいので、必要な言葉なのである。野外の景色と見る説が 多 
いが、山本健吉氏のょぅに、 

その席の御馳走に、いちはやく初物の初茸が出されたのである。その初茸に置いた 露もま ださほど秋の 日数を 
経ていない、と初物を賞美し、併せて主の心の こもった 持てなしに挨拶した句。 (『芭蕉全発句 J 1) 

とした方が俳席の発句に相応しい。古い歳時記類では初茸を八、九月の物とするけれども、『滑稽 雑談』 には「一切 
菌蕈の魁」ともあり、この句の場合初物の賞美で ある ことは動かぬと思ぅ。考えられた跡の あることを 指摘する説も 
あるが、軽妙な即興句といぅべきであろぅ。 

芭蕉翁遺芳所収真蹟自画賛.芭蕉 

しら露もこ、ほさぬ获のうね り 哉 (俳人の書画美術所収真蹟_画賛) 全図譜所収真蹟自画賛.色蕉庵小 

文庫•三上吟•類柑子•蕉翁句集 

白露をこぼさぬ萩のぅねりかな(木枯) 一浪化日記•翁草.泊船集 
予閒居採荼庵、それが垣根に!»萩をぅつし植て、初秋の風ほのかに露置わたしたる 
夕べ 

白露もこぼれぬ萩のぅねり哉(菜き 
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秋季(しら露•萩)。 

〇 しら露もこぼさぬ 「白露も零さぬ」。萩を主体として、こぼれやすいきらきらした露さえもこぼさない、と言ったのであ 
る。「解てやをかん枝むすぶ松冬文咲わけの菊にはおしき白露ぞ越人」(『はるの日』) 「 xiratouyu .」 (『日葡辞書』)。〇获のう 
ねリ 花をつけた萩の枝が、風に吹かれて揺れるさまを「うねり」と言った。「萩も結梗も XIJ 萱も、荻のうはかぜふきそひて、お 
なじうねりにをくつゆを」(『浄瑠璃』十二段、長生殿)。 

ESE 9 花をつけた萩の枝が風にうねりながら、こぼれやすいきらきらした露さえもこぼさないことよ。 

PM 「自画賛」(『類柑子』)「画讚」(『蕉翁句集』)等の前書がある。標掲した『菜集』(成蹊編、文化九年刊)の前書は採荼庵什 
物たる杉風の文で、「白露もこぼれぬ」とした句形には疑問もあるが、前書の方は句の成立事情を語っているものと 
思われる。即ち句は或る年の初秋に深川なる杉風の別墅採荼庵で成ったのであって、秋に江戸に居なかった元禄七年 
や四年以前は除かれて然るべく、芭蕉生前の板本類に見えないところから、元禄五、六年の七月に成ったものであろ 
う。『三上吟』(其角撰、元禄十三年刊)には、専吟の発句「画心のしはめるさまや比巴の花」の前書に「しら露もこぼさ 
ぬ萩のうねり哉と、からびたる有ましを袅さんしてたうびける七とせ先のいき白ハを、見ぬ世の友におもひなして」と 
引いており、また竹人の『全伝』元禄七年の条に、「其とし伊賀にて名残の画賛は」として「白露も」の句を収めて 
いることからして、元禄七年に江戸と伊賀で画賛にこの句を書いたことが知られる。句形は、『栗集』が前述のよう 
に、疑問もあるものの、初案の可能性もあり、真蹟自画賛が三点も伝わる「しら露もこぼさぬ」を本位句とすべきこ 
とは論の無いところである。積翠の『句選年考』には、『鳩の水』なる逸書に初五が「月かげを」とある由を伝える 
が信じ難い。 

花をつけたしなやかな萩の枝に露の置いているさまを、繊麗に言い取っている。萩を主体として、それが露をこぼ 
さぬように擬人化した為に、 a やかな女性的気分も添うており、これまた「萩」の本情というべきものであろう。 
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r をりて見ばおちぞしぬべき秋はぎの枝もたわ X における白露」(『古今集』巻四、よみ人しらず)「はぎのつゆたまにぬかむ 
ととればけぬよし見む人は枝ながらみよ」(同上)「あはれいかに草葉のつゆのこぼるらん秋風たちぬみやぎの、はら」 
(『新古今集』卷四、西行)等の歌が色焦の脳裏には必ずやあったろうと思う。「白露も」と「白露を」の異同について、嘗 
て潁原博士は「もは理を含んで句品を卑しくする」(『新講』)と言われたけれども、「を」の形を載せる『木枯』『翁草』 
『泊船集』等は今一つ信頼度に問題のある集で、「も」に理を感ずるのも、近代的感覚が却って事の真を見えなくして 
いる憾みがなくもない。寧ろ「も」があってこそ、萩の枝のたたずまいとその柔媚な余情が生きるのではあるまいか。 
加藤楸邨氏も、 

「白露をこぼさぬ」の形では白露に目が凝らされている感じであり、「白露もこぼさぬ」であると、萩のうねりに 
焦点が合されている感じである。「白露も」だと理に傾くとする説は必ずしも当らないと思う。 (『芭蕉全句』) 

と述べておられる。 

脱なまぐさし小なぎが上の鮑の腹爱星 ) 泊船集.一爵子•蒸翁句集 

秋季(小なぎ)。 

〇なまぐさし 「生臭し」。 「よ ひのほど其漁家に入てやすらふ。よるのやどなまぐさし」(『鹿嶋詣』) 「zamagusai. J (『日葡辞 
書』)。 〇小なぎ 「小葱」。水葱の異名。水田などに生える一年生草本植物。形は水葵に似て小さく、夏秋の交に碧紫色の花を開く。 
秋の季語。『滑稽雑談』沢桔梗の条には、 

按に、毛吹草八月部にこなぎと記せるは沢結梗なるべし。こなぎは本草云水葱、一名藓菜、世俗に是を沢桔梗ともいへども、 
花は夏月に咲く也。又、浮薔をなぎと云、俗是も沢結梗と云。以上三種也。皆花の形色相似たる故、沢吉更と云。今爰に記す 
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る者真の沢結梗なり。此者にこなぎの異名あるべからず。水葱•浮蔷の二物に沢吉更の俗名ありとも、真の沢吉更をこなぎと 
は可一謂理なし。 

と、沢桔梗との別を論じている。「苗代のこなぎが花を衣に摺り馴るるまにまに ISJJ か！§しけ」(『万葉集』卷十四)。〇跪の臈 rM ' l の 
腹」。「鮑」は魚の名であるが、うぐい•おいかわ等種々の説があつて、何を指すか確かでない。『滑稽雑談』は鮑を柳葉魚とし、 
春の季語としている。『続猿蓑』下、雑夏に収められた r 川狩にいで ゞ \じか焼や麦からくべて»'於」という文鳥の句の魚は、芭 
蕉の句の「鮑」と同じかどうか分らない。「腸」は r 腸 j の異体字で 「ヮタ 」と訓む。即ち「はらわた」である。「清水な がる、 油 
ながる ゞ 相坂の関もて行は魚のわた望一」(『犬子集』巻十五) 「 Faye . J 「 vata . J (『日葡辞書』)。 

caia 子供でも釣り捨てて行つたのか、水際に生えた小葱に腸を さらした 鮑が引掛つて、生臭い臭いを放つている。 
■一一！ ■支考は 『 S 日記』雲水部に元禄七年春の「梅が香にのつと日の出る 山路 かな」の句と共にこの句を引いて、最 
後の旅で同年の夏京の去来宅に居た色蕉との会話を左のように記している。 

去年の夏阿叟の桃花坊におはす時、人ミよりいて物語し侍るに、支考が集つくらば、なにがしの桐火桶に似せて 
侍らん。たとへば、……小なぎの鮪のわたは残暑なるべし。是を一鉢の趣意と註し候半と申たれば、阿叟もいと 
よしとは申されし也。 

残暑の頃の趣といい、句中に「小なぎ」の語が あると ころからしても、句が秋季である ことは 明らかで、句の成つた 
のは七年ではないが、梅が香の句と並べられているからには元禄五、六年の作と推定される。 

「小なぎ」で思われるのは、やはり深川のような水路の縦横に走つた水郷であろう。その小葱の上に腸を さらけ出 
した鮑が引掛つて残暑の強い日ざしに蒸され、腐臭を放つている。腸だけでは何の魚とも分るまいから、これは腹の 
裂けた小魚のさまでなければなるまい。ふと野外で見かけたものによつて、残暑の気分をあらわそうとしたもので、 
まざまざとした実感がある。素丸の『説叢大全』に、 

予壮年より魚釣を好み、今に四十年、東西の葛西は残る所な く 歩行せしに、小なぎの七八月比まで咲しを見る。 
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その道のはたに、村の童などの釣捨し鮑の踏くだかれてわたの出たる、殊に M :! i : かりし。誠に残暑の 時候 少しも 
たがは ず。 

と述べられたような景色である。山本健吉氏も、 

水辺の小なぎの葉に小さな鮑が腸を出したまま引っかかっている。……その生臭さがいわば水辺の残暑の情な 
のである。腸のはみ出た跪とは、村の亜心童たちが釣り捨ててどこかへ行ってしまったのである。鮑はそれほど危 
い淡水の小魚であり、村童たちも食用に釣ったり掬ったりしたわけではない。残暑の頃の川遊びで、飽きればそ 
のまま放擲してどこかへ行ってしまう。そのような子供たちの散ってしまった、ささやかな狼藉の跡の景色であ 
る。(『芭蕉全発句』) 

と見ておられる。 

殘 暑 

八月廿日付白雪宛書簡写.芭蕉庵小文庫.陸奥 

7 S 3 夏かけて名月あつきす V み哉 (萩の露) 衛•泊船集.木曾の谿.蕉翁句集•寛政板更科 

紀行 

秋季(名月)。 

〇夏かけて 夏から ずっと、 の意。「こしかた行末かけて、まめやかなる御物がたりに」 (『徒然草』 百四段)。 〇名月あつきす 
' ゞ み哉 「名月暑き涼み哉」。中秋の名月の日まで暑さが続いて、まるで涼みをしているようだ、の意。「いそがしき中をぬけたる 
凉かな游刀」(『続猿蓑』下) 「 suzumi , u , unda . 」(『日葡辞書』)。 

BS 33 夏からずっと名月の今日まで暑さが続いて、月見もまるで涼みをしているよう一こ0 

「名月」(八月廿日付白雪宛書簡写)「前書きれてみへず」(『色蕉庵小文庫』)「前書有り。切て不見」(『蕉翁句集』)等の前書 
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がある。元禄六年と推定される白雪宛書簡に見えるので、その年中秋の名月の夜の吟である ことは 疑いない。また、 
其角が同年に歿した亡父東順追善の為に刊行した『萩の露』には、八月十八日に其角が浅草寺で人々と月見をした時 
の歌仙一巻の次に、「良夜吟引付」として句々を録した最初にこの句がある こと も、成立年次を証している。『木曾 
の谿』『更科紀行』等には、杉風の句「風さそふ音は紙子の立居哉」の前書の中に引用されている。 

この年の夏が暑くて色蕉の体力が弱っていたことは、「当夏暑気つよく、諸縁音信を断、初秋々閉関、……夏中は 
筆をもとらず、書にむかはず、昼も打捨寝くらしたる計に御座候」 (霜月八日付曲翠宛) 「残生夏中甚暑に痛候而、頃日ま 
で絶諸縁、初秋4閉関、病閑保養にか V づらひ、筆をもとらず候」 (霜月八日付荊口宛 ) 等 、書簡の文言を見ても明らか 
で、保養は冬にまでも及んでいたのであった。「元禄六年八月十五日は、新暦に直せば九月十五日である。 まだ 彼岸 
前だから、当然残暑の季節」(山本健吉氏『全発句』)ではあるが、名月の時まで続く残暑に弱りながら、納涼を兼ねた趣 
にふと興を発した軽みの句というべきであろう。 

脱十六夜はわづかに闇の初哉 sas sf-ssliis 

十六夜はとり分闇のはじめ哉(韻塞) . |泊船集 
十六夜とり分闇のはじめかな(桃の白実) 

秋季(十六夜)。 

i 〇十六夜「ィザ3ヒ」。中秋の名月の翌晩、八月十六日の夜をいう。既出？似等)。〇ゎづかに閿の初®かに■の挪め」。 
これから月が日一日と欠けて闇夜になって行く、その緒に就いたことをあらわす。 ( IM ) 参照。 

Bail 十六夜の今宵、月のたたずまいは昨日とさして変らないが、僅かながら闇夜に向う兆しが現われ始めているこ 
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とだ。 

■2 ■『桃の白実』(車蓋撰、天明八年刊)『芭蕉袖草紙』(奇淵編、文化八年刊)等に、この句を発句とした濁子•岱水.依々 • 
馬莧•曾良.涼葉らとの歌仙一巻が収められている。この卷は史邦を加えて元禄六年九月十三夜に興行された歌仙 
(発句は濁子の「十三夜暁闇のはじめかな」)と略々同じ連衆なので、芭蕉の晚年に成ったものと推定され、元禄五、 
六年、特に後者の可能性が大きい。歌仙の発句として伝えられるものは、中七が凡て「とり分闇の」であるから、俳 
席での初案を『続猿蓑』に入れる際に推敲したのであろう。『泊船集』は「わづかに」と「とり分」の両句形を共に 
収めている。『桃の白実』の初五は、このままでは「ジフロクヤ」とよむことになるが、恐らく下に「は」を脱した 
ものと思われる。 

十六夜の月は、形の上では前の十五夜と殆んど変らない。しかし、月の出が前夜より約三十分も遅れるから、その 
間の闇が特に印象深く、「いざよひ」の名の由来にもなっている。この句も恐らくその辺が動機になっているのであ 
ろう。 

十六日の月は、月の出る迄に少し時間があつて闇がある、其の暫しの闇は これより 闇になりゆく其の初めである 
といふので、是れも理窟を深く見ずにいさ、か闇であつた其瞬間を打興じたと見る可きぢや。(内藤鳴雪『芭蕉俳句 
評釈』' 

という説が穏当である。初案の「とり分」は際立ち過ぎて態とらしい。「わづかに」の方が遥かに素直である。満つ 
れば欠くる道理を寓したという古注の説は余計なことであるが、 

師或方に客に行て食の後、蠟燭をはや取べしといへり。夜の更る事目に見へて世話しきと也。かくもの-!見ゆる 
所、その目、心の趣、俳諧也。つ V いていはく、命もまたかくの如しと也。無常の観、猶亡師のこ V ろ也。 (『三 
冊子』わすれみづ) 
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というヱ ピソードが 何となく 思い浮べられる。芭蕉は そういう 風に心の 動く 人であった。 


元祿癸酉の秋、人に倦て閉關ス 

朝顔や晝は鎖おろす門の垣 S * 自画 S 


薦獅子.八月廿日付白雪宛書簡写•藤の実.炭 
俵.色蕉庵小文庫•泊船集•今日の昔•宇陀法 
師.四山集.三冊子•本朝文選.蕉翁文集 


秋季(朝顔)。 

1 M 〇元禄癸酉「ゲン a クキィウ」。「癸酉」は、みずのととり。元禄六年の干支である。〇人に倦て閉関ス「人に倦みて閉関 
ス J 。 「人に倦む」は、人とのつきあいに飽きる意。「閉関」は、門を閉めて来客をことわることをいぅ。世俗の交際を絶つのであ 
る。王維の詩に「終年無 x 客長閉\関、終日無 V 心長自閒 J (終日客無くして長く関を閉ぢ、終日心無くして長く自ら間なり。「答-張 
五弟一」『唐詩選』卷二)とある一節は、ここの芭蕉の境涯にょく似ており、「閉関」は禅語でもある。「や、病身人に倦て、世をいと 
ひし人に似たり」 ( r 幻住庵記」)「折^-指出候而迷惑致候に付、盆後閉関致候」(八月廿日付白雪宛芭蕉書簡)。〇 朝顔 ヒルガオ科の 
一年生蔓草。季は秋である。既出 (I 棚 等)。〇昼は鎖おろす「把は SSITS す」。「鎖」は、 掛け金。 既出 (IVI )。 日中は鎖をおろし 
て閉めておくのである。「おろす」は、下の「門」にかかる。 「大事/モノハジャウヲオロシ 、ソノ ジャウ-一封ヲツ クルナ リ」(本 
福寺 跡 書) 「 I 6 UO vorosu . J (『日葡辞書』)。〇門の垣「門の街」。「門」は「ヵド」ょりも「モン」とょんだ方が良い。芭蕉庵の門で 
ある。 ( IVS ) 参照。「垣」は、朝顔の咲いている場所を示す。「山吹や垣に干たる蓑一重闇指」(『続猿養』下) 「 caqi , cabe 
如 barani xitte ame , caje tamaranu . 」(『日葡辞書』)。 

1日中は鎖をおろして閉じている門の垣根に朝顔が咲いている。人に会わずに居る間の、これが唯一の友といっ 
たところだ。 

I 「深川いづれの菴主とかや、此句を得て他にかたくあはずと、旅僧の語り捨て通る」(『薦獅子』)「閉関之比」(『藤 
の実』)「閉関」(『炭俵』『泊船 S ) 等の前書があり'『色蕉庵小文庫』『今日の昔』『本朝文選』『蕉翁文集』等には、「閉関 
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之説」と題した文章中にこの句を収めている。色蕉が閉関して客を謝した年次は、標掲の真蹟に「元禄癸酉」 と ある 
外、〔語釈 l __ J に引いた白雪宛書簡に「無 閉 関」とあり、「当夏暑気つよく、諸縁音信を断、初秋〜 閉 関」 (霜月八日付曲 
翠宛)「残生夏中甚暑に痛候而、頃日まで絶諸縁、初秋4閉関、病閑保養にかつらひ、筆をもとらず 候」(霜月八日付荆 
口宛)等、以後の書簡にも触れられている。この年が夏から秋八月半ばまでも暑かったことは、「夏かけて」 ( Ivg ) 3 
句によっても明らかであって、暑気の為に体力を消耗して、盆過ぎの七月半ばから 閉 関して保養に努めたことは確か 
である。句は白雪宛書簡に見えているから、八月二十日までには成っていたと見られよう。『芭蕉庵小文庫』所収の 
文を左に引いておく。 

閉関之説 

色は君子の悪む所にして、仏も五戒のはじめに置りといへども、さすがに捨がたき情のあやにくに、哀なるかた 
もお S かるべし。人しれぬくらぶ山の梅の下ぶしに、おもひの外の匂ひにしみて、忍ぶの岡の人目の関もも 
る人なくば、いかなるあやまちをか仕出でむ。あまの子の浪の枕に袖しほれて、家をうり身をうしなふためしも 
多かれど、老の身の行末をむさぼり、米銭の中に魂をくるしめて、物の情をわきまへざるには、はるかにまして 
罪ゆるしぬべく、人生七十を稀なりとして、身を盛なる事はわづかに二十余年也。はじめの老の来れる事、一夜 
の夢の，ごとし。五十年六十年のよはひかたぶくより、あさましうくづをれて、霄寐がちに朝をきしたるね覚の分 
別、 なに事をかむさぼる。おろかなる者は思ふことおほし。煩悩増長して一芸すぐる、ものは、是非の券る物な 
り〇是をもて世のいとなみに当て、貪欲の魔界に心を怒し、溝洫におぼれて生かす事あたは ずと、南華老仙の隹 
和害を破布し、老若をわすれて閑にならむこそ老の楽とは云べけれ。人来れば無用の弁有。出ては 他の 家業を さ 
またぐるもうし。尊敬が戸を閉て、杜五郎が門を鎖むには。友なきを友とし、貧を冨りとして、五十年の頊夫自 
書自禁戒となす。 
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この後に「あさがほや」の句が置かれている。書簡では夏中の暑気が閉関の原因のように書いてあるけれども、右 
の「人来れば無用の弁有。出ては他の家業をさまたぐるもうし」というのは、紛れもない厭人症である。芭蕉は人間 
嫌いの発作が時々起ることがあった。「日比は人のとひ来るもうるさく、人にもまみえじ、人をもまねかじと、あま 
た X び心にちかふなれど」という「閑居ノ箴 J の一節頁)にその片鱗を見ることが出来るが、元禄六年秋には、 
その動因となるべき錯雑した人事が背景に想定されるのである。この年三月に芭蕉は甥の桃印の死に遭い、悲嘆のど 
ん底に沈んでいたし、許六の江戸滞在中から寿貞尼の子次郎兵衛という少年が芭蕉庵に同居して走り使いなどをして 
いた。次郎兵衛の背後には当然親の寿貞尼の存在が思われ、色蕉旧縁の人といわれるこの女性の影が草庵生活に濃く 
さしているのを感ぜざるを得ない。これら私生活の事に加えて、名古屋では荷兮.越人ら古参の門人が、軽みの新風 
に対する無理解と、師翁が彼等を余り相手にしないことから発した僻み根性から、離反の動きを急にしていた。六年 
に出た『俳風弓』(壺中撰)『曠野後集』(荷兮撰)は反芭蕉の撰集として有名であるが、こうした動きはこの年秋冬の頃 
に至って爆発する以前から色蕉の耳に入っており、六年初頭の書簡に r なごやのやつばら共、いよく 不通に 成 候と 
相見え 候。 のこり多 候」(正月廿七日付小川のぁま君宛) とある 文 言に憤懣の情が窺われる。このような内外の紛紜が芭蕉 
の厭人症の背景としてあったことは確かであろう。 

この文の内容には際立った特色がある。書き出しから過半が、若者の色欲と老人の物欲金銭欲を比較して前者を勝 
れりとする論で、それが何時の間にか最後の隠閑礼賛に流れ込むという特殊な運びになっているのである。嘗て志田 
義秀博士は、この色欲肯定論の背景に芭蕉と寿貞との関係を考えられ、近来はまた桃印と寿貞を夫婦と見る立場から、 
この文にその臭いをかぎ取ろうとする論もあるが、これらは確かな根拠が乏しくて、定論とするには距離があると言 
わざるを得ない。現段階では、この文の特殊な運び方や内容に留意して、読者がそれぞれに芭蕉の執筆心理を考えて 
見る外ないと思う。 
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句はただ閉関した草庵の垣に咲く朝顔の花を描いたに過ぎないが、「昼は」と分説の助詞を用いた意図については 
昔から説が多い。 

句の心は、昼は鎖おろす門の垣なれ共、朝がほは咲たりと也。是隠者の門といはず しての 作也。 (正月堂『師走囊』) 
夜は誰も戸ざすものなれば昼の字を入る。(東海呑吐『色蕉句®) 

末世の情捨難くして、朝の花には柴の細戸も開きて友を待との卑下也。……然共世を遁れたる心よりは、昼は戸 
を閉ると云出たる志し哀深し。……朝は花に着して戸を開き人待と云共、其萎むに至ては、閉関の心思ひ返して、 
昼は鎖をおろすと也。(信天翁『笈の底 JD 

昼であるに戸を閉ぢた門がある、其の門の垣根に朝顔が咲いてゐるといふのを言葉を顚倒して斯様に叙したので 
ある。……こ、に昼はと言つたのは、元来門は夜鎖すのであるのを、昼も鎖すといふたのである。其の昼 4 A とい 
ふを特に昼はとした為めに世に遠かる為め夜よりも寧ろ昼を主として閉すといふ心持になり愈ミ以つて佗人の境 
界がよく現れるやうになつた。(内藤鳴雪『評釈』) 

句意は昼は門を鎖ざして世を厭ひ遠ざかつて居る身も、暁は朝顔の為に門を開くといふので、つまり朝顔を称美 
したもので、昼はの「ハ」は「モ」といふのではなく、昼を重くする為めの用意である。(『芭蕉句集講義』小峰大羽 
説) 

句意は、朝顔の美しく咲く朝には、その美しさをめでて門外に逍遥する折もあるが、昼間は門を閉ぢてひたすら 
に独居し、閑寂無為の生を味はつてゐることだといふ意。(能勢朝次博士『三冊子評釈』) 

これらのうち、普通は夜鎖すものだから「昼は」と特に取立てて言ったとするのは、それならば「昼 も」 で足りるわ 
けで、その代りに「は」として「夜よりも寧ろ昼を主として閉すといふ心持」(鳴雪説)をあらわすと見るのは無理で 
あろう。朝顔は朝花を開くのだから、その朝景色に対照して「昼は」云々と言ったものと見たい。但し、「門外に出 
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て逍遥する折もある」(能勢説)というのは余計ではあるまいか。結局、 

「昼間は鎖をおろして門を閉じ、交わりを断って、ひたすら孤独に徹した日々を送っているが、その門に続く垣 
根には朝顔が咲き出て、朝のうちはその花を友として僅かに心を慰めていることだ」の意。(『色蕉全句 J 1) 

と解する加藤揪邨氏の見方が最も穏当と思う。「昼は鎖おろす」という強い言い方が、人との交わりを断つ決意の固 
さをあらわしている。『三冊子』では字余りの句の例として引かれ、「なくて成りがたき所を工夫して味ふべし」とい 
う芭蕉の語を伝えているが、そうした固い決意をあらわす字余りと見れば、「なくて成りがたき所」の意味はおのず 
から明らかであろう。朝顔の花のたたずまいに愛憐の情が見えると共に、隠閑生活の象徴ともなっているようである。 

深川閉關の比 

756舞や是も又我が友ならず(今日の s S 議.蕉翁句集•百歌仙 

秋季(舞)。 

I 〇深川閉関の比「漱抓 k 関の比」。「深川」は、同地の第三次芭蕉庵を指す。「唐破風の」 (wg) 「名月や」 < IVg) 等の句参照。 
「閉関」は前条に記した通り、元禄六年秋のことである。「比」は、 r 項」と同じく時期の意。〇舞「アサガホ J 。 この植物にこの 
字を宛てるのは我が国の俗用である。既出51 )。〇是も又「是も又」。「も」を承ける場合は、「亦」を用いるべきである。 
ia 草庵の垣に咲く朝顔も、閑居の身の友とするには足りないことだ。 

B 21 I 『蕉翁句集』にも「閉関の頃」と前書があり、『梅の嵯峨』(三惟撰、元渌十二年刊)には、 r 此句ふるき反古にあり。 

故翁の手跡なり」と付記している。前の句の条に記したように、芭蕉の閉関謝客は元禄六年秋のことであった。 
r 是も又我が友ならず」とずばりと言っている理由については古来諸説があるが、或いは見当ちがいであったり、 
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隔靴搔痒の感がするのは、この句だけ見て考えているからである。.同じ閉関の際の「昼は鎖おろす」の句と一連の も 
のとして見れば、我が友ならずとした意味も、ょく分って来る。つまり前の句には、客を謝して垣の朝顔を友とする 
気分があったが、それさえもょくょく案じて見れば、友とするには足りない物だというのであろう。「是レ又」が 
「昼は鎖おろす」の句とのつながりを示しているのだと思う。孤独感の深さを言ったものであるが、近頃の注にょく 
ある悲傷の極みの心境ではなく、孤独に徹しょうとする気持をあらわしたのではあるまいか。「是も又我が友ならず」 
の動い調子は、「徹底した孤独への希い」(山本健吉氏『全発句 b と取るのが最も的確な哩解であ6う。ただ、詩的表現と 
してはなお不熟なもので、作者として公表する意志はなかったものと思われる。 

脱秋風に折て悲しき桑の杖 g 日記) 末若葉.泊船集•本朝文選.蕉翁文集 

秋季(秋風)。 

〇秋風に 「ここに小休止があり、句全体をつつみこんで いる。 単純に「折れて」に 続く のではない」(加藤楸邨氏『色蕉全句』〇 
〇折て 「折れて」。 〇桑の杖 「桑の杖」。桑の木で作った杖。『色蕉庵小文庫』所収の史邦の発句「折そふる梅のから び や 粥はつ 
を」の前書に、「また一とせ洛のぼりに、いざさらば雪見にころぶ所までと 興じ 申されける 木 曾の 檜笠、越の菅蓑に桑の杖つ きた 
る自画の像、此しなぐは、 さぬ る年花洛の我五雨亭に幽居し玉ふ時、一所不住のかた見とて予に下し玉り ぬ」 と あり、 こ it は元 
禄四年頃のことと思われるが、桑の杖は芭蕉自身用いていたことが知られる。 rouua . 1, cuuanoqi . 」(『日葡辞書』)。 

HHM 秋風が寂しく吹く折しも、頼りにしていた桑の杖がぽっきり折れてしまった思いだ。 嵐蘭に死なれて可とも « 
しいことよ。 

■ B 古参の門人松倉嵐蘭の死去に際して作られた悼句である。嵐蘭の病死は元禄六年と推定される霜月 A 日付荊口 
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宛書簡に見えるので、年次は明らかであるが、『笈日記』には「悼松倉嵐蘭」と題した芭蕉の文を収めてあり、前後 
の事情を詳らかにすることが出来る。即ち、 

金革を衽にして、あへてたゆまざるは士の志也。文質偏ならざるをもて君子のいさおしとす。松倉嵐蘭は義を骨 
にして実を腸にし、老荘を魂にかけて、風雅を肺肝の間にあそばしむ。予とちなむ事十とせあまり九とせにや。 
この三とせ斗官を辞して、岩洞に先賢の跡をしとふといへども、老母を荷ひ稚子をほだしとして、いまだ世波に 
た V よふ。されども栄辱の間に居らず、日ミ風雲に座して、今年仲秋中の三日、由井.金沢の波の枕に月をそふ 
とて鎌倉に杖を曳、其帰るさより心地なやましうして、終にいきたえぬ。おなじき廿七日の夜の事にや。七十年 
の母に先立、七才の稚におもひを残す。いまだをしむべき齢の、五十年にだにたらず。公の為には腹をし切ても 
悔まじきうつはもの X 、はかなき秌風に吹しほたれたる草のたもと、いかに露けくも 口を しくもあるべき。今は 
の時の心さへしられて悲しきに、母の恨、はらからのなげき、したしきかぎりは聞伝えて、偏に親ぞくの別にひ 
とし。過つる睦月斗に稚子が手をとりて予が草庵に来たり、かれに号得さすべきよしを乞。王戎五才の眼ざしう 
るはしと、戎の一字を摘て嵐戎と名付。其よろこべる色、今目のあたりをさらず。いける時むつましからぬをだ 
に、なくてぞ人はとしのばる、習、まして父のごとく子のごとく、手のごとく足のごとく、年比云なれむつびた 
る俤の、愁の袂にむすぽ V れて、枕もうきぬべきばかり也。筆をとりておもひをのべんとすれば才つたなく、い 
はむとすれば胸ふさがりて、た V をしまづきにか、りて、夕の雲にむかふのみ。 

右の文の後に「秋風に」の句があり、続いて「九月三日詣墓」の句が載せられている。また、其角の『末若葉』にも 
「悼嵐蘭詞」と題した、『笈日記』とは異同のある文が収められた。当面の句は、嵐蘭の 死を知った八月二十八日から 
九月三日までの間に出来たものであろう。 

嵐闌名は盛教、通称を又五郎といい、板倉侯に仕えて三百石を食んだが、元禄四年に致仕して浅草に住んでいた。 
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右の追悼文によれば、芭蕉に入門したのは延宝三年のことで、最古参の門人の一人である。同八年の『桃青門弟独吟 
廿歌仙』に入集、元禄五年には『罌粟合』を撰して上梓した。六年八月十三日に鎌倉へ月見に出掛け、帰途に病を発 
して二十七日の夜に歿したことが色蕉の文から知られ、享年は四十七であったという。芭蕉はこの人の古武士 然とし 
た風骨を愛し、晚年軽みの風を弘布するについても、この人の句作に嘱望していた。その弟の文左衛門も俳諧を嗜ん 
で嵐竹と号したが、嵐蘭の fh 報に接して直ちに認めた八月廿八日付の文左衛門宛芭蕉書簡には、 

さて^-驚入た る 事を被仰下、いまだ夢現わかち不申候。頃日 さて < 残念、愁傷兎角不被申候。貴面可承 候。 
明日御見舞、墓へ成共参可申候。以上 
御老母様御介抱専一に候。 

とあって、痛ましいばかりの動顚ぶりが文面からも窺われる。「悼松倉嵐蘭」は、 恐らく 死後の雑事が収まってから 
認められたものであろうが、これ位真情の溢れた追悼文も珍しく、色蕉のこの人に寄せる思いの並々でなかったあら 
われと言えよう。その後の書簡にも、 

嵐蘭病死之事は庄兵へ殿へ申参候由、御聞及可被成候。……拙者力落、御推量可被成候。風雅一方被打破 M ' 。 

(霜月八日付荊口宛) 

という文言が見える程である。 

普通の句作りでは「秋風や」であろうが、芭蕉は採らなかった。「秋風に」は、 r や」のようにはっきり切れない代 
り、秋風にじっくり心を留め、それを反芻するような表現効果がある。ここを「秋風に折れる」と解しては悪いと思 
う。表面上切字はないけれども、それだけ重い感情が「桑の杖」にかかって、哀悼の衷情が強くあらわれることにな 
った。「桑の杖」は芭蕉の用いていたことのあるもので、この句の時も現に用いていたかも知れないが、それ以外に 
も寓意がありそうである。男子出生の祝いに用いる「桑弧(桑の弓)蓬矢」に関係づけたり、四十八歳を桑年という 
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ので、それに足らずして逝った嵐蘭の追悼に用いた等諸説があるが、この点はよく分らない。最後に揪邨氏の評を引 
いておく。 

嵐蘭を悼む心が折からの秋風に誘われて発想されたものである。桑の杖のぽっくり折れ去った感じは、頼みと 
する人を失った悲痛な感じに通うのである。しかも、秋風という季の感じが この 作の世界を蕭条たる天地と し、 
芭蕉の、門人をうしなった悲しみとが自然に感合して、悲しみに沈む芭蕉その人の姿を見るような悼句をなして 
いるのである。「秋風に」と沈んだ調子で詠み出で、「折れて悲しき」と急転し、「桑の杖」と抑え込んだあたり、 
全体として重く湛えられた調子が生れている。前文も有名であるが、 この 句はさらにすぐれた作品であると思う。 
「塚も動け我が泣く声は秋の風」……が外に放たれた号泣であるとすれば、 この 句は内にひそみ入る慟哭といえ 
よう。 (『芭蕉全句』) 

九月三日詣墓 

棚みしやその匕日は墓の三日の月 S 日記) 末若葉•泊船集•蕉翁文集 

秋季(三日の月)。 

H 〇九月三日 八月二十七日夜に歿した嵐蘭の初七日に当る。元禄六年八月は大の月であった。 〇詣墓 「患に iPB 5 づ」。八月廿 
八日付の松倉文左衛門宛書簡で「墓へ成共参可申候」と述べたことが実現したのである。 「 Faca .」 (『日葡辞書』〕。0 みしや 「纪し 
や」。「や」は、疑問に詠嘆を含む。疑問なら「見きや」とあるべしとする考え方もあるが、採らない。嵐蘭の霊が三日月を見ただ 
ろうか、の意。ここで切れる。 〇その七日は墓の三日の月 「其の七日は墓の三日の]!?」。「その七日」は、嵐蘭の初七日をいう。 
「三日の月」は既出 ( nl 等)。「は」に感情が籠る。 r 最早七日の弔に水せがきした川中へ、そなたの姿がしよんぽ りと」 (『けいせい 
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手管三味線』巻三ノ三)。 

eaia 初七日に詣でて見ると、墓には音月が空にかかっていた。嵐蘭の霊は、あの三日月を見ただろうかなあ。 

HH 「初七、墓にまふで、」(『末 若 S) 「初七日詣 墓」 (『泊船集』)等の前書がある。『笈日記』 の 「悼松倉嵐 蘭」 の文に、 
前の「秋風に」の句に続けて標掲の前書を付して見えるので、元禄 六 年九月三日、嵐蘭の初七日に 墓参した時の述裘 
の句と知られる。 

ここでは最早「秋風や」の句の ような 痛切な悲傷の情ではなく、はかない夕月の影に哀悼の情を託し、 眩く ような 
静かな調べを成している。「みしや」は嵐蘭の霊への呼び掛けであって、冒頭に斯く短く 打 出して、却って 故人への 
思いの強さを表わし得ていると思う。嵐蘭の歿したのが月末に近い二十七日夜であり、「あけゆくや 二十 七夜も三か 
の月」 (D 259) の句を併せ考えると、上弦と下弦のちがいだけで形は同じ三日月という ことと 関係づけて解した くなる 
が、 所詮それは余計な詮索であろう。特に月末の場合は有明月で、その暁には嵐蘭はもう死んでいた答な ので ある。 

前句「秋風に折れて悲しき桑の杖」がありえぬ ことのよう な慟哭を示しているのに対し、 これは 嵐蘭の 死をよ 
うやく 肯い、沈んだ調子で地下の門人と心通わせている趣がある。複雑な感情が よく統一されて、地下の 嵐 蘭に 
つながる思いが、「見しや」から「三日の月」に流れる曲節を通じて感得せられる。「見しや」•「七日」.「墓」. 
「三日」の間には、ミと 力と、 韻がひびきあい、悲しみの心の深さを高い調べの中に統一した ところには、 色蕉 

の非凡さがうかがわれる。 . 「初七日」を迎えての沈んだ寂しさが、「三日の月」のかぼそい在り方と通いあ 

った発想になっている。(『芭蕉全句』) 

という加藤揪邨氏の鑑賞は、周密を極めて余蘊がない。 
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保生佐太夫三吟に 

5 乙〇 } vf-r > 一 1 こヽ N > 1 、、， m 1 、 ，し t ..,、 二.，.. r - 木枯 .初蟬 .続猿蓑•泊 船 集•浪化日記•入日 

7 S 老の名の有共 しらて 四十 力ら i 丸 日——® 記.1.寝— 

秋季(四十から)。 

圏〇保生佐太夫「ホゥシヤゥサダィフ」。「宝生左太夫」の誤り。名は重世。宝生流の能役者で、八世古将監重友の三男。俳諧 
を嗜んで沾圃と号した。岩城平藩に仕え、内藤露沾の家臣として俳諧.和歌•能楽の相手を勤めた。晩年の芭蕉の指導を受け、 
『続猿蓑』の発企者とされる。延享二 (IS 五)年歿、享年八十三。〇三吟「サンギン」。三人の連衆による連句の付合をいぅ。恐 
らく歌仙一巻であったろぅが、この沾圃亭に於ける卷は今伝わらず、芭蕉.沾圃の外に誰が加わっていたかも分らない。「三吟に 
御発句、此歌仙に第三出候へばよろしく奉存候」(五月十三日付浪化宛去来書簡)。〇老の名の有共しらで「老いの名の有り共知ら 
で」。自分の呼び名が老いと関わりがあるとも知らないで、の意。四十歳が初老といわれるところから、鳥の名にかけて興じたの 
である。「共」は宛字。「はじめの老の来れる事一夜の夢のごとし」(「閉関之説」)。〇四十から「四十雀」。燕雀目シジュゥヵラ科 
の小鳥、雀より小さい。動作は極めて活よく囀る。『毛吹草』『山之井』等に八月の季語として所出。『日葡辞書』では 
rxij c < ga 3」 と「か」を濁っている。「大和本草云、四十雀、頭縁黒也。背は淡緑也。頰白く、咽下及腹黒也。よく囀る也」(『滑 
稽雑談』)「木曾の酢茎に春もくれつ k 凡兆か，へるやら山陰伝ふ四十から野水」(『猿蓑』卷五)。 

_自分の呼び名が老いと関わりがあるとも知らないで、四十雀は元気に飛びまわり、よく囀っているよ。 

E ■桃鏡の『芭蕉翁真跡集』に摸刻された元禄六年と推定される許六宛書簡に見えるので、同年秋の作と知られる。 

句はただ作者の目に入った四十雀の動きに興を発して、初老といわれる四十に掛けた名辞的発想の軽い句と見える。 
許六宛書簡には「少将の尼の哥の余情に候」と書き添えてあり、「おのがねにつらきわかれはありとだに思ひもしら 
でとりやなくらむ」(『新勅撰集』卷十三、中宮少将)の歌を思い寄せていることは確かである S 5 S 0 参照)。少将の尼の歌は、 
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後朝の別れを促す鶏の音を恨んだ作意であるが、それをひるがえして軽快機敏な四十雀を出した ところに俳諧らしい 
逸興を求めたのであろう。「万事も修行.の志も、四十比までその心得なき輩、夫より おも ひ立て事の成るは 稀也。油 
断するなとの教へ也」(東海呑吐『句 解』) といった古注の説は論外である。 

加藤揪邨氏は沾圃への挨拶の意を重視して、 

「あなたの能を拝見していると実に力に充ちて若々しく、すでに初老に達しようとしているとは思えないほどで 
ある。あの四十雀が『四十』という名を負うことなどにかかわりなくきびきびしているように、年を忘れて芸道 
一途にいそしんでおられることよ」の意。/前書からみて、宝生佐太夫に対する挨拶の吟と見なければならない。 
(『芭蕉全句， J ) 

と 解し、「鶏へのうらみを通して後朝のつらさを歌ったその本歌に対して、四十雀の軽快さをもって挨拶に転じた と 
ころに、色蕉の手柄は存したというべきであろう」とした上で、更に、 

許六宛書簡に、報じた三句について「猶広く他見成さるまじく候。」と書き加えたことは、その三句になお推敲 
の必要を感じていたことを思わせるが、他の二句がこの直後の別書簡に再出することなどを考え合せると、色蕉 
は連句をふくめ、この四十雀の句は捨てる気持に傾いていたかもしれないし、沾圃が関係したといわれる『続猿 
蓑』に前書を削って載せることからすれば、挨拶吟であることをやめ、単独の述懐の句として位置づけるという 
かたちでの推敲が行われたものかもしれない。単独の述懐とすれば老いの名を負うていながら軽快に動きまわる 
四十雀を通して、自己の老いをみつめていることになる。 (『 e 蕉全 句』) 

と考察しておられる。このうち、沾圃が初老に達しようとしているというのは、元禄六年当時の彼の年齢が数えの三 
十一なので、問題にならず、全体に彼の芸の若々しさをこの句の含意に見ようとするのは無理が多いと思う。また、 
書簡所収の三句については、「菊の香や庭にきれたる沓の底」が、 r 老の名の」の句と同じく『続猿袁』に見えるのに 
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対して、「金屛の松の古さよ冬籠」は、『炭俵』の序に引かれる以外、芭蕉逝去の年の前後の古集に収められていない 
から、書簡に採り上げられないことを以て、直ちに取捨を云々するのは早計であろう。私は、句の「四十から」は寓 
目の物を材にしたまでで、極く軽いものと見る説に左袒する。ただ、前書無しで この 句に対した場合、芭蕉の老情が 
或る種の哀感を伴なって感ぜられることもまた事実で、それだけ感味にひろがりのある句なのである。 

790 入月の跡は机の四-隅哉 (句兄弟) 錦練鍛.泊船集•本朝文選•蕉翁文集 
秋季(月)。 

№1〇入月の跡 「 A 1 る^?の1」。東順の亡くなったことを月が西に沈んだことに比した。〔考〕参照。 「跡」 は 「後」 の宛字。「 ノ 
チ」でなく「アト」と訓ませようとする場合に用いられる。「露おきて 月 入 あと や塀のやね馬竟」(『続猿蓑』下)。 〇机の四—隅 
「机の四-隅」。「机」は、読書や執筆に用いる文机。生前東順の使っていた「机」が、主を失ってなお残っている。その 形と空虚感 
を 「 SI - 隅」で強調した。字間左傍の線は麗のしるし。「與ぴの窓に気を脱てし蟲しをよみ、£の上に筆を容歡||を書を」(『根 
無草』後編跋)「使等宣旨奉四方四角山尋」(『今昔物語集』卷十ノ三十四) 「 Tgucuye .」「 sumi .」 (『日葡辞書』)。 
eaia 月が沈んでしまった後は、ただ明け方のほの明りが、遺愛の机の四隅を浮び上らせているばかりだ。もはやそ 
の主はこの世に居ない。 

■2 ■元禄六年八月二十九日に歿した其角の父東順を追悼した芭蕉の文「東順 伝」(『句兄弟』所収)の末尾に見える句で、 
歿後間もなく成ったものと思われる。色蕉の文は左の如し。 

老人東順は檀氏にして、その祖父江州堅田の農士竹氏と称ス。擾氏といふものは、晋子が母かたに よる ものなら 
し。ことし七十歳ふたとせの秋の月を、病る枕のうへに詠めて、花鳥の情、露を悲しめる思ひ、限りの 床の 云と 
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りまで神みだれず。終にさらしなの句をかたみとして、大乗妙典のうてなに隠る。若かりし時、医を学んで常の 
産とし、本多何某のかうより俸銭を得て、釜—魚甑-塵の愁すくなし。されども世路をいとひて名聞の衣をやぶり、 
杖を折て類を捨ッ。既に六十年のはじめなり。市店を山居にかへて、楽むところ筆をはなたず、机をさらぬ事十 
とせあまり、其筆のすさみ車にこぼる、がごとし。湖上に生れて東野に終りをとる。是必大隠朝市の人なるべし。 
この後に「入月の」の句がある。文は東順の略歴を叙し、仕官を辞した晚年の十年余は文筆に親しんだことを言つて、 
この人を「大隠朝市の人」と賛した趣である。『泊船集』には、「東順身まかりける比、！5かきて此句添遣し申されし。 
句兄弟集-一見ゆ」と注している。 

文にも句にも、東順の死を知つて色蕉の感じた悲傷の情とか追悼の意とかいうものは一切表現されていない。文に 
はその人の略歴と死の前後のさま、それに晚年の文雅の嗜好が述べられているだけで、「伝」と題した所以も分る。 
句の方は月の没したことと、後に遺された机の形のみがあらわされており、正に「人亡び物存すの風情」(『続芭蕉俳句 
研究』幸田露伴)が r 寂し」「悲し」などと言わずして味わわれるのである。その辺の感じを、小宮豊隆氏は漱石残後も 
生前と同じ位置に机が置かれていたその書斎のさまを引合に出しながら、この句について次のように述べておられる。 
……此句の「入る月の」といふ五文字からが、随分深い実感を持つて私に迫つて来る。さうして其五文字に続く 
言葉が，「あとは」である。「机の四隅」に至つては、まつたく驚嘆に値ひする。「入る月のあとは」で準備された、 
つれない、淋しい、薄暗い、うそ寒い感じは、「四隅かな」に至つて一層具体化され且拡充される。あつけない 
様な、がらんとした様な、だだつぴろい様な —— 何と云つて見ても充分云ひ悉す事の出来ない一種特別な感情が、 
此「四隅かな」に至つて、存分に滲み出て来る。何気なく云ひ放つてゐる様ではあるが、さうして割合に他所事 
を云つてゐる様な外貌を呈してはゐるが、是は恐ろしく味の深い、名句であると思ふ。(『続芭蕉俳句研究』) 

これはまことに周密な鑑賞であり、物をして情を語らしめる発句表現の一究極を示したこの句の特色をよく把えた至 
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言である。こうした表現力の支えがある為に、「入 月」 は東順の死の単なる譬喩にとどまらず、その象徴としての高 
さを獲得していると言いたい。加藤楸邨氏が、 

故人を悼む心をあらわに言い切らないで、入る月と机とによってあらわしている。こういう場合、作意が裏に 
あると二元的になりやすいものであるが、この句にはそういう分裂がない。月光が薄らいでゆく中に、何も置か 
れていない故人の机の四隅がおもむろに浮き出してくる。あの空虚なよりどころのない感じを、確かな具体感と 
して出しえており、その中におのずと悼意が息づいているのである。……「入る月」の感じが確かにつかまれ、 
そこに逝きし人への思いが寄せられている発想で、悼句としては異色のものである。 (『色蕉全句』) 

と言われたのも、悼意を*:に秘めた「物」の表現力に注目されたからである。山本健吉氏も、 

……物が存することによって人の不在がいっそう明ら〔か：一に表現される。しかもその物は「四隅」の語で表現 
されるような幾何学的図形で、円形の月の不在と対照され、それによって東順その人の不在感をいっそう強調す 
る。東順が生前、その前を去らなかった机が人を離れることで、その無機物的性格をあらわにする。その空虚か 
ら来る寂寥感が「四隅」という言葉で遺憾なく把えられている。 (『 e 蕉全発句』) 

と見ておられる。 

797行煉のけしにセまりてかくれけり S 月 s 日付麗宛去壽簡) 

幾權のせ まりて 芥子に 隱レけり <翁 草> 

秋季(行秌)。 

i 〇行秌 「げく^|」。秋の末の季語。「行く春」と同じく、去り行く季節を惜しむ気持がある。〇けしにセまりてかくれけリ 
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「芥子に迫りて隠れけり J 。 「けし」は、陰暦八月半ばに種を蒔き、冬中は間引いて菜とし、初夏に開花した後、実を 
採って料理用にする。ここは「行抹」を擬人化して、それが種蒔きを迫って促し立て、待ち切れずに芥子粒(種)の中に隠れてし 
まったとユーモラスに表現し、併せて「芥子に須弥山を隠す」という諺(極めて小さい物の中に極めて大きい物を入れる譬え)を 
利かせた。「セまりて」は、底本に片仮名を混用してある。 r 人はた V 無常の身にせまりぬる事を心にひしとかけて、つかのまもわ 
するまじきなり」(『徒然草』四十九段) rxemarr - ru , atta . 」(『日葡辞書』)。 

ai 去り行く秋が芥子の種時きを促し立てて、待ち切れずに芥子粒の中に隠れてしまったよ。 

■ E 1 I 本位句の底本とした去来書簡は、浪化の『有磯海』『となみ山』や、色蕉の手許で既に編輯が進行していた 
『続猿蓑』に関わるものとおぼしく、元禄七年と推定される。それに「御発句去年より被仰下候内」として見える句 
中にあるので、句は元禄六年九月の成立と推定されよう。『翁草』(里圃撰、元禄九年刊)の異形は、恐らく「行秌」を 
「ィクアキ」と訓んだところから出たものであろうから、去来書簡の句形の方が信憑性は高いと思う。 

「幾穐の」の形で解している注が多く、左に目ぼしいものを挙げておく。 

秋も末になり今しも秋が過ぎ行くといふ景を言つたので、秋も次第次第にせまり其秋は遂に芥子粒のやうな小さ 
いものに隠れてしまつたと理想的に叙し、尚一層誇張して啻に此秋のみならんや毎年々々数へ尽せぬ幾度の秋も 
皆な此芥子に隠れてしまふと云つたのである。蓋し仏説に須弥山が芥子の中に入るといふ事などがあるから、そ 
れ等を思ひよせた趣向であらう。(内藤鳴雪『評釈』) 

一句の意は、木の葉は紅葉になり、また木の実はみのり、稲の収獲などいろいろに多彩多事であった秋も、い 
よいよおしせまって、もうごくわずかの時となった。もう芥子粒にかくれるほどのわずかの間となってしまった 
というのであろう。幾秋を毎年毎年の秋とする説もあるが、意がわかりにくい。(岩田九郎博士『諸註評釈芭蕉俳句大 
成』) 
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「秋が迫ってきて芥子の種を蒔くときになった。芥子の種の この 小さな粒を手にとってみ ると、この 小さな芥 
子の種の中に来し方の幾秋がかくれてしまっているような感じがしたことだ」の意。 

「年ごとにもみぢ葉流す龍田川湊や秋の泊りなるらん」(古今集.秋下.貫之)などに通うおもいを、俳諧として 
詠 じたものであろう。 (加 藤揪邨氏 『芭蕉 全 句』) 

これらを見ると「幾梅」の解に無理が目立ち、この異形自体の信憑性への疑問が際立って来るように思われる。中で 
は揪邨氏の解が比較的にまとまったものと言えよう。「芥子に須弥山を隠す」という謬への言及は、大抵のものに見 
られる。 

これに対して「行抹の」の句形を本位句としたのは『校本芭蕉全集』発句篇 E (获野清•大谷篤蔵両氏校注)あたりから 
である。即ちその解は、『滑稽雑談』に「月令広義日、仲秋夜種 こ 罌粟一則花盛下子必満」とあるのに基づき、「秋のう 
ちに罌粟を蒔こうと思いながら果さず、日が押迫って秋も行ってしまったの意」となっている。これを承けて山本健 
吉氏は、 

秋のうちに芥子の種を時こうと思っていたのに早やもう秋が過ぎて行こうとしている、ということを、時こうと 
思う自分でなく芥子の実の立場から詠んだもの。芥子の実に「行秋」が促し迫るのである。「かくれけり」とは 
その秋がとうとう終ってしまった、すなわち種をまく時期を失してしまったということである。(『色 蕉全発句』) 
とまとめられた。私もこの山本説が最も拠るべきものと考える。行く秋の季節感と、それを背景にした軽い興は、そ 
れなりに分るけれども、秋が過ぎたことを、芥子と須弥山の諺に掛けたところは余り素直とは言えず、鑑賞の曇りと 
なっている。 
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观菊の花咲や石屋の石の間 <藤のき 翁草•泊船集.蕉翁句集草稿•蕉翁句* 

秋季(菊の花)。 

H 〇菊の花咲や 「菊の花咲く や」。〇石屋の石の間 「石屋の 51 の 1」。 「石屋」は、石材を加工する職人の店。その店先にごろ 
ごろしている石材の間に、菊が咲いているのである。 r 間」は、「あひだ」に同じ。「斯有んと思ひしゆへ、いしやめを詮義に事寄 
窺ふ所」(『一谷嫩軍記』第三)「冬川や木の葉は黒き岩の間惟然」(『統猿 S 下) 「 Ai . Auai . 1, ma _」 (『日葡辞書』)。 

■ M 3 石屋の店先の石がごろごろした間に、菊の花が咲いている。こんな所にも咲くのだなあ。 

■■「八町堀にて」(『翁草』)「八町堀に行て」(『蕉翁句集』)等の前書があり、『蕉翁句集草稿』には「此句自筆物に、八 
町堀に行とてと有」と注している。「八町堀」は「八丁堀」とも書き、現東京都中央区、京橋川下流の白魚橋から東 
側の川筋をいう。江戸時代には町奉行配下に属する与力.同心の組屋敷があった。この堀割はもともと慶長年間に舟 
入場として造られたもので、石材を舟で運ぶのに便であったところから、石屋が多かったのである。恐らくは深川か 
ら其処へ赴く途中、街上の所見を句にしたものであろう。元禄七年五月に成った素牛(惟然)の『藤の実』初出であ 
るから、元禄六年秋までには成っていた句と推定される。 

石屋は道路に面した前庭に石材を置いておく。そういう石のごろごろした間に、野菊が咲いているのに目を留めた 
のである。古注に、「石燈籠など切りて立置たる間に、瘦たるきくの花を見ての吟なるべし。か V る所にも時をたが 
へずして咲くは、やさしき事と也」(東海呑吐『句解 JI ) 「唯眼前の風情を出たる所にして、亦奇妙と云べ し」 (信天翁 『 S の 
底』)などとある通りであって、ただ眼前の景を写生的に描いたのではなく、潤いのない周囲にも拘らず、生命の しる 
しをあらわしている微物への感動が見える。 
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一見何の奇もないように思われるが、その淡々たる中に芭蕉のしずかな驚きが見られ、それが「菊の花咲く 
や」 という呼吸に感ぜられる。後代こうした表現があり余るほど無反省につくられているので、現代人は見逃し 
がちであるが、「咲く や」 というあたりに、呼吸を乱さぬ驚きがあり、 この 驚きは、以前のように驚きを外に放 
出するのではなく、静かな心の波立ちをたのしむ老境のすがたが見られると思う。「石屋の石の間」も写実•格 
調ともに成功している。 この 句には軽みへの志向もうかがわれる。 (『色蕉全句』} 

という加藤楸邨氏の鑑賞は周密といわなければならない。 

ものいはでた^花をみる友もがなといふは、何がし靄龜が句なり。わが草庵の 

坐右に かきつけ ゞ ることをおもひいで\ 清海泰堂氏旧蔵真蹟懐紙.松山市立 S 記念博 

物館蔵真蹟大短冊•某氏蔵真瞋大短冊.芭蕉翁 

观ものいへば唇寒し秋の風(続蕉影余韻所収真績懐紙) 遺墨集所収真蹟大短冊.凝庵小文庫•泊船 

集•草庵集.本朝文選.蕉翁句集.和漢文操. 
つのもじ•霜の葉.蕉門録•巾秘抄 

秋季(秋の風)。 

〇ものいはでた' ゞ 花をみる友もがな 「物言はで唯花を見る友もがな」。話をすることもなく黙って 唯 花を見るような友が欲 
しい、という意の発句。共に居るだけで風雅の心が通い合う友を願うのである。「物いはで石にゐる間や夏の勤(曾良ご(『曾良書 
留』)「雛ならで名乗を名乗ル人もがな(沾圃夢想ご(『翁草』)。 〇何がし靄亀 「何某 露 亀」。「靄亀」は俳人の名であるが、未詳の人 
物。「曾良何某」刖書)と同じく、おぼめかした言い方である。〇わが 草庵の坐右にかきつけ、ること 「我が草庵の坐右に書 
き付け k る事」。「坐右」は、身のまわり。身近に書き付けて飾って置き、常に見られるようにしたというのである。「座右にすと 
は、側に置といふこと」(『譬喩尽』六)「料足つ X みたる紙のはしに書つけ侍る」(『猿蓑』卷二、去来発句「つ ゞ くりも」前書) 「 caqit - o - 
uqe , uru , eta .」 (『日葡辞書』)。 〇おもひいで、 「思ひ出で上。〇 ものいへば 「物言へば , -〇 〇唇寒し 「唇寒し」。「寒し」は 
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冬の季語であるが、ここでは r 秋の風」が季語として立つ。「唇に墨つく児のす ゞ みかな千那」(『猿蓑』巻二) 「 occhibiru .」 (『日 
葡辞書』)。 

eaia 余計なことを口にした後では、秋風がそぞろ身にしみて、唇がうそ寒いような感じがするものだ。 

■■「ものいはでた V 花をみる友も哉と何某靄亀が云けむ、我草庵の坐右に書付ける事をおもひ出て」(清海泰堂氏旧蔵 
真蹟懐紙)「三 M 」 (松山市立子規記念博物館蔵真蹟大短冊)「坐右銘」(某氏蔵真蹟大短冊)「座右」(芭蕉翁遺墨集所収真蹟大短冊)「11* 
之銘\人の短をいふ事なかれ/己が長をとく事なかれ」(『色蕉庵小文庫』『泊船集』『本朝文選』『蕉翁句集』)等の前書があり、 
支考の『和漢文操』には「関ロノ聯」と題して句のみを収め、 r 評に云、此発句のはじめは、唐紙の三半なる物に書 
きて芭蕉庵の柱かくしなるを、洛の去来子が物数奇より、落柿舎の聯となせるよし。祖翁の一行物といひて、其類は 
世にまれなるべし」と付記している。 

句の成立時期について確かなことは分らないが、 r 武陵芭蕉翁」(続蕉影余韻所収真蹟懐紙) r 武陵江上散人芭蕉翁」(清海 
泰堂氏旧蔵真蹟懐紙)「東野ばせを」(松山市立子規記念博物館蔵真瞋大短冊)等の落款によれば、これらの真潰^江戸で書かれ U こ 
ことは明らかである。それに、支考が「芭蕉庵の柱かくし」と言っているのは、実見していたことに違いないが、芭 
蕉と彼との関係からして、この「芭蕉庵」が細道の旅以前のそれだった筈はなく、元禄五年五月以降の第三次草庵で 
なければならない。鶴亀なる人の句を書いて座右に置いたというのは、『蕉翁句集』が元禄四年の部に入れているよ 
うに、上方滞在中の可能性もあり、岡田利兵衛氏も真蹟懐紙の揮毫年次を、筆蹟の特徴から元禄三、四年とも推定し 
ておられる(『芭蕉の筆蹟』)。支考の「色蕉庵の柱かくし」云々は、年代の降るものでもあり、なお不確かな憾みはある 
が、それによって句が元禄五、六年の秋までに成っていたことは略々推定出来よう。『後の旅』(如 行 撰、元禄 八年刊) 所 
収、尾張の鼠弾の色蕉追悼句に、「物いへば唇さむしと云坐右の銘、今は記念となり侍/唇はなみだに氷る寒さかな」 
とあるのによれば、鼠弾は元禄七年夏最後の旅で名古屋に立寄った芭蕉にこの句を書いて貰ったようである。また、 
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播磨姫路の千山七回忌追善集『霜の葉』(享保十七年成)の元貫の序に、 

月のあか\りける夜両吟して侍けるに、京よりと云文を見れば、去来が手して、翁の句に、ものいへば脣寒し秋 
の風と きこえ 侍ければ、誠や脣うすふして歯寒しと人の嗜べ きこと にぞあめる。 この 一句にしほれ侍て、去来が 

もとへ . まうしつかは しける。 去来がかへ りに、 翁にかたり侍ければ、冬ごもりはなにはの人$とゞめな む。 

二見の浦はあけてこそ見めときこえ侍ければ、厚風が茶を好ける寂なる所に春をまちけるに、之白がもとより夢 
は枯野の一句を送けるにぞ、こしはぬけしを、…… 

とあって、ここにいう去来の文通が元禄七年の事だったのは、文の内容から見て明らかであろう。去来もこの頃は u 
めて「ものいへば」の句を知ったらしく、元禄五、六年の秋という句の成立年次を裏付ける参考資料となるのである。 
「人の短をいふ事なかれ。己が長をとく事なかれ」とは、『文選』卷二十八に見える崔瑗の「座右銘」を そのまま 引用 
したもので、鶴亀の句よりはこの方が「ものいへば」の句の内容には相応しい。『小文庫』等の前書も恐らく真蹟に 
拠ったものであろうし、これが後案と思われる。幕末期の『一葉集』は、中七を「唇さぶ し」 と表記しているが、こ 
の異同は大した問題ではない。 

この句は純粋な文学的動機によって成った句でない為に、評価は人によって区々である。鶴亀の「ものいはで」の 
句を前書にしていた段階から、人前での言説を慎む意味は含まれていたものであろう。ただそれは真向からの教訓と 
して発想され たこと ではなく、芭蕉自身の苦い経験が 裏付と してあった と 思われる。それ程この句には、身にしみる 
秋風の季感が滲透しているのである。この ことは 夙く和辻哲郎博士が、 

何かおしやべりをした後の気持がよく出てゐると思ひます。句の内容は芭蕉自身の痛切な経験から出たのでせう。 
前書は恐らく芭蕉が句に合せて後からつけたんぢやないかと思ひます。人の悪口をいつたり、人前で演説したり 
した後ではよくこんな気持になりますね。…… 






「さむし」はどうしても魂のさむさですね。しかしそれを魂のさむさなどといふ能のない言葉で云はないで 
「唇さむし」と云ひ現はすところに、ふつ くらと した味が出てくるの だと 思ひます。「秋の風」もその意味で 同じ 
やうに「魂のうすら寒さ」を表はしてゐると思ひます。つまり、秋の風に吹かれて物云ふ唇が寒い、といふやう 
な感覚的な経験をかりて比喩的に心持を現はしてゐるのでなく、「唇さむし」、「秋の風」といふ別々の、離れ離 
れの感覚的経験をかりて、その一つ一つで精神的な寒さを表現してゐるのでせう。従つてこの秋の風は、唇に感 
じられる点だけを取り出したのでなく、全身に滲み亙つてくる点を捕へてゐるのです。 (『続々芭蕉俳句研究』) 

と精しく考えておられ、志田義秀博士も、 

俳句に諷誠の意を寓する事は俳句の本道でない事は云ふまでもないが、諷誡の意を寓しながら猶文芸的性格を保 
持するものであつたら、そこに文芸的価値が認められねばならないであらう し、 又寓意は文芸を通じて許さるベ 

き事でなければならないと思はれる。 . 今この句を見ると、……秋風の季感が十分感ぜられる上に諷誠の意が 

汲まれるので、決して諷誡の意のみを叙したものではなく、諷誠の意は実に裏に潜むものなのである。されば斯 
る手法に於てのこの句は、斯る句として文芸的価値が認められてよく、而もこの種の句としては傑出したものと 
見られねばならないであらう。(『芭蕉俳句の解釈と德賞』) . 

と、かなり高く評価しておられる。 

文学として純粋なものではないが、一方どこかに芭蕉らしいところがあることも、否定できない。芭蕉は人に教 
訓のつもりでこの句を作つたのではあるまい。おそらく、あんなことを言うのではなかつたというような、苦い 
反省の中で、自分へのつぶやきとして詠んだものであろう。(『新編日本古典文学全集•松尾色蕉集 It 
という井本農一博士の見方も心に留めておきたい。座右の銘としての意味は後からつけたにもせよ、これまた芭蕉の 
意志であつた。多くの真蹟が残つているのは、その面からの需要に応えたものだつたのであろう。 
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观琴箱や古物棚の背戶の菊 物語) sf . ll.ss 
秋季(菊)。 

H 〇琴箱「コトバコ J 。 琴を入れておく箱。大きくて普段は持ち運びし ない。 また、琴の胴を指すこと もある。 「琴箱の行き所 
を見りや質屋也」(『柳多留』四編)。〇 古物棚 「フルモノダナ」。古着や古道具を商なう店。「棚」は「店」と同じ。 r 魚の店」( IV 
g ) 参照。◦背戸「セド」。家の裏門。既出 ？50 

HK 1 古物屋に大きな琴箱が置かれてあり、裏門の方には菊の花の咲いているのが見える。 

— 『蕉翁句集』には「大門通るに」と前書があり、『泊船集』には「此句は去来の物がたりにて聞侍りぬ」、『蕉翁 
句集草稿』には「此自筆物に、大門通過るにと前書有」とそれぞれ注している。「大門通」は江戸の元吉原(現東京 
都中央区日本橋人形町)の大門に通ずる道路で、現在の日本橋大伝馬町付近、古道具屋が多かったという。『蕉翁句 
集』は元禄四年の部に出しているが、江戸での晩年の作とすれば、成立時期は元禄五、六年の秋でなければならない。 
板本としては青流(祇空)の『住吉物語』(元禄九年刊か)が初出である。 

繁華な江戸の街筋を歩いていて、古物屋の店先に古雅な琴箱のあるのが目に入った。琴が入っているのか或いは箱 
だけか、それは何れでもょいが、ふと覗き込むと1尸まで見通しになっていて、裏口に菊の花が咲いているのが見え 
る。琴箱と菊と、陶淵明が無絃の琴を弾じ、菊を愛したことも®ばれて、店主の丹精もゆかしい。句はそれをスヶッ 
チした趣で、雅懐は余情としておのずから味わわれるょうに仕上げられている。「菊の花咲や石屋の石の間」 ( g ) の 
句と似ているが、それには菊の生命に対する驚きの情があった。当面の句はそれとちがって、街頭の所見を句の形に 
まとめたに過ぎない。•ただ琴と菊という風雅な取合わせが、こんな街頭風景にもあるのだと、さり気なくいっている 
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ょうなところが「軽み」なのであろう。 

深川の末五本松といふ所に船を さして 

795川上とこの川しもや月の友 (続猿費) 蕉翁句集草稿.蕉翁句集.千鳥の恩 

深川の五本松といふ處に舟をさして 
川上とこの川下と月の友(泊船集) 

秋季(月)。 

〇深 川の末五本松と いふ 所 「五本松」は、今の東京都江東区猿江二丁目の内の小名木川添いの俗称地名。古松が五本あった 
ところからの名であるが、後年には一本のみ残り、明治四十二(一九 Q 九)年頃、廃滅した。「 II 」は、はずれという程の意。深川の 
東に当る。 ( Ivg ) 参照。〇蚣を さして 「蚣をさす」は、棹で船を動かすこと。 r 舱」は「船」と同じ。「川風に一むら柳春見えて 
宗長舟さす音もしるきあけがた宗祇」(『水無瀬 三 吟』) 「Funeni sauouo sasu. 」(『日葡辞書』)。〇 川上 「ヵハヵミ」。川の上流。 
「す袅やみな川かみすめる春の水」(『宗 長手記』上 ) rcauacamr-J (『日葡辞書』)。〇 この川しもや 「吧の illftTk や」。「川しも」は、川 
の下流。作者の位置は「川しも」に在り、それを「この」と強調した 〇 r や」は、詠嘆の切字 〇 「此川下、岩 落と 申す 所を通り候 ひ 
しに」(謡曲•「鵜飼」)。〇 月の友 月見の仲間。既出五娜)。 

SM 船に棹さして船上の月見と洒落ているのだが、我々の居るこの川下同様に、川上の方でも月を見る風雅の仲間 
が居るのだなあ。 

■1 ■『続猿蓑』の前書にょれば、江戸での作であり、元禄七年秋には上方に在ったので、元禄五、六年の秋の作と 
推定される。『泊船集』の句形は切字がなくなるし、孤立した所伝ゆえ信じ難く、『蕉翁句集草稿』にも「違也」とあ 
る。 
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小名木川の上流葛飾の阿武には親友山口素堂の庵があった。この句の「川上」は恐らく素堂を思っての言葉で、良 
夜に風雅の友を求める気持を託しているのである。川下には杉風の庵があると、両者を思ったとする解もあるが、 
「この川しも」は、色蕉の現在居る五本松あたりと見るべく、上下両方に思いを馳せるという説は採らない。「月を友 
とする」と解するのは誤りであろう。『御傘』に「月の友人倫也。……月を友、人倫にあらず」とあるように、「月 
の友」と「月を友」を混同してはならない。「月の友」とあれば「月見を共にする風雅の仲間」即ち人倫とするのが 
基本である。一筋の川の流れの上と下で、風雅の隠士が月見をする興が、はずんだ調子に流露した「軽み」の句であ 
る0 

fs 水亭にて 

796影待や菊の香のする豆腐串(杉丸太) 

秋季(菊)。 

H 〇 岱水亭 「岱水」は、姓氏俗名、歿享年等未詳。芭蕉庵の近隣に住んで：，た蕉門俳人である。初号苔翠。句は貞享四年の 
『続虚栗』(其角撰)に初めて見える。「深川八貧」 (n 557 頁)の一人で、元禄五年の第三次芭蕉庵建設にも尽力した。宝永元(一七〇四) 
年、色蕉の『更科紀行』を含む『木曾の谿』を撰した。〇影待「ヵゲマチ , -〇正月、五月、九月の吉日に人々が集まり、徹夜して 
日の出を拝する行事。ここは下に「菊の香」とあるから九月の場合である。「月待」 ( Ivg ) 参照。「五月十四日の夜はさだまつて！! 
待あそばしける」(『好色五人女』卷三ノニ)。〇菊の香のする豆腐串「菊の香のする豆腐串」。「豆腐串」は、田楽豆腐などを青竹の 
串にさしたのをいう。それにも菊の香がするといって季節を利かせたのである。 rcuxinisasu .」 (『日葡辞書』)。 

Baa 菊咲く頃の影待では、おもてなしの豆腐に刺した串までも、菊の香りがすることです。 
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ii 初出の『杉丸太』(佐越撰、宝永二年成)は筑後久留米の撰集で、野坡の指導下に成立した俳書である。江戸に於け 
る秋の句なので、元禄六年の秋までには成っていたものと思われる。 

「月待」と「影待」を混同した解が多いが、月を拝むのと日を拝むのと、両者は別の事である。しかし、何れも信 
仰行事から発して遊楽化したものである点は変りがない。岱水亭の影待に招かれて一夜を過すもてなしに田楽豆腐な 
どが出たのであろう。「酿の竹を取敢ず串に削」(杜哉『蒙引』)ったものかどうかは知らず、その竹串までも菊の香がす 
るといって、挨拶の意を表したのである。もてなしの料理と傍らの菊の鉢を両つながら賞した巧みな即興で、「菊の 
香」の雅に「豆腐串」の俗を配した軽みの工夫も見える。 

塔山產業の爲に江府に居る事三月、予はかれが朝寐をおどろかせば、かれは予 
が霄寐をた、きて方寸をくみしり、寐食をともにしたる人に似たり。けふや故 
鄕へ歸るを見おくらんと、杖を曳てよろぼひ出たるに、秋の名殘もともにおし 
まれて 

观むさし野やさはるものなき君が笠 C 続寒菊)枯— 

雑。 

1 M 〇塔山 riIJUf 」 と書くのが正しい。美濃大垣の蕉門俳人。既出 ( ml 前書)。業この語を中世-近世期に於いては、現 
代通用の生産業という意味とはちがって、生きて行く為の「生業」の意に用いた。音読すれば「サンゲフ」、訓読すれば「スギハ 
ヒ」 r ナリ ハヒ」 であって、ここは「スギ ハヒ」 と訓まれることが多いが、よみ方は確定し難い。〇江府に居る事三月「江府に居 
る# 15 *^?」。「江府」は、江戸のこと。咯山が生業(恐らくは商用)の為に江戸に三箇月滞在していたのである。文の末尾に「秋の 
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名残もともにおしまれて」とあるから、嗒山は七、八、九月の秋の間江戸に居たものと思われる。「必人にさたすべからずと、江 
府より書贈り給ふ」(『去来抄』同門評)「餅つきや内にもおらず酒くらひ李下」(『あら野』卷五 ) 「ounxi manza sureba , x 6 jin 
vorazu .」 (『日葡辞書』)。 〇予はかれが朝寐をおどろかせば 「予は彼が朝寐を驚かせば」。私は彼(嗒山)の朝寝をしているところ 
を訪ねて目を覚まさせると、の意。前にも「嗒山旅店」 ( ml 前書)とあったように、嗒山は深川近くの宿屋に泊っていたのであろ 
う。芭蕉庵の近くでないと、ここに見えるような頻繁な親交は出来なかったと思われる。「かれが」の「が」は所有格。「あるじと 
する物は久米之助とて、いまだ小童也。かれが父俳諧を好み」(『おくのほそ道』)「朝寐する人のさはりや鉢鼓文潤」(『あら野』巻 
八)「をやまだのいほちかくなく鹿の音におどろかされておどろかす哉」(『山家集』上) 「 care . 」 「 Asse . 」 「 vodorocaxi , su , 
aita .」 (『日葡辞書』)。 〇かれは予が霄寐をた、きて 「彼は予が霄寐を敲きて 1 - o 「霄寐」は、早くから寝ること。「霄 J は「霄」の 
略字で、「宵」に同じ。「た k く」は、戸を敲く、訪ねて来る意。彼(嗒山)の方は夜芭蕉が早寝をしているところへ訪ねて来て。 
前の「予は……おどろかせば」と対句になっている。「霄寐がちに朝をきしたるね覚の分別なに事をかむさぼる」(「閉関之 説」) 「応 
<といへどた k くや雪のかど」(『去来抄』同門評)。〇 方寸をくみしリ 「方寸を酌み知り」。「方寸」は、人の心中の考え。「方寸」 
は元来「一寸四方」の意で、心が胸中方寸の間にあるところから、「心」「考え」の意を生じた。ここの「方寸」は両者お互いの考 
えとしても通ずるが、主として俳諧に対する芭蕉の考えを意味すると見たい。それを嗒山が酌み取って領知したというのである。 
「江山水陸の風光数を尽して、今象潟に方寸を責」(『おくのほそ道』)「常に芭蕉の軒に行かよ ひ、 瓦の窓をひらき、心の泉をくみし 
りて」(『炭俵』素龍序) 「 F 6 sun .」 (『日葡辞書』)。 〇寐食をともにしたる人に似たり 「寝食を共にす」は、寝所と食事を共にして共 
同生活をすること。二人は同居していたわけではないが、宛かも共同生活をしているようだった、という意。「寐」は音「ビ」。 
「寝」と意味は同じでも別字であって、「寐食」という漢語はない。「寐」を「寝」の略字のように扱っているのである。ここは 
「幻住庵記」の「や-'病身人に倦て、世をいとひし人に似たり」と言い方が似ている。「御在唐七箇年ノ間寝食ヲ忘テ顯密ノ奥義ヲ 
究メ給 ヒテ」 (『太平記』巻 十五) 「 XOCU.J ( 『日葡辞書』)。 〇けふや 「今日や」。「や」は間投 助詞。 〇 故郷へ帰るを見おくらんと 
「 I 郷へ帰るを見送らんと」。嗒山が故郷の大垣へ帰るのを芭蕉が見送ろうと。「故郷」は既出(1§)。「フルサト」とも訓める。 
なお、 (n4i < s ) 参照。 〇杖を曳てよろぼひ出たるに「杖を曳きてよろぼひ出でたるに」。杖を ^ きずってよろよろと芭蕉庵の門口を 
出たところ。「杖を曳く」は、逍遥散策することをもいうが、ここは文字通り杖を曳きずるようにして出掛けるさまを描いた表現 
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で、「よろぼひ」の語にも、足許のおぼつかない老身の様子が出ている。•「つえをひく事僅に十歩」(『冬の日』杜国発句「つ k みかね 
て」前書)「聱共孫共縁きれたか情なやとよろぼひ出」(『鑓の権三重帷子』下) 「 Yoroboi , 6, 6 ta .」 (『日葡辞書』)。〇 秋の名残 もともこ 
おしまれて 「秋の名残も共に惜しまれて , -〇嗒山の名残と共に、あたりの景色から、去り行く秋との名残も惜しまれる、というの 
である。「おしまれて」は自発。「お」は「を」の仮名ちがいである。「名残惜しむ」は既出 ( nl 前書)。「さすがに春の名残も遠か 
らず」(「幻住庵記」)。〇 むさし野 「武蔵野」。今の東京都と埼玉県にまたがる平野。広くは関東平野をいう。既出 (17450 〇 さは 
るものなき君が笠 「障る 物 無き君が笠」。「君」は嗒山を指す。笠を着た貴方の旅姿を見送る我が目に、見る妨げになるものは何 
もない、の意。名残を惜しんで何時までも見送る作者の眼ざしが思われる。「さはるものな き」 には、嗒山が障りな く 無事に故郷 
への旅を終えられるように、という意味も籠められている。「月かげばかりぞ、やへむぐらにもさはらず、さし入た る」 (『源氏 物 
語』桐壺 ) 「sauariuo sum .」 (『日葡辞書』)。 

ESH 秋も末の武蔵野は見渡す限りうら淋しい。笠を着た貴方の旅姿を見送る我が目に、見る妨げになる物は何もな 
く、何時までも姿が見えることだ。 

■ S ■芭蕉在世当時の古集には見えず、遥かに時代の降る『続寒菊』(杏廬撰'安永九年刊)初出の句であって、『枯野集』 
(屋烏撰、文政二年刊)には、伊予大洲藩浮舟所蔵の真蹟によって収められている。文章には紛れもない色蕉その人の特 
色が現われており、信憑性の高いものである。雑の句なので、季節の面から年代を知る手掛りに乏しいが、前書に 
「秋の名残もともにおしまれて」とあり、それと「塔山産業の為に江府に居る事三月」と冒頭にあるのを参照すれば、 
嗒山は七、八、九の三箇月にわたって江戸に滞在していたと見られ、その間色蕉もずっと深川に在庵していた時でな 
ければならない。更に「杖を曳てよろぼひ出たるに」という老身を思わせる表現は、貞享期の芭蕉ではあり得ないと 
すれば、どうしても元禄五、六年の頃に絞られて来るであろう。姑くこの両年のうち何れかの九月末の吟と見ておく。 

広々と果てしなくひろがる武蔵野は、「むさし野は草のは山もしもがれて出づるも入るも月ぞさはらぬ」(家隆『壬二 
集 b と詠まれ、「むさし野は月の入るべき山もなし草より出でて草にこそ入れ」(『扇の草子 JI ) といった著名な俗歌もあ 
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る。折から秋も末とて草木は末枯れて、原野には遮る物もなく、旅人の笠が何時までも視界から消えないのを「さは 
るものな き」 と表現して名残を惜しむ情を託し、また恙ない旅路を祈る意を兼ねさせたのである。「さはる」に「触 
る」 を掛けて末枯れの季節を暗示したという見方もあるが、「障る」に病気や故障を掛けたとするだけでよいのでは 
あるまいか。句の季語について『校本芭蕉全集』第二巻では、右の俗歌によって「月を隠して秋季の心をもたせたも 
のか」としているが、必然の論ではないようである。 


野馬と云もの四吟に 

金屛の松の古さよ冬籠り？月丸日付許1ハ宛書簡) 


霜月八日付荊口宛書簡.炭俵.続五論•泊船集 
書入•入日記 

泊船集.三冊子•蕉翁句集 


金屛に松のふるびや冬籠り g — . 

金屛の松もふるさょ冬籠 g 蕉庵小文庫) 

金屛の松のふるびや冬籠一陸奥衞> 

金屏風の松のふるびや冬籠 <蕉翁句集草稿) 

冬季(冬籠り)。 

_〇野馬と云もの「|5厝と 5'- ふ者」。「野馬」は、志太氏、後には竹田氏。名は弥助。越前福井の出身で、江戸に出て越後屋に 
奉公し、両替店の手代を勤めた。俳諧は初め其角の指導を受け、貞享四年の『続虚栗』に発句十句が見えるが、数年の空白期の後、 
元禄六年秋頃から色蕉に就いて再出発した。翌七年には孤屋.利牛と共に『炭俵』を撰し、俳壇に名を馳せた。「野坡」と改号し 
たのもこの頃である。宝永元 ( Is 四)年大坂に移り、西国筋に屢々行脚して一門の勢力を扶植した。蒸門十哲の一人に数えられる 
が、句風は平俗である。元文五(一 sS 年正月三日残、享年七十九。〇四吟「シギン」。四人の連衆にょる俳諧の付合をいぅ。 
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「三吟」 ( Ivg 前書)参照。この四吟の俳諧は今伝わらない。〇金屏「キン ビヤゥ」 。地紙に金箔を置いた屛風。「金屛のかく やくと 
してぽたんかな(蕪村ご(『新花摘』) renbo ;.」 (『日葡辞書』)。〇松の古さよ「松」は「金屛」に描かれてあるもの。それが年代 
を経て古びを帯び、雅味が感ぜられるのが「古さ」である。〇冬籠り寒さを避けて籠居する冬の生活をいう季語。既出 (n 325 等)。 

ia 冬籠りする一間には松を描いた金屛風が立ててある。その松の蒼古な趣がゆかしいことだ。 

I 底本とした十月九日付の許六宛書簡は元禄六年と推定されるもので、句はその十月上旬に成ったと推定される。 
翌七年刊の『炭儀』の素龍序には、 

此集を撰める孤星.野坡.利牛らは常に色蕉の軒に行かよひ、瓦の窓をひらき心の泉をくみしりて、十あまりな 
、の文字の野風をはげみあへる輩也。霜凍り冬どの X あれませる夜、この二三子庵に侍て火桶にけし炭をおこす。 
菴主これに口をほどけ、宋人の手亀らずといへる薬是ならんと、しの-!折箸に煻のさ、やかなるを、竪にをき横 
になをしつ M 、 金屛の松の 古さよ 冬籠と舌よりまろびいづる声の、みたりが耳に入、さとく もうつるう のめ鷹の 
めどもの、是に魂のすはりたるけにや、…… 

と、句の成った際の模様が述べられている。恐らく野坡の発企で右の三人が芭蕉庵に会し、庵主と共に付合をしたの 
であろうが、その発句として詠まれたのが当面の句である。土芳の『三冊子』には、「この句、はじめは、山を画て 
冬籠り也。後直し也」(赤雙紙)とあり、『蕉翁句集草稿』には、「屛風には山を画て冬籠 J S572 ) の句と並べ掲げて、 
是金屛の松は炭表の句也。山を絵書は、いがの平仲が宅にての吟也。炭表は後の事なれば、画の句を直して松と 
は成るか。猶二句の箸か、覚束なし。先、金屛の松一句にして置侍る也。^ 1 _ 2 §|;^ 25 。 

と考証している。元禄二年冬伊賀での「屛風には」の句を直して「金屛の松」の句としたかという土芳の推測は恐ら 
く正しく、前作の趣向を踏襲しつつ、新たな句に仕立て直したのであろう。ただ、土芳が『笈日記』の句形を本位句 
としたのは、『炭俵』が序の中での引用なので、その他の板本初出として『笈日記』に拠ったものかと思われる(「金 
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屛風の」は衍字)。『陸奥衞』も基本的には『笈日記』系で、当面の句の異同を考える場合には、『笈日記』の句形が 
一番の問題である。しかし、これに確たる根拠があったとは思えず、うろ憶えなどによる杜撰の疑いが強い。二通の 
真蹟書簡と『炭俵』が一致する句形が唯一信頼すべきものであろう。 r 屛風には」の前案と別の扱いにするかどうか、 
土芳は迷っているけれども、「山」と「松」と異なる上、表現もかなり異なるので、本書ではそれぞれ一句の扱いと 
した。 

支考の『続五論』(元禄十二年刊)にこの句を引いて、 

金屛はあた-■かに、銀屛は凉し。是おのづから金銀屛の本情なり。……金屛銀屛のうち出たる本情は、貴品高家 
の千畳敷とおもひよるべし。それを松の古さよといはれたれば、蝶つがひもはなれぐに兀か k りて、ばせを庵 
六.田宜敷のふゆごもりと見え侍るか。是風雅の淋しき実なるべし。金屛のあた、かなるは物の本情にして、松の古 
さよといふ所は、二十年骨折たる風雅のさびといふべし。 

と述べてある。支考はこの「金屛」を芭蕉庵中の趣と見ているが、如何にこわれかけた物にもせよ、金屏風は芭蕉庵 
に相応しくあるまい。思うに、元禄二年冬「屛風には」の句が成った伊賀の平仲という人の家が富裕だったのであっ 
て、四年後にふとその趣が脳裏に浮び、「金屛の松の古さよ」の句案となったのではあるまいか。それを訪れて来た 
野坡らに示したところ、これを発句に付合をすることになった。そう考えれば、この句に挨拶の意がないのも納得が 
行く。兎に角この句の「金屛」は、けばけばしい趣のものではない。古注に「誠に古法眼が墨絵の松、年ふるにした 
がひ、松風の声音信る X かと、木かげに冬籠りの人ゆかし」(東海呑吐『句解 JI ) とあるような、蒼古な絵の趣がこの句の 
眼目である。その金屛を部屋に置いて冬籠りする人までがゆかしく傯ばれる「寂び色」の世界といえよう。 
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素堂菊園ュ遊びて 

十月九日付許六宛書簡.芭蕉庵小文庫•続猿 

观菊の香や庭にきれた る 沓の底(真蹟扇面) 

蓑.篇突•泊船集•入日記•蕉翁句集.青ひさ 

♦こ 

素堂菊宴 

菊の香や庭に切たれ杳の底(霜月八 H 付荊口宛書簡) 

菊の香や庭にきれたる杳の尻 (五月十四日付色蕉宛去来書簡) 

秋季(菊)。 

1^1 〇素堂菊園「ソダゥキクヱン J 。 葛飾阿武にあった素堂の隠宅の菊を植えた庭。〔考1_1に引用する馬莧の発句に見えるように、 
菊畠があったのである。貞享五年九月にも、素堂は知友を会して菊の宴を開いたことがあった。 ( ng ) 参照。〇 きれたる沓の底 
「切れたる沓の底」。この r 沓」は履物という程の意。『続猿蓑』に「履」となっているのは、やや唐めいた字を宛てたまでで、「ク 
ッ」と訓むことに変りはない。その「底」といったのは、裏返しになっ- C いるさまをあらわしたのである。「鞋底魚うしのした 
一名くつぞこ……江戸にて舌びらめと呼」(『物類称呼』二) rsoco .」 (『日葡辞書』)。 

BS 113 菊の香の漂う庭先に、すり切れた履物が底を見せて裏返しになって いるよ。 

■2 ■「前書きれてみへず」{『色蕉庵小文庫』)「元禄辛酉之初冬九日素堂 菊 園 之 遊/重陽の宴を神無月のけふにまうけ侍 
る t は、その比は花い まだめ ぐみ もやらず、 菊花 ひらく 時則重陽といへ るこ、ろにより、 かつは展重陽の ためしな き 
にしもあらねば、なを秋菊を詠じて人^-をす X めら れ ける 直にな りぬ」(『続猿蓑』)等の前書があり、許六宛書簡に 
も 真蹟扇面と同じ前書が見える。『続猿蓑』の「元禄辛酉」は「癸酉」の誤りで、即ち元禄 六年十月九日の吟と知ら 
れる。九月九日の重陽の節には 菊の 荅が まだ 開かなかったので、蘇東坡の文 (『蘇東坡詩集』卷六「江月五首」の引) に 「菊 
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花開時乃重陽」とあり、また「展重陽」(国忌等によって宮中の重陽の宴が繰り延べになること。村上天皇の天暦期 
に例があったという)の例もないわけではないので、一月おくれの雅遊を催し、暦の上ではもう冬ながら、秋菊を句 
に詠ずることにしたのであった。『続猿蓑』には芭蕉の句の後に、 

柚の色や起あがりたる菊の露 其角 
菊の気味ふかき境や藪の中 桃隣 
八専の雨やあつまる菊の露 沾圃 
何魚のかざしに置ん菊の枝 曾良 
菊畠客も円座をにじりけり 馬莧 

柴桑の隠士無絞の琴を翫しをおもふに、菊も輪の大ならん叟をむさぼり、造化もうばふに及ばじ。今その菊 
をまなびてをのづからなるを愛すといへ共、家に菊ありて琴なし、かけたるにあらずやとて、人見竹洞老人 
素琴を送られしより、是を夕にし是を朝にして、あるは声なきに聴き、あるは風にしらべあはせて、自ほこ 
りぬ 

うるしせぬ琴や作らぬ菊の友 素堂 

という 句文があり、これらの人々 が 会した ことが 知られる。句の異形のうち、荊口宛書簡の「切たれ」は芭蕉自身の 
誤筆、去来書簡の「沓の尻」も杜撰であって、真蹟扇面の句形に疑いはない。 

風雅な「菊の香」と、「きれたる沓の底」の対照が俳諧で、一見無造作な句作りながら、 

不図庭を見ると切れたる草履の底が打捨て x ある、菊を愛する為に常に園を往来してかく草履を切つたのであら 
うが、其れを無頓着にもかく取片付けもせぬのは、風流人の面目が表はれてよいと、素堂の性格を称へたのであ 
る、……(『芭蕉句集講義』角田竹冷説) 
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と 見れば、主人への挨拶の意も籠め たこと になる。「沓」「履」等の字を用いてはいるが、実際は市井常用の草履か 庭 
下駄であろう。その辺に雅中に俗を生かす晩年の工夫が見える。 

古將監の古實をかたりて 

層 月 やその鉢木の日のした 面(翁草) 

冬季(冬の月)。 

i 〇古将監の古実 「古将監」は、能楽シテ方宝生流八世の家元重友のこと。服部氏で、将監と称した。蕉門俳人沾圃はその三 
男である。貞享二年八月十三日歿、享年未詳 ( Ivg 前書参照)。「古実」は「故実」に同じ。後世の典例となるべき仕きたりのこと 
である。重友は従来宝生流になかった獅子舞や乱拍子を案出して、世に古将監と称されたというが、 ここの 「古実」が具体的に ど 

ういうことを 指す かは、なお詳らかでない。 r 古実」の語は『日葡辞書』に rcoxF . Coxitno jin . J とあって cojF 」 はな 

いが、『下学集』は「古実」と濁っている。「凡いまの条之くふうは、初心の人よりは、猶上手にをきてこじつくふうな り」 (『風姿 
花伝』第五)。 〇かたりて 「語りて」。芭蕉の発句に脇を付けた沾圃との間で話題になったことをいう。 〇月や 「月」は本来秋季 
であるが、この句は十月の作で、且つ下の「鉢木」の謡曲が十二月の演目であるところから、冬の月と見られる。だからこそ以下 
の付合に冬の句が続いているのであろう。「や」は詠嘆の切字。こういう切れ方は珍しい。 〇その鉢木の日のした面 「その」は、 
古将監の 「 L た面」であることを強調した表現である。「鉢木」は、最明寺時頼が廻国の途次、 上 州佐野の零落した武士佐野源左 
衛門尉常世の家で雪の一夜を過し、愛蔵の鉢木を焚いてもてなされた話を脚色した謡曲。それを古将監が演じた日が「鉢木の日」 
である。「した面」は r 直面」の訛転といわれ、シテが面をつけない素顔で演能すること。江戸訛りでは 「ヒ」 が 「シ」 に変るこ 
とがあるが、伊賀出身の芭蕉の言い方とは思えない。『翁草』板下の誤りであろう。現在物の男ジテである「鉢木 j の能は、直面 
で演ぜられる。 

1月が如何にも美しい。古将監在世の頃、「鉢木」を演じた日の、素顔をあらわした俤が傯ばれることだ。 



309 元禄六年 


i 『翁草』 (里圃 撰、 元禄 九 年刊) には、色蕉 のこの 句を発句として、 

旅人なればおりからの冬 沾圃 
水鳥等廻文のむらに来て 其角 

という三物が収められている。沾圃との関係からして、元禄五、六年江戸で詠まれたことは確かであるが、成立時期 
については、『校本芭蕉全集』第五卷(中村俊定氏校注)の説が注目される。元禄六年十月九日素堂の菊園の雅会で詠ま 
れたものと見るのであって、前の句の条で記したように、この催しは九月九日の重陽の節供を一月繰り延べた会であ 
った。沾圃.其角両人はこの席に顔を出しているし、当面の付合で発句が月の句でありながら、脇.第三が冬の句で 
あるのも、重陽を冬にまで延ばしたことへの配慮だったかと推測される。これについては、 

脇句は必ず発句の季に合せる規則であるから、沾圃が冬の句を付けたのは、発句を冬と見なしたのであろう。 
「月」だけでは秋だが、謡曲『鉢の木』に雪景色が籠められているから、「鉢木の日」で冬季となる。ただし冬の 
句は二句続きまで許されるのだが、第三も「水鳥」で冬の句になっているのは、発句の冬季が句の表面に季語と 
して現れていないので、冬季の三句続きにはならぬとしたものか。この発句の季如何、第二第三に冬の句を用い 
ることの可否については、芭蕉もいろいろ考えた末、このように裁断したものと思う。(『芭蕉全発句 b 
という山本健吉氏の説もあり、私見としては、〔語釈〕で述べたように、「鉢木」の曲との関係で冬の月になると考え 
ている。冬季発句の場合、第三まで冬が続くことはその例に乏しくない。発句を秋とすれば、秋を一句で捨てて冬を 
付けるというのは異例のことであるから、連衆がこの場合どう考えていたかが問題になるけれども、これらについて 
の確たる資料はないから、推測するとすれば、前記した十月に重陽を祝うということと関連づけるのが、可能性の高 
い事となろう。何れにせよ、この場合に限った特殊の処置と思われる。 

句意は、 
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「かつて古将監が『鉢の木』を演じた日、その直面に冬の月が さしていた 能舞台の さまが、いま その 日の ょう 
にあざやかに思いだされる」という意。 

「その鉢の木の日の」というところに、かつて古将監が鉢の木を演じた日のことが思いだされて、それを今、 
さしている月から思いやつているものであろう。 (加藤锹邨氏『色蕉全句 b 
と解される。重友の生前に、芭蕉は彼の舞台を見たことになるが、全体が想化に成る句とすれば、見たかどうかは問 
題にならぬ。沾圃らとの話題につけて古，将監の舞台を賞めた挨拶の句で、シテの直面の際立った印象と共に、この 
「月」には幽玄の趣があると言いたい。 


神無月廿日ふか川にて卽興 

棚振賣の臈あはれ也袅びす講 t — 


霜月八日付曲翠宛書簡•藤の実.五月十四日付 
芭蕉宛去来書簡.陸奥衝.泊船集.蕉翁句集 


冬季(袅びす講)。 

〇 神無月廿日 「カミナヅキハツカ」。陰暦十月二十日。「重陽の宴を神無月のけふにまぅけ侍る t は」(『続猿蓑』下、芭蕉発句 
「菊の香や」前書) 「 caminazzuqi . jiiguachi.J (『日葡辞書』)。〇ふか 川 「深川」。深川の第三次芭蕉庵を指す。〇振 売の II rM 
売」は、売物を手に下げたり担ったりして、その物の名を触れながら売り歩くこと。「腸」は「雁」に同じ。霜月八日付曲翠宛書 
簡に「腸」、『藤の実』には「雁ン」と表記してあり、「ガン」と音読すべきである。「カリ」では「振売」に相応しくない。既出 
5 似)。「鈴菜かも持ふりぅりの初若菜長好」(『毛吹草』卷六)。〇 あはれ也 rf 及れ％ , -〇〇系び す講 十月二十日に商家 
で家業の繁昌を祈って福の神の夷 (14 参照)を祀った行事。酒肴を設けて親類や取引先を招き、神前で戯れの売買をして高値を 
つけて縁起を祝った。「袅びす」の仮名遣は「えびす」でょぃ。「制心美配講册^0。商人」(『毛吹草』卷二、誹諧四季之詞十月条)「……和俗 
の商賈の輩殊に此神を市に崇め祭る也。就 x 中毎年今日夷講と称して商家に悉祭り、酒飯魚肉を調て客を饗す。摂州大坂には正月 
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十日夷を専一として、十月廿日略 VN 。 京都には今日を専一にし、十日夷の沙汰なし。総て此神を十月廿日に祭る事、是いにしへ 
の市の日取なりといへり。又別に神縁のある事にや、可/考」(『滑稽雑談』)「恵比須講鶩も鴨に成にけり利合」(『続猿蓑』下)。 

Eaia 今日は夷講とて町は賑わっている。呼び売りして行く商人の棒先に吊された雁の姿が何とも哀れだ。 

■ ■元禄六年と推定される霜月八日付曲翠宛書簡(真蹟の写しが伝存)にも、「頃日漸寒に至り候而、少し云捨な 
ど申ちらし候」として「鞍つぼに」 ( WS 05) の句と共に書かれているので、六年十月の作と確認される。『炭俵』には 
この句を発句として、野坡■孤屋•利牛ら一座の歌仙が収められており、夷講の日に撰者三人を会した席での即興吟 
なのであった。 

「雁や雁」などと街中を売って歩く物売りの声が耳に入って、ふと成った即興であろう。 

恵比寿講の時には多くの商人が宴席を張るので、雁なども店で売るのみならず、町々をあちこちとふり売をして 
歩行く、其処を見て振売をしてゐる雁は如何にも哀れげに見ゆる、此の恵比寿講の頃には、と言つたので、雁が 
首うなだれて行商人に提げられてゐる様ぢや。又一歩す、めて夫れをあてもなくふり売してゐる商人もあはれ尚 
又た周囲の寒げな景色もあはれに見えるとしても好い。(内藤鳴雪『評釈 fc 
という解は、ょく委曲を尽している。和歌などで普通とり上げられる来る雁帰る雁の旅のあわれではなく、捕えられ 
て振売りされる雁は、俳諧眼の新たな発見であり、市井の日常の中に詩趣を探る「軽み」の志向にも適っている。 
「あはれ也」は、打ち見たところ雁のみのあわれではあるが、■それを売り歩くしがない「振売」にも勿論「あはれ」 
はあって、それにおのずから思い及ばせるょうな句柄なのである。加藤楸邨氏は、 

『白氏文集』には、旅雁が捕えられ、市で売られているのを r 江童持ド網捕将去、手携入/市生売 VN 」 とう 
たっているが、これが遠く芭蕉の胸にひびいていたものかもしれない。(『色蕉全句』) 

と推測しておられる。 
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平生は悠々と空を飛んでいるのに、死んで振り売りの男に売物にされている雁があわれげであるというのだが、 
雁はかなり大きな鳥であるから、死んでだらりとしたさまが、見る人に痛ましい感じを与えるのである。ま」こ、 
空飛ぶさまを平生なつかしい気持で仰ぎ見、詩文でも読んでおり、自分でも句に作っている鳥が、売物にされて 
いることにも、あわれを催したのであろう。しかも、にぎやかな夷講の日であるだけに、一層あわれである。だ 
から「あはれ也」は、直接には「厲」であるが、寒空の下の振り売りの男のあわれさにも、おのずから響いてい 
る。そうしてまた、周囲がにぎやかな、お祭気分であるのに、そのにぎやかさに浸りきれない芭蕉の目が「あは 
れ J をとらえたのである。だから「あはれ」はまた色蕉の心情でもあろう。……ただし、この句は日常的な素材 
をさらっと受けとめている句で、深刻ぶったところはない。それがこの頃の芭蕉の g ' かの作風である。 (『新編日本 
古典文学全集•松尾芭蕉集 1』) 

という井本農一博士の説も、行き届いた見方である。 

表びす講酢賣に拷着せにけり繞猿蓑} 泊船集 

表びす講酢賣にはかまきせにける(色蕉庵小^><庫) 

恵比須講酢うりに袴着せてけり(蒸翁句集) 

冬季(袅びす講)。 

^8^〇系びす講前の句に既出。「袅」は「え」の仮名ちがいである。〇酢売「スゥリ」。酢を売り歩く行商人。 r 罷出たる者は、 
都にかくれもなきすうりにて候」(狂言「酢薑」)。〇袴着せにけリ「持着せにけり」。拷をつけさせたことだ。「着せにけり」の主 
語は「至びす講」であろう。「祷」は既出7淑)0「猿に小蓑を着せて誹諧の神を入たまひければ」(『猿蓑』其角序) 「 Qixpgeru .」 
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(『日葡辞書』)。 

HEa 商人の祭の夷講とて、しがない酢売りまでが袴などつけている。夷講が酢売りに袴を着せたわけで、何ともお 
力し-> 

I 十月二十日の夷溝の句は、元禄六年冬以前の成立でなければならない。賑わう町中の行商人に目を留めたとこ 
ろは、前の「振売の」の句と似ており、晩年の江戸に於ける作であろう。『蕉翁句集』が元禄四年の部に入れた根拠 
は詳らかでない。 

句形の異同については、『続猿蓑』にも刊行までに支考の手の入つた疑いはあるが、芭蕉親撰ともいつてよいその 
成立事情からして、その句形が最も尊重されなければならない ことは 当然である。ただ、『小文庫』の「きせにける」 
だと、道化た調子が「けり」よりも強く出るように思われる。『蕉翁句集』の「着せてけり」は伝写の間の誤りであ 
ろう。 

古注以来「袴着せにけり」をまともに取つて、夷講の遊興の席で酢売りに袴をつけさせて「酢薑」の狂言の真似 
事などさせたと見る説が多いが、正鵠を得たものとは思えない。中では、 

此吟は大商人の夷講を賀したる即興成べし。何か大相に径庭き振舞、誠に出入の小商人迄も、袴引懸て来る有 
様異 > 敷風情を述たる興味成べし。 

酢売と限り見るべからず。常に袴不：^着者迄も、今日はとて破れ跨引ずりて阿容り集る頑人の心時風町家のなら 
ひと云べし。(信天翁『笈の底』) 

という解が、比較的よく句の内容をとらえているようである。何も遊興の席でなくともよい。普段酢売りをしている 
男が、鹿瓜らしく袴をつけて歩いているのは、夷講の日に出入りの御店に挨拶にでも行くのだなと興じているのだ。 
そして、句の表現は文字通り「夷子講が酢売の様なものにまで袴を着せたの だ」 (『続 芭蕉俳句 研究』 小宮豊隆 氏)と解して 
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よく酢売りが夷講という祭の日とあって、普段とはちがった格好をしているのを面白く言い做していると見られる。 
「酢うりは小商ひのもので、二文三文の職業である。それを恵比寿講の盛んな賑ひの中へ入れて袴を着せて興じてゐ 
るのである。狂言が籠つてゐる」(同右、幸田露伴)というのも確説であろう。前の「振売」の句と同類の趣向ながら、 
表現に興じた調子を出している。前者が「あはれ」の句ならば、後者は「をかし」の句である。 

卿初時雨初の字を我時雨哉(粟津原) 蕉翁句集 
冬季(初時雨)。 

awm 〇初時雨「ハッシグレ」。〇初の字を我時雨哉「概の！ h を a h が^!哉」。私の愛する時雨の中でも特に「初」の字の付くそ 
れを賞翫する、 という 意。それに「お初にお 目に か、 る」という 挨拶を含めた。 (1 70) 参照。 「 II .」(『日葡辞書』)。 

お初にお目にかかります。折柄の初時雨。私の愛する時雨の中でも、特に「初」の字の付くその風情を賞翫し 
て措かないのです。 

■31 芭蕉十七回忌追善集『粟津原』(桃隣撰、宝永七年刊)所収一蜂の句の前書に、「其翁或かたへ伴ひし比、初てなれ 
ば、初時雨初の字を我時雨哉と挨拶せられしも、はや句の字数と年経ル事よ」と引用されている。 r 句の字数」云々 
は、単に十七回忌に当ることを意味するようでもあるが、江戸での最晚年の作とすれば、元禄五、六年の初冬の句と 
見て誤りはあるまい。『蕉翁句集』には、「是は桃隣が粟津が原といふ集に、或人の句の前書に出るをと V む。人の方 
え初而行玉ふ吟と聞ユ」と注して「年号不知」の部に出し、『芭蕉句選拾遺』にも「人のかたへ初て行て」と前書し 
て収められている。 

この句、古注の解は何れも要領を得ない。もともと口拍子に乗せただけの即興吟とあって、表現不足の嫌いが ある 
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句なのである。 

「初」に賞美のこころをこめていうのが常であるが、「初の字を我が時雨」というのは、相手に惹かれる気持で初 
めてお目にかかりたいということと、初時雨のたまゆらのおとすれということとを併せた言い方になつているよ 
うである。(加藤揪邨氏『色蕉全句， J ) 

という見方もあるが、それよりも、 

初時雨が初めて降り過ぎる、その微かな風情を私はことさら賞美するのだという意味。「我時雨哉」とは、これ 
こそ時雨の中の時雨として私の最も好む情趣である、という程のこと。初対面の人に、「初時雨」に対する自分 
の偏愛を述べて挨拶としたのである。(山本健吉氏『色蕉全発句 JD 
という説を私は採る。我が好む初時雨の風情に託して初見の挨接としたのである。 

……蕉門においては初の字に賞翫の心を強く言い込めるのが普通である。そのような連衆心の常識を背景としな 
いと一句はなかなか理解しがたい。(『新編日本古典文学全集■松尾芭蕉集 lb 
と堀信夫氏の補説された点に留意すれば、句の含蓄は明らかであろう。 

㈨ /T 燒やすそわの田井の初氷(其便} S 日記•泊船集•蕉翁句集草稿.蕉翁句集 

芹燒や緣輪の田井のうす氷 i 冊 i 
冬季(初氷)。 

i 〇芹焼「セリャキ J 。 焼石の上に芹を置き、蒸焼にして醬油と柚子で食べる料理。同じ名で鴨や雉子など鳥肉を主材とした 
鍋焼式の料理もあるが、 この 句全体の感じからして、それではあるまい。既出(1§)。なお前にも述べたように、「芹焼」は現代 
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では冬季とされるが、古くは季語として採り上げたものはなく、「拜」で春(春の七草の一)とすべきもので、当面の句では「初 
氷」が季語として立つ。「案ずるに、説叢、芹の句として春の部に出せり。笈日記の評を考ふるに、思ひやりたるなりとは、すそ 
輪の田井には今頃初氷やあるらんと思ひやりたる冬の句なる事察すべし。芹は活法の書に正月に出たり。されども初芹とはなし。 
正月七種の内の一種なれば、冬より生ひ出て、菜品に専ら遣ふなれば、初氷の頃芹のもてなし逢へるにや。……其頃を察し、思ひ 
より侍るの雅情なり」(積翠『色蕉句選年考』)。〇すそわの田井の初氷「聪•の，炉の孤•ね 1 - 〇 0 「すそわ」は、山の麓のあたり。 「わ」 
は、その辺を漠然と指す語であるが、『万葉集』に見える古語「聪|!」を誤読して生じた語かという。「田井」は、田に引く水を溜 
めておく池(但し、「田居」と同じで、田圃をいうと見ることも出来る)。山裾の田の灌漑用水池に、その冬は じめ て氷が張ったさ 
まである。「すそわのたゐ」は中世以来の歌語であった。「或ハス ソヮノ田ィニィタリ テ、 ヲチボヲヒロヒテ、ホクミヲックル」 
(『方文記』)「糊米や水すみかねて初ごほり菊阿」(『正風彦根£第六)。 

ESB 3 香ばしい芹焼を味わうにつけて、この芹の摘まれた山裾あたりの田井に初氷の張った景色が、ゆかしく思い遣 
られることだ。 

__ 『幽蘭集』(暁台.臥央編、寛政十一年刊)『続絵歌仙』(宜 * 編、文化八年刊)『俳諧録』(成美編、文化十年成)等には、この句 
を発句とした濁子•涼葉との歌仙が収められており、『俳諧録』は現在伝本の知られていない『鄙懐紙』なる俳書か 
ら引用している。積翠の『芭蕉句選年考』は、「元禄六年十一月の吟也。鄙の懐紙に酉の霜月とありて、是に、 
挙も寒し卵ろむ鶏濁子織おろす絹を筵に尋とりて凉葉と脇.第三ありて、三吟の歌仙見えたり」と考証してい 
るが'『金蘭集』(甘井編、文化三年刊)にも「酉*月」という前書で見えているから、積翠の所伝は信じてよかろう。六 
年霜月八日付の荊口宛芭蕉書簡には、 

折ふし甚五兵へ殿•儀太夫殿御見舞一宿仕候次手、如此御座候。 

とあって、「甚五兵へ」は濁子、「儀太夫」は涼葉を指す。この歌仙は右に見える芭蕉の大垣藩邸訪問の際に巻かれた 
ものと推定されよう。十一月七、八日頃の成立ということになる。『三冊子』の下五「うす氷」は孤立した所云であ 
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り、同じ土芳の『蕉&羽句集草稿』では「初氷」となっているから、問題にはならない。 

『笈日記』にはこの句の後に、 

此句は初芹といふ皇をいひのベたるに侍らんとたづねければ、た V 思ひやりたるほつ句なりとあざむかれにける。 
か k るあやまりも殊におほかるべし。 

と支考の付記があり、『三冊子』に、 

此句師のいはく、た V *思ひやりたる句也となり。芹焼に名所なつかしくおもひ遣りたる成るべし。(赤雙紙) 

とあるのも、支考の文に拠ったものと思われる。句意は「土鍋の芹焼の青やかなるを見れば、田井の薄氷の思ひやら 
る x 」( 杜哉『蒙引』)でょく、もてなしに出された拜焼につけて、冬の田園風景を思い描き、挨接の意を籠めたのであ 
る。芭蕉の脳裏には木下長嘯子の『挙白集』に見える「からころもすそわの田井にねぜりをつみ、外面の沢にくわゐ 
をぞ拾ふ」(「東山山家記」)「けふは大原野のすそ輪の田井に根芹をつむすことなる」(「西山山家記」)といった文が浮んで 
いたであろぅ。伝統的な歌語を用いているので' この風景は写生的なものではなく、古典的情趣の濃いものとなって 
いる。「筑波嶺の裾わ(正しくは「裾み」)の田井に秋田刈る妹がり遣らむ黄葉手折らな」(『万葉集』卷九)の歌にょっ 
て常陸の名所になっているといわれ、『三冊子』に「名所」云々といっているのもそれと関連するけれども、芭蕉の 
意中としては、名所までは考えていなかったのではあるまいか。 

霜月八日付曲翠宛書簡•藤の実•五月十四日付 

S 05 鞍つぼ, J 卜坊主乘るや大根ひき(霜月 < 日付荆 Q 宛書簡)色蕉宛去来書簡•炭® •泊船集•一一而子•去* 

抄•蕉翁句集 

鞍壺に小坊主のせて大根引(陸奥¥ 

冬季(大根ひき)。 
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〇鞍つぼに小坊主乗るや 「鞍盡に小坊 F *" るや」。「鞍つぼ」 は、 馬の背に人がまたがる時、鞍の前輪と齡⑽の間に腰をおろ 
す 所。ここは武家などの立派な鞍ではなく、駄馬につけた荷鞍である。「小坊主」は、幼少の男の子。頭髪を全部剃っているので 
いう。農家の男の子が、連れて来た馬の鞍壺に乗っている(父親などに乗せられている)さま。「鞍つぼによくのりさだま ッ て、 
あぶみをつようふめ」(『平家物語』巻四)「十二三のむすめ、六つ七つの■デながきを g 郎 gw に焚 f きて」(『日本永代蔵』 
巻三ノ三) 「 curatgubo .」「 B 6 ZU .」 (『日葡辞書』)。 〇大根ひき 「大根引き」。大根を 収穫す ることで、冬の季語とされる。地表に抜 
き出た大根の葉を腋に挿み、根を両手で持って抜き取るので「引く」という。 ( n 必)参照。「大根引亥ノ子過て引と云り」(『誹諧初学 
抄』)「按に、大根は四季共に侍るなれば、句作にて雑なるべし。作者心得べし。異名を鏡 草と 云。歌は春 也」 (『滑稽雑談』)「此詞 ハ冬 
の当用な り。 大根と略して 音語 一一よむべシ。京家のおほね引に効ふべからず」(『俳諧古今抄』)「鉢まきをとれば若衆ぞ大根 引野 
坡」(『炭俵』下) rcusauofiqu .」 (『日葡辞書』)。 

一家総出の大根とり入れの作業の傍で、馬の背の鞍壺に幼い男の子がちょこんと乗っかっているよ。 

『炭俵』に「大根引といふ事を」と前書がある。元禄六年十一月八日付の二通の書簡に見えるので、その冬十 
一月初めまでに成っていたことが分る。『陸奥衞』の句形は誤伝であろう。 

大根畠で一家総出の農作業が行われている傍に、とり、入れた大根を積んで行く為の馬が、のんびりと草を食んでお 
り、 その背の鞍壺 には、 小さな男の子が乗っかって、無心に独り遊びをしているという情景である〇玩是ない子供ま 
で連れて来だところに、一家を挙げて出掛けて来たことも窺われるわけだ。『三冊子』に、 

此句、師のいはく、のるや大根引と小坊主のよく目に立所、句作有と也。(赤雙紙) 

と芭蕉の語を伝えて おり、 「乗るや」に小坊主を目立たせる句作りの眼目があったことが分る。これが『陸奥衞』の 
ように「のせて」であると、子供を作業の場から棚上げした大人の大根引の作業の方に焦点が移ってしまって、「小 
坊主」の重みが半減する。「乗るや」といっても、勿論親の手で乗せられたわけだけれども、其処で農作業とは関わ 
りなく ひとりで遊んでいる様子が よく 出て いて、 その視点に新しさが感ぜられよう。江戸のはずれの田園也帯に tr 汁 
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ば、何処でも見られるような一小景で、「小坊主乗るや」にはユーモラスな味もある。軽みの佳作といってよい。『去 
来抄』は■この句を絵柄として考えて、左のように説いている。 

蘭国日、此句いかなる処か面白き。去来日、吾子今マ解しがたからん。只図してしらるべし。たとへば花を図す 
るに、奇山幽谷霊社古寺禁闕によらば、その図よからん。よきがゆへに古来おほし。如此の類は図の悪敷にはあ 
らず、不珍なれば取はやさず。又図となして、かたちこのましからぬものあらん。此等元より図あしとて用ひら 
れず。今珍らしく雅ナル図アラバ、此を画となしてもよからん、句となしてもよからん。されば、大根引の傍、 
草はむ馬の首うちさげたらん鞍坪に、小坊主のちよつこりと乗たる図あらば、古からんや'拙なからんや。察し 
らるべし。国が兄何某、却て国より感驚ス。かれは俳諧をしらずといへども、画を能するゆへ也。……(同門評) 
「大根引の傍」云々の説明は、この句の情景の解説として間然するところがなく、それが「大根ひき」の描き方とし 
て新しみのある視点であることを述べているのである。 

『炭俵』の「大根引といふ事を」という前書は、必ずしも芭蕉の句のみにかかるのではなく、次に並ぶ野坡•洒堂 
の二句をも包栝するものであろう。『宇陀法師』には、 

題に竪横の差別有べし。近年大根引のたぐひを、菊.紅葉一-列に書ならベ出する、覚束なき事也。先師炭俸に、 
大根引といふ事をと詞書にかけり。面白事也。 

とあり、これが和歌以来の伝統的な題ではなくて、俳諧で採り上げられるようになったものであることに留意してい 
る。この『炭俵』の前書から、この発句が大根引を季題とした最初であるように説く古注もあるが、前引の如く貞門 
初期の『誹諧初学抄』に既に採られており、元禄十一年の『大成しんしき』にも冬十月の季語として見えるという。 
貞門期の例句もかなり挙げられているから、最初というのは妄説である。 
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娜寒菊や II 造る窓の前(霜月八日付荊口宛書簡) 

冬季(寒菊)。 

〇寒菊「ヵンキク」。西日本に多く自生する菊科の植物^^別称。観賞用に栽培もされ、秋の末から冬にかけて花が咲く 
のでこの名がある。地下茎から茎が真直に伸び、黄または白の舌状花が茎の先端にまばらに付く。「篤信花譜日、寒菊、花も葉も 
常の菊より細也。十月に黄花を開て臘月に至る。花なき時ひらく故、賞するに堪たり。京都は寒きゆへ、其葉紅葉して見るに堪た 
り。〇大和本草日、又冬菊は寒菊と云。単にして味甘し。又重葉の小菊黄色にして、秋冬堪/寒、久しくあり。△按るに、和産に 
冬菊と云、其種古きにや、古歌に異名をよめり。可/考。但残菊にや」(『滑稽雑談』)「泣中に寒菊ひとり耐へた り 嵐 雪」 (『枯 尾花』) 
「 canqicu . i , Fuyunoqicu . 」(『日葡辞書』)。〇醴造る窓の前「醴造る窓の：^」。甘酒を仕込んだ瓶などが窓の傍の屋内にあり、 
その窓の外の庭に寒菊が咲いている光景である。「醴 j は、甘酒を指す字。炊いた飯に麴を加えて発酵させた飲料である。季語と 
しては夏。ここは「寒菊」が季語として立つ。「ひと夜酒夏也。夜分にはあらず。夜の字、二句嫌也。_の字を書故也。あま酒 
ともよめば、あま酒も夏也。六月湖より七月卅日まで日毎に奉ると公事根元に あり」 (『御傘』)「立家を買てはいれば秋暮て里圃 
ふつくなるをのぞく甘酒馬莧」(『続猿蓑』上) rAmasqe .」「 Maye .」 (『日葡辞書』)。 

sasa 台所の窓際に甘酒の瓶があるその眼の前の庭に、寒菊が咲いているよ。 

RK 底本とした荊口宛書簡に「頃日愚句」として記してあり、外に所見のない句で、元禄六年冬の作である。同じ 
く「寒菊」を扱った『炭康』の句 ( IV I) が間もなく出来たので、この方は捨てられたのであろぅ。 

普通の農家などの光景と しても よいが、芭蕉庵の日常と しても 解し得る。「醴造 る」 の庶民的な 感じが「寒菊」 の 
趣に相応しい。『炭俵』の「粉糠」の句も佳いけれども、この句の趣も捨てたものではなく、何かの集に 収められて 
もよかったのではあるまいか。 
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柳難波津や田螺の蓋も冬ごもり S の庵} 泊船集.宇陀法師.蕉翁句集草稿.蕉翁句集 

冬季(冬ごもり)。 

1 〇難波津「ナ -I ハブ」。難波江(大阪湾)にあった古代の港。ここは「難波」 (175) と同じく大阪の古称として用いた。既出 
(1 /92 前書)。古歌を踏まえたことは〔考 U で述べる。〇 田螺の蓋 「田螺」は、淡水産の巻貝で、食用になる。既出 .(Ig o 春の季 
語であるが、この句では「冬 ごもり」 が季語として立つ。その「蓋」は、貝の口を覆うもの。 ( mg ) 参照。「小螺サザィガ フ 
タァヶタ」(『交隣須知』二、水族) 「 Futa .」 (『日葡辞書』)。〇冬ご もリ 季語。これも古歌を踏まえた表現である。 

BB 3 難波津では田螺も蓋を閉じて冬ごもりする季節だ。貴方も冬籠りの心掛けで余り出しゃばらぬがよい。 
ia 『市の庵』(洒堂撰、元禄七年刊)には、この句の前に「贈洒堂」と題した「湖水の磯を這出たる田螺一疋、芦間の 
蟹のはさみをおそれよ。牛にも馬にも踏る-'事なかれ」 という 芭蕉の文が見え、『泊船集』には「贈洒堂詞書市の 
菴ュ見えたり」と前書している。膳所の洒堂が大坂に移ったのは、『市の庵』の元禄七年夏筆の洒堂自序に、「去年の 
夏この難波津に這出て、田螺の蓋の明暮をおもへば」とあるのによって、同六年夏と知られる。この色蕉の句は六年 
冬に江戸から洒堂へ贈られたものであろう。 

洒堂が大坂に進出して宗匠になった動機はよく分らないが、まだ二十代の若輩で世間知らずな ことを 芭蕉は常々心 
配していた。膳所の菅沼曲翠の弟高橋怒誰に宛てた元禄六年霜月八日付の手紙の中で、 

洒堂4頃日書状指越候。返翰具に申遣し候。何事をも相心得候と申越候は、貴辺〜など聊被仰遣候事も候にて、 
存知之外胸裏分別を重宝仕ると相見え候。よし'^•これも悪からず。千歳此方の人爱に繫縛せられ、生涯是非の 
溝洫に溺候へば、彼鉢の若もの、いまだころばぬをかちと被存候。連衆もそろ^-出来申由、珍重に存候。 
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と述べているのによっても、洒堂に対する芭蕉の心配が窺われる 0 若者にあり勝ちの、人の気持を考えずに独走する 
ような傾きが恐らく洒堂にあって、その為に新しい土地で周囲の人々 と 摩擦を起しはせぬ かと 案ぜられたのであろう。 
現に同じ日に出した曲翠宛に、 

洒堂4書状 こし 候。此度返翰具に 遣し申 候。 いまだ 御見舞にも不参候 由、 沙汰の かぎりと申遣し候。 

とあり、江戸詰から膳所へ帰藩した曲翠を、訪問もせずに無沙汰を続けている洒堂を「沙汰のかぎり」と叱った とい 
う。兎に角膳所に居たうちから、曲翠.怒誰らが洒堂の後見役で世話を焼いていたことが知られよう。人との交際に 
円満を欠く「彼鉢の若もの」の至らなさを気遣いながら、大坂でそろそろ連衆(門人)が出来て来たのを喜ぶ芭蕉で 
あった。「難波津や」の句と前文は、右の両簡に見える洒堂への「返翰」に記されていたものかも知れない。 

句は田螺の冬籠りに譬えて、洒堂に余り出しゃばるなと戒めた作意で、『古今集』の仮名序にも引かれた古歌「な 
にはづに さくや このはなふゆごもりいまははるべ とさくや この花」を踏まえている。「先祝へ梅を心の冬籠り」 … 325) 
の句と同様に、花咲く春を予祝する心もあろう。田螺の冬籠りについては、蚕臥の『芭蕉新巻』に「田にしのからご 
もりとて小屋をなぞへし俗語」によったという説が見え、そんな諺を背景に考えても よさそう である。兎に角 この 譬 
喩が俳諧で、洒堂に対する隔意のない親しみも感ぜられる。彼を田螺に比したことについて思い合わされるのは、元 
禄五年季冬廿八日付怒誰宛芭蕉書簡に、 

田西へ御手紙被遣候、江戸の市へ梅花をもとめに遣し候間、便に貴報可申上候。 

とある一節である。当時洒堂は深川の色蕉庵に滞在中で、江戸へ梅を買いに彼を遣した ことは 他の書簡にも見えるの 
で、 この 「田西」が洒堂を指す ことは 疑いない。恐らく彼の苗字「浜田」の「田」と「酒」の字の つくりと を併せた 
渾名とおぼしく、怒誰や曲翠らの膳所の人々の間で戯れに呼んでいたものであったろう。「田西」は 「タニシ」 と訓 
める字であり、当面の句が直ちに連想されるのは言うまでもない。洒堂 のこの 渾名が背景にあった ことは 確言してよ 
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いと思う。前文にある r 芦間の蟹」 r 牛」「馬」は、世智に長けた都会人のたとえで、「牛の子にふまるな庭のかたつ 
ぶり角のあればとて身をばたのみそ」(『夫木和歌抄』卷二十七、寂蓮)を踏まえて、これまた洒堂を戒めたもの。句も譬喩 
によって諷戒の意をあらわしたに過ぎないが、田螺の冬籠りに俳諧的なユーモアがあり、洒堂への温かい親愛の情も 
あらわれていて、捨て難い趣がある。これだけ色蕉に心遣いさせておきながら、洒堂は結局大坂で之道と対立し、最 
後の旅で芭蕉の大坂行の原因を作ることになってしまった。宿命的なものを感ぜざるを得ない成行なのである。 

深河大橋半かゝりける比 

芭蕉庵小文庫.陸奥衡.泊船集.千句塚.並 

§初雪をかナか、り^る抵间の上 S 便) 松.蕉翁句集草稿.蕉翁句集.嫌倉海道.五月 

雨山 

冬季(初雪)。 

11 〇深沔大橋 「フヵガハオ ホハシ J 。 日本橋浜町から深川六間堀に架る新大橋。川上の両国橋に対して「新」という。長さ百 
八間(約二百メ，—トル)、現在は中央区浜町二丁目と江東区深川新大橋一丁目の間を結ぶが、旧位置はそれより 一、 二町川上であ 
った。何れにせよ、芭蕉庵からは程近い処である。元禄六年七月に建設が下命され、同十二月七日に竣工した。「大橋で見れば三 
幅対の橋」(『柳多留』七十二編)。 〇半か、りける比 「半ば架りける比」。橋の架設工事が半ばまで進行した頃、の意。「白川にか、 
れる橋は、……ひらくる法の一すぢに渡らんための橋なれば」(謡曲「東岸居士匕。 〇かけか、リたる 「架けか、りたる」。「か k 
り」は、仕#が中途である意。「咲か V る花や飯米五十石桃首」(『続猿蓑』下)「さみだれやとなりへ懸る丸木橋素龍」(『炭 S 
上)0 

§ a 架設工事半ばの橋桁の上に、初雪が積ったことよ。 

ii r 深川天橋半か ゞ りける比」 (『泊 船集 J 1) 「新大橋半か、りたる比」(『並松 b 「深川の大橋半か、りける比」(『鎌倉海 
道』)等の前書がある。〔語釈1_1に記したように、新大橋の建設は元禄六年秋から冬にかけてであった。この句はその 
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年十一月頃の作であろう。 

信天翁の『笈の底』に「永代橋掛替」と見ているのは誤りであるが、 

然ば桁渡し漸ミ蜘手は打たれ共、未板も不/乗、手摺も出来寄らぬ梁に、 白 <と降懸 りたる 初雪の 気色、眼前 
体也。誠に鵲の橋の有明の空共云べき風情也。 

橋の雪霜は、殊に詩歌に も 称し詠ずる所也。然るを、懸か》 りたる と云 珍 敷、 亦全き橋ょりも、半ば出来た る 姿、 
何とやら風流と云べし。亦初の字に も 余情相通ふ妙術と云べ し。 

今案、山川草木の雪は、詩歌に尽す所也。故に普請半の橋を道具とし、或は大仏の柱 建と 云ひ、亦は小僧が笈の 
色と云。爰を以て俳諧と云ひ、滑稽とする所也。熟 A / 其意を弁へて可^子の風流也。 

と丁寧に鑑賞しているのは、ょく肯繁に中っている。架けかかりの橋と「初」の字が余情相通うというのは、初雪だ 
からそう積るわけではなく、うっすらと降った感じが、架けかかった橋の感じに相応しい ことを 述べたので、そうい 
う一種の「匂ひ」を感受すべきなのである。この橋が完成すれば江戸への往来も便利になるから、芭蕉も竣工を待望 
していたであろう。 

新兩國の橋かゝりければ 

I みな出て橋をいた V く霜路哉 t 泊船集書入) 

有がたやいた V - ひて踏はしの1相 <色蕉句選) 

冬季(霜)。 

〇新両国の橋 「新&国の 顧 J 。 前の句の前書に見える「深河大橋」 と 同じ。 〇みな出て 「歡时 でて」。 付近の住民が 総出で。 
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〇橋をいた' ゞ く 「いた V く」は、頂戴する意。便利な橋をお上から頂いて喜んでいる気持が籠る。実際に出来ることではないが、 
橋を手に捧げて有難がるィメ—ジもあるところが俳諧である。「物毎も子持になればだ V くさに野坡又御局の古着いた V く 
利牛」(『炭俵』上)。 〇霜路 「シモヂ J 。 路(橋板の上)に霜の置いたさま。「里人のわたり候かはしの霜宗因」(『あら野』巻七)。 
1 a お上から頂戴した橋が出来上り、人々は総出で霜の置いた橋の上を渡って喜んでいることよ。 

IE ■前の句で「かけか V り」だった新大橋が完成して渡り初めの行われたのは、元禄六年士一月七日であった。こ 
の句は恐らく当日の光景を見て作られたものであろう。華雀の『色蕉句選』の頭注には「武江の新大橋はじめてか、 
りし時の吟なりと聞侍る」ともあり、「有がたや」の句形は何か拠る所があったのであろうが、聊か俗調を帯びて、 
芭蕉の作かどうか疑念も感ぜられ、許六の所伝の方が信憑性が高い。『泊船集』書入れの紹介が、戦後のことだった 
ので、古注以来それまでは専ら『句選』の句形に よる 解釈が行われていた。 

柳寒菊や粉糠のか、る臼の端(炭俵) 

冬季(寒菊)。 

11 〇 寒菊 既出 ( Iv soe )。 〇 粉糠のか、る臼の端 「05」は、米を精白する為に搗く踏み臼。「からうす」ともいう。 「粉糠」 は、 
米を搗く時に出る 糠。 『寒菊随筆』に「小糖」と誤る。「端」は、寒菊の場所を示す。臼の傍に花があるのである。真蹟短冊に「臼 
のはた」、『寒菊随筆』に「臼の傍」と表記してあるのが訓み方の参考になる。「さけとみにこぬか小米の花の陰」(『毛吹草』卷一) 
「江戸の左右むかひの亭主登られて芭蕉こちにもいれどから臼をかす野坡」(『炭俵』上)「片岡の萩や刈ほす稲の端猿雖」 
(『炭俵』下) 「 conuca. 」「 vsu. 」「 Fata. J (『日葡辞書』)。 

ia 粉糠のかかる米搗き日の傍に、ささやかな寒菊が置かれていることよ。 

1 元禄七年夏の『炭傣』初出の句で、六年冬までに成ったことは確かである。また、『寒菊随筆』(梨里撰、享保四年 


真蹟画賛•真蹟短冊.陸奥衛•泊船集.蕉翁句 
集•寒菊随筆 
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成)には、「ばせを庵に て」と 前書して、 この 句を 発句と した野坡 との 三十二句の付合を収めているが、それに 付し 
た享保三年孟春の野坡奥書には、 

右誹諧歌仙者翁在世叙於=芭蕉庵 I 興行也11_先師不 k 適意句多、故不/満 K 韵終止畢。 

とあり、これによって六年冬の作と確定する。其角の自画賛に、 r 色蕉翁の故庵の吟、寒菊や糠 こぼる、臼のはたと 
かや」 とした 句形は誤伝で ある。 

古注には、「小糠ちりたる辺に臼の ありしを 取のけたるは、跡 まざ'^ と残りて佗たる もの 也」 (正月堂『師走囊』)と、 
糠の散った形で臼の跡が知れるといった解や、寒菊の さまを 臼の中の米と周囲に散らばった糠に 見立てたとするもの 
があるが、皆誤解に過ぎない。更には、 この 「臼」の ありようにも 留意する必要が あろう。山本隹一専士は、 

……この臼は、餅搗き臼でも籾摺臼でもない。そのようなものには粉糠は出ない。……これは米の精白につかう 
碓である。碓は碓部屋とよばれる土間などにしつらえられていて簡単に移動できるものでもないし、秋から冬 
にかけての農仕事として使うだけのものでもない。精米が必要なとき、時に応じてつかうものである。 (『芭蕉俳句 

ノ—卜 』) 

として、「粉糠のかかっている臼の傍に、折りとってきた小さな花の寒菊が幾本か桶に入れられている。うすぐらい 
土間で寒菊.のわびた深黄色の花色もうつくしいが、粉糠のにおいに和した寒菊の香もかぐわしいのであろう」(同上 書) 
と見ておられ、私はこの解が当っていると思う。そうすると、寒菊の花に粉糠はかかっていないと見た方がよく、 
「寒菊や粉糠のか、 る」 は内容上「寒菊に粉糠のか X る」 と同じとする 志 田義秀博士のような解釈 (『 e 蕉俳句の解釈と 鑑 
賞 』) は採れなくなる。からうす部屋の土間を背景にして、其処に寒菊の花を置いて見たのが、この句の新味なのであ 
ろう。色蕉が「軽み」の行き方によって見出した可憐で侘びた趣といってよい。それに関連して、山本健吉氏の左の 
所説も、重要な点を道破している。 
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……この句は、意識的に「軽み」を出そうとしている時代の作品である。……日常的なありふれた景のなかに、 
句を探っていると言えるだろう。芭蕉の「軽み」と言えば、こんな世俗的な題材をさぐることだと、当時の人た 
ちに思われていた節もあり、また『炭俵』を主として現れている「軽み」は、そのょうな傾向の句が多かったこ 
とも事実である。だが芭蕉の意図した「軽み」は、そういった傾向で尽くされるものではない。この句の如きも、 
「心のねばり」を去った、淡々とした純客観的な詠みぶりのなかに、侘しげな寒菊の風情が十分に生かされてい 
ることを見るべきであり、それはこの句の「細み」であり、物の微を読み取る詩人の目の働きが、生かされてい 
るのである。(『芭蕉その鑑賞と批評』) 

菜根を喫して終日丈夫に談話ス 

册もの、ふの大根苦きはなし哉 ( 真蹟懐¥ 蕉翁句集 
冬季(大根)。 

1 〇菜根を喫して終日丈夫に談話 ス「菜根を喫す」は、粗末な食事のたとえ。明の洪自誠の著『菜根譚』に引く宋の汪信民の 
語「人咬 M 得菜根：則百事可 〆 做」(人菜根を!<み得ば、則ち百事做すべし)に拠る。既出(1§前書)。〇 終日丈夫に談話 ス「終日丈夫 
に談話 ス」 。一日中雄々しいますらおに話をした、の意。「丈夫」は、句中の「もの ゞ ふ J に当り、前記(1§)の前書にも見える 
語である。「終日忘想散乱の気、夜陰夢又しかり」(『嵯峨日記』)「調子といふは、……日用の談話のうへにもある事也」(『色蕉葉ぶ 
ね』) 「 x£:r Fimemosu , 一, finemusu . 」 「 Danua . Catari , cataru . 」(『日葡辞書』)。 〇もの、ふの 「もの、 ふ」 は、 武士。ここで 
は藤堂玄虎を指す。〔考； 一 参照。中七を隔てて「はなし 哉」 へかかる文脈である。「風の目利を初秋の雲荷兮武士の鷹うつ 山 も 
ほど 近し越 人」(『あら 野』 員外) 「 Mononofu . 」 (『日葡辞書』)。 〇大根苦き 「大根」は、その座に出された食物。冬の季語である。 
既出 ( IV S 05 、 n € 9 。 「苦き」は、大根の 味。 既出 (1 /50 )。〇 はなし 「話 J 。 既出 (0 5630 
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tMiBI 物堅い武士のお話は、この大根の苦いような味に通う趣がございます。 

PH 土芳の『蕉翁全伝』に、この句と「花見にとさす船遅し柳原」 ( vg ) の句を並べ掲げて、「此二句ハ玄虎 武江ノ 

旅舘 -1 会ノ時也。大根ハ酉ノ冬、 . 大根ニー折」とある(竹人の『全伝』も同様)。玄虎は藤堂氏、名は奶薪、1 

称長兵衛、また半三郎。伊賀付藤堂藩士として千五百石を食んだ人である。伊賀関係のことでの土芳の所伝は 信ずべ 
きであるから、「酉 ノ 冬」即ち元禄六年冬の吟と決してよい。恐らく藤堂家の 江戸 藩邸に玄虎を訪ねたのであろう。 
土芳によれば、これを発句とした二折」半歌仙の付合があった箸であるが、今に伝わるのは真蹟懐紙に 書かれた表 
六句だけで、色蕉•玄虎の外に舟竹という嵐雪門の俳人が加わっている。玄虎の脇は「一とをり ゆく 木枯の 音」 であ 
った。『金蘭集』『一葉集』等後世の芭蕉作品集に、発句中七を「大根からき」と伝えるものがあるが、 年代の 古い 資 
料には「からき」としたものがなく、信憑性に乏しい。 

「苦き」は卒然として見ると、もてなしに出されたものを不味いと言っているようで、挨拶の句と しではおかしく 
も感ぜられるが、この語は「質実なありようを感覚的にいったもの」 (加 藤揪邮 氏『全句』) と見るのがよ かろう。千五 百 
石の格式ある武家との話は、兎角武張って堅くなり勝ちである。そこで、もてなしに出された漬物か何 か、これも 質 
素な食べ物を材料に、機転の挨拶としたのだ。内藤鳴雪が句形を「からき」としての鑑賞ながら、 

蓋し旧主の事なり旧武士朋輩の事であるから、此席上では芭蕉翁も暫く風流な世外談を止めて、専ら武道の心得 
などを述べたのであらう。して見れば大根辛きは其実己の事であるに、態と人の事のやうに言ひ做した、是れが 
矢張り辛いと云つて辛からず、真面目中の滑稽である。此句が出て一座の君臣ドッと笑つた声を聞くやうぢや。 
(『色蕉俳句評釈』) 

と説いているのは、見るべきところを見ている説である。武家の堅い話と大根の苦みとの間に通ずるものを見出し、 
r 真面目中の滑稽」として句にまとめたのであろう。元禄二年秋、大垣の戸田恕水との会見 Eg ) に際してもそうで 
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あったが、芭蕉は大身の武家の前でも妙に卑下したり諂ったりすることがなく、自由に振舞える人だったのである。 

脱月^;!の M こ針し J てし寒の入(薦獅子) 韻塞.色蕉庵小文庫.泊船集.蕉翁句集 

冬季(寒の入)。 

I 0 月花の愚に針たてん rillM の愚に針立てん」。「月花」は風雅の道の代表的季物である。既出？§)。月だ花だとうつつを 
抜かす愚かさを戒めようとする自らの意志を言った。「月花の愚」を、風雅を解せぬ愚かさと見るのは誤解である。「針を立つ」は、 
元来人の体に M を刺して病気を治療する医術をいう。 ( 156 ) 参照。「足軽の子守して居る八つ下り孤屋息吹かへす霍乱の針 
其角」(『炭俵』下 ) 「Fariuo tat - ouru . J (『日葡辞書』)。〇 寒の入 「寒の入り」。「寒」は、二十四節気のうちの「小寒」「大寒」に当 
る約一箇月間。既出 <m 632 o その入りは、小寒の始まる最初の日をいう。「彼岸の入•涅槃•廿二日の事こそこはけれ」(『好色二代 

男』卷ニノ五)。 

1寒の入りのきびしさが身にしむにつけて' 月よ花よと浮かれて一年を過した愚かさに針を立てて戒めたくなる。 
I 初出の『薦獅子』は元禄六年冬に成った集なので、この句はそれまでに成っていたものと見られる。五年冬ま 
でに出来ていた可能性が大きいが、姑くここに置くことにしたい。因みに元禄六年の寒の入りは十二月十日であった。 
この句の内容は、 

春の花秋の月をもいたづらに詠め過しては臘月に成ぬと驚たる風情也。人の肌骨に砭すと古文にもあり。寒気の 
切なる事、肌に針さすごとくなれば、よそへて身の愚さを述懐するならん。(東海呑吐『色蕉句解』) 

と解してよい。恐らくは宋儒張横渠が自分の書斎の窓に「東日一一砭愚；西日一一訂愚一」と銘したという故事(『古文真宝』 
後集)の連想があり、痛い所を衝く戒めを「頂門の一針」ということも、思い合わせているであろう。芭蕉の日常は、 
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素堂の文に「菊に月にもょほされて、吟身いそがしい哉 J ( n 345 頁).といわれたょうな風雅三昧のものであったが、時 
あってそれに反省の念が兆すことがあって、そういう心境を句にすることも屢々だった。『笈の小文』の冒頭に「暫 
ク学で愚を暁ン事をおもへども是が為に破られ」とあるのも、その一端を示したものであり、「月雪とのさばりけらし 
年の暮 J ( nl ) の句など、当面の句と似た心境の所産といえる。無用の事に生きる自分のあり方に対して、このよう 
に苦い自省を持ちながら、なお且つ風雅を生き甲斐とせざるを得ないのが芭蕉なのである。寒の入りには、「寒 固め」 
と称して針を打って健康増進をはかる地方もあるという。この句の表現の背景には、寒気のきびしさの 感じと、 そう 
した習俗の連想が考えられよう。風雅癖を痼疾として、それに緘治療を試みるところが俳諧でもある。 


煤はきは己が棚つる大工かな 


(炭俵) 


五月十四日付芭蕉宛去来書簡•陸奥衛•泊船 
集.蕉翁句集 


冬季(煤はき)。 

圏〇煤はき 「，掃き」。十二月十三日以後に行われる年末の大掃除。既出 ( m 娜)。〇 己が棚つる大工 ^が雛^:る对 x <」。 r 大 
エ」は、家屋を建て、細工物なども造る職人。もとは土木•建築に携わる高級技術官僚の称で、後にそうした技術者集団の長をも 
いい、時代と共にその指す階級が下降して行った呼称である。「己が棚」は、自分の家の棚。壁に添って上から釣るように造り、 
床の上に造り付ける物ではないので「釣る」という。「なれ加減又とは出来.シひしほ味噌荷兮何ともせぬに落る釣棚越人」 
(『ひさご』)「めつたに風のはやる盆過利合宵くの月をかこちて旅大工依 A /」 (『炭俵』 F )「 Hana .」「 T - Ouri , ru , utta . 」 
「 Daicu .」 (『日葡辞書』)。 

_ 普段他人の家の事をしている大工も、年末の大掃除には、珍しく自分の家の棚など釣っていることよ。 

ESB 元禄七年の『炭僚』初出であり、同年の去来書簡に「御発句去年より被仰下候内」として記しているから、元 
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禄六年十二月の吟であろう。 

常はよその細工にのみ追れて、我家の造作は少しも手を付ぬもの也。煤払には捨置がたく、此時に至て己が棚の 
破損をつくろふと也。(東海呑吐『色蕉句解』) 

誠に日比釣ん と 思し棚、漸 A / 今日己が業を己が用に立たる、 いと 哀と云べし。……是皆民の世渡る営み如/此。 
此趣を以て、己が棚釣とは、笑し味も有て実に滑稽と云べき也。<信天翁 『哀の底』) 

別に「破損をつくろふ」とは限らず、新しく造る趣でよいと思うが、句意と余情は右等の所説に尽きる。所謂「紺屋 
の白袴」で、普段自分の家の事はかまつていられない大工が、年末の煤掃きには女房に言われてか、自宅の棚を造つ 
ている。それは何となくおかしく、世間何処にでも見られる庶民の生活風景である。其処を採り上げて軽妙にまとめ 
た「軽み」の句といえよう。一見「つまらぬ句」(鳴雪『評釈』)のようであるが、これは二度寂びの境界に徹した者 
が、再び平俗の世界に返つて眺めた姿」(潁原博士『俳詣名作集』)であつた。 r 高く心を悟りて俗に帰るべし」を標榜した 
晚年の色蕉が、「軽み」と「興」を強調したのは、この句のような境地を目指したのであろう。其処に湛えられた気 
分を、井本農一博士は左のように精しく見ておられる。 

大工のような職人は、ふだんは家のことはかえつて一向に構わないものである。事実忙しくもあるだろうし、 
外で働いてきて同じことをまた自分の家でするのは、気のりがしなしということもあろう。……その大工が、今 
日は珍しく自分の家の棚を釣つている。はたから見るとそれは何となくおかしい。……平生やろうと思えば容易 
にできるはずなのに、ふだんはちょつともやらないで、こんな日にせつせとやつている。どこか異常で、おかし 
い気がする。その滑稽、そのおかしみが基調であることは確かである。だがその皮相な滑稽だけなら雑俳の滑稽 
でしかない。しかし、この大工だつて、平生から自分の家の中を便利にしたり、きれいにしたりしたほうがよい 
とは思つているのだ。だができない。……ようやく今日は一日自分の家にいられる。……前から妻にいわれてい 
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た棚をついでに釣ってやろうかという気になる。……そんな情景から生ずる滑稽は、その裏に暖かい人間的なも 
のが流れており、庶民的な生活感情が動いており、もっといえば一抹の哀感がある。それぞれの庶民の真剣な営 
みの姿であるから、笑おうとしても笑い切れはしな->。笑-> 力 けて、もっと笑おうとすれは、こつんとまじめな、 
厳粛なものにぶつかる。この句の滑稽はそういう滑稽である。そうして作者の心中には、棚が釣れてよいなあ、 
というような暖かい心持ち もど こかにあろう。大げさにいえば、 ヒューマニスティックな 心情である。 

この 句 もまた 「軽み」の句で ある。 いや、 こういう 句が「軽み」の句 だといった ほうがよ いかもしれない。 で 
きるだけ 庶民的日常性の中に発想の契機を得て、これを平易に具象的に表現す ること、と 同時にそれが自然の本 
質や人生のあわれに深くつながって いること、 色蕉の考えて いる 「軽み」は、 そういう 方向の ものらしく 思われ 
る。 (『鑑賞日本古典文学.芭蕉』) 

右の考察で説かれているように、晩年の芭蕉が目指していた「軽み」は、庶民の日常を契機とした生活詩の方向であ 
り、人の世の営みをいつくしむ、哀愁を帯びた有情滑稽の味を余情とするもので、当面の句など、その典型的なもの 
ということが出来よう。他奇なき表現のうちにも、高悟帰俗の芭蕉の精神を読み取らなければならない。 

其としの冬 

肌ありあけも三十日にちかし餅の音(真蹟自画賛) 

今は夢、師去年の歳暮に 

月代や三十日にちかき餅の 音(色蕉翁行状記) |翁草 
冬季(餅つき)。 


笈日記.矢矧堤•泊船集•三冊子•蕉翁句集草 
稿.蕉翁句集 
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1 M 〇其 とし 「 k の年」。底本とした自画賛には、この句の前に「元禄七の春」と前書した「ほうらいにきかばやいせの初便」 
( VS 27) の句がある。「其とし」は「元禄七」を承けることになるが、七年冬の餅搗きの頃には' 芭蕉は既に亡くなっていた。従っ 
てこの前書は、七年の初春を迎える直前の冬を意味するものと思われる。路通の『芭蕉翁行状記』(元禄八年冬刊)の前書に「去年 
の歳暮に」とあるのも併せ考えるべきである。〇 ありあけ 「有明」。「有明月」の略。陰暦の月の後半、明け方まで空に残る月を 
いう。「うき旅は鵑とつれ立渡り鳥里圃有明高う明はつるそら馬莧」(『続猿蓑』上) 「Ariaqwlo tguqi . 」(『日葡辞書』)。〇 三十 
日にちかし 「 f 一一+*0 8 に ief し」。有明月の形が細くなって、愈々月の終りに近い様子をいう。「みそか」は、字を宛ててあるように 
「三十日」の意であるが、二十九日で終る陰暦の小の月の終りの日にも用いられる。元禄六年十二月は小の月で、ここはその後者 
の場合なのである。既出( II )。〇 餅の音 「餅の音」。正月の雑煮や鏡餅にする餅を搗く音。既出 (1/5; 等〇 

la 師走の有明月も愈々細く、月末に近い趣になった。あたりの家からは餅搗きの音が響いて来て、年の瀬も迫っ 
て来た思いが深い。 

I 里圃の『翁 草』(元禄九年刊) には「ありとだに人にしられですむ月の晦日にちかき有明のそら兼好」と前書が 
あり、『笈 日記』 にも「兼 好 法師が哥に/ありとだにひとにしられで身のほどや/みそかにちかき有明の月」と後注 
がある。路通も『行状記』にこの句を挙げた後に、「兼好法師身まかりぬべき前の月二十八日の夜の歌に」として 
「ありとだに」の歌を引いている。年代については、『芭蕉翁行状記』の前書によって、元禄六年年末の作と定めてよ 
いであろう。沢露川の後裔の家に伝わった自画賛には、七五三縄と白.杵が描かれている。 

『行状記』や『翁草』の異形は、杜撰な誤伝とも考えられないではないが、初案の句形としてよいと思う。「月代」 
は、月の出の前の空が白むことなので、句の内容が聊か変って来るが、やはり「ありあけも」として月の形が句中に 
あった方が引き立つようである。 

色々の書に注しているように、この句は兼好の歌を背景にして生まれたものである。この歌は種々の形が伝えられ 
ているが、「ひとにしられで身のほどや」というのは、措辞不束かの感じが強い。何れにせよ、隠者としての兼好の 



334 


境涯を晦日に近い有明の月にたとえた作で、伝えられるように死を目前にした頃詠んだとすれば、心細さは一層のも 
のとなる。『三冊子』に当面の句について、兼好の「本歌を余情にしての作なるべし」と言っているのは良く、本歌 
の持つ心細さは色蕉の句にも共通する余情といえよう。なお、右の兼好歌は流布の兼好歌集等には見えず、南北朝期 
の公卿日記『園太暦』の偽文を淵源として、寛文期以降広く知られるに至ったものという(川平敏文氏「兼好伝と芭蕉」 
——『近世文芸』65号 —— 参照)。 

伝兼好歌を本歌とする見方からすれば、この句の「餅の音」を勇ましいような感じに受取るのは、正しい鑑賞とは 
ぃぇなぃ。 

……歌の詞をとりて文質に句をなし給へり。さて、よの中の餅搗を聞て、紙子の夜着の寝覚おかしきも、露の命 
を有明に観じて、墨の袂をぬらす哀しさも、十七文字に含蓄して、余情限なきもの也。(杜哉『蒙引』) 

此句は景情が有り、そして感慨が滲み出すのです。みそかといふ語には顕より微に、有より無に入らんとすると 
ころをいふ意があるので、ただ三十日と日数の勘定のみに取られては味が薄い。(『続々芭蕉俳句研究』幸田露伴) 

等の見方が精しいものである。細くなる月の形と共に年も暮れて行く時の流れの中に無常を観じている趣があり、路 
通が『行状記』で「ことしかぎり成べき教なるべし」と言うように、命終の期を予感しているような寂しさが感ぜら 
れる。山本健吉氏の鑑賞を引こう。 

……詩句の裁入とは感ぜしめないほど、発想が自然で、日常的で、軽い。三十日に近い月であるから娥月であり、 
多忙な師走の人にはありと知られぬ月である。あちこちと聞える忙しそうな餅搗の音の中に、忘れられた月が今 
にも消え入りそうな光を放っている。その対照が、いっそう寂寥の感を深める。これは、あるかなきかに世を渡 
っている芭蕉の、行く年を惜しむ心であり、老の感慨でもある。市井にあって、かえって孤独の思いを深め、景 
気のいい物音の中にかえって寂しさをかみしめている芭蕉の独自の声である。……この句の調べにはかなしい声 
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が確かに ある。 この句には何か縹渺 とした 思いに人を誘うものが ある。 (『色蒸全発句ヒ 
山本氏のいう「縹渺 とした 思い」は、即ち露伴説の「顕より微に、有より無に入らん とすると ころ」 であろう。 歳末 
のあわただし さの中に、芭蕉は孤独を嚙みしめ、死を予感して いたのである。 

肌雜水に琵琶きく軒の霰哉—海) 泊船集.—句* 

冬季(霰)。 

1 M 〇雑水に「繼*|」は、飯に野菜や魚介類を入れ、味噌.醬油等で煮たもの。「雑水」は宛字で、「増水」とも書く。今は冬の 
季語とされるが、古くは雑の扱いと思われる。「に」は、下の「きく」等に直接かかる言い方ではなく、ここで小休止して屈折の 
ある語法。「雑水を食べながら」霰の音を聞くのである。 (I i 57) 参照。「夕がほに雑水あつき藁屋哉越人」(『はるの日 t 「 Z 6 SE..J 
(『 H 葡辞書』)。〇琵琶きく軒の霰「 I 比皆聞く軒の獻1。「琵琶」は、四絞または五絃の絃楽器。既出(1/96)。ここは、軒を打つ霰の 
音を琵琶の音に聞きなすことを、このように表現したのである。「霰」も既出 ( 1 76 等)。 

1熱い雑水をすすりながら、軒を打つ霰の音を琵琶の音とも聞きなして慰むことだ。 

I 元禄八年刊の『有磯海』(浪化撰)初出の句で、元禄六年冬以前、恐らくは晚年の作であろう。積翠の『芭蕉句 
選年考』は、『猿蓑』巻一に、 

翁の堅田に閑居を聞て 

雑水のなどころならば冬ごもり 其角 

と ある 句を引いて、芭蕉が湖南に居た元禄二、三年頃の作かと見ているが、確かな根拠に基づく推定ではない。『蕉 
翁句集』は元禄六年の部に入れている。 
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雑炊を炊いて喰ひ乍ら琵琶を弾ずる音を聞く折ふし軒には霰の音がすると或日の即興である。雑炊はわびしいも 
の琵琶も亦た悲壮な音のするもの霰も淋しく、三つの配合が頗るよく利いてゐる。(内藤鳴雪『評釈』) 

というよう な、句中の三つの物を凡て実とする解釈が明治になると出て来るが、 この 句の「琵琶き く」 は、 「霰」の 
音の譬喩と見るのが自然であろう。古注の『笈の底』に、 

是は簷の霰を琵琶に聞なしたる吟也。……先雑炊に雹は其時節の取合にして、侘を云出たり。其余情に琵琶と云 
雅品を以て興を添ゆ。……檐の霰の波落と降り来る音は、誠に菅欖琵琶共聞成さん。今案、雑炊と云笑味に 
琵琶を懸合て、霰と風情を顕す。妙術と云べし。 

とあるような 見方が、 この 句の場合は真を得て いると 思われる。 

「綿弓 や 琵琶に慰む竹のおく」 (1/96) 「琵琶行の夜 や 三味線の音霰」( II )等、類想の先行作に於いては、農家の綿 
弓の音を琵琶の音に聞きなしたり、座頭の弾く三味線の音から白楽天の r 琵琶行」を思ったりしていた。軒打つ霰の 
音を琵琶の音に聞きなすのも、「太絃嘈嘈如，急雨一小絃切切如，私語一嗜嘈切切錯雑弾、大珠小珠落， I 玉盤こ(大絃は 
嘈嘈として急雨の如く、小絃は切切として私語の如し。嘈嘈切切錯雑して弾ずれば、大珠小珠玉盤に落つ)という 
「琵琶行」の詩句を背景にした興であるが' それだけでは余りに雅に偏して俳味が足りない。「雑水」というものを配 
合して、句は始めて俳意確かなものになるのである。堀信夫氏の指摘されるように、「雑水」は必ずしも貧しい食物 
ではないけれども、使びた俳味を感じさせるものである。侘びた味を楽しみながら興じているこの句は、寂しい孤独 
感をあらわしただけのものではあるまい。 

观盜人に逢ふたよも有年のくれ 5機海； . 8 S 
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冬季(年のくれ)。 

1〇 盗人に逢ふたよも有 「盗人に逢うた夜も有り」。夜、泥棒に入られたこともあった、の意。「逢ふた」は、ゥ音便の慣用表 
記である。「露の身は泥のやうなる物思ひ荷兮秋をなをなく盗人の妻越人」(『ぁら野』員外) rzusubito .」 (『日葡辞書』)。〇年 
のくれ 「年の暮」。 

ia 年の暮に一年を振り返って見ると、夜、泥棒に入られたこともあった。多事だった年も、行こうとしている。 

BE * 『有磯海』初出の句で、元禄六年冬以前という以外に、年代を考えるべき資料はない。『蕉翁句集』が貞享五年 
の部に入れているが、その根拠は不明である。 

古注以来、年末に_に入られたことと見て、押しつまっての世智辛さの感じを読み取ろうとする説が多い。盗人 
に逢-〇たことは作者の体験であるにしても、そのような見方では「年のくれ」を観念的に把握したに過ぎない。また、 
是は遁世の後の句と見えたり。昔は世にありて財宝をも身に従へたるにより、盗人にあひし事の有つるに、今世 
捨人となりては、盗まる>1物もなければ、是ばかりも世を捨たる楽みなりとの余情見えたり。(正月堂『師走囊』) 
などと解しては、隠閑自足の街いが鼻につく。『有磯海』や『続猿蓑』に見えるところからすれば、晚年の作であろ 
うが、軽みの時代の所産とすれば、もっとさり気ない、軽い味わいのものでなければなるまい。 

かつての歳暮における盗難の体験を思いおこして いると 解せないこともないが、この一年のうちの ある 夜、世の 
人並に盗人に逢った という 意外な体験が、年末にたどりついた安らぎの中で、かえってほのかなあたたかさで思 
いかえされて いると いった感じで ある。 ……「夜も あり」という 口調には、 怒りと か、憎しみとかを超えた、淡 
々とした 追憶の気持が流れて いるようである。 ……一年をふりかえりしめくくる感じとして「年の暮」が とりあ 
げられ ている。 (『£蕉全句 t 

という加藤揪邨氏の説が、穏当なものとして受入れられる所以である。事繁かった一年を回顧する気持が感ぜられ、 
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ひろい意味で境涯の句といえようが、表現が余りに淡々としている為に、詩的感興には乏しい。 


分別の底た ゞ きけり年の昏(翁草) 


色蕉庵小文庫.陸奥衞.泊船集.-つ物.蕉翁 
句集 


冬季(年の昏)。 

H 〇 分別の底た、きけり 「分別の底叩きけり」。「分別」は、考え•工夫等の意を持つ語であるが、ここは世渡りの上でのさま 
ざまな遣繰算段に智恵をしぼること。そのありったけを出し尽すことを「底た、く」と言った。「宵寐がちに朝をきしたるね覚の 
分別、なに事をかむさぼる」 (「閉関 之 説」) 「なじみはなけれど、そなたをいとしさに、万事を底た V いて語け る」 (『好色一代 女』 卷 
四 ) 「Fabetuo megurasu . 」(『日葡辞書』)。〇 年の昏 「年の昏」。「昏 J は「暮」と同じ意に用いた。 

1年の暮は遣繰が大変。みんな智恵のありったけを出し尽して、走り廻っていることょ。 

IESB 元禄九年の『翁草』初出で、『蕉翁句集』は元禄六年の部に出している。六年以前、晩年の作であろぅ。 

杜哉の『蒙引』は、 

一とせをいひ尽して、先俳諧の半櫃も空になりたりとのをかしみならん。歳暮に分別の二字をかけ合せて、世俗 
に作り給ふ所感ずべし。 

とあり、「年の昏」に「分別」の語を配合して俗に作意した ことは 確かである。其処に思われるのは、一年の貸借決 
算の集中する年の瀬に、掛取が走り廻り、取られる方は言い訳の工夫、さては居留守、出違いの駆け引き等、「分別」 
をしぼる悲喜劇の世界である。それ以外の事は、この句では恐らく表現されていない。色蕉の作だからといって、 
「俳諧の半櫃」云々とか、 

……自分もこの一年の間に風雅にはありたけの分別をつくしたことょ、といぅのである。表面は世態人情をいっ 
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て、その奥には自分の身をふ■りかえってみて、それをややユーモラスにいってのけたのである。(岩田九郎博士『諸 
注評釈芭蕉俳句大成』) 

とまで解するのは、深読みに過ぎよう。色蕉は俗世間を離れているから年末に忙しいこともない。世間を離れた処か 
ら眺めて、いろいろ馳駆奔走するさまを「やってるわい」と興じている。それが「底た、きけり」のユーモアであろ 
う。しかし、この句の表現は極く浅い興にとどまって、人間のあり方への深い同情といったものは感ぜられない。晚 
年の「軽み」も、この程度のものが好まれると、卑近な俗調に墮してしまうのである。 

棚毛* こつ、 ^てぬ くし 鴨の足 ( 色蕉庵小文庫) 議蓑.泊船集•旅寝論.蕉翁句集 

冬季(鴨)。 

〇 毛衣につ、みてぬくし 「起於に S ? みて ！ i し」。「毛衣」は、ここでは鳥の羽毛をいう。「ぬくし」は方言的俗語。羽毛でふ 
っくりと包んで温かそうなのである。「千鳥もかるや鶴の毛衣とよめりければ」(『猿蓑』巻二、曾良発句「松島や」前書)「春雨や簑に 
つ、まん雉子の声洒堂」(『続猿蓑』下)「あた ゞ かなるをぬくしといへる」(『名語記』三)「1'5&011ョ.--11,1111|13.」「2:110^.」(『日葡 
辞書』)。〇 鴨の足 「111-」が冬の季語になる。既出(1挪)。 

HMa 羽毛でふっくりと包んで、鴨の足は如何にも温かそうだ。 

II 元禄九年の『芭蕉庵小文庫』初出で、『続猿蓑』にも収められた。元禄六年以前、晚年の作であろう。 

この句については、去来の『旅寝論』に左のような所説が見える。 

問日、先師日、発句は取合するもの也。二とり合て能とり合するを上手といへりと、許六の説に見えたり。 

らば蕉門のおしへ、一物の上にて発句はなき事に侍るや。 


か 
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去来答て日、是又先師一かたのをしへ也。膳所のはいかい、はじめ此旨を聞て是になづむ者多し。我洒 堂と 常に 
あらそふ。其後洒堂武府にまかりけるに、先師告て日、汝がほつ句皆、物ニッ三ッを取合てのみ句をなす。発句 
は只金を打のベたる様に作すべしとおしへ給へり。帰京の後、我に語りて前非を悔。 

都て先師の門人に示し給ふや、一片に聞べ からず。 . 凡 ほつくは一物の上になき物に あらず。 . 先一物の上 

になりたる句は、 

毛衣につ V みてぬくし鴨の足 先師 
此句は殊に一物の上にて作したりと、支考に語て興じ給ひし句となん。 

二つ三つの物を取合わせるやり方は、まとまりやすい。そういう事を芭蕉から聞くと、それに飛びつ く 門人があり券 
ちだけれども、句の作り方はそれだけに限つたものではなかつた。洒堂が取合わせの句ばかり作るのを見て、芭蕉は 
「発句は只金を打のベたる様に作すべし」と言つたが、実は「金を打のベたる様」な作り方が理想なのである。右の 
一段では、その点に深入りせずに、取合わせとは対照的な「一物の上に作し」た例として、「鴨の足」の句が挙げら 
れている。「鴨」という物を見据えて、外の物には傍振らないところが、芭蕉の作としても珍しい句であろう。 

鴨の脚は短くて、然程毛に包まれているものでもない。従つて「諸鳥寒気を防ぐとて、足を腹下の毛中に隠し- CTffi ^ 
む。 是を裘に裹と云べし」(信天翁1の底』)という見方は確説である。恐らくは水辺の岸にうずくまつている鴨の姿に 
目を留めた句なのであろう。 

まことに鴨というものが、鴨らしい感じの焦点で生かされているという感じである。……対象そのものを的確 

に把握する目のあつたことに留意すべきである。 . 鴨の足を毛衣につつまれていると見るところに、唐めいた 

味わいがあり、そこに俳諧があつたと思われるが、その根柢には鴨の実感が踏まえられているので、句に力が出 
ている。 (『 S 蕉全句』) 
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という加藤楸邨氏の鑑賞は、間然するところがない。「かくれけり師走の海のかいつぶり」 s §) の句を思わせるが、 
それにはなお「師走の海」が背景としてあるのに対して、これは全く「一物の上」である。「生きた鴨を詠んでいる 
のではなかろう」(山本健吉氏『色蕉全発句』)と見るのは良くない。食用に捕えられた物では、この存在感は出て来ないと 
思う。古注に引く『荘子』駢拇篇の鳧脛•鶴脛の寓言も、この場合は関わりのないことである。 

奶せつかれて年忘するきげんかな (色蕉庵小文庫)泊 船 集•蕉翁句集 
冬季(年忘)。 

〇せ つかれて r せつく」は、しつこく催促すること。「ほそき筋より恋つのりつ k 曲水物おもふ身にもの喰へとせつか 
れて翁」(『ひさご』) 「xet o uqi , u , uita . 」(『日葡辞走日』)。〇年忘する「年忘れする」。「年忘」は、年末の句会。既出 5§、 IV ^。 
ここは形式上「きげん」にかかる言い方になつている。〇きげん「機嫌」。ここは機嫌が好く、楽しいさま。「機嫌能かいこは庭 
に起か k り野坡小昼のころの空静也利牛」(『炭俵』上) 「 Qiguenuoy 6 suru . J (『日葡辞書』〇 
1 M 人から遣れ遣れと催促されて漸く年忘れの会をする始末だが、会を開けば開いたで、結構楽しい気分になるこ 
とだ。 

1 『芭蕉庵小文庫』初出で、元禄六年歳末以前、晚年の作と思われる。但し、『蕉翁句集』が元禄五年とする根拠 
は詳らかでない。 

「せつかれて」は、自分から進んで遣るのではなく、老来人に倦むことの多い身は物ぐさなのである。人からうる 
さく言われて、それではと年忘れを催して見ると、それはそれで結構楽しく、人の集う賑やかさも面白く眺められる。 
そのような老いの心境が巧みにまとめられた句で、「せつかれて」という俗な言い方がよく利いた軽みの句である。 
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一般の世態ではなく、色蕉自身の心境であろう。 

范蠡が趙南のこ V ろをいへる山家集の題に習ふ 

娜一 露 もこ、ほさぬ菊の氷かな {続猿蓑) 陸奥衡•泊 船 集.蕉翁句集—.蒸®句* 
冬季(氷)。 

1 〇范蠡が趙南のこゝろ 「范紀」 は、 中国の戦国時代、越王句 i に仕えた名臣。呉と戦って句践に会稽の辱を雪がせた後、商 
人陶朱公となって巨万の富を築いたという。或る時その次男が人を殺して楚に捕えられたが、朱公は以前親しかった荘生なる人に 
千金を贈って子の命を助けようとした。ところが、使に立った朱公の長男が金を惜しんだ為に次男は死刑になってしまったという 
故事が『史記』越世家に見え、これに因んで西行の『山家集』中に r 范螽長男の心を」と詞書した「すてやらでいのちをこふる人 
はみなち V のこがねをもてかへるなり」の歌が収められている。即ち、「超南」は「一^男」の誤りで、その「こ X ろ」とは、金を 
惜しむようなヶチな心持をいったのである。 r 趙南」のような誤りは、『史記』原典の知識があれば起り得ないし、芭蕉には あり そ 
うもないことで、『続猿袁』草稿に手を入れた可能性のある支考あたりの杜が疑われるが、「連歌家は古来愚かしき伝説によりて其 
儘に之を受くる習有りしなれば、これも其のーッの例なるべきにや」(露伴『評釈続猿簑』)という事情も考慮する要があり、この誤 
伝の背景をなす消息はよく分らない。『陸奥衡』の前書に「てうなん」と表記されている(〔考 U 参照)のは、 r 趙南」の漢字を思わ 
せるもので、同じ誤解に基づいたことが窺われる。 〇山家集の題に習 ふ「山家集」は、西行の和歌を集めた私家集で、六家集の 
一。 芭蕉の愛読書であった。その「題」、即ち詞書は前項参照。「習ふ」は「倣ふ」の意。既出(1«7刖書)。「あはれさやしぐる i 
比の山家集素堂」(『陸奥衝』0〇 I 露もこぼさぬ 「一露も零さぬ」。菊の花にまつわる露を少しもこぼさずに、の意。 ( Ivg ) 参 
照。 〇菊の氷 「氷」が冬の季語。既出 ( Ii 50 等)。従ってこの「菊」は「寒菊 」 (IV I ) であろう。 
ia 寒菊に 置いた 露が びっしり 氷りついて、一滴 もこぼすまいといった 風情で あることよ。 

■ ES ■「はむれいがてうなんのこ、ろを」(『陸奥衞 JI ) 「西行が超南の心をいへる山家集の題に習ふ」(泊船集)等の前書が 
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あり、『蕉翁句集草稿』と『蕉翁句集』の前書は『続猿蓑』と同じである。『続猿蓑』の前書が、誤りを含みながらも 
『山家集』の影響下に成った句であることをよく伝えているのに対して、『泊船集』のように「西行が超南」では、何 
の事とも分らない。句は桃隣の『陸奥衡』(元禄十年刊)初出で、元禄六年冬以前、晚年の作と思われる。 

黄金色の寒菊の花にまつわる露が氷ったさまをやや擬人化して、少しも露をこぼすまいと氷らせたように言い做し 
た俳諧である。恐らくは寒菊の花の色に「黄金」を連想して、千金を惜しんだ中国古代の故事に思い至ったものであ 
ろう。このような行き方は、晚年の「軽み」とは異質であるが、だからこそ前書が必要なのであって、純粋な詩的動 
機のみに依らない「ものいへば唇寒し」 ( Ivg ) の句なども思い合わすべきである。『山家集』の歌は、命に執着する 
俗衆の心事を、千金を空しく持ち帰った范蠡の長男に譬えたのであった。 

離 ^ 

52 / }ん、'一； h や船の铀綱こ とり 付て(柱暦) 誹諧 曾 我.蕉翁句集草稿 

冬季(しぐれ)。 

IM 〇 離別 「リベッ」 。ここは人との別れをいう。「前途三千里のおもひ胸にふさがりて、幻のちまたに離別の泪をそ k ぐ」(『お 
くのほそ道』) 「 Ribet . Fanare vacaruru . 」(『日葡辞書』)。〇しぐれ行や「時雨れ行くや」。時雨に濡れて行くことよ。「や」は詠嘆 
の切字。時雨を自動詞化した場合、雨の降り方をいうことが多いが、ここは時雨に濡れて行く人のさまについて用いられて いる。 
既出(1挪)。 i 627) 参照。〇舳 綱にとり付て 「貧■に肥り：!；きて」。「舳綱」は、船を岸につなぐ為に舳先に付けた綱。「爐綱」 
と対をなす。それにすがりついて別れを惜しむ体をあらわした。「とり付く」は既出 ( ml )。 「千余艘がとも綱へづなをくみあは 
せ」(『平家物語』巻八) 「 FE.J (『日葡辞書』)。 
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Baa 船の舳綱に取り付いて何時までも別れを惜しみ、時雨に濡れて行くことだ。 

■ H 三河岡崎の人鶴声(荷兮門)の撰した『柱暦』(元禄十年刊)に初出し、新城の白雪の撰集『誹諧曾我』(元禄十二年 
刊)にも見えるので、三河方面に伝えられた句と知られる。土芳は『蕉翁句集草稿』に、 

山は皆蜜柑の色の黄になりて 

此白船に出る。此句はいがにて第三に云出られし句也°白船聞違也。いづれの集にか又、時雨行や船の 舳綱 
に取付て と 云句出る。覚束なし。蜜柑の句 ごとくの 違なるべし。 

と述べて、発句ではなく、連句の付合の第三ではないかと疑っている。確かに「とり付で」と言い切らずに終った句 
作りから、そのような疑いを持つのは自然であるが、土芳の所説にも精しくない点がある。「山は皆」の句は、元禄 
七年九月四日伊賀上野の猿雖亭の俳席で興行された五十韻二の表五句目の付句であって、「第三」ではなかった。そ 
して、「時雨行や」の句については単なる推測を述べたにとどまり、この句を含んだ連句の卷も未発見である。一方、 
「とり付て」で終るこの句の句作りは発句として異体ながら、「しぐれ行 や」 と歴とした切字があり、 「辛 崎の松は花 
より II にて」 (1232) のような全く切字のない発句を作ったことのある色蕉であることを考えれば、当面の句のような 
作があっても、さして異とするに当らない。この見地から、ここでは一応発句として扱い、元禄六年冬までに成った 
句の中に入れておく。「しぐれ行や船の舳縄に取つきて」(『芭蕉句選』)「時雨行や舟の帆づなに取付て」(『もと£0水 JI ) 等、 
後代の書に異形も伝えられるが、元禄期の古集に見える形に拠るべきである。 

この句は内容の面力らも力なり問題*'ある。「離別」 という 前書が、作者自身人を送る意で あると すれば、「船の 
舳綱にとり付て」別れを惜しむさまは余りに大袈裟に過ぎ、表現として当を失した感を免れない。他人の別離のさま 
を傍観して描いたものとすれば、それは発句よりも付句の世界であろう。このような点からも、この句は本来付句だ 
った可能性が大きいと思う。或いは、鬼界が島に流されて独り残された俊寛僧都が、迎えの舟に 取 付いて共に 乗せて 
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行けと足摺りした故事を背景にした趣向かも知れない。 

海ある所にたばねたる柴を繪書て 

概須磨の浦の年取ものや柴一把(茶の草子) 蝶姿 
冬季(年取もの)。 

〇 たばねたる柴 「貯ねたる紫」。 iff にする柴を、背負って運ぶように束ねてあるのである。「柴」は既出 (n 脱前書)。「田の 
畔に早 ffir 把 r ^ 投て置孤屋道者のはさむ編笠の節其角」(『炭俵』下) 「 Tabane , uru , eta . …… Ineuotabanuru . 」(『日葡辞書』)。 
〇絵書て 「igi 日きて」。画賛句なので、前書にその絵の大体を説明するのである。既出 (m 572 )。 〇須磨の浦現兵庫県神戸市須 
磨区の海岸。歌枕である。既出( II 、 n 測等)。〇年取もの「年取り物」。年の暮に用意する必需品。正月の飾り物等をもいう。 
「此人の金銀は中鄙の年取物に定めばや」(『椀久二世の物語』 上) 「 Toxiuocoyuru , 一, toru.J (『日葡辞書』)。〇 I 把「ィチハ」。「把」 
は、束ねた物についていう量詞。一束ね。「藁一把かりて花見る阿波手哉湍水」(『あら野』巻七) 「 Ichiua .」 (『日葡辞書』)。 
ai 海辺に置かれた柴一束ね。これはきっと須磨の浦の年取り物なのだな。 

i 『蝶姿』(助然撰、 元禄 十四 年刊) には「海ある所に真柴負へる人を自画して」と前書があり、『茶の草子』(雪丸•桃 先 
撰、 元禄十二年刊) には「これは信濃国根羽といふ山里にあるよし、玩竹といふ人のかたられければ、なにとなくなつか 
しく、 巻の上に置ぬ。物語せし人 も、 なべてのたぐひにあらず。里の子もよ くしれ るなる べし」 と付記している。画 
賛句は必ず当季とは限らないが、一応元禄六年冬までには成っていたものと見ておく。 

海辺に柴一把とは、随分とぼけた絵である。それを在原行平の歌や『源氏物語』で名高い須磨の浦としたのは風雅 
の興で、更に「年取もの」と俗にしたところが俳諧であろう。侘びた味のある好箇の画賛句である。堀信夫氏は謡曲 




346 


「忠度」に出る須磨の螌の、藻塩た く 塩木を取る趣の俳諧化と見て おられる (『新 編日本古典文学全集•松尾色蕉集1』)。 

微かりて寐む案山子の袖や夜半の霜 ( 其木枯) 

冬季(霜)。 

H 〇かりて寐む「借りて寐む」。下の「袖」にかかる。〇案山子の袖や「緊山 ^ L の撇や J 。 「案山子」は、竹や藁で作り、田畑 
に立てて人が居るように見せかける人形。弓矢を持たせたりする。毛髪やぼろを焼いて悪臭をたて、田畑を荒らす鳥獣の害を避け 
る「嗅がし」の語を、人形にも用いるようになったのである。今いう「力、シ」は原義を忘れた転音。「&山 P 」 は、中国で山田 
に立てる鳥おどしの人形をいう。「袖」は、ここでは「衣」に同じ。 r 袖や夜半の霜」と続く文脈ではないから、上の「かりて寐 
む」で切れるとしては、三段切れになって良くない。初五は「袖」にかかると見るべきで、直訳すれば「借りて寝ようとする案山 
子の袖」となる。「や」の切字は名詞を受けることが多く、その名詞に凡てを集約する俳諧的表現法である。「守護不入か V しの弓 
の矢先かな」(蕪村『夜半叟句集』) 「 cagaxi.J (『日葡辞書 JI )。 〇夜半の霜「夜半の霜」。「夜半」は、真夜中。「うとくと寐起なが 
らに湯をわかす胡及寒ゆく夜半の越の雪鋤長虹」(『あら野』員外) rYoua.J (『日葡辞書』〇 

ia 霜の置く真夜中は大変寒い。案山子の着物を借りて寝たい程だよ。 

I 『其木估 j (淡斎撰、元禄十四年成)に「陽炎のわが肩にたつ紙衣哉」 il ) と並べてこの句を出して、「いづこ行脚 
の比ならん、いとあはれなり」と注している。旅中の作とすれば、元禄四年十月の帰東の旅以前ということになるが、 
必ずしも旅中の作とばかりは限らない。まだ田園の趣のあった当時は、深川あたりでもこの句のような風情は見られ 
たろうし、全く想化に成った句であるかも知れない。「陽炎の」の句にしても、行脚中の作ではなかった。ここでは 
姑く元禄六年冬以前の作と見ておく。 

芭蕉の旅は、「とまるべき道にかぎりなく、立べき朝に時なし。只一日のねがひ二つのみ。 こよ ひ能宿からん、草 
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鞋のわが足によろしきを求んと斗は、いさ、かのおもひなり」 (『 K の小文』)といった調子のもので、殆んど街道筋を迎 
る旅だったから、この句のように、霜夜に野宿することはなかったろう。また、石上寺に於ける小野小町と僧正遍昭 
の贈答歌 ( IV 779 参照)や、『百人一首』にも入って有名な「きり'^すなくやしもよのさむしろに衣かたしきひとりか 
もねん」(『新古今集』卷五'良経)の歌をなぞった趣もあって、想化の句らしい感じが強く、加藤楸邨氏の『色蕉全句』 
のように、画賛句かとする考え方もある。風雅な和歌の趣を踏まえながら、案山子の着物を借りて寝ようというとこ 
ろに、俳諧らしい興を見出しているのである。「かりて寐む案山子の」という頭韻仕立てにも、興じた調子が見える。 

仙化が父追善 

财袖の色よごれて寒しこいねづみ(蕉翁句集) 

冬季(寒し)。 

IM 〇仙化が父追善 r 做 fbi が父起截 J 。 「仙化」は、江戸の蕉門俳人で、「古池や」の句を巻頭にした『蛙合』(貞享三年刊)の撰者 
であるが、姓名、生残年等未詳。その「父」についても何も知られていない。「追善」は、死者の冥福を祈って善根を修すること。 
「追悼」と同じ意に用いられる。既出 il 、 1前書)。〇袖の色よごれて寒し何日も着通した喪服の袖の色が、汚れて寒々とし 
ている さま。 r よごれて」に日数の経過と、亡き人を®ぶ涙が暗示されている。「五月雨や踵よごれぬ礒づたひ沾圃」(『続猿*』 
下) 「 Yogore , ruru , eta .」 (『且葡辞書』)。〇こいねづみ「濃い Y 濃い鼠色。「ねづみ」は喪服の色である。「ねづみ」は「ねず 
み」の仮名ちがい。「人死したる時かなしみの間、喪服とてうれへの時着る衣服を着するなり。その色は薄鼠色とて鼠色の布の服 
を用ふるなり」 (『貞 丈雑記』卷十六)「被起.ねずみ•みる茶の布子三つ卅&」(『新色五卷書』卷五ノ四) 「 coi . J 「 Nezumi .」 (『日葡辞 
書 JI )。 

ia 父を失った人の何日も着通した喪服の袖の色が、涙に汚れて濃い鼠色になり、如何にも寒々と見える。 
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■ E ■『蕉翁句集』は元禄四年の部に収めているが、仙化の父の歿年は不明で、何を根拠とした推定か詳らかでない。 
姑く同六年冬以前と見ておく。 

亡くなった人よりも、それを悲しむ子の姿を描いて弔意をあらわしている。 r 寒し」は季のあしらいであるが、そ 
れだけにとどまらない表現効果を持つようである。 

槪古法眼出どころあはれ年の暮 i っの顔) 

冬季(年の暮)。 

〇古法眼「コホフゲン」。戦国時代の絵師狩野元信のこと。狩野派の始祖正信の長子として京に生まれ、周文•雪舟らの系 
統の水墨画に大和絵の技法を取入れ、狩野派の様式を大成した人として知られる。晩年剃髪して法眼の称を許された。永禄二(一五 
五 S 年十月六日残、享年八十 U 。 ここは元信の画いた絵をいう。〇出どころあはれ「船呢脔れ J 。 「出どころ」は、売りに出され 
た絵を所有していた元の家を指す。「あはれ」は形容動詞の語幹。売りに出さなければならなくなった事情が「あはれ」なのであ 
る。「遣ひ捨し金銀の出所なく、其なりけりに内証嗳済て」(『日本永代蔵』卷ーノ三) roed 80 ro . J (『日葡辞書』)。 
caia 年の »• の市に古法眼元信の絵が出ている。これを手放さなければならなくなった元の所有者のことを考えると、 
しみじみ哀れを催すことだ。 

— 出典の『三つの顔』(越人撰、享保十一年成)は年代はやや後れるが、色蕉と親しかった人の撰著なので、信憑性が 
ある。成立年次は、季語から元禄六年冬以前とする以上に詳しくは分らず、場所も江戸とばかりは限らないであろう。 

古法眼の絵を持っていた家は、いずれ相応の旧家と思われる。家重代の名画を手放すに至った事情を考えると、零 
落した旧家の年の瀬の窮迫が浮び上って来るのだ。年の市に出た古画の背景に、そのような世相を見て、「あはれ」 
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と詠嘆したのである。「出どころあはれ」のような飾らない言い方に、晚年の風を読み取ることも出来よう。ただ、 
「出どころあはれ」と「年の暮」が安直に結びつく傾向は免れず、感味はそう深いものではない。 

娜 いきながら一 つこ冰る海鼠哉 < 続別座敷) 木曾の谷•蕉翁句集草稿.蕉翁句集.続寒菊 

冬季(冰る.海鼠)。 

1 M 0いきながら-つに冰る「生きながら一つに冰る」。「いきながら」は、「笠きて草蛙はきながら」 (122/) 等と同じく、「生き 
たままで」の意。何匹もの海鼠が一つになって氷りついているさまで •* る。「冰 J は「こおり」を意味する本字。「氷」は、その俗 
字である。「二宮のわか君とひとつにまじりてあそび給ふ」(『源氏物語』横笛)。〇海鼠「ナマコ」。棘皮動物。円筒状の体形で、や 
や扁平、体長は四十センチに達し、多くは褐色に里〖褐色の斑点を混える。我が国の沿岸各地に産し、酢にして生食する。しゅんの 
時期に よって 冬の季語と される。「うか^^と 海月に交るなまこ哉車庸」 (『続 猿蓑』下) 「 zamaco . i , Tauarago .」 (『日葡辞書 fe 。 

wia 桶の中で何匹もの海鼠が、生きたまま氷りついていることよ。 

I この句の板本初出は元禄十三年刊の『続別座敷』字珊撰)であるが、これより後の『木曾の谷』 S 水撰、宝永元年 
成)の野坡序に、 

……ある日、硯やある、発句せしに、是が腋•第三すべきよし、自手して書付給ひしより、四句め五句めとうつ 
り行、漸一折にも不満かい置給へり。……病身の隙なくせがまれ給へる事をいとひ、彼あとつぎ侍らんとも袅い 
はずなりぬ。 

と芭蕉の思い出が書かれており、この句を発句とした巻頭歌仙の成立事情が窺える。右に「一折にも不満」とあるよ 
うに、芭蕉と岱水の両吟は十二句までで、以下は後年、杉風と岱水の両吟で満尾したのであった(中興期の『続寒 
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菊』(杏廬撰' 安永九年刊)にもこの巻を所収)。『蕉翁句集』は貞享五年の部に出しているけれども、野坡の文に「病身 
の隙なくせがまれ給へる事をいとひ」>あるところは最晚年の深川での生活を思わせるので、元禄五、六年の冬の作 
とした方が相応しいであろう。 

台所の流し元などにある桶に海鼠が入れられてある。何匹かが一つに固まつて氷りついているさまに厳冬の寒さが 
感ぜられよう。そういう季感と共に、此処では海鼠のありようを見つめる作者の眼が印象的である。海鼠といえば、 
そのつかみ所のない姿をユーモラスに扱うのが一般であるのに、この句にはそのような「興」とは別のものが看取さ 
れる。その辺の消息を加藤楸邨氏の説に聴こう。 

そのひとつになつて氷つてゐる海鼠のすがたに深い愛憐を感じてゐるのである。然し、その気持は表面に出して 
ゐない。あくまで目は冷徹に見てゐる。然し、それぞれが、「生きながら」「ひとつに氷」つてゐるすがたに感合 
し、その生きるあはれにとけ入つてゐる気持は、その静かな、我を抑へた表現の底から、しみじみとにじみ出て 
くる。海鼠といふと、 

尾頭のこころもとなき海鼠かな， 去来 
などのやうに、笑を以て把握されるのが常であるが、この句にはそれがない。どこまでも海鼠に なり 入つた感じ 
方であ，る。冷く光る海鼠の肌の感じがまざと浮んできて、かうした生きものの生きかたをひたと感じとつてゐる 
色蕉の心が、……涙を禁じえぬまでに滲透してゐるのである。芭蕉の作を現代の作に比したとき、一つの顕著な 
特色は、言ひがたいあるものを持つてゐることである。真実にして、しかもどこかにかなしみがあることだ。 
……私はそれは、色蕉がすべての生きるものの根源相ともいふべき深処に徹して、そこに立つからであらうと信 
じてゐる。さういふ心の深処の色が句に反映滲透して、あるいひがたき真実にして、かなしみの色を帯びた作と 
するものであると思ふのだ。 (『 ffi 蕉講座』発句編 E ) 
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この句については、愛した肉親を失い、軽みについても理解する門人の少い最晩年の孤絶した作者の心境を象徴する 
作として読もうとする見方もあるが、そのような凄絶な気分は、この句の世界からは遠いもので、もっと静かな、物 
を徹視しつつも温かな眼ざしが感ぜられると思う。別の面からいうと、対象への感情移入の深さであろう。楸邨氏の 
説 も、 そういう感受の上に立っていることは確かである。また、そうした海鼠のありように愛憐の眼ざしを向けたば 
かりではなく、『荘子』に見える目鼻のない「渾沌」の寓言から、海鼠を見て老荘の無為自然の道を思うのは俳人の 
常識であったとして、寒ければ寒さに従い、桶に入れられれば桶のまま一つに成って氷っている海鼠に、「偉大な無 
為のすがた」を見ていたのであろうとする山本唯一博士の説もある(『色蕉俳句/-卜』)。そこまで思想的に見るべきか 
どうか、人によって見方は分れるであろうが、これまた一説として書き留めておきたい。 




語句索引には本位句として注釈を加えた発句と前書の中の語句のみを標出した。 
活用語は原則として終止形で標出し、排列は発音に準じて、仮名遣にはこだわらない。 
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. 三一一0 

. 一九六 

. 二四0 

. 二六 

…一七 • ハ五*六三 


あやめ草 . 一九0 

洗ひあぐ . 三八 

嵐 OJ . 四五 

霰 . 三三五 

あり…•：云•七一*〒一？一八0 • 
二 § i 一ーニ•二六四•二八五•雲=四五 
有明 . 三三二 


. 二六 

. 一六二 

二六*四七 • 五五 
……一一四六•三四八 


いふ…一三八 • I 九八•一一九三•三0511四一一 

庵(いほ) . 二六丄〇ーー 

いが . 一 CD 五 

いかなる . 二六 

生く . 一八八*一一一三 • 一一四九 

幾度 . 一一四 

いさむ . 三六 

十六夜(いざょひ)…八 一*1 

いざょふ . 八五 

石 . 二九二 

医師 . ニー 

石屋 . 二九二 

石山寺 . 四〇 

出づ… &• 孝|七六.一八八.一§. 

三二四 

出だす . 一四五 

いた V く . 三二四 

至る . 一五五 

一具 . 一七八 

一言 . 一四七 


一夜 . 

一夜を明かす. 

一葉 . 

一把 . 

何時 . 

一句 . 

一周忌 . 

一樽 . 

一燈 . 


和雀 . 

いなびかり . 

稲こき . 

祈り出だす . 

伊吹 . 

今や . 

医門 . 

いやし……. 

伊陽 . 

入り . 

入り日 . 

入る . 

煎(い)る. 
入る月 . 


……一四七 
……一四五 
……二六四 
……三四五 

. 五九 

……一五八 

…… Is 

. 八八 

……二六四 
一三八*四七 

. 九四 

……一四二 
……二九 
……一四五 
……一三0 

. 九六 

……二四二 
……二六 

. 一一 

•…：三一一九 
……一九二 
……二四二 
. 八一 

……X 七 
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色 . 九八•三四七 

岩 . 一四三*一六四 

日く . ニーー 

植う . 一三二 

上 . 一一六 iHS •一一 S .1 S 一 

魚 . 一六五 

魚の店(たな) . ニニ0 

憂き人 . .•二五八 

憂き節 . 四三 

浮御堂 . 八三 

うき世 . 一七一一*七六 

鶯 . 一七四 

動く . 一〇六 

憂し . 四三 

宇治 . 一ーニ 

うしなふ . 二 S 

牛部屋 . 七四 

烏鵠 . 一一六四 

薄し . 一九二 

埋み火 . 二一一七 

うづら . 九六 

雨星 . 二六四 

歌 . 二六•一一六四 

中 . ニー 

うち 転 (ころ) ぶ . 一四七 

打ち寄る . 一ーニ四 

打つ . 五一 

移づ . 三 I 

映り . 一三六 


ぅねり . 
姥……- 
馬かた . 
海……- 
倦む… • 


. 二六八 

. 二九 

. 一五二 

. 三四五 

. 一一七五 

梅……七 • 六•一七〇丄八四 • 三四*一三九 

梅が香 . 三五 

梅の木 . 三八 

梅の花 . 二 

浦 . 三四五 

裏 . 一七0 

ぅらやまし . 一七一一 

瓜 . 一一六二 

売る . 一一三七 • 一一一 0•三三 

潤ほす . 一四七 

画 . 二0九 

絵 . 一•蓋 

絵書く . 三四五 


S. 

謁す . 

海老 . 

えびす講 • 
0 . 


0 . 

W. 

老い行く. 
大井川…. 
多し…… 


. 一九 

. 六七 

. 八一 

.一一一一0•三三 

. 六七 


祖父(おほぢ) 


一？一九五 
……一 K 五 
……ニー九 
……一五二 
……二六四 
……二四 


大竹簌 . 

■ K 津絵 . 

大橋 . 

岡田氏 . 

荻の穂 . 

起く . 

起(おこ)る…. 
稚(をさな)し • 

惜しむ . 

遅し . 

落葉 . 

おちくぼ…：…： 

音 . 

乙州 . 

訪(おとづ)る . 

衰ひ . 

驚力す . 


三一 


四八 


三二三 
I 四九 
〇九 
一八 
四五 
五三 
三00 
二 
六二 
三五 


•七 A 八 
:一五八 
—三一一 

•• 一一 R 


女木沢(をなぎざは)… 一一 Q 八 

おなじ . 八八*四三 

己(おの) . 七二*一一三0 

各々(おのおの) . 一九五 

男(をのこ) . 一三八 

尾花 . 一五八 

おぼつかな . 六六 

覚ゆ . 三一 

朧月 . 一八一一 

朧なり . 一九八 

御影講(おめいこ)……三七 
思ひ . 一四七 


思ひ出づ . 一一九三 

面 . 一六七•三0八 

表 . 一六七 

おもむく . 一一五五 

親 . 一一四 

老ゆ . 三一 

及ぶ . 三一 

居り . 三8 

折々 . 一一一一〇 

折節 . 一一六四 

折る . -宍四•一一八0 

おろす . 一一七五 

か行 

彼(か) . 四〇 

香 . 三五*一九九•三 Q 六 

懐 . 二三 Q 

甲斐あり . 二三一一 

帰り花 . 一三四 

帰る . 一五八 • 18 

顔 . 一四二丄一六一 

薰る . 六七 

掲ぐ . 一一六四 

案山子 . 三四六 

鏡 . 一七 CD 

架る . 三二三•三二四 

懸かる . 一三五 

柿 . 二四 
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垣 . 二七五 

搔き起す . 一七 

書き付く . 一四七•二九三 

書く . 一三八 

掛く .1 QH 一七二 

懸く . 二〇三•一一四九 

斯く . 一五八 

覉亀 . 二九三 

客愁 . 一四七 

隠る . 二八九 

架けか X る . 三二三 

花月 . 一八0 

影ぼぅし . 一三七 

影待ち . 二九九 

笠 . 一三二•三 R 

笠に挿(さ)す . 一九 

重ねて . 一五八 

画讚 . 一蓋 • 一四0 

梶 . 二六四 

賢し . 一三八 

頭 . 一〇九 

賀す . 二四二 

風 . 一1九三 

風薫る . 六七 

風の筋 . 四五 

数ふ . 一八四 

担(かた)ぐ . 一六 

堅田 . 一二 

片手 . 六三 


傾く . 六五 

語る . 三 Q 八 

勝つ . 二三七 

鰹 . 一八八 

悲し . 一一八 0 

蚊の声 . 七四 

株 . 一九五 

壁 . 六一•一ーニ七 

鎌倉 . 一八八 

神 . 一五五•一六 11 

髪 . 六三 

神な月 . 三四 

鴨の足 . 三三九 

蚊屋 . 七三 

唐破風 . 一九二 

雁 . 一六三 

借る . 一四七•三四六 

かれ . 三 S 

枯尾花 . 一五八 

川上 . 二九八 

川下 . 二九八 

瓦葺く物 . 三六 

雁 . 三一 0 

寒菊 . 三二 0 •三二五 

元旦 . 二三五 

神無月廿日 . 三一 Q 

寒の雨 . 一六三 

寒の入り . 三二九 

緩歩 . 一八四 


*. 三八 

其角 . 一 A 

木ミ . 七二 

菊 . 九一•二九七•三四二 

聞く . 二六•三三五 

菊園 . 三〇六 

菊花の膾(なます)……ニー 

菊の香 . 一一九九•三 0 六 

菊の酒 . 八八 

菊の霜 . 二三 

菊の酢和(あ)へ . 二 I 

菊の花 . 二九 • 一九二 

機嫌 . 三四一 

聞ゆ . 三四 

岸 . 二六四 

着す . 一 1 三五•三三 

木曾 . ーテニ五八 

木曾路 . 1 一五五 

北 . 一七一一 

来る . 八八 

吉日 . 一一四二 

喫す . 三二七 

狐 . 二四二 

君 . 四一•二四九 • 一 100 

客 . 七六 • 一二七 

癸酉 . 二七五 

旧友 . 一五八 

京 . 一四一 

今日 . ニー四 . 11 三七•三 R 


行々子(ぎやぅぎやぅし) 

. 五六 

今日の月 . A 

京太郎 . 三五 

許六 . 二五五 

桐 . 一 0 六 

きりす . S 一 

霧雨 . 三三 

羈旅 . 三四 

. 

銀河 . 二六四 

吟ず . 二六四 

金屛 . 81 

琴風 . 一八七 

句 . 六七 • 五八•一一九三 

来(く) . 一二 • 八四 * IS 

愚 . 三一一九 

杭 . 二六四 

食ひ当つ . 三二 

九月九日 . 八八 

九月三日 . 一一八三 

釘 . 一 01 

¥ . =1 

草の戸 . 八八 

草の餅 . IA 

$ . 一一.九九 

九条 . 10 九 

0 . 七一 

葛の葉 . 一六七 
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口を潤ほす . 一四七 

口を 閉づ . 一 

口切 . ニー六 

唇 . 二九三 

沓の底 . 三0六 

汲む . 一四七 

酌^ . 三 R 

雲 . 八五*五三*一四四 

闇(くら)し . 七四 

鞍つぼ . 三一七 

栗のいが . 一 Q 五 

呉(く)る . 七六 A 八 

募る . 八八•九六*四七 

苦し . 三一一七 

くるしむ . 一五八 

暮れ . 二一一一一 H 雲 • 一一三八 • 一一四八 

黒し . 二四0.二四四 

桑の杖 . 二八 Q 

毛 . 一一四四 

毛衣 . 三三九 

今朝 . 一六七 

けし . 二八九 

気色 . 一一一一一九 • 一六四 

景色 . ニーー 

W . 九一一 

源氏の間 . 四0 

蜆子 . 一一四0 

元禄癸酉 . 二七五 

元禄五年 . 三四 


元禄辛未 . 三一 

元禄六 . 一一六四 

子 . 一一四 • 三八 

此 S )... 三八*一六 • 三*五八. 
一七八•一九五•二六四•二九八 

恋 . 二九•一八一一 

濃い鼠 . 三四七 

乞ふ . 一四七 

一仃 . ^ 


興行…. 
耕月亭. 
耕雪子. 
香ばし. 
江府… • 
§虽…. 

_…… 

氷 . 

氷る… • 


K 七•二0八 
……一四一一 
……一三四 

……ニー 

……三00 
……一七六 
…七四•一一五一 
- 一一 S * 一一四一一 
……三四九 


m (こがらし)……一一一一四•一四 T 

一四三 

五器 . 一七八 

故郷 . 三8 

扱(こ)く . 二九 

心……四一•一六五•一七八•一八五•二五五. 

一 S * 一® 一一 

心をかし . 一三九 

心を澄ます . ...三四 

九日 . 八八 

九(ここの)度 . 一一八 


古実 . 三〇八 

腰の綿 . 九一 

五尺 . 一九0 

湖上 . ニー 

五升 . ニー七 

古将監 . 三0八 

扈従 (こしよぅ) す……一一四九 

御代参 . 二四九 

答ふ . 一五八 

木立 . 三一 

木魂(こたま) . 五一 

こと . 二九三•三 R 

琴箱 . 二九七 

ことぶく . 一九五 

子ども等 . 二六一一 

小葱(こなぎ) . 一一七0 

この力み . 一二 

このもし . 二六 

古法眼 . 三四八 

小坊主 . 三一七 

こぼす . 二六八*一一四一 I 

五本松 . 一一九八 

小町 . 二六四 

小松川 . 二 Q 八 

^ . 七六 

籠る . 三〇手一一一三 

肥やす . 二 Q 

小山伏 . 一六 

越ゆ . 二四 


&W. . 0 

今宵の月 . 七六 

此(これ) . 二六四*八五 

是(これ) . 一三八*九?一七九 

比(ころ)……一四一*四三*五八. 
i 一一一一 

頃 . 二九 

^ . 一一四四 

こんにやく . 一一三七 

さ行 

才 . 一三八 

西行 . 一三五 

西行上人 . 一一六 

菜根 . 三二七 

境(辦) . 三六 

左官 . ニー九 

先 . 一七四 

咲く . 二六一一*一九二 

桜 . 一一0 .11 一ぐ i •一 A •一八五 

探る . 一一一一四•一一六四 

酒 . 八八•ニー 

酒五升 . 三七 

篠(ささ) . 二四九 

さし入る . 八三 

指す . 一一8 

さす . 一一九 K 

挿(さ)す . 一九 
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^ 0^5 . 

殊勝なり 
寿母…： 


しぐれ……三六 • 四七 . 1 五一一*一一 四. 


三一四•量 

茂り . 四五•一一四九 

5# . 111 K 

四十雀 . 一一八五 

しづかさ . 二三 

下 . 一01一一 

した面 . 三0八 

七月七日 . 一九六 

七叟 . 一九五 

七人 . 一九五 

之道 . 11六 

偲(しの)ぶ . 四六•九一 I 

柴 . 三四五 

柴の庵(いほ) . 二六 

柴の戸 . 11六 

暫く . 二六 • 四七 

霜…九- T 一 Q 六•二三•一六七*二九•一勇 
霜路 . 三一一四 

十月 . 三一 

十月三日 . 三四 

十五夜 . 七六 

終日 . 三一一七 

十二月廿日 . ニニ四 

十六夜 . 八五 


W . 

0 . 

鎖おろす . 

正月 . 

上戸(じやぅご) 

丈山 . 

障子 . 

城主 . 

上人 . 

. 

丈夫 . 

逍遥す . 

00 . 

初^ . 

. 

. 

所 a . 

fife. 

SB . 


. 三*五八 

. <一一1 

. 二七五 

. I 

ノご) . 一四二 

. 六七 

. 一三六 

. 二四九 

. 二六 

. 1三八 

. 三二七 

. 一三八 

. 一 1 三0 

. 七三 

. 一一 

. 一五五 

. 一五五 

. 二四0 

. 11六八 

. 蓋 

. 三六 

I 五一 1•一 罕一 Kf 100 


印(しるし) . 一四七 

白し . 三八 • 三六*三八 

白つ ゞ じ . -K 

臘月(しはす) . ニーー九 

寐食を共にす . go 

新城 . 一三八 


壬申 . ニニ四 

辛未 . 10 九•三 I 

新両国の橋 . 三一一四 

す…三 • 八五 • 九五*一六四•一一九九 • 一 18 

酢 . ニー 

巣 . 0 •一八五 

酢和へ . 一二 

推す . 一七八 

水仙 . 一三六 

水仙花 . 一三八 

吸ふ . 一二 

酢売り . 三三 

末 . 一五五•二 0 八 • 一九八 

菅沼亭 . 一四一 

杉間 . 一四三 

産業(すぎはひ) . 三8 

過ぐ . 八六•一 0 九 

過す . 二六四 

寸げなし . 二八 

すさび . 五三 


煤掃き . 

涼み . 

¥ . 

硯箱 . 

すそわの田井. 
捨てがたし…. 

巳に . 

# . 


……三三 0 
一九二 • 一七二 
:&•一一三 0 
……一八七 
……三一五 
……一五五 

……三一 


定めがたし . 

さ月 雨 . 

淋しさ…… 

五月雨 . 

寒さ . 

寒し . 

坐右 . 

0 . 

猿の面……. 
騒ぐ . 


. 一五八 

. 六五 

. . 一 Q 一 

. 六一 

. 一二八 

.ニニ 0 *一九三•三 0 七 

. i 一 

. 二蓋 

. 二曼 

. 一六三 


障る . 三 8 

山家集 . 一ニハ•三四一一 

産業 . 三 8 

三吟 . 一 I 八五 

三句 . 八五 

参籠す . 一四三 

残暑 . 七四•二七二 

山中 . 一一 

子(し) . 三一•二® • 九六 

^ . 0 

辞 . 三一 

推の花 . ： . 二五五 

潮頭 . 二 S 

塩 M . 七一 

塩鯛 . 一三 0 

色 M . 六- 

しきりに . 一四七 

四吟 . 三§ 

しぐる . 一五三 
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住居 . 一四一 

澄ます . 一二四 

須磨の浦 . 三四五 

すみれ草 . 二四六 

住む . 二六 

節季候 . 二三 Q 

是橘 . 二四二 

説 . 一三八 

勢田 . 四 Q 

瀬田 . 八六 

せっく . 三四一 

背戸 . 二九七 

迫る . 二八九 

序焼 . 三一五 

仙化 . 三四七 

千川亭 . ニー D 

船頭 . 六六 

餞別 . 一七八 

其(そ)…二0 • 一九 • 三八 • 一八三. 
三〇八•雪一 

僧 . ニー- T - 二六 

添ふ . 一一〇八仝六四 

ft . 六七 

I . 一一六*八0*一九三 

荘子 . 四一 

雑水 . 三曼 

草扉 . 一五八 

即事 . : . 一二六 

則時 . 一三四 


E . 

底た k く 

]is 

. 

袖 . 

素堂…… 
素堂子… 
素堂亭… 
そのま k 
蒲麦畠… 
染む…… 

■ g エ . 

. 


三〇六 
I 三八 

1三四丄1一|0 


た行 

た(助動詞) . 

fflw - . 

田井 . 

S . 

大工 . 

大根ひき . 

大根 . 

代参 . 

題す . 

岱水亭 . 

堪ふ . 

鷹の目 . 


•震. 


四七 
_0六 
九六 
三0 
一六 
九八 
二四 

三-一 

一四一一 


……一一一三六 
..七一 • 三0 
……一一一一五 
一九五•三四二 

…… 一一 S 

……三一七 
……三二七 
……一一四九 
…一•二 Q 九 
……一一九九 

. 一五八 

. 九六 


高水 . 二六四 

焼(た)き立つ . 10三 


焼火(たきび)す . 一四七 

0 . 一<1 

竹樹(ぅ)ぅる日 . 一三一一 

竹の子 . 四三•五三 

tt - 藪 . 四八 

出す . 一一六一 

たづさふ . 八八 

田づら . 一六三 

尋ぬ . 二六 

た ゞ . 一一九三 

敲(たた)く：八0*二四*ーー8. 

一三八 

た V に . 一一六四 

畳む . 七三 

0 . 五九 

立つ . 一孝一一一一一九 

点(た)つ . ニー 

店(たな) . 一一一一0*一九七 

棚釣る . 三三 Q 

田螺 . 三三 

たのもし . 三 Q 

束(たば)ぬ . M 五 

旅 . 一四七•一一五八 

旅寝 . 一四五•一五五*一六四 

旅寝がち . 一五八 

旅人 . 二五五 

多病 . 一五八 

^ . 三8 

袂 . 一四七 


搏 . 

謹す . 

% . 

地を移す . 

近し . 

竹樹 . 

^ . 

衞(ちどり).… 

ちなみ置く . 

粽結ふ . 

千本(ち もと) 
茶を点(た)つ 

茶 Q 木畠 . 

^ . 

趙南 . 

蝶の羽 . 

0 . 


ちる紅葉 . 
追善…… 

fet . 

杖を曳く 

^ . 

つかむ… 

虫 lijll .1 6 - i 石ノ . • • 


. 一一一 

……1一一一一七 
一三八•一九八 

……三一 
一五五•喜一 
……三一 

……一一一四七 

. 三〇 

……一五八 

. 六三 

……一九五 
……ニー 

. 九四 

:.四 H 二 
……三四二 
. 二四 

. 二 Q 


. 三四 

. 三四七 

. 一一 S 

. 三00 

. 二四六 

. 一0九 

. 一一六 

月……五一•八°?八一一一 A ハ•一一六•二八. 

一八二•一九八*5*一三九 • 一八三*一八七. 

三 Q 八 

月の客 . 

月の雲 . 
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月の沢 . 三四 

月の友 . 二九八 

月の名残 . 九二 

月花 . 11三九 

月待ち . 一六 

月夜 . 二六•四八 

付く . 一三四 

机 . 一一八七 

作りなす . 一一一六 

造る . 三0 

つくろふ . S 

つた . 10六 

槌 . 三八 

つ k じ . 一一八 

包む . 三三九 

勤^ . 二四九 

椿 . 三八 • 三四 

0 . 九八 

0 . 一-九 

露……一蓋 .11 写一 f H ハ八 • 一一0一一 

つらなる ... 一九五 

釣る . 三三0 

鶴の毛 . 二四四 

手 . 寧一八0 

亭 . 一二 • 三〇丄四一•一四二•ニー六. 

二三°?二九九 

庭興 . 二 I 六 

剃髪 . 一一四二 

手を打つ . 五一 


出立 . 一 15 

出どころ . 三四八 

. 四〇 

天 . 二六四 

田家 . 一一九*一九 

天気 . ニー三 

戸 . 二六 

唐辛子 . 二§ 

当皈 . 二四六 

桐奚 . 二 0 < 

桃後 . 一三八 

東行 . 一七八 

塔山 . 三 R 

当寺 . 三一 

桃先 . 一三八 

たふとがる . 三 四 

東武 . 七 

豆腐串 . 二九九 

尖(とが)る . 一四三 

時 . 二亍五三•一八二•二五五 

処 . 九四 

所 . 11 九八'霊 

年 . 八八•三三二 

年比(としごろ) . 一五八 

年ミ . 二〇丄一三五 

年取り物 . 三四五 

年の暮……一 1 •翼•凳•三四八 

年寄る . 三四 

年忘れ . 一六五 


年忘れす 
閉づ…… 

土石…… 

と k のふ 

留む . 

鳥羽 . 

泊る…… 

富む…… 

^ . 

*. 

共映り . 

. 

灯火 (ともしび) . 

鳥 . 一六五*七六. 

取り出づ . 

取り付く . 

とろ\汁く . 


I 一一四一 


.七六. 11 . 1 . 


= 1 九 

11 K 

1 ハ三 
四 0 

A 

九八 
8 
三六 
五八 
四七 
八五 
四七 
四三 


な行 

名 . 一一六* 111 八 • 四七 • 一八五 

猶 . 二 HI 一 0 •二六四 

流す . 二六四 

長月 . 一五五 

中之に . ニーー九 

半ば . 一一一一一一一一 

鳴く . 一一 D •五四•九六•一八七*九 0 

慰む . 一四七*|六四 

名残 . 九二•三 8 


情有り . 一四七 

無し . 吴•九八 • 一一8 

名づく . 111 一八 

夏 . 一一七二 

なつかし . 三六 

夏の月 . 五一 

なでしこ . 一一 0 九 

など . 一八五 

七株 . 一九五 

七種(ななくさ) . 一九五 

七十 あまり 七とし . 一九六 

七ッ . 二八 

七年(ななとし) . 一九六 

七年(ななとせ) . 一五八 

何某 . ニー* 11 *一九三 

何仏 . 一 

難波津 . 三三 

七日 . 一一八三 

名乗る . 一四七 

なまぐさし . 一一 S 

海鼠 ... 三四九 

なます . 一二 

涙 . 三四 

習ふ . 一九五*一五八*ーー四一| 

形(なり) . 一九 

成る . 四三*五八 

匂ひ . 一三四 • 三八 

匂ふ . 二一一 

二月 . 一一四二 





















































































































363 語句索引 


—•- • — . — ■ • — ■ 

一三四一■二五一 
七二 CD 三一九六 


—四 


一六七 •§ 一 

. 一 I 五八 

…：二七〇 


…….六七 

…： 一一 S 

一一四九•三三 
一九五*一六八 
一一五九•三三。 
…：二一一0 
•….一三八 
…：一一六四 
…： i 

. § 

…：三-一四 
…：二六四 
. 


橋の上 . 三二三 

はじめ . 一*一七三 

はじめつかた . 一一一四 

色蕉集 . 一〇三 

& .11C111 

走らす . 一五五 

島 . 九四•一九八 

鉢木 . 三 Q 八 

初 . 三一 a 

初^ . 七三 

初午 . 二四二 

初鰹 . 一八八 

初氷 . 三一五 

初しぐれ . ニー四•三一四 

初 I 相 . 九一 

初茸 . 一一六七 

八珍 . ニー 

初雪 . 三二三 

果て . S 1 一一 

花…二•一一 KS ハ•云 •¥ 一七六. 

一七八 • 八五•一一五五' I 九一一 • 一一一一九 

花生■(いけ) . ニー 

花入れ . ニニ四 

花を見る . 二九三 

はなし . 三二七 

花の雲 . 二四四 

花の塵 . 二 Q 

花の宿 . 七二 

餞(はなむけ)す . 七 


破風……. 

侍り . 

はまぐり . 
針立つ…. 


……一九二 
一三八*五八 

…… S 二 

……三二九 


春 . 一七 0 •一八五 • 一三九 

春の雨 . 一七 

春の草 . 三 

箒(ははき) . 二五九 

范蠡 . 一一一四一一 

日 . 一 1111 一•一九二•三四•三 Q 八 

火 . 七一一•ニニ七 

冷えそむ . 九一 

東山 . 二六 

日数 . 一五五•一一六七 

引く . 三一七 

曳く . 三 00 

日暮る . 八八 

00 . 六三 

ひたす . 二六四 

人……四一一 M 七 0 *二四.二五八•二六四. 

一琴三00 

一尾根 . 一五三 

ひとつ . 一四五*一®九 

一露 . 三四二 

ひと . 一五八 

- 0C. 0 

f . 二八 

日の道 . 六五 

雲雀(ひばり) . 五四 


进(にげ)処 . 九四 

二首 . 二六四 

二升樽 . 三 

二星 . 一一六四 

日光御代参 . 一一四九 

入麫 . 10 三 

似る . 一四七 • 一羞•三 S 

庭……一一四•三一•三六 • 二六*一一 0 六 

庭掃く . 二五九 

寝(ぬ) . 1 •三 8 •三四六 

ぬか味噌壺 . 九八 

ぬくし . 三三九 

盗人 . 三三六 

沼津 . 一五五 

濡る . 一四七 

音(ね) . 一八七 

猫の恋 . 一八二 

猫の妻 . 一一九 

鼠 . S 

鼠(色) . 一一一四七 

寝所 . 一八五 

ねぶか . 一一一八 

寝(ねむ)たし . 吴 

閨 . 一八一一 

能無し . 五六 

^ . 00 

野菊 . 二 0 九 

残す . 一四七 

残多し . 一一六四 


. 

野中 . 

吞み開(あ)< 
飲む . 

a . 

海苔 . 

乗る . 

は行 

^ . 

0 . 

0 . 

0 . 

M . 

生え抜く . 

羽織 . 

0 . 

^ . 

^ . 

掃く . 

歯き . 

白雪 . 

白浪 . 

1 相 . 

挟む . 

0 . 

0 ^. . 

橋桁 . 
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日 A /. 一 五八 

開く . ニー九 

平田 . 三一 

昼 . 二七五 

昼顔 . 二六一一 

琵琶 . 三三五 

鬢の霜 . ニー九 

経(ふ) . 二六 - fcj 

風雲 . 二六四 

風雅 . 一三八 

風流 . 一五五 

深川 . 一一 Q 五 • 一七九•一一九八•三一0 

深川大橋 . 三二三 

吹き折る . 二六四 

吹き尖(とが)る . 一四三 

吹く . 一 0五 

葺く . 三六 

腹病やみ . 六九 

0 . 四三 

不二 . ： . 一蓋 

不性さ . 一七 

蓋 . 三ニー 

二つ . 三六 A 六 

二人 . 一三八 

筆を走らす . 一五五 

筆のはじめ . 一 

船 . 一一®11 

船をさす . 二九/ 

不卜 . 一八七 


文月七日 . 一一六四 

麓 . 一四五 

冬 . 三三一一 

冬ごもり . 一一一 D * 一一 S •三三 

冬住居 . 一四一 

芙蓉 . 三三 

降り出づ . 一四七 

振り売り . 三一 Q 

降る . 一三二•三四 

触る . 一九五 

古さ . 一一 D 三 

古し . 一八七 

古物棚(店) . 一一九七 

糞す . 一七四 

分別 . 三三八 

塀 . 一一四 

閉関 . 一一七五•一一七九 

へぐ . 六一 

舳綱(へづな) . 三四三 

別墅 . 一三四 

部屋 . 七四 

遍昭 . 一一六四 

穂 . 一 Q 九 

焙炉(ほいろ) . 一三 

奉加 . 三一 

法眼 . 三四八 

望日 . 一一8 

保生佐太夫 . 一一八五 

方寸 . 三 S 


忘年 . 一一三 Q 

鳳来寺 . 一四三*四五 

木沅 . ニー 

星 . 一一六四 

星の秋 . 一九五 

蛍 . 七一一 

ほたる見 . 六六 

程 . 八一*四五*五五.一五八 

^ . 一 

ほと\ぎす…四◦•四八•五九*八七 • 
一九°一一五一 

ほとり . 二力 

ま行 

間(ま) . 四0•四六 

rpl . 一六ーー 

前 . 三二 Q 

誠に . 三一 

先づ . 三六 

又 . 一九?一七九 

まだ . 四?一六七 

松 . 一三五•三 Q 三 

待つ . 一六•一一一一八•一四二 

窓 . 三二0 

窓の穴 . 二六一 

惑はす . 三0 

招く ... ニー 

ま ゞ . 一四七 


ま k に . 一^ 

丸子 (まりこ) . 七 

万句 . 一一六 

万歳(まんざい) . 二 

万葉 . 一九五 

三井寺 . 八 0 

見送る . 三 8 

三日月 . 一九八 

三日の月 . 一一八三 

三河の国 . 一四五 

蜜柑 . 二四 • 一一 0 

見す . 一六七 

みづから . ニー 

水の上 . 二五一 

晦日(みそか)……一五五*一一三二 

M .S 

道の程 . 一四五 

満つ . 一一六四 

三日 . 一 

一貢 . 三 S 

密なり . 三一 

御堂 . 三一 

皆 . 一一一二四 

水無月 . 六九•七一 

蓑と笠 . 一三二 

^ . ^0 

明照寺 . 三一 • 一一四 

見る…：.四 0 •六ぐ 1 B •一？一七 0 . 

一一八三 • 一九三 
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V 版め L 


むさ L W . 

人むとせ 
紫なり . 


一 . 一五八 

. 四 Q 

. 九六•二四 Q 

八0入六.一8.1 


飯(めし) 
めでたし： 


詣(まぅ)づ……四0•一四五 •! 
餅 . 一七四•一八〇 

餅の音 . 三三二 

もて . 一九五 

もてなし . 一四七 

もてなす . ニー 

下(もと) . 一四七 

求む . 一四七 

者 . 一九五•三01一一 

物 . 三六*一六 .100 •三四五 

ものいふ . 二九三 

ものを . 一一 Q 五 

もの X ふ . 三一一七 

もの古る . 三一 

紅葉 . 三四 

桃 . 一三八 * A 


門人…… 
門敲(た- 


屋形 . 

焼く . 

野菜 . 

屋敷 . 

や^■と. 

矢立 . 

0 . 

¢5 . 

宿借る . 

^ 01^9 . 

W . 

屋根 . 

野馬 . 


……三一 

. 四八 

二8•一一七五 
一五八 * A 
. 八0 


藪 . 四五•四八 

病 . 一四五 

山桜 . 三六•一七一一 

山里 . 一一 

山吹 . 一九 • 一二 

山伏 . 一六 

闇 . 八 一*1七三 

闇の夜 . 三0 


雪… 一一一•一四一一*五三•一五八•二五九•三二三 

行く . ニハ•一一 G 八=四三 

行く秋 . ニー "? 二八九 

夢心 . 四一 

予 . 三 S 

世 . 一七〒一七六 

夜 . 三 CM 一六四•三三六 


夜着： . 七三•一四五 

横たふ . 二五一 

汚(よご)る . 三四七 

夜寒 . 一0三 

由 . 二六 

寄 -r . 二四力 

四隅 . 二八七 

四日 . 一 


よに . 

世の中 . 

よみす . 

詠む . 

依る . 

よろぼひ出づ 
夜半 . 

s . 


ら•わ行 


« . 

羅生門… 
嵐雪…… 

離別 . 

李由子… 
両の手… 
料理の間 • 
旅舘…… 
旅亭…… 
留主…… 
例の病… 

®. 

炉開き… 


……二六 
……一五八 
……一三八 
…… M 六 
一五五*一六四 
……三8 
…… 一®六 
……一九五 


我(わ) . 一一七九*5•一一一一四 

若菜 . 七•二三七 

わづかなり . 一一七三 

わする . 一〇九 • 一五九 

忘れがたし . 一五八 















































































































綿 . 九一 

腸(わた) . 一一七〇 


侘しげなり . 一四七 

笑ふ . 一一 a 


草鞋 . 一三五 

藁屋 . 二八 


我(われ) . 四一•吴 
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